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遺物観察表　　1

表67　土器類観察表（１）

No
地区
遺構

層
位

時期
器種分類

法量(㎝)
残存率
(X/12)

調整
胎土

焼
成

備考 挿図 図版
外面 内面

1 SZ050 d
Ⅳ－2
高坏Ｃ

口径9.0
底径7.0
器高10.8
最大径10.3

口縁5
底部完

存

凹線文(3条)、ﾊｹ、沈線
(2条・脚端部)

ｼﾎﾞﾘ痕、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、ｹ
ｽﾞﾘ

やや粗、径1㎜以下の長
石を多く含む 普

通

　

24 108

2 SZ050 d
Ⅳ－2
高坏Ａ

口径18.0
底径9.5

器高(16.7)
最大径20.0

口縁9
底部完

存

凹線(6条)、ﾐｶﾞｷ、ﾊｹ ｼﾎﾞﾘ痕、ﾊｹ、ｹｽﾞﾘ、
指頭圧痕

やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

良

打ち欠き、口縁に
2孔1組の穿孔2カ
所有り

24 108

3 SZ050 e
Ⅳ－2
壺A2

口径6.8
底径6.4

器高(26.1)
最大径20.0

口縁7
底部1/4
未満

凹線文(5条)、刺突文、
沈線(16条－4単位？)、
波状文、ﾊｹ、磨耗著し
い

ﾖｺﾅﾃﾞ、ｼﾎﾞﾘ痕、指
頭圧痕、ﾊｹ、摩耗
著しい

やや密、径1㎜以下の長
石・雲母を多く含む 普

通

外面に煤付着

24 108

4 SZ050 d
Ⅳ－2
壺A1

口径12.0
底径5.6
器高32.8
最大径25.3

口縁6
底部完

存

凹線文(3条)、ﾊｹ、沈線
(2条)、斜位のﾊｹ、直線
文、刺突文、ﾊｹ

ｼﾎﾞﾘ痕、ﾊｹ やや密、径2㎜以下の長
石を僅かに含む

良 24 107

5 SZ050 k
Ⅳ－2
壺A2

口径14.8
底径8.3

器高(43.0)
最大径32.9

口縁6
底部2/4
以上

凹線文(7条)、縦位沈線、
刺突文、凹線文(4条)、
2本1組2帯のｸｼによる直
線文・扇形文・斜格子
文、直線文、斜格子文、
刺突文(貝)、ﾐｶﾞｷ、ﾊｹ

ﾅﾃﾞ、輪積み痕、指
頭圧痕、ﾊｹ、底部
内面剥離

密、径2㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土粒を
多く含む

良 24 107

6 SZ050 c
Ⅳ－2
壺Ｇ

口径5.7
底径4.9
器高9.1
最大径9.9

口縁12
底部完

存

2本1組4本歯のｸｼによる
直線文、波状文、ﾊｹ

ﾅﾃﾞ、ﾊｹ(2本1組4本
歯のｸｼによる？)

やや粗、径1㎜以下の長
石を僅かに含む

良

外面に煤付着、二
次焼成痕、口頸部
打ち欠き、胴部打
ち欠き

25 108

7 SZ050 d
Ⅳ
甕Ａ

底径4.9
器高(3.0)

底部	
3/4以上

ﾊｹ、ﾅﾃﾞ(底部) 磨耗のため不明 やや密、径1㎜以下の長
石を僅かに含む

普
通

25 －

8 SZ050 f
Ⅳ－2
甕A2

口径13.7
底径5.0

器高(24.8)
最大径17.0

口縁2底
部2/4以

上

ﾀﾀｷのちﾊｹ ﾊｹ、指頭圧痕、ｹｽﾞ
ﾘ

やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

外面に煤付着

25 107

9 SZ050 d
Ⅳ－2
壺A1

底径5.0
器高(14.2)

底部完
存	

ﾊｹ ﾊｹ やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

良 25 108

10 SZ050 b
Ⅳ

壺A底部
底径6.0
器高(3.2)

底部	
1/4未満

ﾊｹ ﾊｹ やや密、径1㎜以下の長
石を僅かに含む

普
通

25 －

11 SZ050 d
Ⅴ～Ⅶ
高坏

器高(3.8)  
ﾐｶﾞｷ ﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長

石・石英を僅かに含む
普
通

外面赤彩
25 －

12 SZ050 a
Ⅳ
壺A1

器高(3.0)  
沈線(2条)、磨耗著しい ｼﾎﾞﾘ痕 やや密、径1㎜以下の長

石を僅かに含む
普
通

25 －

13 SZ050 b
Ⅴ～Ⅶ
高坏

器高(6.5)  
ﾐｶﾞｷ ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長

石・石英を僅かに含む
良

内外面に煤付着、
2穿孔1組2方向

25 －

14 SZ050 d
Ⅳ－2
甕A2

口径15.6
底径5.0
器高22.8
最大径18.1

口縁6
底部完

存

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾀﾀｷ、刺突文(2
段)、ﾊｹ

ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕、
ﾊｹ、ｹｽﾞﾘ

やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

25 107

15 SZ050 f
Ⅰ
壺

口径13.2
器高(4.9)

口縁2
ﾐｶﾞｷ？ｹｽﾞﾘ出し突帯 ﾅﾃﾞ やや粗、径2㎜以下の長

石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

　
25 －

16 SZ050 b
Ⅳ
壺

底径6.5
器高(3.2)

	底部
1/4未満

ﾊｹ ﾊｹ やや密、径1㎜以下の長
石を多く含む

普
通

　
25 －

17 SZ050 a
Ⅵ

甕D1b
口径15.8
器高(2.7)

口縁1
ﾖｺﾅﾃﾞ、押し引き、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ やや密、径1㎜以下の長

石・金雲母を僅かに含
む

良
外面炭化物付着、
内面煤付着 25 －

18 SZ050 a
Ⅴ
甕Ａ

器高(5.3)  
直線文(7条)、波状文 指頭圧痕、ﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長

石・石英を僅かに含む
普
通

　
25 －

19 SZ050 a
Ⅴ～Ⅶ
甕脚部

底径7.0
器高(5.1)

底部3/4
以上

ﾊｹ、ﾅﾃﾞ ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、指頭圧痕 やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

良
外面に煤付着、破
断面二次焼成痕

25 －

20 SZ051 c
Ⅳ
甕A1

口径15.2
器高(5.8)

口縁2
ﾖｺﾅﾃﾞ、沈線(1条)、ﾀﾀｷ
のちﾊｹ

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹのちﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長
石・石英・ﾁｬｰﾄを多く
含む

良
　

28 －

21 SZ051 d
Ⅳ
甕A2

口径16.0
器高(6.6)

口縁1

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾀﾀｷのちﾊｹ？、
磨耗著しい

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹのちﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長
石・石英・金雲母・ﾁｬｰ
ﾄ・赤色酸化土粒を多く
含む

普
通

　

28 －

22 SZ051 d
Ⅳ
壺A2

器高(5.0)  
簾状文or刺突文、直線
文3帯(2本1組2帯)

ﾅﾃﾞ、ｼﾎﾞﾘ痕 やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

28 －

23 SZ051 b
Ⅳ－2
壺Ｂ

口径12.0
底径7.6

器高(30.1)
最大径25.8

口縁11
底部1/4
以上

凹線文(2条)、沈線(16
条)、波状文、ﾊｹ

指頭圧痕、ﾅﾃﾞ、ﾊｹ やや密、径1㎜以下の長
石・石英・ﾁｬｰﾄを僅か
に含む

良

　

28 －

24 SZ051 a
Ⅴ
壺

底径8.3
器高(10.4)

底部	
1/4未満

ﾐｶﾞｷ、沈線4条 ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、ﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下の長石・
石英・ﾁｬｰﾄを僅かに含
む

良
2穿 孔1組2方 向、
赤彩有り 28 108



2　　第３章　調査の成果

表68 土器類観察表（２）

No
地区
遺構

層
位

時期
器種分類

法量(㎝)
残存率
(X/12)

調整
胎土

焼
成

備考 挿図 図版
外面 内面

25 SZ051 i
縄文
変容壺

器高(4.6)  
貼付突帯、条痕(貝)、ﾅ
ﾃﾞ

ﾅﾃﾞ やや粗、径4㎜以下の長
石・雲母・ﾁｬｰﾄを多く
含む

普
通

28 －

26 SZ051 a
Ⅶ
壺A5

口径12.4
器高(4.3)

口縁2

ﾐｶ ﾞ ｷ、山形文(貝？)、
沈線(2条)

直線文(5条)、山形
文(貝？)、直線文(4
条)、ﾐｶﾞｷ、輪積み
痕、指頭圧痕

密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

良

赤彩(山形文、内
外面)

28 109

27 SZ051 b
Ⅴ～Ⅶ
壺Ｈ

底径3.8
器高(5.1)

底部完
存

ﾐｶﾞｷ、輪積み痕、ｹｽﾞﾘ ﾅﾃﾞ、輪積み痕 やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

良
　

28 －

28 SZ051 b
Ⅵ～Ⅶ
高坏

器高(4.0)  
爪痕、ﾐｶﾞｷ ﾍﾗ押さえ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、

ﾊｹ
密、径1mm以下のﾁｬｰﾄ・
赤色酸化土粒を僅かに
含む

良
1穿孔1組3方向

28 －

29 SZ051 i
縄文
変容壺

底径6.5
器高(29.4)

底部完
存

条痕、ｹｽﾞﾘ、貼付突帯、
押し引き

ﾅﾃﾞ、輪積み痕、指
頭圧痕

粗、径2㎜以下の長石・
石英・ﾁｬｰﾄを多く含む

普
通

　
28 －

30 SZ051 a
Ⅵ～Ⅶ鉢

A3a
口径15.0
器高(11.3)

口縁5

ﾖｺﾅﾃﾞ(口縁)、ﾊｹ(胴部) 口縁部→ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ
(幅広)？、のちﾖｺﾅ
ﾃﾞ／胴部→ﾊｹ、ﾊｹ
(幅広)？

やや密、径2㎜以下の長
石・雲母・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

口縁端部に打ち欠
き

28 109

31 SZ051 a
Ⅴ～Ⅶ
壺Ｃ

口径13.4
器高(10.2)

口縁3
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾍﾗﾐｶﾞｷ ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕、

ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、輪積み痕
やや密、径3㎜以下の赤
色酸化土粒を僅かに含
む

普
通

外面に煤付着
28 －

32 SZ051 a
Ⅴ
甕A1

口径10.9
底径3.3
器高17.2

口縁3
底部3/4
以上

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕、
ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、ﾊｹ

やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

外面に煤付着
29 109

33 SZ051 a
Ⅴ

甕A2a
口径17.0
器高(4.2)

口縁2
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、輪積み痕 やや密、径1㎜以下の石

英・ﾁｬｰﾄを多く含む
良

外面に煤付着
29 －

34 SZ051 b
Ⅴ

甕B1b
口径16.0
器高(5.3)

口縁3
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、ｹｽﾞﾘ 密、径1㎜以下の長石・

赤色酸化土粒を僅かに
含む

良
外面に煤付着

29 －

35 SZ051 a
Ⅴ

甕A2a
口径16.8
器高(6.4)

口縁1
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、輪積み痕 密、径3㎜以下の長石・

石英・ﾁｬｰﾄを多く含む
良

　
29 －

36 SZ051 b
Ⅴ～Ⅶ
甕C2

口径18.2
器高(7.6)

口縁3
ﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾅﾃﾞ、ﾊｹ、輪積み痕 やや密、径3㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

　
29 －

37 SZ051 a
Ⅴ

高坏Ｉ
底径11.7
器高(13.3)

	底部
2/4以上

ﾍﾗﾐｶﾞｷ、ﾖｺﾅﾃﾞ ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、ﾊｹ、脚部-
ｼﾎﾞﾘ、ﾅﾃﾞ

やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

1穿孔1組4方向
29 109

38 SZ051 a
Ⅵ

甕D1a
口径16.6
器高(6.8)

口縁1
ﾖｺﾅﾃﾞ、押し引き、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧

痕、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ
密、径1㎜以下の長石・
雲母を多く含む

良
外面に煤付着、打
ち欠き

29 －

39 SZ051 a
Ⅴ～Ⅶ
甕脚部

底径4.0
器高(2.6)

底部1/4
以上

ﾊｹ 磨耗のため調整不
明、脚部内面　ﾕﾋﾞ
押さえ

やや粗、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

良
　

29 －

40 SZ051 b
Ⅴ～Ⅶ
手捏ねＣ

口径5.3
底径3.8
器高3.2
最大径5.4

口縁8
底部完

存

指頭圧痕、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ 指頭圧痕、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ 密、径2㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄを僅かに含む

良 29 111

41 SZ051 a
Ⅴ～Ⅶ
手捏ねＤ

底径3.6
器高(6.5)

底部完
存

ﾅﾃﾞ ﾅﾃﾞ、ﾊｹ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の赤
色酸化土粒を僅かに含
む

普
通

内外面・破断面に
煤付着 29 －

42 SZ051 i
縄文
深鉢

器高(6.8)  
磨耗 ﾅﾃﾞ？ やや粗、径3㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

穿孔有り
29 －

43 SZ051 i
Ⅳ

壺A2胴部
器高(12.3)

沈線(2＋3条)、波状文(7
条)、沈線(7条)、波状
文(7条)、ﾊｹ

ｼﾎﾞﾘ痕、ﾊｹ、指頭
圧痕

密、径1㎜以下の長石・
石英を多く含む 良

　
29 －

44 SZ051 i
Ⅳ
壺Ａ

器高(3.5)
4条の凹線文、刺突文 ﾅﾃﾞ 密、径1mm以下のﾁｬｰﾄを

僅かに含む
良 29 －

45 SZ051 6
Ⅳ

壺底部
底径5.3
器高(3.4)

	底部
1/4以上

ﾊｹ ﾊｹ？磨耗 やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

　
29 －

46 SZ051 b
Ⅰ
壺

口径20.7
器高(6.7)

口縁1
ﾐｶﾞｷ、沈線(半截竹管) ﾐｶﾞｷ、ﾅﾃﾞ やや密、径2㎜以下の長

石・雲母・ﾁｬｰﾄを多く
含む

普
通

　
29 111

47 SZ051 b
Ⅶ

高坏D5
口径28.0
器高(5.5)

口縁1

ﾐｶﾞｷ、磨耗につき調整
不明

多条沈線2条、7条、
2条、2条、2条、4条、
連弧文(ﾍﾗ)4帯、ﾐｶ
ﾞｷ

密、径1mm以下の長石・
赤色酸化土粒を僅かに
含む

普
通

　

30 －

48 SZ051 a
Ⅶ

高坏H2
器高(4.2)

多条沈線(4条、2条、4
条)、連弧文2帯(ﾍﾗ)、ﾐ
ｶﾞｷ

ﾐｶﾞｷ 密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む 良 30 －

49 SZ051 2
Ⅶ

高坏C4d
器高(3.8)  

ﾐｶﾞｷ？(磨耗) 沈線(7条)、山形文
(ﾍﾗ)、沈線(7条)

やや密、径1㎜以下の長
石・雲母・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

30 －

50 SZ051 2
Ⅴ～Ⅶ
壺A1a

口径14.8
器高(2.4)

口縁2
擬凹線文(5条)、ﾊｹ 擬凹線文(11条)、ﾅ

ﾃﾞ
密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

良
　

30 －

51 SZ051 i
Ⅴ～Ⅶ
壺B2c

口径14.6
器高(4.2)

口縁1
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、竹管文 やや密、径1㎜以下の長

石を僅かに含む
良

　　
30 －



遺物観察表　　3

表69 土器類観察表（３）

No
地区
遺構

層
位

時期
器種分類

法量(㎝)
残存率
(X/12)

調整
胎土

焼
成

備考 挿図 図版
外面 内面

52 SZ051 a
Ⅴ～Ⅶ
壺B2c

口径14.8
器高(4.3)

口縁2
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹのちﾅﾃﾞ ﾖｺﾅﾃﾞ、斜格子文、

ﾊｹ、輪積み痕、ﾊｹ
密、径1㎜以下のﾁｬｰﾄを
僅かに含む

良
　

30 －

53 SZ051 a
Ⅴ～Ⅶ

壺
底径5.1

器高(11.5)
底部完

存

磨耗 磨耗 やや密、径3㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を多
く含む

普
通

外面に煤付着
30 －

54 SZ051 a
Ⅴ～Ⅶ
鉢Ａ

器高(4.8)
直線文、刺突文、ﾊｹ ﾊｹ 密、径1㎜以下の長石・

ﾁｬｰﾄを僅かに含む
良

外面に炭化物付着
30 －

55 SZ051 2
Ⅶ

甕D2a
口径14.9
器高(2.7)

口縁4
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、沈線(1条) ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ 密、径1mm以下の長石・

石英・雲母を多く含む
良

外面に煤付着
30 －

56 SZ051 3
Ⅵ

甕D1b
口径14.0
器高(3.4)

口縁1
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧

痕
密、径1㎜以下の長石・
石英・雲母・ﾁｬｰﾄを多
く含む

良
　

30 －

57 SZ052 a
Ⅵ～Ⅶ
高坏Ｃ

器高(11.0)  
ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、板ﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下の長石・

ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土粒を
僅かに含む

良
2穿孔1組2方向

32 －

58 SZ052 a
Ⅵ～Ⅶ
高坏C脚
部？

器高(6.6)
ﾐｶﾞｷ ｼﾎﾞﾘ痕、ﾊｹ 密、径1㎜以下の長石を

僅かに含む 良
2穿 孔1組2方 向、
内面に煤付着 32 －

59 SZ052 b
Ⅶ

高坏D5
口径20.0
器高(4.7)

口縁1
ﾐｶﾞｷ 多条沈線(2条、5条、

4条、4条、6条 )、
連弧文(貝、3段)

密、径1㎜以下の赤色酸
化土粒を僅かに含む

普
通

　
32 －

60 SZ052 b
Ⅵ～Ⅶ
甕E1

口径10.4
器高(5.9)

口縁1
ﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾅﾃﾞ、ｹｽﾞﾘ、指頭圧

痕、輪積み痕
やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

外面に煤付着
32 －

61 SZ053 c
Ⅳ－2
壺A1

口径14.0
底径5.4

器高(25.1)
最大径23.8

口縁4
底部1/4
未満

ﾊｹ目 ﾊ ｹ目、指頭圧痕、
輪積み痕、ｹｽﾞﾘ

やや粗、径1㎜以下の長
石・石英・ﾁｬｰﾄ・赤色
酸化土粒を多く含む

普
通

打ち欠き

34 110

62 SZ053 c
Ⅳ－2
甕B2

口径13.0
器高(15.1)

口縁3

ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、ﾊｹ目、
直線文(7条)、刺突文、
直線文(7条)、ﾊｹ目、波
状文、ﾊｹ目

ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕 やや密、径1㎜以下の長
石・雲母・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

外面に炭化物付着

34 110

63 SZ053 1
Ⅳ－2
甕A2

口径17.6
器高(3.2)

口縁2
ﾊｹ目、ﾀﾀｷ ﾊｹ目 やや密、径1㎜以下の雲

母・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

外面に煤付着
34 －

64 SZ053 c
Ⅴ

高坏Ａ？
底径13.4
器高(4.6)

底部1/4
以上

ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ やや密、径1㎜以下の長
石・雲母・赤色酸化土
粒を僅かに含む

良
2穿孔1組？方向

34 111

65 SZ053 b
Ⅵ

高坏C2c
口径25.8
器高(11)

口縁4
ﾐｶﾞｷ 多条沈線(14条)、ﾐ

ｶﾞｷ
やや密、径1㎜以下の長
石・雲母・赤色酸化土
粒を多く含む

良
外面に煤付着

34 109

66 SZ053 c
Ⅵ～Ⅶ
壺Ｃ

口径16.2
器高(5.3)

口縁5
ﾖｺﾅﾃﾞ(指) ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕 やや密、径2㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

良 34 －

67 SZ053 b
Ⅵ～Ⅶ
甕B4

口径18.2
器高(7.4)

口縁2
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕 やや粗、径1㎜以下の長

石・雲母・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

外面に煤付着
34 －

68 SZ053 b
Ⅵ～Ⅶ
甕B2

口径18.4
器高(4.2)

口縁1
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ目 キザミ、ﾖｺﾅﾃﾞ、指

頭圧痕
やや密、径1㎜以下の長
石を僅かに含む

良 34 －

69 SZ053 b
Ⅵ～Ⅶ
甕B2

口径25.2
器高(7.4)

口縁4
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ目 ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、指

頭圧痕、輪積み痕
やや密、径1㎜以下の赤
色酸化土粒を僅かに含
む

良
外面に煤付着

34 111

70 SZ053 b
Ⅱ
壺Ｃ

器高(6.7)
連孤文、貼付隆帯、貝
殻条痕

摩耗のため調整不
明

やや粗、径1㎜以下の長
石・石英・雲母を僅か
に含む

普
通

34 111

74 SZ054 a
Ⅵ

高坏C脚
部

器高(7.1)
ﾐｶﾞｷ ﾕﾋﾞ押さえ、ﾍﾗ押さ

え
密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む 良

2穿孔1組2方向
37 －

75 SZ054 5
縄文
深鉢

器高(3.8)  
貼付突帯 ﾅﾃﾞ、指頭圧痕 やや密、径1㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む
普
通

37 110

76 SZ054 c
縄文
深鉢

器高(5.0)  
貼付突帯 輪積み痕 やや粗、径1㎜以下の長

石・石英を僅かに含む
普
通

37 110

77 SZ054 c
縄文
深鉢

器高(2.7)  
貼付突帯、貼付突帯上
に条痕、(原体不明)

ﾅﾃﾞ 粗、径2㎜以下の長石・
石英・ﾁｬｰﾄを僅かに含
む

普
通

37 110

78 SZ054 a
縄文
深鉢？

器高(4.0)
貼付突帯、輪積み痕、
磨耗

磨耗 やや粗、径3㎜以下の長
石・石英・ﾁｬｰﾄを多く
含む

普
通

37 110

79 SZ054 a
Ⅱ
壺Ｃ

器高(4.0)
条痕(二枚貝) ﾅﾃﾞ やや粗、径4㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む
普
通

37 －

80 SZ054 j
縄文
深鉢

器高(3.5)
貝殻条痕 ﾅﾃﾞ、指頭圧痕 やや粗、径4㎜以下の長

石・石英・ﾁｬｰﾄを僅か
に含む

普
通

37 110

81 SZ054 5
縄文
深鉢

器高(5.0)
貝殻条痕 磨耗 やや粗、径3㎜以下の長

石・石英を僅かに含む
普
通

37 110

82 SZ054 a
縄文
深鉢

器高(5.3)
貝殻条痕 ﾅﾃﾞ、指頭圧痕 粗、径1㎜以下の長石・

石英を僅かに含む
普
通

37 110



4　　第３章　調査の成果

表70 土器類観察表（４）

No
地区
遺構

層
位

時期
器種分類

法量(㎝)
残存率
(X/12)

調整
胎土

焼
成

備考 挿図 図版
外面 内面

83 SZ054 3
縄文
深鉢

器高(6.0)
ﾅﾃﾞ、指頭圧痕、条痕 ﾅﾃﾞ、指頭圧痕、条

痕(二枚貝)
やや粗、径3㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

普
通

37 110

84 SZ054 b
Ⅵ

壺A胴部
器高(18.4)

刺突文(貝?)、擬凹線、
ﾐｶﾞｷ

指頭圧痕、ﾊｹ 密、径1㎜以下の長石・
赤色酸化土粒を僅かに
含む

普
通

外面赤彩
37 －

85 SB098 a
Ⅵ～Ⅶ
高坏C4b

器高(7.8)
ﾐｶﾞｷ 多条沈線、山形文、

ﾐｶﾞｷ
やや粗、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

断面実測、外面に
煤付着、破断面二
次焼成痕

40 －

86 SB098 1
Ⅵ～Ⅶ
高坏C4e

器高(3.0)
ﾐｶﾞｷ 多条沈線(5本)、山

形文
やや密、径2㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

断面実測
40 －

87 SB098 1
Ⅵ～Ⅶ
高坏C4a

器高(3.6)
ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ やや密、径1㎜以下の長

石を僅かに含む
普
通

破断面に二次焼成
痕

40 －

88 SB098 a
Ⅵ～Ⅶ
高坏C4b

器高(7.0)
多条沈線(3条)、ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ やや密、径2㎜以下の赤

色酸化土粒を僅かに含
む

良
断面実測

40 －

89 SB098 2
Ⅶ－2
高坏C脚

部

底径12.4
器高(10.0)

底部1/4
未満

ﾐｶﾞｷ ｼﾎﾞﾘ痕、ﾊｹ、ﾅﾃﾞ やや粗、径1㎜以下の長
石を僅かに含む

普
通

破断面に二次焼成
痕 40 －

90 SB098 2
Ⅶ－2
高坏C4a

口径14.8
底径10.3
器高11.2
最大径15.1

口縁8
底部完

存

ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、ｼﾎﾞﾘ痕 やや密、径1.5㎜以下の
長石・赤色酸化土粒を
僅かに含む

普
通

1穿孔1組3方向

40 112

91 SB098 a
Ⅵ～Ⅶ
手捏ねＣ

口径6.9
底径3.4
器高4.4

口縁1
底部完

存

ﾅﾃﾞ(ﾊｹ目残る) 指頭圧痕、ﾊｹ やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

良
口縁部分に打ち欠
き 40 117

92 SB099 a
Ⅶ－3
高坏D2

口径20.4
器高(6.1)

口縁3
ﾐｶﾞｷ 口唇部2条の沈線、

ﾐｶﾞｷ
やや密、径1㎜以下の長
石・雲母・赤色酸化土
粒を僅かに含む

良
内面に煤付着

42 112

93
SB099
壁溝

a
Ⅶ－3
壺B

器高(11.5)  
ｹｽﾞﾘのちﾐｶﾞｷ？ 指頭圧痕、輪積み

痕、ｹｽﾞﾘ(胴下半)
やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

42 －

94 SB099 a
Ⅶ－3
甕D2b

口径15.4
器高(21.5)
最大径22.8

口縁1
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、

指頭圧痕、輪積み
痕

やや密、径1㎜以下の長
石・雲母を僅かに含む

普
通

内外面に炭化物付
着 42 112

95 SB099 a
Ⅶ－3
高坏D5

口径22.0
底径14.0
器高(15.3)
最大径22.0

口縁1
底部1/4
以上

ﾐｶﾞｷ、ﾅﾃﾞ 口唇部沈線(2条)、
多 条 沈 線(6条・2
条・2条・2条・4条)、
連弧文、ﾐｶﾞｷ、ﾅﾃﾞ

やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

良

1穿孔1組4方向

42 112

96 SB099 a
Ⅶ－3
甕D脚部

底径10.0
器高(4.6)

	底部
2/4以上

ﾊｹ 指頭圧痕 やや密、径1㎜以下の長
石・石英・雲母を僅か
に含む

普
通

42 －

97 SB099 2
Ⅵ
甕A4

口径13.4
器高(4.3)

口縁1
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、輪積み

痕
密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

良
破断面に二次焼成
痕

42 －

98 SB099 b
Ⅳ
壺A1

口径11.6
器高(4.5)

口縁1
凹線文(2条)、磨耗著し
い

ﾅﾃﾞ、磨耗著しい やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

42 －

99
SB100
P4

1
Ⅶ
甕C2

口径13.8
器高(6.3)

口縁1
ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ ｹｽﾞﾘ？指頭圧痕 やや密、径1㎜以下の長

石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

良
外面に煤付着

44 －

100 SB100 a
Ⅶ

高坏D4
器高(2.2)  

調整不明(ﾐｶﾞｷ？) 沈線(8条)、山形文、
沈線(8条)

密、径1㎜以下の長石・
赤色酸化土粒を僅かに
含む

普
通

44 －

101 SB101 5
Ⅴ～Ⅵ
壺底部

底径4.4
器高(2.2)

	底部
3/4以上

ﾐｶﾞｷ 磨耗 やや密、径1㎜以下の長
石・雲母を僅かに含む

良
外面に赤彩

45 －

102 SB102 d
Ⅵ～Ⅶ
壺B2・3

底径4.8
器高(13.2)
最大径13.4

底部完
存	

ﾐｶﾞｷ、ﾅﾃﾞ 指頭圧痕、ﾊｹ、ﾕﾋﾞ
ﾅﾃﾞ、輪積み痕

密、径1㎜以下の長石・
赤色酸化土粒を僅かに
含む

良
　

49 112

103 SB102 a
Ⅴ～Ⅵ
壺Ａ

器高(5.9)  
刺突文(貝？)、直線文 ﾅﾃﾞ、指頭圧痕 密、径2㎜以下の長石・

赤色酸化土粒を僅かに
含む

普
通

49 －

104 SB102 a
Ⅴ～Ⅶ
壺A底部

底径5.6
器高(6.9)

底部	
ﾐｶﾞｷ ﾊｹ 密、径1㎜以下の長石を

僅かに含む
良

外面に赤彩、煤付
着

49 －

105 SB102 d
Ⅴ～Ⅵ
高坏I1b

口径8.3
器高(8.3)

口縁12
ﾐｶﾞｷ、ﾅﾃﾞ ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭

圧痕、輪積み痕
やや密、径2㎜以下の長
石・石英・赤色酸化土
粒を僅かに含む

良
　

49 112

106 SB102 c
Ⅴ～Ⅵ
甕A底部

底径4.6
器高(2.9)

	底部
1/4以上

ﾊｹ 指頭圧痕 やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

49 －

107 SB102 a
Ⅴ

甕A胴部
器高(8.9)  

ﾅﾃﾞ、直線文、波状文、
直線文、ﾊｹ

指頭圧痕、輪積み
痕、ﾅﾃﾞ

密、径3㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土粒を
僅かに含む

普
通

49 －

108 SB102 b
Ⅶ

高坏H2
口径10.0
器高(1.9)

口縁2
刺突文、沈線(8条)、刺
突文、沈線(5条)

ﾐｶﾞｷ やや密、径1㎜以下の長
石を僅かに含む

良 49 －

109 SB102 d
Ⅶ－3
高坏D2

口径20.0
器高(5.4)

口縁3
ﾐｶﾞｷ 多重沈線(3条)、ﾐｶ

ﾞｷ
密、径2㎜以下の長石・
赤色酸化土粒を僅かに
含む

普
通

49 －

110 SB102 b
Ⅶ－3
高坏Ｄ

器高(3.0)  
磨耗につき調整不明 磨耗につき調整不

明
密、径1㎜以下の長石・
赤色酸化土粒を僅かに
含む

普
通

　
49 －
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表71 土器類観察表（５）

No
地区
遺構

層
位

時期
器種分類

法量(㎝)
残存率
(X/12)

調整
胎土

焼
成

備考 挿図 図版
外面 内面

111 SB102 a
Ⅵ

高坏C脚
部

底径12.8
器高(6.3)

	底部
1/4以上

ﾐｶﾞｷ ﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

1穿孔1組3方向?
49 －

112 SB102 b
Ⅵ～Ⅶ
高坏D脚

部
器高(4.5)  

磨耗のため調整不明 ｼﾎﾞﾘ痕 やや密、径2㎜以下の長
石・石英を僅かに含む

普
通

2穿孔1組3方向？
49 －

113 SB102 5
Ⅴ～Ⅶ
壺Ｊ？

器高(2.7)  
横線、刺突文 ﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下の長石を

僅かに含む
良 49 －

114 SB102 a
Ⅶ

壺B2b
口径12.5
器高(5.0)

口縁3
ﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾅﾃﾞ、ﾊｹ 密、径1㎜以下の長石・

赤色酸化土粒を僅かに
含む

普
通

49 －

115 SB102 5
Ⅴ～Ⅶ
壺A胴部

器高(3.1)  
斜格子文?(貝)、直線文 ﾊｹ やや密、径2㎜以下の長

石を僅かに含む
普
通

49 －

116 SB102 c
Ⅵ～Ⅶ
甕C2

口径19.0
器高11.9)

口縁2
指頭圧痕、ﾊｹ 指頭圧痕、ﾊｹ(2種

の工具？)、輪積み
痕、ｹｽﾞﾘ

やや密、径5㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

良
外面に煤付着

49 －

117 SB102 a
Ⅶ

甕胴部
器高(14.8)  

ﾊｹ ﾊｹ、指頭圧痕、輪
積み痕

やや粗、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

外面に煤付着
50 －

118 SB102 5
Ⅳ
壺A2

口径9.0
器高(5.5)

口縁1
凹線文(6条)、刺突文 ﾖｺﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長

石・石英を僅かに含む
良

　
50 －

119 SB102 b
Ⅳ
壺A2

器高(3.3)  
刺突文 ﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長

石を僅かに含む
普
通

断面実測
50 －

120 SB102 b
Ⅵ～Ⅶ
甕D1b

口径12.0
器高(3.0)

口縁2
ﾖｺﾅﾃﾞ、押し引き、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧

痕
やや密、径1㎜以下の長
石を僅かに含む

普
通

外面に煤付着
50 －

121 SB102 a
Ⅵ～Ⅶ
甕D1b

口径25.2
器高(4.8)

口縁1
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧

痕
やや粗、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

50 －

122 SB102 5
Ⅳ
甕A2

口径14.0
器高(5.0)

口縁2
刺突文、ﾀﾀｷのちﾅﾃﾞ ﾊｹ、ﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長

石・石英を僅かに含む
普
通

50 －

123 SB103 b
Ⅵ

高坏C2a
口径23.2
器高(10.1)

口縁8
ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ やや密、径1㎜以下の長

石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

良 53 113

124 SB103 b
Ⅵ

高坏C1b
口径23.5
器高(8.2)

口縁10
ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ やや密、径3㎜以下の長

石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

53 －

125 SB103 b
Ⅵ

器台B1
口径17.1
器高(4.1)

口縁4
沈線、ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ やや密、径2㎜以下の長

石を僅かに含む
良 53 －

126 SB103 b
Ⅵ

器台B1
口径19.4
器高(14.0)

口縁9
ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、ﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長

石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

良
2穿 孔1組4方 向、
破断面に二次焼成
痕、

53 113

127 SB103 b
Ⅵ

高坏B脚
部

器高(8.5)  
ﾐｶﾞｷ ｼﾎﾞﾘ痕、ｹｽﾞﾘ 密、径2㎜以下の長石を

僅かに含む 良
1穿 孔1組3方 向、
付根割面に煤付着 53 －

128 SB103 b
Ⅵ
壺Ｈ

底径2.9
器高(11.9)

底部完
存

ﾍﾗﾐｶﾞｷ 指頭圧痕、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、
ﾊｹ？、輪積み痕

やや密、径3㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

外面に煤付着
53 114

129 SB103 b
Ⅵ

鉢A3a
口径14.8
器高(6.7)

口縁3
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突、直線文、
刺突文、ﾊｹ

ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕 やや粗、径2㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

外面に煤付着
53 －

130 SB103 b
Ⅵ
鉢Ａ

底径3.3
器高(8.1)

底部完
存

ﾅﾃﾞ、直線文、刺突文、
ﾊｹ、板ﾅﾃﾞ

ﾅﾃﾞ やや密、径4㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

外面に煤付着
53 －

131 SB103 b
Ⅵ～Ⅶ
甕E2

口径16.4
底径7.8
器高20.1
最大径19.1

口縁1
底部1/4
未満

ﾅﾃﾞ、ﾊｹ、ｹｽﾞﾘ、指頭圧
痕

ﾅﾃﾞ、ﾍﾗｹｽﾞﾘ、ﾅﾃﾞ やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

53 114

132 SB103 b
Ⅵ～Ⅶ
壺A胴部

器高(9.0)  
沈線(9条)、刺突文、直
線文(11条)、刺突文、
直線文(11条)、刺突文

指頭圧痕、輪積み
痕

やや密、径2㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

外面に赤彩
53 －

133 SB103 c
Ⅵ～Ⅶ
甕B3

口径17.9
器高(10.0)

口縁9
ﾊｹ ﾊｹ、指頭圧痕 やや粗、径2.5㎜以下の

長石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化
土粒を多く含む

普
通

53 115

134 SB103 b
Ⅵ～Ⅶ
甕B3

口径21.0
器高(5.4)

口縁6
口縁端部1条の沈線、ﾖｺ
ﾅﾃﾞ、ﾊｹ、直線文

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、輪積み
痕

やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

良
口縁煤付着

53 －

135 SB103 a
Ⅶ

高坏H2
口径10.0
器高(5.4)

口縁6
沈線(11条)、ﾐｶﾞｷ 磨耗のため調整不

明、ﾐｶﾞｷ
密、径1㎜以下の長石・
赤色酸化土粒を僅かに
含む

普
通

54 114

136 SB103 a
Ⅴ

高坏B2脚
部

器高(4.4)  
沈線(4条×3帯) ﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の赤

色酸化土粒を僅かに含
む

普
通

外面に赤彩付着、
1穿孔1組4方向 54 －

137 SB103 b
Ⅶ

高坏C4d
器高(8.0)  

ﾐｶﾞｷ 山形文、多条沈線(8
条)、ﾐｶﾞｷ

やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

54 －

138 SB103 a
Ⅴ

高坏B2c
口径23.8
器高(3.3)

口縁1
磨耗につき調整不明 磨耗につき調整不

明
密、径1㎜以下の長石・
石英・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化
土粒を僅かに含む

普
通

54 －

139 SB103 b
Ⅵ～Ⅶ
壺A3

口径13.0
器高(2.3)

口縁2
擬凹線文(3条)、ﾅﾃﾞ 横羽状文(3段)、ﾅﾃ

ﾞ
密、径1㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土粒を
僅かに含む

良
内面・外面とも赤
彩 54 －
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表72 土器類観察表（６）

No
地区
遺構

層
位

時期
器種分類

法量(㎝)
残存率
(X/12)

調整
胎土

焼
成

備考 挿図 図版
外面 内面

140 SB103 a
Ⅴ

壺A1a
口径20.0
器高(5.1)

口縁1
ﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾅﾃﾞ、横羽状文、磨

耗につき調整不明
やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

良
　

54 －

141 SB103 c
Ⅵ

甕D1b
口径16.8
器高3.1

口縁6
ﾖｺﾅﾃﾞ、押し引き、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧

痕
やや密、径1㎜以下の長
石・雲母・ﾁｬｰﾄ・赤色
酸化土粒を多く含む

普
通

54 －

142 SB103 c
Ⅵ～Ⅶ
甕胴部

器高(10.4)  
ﾊｹ、板ﾅﾃﾞ 磨耗のため調整不

明
やや粗、径5㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

内外面に煤付着
54 －

143 SB103 c
Ⅵ～Ⅶ
甕胴部

底径8.0
器高(4.2)

底部完
存

ﾊｹ、爪痕、ﾅﾃﾞ ﾊｹ、ﾅﾃﾞ やや密、径2㎜以下の長
石を僅かに含む

普
通

外面に煤付着
54 －

144 SB103 c
Ⅵ～Ⅶ
甕B4

口径17.0
器高(17.1)

口縁3
口縁部	ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ 口縁部	 ﾖｺﾅﾃﾞ、指

頭圧痕、ﾊｹ
やや粗、径2㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

内外面に煤付着
54 115

145 SB103 b
Ⅵ

高坏C2b

口径21.8
底径14.0
器高21.2
最大径21.8

口縁7
底部2/4
以上

ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ、輪積み痕 ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ、ﾊｹ やや密、径3㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

2穿 孔1組3方 向、
打ち欠き有り

54 113

146
SB103
P6

c
Ⅵ～Ⅶ
甕A4

口径17.0
底径8.8

器高(30.7)
最大径25.0

口縁5
底部3/4
以上

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ(磨耗してい
るが、脚部もﾊｹ)

ﾊｹ、指頭圧痕 やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

　

54 －

147 SB103 b
Ⅶ

高坏C4d
口径23.0
器高(5.1)

口縁2
ﾐｶﾞｷ 沈線(8条)、山形文

(ｸ ｼ)、沈線(6条)、
山形文、沈線(6条)

密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む 良 55 －

148 SB103 a
Ⅶ

高坏C4d
口径22.0
器高(12.6)

口縁10
ﾐｶﾞｷ 沈線(11条・7条・5

条)、山形文、ﾐｶﾞｷ、
板ﾅﾃﾞ

密、径1㎜以下の長石・
雲母・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化
土粒を多く含む

良
2穿 孔1組2方 向、
外面に煤付着 55 113

149 SB103 a
Ⅵ～Ⅶ
甕脚部

底径4.2
器高(11.2)

	底部
1/4以上

鋭いﾊｹ ｹｽﾞﾘ、ﾊｹ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

55 －

150 SB103 a
Ⅵ～Ⅶ
甕D胴部

器高(8.6)  
ﾊｹ ﾊｹ、ﾅﾃﾞ、指頭圧痕 やや粗、径1㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄを多く含む
普
通

内面に煤付着、破
断面に二次焼成痕

55 －

151 SB103 a
Ⅵ～Ⅶ
甕D胴部

底径8.1
器高(13.8)

	底部
3/4以上

ﾊｹ ﾊｹ、指頭圧痕 やや密、径1㎜以下の長
石・石英・ﾁｬｰﾄ・赤色
酸化土粒を多く含む

良
内外面に煤付着

55 115

152 SB103 a
Ⅵ～Ⅶ
甕E3

口径16.4
底径8.4
器高22.7
最大径19.7

口縁8
底部1/4
未満

ﾊｹ 指頭圧痕、ﾊｹ、ﾕﾋﾞ
ﾅﾃﾞ(脚部)

密、径2㎜以下の長石を
僅かに含む

良

内外面に煤付着

55 115

153 SB103 a
Ⅵ～Ⅶ
壺A3

口径18.8
底径6.6

器高(34.0)
最大径31.0

口縁2
底部完

存

凹線文(4条)、直線文、
山形文、刺突文、ﾐｶﾞｷ、
底部下半ｹｽﾞﾘのちﾐｶﾞ
ｷ？

羽状文、磨耗のた
め調整不明

やや密、径1㎜以下の長
石を僅かに含む 普

通

外面に赤彩付着、
底部にも赤彩

55 116

154 SB103 a
Ⅶ
甕E5

口径15.0
器高(14.9)
最大径16.0

口縁12
ﾊｹ ﾊｹ、ｹｽﾞﾘ やや密、径2㎜以下の長

石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

内外面に煤付着
55 114

155 SB103 a
Ⅵ～Ⅶ
高坏C4c

口径20.4
器高(13.1)

口縁1
ﾐｶﾞｷ 沈線(19条)、ﾐｶﾞｷ、

ｼﾎﾞﾘ痕、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、ﾊ
ｹ

密、径1㎜以下のﾁｬｰﾄ・
赤色酸化土粒を僅かに
含む

良
2穿孔1組2方向

56 113

156 SB103 a
Ⅵ～Ⅶ
高坏C4c

口径25.0
器高(8.7)

口縁2
磨耗につき調整不明 沈線(26条)、磨耗 やや密、径4㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

良 56 －

157 SB103 c
Ⅶ

高坏G3c
器高(3.7)  

ﾐｶﾞｷ、沈線(6条)、山形
文(ｸｼ)、沈線(3条)

ｹｽﾞﾘ、指オサエ 密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

良 56 －

158 SB103 b
Ⅶ

高坏G3
器高(4.5)  

ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、ｼﾎﾞﾘ痕 密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

良
2穿孔1組2方向

56 －

159 SB103 b
Ⅵ

高坏B脚
部

底径13.4
器高(13.2)

	底部
2/4以上

ﾐｶﾞｷ ﾅﾃﾞ、ｹｽﾞﾘ、指頭圧
痕

やや密、径1.5㎜以下の
長石・石英・赤色酸化
土粒を僅かに含む

良
1穿孔1組3方向

56 －

160 SB103 a
Ⅵ～Ⅶ
甕D1b

口径14.0
器高(3.2)

口縁3
ﾖｺﾅﾃﾞ、押し引き、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧

痕
密、径1㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄを僅かに含む

良
打ち欠き

56 －

161 SB103 b
Ⅵ～Ⅶ
甕D1b

口径11.0
器高(10.6)
最大径15.8

口縁4
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、押し引き ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧

痕
やや粗、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

56 －

162 SB103 a
Ⅵ～Ⅶ
壺H2b

口径11.3
器高(7.1)

口縁1
沈線(24本) ﾐｶﾞｷ やや密、径1㎜以下の長

石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

良 56 114

163 SB103 1
Ⅵ～Ⅶ
壺Ｈ

底径1.4
器高(10.8)
最大径11.5

底部完
存	

ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、指頭圧痕、ﾕ
ﾋﾞﾅﾃﾞ

密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む 良

打ち欠き
56 114

164 SB103 a
Ⅶ
壺A5

口径21.2
器高(4.3)

口縁2
横羽状文、指頭圧痕、ﾊ
ｹ

横羽状文、ﾊｹ 密、径2㎜以下の長石・
石英・ﾁｬｰﾄを多く含む

普
通

内面に煤付着
56 －

165 SB103 b
Ⅵ～Ⅶ
甕D脚部

底径10.0
器高(6.9)

底部完
存

ﾊｹ 指頭圧痕、ﾊｹ やや密、径1㎜以下の長
石・石英を多く含む

普
通

56 －
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表73 土器類観察表（７）

No
地区
遺構

層
位

時期
器種分類

法量(㎝)
残存率
(X/12)

調整
胎土

焼
成

備考 挿図 図版
外面 内面

166 SB103 b
Ⅵ～Ⅶ
甕D脚部

底径7.1
器高(4.9)

底部3/4
以上	

指頭圧痕、ﾊｹ、ﾅﾃﾞ、輪
積み痕

ﾊｹ、ﾅﾃﾞ やや密、径3㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

内外面に煤付着、
破断面に二次焼成
痕

56 －

167 SB103 a
Ⅵ～Ⅶ
甕D1b

口径16.8
器高(11.9)

口縁3
ﾖｺﾅﾃﾞ、口縁に押し引き、
ﾊｹ

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧
痕

やや粗、径1.5㎜以下の
長石・雲母・ﾁｬｰﾄを多
く含む

普
通

上下、内外面に煤
付着 56 －

168 SB103 b
Ⅵ～Ⅶ
壺Ｃ

口径11.8
底径5.5
器高23.5
最大径21.2

口縁6
底部完

存

ﾅﾃﾞ、ﾊｹ、ﾐｶﾞｷ ﾅﾃﾞ、輪積み痕、指
頭圧痕、ﾊｹ

やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

打ち欠き、煤付着

56 116

169 SB103 2
Ⅵ～Ⅶ
高坏C脚

部
器高(4.3)  

ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、ｼﾎﾞﾘ痕 密、径1㎜以下の長石・
赤色酸化土粒を僅かに
含む

良

打ち欠き、2穿孔1
組4方向、内外面
に煤付着、破断面
に二次焼成痕

57 －

170 SB103 b
Ⅵ～Ⅶ
高坏脚部

器高(2.7)  
ﾐｶﾞｷ ﾅﾃﾞ やや密、径2㎜以下の赤

色酸化土粒を僅かに含
む

良
破断面に二次焼成
痕 57 －

171 SB103 b
Ⅴ

高坏B2b
口径16.5
器高(3.2)

口縁2
ﾐｶﾞｷ、沈線(2条) ﾐｶﾞｷ やや密、径1㎜以下の長

石を僅かに含む
普
通

57 －

172 SB103 1
Ⅶ

高坏C4d
口径21.0
器高(6.5)

口縁1

ﾍﾗﾐｶﾞｷ 口縁部沈線(2条)、
沈線(9条)、山形文
(ﾍ ﾗ)、沈線(6条)、
山形文、沈線(6条)、
ﾍﾗﾐｶﾞｷ

やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

57 －

173 SB103 a
Ⅶ

高坏C4b
口径22.0
器高(5.1)

口縁2
ﾐｶﾞｷ 沈線(2条)、ﾐｶﾞｷ 密、径1㎜以下のﾁｬｰﾄ・

赤色酸化土粒を僅かに
含む

普
通

57 －

174 SB103 d
Ⅶ

高坏C4d
器高(4.9)  

ﾐｶﾞｷ 沈 線(6条・8条)、
山形文

密、径1.5㎜以下の長石・
石英・赤色酸化土粒を
僅かに含む

良 57 －

175 SB103 d
Ⅶ

高坏C4d
口径23.0
器高(8.6)

 
ﾐｶﾞｷ 沈線(5条・5条・4条・

5条)、山形文、ﾐｶﾞ
ｷ

密、径1㎜以下のﾁｬｰﾄ・
赤色酸化土粒を僅かに
含む

良 57 115

176 SB103 a
Ⅶ

高坏C4d
口径12.0
器高(6.0)

口縁1

ﾐｶﾞｷ 多条沈線(4条、11
条、山形文、7条、
山形文、5条)、ﾐｶﾞ
ｷ

やや密、径1㎜以下の長
石・雲母・赤色酸化土
粒を僅かに含む

良 57 －

177 SB103 2
Ⅵ～Ⅶ
高坏C脚

部
器高(7.5) -

ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、ﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の赤
色酸化土粒を僅かに含
む

普
通

2穿孔1組2方向
57 －

178 SB103 a
Ⅵ～Ⅶ
甕D1b

口径14.0
器高(3.0)

口縁2
ﾖｺﾅﾃﾞ、押し引き、沈線
(1条)、ﾊｹ

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧
痕

密、径1㎜以下の長石・
石英・ﾁｬｰﾄを多く含む

良 57 －

179 SB103 a
Ⅵ
鉢A2

口径15.4
器高(3.6)

口縁3
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突、直線文 ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕、

ﾊｹ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ
やや粗、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

外面に煤付着
57 －

180 SB103 2
Ⅴ

甕B1b
口径16.8
器高(3.3)

口縁1
刺突文、ﾖｺﾅﾃﾞ、直線文 ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾍﾗｹｽﾞﾘ やや密、径1㎜以下の長

石・雲母・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

外面に煤付着
57 －

181 SB103 c
Ⅴ
壺Ａ

器高(1.6)  
円形刺突文 ﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長

石を僅かに含む
普
通

57 －

182 SB103 b
Ⅴ～Ⅶ
壺Ａ

器高(5.0)  
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾅﾃﾞ 指頭圧痕 やや密、径1㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

57 －

183 SB103 1
Ⅴ

壺A1b
口径17.8
器高(9.6)

口縁4
擬凹線、直線文、刺突文、
直線文、刺突文

横羽状文、指頭圧
痕

やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

普
通

内面に赤彩有り
57 －

184 SB103 b
Ⅳ
壺

器高(4.0)  
刺突文、沈線(6条)、ﾊｹ ﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の赤

色酸化土粒を僅かに含
む

普
通

　
57 －

185 SB103 c
縄文
変容壺

器高(2.3)  
折り返し(口縁部)、ﾅﾃﾞ、
貼付隆帯

ﾖｺﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長
石を僅かに含む

良 57 －

186 SB103 a
Ⅶ
壺Ａ

器高(27.8)  
(凹線文＋山形文(ｸｼ))
×3、凹線文、刺突文、
ｹｽﾞﾘ？

磨耗 やや密、径4㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

不
良

外面に赤彩
57 115

187
SB103
P2

a
Ⅵ－3
鉢A2

口径17.6
器高(7.7)

口縁3
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、ﾅﾃﾞ、
直線文、刺突文、ﾊｹ

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の赤
色酸化土粒を僅かに含
む

普
通

外面に煤付着
58 －

188 SB103 a
Ⅵ

甕A2a
口径8.6
器高(5.8)

口縁1
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、ﾊｹ、直
線文(6条．ｸｼ)、刺突文

ﾖｺﾅﾃﾞ やや粗、径1㎜以下のﾁｬ
ｰﾄ・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

58 －

189 SB104 a
Ⅵ～Ⅶ
高坏C脚

部

底径14.0
器高(9.5)

底部2/4
以上	

ﾐｶﾞｷ ｼﾎﾞﾘ痕、ﾊｹ 密、径1㎜以下の赤色酸
化土粒を僅かに含む 良

2穿 孔1組2方 向、
内外面に煤付着 60 －

190 SB104 a
Ⅶ
壺A5

口径17.2
器高(4.2)

口縁2
擬凹線(3条) 羽状文(貝殻) やや密、径1㎜以下の長

石を僅かに含む
良

内外面に赤彩付着
60 －

191 SB104 b
Ⅵ～Ⅶ
壺H2b

器高(4.2)  

沈線(1条)、刺突文、沈
線(5条)、山形文、沈線
(6条)、山形文、沈線(5
条)、刺突文、沈線(5条)

ﾐｶﾞｷ 密、径1㎜以下の長石・
赤色酸化土粒を僅かに
含む

良

　

60 －

192 SB104 a
Ⅶ

器台B4
器高(3.0)  

刺突文、沈線(3条)、刺
突文、沈線(1条)、刺突
文、沈線(3条)、刺突文、
沈線(3条)

刺突文、ﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

良

外面に赤彩付着

60 －
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表74 土器類観察表（８）

No
地区
遺構

層
位

時期
器種分類

法量(㎝)
残存率
(X/12)

調整
胎土

焼
成

備考 挿図 図版
外面 内面

193 SB104 5
Ⅴ

高坏A脚
部

底径17.9
器高(1.8)

 
沈線(6条1組)、ﾊｹのちﾐ
ｶﾞｷ

ﾊｹのちﾐｶﾞｷ やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

　
60 117

194 SB104 b
Ⅵ～Ⅶ
壺Ｃ

口径14.0
器高(11.2)

口縁3
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹのちﾅﾃﾞ、

ﾊｹ
密、径1㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土粒を
僅かに含む

良 60 116

195
SB104
P4

2
Ⅵ～Ⅶ
甕E脚部

底径5.0
器高(4.3)

底部完
存

ﾊｹ 指頭圧痕、ﾊｹ やや密、径1.5㎜以下の
長石を僅かに含む

普
通

打ち欠き
60 －

196 SB105 2
Ⅵ－3
甕A2b

口径17.3
器高(6.6)

口縁12
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧

痕
やや密、径3㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

外面に煤付着
62 116

197 SB105 2
Ⅵ－3
甕B4

口径20.0
器高(14.7)

口縁2
ﾊｹ、輪積み痕 ﾊｹ、指頭圧痕、ｹｽﾞ

ﾘ
やや粗、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を多
く含む

普
通

外面に煤付着
62 －

198 SB105 5
Ⅵ～Ⅶ
高坏脚
部？

器高(5.4)  
ﾕﾋﾞﾅﾃﾞのちﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、指頭圧痕 密、径1㎜以下の長石・

赤色酸化土粒を僅かに
含む

良
　

62 －

199 SB105 b
Ⅵ～Ⅶ
高坏C3

器高(5.4)  
ﾐｶﾞｷ 沈線(14条)、ﾐｶﾞｷ 密、径4㎜以下の長石・

赤色酸化土粒を僅かに
含む

良
内外面に煤付着

62 －

200 SB105 5
Ⅴ～Ⅵ
高坏B3b

口径24.8
器高(2.9)

口縁1
磨耗につき調整不明 磨耗につき調整不

明
やや粗、径3㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

62 －

201 SB105 a
Ⅵ－3
壺A胴部

器高(10.0)  
山形文、直線文、ﾐｶﾞｷ ﾊｹ、指頭圧痕、輪

積み痕
密、径3㎜以下の長石・
赤色酸化土粒を僅かに
含む

良
外面に赤彩有り

62 －

202 SB106 5
Ⅴ～Ⅵ
壺B1底部

底径4.7
器高(5.3)

底部1/4
未満	

ﾐｶﾞｷ ﾊｹ やや密、径1㎜以下の長
石を僅かに含む

普
通

外面に炭化物付着
64 －

203 SB107 a
Ⅴ－3
高坏B3b

口径22.0
器高(5.0)

口縁1
ﾊｹのちﾐｶﾞｷ ﾊｹのちﾐｶﾞｷ やや密、径1㎜以下の長

石を僅かに含む
普
通

66 －

204 SB107 b
Ⅴ－

高坏B3b
口径17.0
器高(8.0)

口縁1
刺突文、ﾖｺﾅﾃﾞ、直線文
(6条)、ﾊｹ

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

66 －

205 SB108 d
Ⅴ－2
高坏B2a

口径21.4
器高(5.6)

口縁1
波状文、沈線(2条)、ﾐｶ
ﾞｷ

ﾐｶﾞｷ やや密、径1㎜以下の長
石を僅かに含む

普
通

外面に煤付着
68 －

206 SB108 b
Ⅴ－3
高坏B3a

口径22.0
器高(5.0)

口縁2
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ 密、径1㎜以下の長石を

僅かに含む
普
通

68 －

207 SB108 b
Ⅳ
甕B2

口径16.1
器高(3.0)

口縁2
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長

石を僅かに含む
普
通

外面に煤付着
68 －

208 SB108 a
縄文
深鉢？

器高(2.3)  
貼付突帯、条痕(貝) ﾅﾃﾞ やや粗、径2㎜以下の長

石・石英を僅かに含む
普
通

68 －

210 SB109 b
Ⅵ～Ⅶ
高坏G3b

口径14.0
器高(5.2)

口縁1
沈線(6条)、磨耗のため
不明

ﾐｶﾞｷ やや密、径2㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

71 －

211 SB109 b
Ⅳ
甕A2

口径16.4
器高(4.9)

口縁2
キザミ、ﾊｹ、ﾀﾀｷ ﾊｹ やや粗、径1㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

71 －

212 SB109 b
Ⅵ～Ⅶ
手捏ねＣ

口径7.2
底径4.5
器高3.8

底部完
存

ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、指頭圧痕 やや密、径1㎜以下の長
石を僅かに含む

普
通

口縁部打ち欠き
71 －

213 SB109 b
縄文
深鉢

器高(4.4)  
条痕？ ﾅﾃﾞ やや粗、径2㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む
普
通

外面に煤付着
71 －

215 SB110 a
Ⅵ～Ⅶ
壺H2b

器高(6.7)  
沈線、磨耗のため不明 ﾐｶ ﾞ ｷ、指頭圧痕、

輪積み痕
やや密、径2㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

　
73 116

216 SB110 a
Ⅳ

壺胴部
器高(6.4)  

ﾊｹ、線刻 ﾊｹ やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

外面に線刻有り
73 117

217 SB110 a
縄文
深鉢？

器高(5.2)  
条痕(二枚貝) ﾅﾃﾞ やや粗、径2㎜以下の長

石・石英・雲母を多く
含む

良 73 －

218
SB110
P1

1
Ⅴ－2
高坏B1

口径18.0
器高(3.4)

口縁1
磨耗のため不明 磨耗のため不明 やや密、径2㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む
普
通

73 －

219 SB110 a
Ⅵ～Ⅶ
手捏ねＣ

口径6.1
底径3.5
器高3.2
最大径6.4

口縁7
底部完

存

ﾊｹ目が残る ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長
石を僅かに含む 普

通

口縁に打ち欠き有
り

73 －

220 SB110 a
Ⅵ～Ⅶ
甕B3

口径18.4
器高(3.3)

口縁3
ﾊｹ、指頭圧痕 ﾊｹ やや密、径1.5㎜以下の

長石・雲母を僅かに含
む

普
通

73 －

221
SA003
P4

3
Ⅳ
甕A2

口径22.0
器高(4.6)

口縁3
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、ﾀﾀｷの
ちﾊｹ

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ やや密、径1㎜以下の長
石・雲母・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

外面に炭化物付着
78 －

222
SA003
P4

c
Ⅳ
甕Ａ

器高(3.4)  
ﾀﾀｷのちﾊｹ、刺突文 摩耗のため不明 やや密、径1㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

外面に煤付着
78 －
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表75 土器類観察表（９）

No
地区
遺構

層
位

時期
器種分類

法量(㎝)
残存率
(X/12)

調整
胎土

焼
成

備考 挿図 図版
外面 内面

223
SA003
P4

f
Ⅳ

壺胴部
器高(5.5)  

直線文(3条1組×2段)、
波状文(2段)、ﾀﾀｷのちﾊ
ｹ

ﾊｹ、指頭圧痕 密、径1㎜以下の長石・
雲母・ﾁｬｰﾄを僅かに含
む

良
　

78 －

224
SA003
P4

b
Ⅳ

甕A底部
底径6.0
器高(6.6)

底部1/4
以上

ﾊｹ ｹｽﾞﾘ、指頭圧痕 密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

良
内外面に煤付着

78 －

225
SA003
P4

3
Ⅳ

甕A底部
底径5.5
器高(7.1)

底部1/4
以上

ﾊｹのちﾀﾀｷ ｹｽﾞﾘ 密、径1㎜以下の長石・
雲母を僅かに含む

良
外面に炭化物付
着、底部に穿孔

78 －

228 SD0471 b
Ⅶ

高坏C4d
器高(5.0)  

ﾐｶﾞｷ 多条沈線、山形文(ﾍ
ﾗ)、詳細は図参照

やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

良
断面実測

81 －

229 SD0471 b
Ⅵ

壺胴部
器高(4.6)  

ﾐｶﾞｷ ﾊｹ やや密、径1㎜以下の長
石を僅かに含む

良
断面実測、線刻？

81 －

230 SD0471 b
Ⅶ

高坏C4･D
脚部

器高(3.1)  
ﾐｶﾞｷ 板ﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長

石を僅かに含む
普
通

2穿 孔1組2方 向、
外面に煤付着、破
断面に二次焼成痕

81 －

231 SD0471 b
Ⅳ
壺A1

器高(8.1)  
凹線文(3本)、磨耗著し
い

ｼﾎﾞﾘ痕、磨耗著し
い

やや粗、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

不
良

81 －

232
SD0433

土器集中
区1

a
Ⅵ－1
鉢A1

口径14.0
底径3.6
器高8.5

最大径14.5

口縁4
底部3/4
以上

刺突文、沈線、刺突文 ﾅﾃﾞ やや密、径2㎜以下の長
石・石英・ﾁｬｰﾄを僅か
に含む

普
通

外面に炭化物付着

87 129

233
SD0433

土器集中
区1

a
Ⅵ－1
鉢A1

口径16.0
器高(7.6)

口縁5
刺突文、沈線、直線文、
磨耗著しい

磨耗のため不明 やや粗、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

普
通

87 －

234
SD0433

土器集中
区1

a
Ⅵ－1
鉢A2

口径16.3
器高(7.1)
最大径16.8

口縁8
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文(口縁と
胴部)、ﾊｹ

ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕、
ﾊｹ

やや密、径3㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

普
通

外面に煤付着
87 129

235
SD0433

土器集中
区1

a
Ⅵ－1
鉢A2

口径17.9
底径3.8
器高(11)
最大径19.8

口縁2
底部3/4
以上

刺突文、ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指
頭圧痕

ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕、
輪積み痕、ﾊｹ

やや密、径3㎜以下の長
石・石英・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

87 －

236
SD0433

土器集中
区1

a
Ⅵ－1
鉢A2

口径18.7
底径2.1

器高(12.4)
最大径19.4

口縁2
底部完

存

ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、ﾊｹ、ﾅﾃ
ﾞ

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、ﾊｹ やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

良

外面に炭化物付着

87 －

237
SD0433

土器集中
区1

a
Ⅵ－1
高坏B脚

部

底径14.3
器高(14.6)

 
ﾐｶﾞｷ 磨耗のため調整不

明、絞り込み
やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

良
1穿 孔1組3方 向、
打ち欠き 87 130

238
SD0433

土器集中
区1

a
Ⅵ－1
高坏B3a

口径26.8
器高(5.9)

口縁2
ﾍﾗﾐｶﾞｷ ﾊｹ→ﾍﾗﾐｶﾞｷ やや密、径2㎜以下の長

石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

87 －

239
SD0433

土器集中
区1

b
Ⅵ－1
高坏B3b

口径27.8
器高(12.5)

口縁12
ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、ｼﾎﾞﾘ痕 密、径1.5㎜以下の長石・

ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土粒を
僅かに含む

普
通

87 130

240
SD0433

土器集中
区1

a
Ⅵ－1
器台B1

底径13.4
器高(11)

	底部
3/4以上

ﾐｶﾞｷ ﾊｹ、ﾐｶﾞｷ、板ﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長
石を僅かに含む

普
通

1穿 孔1組3方 向、
脚裾部打ち欠き有
り

88 －

241
SD0433

土器集中
区1

a
Ⅵ－1
器台B2?

底径12.6
器高(12.5)

	底部
3/4以上

ﾍﾗﾐｶﾞｷ ﾍﾗﾐｶﾞｷ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、ﾅ
ﾃﾞ

やや密、径2㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

1穿孔1組3方向
88 130

242
SD0433

土器集中
区1

a
Ⅵ－1
器台B1

底径14.5
器高(9.7)

底部1/4
以上

ﾐｶﾞｷ ﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

1穿 孔1組3方 向、
脚裾部打ち欠き
か？

88 －

243
SD0433

土器集中
区1

a
Ⅵ－1
器台B1a

口径17.6
器高(10.0)
最大径17.8

口縁1
ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ やや密、径1㎜以下のﾁｬ

ｰﾄ・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

1穿孔1組3方向
88 －

244
SD0433

土器集中
区1

a
Ⅵ－1
器台B1

口径19.0
器高(5.5)

口縁7
ﾊｹのちﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ 密、径1㎜以下の長石・

赤色酸化土粒を僅かに
含む

良 88 －

245
SD0433

土器集中
区1

a
Ⅵ－1
器台B1a

口径19.5
底径12.8
器高16.5
最大径19.7

口縁7
底部3/4
以上

ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、ｹｽﾞﾘ、ﾅﾃﾞ 密、径2㎜以下のﾁｬｰﾄ・
赤色酸化土粒を僅かに
含む

良

1穿孔1組3方向

88 130

246
SD0433

土器集中
区1

c
Ⅵ－1
器台B1a

口径19.7
底径13.0
器高17.0

口縁9
底部完

存

ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、ｼﾎﾞﾘ、ﾅﾃﾞ やや粗、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

良

1穿孔1組3方向

88 130

247
SD0433

土器集中
区1

a
Ⅵ－1
高坏B3b

口径25.8
底径13.5
器高(18.7)
最大径18.7

口縁11
底部1/4
以上

ﾖｺﾅﾃﾞ、タテﾐｶﾞｷ、磨耗
著しい

ﾖｺﾅﾃﾞ、ｼﾎﾞﾘ痕、磨
耗著しい

やや密、径4㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

口縁部打ち欠き有
り、1穿 孔1組3方
向

88 129

248
SD0433

土器集中
区1

Ⅳ
Ⅵ－1
高坏B3b

口径25.8
底径12.4
器高21.4
最大径26.0

口縁5
底部1/4
以上

ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ(脚部)、口縁
～胴部は磨耗のため不
明

ﾅﾃﾞ、磨耗のため不
明、ｼﾎﾞﾘ痕

やや粗、径1㎜以下の長
石・石英・ﾁｬｰﾄ・赤色
酸化土粒を僅かに含む

普
通

1穿孔1組3方向

88 129
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表76 土器類観察表（10）

No
地区
遺構

層
位

時期
器種分類

法量(㎝)
残存率
(X/12)

調整
胎土

焼
成

備考 挿図 図版
外面 内面

249
SD0433

土器集中
区1

a
Ⅵ－1
壺H胴部

底径2.2
器高(7.4)

	底部
1/4以上

ﾍﾗﾐｶﾞｷ 指頭圧痕、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、
ﾊｹ

やや密、径4㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

89 131

250
SD0433

土器集中
区1

Ⅳ
Ⅵ－1
鉢Ｄ

口径12.6
器高(5.6)

口縁5
ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、ﾅﾃﾞ やや密、径2㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

内外面に煤付着
89 181

251
SD0433

土器集中
区1

a
Ⅵ－1
壺H1b

口径8.6
底径2.4

器高(16.6)
最大径16.2

口縁1
底部2/4
以上

沈線(2条)、磨耗の為調
整不明

ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、指頭圧痕、
ﾊｹ

やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

　

89 －

252
SD0433

土器集中
区1

c
Ⅵ－1
器台B1a

口径18.4
器高(10.4)

口縁12
ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、ｼﾎﾞﾘ痕 密、径1㎜以下の長石・

石英・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化
土粒を僅かに含む

良
1穿孔1組3方向

89 130

253
SD0433

土器集中
区1

a
Ⅵ－1
甕A3

口径16.0
器高(21.6)
最大径22.9

口縁4
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、ﾅﾃﾞ ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕、

ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、ﾊｹ、ｹｽﾞﾘ
やや密、径3㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

外面に煤付着
89 －

254
SD0433

土器集中
区1

a
Ⅵ－1
甕脚部

底径7.8
器高(5.4)

底部1/4
以上	

磨耗のため調整不明 磨耗のため調整不
明

やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む 良 89 －

255
SD0433

土器集中
区1

a
Ⅵ－1
壺I1

口径9.8
底径4.5
器高8.9

最大径11.6

口縁6
底部完

存

ﾐｶﾞｷ ﾐ ｶ ﾞ ｷ、指頭圧痕、
輪積み、ﾅﾃﾞ

密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

良

　

89 131

256
SD0433

土器集中
区1

b
Ⅵ－1
甕B3

口径16.0
器高(22.8)
最大径21.0

口縁2
ﾅﾃﾞ(口縁)、ﾊｹ ﾅﾃﾞ(口縁)、指頭圧

痕、ﾊｹ
やや密、径2㎜以下の長
石・石英・ﾁｬｰﾄ・赤色
酸化土粒を僅かに含む

良
外面に炭化物付着
、内面に煤付着 89 131

257
SD0433

土器集中
区1

Ⅳ
Ⅵ－1
壺Ｃ

口径11.3
器高(18.8)

口縁6
ﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾅﾃﾞ、ﾊｹ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、

指頭圧痕、輪積み
痕

やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

89 －

258
SD0433

土器集中
区1

b
Ⅵ－1
甕B4

口径18.9
器高(18.4)

口縁11
ﾅﾃﾞ、ﾊｹ 指頭圧痕、ﾊｹ やや粗、径1.5㎜以下の

長石・赤色酸化土粒を
多く含む

普
通

外面に煤付着
90 131

259
SD0433

土器集中
区1

Ⅳ
Ⅵ－1
高坏I2

口径8.9
底径12.0
器高19.3
最大径15.4

口縁4
底部2/4
以上

ﾐｶﾞｷ ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、ﾊｹ、輪積
み痕、ｼﾎﾞﾘ痕、ﾅﾃﾞ

やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

、外面に煤付着、
1穿孔1組3方向

90 －

260
SD0433

土器集中
区2

a
Ⅵ－1
鉢A3a

口径19.6
器高(7.8)

口縁2
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、直線文
(4条、木目状？)ﾊｹ

ﾖｺﾅﾃﾞ、輪積み痕、
指頭圧痕

やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

外面に煤付着
90 －

261
SD0433

土器集中
区2

a
Ⅵ－1
甕A3

口径16.0
器高(11.4)

口縁3
ﾊｹ、刺突文 ﾅﾃﾞ、指頭圧痕、輪

積み痕
やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

内外面に煤付着
90 131

262
SD0433

土器集中
区2

b
Ⅵ－1
鉢B2

底径4.5
器高(10.7)

底部完
存	

ﾊｹ、指頭圧痕、ﾅﾃﾞ？ ﾊｹ、指頭圧痕 密、径1㎜以下の長石・
石英・赤色酸化土粒を
僅かに含む

良
　

90 131

263
SD0433

土器集中
区2

b
Ⅵ－1
甕A底部

底径4.5
器高(2.7)

底部完
存	

ﾊｹ、ﾐｶﾞｷ ﾊｹ やや密、径3㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む 良

　
90 －

264
SD0433

土器集中
区2

b
Ⅵ－1
甕E1

口径15.0
器高(7.6)

口縁3
ﾅﾃﾞ、磨耗著しい 輪積み、ﾅﾃﾞ、ﾍﾗｹｽ

ﾞﾘ
やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

90 －

265
SD0433

土器集中
区2

a
Ⅵ－1
高坏B3a

口径30.0
器高(8.3)

口縁1
口縁端部に沈線(1条)、
ﾐｶﾞｷ

ﾐｶﾞｷ 密、径2㎜以下の長石・
石英・ﾁｬｰﾄを僅かに含
む

良
　

90 －

266
SD0433

土器集中
区2

a
Ⅵ－1

器台脚部
底径17.5
器高(5.1)

口縁5
1/4以上

ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ やや粗、径1.5㎜以下の
長石僅かに含む

普
通

穿孔は不明
90 －

267
SD0433

土器集中
区2

b
Ⅵ－1
甕胴部

底径7.4
器高(13.8)

底部1/4
以上

ﾊｹ、ﾅﾃﾞ ﾊｹ 径2㎜以下の長石・石英・
ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土粒を
多く含む

良
外面に煤付着

90 132

268
SD0433

土器集中
区2

b
Ⅵ－1
甕胴部

器高(12.6)  
ﾊｹ ﾊｹ やや粗、径1.5㎜以下の

長石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化
土粒を多く含む

良
内外面に煤付着

90 －

269
SD0433

土器集中
区3

a
Ⅵ－1
鉢A2

口径16.8
器高(8.0)
最大径17.0

口縁1
沈線(1条)、刺突文、ﾊｹ、
刺突文

ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕 やや密、径1㎜以下のﾁｬ
ｰﾄ・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

外面に煤付着
93 －

270
SD0433

土器集中
区3

b
Ⅵ－1
鉢B1

口径18.8
底径4.1
器高14.5

口縁8
底部	

2/4以上

ﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾅﾃﾞ、ﾊｹ やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

　
93 133

271
SD0433

土器集中
区3

a
Ⅵ－1高
坏B3b

口径26.2
器高(6.5)

口縁2
坏口縁磨耗、ﾊｹ→ﾍﾗﾐｶﾞ
ｷ(坏底)

ﾍﾗﾐｶﾞｷ やや密、径2㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

93 －
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表77 土器類観察表（11）

No
地区
遺構

層
位

時期
器種分類

法量(㎝)
残存率
(X/12)

調整
胎土

焼
成

備考 挿図 図版
外面 内面

272
SD0433

土器集中
区3

b
Ⅵ－1
高坏B3b

口径23.8
器高(6.5)

口縁1
ﾍﾗﾐｶﾞｷ、ﾊｹ 磨耗、ﾍﾗﾐｶﾞｷ、ﾊｹ やや密、径3㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

93 －

273
SD0433

土器集中
区3

a
Ⅵ－1
高坏B3b

口径28.7
器高(5.7)

口縁4
ﾊｹのちﾅﾃﾞ？ 磨耗により調整不

明
やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

93 －

274
SD0433

土器集中
区3

a
Ⅵ－1
高坏B4

口径21.8
器高(9.3)

口縁9
ﾐｶﾞｷ 磨耗のため調整不

明
やや密、径5㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

93 132

275
SD0433

土器集中
区3

b
Ⅵ－1
高坏F

口径20.8
底径11.2
器高14.9
最大径20.8

口縁10
底部2/4
以上

ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、指頭圧痕、ﾅ
ﾃﾞ、ｼﾎﾞﾘ痕

密、径5㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土粒を
僅かに含む

良

1穿 孔1組3方 向、
内外面に煤付着、
2次焼成有り

93 132

276
SD0433

土器集中
区3

a
Ⅵ－1
器台B1

底径13.0
器高(11.9)

	底部
1/4未満

ﾊｹ(ただし1次調整の可
能性有り)

ｼﾎﾞﾘ痕、ﾊｹ 密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む 良

1穿孔1組3方向
93 132

277
SD0433

土器集中
区3

a
Ⅵ－1

器台B2脚
部

底径12.2
器高(13.1)

	底部
1/4未満

ﾍﾗﾐｶﾞｷ ﾍﾗﾐｶﾞｷ、ｼﾎﾞﾘ、ﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

穿孔－1穿孔1組3
方向、外面に煤付
着、2次焼成痕有
り

93 －

278
SD0433

土器集中
区3

a
Ⅵ－1
高坏H1

口径27.1
器高(19.1)

口縁8
ﾍﾗﾐｶﾞｷ ﾍﾗﾐｶﾞｷ、ｼﾎﾞﾘ痕 やや密、径2㎜以下の長

石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

1穿孔1組3方向
93 133

279
SD0433

土器集中
区3

a
Ⅵ－1
器台B1a

口径19.4
器高(11.7)
最大径19.6

口縁4
ﾐｶﾞｷ、磨耗 磨耗のため調整不

明
やや密、径1㎜以下の長
石を僅かに含む

普
通

　
94 133

280
SD0433

土器集中
区3

a
Ⅵ－1
器台B1a

口径21.3
器高(11.9)

口縁5
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、ﾐｶﾞｷ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ？、ﾅﾃ

ﾞ？
やや密、径3㎜以下のﾁｬ
ｰﾄ・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

1穿孔1組3方向
94 133

281
SD0433

土器集中
区3

a
Ⅵ－1
器台B1a

口径19.9
器高(4.9)

口縁2
ﾐｶﾞｷ(ﾊｹが残る) ﾐｶﾞｷ(ﾊｹが残る) やや密、径1㎜以下の長

石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

94 －

282
SD0433

土器集中
区3

b
Ⅵ－1
甕脚部

底径8.6
器高(7.0)

	底部	
3/4以上

ﾊｹ、ﾅﾃﾞ ﾊｹ やや密、径2㎜以下の長
石・石英・ﾁｬｰﾄを僅か
に含む

普
通

94 －

283
SD0433

土器集中
区3

c
Ⅳ
甕B2

口径14.6
器高(4.9)

口縁1
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、沈線(1
条)、直線文(7条)

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、ﾅﾃﾞ やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ多く含む

普
通

外面に煤付着、口
縁－打ち欠き 94 －

284
SD0433

土器集中
区3

a
Ⅵ－1
甕A2b

口径16.4
器高(4.1)

口縁11
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ やや密、径3㎜以下の長

石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

　
94 －

285
SD0433

土器集中
区3

b
Ⅵ－1
甕B4

口径18.2
器高(6.7)

口縁3
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、輪積み

痕、指頭圧痕
やや密、径2㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

94 134

286
SD0433

土器集中
区3

a
Ⅵ－1
甕B2

口径16.0
器高(12.3)

口縁3
ﾊｹ ﾅﾃﾞ、指頭圧痕、ﾊｹ やや粗、径1㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む 良
外面に煤付着

94 －

287
SD0433

土器集中
区3

b
Ⅵ－1
壺H1a

口径7.3
底径1.3
器高14.7
最大径16.3

口縁12
底部完

存	

ﾐｶﾞｷ ﾐ ｶ ﾞ ｷ、指頭圧痕、
輪積み痕

密、径5㎜以下の石英・
ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土粒を
僅かに含む

良

口縁外に煤有り

94 133

288
SD0433

土器集中
区3

d
Ⅵ－1
甕E2

口径11.0
器高(11.9)
最大径12.8

口縁5
ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾅﾃﾞ、指頭

圧痕、ﾊｹ
やや密、径1㎜以下の長
石を僅かに含む

普
通

外面に煤付着
94 134

289
SD0433

土器集中
区3

b
Ⅵ－1
甕E4

口径12.4
器高(15.0)
最大径15.3

口縁12
ﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾅﾃﾞ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、指頭

圧痕、ﾊｹ
やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む 良 94 134

290
SD0433

土器集中
区3

b
Ⅵ－1
壺F1

口径9.6
底径3.9
器高16.7
最大径20.8

口縁11
底部完

存

ﾐｶﾞｷ 口縁の内面はﾐｶﾞｷ、
胴部の内面は指頭
圧痕、ﾊｹ

やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む 良

外面にわずかに煤
付着、
口縁打ち欠き、胴
部下方に打ち欠き
穴有り

94 133

291
SD0433

土器集中
区3

b
Ⅵ－1
甕B2

口径22.7
器高(18.4)
最大径26.8

口縁10
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ やや密、径3㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

口縁－われた所に
煤付着、外面に煤
付着

95 134

292
SD0433

土器集中
区3

b
Ⅵ－1
甕B4

口径16.0
器高(19.7)
最大径20.7

口縁1
ﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾅﾃﾞ、ﾊｹ、輪積み痕 やや密、径1㎜以下の長

石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

良
内外面に煤付着

95 134

293
SD0433

土器集中
区3

b
Ⅵ－1
壺B1

口径16.2
底径4.0
器高28.6
最大径23.1

口縁12
底部完

存	

ﾊｹ、指頭圧痕 ﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧痕 やや粗、径3㎜以下の長
石・石英・ﾁｬｰﾄ・赤色
酸化土粒を多く含む

普
通

外面に煤付着

95 134

294
SD0433

土器集中
区2･3間

b
Ⅵ
甕A3

口径16.8
器高(18.6)

口縁1
ﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾅﾃﾞ、ﾊｹ やや密、径2㎜以下の長

石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

内外面に炭化物付
着 95 132
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表78 土器類観察表（12）

No
地区
遺構

層
位

時期
器種分類

法量(㎝)
残存率
(X/12)

調整
胎土

焼
成

備考 挿図 図版
外面 内面

295
SD0433

土器集中
区2･3間

c
Ⅵ

甕脚部
底径9.8
器高(8.9)

底部3/4
以上

ﾊｹ、脚→ﾖｺﾅﾃﾞ ﾊｹ
脚→指頭圧痕、板ﾅ
ﾃﾞ、ﾖｺﾅﾃﾞ

やや密、径2㎜以下の長
石・石英を僅かに含む 良

内面に煤付着
95 －

296
SD0433土
器集中区

4
b

Ⅵ－1
鉢A2

口径17.0
器高(7.6)

口縁2
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、直線文、
刺突文、斜位のﾊｹ

ﾅﾃﾞ、輪積み痕 密、径1㎜以下の長石・
石英を僅かに含む

普
通

外面に炭化物付着
96 －

297
SD0433土
器集中区

4
c

Ⅵ－1
鉢Ａ

器高(6.9)  
直線文、刺突文、ﾊｹ 板ﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の赤

色酸化土粒を僅かに含
む

普
通

外面に炭化物付着
96 －

298
SD0433土
器集中区

4
c

Ⅵ－1
鉢A2

口径17.2
器高(7.9)

口縁2
口縁にキザミ、直線文、
刺突文、ﾊｹ

指頭圧痕、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、
ﾊｹが残る

やや粗、径1.5㎜以下の
長石・赤色酸化土粒を
僅かに含む

普
通

外面に煤付着、口
縁打ち欠き？ 96 －

299
SD0433土
器集中区

4
b

Ⅵ－1
鉢A3a

口径16.1
底径3.5
器高10.9
最大径16.7

口縁9
底部完

存

ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、ﾊｹ、沈
線(1条)、直線文(9条)、
指頭圧痕

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、ﾅﾃﾞ、ﾕ
ﾋﾞﾅﾃﾞ、ﾍﾗｹｽﾞﾘ

やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む 普

通

外面に煤付着

96 135

300
SD0433土
器集中区

4
c

Ⅵ－1
高坏B4

口径26.4
器高(6.5)
最大径26.6

口縁4
ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ 密、径1㎜以下の赤色酸

化土粒を僅かに含む 良 96 －

301
SD0433土
器集中区

4
a

Ⅵ－1
壺底部

底径5.9
器高(7.4)

底部完
存		

ﾊｹ、ﾊｹ→ﾅﾃﾞ ﾊｹ やや密、径2㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

底部外面に植物繊
維痕 96 135

302
SD0433土
器集中区

4
b

Ⅵ－1
甕脚部

底径6.4
器高(7.4)

底部3/4
以上		

ﾊｹ、ﾅﾃﾞ、指頭圧痕 ﾊｹ、ﾅﾃﾞ、指頭圧痕 やや密、径2㎜以下の赤
色酸化土粒を僅かに含
む

普
通

外面に煤付着。脚
裾部打ち欠き？ 96 －

303
SD0433土
器集中区

4
b

Ⅵ－1
器台B1

口径18.6
器高(3.6)

口縁3
ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ やや密、径2㎜以下のﾁｬ

ｰﾄ・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

96 －

304
SD0433土
器集中区

4
c

Ⅵ－1
器台B1a

口径19.6
底径11.9
器高13.3
最大径19.8

口縁2
底部1/4
以上

ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、板ﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

良

1穿 孔1組3方 向、
内外面に煤付着、
打ち欠き

96 135

305
SD0433土
器集中区

4
b

Ⅵ－1
甕A4

口径17.3
器高(16.7)
最大径21.2

口縁2
ﾖｺﾅﾃﾞ、直線文(8条)刺
突文、ﾊｹ、ﾅﾃﾞ

ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕、
ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、ﾊｹ

やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

外面に煤付着、口
縁ー打ち欠き 96 135

306
SD0433土
器集中区

4
c

Ⅵ－1
甕A4

口径14.0
器高(15.5)

口縁1
直線文(8条)、刺突文ﾊｹ ﾅﾃﾞ、輪積み痕、ﾊｹ やや密、径1㎜以下の長

石を僅かに含む
普
通

外面に炭化物付着
96 －

307
SD0433土
器集中区

4
b

Ⅵ－1
甕A4

口径17.8
器高(14.1)

口縁11
ﾅﾃﾞ、沈線(2条)、横線(5
条)、刺突文、ﾊｹ

ﾅﾃﾞ、指頭圧痕、輪
積み、ﾊｹ

密、径1㎜以下の長石・
石英・ﾁｬｰﾄを僅かに含
む

良
外面に煤付着

97 135

308
SD0433土
器集中区

4
b

Ⅵ－1
甕B3

口径15.7
器高(22.7)
最大径19.6

口縁6
ﾅﾃﾞ、指頭圧痕、ﾊｹ ﾅﾃﾞ、指頭圧痕、ﾊｹ？ やや粗、径1.5㎜以下の

長石・石英・赤色酸化
土粒を僅かに含む

良
内外面に煤付着

97 135

309
SD0433

土器集中
区4･5間

b
Ⅵ－1
鉢Ａ

器高(9.7)
最大径20.0

 
直線文、刺突文、ﾊｹ、
磨耗著しい

板ﾅﾃﾞ、磨耗著しい やや粗、径4㎜以下の石
英・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

外面に炭化物付着
97 －

310
SD0433

土器集中
区4･5間

c
Ⅵ－1
鉢A3a

口径17.2
器高(10.1)
最大径18.8

口縁2
ﾖｺﾅﾃﾞ、直線文(6条)刺
突文、ﾊｹ、ﾅﾃﾞ

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、ﾅﾃﾞ やや密、径3㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

外面に煤付着
97 －

311
SD0433

土器集中
区4･5間

b
Ⅵ－1
鉢F

口径10.3
底径3.0
器高6.7

最大径11.0

口縁12
底部完

存

ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、指頭圧痕 やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

良

内外面に黒斑有
り、打ち欠き

97 135

312
SD0433

土器集中
区4･5間

c
Ⅵ－1
鉢A3a

口径18.3
器高(8.2)

口縁3
ﾅﾃﾞ、直線文、刺突文、
ﾊｹ

ﾅﾃﾞ、指頭圧痕、ﾕﾋ
ﾞﾅﾃﾞ、ﾊｹが残って
いる

やや粗、径2㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

外面に煤付着
97 －

313
SD0433

土器集中
区4･5間

b
Ⅵ－1
高坏C1a

口径27.9
器高(18.2)

口縁5
ﾊｹ→ﾍﾗﾐｶﾞｷ ﾍﾗﾐｶﾞｷ、脚部はｼﾎﾞ

ﾘ・ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ
やや密、径2㎜以下の長
石・石英・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

97 136

314
SD0433

土器集中
区4･5間

b
Ⅵ－1

高坏脚部
底径10.6
器高(7.9)

	底部
1/4以上	

ﾐｶﾞｷ(ﾊｹ残る) ﾅﾃﾞ、板ﾅﾃﾞ？ やや粗、径1㎜以下の長
石を僅かに含む

普
通

二次焼成有り、破
断面、赤色化、1
穿孔1組3方向

97 136

315
SD0433

土器集中
区4･5間

c
Ⅵ－1
高坏B脚

部

底径13.0
器高(15.9)

底部1/4
未満	

ﾐｶﾞｷ 板ﾅﾃﾞ、ﾊｹ、ﾅﾃﾞ 密、径2㎜以下の長石を
僅かに含む

良

2穿 孔1組3方 向、
内外面とも煤付
着、破断面二次焼
成有り

97 136

316
SD0433

土器集中
区4･5間

c
Ⅵ－1
器台B1a

口径18.3
底径13.9
器高15.1
最大径18.6

口縁11
底部3/4
以上

ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、板ﾅﾃﾞ、ﾊｹ 密、径1㎜以下の長石・
赤色酸化土粒を僅かに
含む

良

1穿 孔1組3方 向、
脚裾部打ち欠き、
口縁？

102 136

317
SD0433

土器集中
区4･5間

b
Ⅵ－1
器台B1a

器高(12.7)  
ﾐｶﾞｷ(ﾊｹが見える) ﾅﾃﾞ、ﾊｹ やや粗、径1㎜以下の長

石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

1穿孔1組3方向
102 －
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表79 土器類観察表（13）

No
地区
遺構

層
位

時期
器種分類

法量(㎝)
残存率
(X/12)

調整
胎土

焼
成

備考 挿図 図版
外面 内面

318
SD0433

土器集中
区4･5間

c
Ⅵ－1
器台B1a

器高(8.7)  

ﾍﾗﾐｶﾞｷ ﾍﾗﾐｶﾞｷ、ﾍﾗｹｽﾞﾘ、ｼ
ﾎﾞﾘ、ﾊｹ、輪積み痕

やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

1穿 孔1組3方 向、
外面に人為的な剥
離有り。内外面お
よび断面に煤付着

102 －

319
SD0433

土器集中
区4･5間

ｂ
Ⅵ－1
甕脚部

底径7.2
器高(3.8)

	底部	
3/4以上

ﾊｹ、ﾅﾃﾞ ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、指頭圧痕 やや密、径1㎜以下の長
石を僅かに含む

普
通

打ち欠き有り
102 －

320
SD0433

土器集中
区4･5間

a
Ⅵ－1
甕脚部

底径7.3
器高(4.0)

	底部	
3/4以上

磨耗 ﾊｹ やや粗、径1㎜以下の長
石を僅かに含む

普
通

外面に分煤付着、
脚裾部打ち欠き2
カ所

102 143

321
SD0433

土器集中
区4･5間

a
Ⅵ－1
甕脚部

底径5.9
器高(7.2)

底部2/4
以上	

ﾊｹ(半截竹管状)、指頭
圧痕

指頭圧痕、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ やや粗、径2㎜以下の長
石を僅かに含む

普
通

102 －

322
SD0433

土器集中
区4･5間

b
Ⅵ－1
甕脚部

底径7.8
器高(8.0)

底部2/4
以上	

ﾊｹ ﾊｹ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ やや粗、径2.5㎜以下の
長石を多く含む 普

通

内外面に煤付着、
他の面にも痕跡有
り、二次的被熱？、
脚裾端部打ち欠き

102 －

323
SD0433

土器集中
区4･5間

b
Ⅵ－1
甕A4

口径18.0
器高(8.0)

口縁2
刺突文、ﾅﾃﾞ、直線文、
ﾊｹ

ﾅﾃﾞ、輪積み痕、指
頭圧痕、ﾊｹ

やや密、径1㎜以下の石
英・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

口縁打ち欠き？
102 －

324
SD0433

土器集中
区4･5間

a
Ⅵ－1
甕D1b

口径14.5
底径9.4
器高29.0
最大径24.0

口縁9
底部完

存

押し引き、ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、
直線文、ﾊｹ、ﾅﾃﾞ

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧
痕

密、径1㎜以下の長石・
石英・雲母を僅かに含
む

良

内外面に煤付着

102 136

325
SD0433

土器集中
区5

a
Ⅵ－1
鉢A3a

口径14.0
底径3.0
器高(11)
最大径15.0

口縁1
底部完

存	

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、直線文(2帯・
10条)、刺突文、ｹｽﾞﾘ

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

外面に炭化物付着

103 －

326
SD0433

土器集中
区5

a
Ⅵ－1
鉢A3a

口径16.9
底径2.2
器高11.1
最大径18.2

口縁7
底部完

存

ﾅﾃﾞ、刺突文、ﾊｹ ﾅﾃﾞ、指頭圧痕、ﾊｹ やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

良

外面に炭化物付着

103 136

327
SD0433

土器集中
区5

a
Ⅵ－1
鉢A3a

口径18.3
底径2.9
器高10.0
最大径18.5

口縁11	
底部完

存

ﾖｺﾅﾃﾞ、直線文、刺突文、
ﾊｹ、ｹｽﾞﾘ

ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕、
ﾊｹ

やや密、径1.5㎜以下の
長石・赤色酸化土粒を
僅かに含む

普
通

外面に煤付着、口
縁端部打ち欠き

103 137

328
SD0433

土器集中
区5

a
Ⅵ－1
鉢A2

口径15.8
器高(10.7)
最大径17.4

口縁5
刺突文、ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、ｹｽ
ﾞﾘ

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、輪
積み痕

やや密、径1㎜以下のﾁｬ
ｰﾄ・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

103 137

329
SD0433

土器集中
区5

a
Ⅵ－1
鉢Ｂ

器高(10.9)  
ﾊｹ、指頭圧痕 ﾊｹ、指頭圧痕 やや粗、径2㎜以下の長

石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

良
口縁打ち欠き?

103 137

330
SD0433

土器集中
区5

b
Ⅵ－1高
坏I2

口径12.2
器高(16.4)

口縁6

ﾅﾃﾞ、ﾖｺﾐｶﾞｷ、タテﾐｶﾞｷ ﾅﾃﾞ、指頭圧痕、ﾊｹ、
ｼﾎﾞﾘ痕

やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

脚部の破断面に二
次焼成痕、1穿孔1
組3方向、外面に
煤付着

103 138

331
SD0433

土器集中
区5

a
Ⅵ－1
高坏Ｆ

口径10.7
底径8.9
器高9.9

口縁11
底部2/4
以上	

沈線(2条)、ﾐｶﾞｷ、沈線
(2条)

ﾐｶﾞｷ(坏部)、ﾅﾃﾞ？
(脚部)

密、径1㎜以下の長石・
赤色酸化土粒を僅かに
含む

普
通

2穿 孔1組3方 向、
口縁端部・脚裾部
とも打ち欠き

103 137

332
SD0433

土器集中
区5

a
Ⅵ－1
高坏Ｆ

口径11.4
底径4.9
器高11.4

口縁7
底部	

1/4以上

沈線(3条)、ﾐｶﾞｷ、沈線
(2条)、ﾊｹ→ﾐｶﾞｷ

ﾐｶﾞｷ、ﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長
石を僅かに含む

良

2穿 孔1組3方 向、
内面に煤付着、口
縁・脚部とも打ち
欠き？

103 137

333
SD0433

土器集中
区5

a
Ⅵ－1

高坏B3脚
部

底径14.0
器高(17.2)

底部1/4
以上		

ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ(坏部)、ﾅﾃﾞ(脚
部)、指頭圧痕

密、径1㎜以下の長石・
赤色酸化土粒を僅かに
含む

良
2穿孔1組3方向

103 －

334
SD0433

土器集中
区5

a
Ⅵ－1
器台B1a

器高(9.3)  
磨耗、ﾍﾗﾐｶﾞｷ 磨耗、ｼﾎﾞﾘ→ﾍﾗｹｽﾞ

ﾘ
やや密、径3㎜以下の赤
色酸化土粒を多く含む

普
通

1穿 孔1組3方 向、
外面に煤付着、脚
部打ち欠き

103 －

335
SD0433

土器集中
区5

a
Ⅵ－1器
台B1a

口縁17.8
底径11.9
器高14.8
最大径24.8

口縁9
底部完

存	

擬凹線(2条)、ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、ｼﾎﾞﾘ痕、板ﾅ
ﾃﾞ、ﾅﾃﾞ

やや密、径2㎜以下のﾁｬ
ｰﾄ・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

1穿孔1組3方向

103 138

336
SD0433

土器集中
区5

a
Ⅵ－1
高坏B3a

口径24.8
器高(20.6)
最大径24.8

口縁5
ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、ﾍﾗ押さえ(脚

部)、ﾊｹ
やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

良
1穿孔1組3方向

104 138

337
SD0433

土器集中
区5

a
Ⅵ－1
器台B2a

口径19.2
底径13.2
器高16.8
最大径13.8

口縁7
底部1/4
未満	

ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、絞り込み、ﾅ
ﾃﾞ

密、径1㎜以下の長石・
赤色酸化土粒を僅かに
含む

良

1穿孔1組3方向

104 138
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表80 土器類観察表（14）

No
地区
遺構

層
位

時期
器種分類

法量(㎝)
残存率
(X/12)

調整
胎土

焼
成

備考 挿図 図版
外面 内面

338
SD0433

土器集中
区5

a
Ⅵ－1

高坏B3脚
部

底径13.0
器高(18.6)

底部1/4
未満		

ﾐｶﾞｷ、ﾅﾃﾞ ﾐｶﾞｷ、ﾍﾗ押さえ(脚
部)、ﾊｹ、ﾅﾃﾞ

密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む 良

1穿孔1組3方向
104 137

339
SD0433

土器集中
区5

a
Ⅵ－1
壺H1a

口径12.8
器高(14.0)

口縁5
ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、ﾅﾃﾞ、指頭圧

痕、輪積み痕
やや密、径1.5㎜以下の
長石を僅かに含む 良

　
104 138

340
SD0433

土器集中
区5

a
Ⅵ－1
壺H1a

口径8.2
底径2.5
器高16.1
最大径15.5

口縁5
底部完

存

ﾐｶﾞｷ(タテ→ﾖｺ→タテ) ﾐｶﾞｷ、ﾅﾃﾞ、指頭圧
痕、輪積み痕、ﾊｹ

密、径1㎜以下の長石・
雲母を僅かに含む

良

口縁端部数カ所打
ち欠き

104 139

341
SD0433

土器集中
区5

a
Ⅵ－1
壺A2

口径16.3
底径4.1
器高25.5
最大径27.4

口縁1
底部完

存	

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ(頸部)、ﾊｹの
ちﾍﾗﾐｶﾞｷ(胴部)

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾍﾗﾐｶﾞｷ、指
頭圧痕、ﾕﾋﾞﾅ ﾃ ﾞ、
板ﾅﾃﾞ

やや密、径3㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

胴部外面と口縁部
内面に赤彩

104 138

342
SD0433

土器集中
区5

a
Ⅵ－1
壺F1

口径10.0
器高(11.3)

口縁2
ﾅﾃﾞ、沈線、ﾐｶﾞｷ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ、板ﾅﾃﾞ、

指頭圧痕、ﾊｹ、輪
積み痕

密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む 良

　
105 －

343
SD0433

土器集中
区5

a
Ⅵ－1
壺Ｆ

底径3.1
器高(11.4)

底部完
存	

ﾐｶﾞｷ 指頭圧痕、ﾊｹ、ﾕﾋﾞ
ﾅﾃﾞ

やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

外面に煤付着
105 139

344
SD0433

土器集中
区5

a
Ⅵ－1
甕A4

口径16.0
底径7.6
器高26.5
最大径22.0

口縁7
底部3/4
以上	

ﾅﾃﾞ、直線文(2帯)、刺
突文、ﾊｹ

ﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧痕、
輪積み痕

やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む 良

穿孔有り、内外面
に煤付着

105 139

345
SD0433

土器集中
区5

a
Ⅵ－1
甕A4

口径13.2
底径7.3
器高23.3
最大径19.0

口縁8
底部完

存	

ﾅﾃﾞ、直線文、刺突文、
指頭圧痕、ﾊｹ

ﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧痕、
輪積み痕

やや密、径2㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

良

外面に煤付着

105 139

346
SD0433

土器集中
区5

a
Ⅵ－1
甕B2

口径15.4
器高(16.7)

口縁5
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧

痕
やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

普
通

外面に炭化物付
着、内面に煤付着 105 140

347
SD0433

土器集中
区5

a
Ⅵ－1
甕B2

口径18.4
器高(18.3)
最大径19.5

口縁6
ﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾊｹ、指頭圧痕、輪

積み痕
やや密、径1㎜以下の長
石を僅かに含む 良

外面に炭化物付
着、内面に煤付着 105 140

348
SD0433

土器集中
区5

a
Ⅵ－1
高坏B4

口径25.0
器高(6.7)

口縁6
ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ 密、径1㎜以下の長石・

赤色酸化土粒を僅かに
含む

良
口縁端部打ち欠
き？ 106 －

349
SD0433

土器集中
区5

b
Ⅵ－1
甕A4

口径18.6
器高(16.4)

口縁5
刺突文、ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾊｹ、指頭圧痕、深

いﾊｹ
やや密、径1㎜以下の長
石を僅かに含む 良

(口縁のみ)、外面
に煤付着 106 140

350
SD0433

土器集中
区5

a
Ⅵ－1
甕A4

口径17.5
器高(25.0)
最大径22.8

口縁11
ﾖｺﾅﾃﾞ、直線文、刺突文、
ﾊｹ、輪積み痕

ﾖｺﾅﾃﾞ、輪積み痕、
指頭圧痕、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ

やや密、径4.5㎜以下の
長石・赤色酸化土粒を
僅かに含む

良 106 140

351
SD0433

土器集中
区5

a
Ⅵ－1
甕A3

口径17.5
器高(15.5)
最大径23.8

口縁1
ﾖｺﾅﾃﾞ、直線文(2帯?)、
刺突文、板ﾅﾃﾞ?

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ やや密、径4㎜以下の長
石・石英・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

外面に煤付着
106 139

352
SD0433

土器集中
区5

a
Ⅵ－1
甕B4

口径20.9
器高(30.6)
最大径26.5

口縁7
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕、

ｹｽﾞﾘ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、指
頭圧痕

やや密、径3㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

良
口縁部打ち欠き有
り、脚部打ち欠き、
断面二次焼成

106 141

353
SD0433

土器集中
区5の南

b
Ⅵ－1
器台B1a

口径15.3
器高13.0)

口縁11
ﾐｶﾞｷ(ﾊｹが見える) ﾐｶﾞｷ(ﾊｹが見える)、

板ﾅﾃﾞ(脚部)
やや粗、径1.5㎜以下の
長石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化
土粒を僅かに含む

普
通

106 －

354
SD0433

土器集中
区5の南

b
Ⅵ－1

高坏脚部
器高(5.6)  

ﾍﾗﾐｶﾞｷ ｼﾎﾞﾘ やや密、径1㎜以下の長
石を僅かに含む 良 106 －

355
SD0433

土器集中
区5の南

a
Ⅵ－1

高坏B2脚
部

底径9.8
器高(8.6)

	底部
2/4以上	

ﾍﾗﾐｶﾞｷ ｼﾎﾞﾘ、ｹｽﾞﾘ、ﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下のﾁｬ
ｰﾄを僅かに含む 良

1穿 孔1組3方 向、
外面に煤付着、坏
部人為的に欠損

106 －

356
SD0433

土器集中
区5の南

ｂ
Ⅵ－1
器台B1a

器高(9.2)  
ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、板ﾅﾃﾞ、ﾊｹ やや密、径1㎜以下の長

石を僅かに含む
普
通

外面に煤付着、1
穿孔1組3方向 106 －

357
SD0433

土器集中
区5の南

a
Ⅵ－1
壺H胴部

底径0.7
器高(13.0)
最大径13.7

底部完
存	

ﾐｶﾞｷ、磨耗 ﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧痕 やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

良
　

107 142

358
SD0433

土器集中
区5の南

b
Ⅵ－1
壺Ｈ

底径3.2
器高(10.9)
最大径17.0

底部3/4
以上		

ﾐｶﾞｷ ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、指頭圧痕、
輪積み痕、ﾊｹ

密、径1㎜以下の長石・
赤色酸化土粒を僅かに
含む

良
外面に煤付着

107 －
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表81 土器類観察表（15）

No
地区
遺構

層
位

時期
器種分類

法量(㎝)
残存率
(X/12)

調整
胎土

焼
成

備考 挿図 図版
外面 内面

359
SD0433

土器集中
区5の南

b
Ⅵ－1
器台B1a

口径21.2
底径12.0
器高14.4
最大径21.4

口縁5
底部2/4
以上	

ﾐｶﾞｷ、磨耗著しい 磨耗のため調整不
明、絞り込み

やや粗、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

1穿 孔1組3方 向、
脚部打ち欠き

107 142

360
SD0433

土器集中
区5の南

d
Ⅵ－1
壺底部

底径9.0
器高(8.4)

底部2/4
以上

ﾊｹ 不明(剥離著しい) やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

107 －

361
SD0433

土器集中
区5の南

c
Ⅵ－1
甕胴部

底径7.3
器高(20.1)

底部完
存

直線文、刺突文、ﾊｹ、
脚部に指頭圧痕

ﾊｹ、脚部の内面ﾕﾋﾞ
ﾅﾃﾞ

やや粗、径1.5㎜以下の
長石を僅かに含む 良

内外とも煤付着
111 141

362
SD0433

土器集中
区5の南

a
Ⅵ－1
壺H1a

口径13.6
器高(9.6)

口縁3
ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ 密、径1㎜以下の石英を

僅かに含む 良
口縁端部外面に煤
付着、打ち欠き 111 －

363
SD0433

土器集中
区5の南

d
Ⅵ～Ⅶ
高坏C3･4

脚部
器高(7.8)  

ﾐｶﾞｷ(ﾊｹが見える) ﾅﾃﾞ やや密、径2.5㎜以下の
長石・赤色酸化土粒を
多く含む

普
通

2穿孔1組2方向
111 －

364
SD0433

土器集中
区5の南

d
Ⅵ－1
甕脚部

底径8.5
器高(6.0)

底部2/4
以上		

ﾊｹ ﾊｹ、輪積み痕 やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

外面に炭化物付着
111 －

365
SD0433

土器集中
区5の南

a
Ⅵ－1
甕脚部

底径8.2
器高(5.9)

底部		
ﾊｹ ﾊｹ、ﾅﾃﾞ やや粗、径1.5㎜以下の

長石・赤色酸化土粒を
僅かに含む

良
脚 裾 部 打 ち 欠
き？、破断面二次
焼成

111 143

366
SD0433

土器集中
区5の南

c
Ⅵ－1

手捏ねＣ

口径5.1
底径3.1
器高3.3

口縁6
底部完

存	

ﾅﾃﾞ、指頭圧痕 ﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長
石を僅かに含む

普
通

打ち欠き
111 143

367
SD0433

土器集中
区5の南

b
Ⅵ－1
甕底部

底径8.0
器高(4.2)

	底部
1/4未満	

ﾊｹ ﾊｹ 密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む 良 111 －

368
SD0433

土器集中
区5の南

d
Ⅳ
甕A2

口径13.4
底径5.0
器高25.15
最大径18.2

口縁4
底部完

存

ｷｻﾞﾐ、ﾅﾃﾞ、ﾀﾀｷ、ﾊｹ ｷｻﾞﾐ、ﾊｹ、ｹｽﾞﾘ 密、径1㎜以下の長石・
赤色酸化土粒を僅かに
含む

良 111 141

369
SD0433

土器集中
区5の南

b
Ⅵ－1
甕B4

口径17.8
器高(24.8)
最大径23.6

口縁11
ﾊｹ、指頭圧痕 ﾊｹ やや粗、径2㎜以下の長

石・石英を僅かに含む
普
通

内外面に炭化物付
着 111 141

371 SD0433 d
Ⅳ

高坏Ａ
口径20.0
器高(4.0)

口縁1
沈線(4条)、ﾀﾀｷ ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長

石・石英・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

112 －

372 SD0433 d
Ⅳ

高坏A脚
部

底径14.0
器高(2.7)

	底部
1/4未満	

ﾊｹ、ﾖｺﾅﾃﾞ、凹線文 ﾖｺﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長
石・雲母・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

外面に煤付着
112 －

373 SD0433 d
Ⅳ

甕A底部
底径5.3
器高(5.6)

	底部
2/4以上	

ﾊｹ→ﾐｶﾞｷ 指頭圧痕、ｹｽﾞﾘ やや密、径1㎜以下の長
石を僅かに含む

普
通

　
112 －

374 SD0433 d
Ⅳ
壺Ｈ

器高(19.0)  
ﾊｹ、直線文、波状文(3
条)、斜格子文

指頭圧文、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、
輪積み痕

やや密、径1㎜以下のﾁｬ
ｰﾄを僅かに含む

普
通

内外面に煤付着
112 142

375 SD0433 ｄ
Ⅵ－1
高坏B3b

口径24.8
器高(7.7)

口縁10
ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ やや密、径2㎜以下の長

石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

112 －

376 SD0433 c
Ⅴ

器台A1
口径16.0
器高(3.0)

口縁2
円形浮文、ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ 密、径3㎜以下の長石・

石英・赤色酸化土粒を
僅かに含む

普
通

112 －

377 SD0433 d
Ⅳ

壺A底部
底径8.0
器高(2.9)

	底部
1/4以上	

ﾊｹ ﾊｹ、指頭圧痕 やや粗、径2㎜以下の石
英・赤色酸化土粒を多
く含む

普
通

112 －

378 SD0433 c
Ⅵ－1
壺H1a

口径6.8
器高(4.1)

口縁6
ﾍﾗﾐｶﾞｷ ﾍﾗﾐｶﾞｷ やや密、径1㎜以下のﾁｬ

ｰﾄ・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

口縁端部打ち欠き
112 －

379 SD0433 a
Ⅶ
壺A5

器高(4.1)  
刺突文、ﾊｹ 刺突文、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ 密、径3㎜以下の石英・

赤色酸化土粒を僅かに
含む

良 112 －

380 SD0433 a
Ⅵ－1
鉢A3a

口径15.4
底径3.6
器高10.3
最大径15.8

口縁7
底部3/4
以上	

ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、沈線(1
条)、直線文(8条)、刺
突文、磨耗著しい

ﾖｺﾅﾃﾞ、磨耗著しい 密、径2㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土粒を
多く含む

普
通

外面に煤付着

112 142

381 SD0433 b
Ⅵ
甕B4

口径15.0
器高(22.9)

口縁4
ﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾅﾃﾞ、ﾊｹ やや密、径1㎜以下の長

石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

内外面に炭化物付
着 112 142
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表82 土器類観察表（16）

No
地区
遺構

層
位

時期
器種分類

法量(㎝)
残存率
(X/12)

調整
胎土

焼
成

備考 挿図 図版
外面 内面

382 SD0433 a
Ⅴ～Ⅶ
甕E2

口径12.7
底径6.9
器高14.9
最大径12.9

口縁6
底部1/4
未満	

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾅﾃﾞ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾅﾃﾞ やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

外面に煤付着、脚
内外に煤付着

112 142

383 SD0433 a
Ⅵ－1
甕A2b

口径14.4
器高(5.2)

口縁3
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、ﾊｹ、ﾅﾃﾞ、
沈線(1条)、直線文(6条)

ﾖ ｺ ﾅ ﾃ ﾞ、直線文(2
条)、ﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指
頭圧痕、輪積み痕

やや密、径2㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

外面に煤付着
113 －

384 SD0433 b
Ⅵ－1
甕E6

口径10.4
器高(5.0)
最大径11.0

口縁1
ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、ﾊｹ 輪積み痕、指頭圧

痕
やや密、径3㎜以下の赤
色酸化土粒を僅かに含
む

普
通

113 －

385 SD0434 a
Ⅱ
壺

器高(2.2)  
沈線(4条)、斜位の条痕 ﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む
良 113 －

386 SD0433 a
Ⅵ－1
甕A3

口径16.8
器高(9.8)

口縁5
刺突文、ﾖｺﾅﾃﾞ、直線文、
刺突文、ﾊｹ

ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕、
ﾊｹ(2帯)

やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

良
打ち欠き

113 －

387 SD0436 2
Ⅵ～Ⅶ
壺Ｃ

口径10.0
器高(8.8)

口縁2
ﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾅﾃﾞ、輪積み痕、ﾊｹ やや密、径1㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

外面に炭化物付
着、打ち欠き 113 －

388 SD0427 a
Ⅱ
壺

器高(3.2)  
条痕、連弧文 ﾅﾃﾞ やや粗、径2㎜以下の長

石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

115 －

389 SD0427 a
Ⅶ

壺B2c
口径13.6
器高(7.2)

口縁6
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、3個1組

の円形刺突、ﾕﾋﾞﾅﾃ
ﾞ、指頭圧痕

やや密、径1㎜以下の長
石を僅かに含む 良 115 －

390 SD0427 a
Ⅵ～Ⅶ
壺H3

口径8.4
器高(7.5)

口縁12
ﾐｶﾞｷ ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、

指頭圧痕
やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を多
く含む

普
通

 
115 －

391 SD0427 a
Ⅵ～Ⅶ
壺B2a

口径14.7
器高(5.2)

口縁6
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

良 115 －

392 SD0427 a
Ⅳ
壺

器高(3.0)  
波状文 指頭圧痕、ﾊｹ やや密、径1㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

115 －

393 SD0427 a
Ⅴ
壺Ｄ

器高(7.6)  
直線文(5条)、刺突文、
直線文、ﾐｶﾞｷ

ﾅﾃﾞ、指頭圧痕、輪
積み痕

やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

良
 

115 －

394 SD0427 a 不明 器高(6.2)  
条痕、端部刺突(巻き
貝?)

ﾅﾃﾞ、刺突文(巻き
貝?)

やや粗、径3㎜以下の長
石・石英・ﾁｬｰﾄを僅か
に含む

普
通

 
115 143

395 SD0427 a
縄文
深鉢

器高(7.1)  
条痕 ﾅﾃﾞ やや粗、径2㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む
普
通

115 143

396 SD0427 k
縄文
深鉢

器高(4.5)  
条痕、ｹｽﾞﾘ ﾅﾃﾞ やや粗、径1㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む
普
通

115 143

397 SD0427 a
縄文
深鉢？

器高(2.8)  
ﾅﾃﾞ ﾅﾃﾞ やや粗、径3㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む
普
通

115 143

398 SD0427 a
Ⅰ
不明

器高(4.6)  
条痕、沈線 指ｵｻｴ やや粗、径4㎜以下の長

石・石英・ﾁｬｰﾄを僅か
に含む

普
通

115 143

399 SD0431 a
Ⅵ～Ⅶ
甕B3

口径20.4
器高(6.8)

口縁2
ﾊｹ、指頭圧痕 ﾊｹ、指頭圧痕 やや粗、径2㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄを多く含む
良

内外面に煤付着
117 －

400 SD0431 b
Ⅵ～Ⅶ
甕D1b

口径16.4
器高(3.5)

口縁1
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧痕 ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧

痕
やや粗、径1㎜以下の長
石・雲母・ﾁｬｰﾄ・赤色
酸化土粒を多く含む

普
通

外面に煤付着、口
縁に打ち欠き 117 －

401 SD0431 e
Ⅵ～Ⅶ
壺胴部

底径4.5
器高(5.2)

 
ﾐｶﾞｷ、指頭圧痕 ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、指頭圧痕、

ﾊｹ
やや粗、径1.5㎜以下の
長石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化
土粒を多く含む

普
通

外面に煤付着
117 －

402 SD0431 a
Ⅶ

壺A胴部
器高(8.5)  

擬凹線(4条)、山形文、
擬凹線(5条)、刺突文

摩耗のため調整不
明

やや密、径1.5㎜以下の
長石・ﾁｬｰﾄを僅かに含
む

普
通

117 －

403 SD0431 2
Ⅰ
甕

器高(5.3)  
沈線(3条)、ﾊｹ ﾊｹ、指頭圧痕 やや密、径1.5㎜以下の

長石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化
土粒を多く含む

良 117 －

404 SD0430 1
Ⅹ
甕

口径15.1
器高(11)

口縁9
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、ﾖｺﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧

痕
やや密、径1㎜以下の長
石・雲母・ﾁｬｰﾄを多く
含む

普
通

外面に煤付着
119 143

405 SD0430 b
Ⅶ

高坏D4
口径23.8
器高(5.0)

口縁1

ﾐｶﾞｷ 多 条 沈 線(3条、5
条)、山形文、多条
沈線(5条)、山形文、
多条沈線(4条)、山
形文、多条沈線(5
条)

やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

良 119 －

406 SD0430 b
Ⅵ～Ⅶ
甕D1a

口径15.6
器高(4.9)

口縁3
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕、

ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ
やや粗、径1㎜以下の長
石・雲母を多く含む

普
通

外面に煤付着
119 143
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表83 土器類観察表（17）

No
地区
遺構

層
位

時期
器種分類

法量(㎝)
残存率
(X/12)

調整
胎土

焼
成

備考 挿図 図版
外面 内面

407 SD0423 a
Ⅴ～Ⅵ
高坏B3a

口径24.9
器高(3.0)

口縁2
ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ やや密、径2㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

121 －

408 SD0423 b
Ⅵ

高坏C脚
部

器高(7.1)
底部1/4
以上	

ﾐｶﾞｷ ﾊｹ、ﾖｺﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

 
121 －

409 SD0423 e
Ⅴ～Ⅵ
壺Ｈ

器高(6.9)  
ﾐｶﾞｷ ﾐ ｶ ﾞ ｷ、指頭圧痕、

輪積み痕
密、径1㎜以下の長石・
赤色酸化土粒を僅かに
含む

良
 

121 －

410 SD0423 a
Ⅴ～Ⅵ
壺F2

口径10.6
底径4.2
器高22.3
最大径25.6

口縁7
底部1/4
以上	

ﾐｶﾞｷ ﾊｹ、指頭圧痕、輪
積み痕

やや密、径3㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

外面に煤付着

121 144

411 SD0423 a
Ⅴ～Ⅵ
鉢A3a

口径16.1
器高(7.6)

口縁10
ﾖｺﾅﾃﾞ、直線文、刺突文、
ﾊｹ

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ やや密、径2㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

外面に煤付着
121 143

412 SD0423 b
Ⅴ～Ⅵ
壺Ｈ

口径5.4
器高(5.9)

口縁12
ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ やや密、径2㎜以下のﾁｬ

ｰﾄ・赤色酸化土粒を多
く含む

良
口縁部打ち欠き

121 －

413 SD0423 f
Ⅴ～Ⅵ
甕A3

口径15.6
器高(14.6)

口縁2
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、直線文
(9条)、ﾊｹ

ﾖｺﾅﾃﾞ、輪積み痕、
指頭圧痕

やや密、径3㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

良
外面に炭化物付着

121 －

414 SD0423 b
Ⅴ～Ⅵ
甕A3

口径17.3
器高(10.1)

口縁12
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、直線文、
刺突文、ﾊｹ

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、ｹｽﾞﾘ やや密、径3㎜以下の長
石・石英・ﾁｬｰﾄ・赤色
酸化土粒を多く含む

普
通

外面に煤付着、口
縁2カ所打ち欠き 121 －

415 SD0423 b
Ⅳ
甕Ａ

器高(5.4)
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾀﾀｷのちﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ やや密、径1㎜以下の赤

色酸化土粒を僅かに含
む

普
通

外面に煤付着
121 －

416 SD0423 b
Ⅳ
甕Ａ

底径5.0
器高(6.7)

底部2/4
以上	

ﾊｹ ｹｽﾞﾘ やや密、径2㎜以下の長
石・石英・雲母・赤色
酸化土粒を僅かに含む

普
通

外面に煤付着
121 －

417 SD0440 a
縄文
深鉢

器高(7.2)  
貼付隆帯、貼付隆帯上
押し引き、貝殻条痕

ﾅﾃﾞ やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

良 123 －

418 SD0419 a
Ⅵ～Ⅶ
器台Ｂ

口径8.7
器高(2.0)

口縁3
ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ やや密、径1㎜以下のﾁｬ

ｰﾄを僅かに含む
良

内外面に煤付着
125 －

419 SD0419 a
Ⅶ

高坏Ｄ
器高(3.3)

ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ 密、径2㎜以下の長石・
赤色酸化土粒を僅かに
含む

良
 

125 －

420 SD0424 e
Ⅵ－1
高坏B3a

口径24.7
底径13.0
器高17.9
最大径25.1

口縁6
底部3/4
以上	

ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ、指頭圧痕 ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ、輪積み
痕

密、径2㎜以下の長石・
雲母・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化
土粒を僅かに含む

良 125 144

421 SD0419 a
Ⅵ～Ⅶ
壺H2a

口径8.8
器高(5.3)

口縁1
ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ 密、径1㎜以下の赤色酸

化土粒を僅かに含む 良
内 面 に 赤 彩 付
着？、外面に煤付
着

125 －

422 SD0424 a
Ⅴ

高坏Ｉ脚
部

器高(9.4)  
ﾐｶﾞｷ ｼﾎﾞﾘ痕、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、ﾊ

ｹ
やや粗、径7㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

良
1穿孔1組3方向

125 －

423 SD0424 a
Ⅵ－1
高坏B脚

部
器高(13.9)  

ﾐｶﾞｷ ｼﾎﾞﾘ痕、ﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

2穿孔1組3方向
125 －

424 SD0424 a
Ⅴ

器台A1b
口径19.4
器高(5.5)

口縁10
ﾅﾃﾞ、多条沈線(2条)、ﾐ
ｶﾞｷ、摩耗著しい

ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ、摩耗著
しい

やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

 
125 145

425 SD0424 a
Ⅴ

器台A1a
口径11.4
器高(5.4)

口縁4
ﾖｺﾅﾃﾞ、3個1組の円形浮
文・4方向、ﾐｶﾞｷ、摩耗
著しい

ﾐｶﾞｷ、摩耗著しい やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

外面に煤付着、二
次焼成痕 125 －

426 SD0424 a
Ⅱ～Ⅲ

壺
底径3.4
器高(7.9)

底部完
存		

ﾐｶﾞｷ 指頭圧痕 やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

125 145

427 SD0424 a
Ⅵ－1
壺H1a

口径8.2
底径1.9
器高14.5
最大径14.3

口縁9
底部完

存	

ﾐｶﾞｷ ﾐ ｶ ﾞ ｷ、指頭圧痕、
輪積み痕、ﾊｹ

密、径1㎜以下の長石・
石英・ﾁｬｰﾄを僅かに含
む

良

外面に煤付着、口
縁部打ち欠き2カ
所？

125 145

428 SD0424 a
Ⅵ－1
壺H3

口径8.1
底径3.0
器高11.2
最大径15.2

口縁11
底部3/4
以上	

ﾐｶﾞｷ、ｹｽﾞﾘ ﾅﾃﾞ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、指頭
圧痕、輪積み痕

密、径1㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土粒を
僅かに含む

良

口縁部打ち欠き

125 145

429 SD0424 a
Ⅵ－1
鉢A3b

口径14.5
底径1.8
器高9.1

最大径14.9

口縁11
底部完

存

ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、ﾊｹ、直
線文、ｹｽﾞﾘ

ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕、
ﾊｹ

やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

良

内外面に煤付着

125 145

430 SD0424 a
Ⅵ－1
鉢Ｆ

口径9.0
底径2.5
器高4.4
最大径9.1

口縁10
底部完

存

ﾊｹ、指頭圧痕 ﾊｹ 密、径1㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄを僅かに含む

良

口縁部打ち欠き

125 146

431 SD0424 a
Ⅵ－1
甕A2b

口径14.0
器高(8.0)

口縁2
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、直線文、
ﾊｹ

ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕、
ﾅﾃﾞ、ﾊｹ

やや粗、径3㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

125 －
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表84 土器類観察表（18）

No
地区
遺構

層
位

時期
器種分類

法量(㎝)
残存率
(X/12)

調整
胎土

焼
成

備考 挿図 図版
外面 内面

432 SD0424 a
Ⅵ－1
鉢B2

口径18.2
底径4.3
器高11.0
最大径18.7

口縁10
底部完

存	

ﾊｹ、輪積み痕 ﾊｹ やや密、径5㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

良

底部穿孔

125 145

433 SD0424 a
Ⅵ－1

手捏ねＣ

口径5.1
底径3.6
器高(7.3)
最大径5.1

口縁1
底部完

存	

指頭圧痕、輪積み痕、ﾕ
ﾋﾞﾅﾃﾞ

ﾅﾃﾞ、ﾊｹ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ やや粗、径4㎜以下の長
石を僅かに含む 普

通
125 146

434 SD0425 a
Ⅶ

甕D2a
口径12.2
器高(1.9)

口縁1
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、沈線、ﾊｹ やや密、径1㎜以下の長

石・雲母を僅かに含む
良

外面に炭化物付着
125 －

435 SD0424 a
Ⅵ

甕脚部
底径7.4
器高(5.0)

	底部
3/4以上

ﾊｹ、指頭圧痕、輪積み痕、
ﾅﾃﾞ

板ﾅﾃﾞ、指頭圧痕、
ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ

やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

普
通

125 －

436 SD0424 a
Ⅵ－1
甕A3

口径18.8
器高(11.6)

口縁7
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、ﾅﾃﾞ、
直線文(9条)3単位、ﾊｹ

ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕、
ﾅﾃﾞ、摩耗著しい

やや粗、径4㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

外面に煤付着
125 146

437 SD0425 a
Ⅶ

甕D2b
口径16.0
器高(5.2)

口縁1
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧

痕
やや密、径1㎜以下の長
石・雲母・赤色酸化土
粒を多く含む

良
外面に炭化物付着

125 －

438 SD0413 2
Ⅵ

高坏C1a
口径22.6
器高(6.2)

口縁2
ﾊｹのちﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ やや密、径1㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

良 127 －

439 SD0413 2
Ⅵ
壺Ｋ

口径5.0
器高(7.0)

口縁3
ﾐｶﾞｷ ﾅﾃﾞ、指頭圧痕、輪

積み痕
やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

良 127 －

440 SD0413 2
Ⅵ

壺B底部
底径5.2

器高(11.4)
底部完

存
ﾊｹ ﾊｹ、輪積み痕 密、径1㎜以下の赤色酸

化土粒を僅かに含む
良

内外面に煤付着
127 －

441 SD0416 a
Ⅵ～Ⅶ
甕E4

口径11.4
器高(11.9)

口縁4
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、輪積み痕、

指頭圧痕、板ﾅﾃﾞ
やや密、径1㎜以下の長
石・雲母を僅かに含む

普
通

外面に炭化物付着
127 128

442 SD0428 a
Ⅶ

高坏D脚
部

器高(5.0)
ﾐｶﾞｷ 板ﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下の赤色酸

化土粒を僅かに含む 良
1穿孔1組3方向

129 －

443 SD0428 a
Ⅶ
鉢Ｇ

口径11.4
底径4.8
器高6.6

最大径11.5

口縁2
底部2/4
以上	

ﾖｺﾅﾃﾞ、輪積み痕、ｹｽﾞﾘ ﾖｺﾅﾃﾞ、輪積み痕、
ﾅﾃﾞ、指頭圧痕

やや密、径1㎜以下のﾁｬ
ｰﾄ・赤色酸化土粒を僅
かに含む

良 129 －

444 SD0428 a
Ⅶ

高坏D2
口径19.0
器高(3.2)

口縁1
ﾐｶﾞｷ 沈線(2条)、ﾐｶﾞｷ やや密、径1㎜以下の長

石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

良 129 －

445 SD0415 b
Ⅱ

壺底部
底径11.6
器高(12.7)

底部完
存		

ﾊｹ ﾅﾃﾞ やや密、径3㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを多く含む

普
通

外面に炭化物付着
131 146

446 SD0414 a
Ⅵ

高坏C2b
口径28.8
器高(17.6)

口縁1
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ やや密、径1㎜以下の長

石・赤色酸化土粒を僅
かにか含む

普
通

2穿孔1組2方向
133 176

447 SD0414 a
Ⅵ

高坏C2b

口径28.4
底径15.5
器高22.0
最大径28.6

口縁9
底部3/4
以上	

ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、ﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

2穿 孔1組2方 向、
内外面に煤付着、
打ち欠き(脚部)

133 176

448 SD0414 a
Ⅵ

甕D1b
口径16.2
器高(4.3)

口縁2
ﾖｺﾅﾃﾞ、押し引き、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧

痕
やや粗、径1㎜以下の長
石・雲母・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

133 －

449 SD0414 a
Ⅵ～Ⅶ
手捏ねＣ

底径3.0
器高(2.6)

底部完
存	

ﾊｹ、ﾅﾃﾞ、指頭圧痕 指頭圧痕 やや密、径1㎜以下の赤
色酸化土粒を僅かに含
む

普
通

底部籾殻痕
133 －

450 SD0414 a
Ⅵ～Ⅶ
手捏ねＣ

底径4.0
器高(3.0)

底部完
存	

ﾊｹ、指頭圧痕 指頭圧痕、ﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

良 133 －

451 SD0414 a
Ⅵ～Ⅶ
甕脚部

底径8.0
器高(7.6)

底部完
存	

ﾊｹ、指頭圧痕、輪積み
痕

ﾊｹ、指頭圧痕、輪
積み痕

やや粗、径3㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

内面に煤付着
133 －

452 SD0414 a
縄文
深鉢

器高(5.1)
条痕(貝) 摩耗のため調整不

明
やや粗、径1㎜以下の長
石・石英・ﾁｬｰﾄを多く
含む

普
通

133 181

453 SD0414 a
Ⅵ

高坏C2b

口径22.0
底径12.6
器高16.3

口縁2
1/4以上

ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、ｼﾎﾞ
ﾘ痕

密、径5㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄを僅かに含む 良

2穿 孔1組2方 向、
内外面に煤付着、
二次焼成痕

133 176

458 SD0050 a
Ⅴ

高坏B3a
口径20.7
器高(3.0)

口縁7
ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ やや密、径3㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

137 －

459 SD0050 a
Ⅵ

高坏C4b

口径21.4
底径11.6
器高(17.0)
最大径21.5

口縁3
底部1/4
以上	

ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、板ﾅﾃﾞ、ﾊｹ 密、径2㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄを僅かに含む

良

1穿孔1組3方向

137 174

460 SD0050 a
Ⅵ

高坏C4b
口径28.4
器高(16.6)

口縁4
ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ やや密、径1㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む
良

1穿孔1組3方向
137 174

461 SD0050 1
Ⅳ
壺Ａ

器高(3.1)
沈線(2本1組×2) ｼﾎﾞﾘ痕、輪積み痕 やや粗、径1㎜以下の長

石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

137 －
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表85 土器類観察表（19）

No
地区
遺構

層
位

時期
器種分類

法量(㎝)
残存率
(X/12)

調整
胎土

焼
成

備考 挿図 図版
外面 内面

462 SD0050 a
Ⅶ

高坏C4d
口径30.9
器高(8.3)

口縁6
ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ 多条沈線( ９条、6

条、6条、5条)、山
形文3帯

やや密、径5㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを多く含む

普
通

打ち欠き、外面に
赤色顔料付着 137 174

463 SD0050 a
Ⅶ

高坏C4d
口径32.0
器高(11.8)

口縁2

ﾐｶﾞｷ 沈線(10条)、山形
文、沈線(9条)、山
形文、沈線(5条)、
磨耗

密、径1㎜以下の長石・
赤色酸化土粒を僅かに
含む

良 137 174

464 SD0050 a
Ⅶ

高坏G3c
口径9.0
器高(5.7)

口縁2
多条沈線(6条・5条・5条・
4条)、山形文(3段)、磨
耗

磨耗のため不明 やや密、径2㎜以下の長
石・石英・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

底部穿孔
137 175

465 SD0050 a
Ⅵ

高坏C脚
部

器高(4.4)
ﾐｶﾞｷ ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ やや密、径3㎜以下の長

石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

2穿 孔1組2方 向、
外面に煤付着 137 －

466 SD0050 a
Ⅵ

高坏脚部
底径12.5
器高(7.9)

底部1/4
未満	

ﾐｶﾞｷ ﾊｹ やや密、径1㎜以下の石
英・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

1穿 孔1組3方 向、
内外面に煤付着 137 －

467 SD0050 b
Ⅶ～Ⅷ
高坏Ｅ

口径20.3
底径14.1
器高15.9
最大径20.9

口縁3
底部1/4
未満	

ﾐｶﾞｷ 多条沈線(3条、3条、
7条、3条、3条 )、
連弧文(4段)、ﾐｶﾞｷ、
ﾅﾃﾞ

密、径3㎜以下の長石・
赤色酸化土粒を僅かに
含む

普
通

1穿孔1組4方向

137 174

468 SD0050 a
Ⅶ

高坏G脚
部

器高(4.8)  
ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、板ﾅﾃﾞ、ｼﾎﾞﾘ

痕
密、径2㎜以下の長石・
赤色酸化土粒を僅かに
含む

普
通

2穿孔1組2方向
137 －

469 SD0050 a
Ⅶ

高坏脚部
器高(5.6)

ﾐｶﾞｷ ﾅﾃﾞ、ｼﾎﾞﾘ痕 密、径1㎜以下の長石・
赤色酸化土粒を僅かに
含む

良
2穿 孔1組2方 向、
内外面に煤付着 137 －

470 SD0050 b
Ⅶ～Ⅷ
高坏Ｅ

口径20.6
底径15.1
器高13.6
最大径20.7

口縁1
1/4未満

ﾐｶﾞｷ 多条沈線(5条、2条、
4条、6条)、連弧文
(貝・3段)、ﾐ ｶ ﾞ ｷ、
ｼﾎﾞﾘ痕

密、径1㎜以下の長石・
赤色酸化土粒を僅かに
含む

普
通

2穿孔1組2方向

137 175

471 SD0050 b
Ⅶ

高坏D3
口径19.8
器高(10.0)

口縁5
ﾐｶﾞｷ 多条沈線(21条) やや密、径1㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かにか含む

普
通

1穿孔1組4方向
138 174

472 SD0050 a
Ⅶ～Ⅷ
高坏Ｅ

口径19.9
底径14.1
器高15.6
最大径20.6

口縁3
底部1/4
未満	

ﾐｶﾞｷ 多条沈線(3条、5条、
4条、6条)、連弧文
(貝・3段)、ﾐ ｶ ﾞ ｷ、
ｼﾎﾞﾘ痕、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ

やや密、径2㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

1穿孔1組4方向

138 175

473 SD0050 a
Ⅵ～Ⅶ
器台B2

口径18.2
器高(12.4)

口縁5
ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、ｼﾎﾞﾘ痕、ﾊｹ やや密、径2㎜以下の長

石・石英・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

1穿孔1組3方向
138 －

474 SD0050 a
Ⅴ～Ⅶ
壺D3a

口径11.0
底径4.9
器高25.5
最大径25.8

口縁4
底部完

存	

ﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧痕 ﾅﾃﾞ、指頭圧痕、ﾕﾋ
ﾞﾅﾃﾞ、ﾊｹ、輪積み
痕

やや密、径3㎜以下の赤
色酸化土粒を僅かに含
む

普
通

胴部打ち欠き、外
面に煤付着

138 175

475 SD0050 a
Ⅴ～Ⅶ
高坏Ｇ脚

部
器高(3.8)

磨耗のため調整不明 輪積み痕、ｼﾎﾞﾘ痕、
指頭圧痕、磨耗著
しい

やや密、径2㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

138 －

476 SD0050 a
Ⅵ～Ⅶ
壺A4

口径16.7
器高(4.4)

口縁2
擬凹線(4条)、棒状浮文
(3個1組?)、指頭圧痕、
ﾊｹ

横羽状文 やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

外面赤彩
138 －

477 SD0050 a
Ⅶ

壺H2b
口径7.0
器高(5.0)

口縁3

山形文？、沈線(10条)、
山形文、沈線(4条)、刺
突文、沈線(5条)、刺突
文、沈線(4条)、刺突文、
沈線(4条)、刺突文

ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

138 －

478 SD0050 a
Ⅵ～Ⅶ
壺H2a

口径7.2
器高(14.4)
最大径12.1

口縁3
ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ、磨耗著しい ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ、輪積み

痕、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、指頭
圧痕

密、径3㎜以下の長石・
赤色酸化土粒をいつか
含む

普
通

口縁部打ち欠き
138 175

479 SD0050 a
Ⅵ～Ⅶ
壺H3

口径10.2
器高(11.4)

口縁8
ﾐｶﾞｷ、ﾅﾃﾞ ﾅﾃﾞ、輪積み痕、指

頭圧痕
やや密、径01㎜以下の
長石・雲母・赤色酸化
土粒を僅かにか含む

良
外面に煤付着(胴
部下半) 138 －

480 SD0050 2
Ⅵ～Ⅶ
壺H3

口径7.2
器高(7.2)

口縁5
沈線2条、磨耗のため調
整不明

輪積み痕、ﾅﾃﾞ、ﾊｹ、
指頭圧痕

やや粗、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

138 －

481 SD0050 a
Ⅵ～Ⅶ
壺Ｈ

底径4.4
器高(10.3)
最大径13.0

底部完
存	

ﾐｶﾞｷ 指頭圧痕、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、
輪積み痕

やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

　
138 －

482 SD0050 a
Ⅵ～Ⅶ
壺G2a

口径10.0
器高(11)

口縁3
磨耗のため調整不明 ﾐｶﾞｷ、輪積み痕、 やや密、径1㎜以下の長

石・赤色酸化土粒を僅
かにか含む

普
通

　
138 －

483 SD0050 a
Ⅵ
鉢A2

口径13.9
器高(6.4)

口縁4
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、直線文、
刺突文、ﾊｹ

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾅﾃﾞ やや密、径2㎜以下の長
石・石英・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

外面に炭化物付着
139 －

484 SD0050 1
Ⅵ
鉢A2

口径17.1
器高(5.7)

口縁5
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、直線文、
ﾊｹ

ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕 やや密、径1㎜以下の長
石を僅かに含む

普
通

外面に炭化物付着
139 175

485 SD0050 a
Ⅵ～Ⅶ
甕脚部

底径7.2
器高(4.8)

底部3/4
以上	

ﾊｹ ﾊｹ、指頭圧痕 やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

内面に煤付着
139 －
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表86 土器類観察表（20）

No
地区
遺構

層
位

時期
器種分類

法量(㎝)
残存率
(X/12)

調整
胎土

焼
成

備考 挿図 図版
外面 内面

488
SD0442

土器集中
区1a

1
Ⅵ－3
高坏G3b

口径11.0
底径14.2
器高9.8

最大径14.2

口縁1
底部2/4
以上	

多条沈線(9条)、ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、ﾊｹ 密、径3㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄを僅かに含む

良

1穿孔1組3方向

148 148

489
SD0442

土器集中
区1a

1
Ⅵ－3
高坏I脚

部

底径10.6
器高(8.2)

底部1/4
以上	

ﾐｶﾞｷ、ﾅﾃﾞ 摩耗につき調整不
明

やや密、径3㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

1穿孔1組3方向
148 －

490
SD0442

土器集中
区1a

1
Ⅵ－3
甕D1b

口径25.0
器高(33.2)

口縁2
ﾖｺﾅﾃﾞ、押し引き、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕、

ﾊｹ、輪積み痕、板ﾅ
ﾃﾞ

やや密、径1㎜以下の長
石・雲母・ﾁｬｰﾄ・赤色
酸化土粒を多く含む

普
通

内外面に炭化物付
着 148 146

491
SD0442

土器集中
区1a

1
Ⅵ－3
甕B3

口径19.4
底径8.3
器高29.9
最大径24.0

口縁7
底部3/4
以上	

ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕、
輪積み痕、摩耗著
しい

やや密、径1㎜以下の長
石・石英・ﾁｬｰﾄ・赤色
酸化土粒を多く含む

普
通

外面に煤付着

148 146

492
SD0442

土器集中
区1a

1
Ⅵ－3
甕B3

口径18.0
底径10.0
器高33.9
最大径24.4

口縁10
底部2/4
以上	

ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧痕、
輪積み痕、ﾅﾃﾞ

ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、指頭圧痕、
ﾊｹ、輪積み痕、摩
耗著しい

やや粗、径8㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

外面に煤付着

148 147

493
SD0442

土器集中
区1a

1
Ⅵ－3
甕A2b

口径19.7
底径9.5
器高28.4
最大径24.8

口縁5
底部3/4
以上	

ﾖｺﾅﾃﾞ、直線文(3帯)、
刺突文、ﾅﾃﾞ、ﾊｹ

ﾖｺﾅﾃﾞ、輪積み痕、
ｹｽﾞﾘのちﾅﾃﾞ、指頭
圧痕

密、径5㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土粒を
僅かに含む

良

外面に炭化物付着

148 147

494
SD0442

土器集中
区1b

1
Ⅴ

高坏B脚
部

器高(7.5)
直線文、摩耗のため調
整不明

摩耗のため調整不
明

やや粗、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

1穿孔1組4方向
149 －

495
SD0442

土器集中
区1b

1
Ⅵ－3
壺F1

口径8.0
底径4.2
器高13.0
最大径14.3

口縁11
底部完

存	

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕、
輪積み痕

やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

良

2穿 孔1組2方 向、
底部1穿孔

149 147

496
SD0442

土器集中
区1b

1
Ⅵ－3
壺G2b

口径14.0
底径3.9
器高12.5
最大径14.3

口縁9
底部完

存	

多条沈線(5条)、ﾐｶﾞｷ ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

良

外面に煤付着

149 147

497
SD0442

土器集中
区1b

1
Ⅴ
壺

器高(18.8)
ﾐｶﾞｷ?、摩耗のため調整
不明

ﾊｹ やや密、径1㎜以下の長
石を僅かに含む

普
通

外面に赤彩
149 147

498
SD0442

土器集中
区1b

1
Ⅵ－3
甕C2

口径19.2
底径8.0

器高(35.0)

口縁8
底部完

存	

ﾅﾃﾞ、ﾊｹ、輪積み痕、指
頭圧痕、ﾖｺﾅﾃﾞ

ﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧痕、
輪積み痕

粗、径5㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土粒を
多く含む

普
通

外面に煤付着
149 －

499
SD0442

土器集中
区1b

1
Ⅳ
壺

底径5.0
器高(13.7)

底部完
存	

ﾊｹ目、摩耗著しい 指頭圧痕、摩耗の
ため調整不明

やや粗、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを多く含む

普
通

149 147

500
SD0442

土器集中
区2

1
Ⅵ－3
高坏C2b

口径22.6
底径15.4
器高17.7

口縁10
底部3/4
以上	

ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、板ﾅﾃﾞ、ﾅﾃﾞ 密、径2㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土粒を
僅かに含む

良
2穿孔1組2方向

150 148

501
SD0442

土器集中
区2

1
Ⅵ－3
高坏C2b

口径25.7
器高(18.1)

口縁10
ﾐｶﾞｷ、摩耗著しい 多条沈線(3条)、ﾐｶ

ﾞｷ、ﾅﾃﾞ、摩耗著し
い

やや密、径2㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を多
く含む

普
通

1穿孔1組3方向
150 148

502
SD0442

土器集中
区2

1
Ⅵ－3
高坏C2a

口径26.2
器高(15.5)

口縁11
指頭圧痕、ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ(羽状) 密、径7㎜以下の長石・

ﾁｬｰﾄを僅かに含む 良
2穿 孔1組2方 向、
内面に煤付着、口
縁部に打ち欠き

150 148

503
SD0442

土器集中
区2

1
Ⅵ－3
甕B3

口径17.7
器高(34.2)

口縁3
ﾊｹ、ﾅﾃﾞ、指頭圧痕、輪
積み痕

ﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧痕、
輪積み痕

やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

外面に煤付着
150 148

504
SD0442

土器集中
区2

1
Ⅵ－3
甕D1b

口径18.7
器高(4.1)

口縁6
ﾖｺﾅﾃﾞ、押し引き、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、ﾅﾃﾞ、

指頭圧痕
やや密、径2㎜以下の長
石・雲母・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

打ち欠き
150 －

505
SD0442

土器集中
区2

1
Ⅵ－3
甕脚部

底径9.0
器高(5.6)

底部3/4
以上		

ﾊｹ、ﾅﾃﾞ ﾊｹ、指頭圧痕 やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

良 150 －

506
SD0442

土器集中
区3a

1
Ⅵ－3
高坏G3a

口径11.0
底径12.6
器高8.9

最大径12.6

口縁11
底部2/4
以上	

ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、ﾊｹ目 やや密、径1㎜以下の長
石・雲母を僅かに含む

良

2穿孔1組2方向

151 148

507
SD0442

土器集中
区3a

1
Ⅵ－3
高坏G3c

口径12.5
底径15.0
器高12.3
最大径15.0

口縁11
底部3/4
以上	

沈線(7条)、山形文、沈
線(4条)、山形文、沈線(3
条)、刺突文、沈線(5条)、
山形文、沈線(3条)、ﾐｶ
ﾞｷ、沈線(12条)、刺突文、
沈線(3条)、山形文、沈
線(3条)、山形文、沈線
(5条)

ﾐｶﾞｷ(羽状)、板ﾅﾃﾞ、
ﾅﾃﾞ

密、径5㎜以下の長石・
石英・ﾁｬｰﾄを僅かに含
む

良

1穿孔1組3方向

151 149

508
SD0442

土器集中
区3a

1
Ⅵ－3

高坏C3脚
部

器高(6.4)  
ﾐｶﾞｷ 絞り込み、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、

指頭圧痕
密、径1㎜以下の長石・
赤色酸化土粒を僅かに
含む

良
外面に煤付着、破
断面に二次焼成痕 151 －

509
SD0442

土器集中
区3a

1
Ⅵ－3
器台B3

底径15.4
器高(9.2)

	底部	
ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、板ﾅﾃﾞ、ﾍﾗﾅﾃ

ﾞ
密、径2㎜以下の長石を
僅かに含む 良

外面に煤付着
151 149
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表87 土器類観察表（21）

No
地区
遺構

層
位

時期
器種分類

法量(㎝)
残存率
(X/12)

調整
胎土

焼
成

備考 挿図 図版
外面 内面

510
SD0442

土器集中
区3a

1
Ⅵ－3
器台B3

口径19.5
底径16.8
器高14.1
最大径19.5

口縁4
底部	

ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ、板ﾅﾃﾞ、
ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、ﾊｹ

密、径1㎜以下の長石・
赤色酸化土粒を僅かに
含む

普
通

2穿孔1組2方向

151 149

511
SD0442

土器集中
区3a

1
Ⅴ

器台Ａ
器高(6.4)

ﾐｶﾞｷ 板ﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の赤
色酸化土粒を僅かに含
む

良
1穿孔1組3方向

151 －

512
SD0442

土器集中
区3a

1
Ⅵ－3
甕B3

口径18.2
器高(22.2)

口縁12
指頭圧痕、ﾊｹ、輪積み
痕

ﾊｹ、輪積み痕、指
頭圧痕

やや粗、径8㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

外面に炭化物・煤
付着 151 －

513
SD0442

土器集中
区3a

1
Ⅵ－3
甕脚部

底径7.6
器高(6.0)

底部1/4
以上		

ﾊｹ、指頭圧痕 板ﾅﾃﾞ やや密、径3㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

151 －

514
SD0442

土器集中
区3a

1
Ⅵ－3
甕E5

口径17.8
底径8.2
器高21.0
最大径19.0

口縁10
底部2/4
以上	

ﾊｹ、指頭圧痕 指頭圧痕、輪積み
痕、ﾊｹ

やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

良

外面に炭化物付
着、破断面に二次
焼成痕

151 149

515
SD0442

土器集中
区3a

1
Ⅵ－3
甕脚部

底径6.7
器高(9.2)

底部3/4
以上		

ﾊｹ、指頭圧痕、輪積み
痕

輪積み痕、指頭圧
痕、ﾊｹ

やや密、径7㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

普
通

打ち欠き
151 －

516
SD0442

土器集中
区3a

1
Ⅵ－3
甕脚部

底径8.2
器高(5.5)

底部完
存	

輪積み痕、ﾊｹ、ﾅﾃﾞ ﾊｹ 密、径2㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土粒を
僅かに含む

良
内面に煤付着

151 －

517
SD0442

土器集中
区3a

1
Ⅴ

甕A2b
口径16.0
器高(5.4)

口縁3
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、直線文、
ﾊｹ

ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕、
ﾊｹ

やや密、径3㎜以下の長
石・石英を僅かに含む

普
通

外面に煤付着
151 －

518
SD0442

土器集中
区3a

1
Ⅵ－3
壺G2a

口径18.2
底径5.8
器高14.6
最大径18.5

口縁12
底部完

存	

ﾅﾃﾞのちﾐｶﾞｷ ﾅﾃﾞのちﾐｶﾞｷ、ﾅﾃﾞ、
輪積み痕

密、径3㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土粒を
僅かに含む

普
通

外面に煤付着

152 149

519
SD0442

土器集中
区3a

1
Ⅵ－3
壺G2a

口径16.0
底径4.5
器高13.2
最大径16.2

口縁11
底部完

存	

ﾐｶﾞｷ、ｹｽﾞﾘ(底部) 輪積み痕、ﾐｶﾞｷ、ﾅ
ﾃﾞ

やや密、径3㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む 普

通

外面に煤付着

152 149

520
SD0442

土器集中
区3a

1
Ⅵ－3
壺G2a

口径14.8
底径2.6
器高11.9
最大径15.3

口縁11
底部完

存	

ﾅﾃﾞのちﾐｶﾞｷ、指頭圧痕 ﾅﾃﾞのちﾐｶﾞｷ、ﾅﾃﾞ 密、径6㎜以下の長石・
赤色酸化土粒を僅かに
含む

良

内外面に煤付着

152 150

521
SD0442

土器集中
区3a

1
Ⅵ－3壺

G2a

口径17.2
底径5.2
器高14.3
最大径17.5

口縁11
底部完

存	

ﾐｶﾞｷ、ﾊｹ ﾐｶﾞｷ、ﾊｹ、輪積み
痕

やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

良

外面に煤・炭化物
付着、破断面に炭
化物付着、底部ﾐｶ
ﾞｷ

152 150

522
SD0442

土器集中
区3a

1
Ⅵ－3
壺Ｂ

底径6.4
器高(21.7)

底部完
存	

ﾊｹ目 ﾊｹ目、指頭圧痕 やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

良
内外破断面に炭化
物付着 152 150

523
SD0442

土器集中
区3a

1
Ⅵ－3
壺Ｈ?

底径4.6
器高(9.9)

底部完
存	

ﾐｶﾞｷ ｼﾎﾞﾘ痕、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、
指頭圧痕

密、径2㎜以下の長石・
石英・ﾁｬｰﾄを僅かに含
む

良 152 150

524
SD0442

土器集中
区3a

1
Ⅵ－3
鉢Ｆ

口径15.5
底径4.6
器高7.9

最大径15.9

口縁11
底部3/4
以上	

輪積み痕、ｹｽﾞﾘのちﾅﾃﾞ、
指頭圧痕

輪積み痕、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、
指頭圧痕

やや密、径3㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

152 150

525
SD0442

土器集中
区3b

1
Ⅴ

高坏Ｉ
底径8.5
器高(6.1)

底部2/4
以上		

ﾊｹ ﾊｹ、ﾍﾗ押さえ やや密、径1㎜以下の長
石を僅かに含む

普
通

153 －

526
SD0442

土器集中
区3b

1
Ⅵ～Ⅶ
器台B脚

部

底径10.8
器高(10.0)

底部1/4
未満		

ﾐｶﾞｷ ｼﾎﾞﾘ痕、ﾅﾃﾞ 密、径3㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土粒を
僅かに含む

良
1穿孔1組3方向

153 －

527
SD0442

土器集中
区3b

1
Ⅵ－3
甕脚部

底径8.2
器高(6.3)

底部3/4
以上		

ﾊｹ、ﾅﾃﾞ、指頭圧痕 ﾊｹ、ﾅﾃﾞ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、
指頭圧痕

密、径2㎜以下のﾁｬｰﾄ・
赤色酸化土粒を僅かに
含む

普
通

打ち欠き
153 －

528
SD0442

土器集中
区3b

1
Ⅵ－3
甕脚部

底径7.5
器高(5.8)

底部3/4
以上		

ﾊｹ、ﾅﾃﾞ ﾊｹ、指頭圧痕、ﾅﾃﾞ 密、径5㎜以下の長石・
石英・ﾁｬｰﾄを僅かに含
む

普
通

打ち欠き
153 －

529
SD0442

土器集中
区3b

1
Ⅵ－3
甕B3

口径18.6
器高(13.5)

口縁6
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、輪積み

痕
やや密、径3㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

外面に炭化物付着
153 150

530
SD0442

土器集中
区3b

1
Ⅵ－3
甕C2

口径18.0
器高(6.9)

口縁3
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧痕 ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ 密、径5㎜以下の長石・

ﾁｬｰﾄを僅かに含む
普
通

外面に煤付着
153 －

531
SD0442

土器集中
区3b

1
Ⅵ－3
甕脚部

底径7.4
器高(7.0)

底部完
存	

ﾊｹ ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、ﾊｹ 密、径6㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土粒を
僅かに含む

良
外面に煤付着

153 －

532
SD0442

土器集中
区4

1
Ⅴ～Ⅵ
壺K胴部

器高(4.8)  
摩耗のため調整不明 摩耗のため調整不

明
やや粗、径2㎜以下の長
石・角閃石・ﾁｬｰﾄを僅
かに含む

普
通

生駒西麓産
153 －
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表88 土器類観察表（22）

No
地区
遺構

層
位

時期
器種分類

法量(㎝)
残存率
(X/12)

調整
胎土

焼
成

備考 挿図 図版
外面 内面

533
SD0442

土器集中
区4

1
Ⅵ

甕脚部
底径6.9
器高(4.2)

	底部
2/4以上	

ﾊｹ 指頭圧痕 やや密、径2㎜以下の長
石・石英・ﾁｬｰﾄを僅か
に含む

良
破断面に煤付着

153 －

534
SD0442

土器集中
区4

1
Ⅵ

手捏ねＣ

口径6.3
底径3.0
器高3.5
最大径6.6

口縁10
底部完

存	

指頭圧痕、輪積み痕 ﾊｹ やや密、径3㎜以下の長
石・石英・ﾁｬｰﾄを僅か
に含む

良

口縁打ち欠き？

153 －

535
SD0442

土器集中
区4

1
Ⅵ

手捏ねＣ

口径9.5
底径4.6
器高5.3
最大径9.7

口縁1
底部完

存	

輪積み痕、指頭圧痕 輪積み痕、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ やや密、径6㎜以下の石
英・ﾁｬｰﾄを僅かに含む 普

通

口縁打ち欠き？

153 －

536
SD0442

土器集中
区5

1
Ⅵ－2･3
壺A1b

口径16.0
器高(6.2)

口縁3
沈線(4条)、ﾅﾃﾞ、直線
文

ﾐｶﾞｷ 密、径5㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄを僅かに含む

普
通

内面に赤彩
153 －

537
SD0442

土器集中
区5

1
Ⅵ－2･3
高坏G1

口径17.3
底径11.2
器高13.8
最大径17.4

口縁12
底部3/4
以上	

ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、ﾅﾃﾞ、ﾊｹ 密、径5㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄを僅かに含む

良

1穿 孔1組3方 向、
打ち欠き

153 151

538
SD0442

土器集中
区5

1
Ⅵ－2･3
鉢B3

口径21
底径4.5
器高16.2
最大径21.6

口縁12
底部完

存	

ﾊｹ、指頭圧痕、ｹｽﾞﾘ、ﾅ
ﾃﾞ

指頭圧痕、ﾊｹ、ﾅﾃﾞ やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

良

底部に穿孔

153 151

539
SD0442

土器集中
区5

1
Ⅵ－2･3
壺Ａ

器高(27.1)  
直線文、波状文、直線文、
刺突文、摩耗のため調
整不明

ﾅﾃﾞ、指頭圧痕、ﾊｹ やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

不
良

底部と胴部は接点
なし 154 151

540
SD0442

土器集中
区5

1
Ⅵ－2･3
甕A3

口径18.0
底径8.5
器高33.2
最大径26.2

口縁7
底部3/4
以上	

ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、直線文、
ﾊｹ

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ やや粗、径7㎜以下の長
石を僅かに含む 普

通

外面に煤付着

154 151

541
SD0442

土器集中
区6

1
Ⅵ－2･3
高坏G1

口径17.8
底径11.6
器高14.0
最大径17.8

口縁12
底部1/4
未満	

ﾐｶﾞｷ ﾊｹのちﾐｶﾞｷ、ｼﾎﾞﾘ
痕、ﾊｹ

密、径1㎜以下の長石・
赤色酸化土粒を僅かに
含む

良

1穿孔1組3方向

154 151

542
SD0442

土器集中
区6

1
Ⅵ－2･3
甕D1b

口径16.6
器高(7.2)

口縁12
ﾅﾃﾞ、押し引き、ﾊｹ ﾅﾃﾞ、ﾊｹ 密、径1㎜以下の長石・

石英・雲母を僅かに含
む

良 154 151

543
SD0442

土器集中
区6

1
Ⅵ－2･3
甕D1b

口径18.0
器高(4.4)

口縁2
ﾖｺﾅﾃﾞ、押し引き、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ 密、径1㎜以下の長石・

石英・雲母・ﾁｬｰﾄを多
く含む

普
通

外面に煤付着
154 －

544
SD0442

土器集中
区6

1
Ⅵ－2･3
甕D脚部

器高(4.7)  
ﾊｹ 指頭圧痕 密、径1㎜以下の長石・

石英・雲母・ﾁｬｰﾄを多
く含む

良
内面に煤付着

154 －

545
SD0442

土器集中
区6

1
Ⅵ－2･3
甕脚部

底径6.0
器高(4.1)

底部3/4
以上		

ﾊｹ、指頭圧痕 指頭圧痕 やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む 良 154 －

546
SD0442

土器集中
区6

1
Ⅵ－2･3
甕脚部

底径6.6
器高(5.2)

底部完
存	

ﾊｹ、指頭圧痕 ﾊｹ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ やや粗、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

良
外面に煤付着

154 －

547
SD0442

土器集中
区6

1
Ⅵ－2･3

壺A
底径6.5

器高(22.6)
底部完

存	

直線文(4条、6条)、刺
突文、ﾊｹのちﾐｶﾞｷ

指頭圧痕、ﾊｹ 密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む 良

外面に赤彩、煤付
着 155 －

548
SD0442

土器集中
区6

1
Ⅵ－2･3
甕B4

口径17.6
器高(9.8)

口縁5
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕、

ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、板ﾅﾃﾞ、輪
積み痕

やや密、径3㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む 良

外面全体に煤付着
155 －

549
SD0442

土器集中
区6

1
Ⅵ－2･3

甕A
底径6.1

器高(21.3)
底部3/4
以上	

ﾊｹ、刺突文 ﾊｹ、指頭圧痕、ﾅﾃﾞ やや粗、径3㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

良
外面に煤付着

155 152

550
SD0442

土器集中
区7

1
Ⅵ－2･3
壺G3a

口径13.0
器高(5.3)

口縁7
ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、ﾊｹ やや密、径1㎜以下の長

石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

口縁部に打ち欠
き？ 155 －

551
SD0442
土器集中

区7
1

Ⅶ－1
高坏C4d

口径27.9
器高(7.1)

口縁2

ﾐｶﾞｷ 貝による多条沈線
(12条)、 山 形 文、
多条沈線(3条)、菱
形文、多条沈線(3
条)、山形文、沈線(1
条)、ﾐｶﾞｷ

やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む 普

通

　

155 －

552
SD0442

土器集中
区7

1
Ⅵ－3
甕D脚部

底径4.5
器高(10.7)

底部完
存	

ﾊｹ、ﾅﾃﾞ ﾊｹ、ﾅﾃﾞ、指頭圧痕 やや密、径1㎜以下の長
石・雲母・赤色酸化土
粒を多く含む

良
内外面に煤付着

155 －

553
SD0442

土器集中
区7

1
Ⅵ－3
甕脚部

底径5.2
器高(4.4)

底部2/4
以上	

ﾅﾃﾞ ﾅﾃﾞ、指頭圧痕 やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

外面に煤付着
155 －

554
SD0442

土器集中
区7

1
Ⅵ

高坏Ｉ
器高(8.5)  

ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、ｼﾎﾞﾘ痕、ﾅﾃﾞ やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

1穿孔1組3方向
155 －
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表89 土器類観察表（23）

No
地区
遺構

層
位

時期
器種分類

法量(㎝)
残存率
(X/12)

調整
胎土

焼
成

備考 挿図 図版
外面 内面

555
SD0442

土器集中
区8

1
Ⅵ－3
高坏G3a

口径12.6
底径9.0
器高9.0

最大径12.8

口縁11
底部2/4
以上	

ﾐｶﾞｷ、摩耗著しい ﾐｶﾞｷ、ﾊｹ、摩耗著
しい

やや密、径3㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

2穿孔1組2方向

156 152

556
SD0442

土器集中
区8

1
Ⅵ－3
高坏C3b

口径31.0
器高(11.3)

口縁11
ﾐｶﾞｷ 多条沈線(8条)、ﾐｶ

ﾞｷ(羽状)
密、径1㎜以下の長石・
赤色酸化土粒を僅かに
含む

良 156 152

557
SD0442

土器集中
区8

1
Ⅵ－3

高坏G1・
2

口径18.1
器高(7.6)

口縁8
ﾐｶﾞｷ、ﾅﾃﾞ ﾐｶﾞｷ、ﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長

石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

156 152

558
SD0442

土器集中
区8

1
Ⅵ－3
器台B3

口径20.0
底径13.6
器高12.8
最大径20.1

口縁7
底部2/4
以上	

ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、輪積み痕、ﾊ
ｹ

密、径1㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土粒を
僅かに含む

良

1穿 孔1組3方 向、
口縁打ち欠き？、
裾部に煤付着

156 152

559
SD0442

土器集中
区8

1
Ⅵ－3
高坏C3b

口径28.0
底径15.5
器高19.0
最大径28.1

口縁3
底部1/4
未満	

ﾐｶﾞｷ 多条沈線(6条)、ﾐｶ
ﾞｷ、指頭圧痕、ﾊｹ

密、径2㎜以下の長石・
赤色酸化土粒を僅かに
含む

良

1穿孔1組3方向

156 153

560
SD0442

土器集中
区8

1
Ⅵ－3
壺I1

口径10.0
底径2.8
器高9.5

最大径12.0

口縁7
底部完

存	

ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、指頭圧痕 密、径1㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土粒を
僅かに含む

良 156 153

561
SD0442

土器集中
区8

1
Ⅵ－3
壺A4

口径14.6
器高(24.2)

口縁1

ﾅﾃﾞ、擬凹線、直線文、
横羽状文、直線文、横
羽状文、直線文、刺突文、
ﾐｶﾞｷ

ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ、輪積み
痕、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、指頭
圧痕、板ﾅﾃﾞ、ﾊｹ

密、径2㎜以下の長石・
赤色酸化土粒を僅かに
含む

普
通

　

156 153

562
SD0442

土器集中
区8

1
Ⅵ－3
鉢B2

口径18.6
底径3.6
器高13.1
最大径19.0

口縁11
底部完

存	

ﾊｹ、ﾐｶﾞｷ ﾊｹ、ﾐｶﾞｷ、輪積み
痕

密、径2㎜以下の長石・
石英・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化
土粒を僅かに含む

良

胴部に打ち欠き、
底部に1穿孔

156 153

563
SD0442

土器集中
区8

1
Ⅵ－3
甕B2

口径17.4
器高(13.6)

口縁5
ﾊｹ ﾊｹ、指頭圧痕、輪

積み痕
やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

普
通

157 154

564
SD0442

土器集中
区8

1
Ⅵ－3
甕B2

口径18.4
底径8.2
器高33.1
最大径25.5

口縁11
底部3/4
以上	

ﾊｹ、ﾖｺﾅﾃﾞ ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕、
ﾊｹ

やや密、径1㎜以下の長
石・石英・ﾁｬｰﾄ・赤色
酸化土粒を多く含む

良

内外面に煤付着、
脚部破断面、二次
焼成痕

157 153

565
SD0442

土器集中
区8

1
Ⅵ－3
甕B2

口径20.4
底径7.5
器高33.4
最大径29.5

口縁12
底部3/4
以上	

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧痕 ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、ｹｽﾞﾘ、
指頭圧痕

やや密、径2㎜以下の長
石・雲母・赤色酸化土
粒を僅かに含む

良

内外面に煤付着

157 153

566
SD0442

土器集中
区8

1
Ⅵ－3
甕A2b

口径18.4
器高(29.3)

口縁7
ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕、

輪積み痕、ﾊｹ
やや粗、径3㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

157 152

567
SD0442

土器集中
区8

1
Ⅵ－3
甕B4

口径16.0
底径7.0
器高22.6
最大径20.1

口縁5
底部3/4
以上	

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ目 ﾖｺﾅﾃﾞ、輪積み痕、
ﾊｹ目、ﾊｹのちﾅﾃﾞ
(脚)

やや密、径1㎜以下の長
石・雲母を僅かに含む

良

外面に炭化物付着

157 155

568
SD0442

土器集中
区8

1
Ⅵ－3
甕脚部

底径7.4
器高(4.0)

底部2/4
以上	

ﾅﾃﾞ、指頭圧痕、輪積み
痕

ﾅﾃﾞ、指頭圧痕 やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む 良 157 －

569
SD0442

土器集中
区8

1
Ⅵ－3
甕脚部

底径8.0
器高(4.4)

底部3/4
以上	

指頭圧痕 ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む 良

外面に煤付着
157 －

570
SD0442

土器集中
区9

1
Ⅵ－3
鉢A4c

口径8.3
器高(3.6)

口縁3
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾅﾃﾞ、指頭

圧痕
やや密、径2㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

158 －

571
SD0442

土器集中
区9

1
Ⅵ－3
鉢A3b

口径16.0
器高(5.9)

口縁2
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、輪積み痕 ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾅﾃﾞ、輪積

み痕
やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

外面に煤付着
158 －

572
SD0442

土器集中
区9

1
Ⅵ－3

高坏B3・
4･C1

器高(12.1)  
ﾐｶﾞｷ ﾅﾃﾞ、ﾊｹ やや密、径1㎜以下の長

石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

良
1穿孔1組3方向が2
段交互配置にある 158 －

573
SD0442

土器集中
区9

1
Ⅵ－3
壺

底径5.5
器高(13.0)

底部完
存	

指頭圧痕、沈線、山形文、
ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ

ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、指頭圧痕、
輪積み痕、ﾊｹ

やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

普
通

158 154

574
SD0442

土器集中
区9

1
Ⅵ－3
壺I1

口径12.0
器高(6.0)

口縁3
ﾐｶﾞｷ、ﾖｺﾅﾃﾞ ﾐｶﾞｷ やや密、径1㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

内面に煤付着、口
縁部打ち欠き 158 －

575
SD0442

土器集中
区9

1
Ⅵ－3
鉢Ｂ

底径3.9
器高(2.8)

底部完
存	

ﾊｹ、指頭圧痕 ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、指頭圧痕 やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

良
底部に1穿孔

158 －
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表90 土器類観察表（24）

No
地区
遺構

層
位

時期
器種分類

法量(㎝)
残存率
(X/12)

調整
胎土

焼
成

備考 挿図 図版
外面 内面

576
SD0442

土器集中
区9

1
Ⅵ－3
壺H2b

口径11.6
底径5.1
器高24.0
最大径15.1

口縁11
底部完

存	

多条沈線(8条)、山形文、
多条沈線(3条)、刺突文、
多条沈線(1条)、刺突文、
多条沈線(4条)、刺突文、
多条沈線(2条)、刺突文、
多条沈線(4条)、刺突文、
多条沈線(5条)、ﾐｶﾞｷ

ﾐｶﾞｷ、指頭圧痕、ﾊｹ、
ﾅﾃﾞ、輪積み痕

密、径1㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄを僅かに含む

良

口縁部打ち欠き

158 154

577
SD0442

土器集中
区9

1
Ⅴ

高坏B3a
口径21.3
器高(2.7)

口縁1
擬凹線文(1条)、ﾍﾗﾐｶﾞｷ ﾍﾗﾐｶﾞｷ やや密、径1㎜以下の長

石・赤色酸化土粒を多
く含む

普
通

158 －

578
SD0442

土器集中
区9

1
Ⅵ－3
鉢

底径2.2
器高(3.6)

底部完
存	

ﾅﾃﾞ ﾊｹ、ﾅﾃﾞ、指頭圧痕 やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

打ち欠き
158 154

579
SD0442

土器集中
区9

1
Ⅵ－3
高坏G3b

口径18.0
底径11.5
器高10.4
最大径18.2

口縁10
底部1/4
以上	

多条沈線(11条)、ﾐｶﾞｷ、
多条沈線(12条)

ﾊｹのちﾐｶﾞｷ、ﾅﾃﾞ、
ﾊｹ

やや密、径1㎜以下の赤
色酸化土粒を僅かに含
む

普
通

2穿孔1組2方向

158 154

580
SD0442

土器集中
区9

1
Ⅵ－3
甕D1b

口径19.8
器高(3.2)

口縁2
ﾖｺﾅﾃﾞ、押し引き、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧

痕
やや密、径1㎜以下の長
石・雲母を多く含む

普
通

外面に煤付着
158 －

581
SD0442

土器集中
区9

1
Ⅵ－3
甕脚部

底径6.5
器高(4.7)

底部完
存	

ﾅﾃﾞ ﾊｹのちﾅﾃﾞ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

外面に煤付着、打
ち欠き 158 －

582
SD0442

土器集中
区9

1
Ⅵ－3
甕脚部

底径5.9
器高(4.3)

底部完
存	

ﾊｹ、ﾅﾃﾞ ﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長
石・石英を僅かに含む

普
通

内面に煤付着
158 －

583
SD0442

土器集中
区10

1
Ⅵ－2
高坏C2b

口径27.6
器高(13.7)

口縁3
ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ やや密、径1㎜以下の長

石・雲母・赤色酸化土
粒を僅かに含む

良
外面に煤付着

158 154

584
SD0442

土器集中
区10

1
Ⅶ－1
壺H2b

口径9.8
器高(9.7)

口縁10

刺突文、多条沈線(5条)、
山形文、多条沈線(2条)、
斜格子文、多条沈線(4
条)、ﾐｶﾞｷ

摩耗のため調整不
明

やや密、径1㎜以下の赤
色酸化土粒を僅かに含
む

普
通

158 154

585
SD0442

土器集中
区10

1
Ⅴ～Ⅵ

鉢
器高(4.1)

刺突文、直線文 ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕 やや密、径1㎜以下の長
石・雲母を僅かに含む

普
通

158 －

586
SD0442

土器集中
区11

1
Ⅵ
鉢Ａ

底径2.8
器高(7.2)

底部完
存	

ﾊｹ ﾊｹ、ﾅﾃﾞ やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

外面に煤付着
158 －

587
SD0442

土器集中
区11

1
Ⅵ
甕B2

口径17.6
器高(6.6)

口縁12
ﾅﾃﾞ、ﾊｹ、輪積み痕 ﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧痕、

輪積み痕
やや密、径2㎜以下の長
石・石英・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

外面に煤付着
158 －

588
SD0442

土器集中
区12

1
Ⅵ－3
器台B3

口径19.8
底径16.0
器高13.2
最大径19.9

口縁9
底部1/4
以上	

ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、ﾅﾃﾞ、板ﾅﾃﾞ、
輪積み痕

やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

良

2穿孔1組2方向

159 155

589
SD0442

土器集中
区12

1
Ⅵ－3
鉢A2

口径17.8
器高(7.0)

口縁3
ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕、直線
文、刺突文、ﾊｹ

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧
痕、輪積み痕

やや密、径5㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

外面に煤付着
159 －

590
SD0442

土器集中
区12

1
Ⅵ－3
甕脚部

底径8.4
器高(9.2)

底部完
存	

ﾊｹ、ﾍﾗﾅﾃﾞ、指頭圧痕、
ﾅﾃﾞ

ﾊｹ、指頭圧痕、ﾕﾋﾞ
ﾅﾃﾞ

やや密、径3㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

159 －

591
SD0442

土器集中
区12

1
Ⅵ－3
壺Ｃ

口径12.1
底径6.0
器高31.0
最大径30.4

口縁12
底部完

存	

ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ、ﾊｹ、指
頭圧痕

やや密、径3㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

良

口縁部打ち欠き？

159 155

592
SD0442

土器集中
区12

1
Ⅵ－3

手捏ねＣ

口径7.2
底径3.7
器高3.7
最大径7.8

口縁2
底部3/4
以上	

ﾊｹ、ﾅﾃﾞ 指頭圧痕、ﾅﾃﾞ、ﾊｹ やや密、径2㎜以下の長
石・石英・ﾁｬｰﾄ・赤色
酸化土粒を僅かに含む

普
通

159 －

593
SD0442

土器集中
区12

1
Ⅵ－3
甕B3

口径19.3
器高(18.8)

口縁7
ﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧痕 ﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧痕 やや密、径2㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

良 159 155

594
SD0442

土器集中
区12

1
Ⅵ－3
甕B2

口径20.4
器高(8.9)

口縁5
横ﾊｹ、指頭圧痕、輪積
み痕、縦ﾊｹ

ﾊｹ、指頭圧痕、輪
積み痕

やや密、径3㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

159 －

595
SD0442

土器集中
区12

1
Ⅵ－3
甕B2

口径17.0
器高(10.6)

口縁5
ﾅﾃﾞ、指頭圧痕、ﾊｹ、輪
積み痕

ﾅﾃﾞ、指頭圧痕、ﾊｹ やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

外面に煤付着
159 －

596
SD0442

土器集中
区13

1
Ⅵ－3
高坏C3b

口径33.5
底径16.4
器高21.1
最大径33.5

口縁12
底部1/4
以上	

ﾐｶﾞｷ 多条沈線(ｸｼ・5条)、
ﾐｶﾞｷ、ｼﾎﾞﾘ痕、ﾕﾋﾞ
ﾅﾃﾞ、ﾊｹ

密、径1㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土粒を
僅かに含む

良

1穿孔1組3方向

160 155
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表91 土器類観察表（25）

No
地区
遺構

層
位

時期
器種分類

法量(㎝)
残存率
(X/12)

調整
胎土

焼
成

備考 挿図 図版
外面 内面

597
SD0442

土器集中
区13

1
Ⅶ－1・2
高坏G3c

口径18.4
器高(10.4)

口縁8

山形文、多条沈線(4条)、
山形文、多条沈線(3条)、
山形文、多条沈線(3条)、
山形文、多条沈線(2条)、
山形文、多条沈線(4条)、
山形文、多条沈線(3条)、
山形文、多条沈線(3条)、
山形文、ﾐｶﾞｷ

ﾐｶﾞｷ、ﾅﾃﾞ やや密、径2㎜以下の長
石・石英・赤色酸化土
粒を僅かに含む

良

1穿孔1組3方向

160 155

598
SD0442

土器集中
区13

1
Ⅶ－1・2
高坏G3c

底径13.2
器高(1.3)

底部1/4
以上	

ﾐｶﾞｷ、山形文、多条沈
線(5条)、山形文、多条
沈線(5条)、山形文

ﾊｹのちﾅﾃﾞ やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

良
穿孔有り

160 155

599
SD0442

土器集中
区13

1
Ⅵ－3
甕C2

口径19.1
器高(4.8)

口縁9
ﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾅﾃﾞ、ﾊｹ、輪積み痕 やや密、径2㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

160 －

600
SD0442

土器集中
区13

1
Ⅵ－3
甕C2

口径18.5
器高(9.6)

口縁10
ﾊｹ、刺突文 ﾊｹ、輪積み痕 やや密、径2㎜以下の長

石・石英・ﾁｬｰﾄ・赤色
酸化土粒を多く含む

普
通

打ち欠き
160 156

601
SD0442

土器集中
区13

1
Ⅵ－3
鉢A2

口径17.2
器高(7.4)

口縁8
ﾖｺﾅﾃﾞ、直線文、刺突文、
ﾊｹ、ｹｽﾞﾘ?

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、
指頭圧痕

やや密、径2㎜以下の長
石・石英・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

外面に煤付着
160 156

602
SD0442

土器集中
区14

1
Ⅶ－2
高坏D3

口径20.2
底径12.9
器高14.8
最大径20.4

口縁4
底部	

1/4以上

ﾐｶﾞｷ 多条沈線(13条)、ﾐ
ｶﾞｷ、板ﾅﾃﾞ

やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

良

1穿孔1組3方向

160 156

603
SD0442

土器集中
区14

1
Ⅵ－3
高坏G3a

口径16.4
底径11.8
器高12.7
最大径16.6

口縁4
底部1/4
以上	

ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、ﾅﾃﾞ、ｼﾎﾞﾘ痕 やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

1穿孔1組3方向

160 156

604
SD0442

土器集中
区14

1
Ⅵ－3

高坏C2脚
部

底径16.6
器高(14.8)

底部1/4
未満	

ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、板ﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長
石・雲母を僅かに含む 良

外面に煤付着
160 －

605
SD0442

土器集中
区14

1
Ⅵ－3
壺Ｃ

口径13.0
器高(13.7)

口縁12
ﾖｺﾅﾃﾞ、摩耗のため調整
不明

ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕 やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

胴部穿孔？
160 156

606
SD0442

土器集中
区14

1
Ⅵ－3
甕B2

口径16.6
器高(7.2)

口縁3
ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕、摩耗
著しい

ﾖｺﾅﾃﾞ、輪積み痕、
摩耗著しい

やや密、径1㎜以下の長
石・雲母・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

161 －

607
SD0442

土器集中
区15

1
Ⅵ－3
器台B1c

口径17.2
器高(7.4)

口縁3
擬凹線(5条)、ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ 密、径1㎜以下のﾁｬｰﾄ・

赤色酸化土粒を僅かに
含む

普
通

2穿孔1組2方向
161 156

608
SD0442

土器集中
区15

1
Ⅵ－3
甕B2

口径17.6
器高(12.2)

口縁3
ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、輪積み痕、

指頭圧痕、ﾊｹ
密、径1㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄを僅かに含む 良 161 －

609
SD0442

土器集中
区15

1
Ⅵ－3
器台Ｂ

器高(8.4)  
ﾐｶﾞｷ、指頭圧痕 ﾐｶﾞｷ、ｼﾎﾞﾘ痕 密、径2㎜以下の石英・

ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土粒を
僅かに含む

良 161 －

610
SD0442

土器集中
区16

1
Ⅵ－3
甕E3

口径14.5
底径6.8
器高18.2
最大径16.0

口縁2
底部3/4
以上	

ﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾅﾃﾞ、板ﾅﾃﾞ、ﾕﾋﾞﾅﾃ
ﾞ

やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

良 161 －

611
SD0442

土器集中
区16

1
Ⅵ－3
甕脚部

底径8.3
器高(5.0)

底部3/4
以上	

ﾊｹ、指頭圧痕 指頭圧痕、ｹｽﾞﾘ やや密、径2㎜以下の長
石・雲母・ﾁｬｰﾄ・赤色
酸化土粒を僅かに含む

良
打ち欠き

161 －

612
SD0442

土器集中
区16

1
Ⅵ－3
壺

口径9.0
器高(5.1)

口縁3
刺突文、直線文(4条)、
摩耗につき調整不明

ﾅﾃﾞ、折り返し、ｹｽ
ﾞﾘのちﾅﾃﾞ

密、径2㎜以下の長石・
雲母・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化
土粒を僅かに含む

普
通

161 －

613
SD0442

土器集中
区15

1
Ⅵ－3
甕E6

口径10.4
器高(13.4)

口縁2
ﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾅﾃﾞ、指頭圧痕、ﾊｹ やや密、径2㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む
普
通

外面に煤付着
161 156

614
SD0442

土器集中
区16

1
Ⅵ－3
鉢Ｄ

口径11.8
底径5.0
器高7.7

最大径11.9

口縁4
底部完

存	

ﾐｶﾞｷ、指頭圧痕 ﾐｶﾞｷ 密、径2㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土粒を
僅かに含む

普
通

打ち欠き

161 157

615
SD0442

土器集中
区16

1
Ⅵ－3
甕脚部

底径7.0
器高(4.2)

底部3/4
以上	

ﾅﾃﾞ ﾊｹ、ﾅﾃﾞ やや粗、径3㎜以下の長
石・石英・ﾁｬｰﾄを多く
含む

良
打ち欠き、二次焼
成痕 161 －

616
SD0442

土器集中
区17

1
Ⅵ－3
壺H2b

口径10.2
底径4.0
器高20.4
最大径13.6

口縁1
底部完

存	

多条沈線(10条)、ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、指頭圧痕、ﾊｹ、
ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ

密、径3㎜以下の長石・
赤色酸化土粒を僅かに
含む

普
通

161 157

617
SD0442

土器集中
区17

1
Ⅵ－3
甕B3

口径18.2
器高(17.5)

口縁1
指頭圧痕、ﾊｹ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、
輪積み痕

ﾊｹ、輪積み痕、指
頭圧痕、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ

やや粗、径7㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

良
外面に煤付着

161 157

618
SD0442

土器集中
区17

1
Ⅵ－3
甕脚部

底径8.0
器高(5.4)

底部3/4
以上	

ﾊｹ、ﾅﾃﾞ 指頭圧痕、ﾊｹ やや粗、径3㎜以下の長
石・石英・ﾁｬｰﾄ・赤色
酸化土粒を僅かに含む

普
通

脚部打ち欠き、外
面に煤付着 161 －



26　　第３章　調査の成果

表92 土器類観察表（26）

No
地区
遺構

層
位

時期
器種分類

法量(㎝)
残存率
(X/12)

調整
胎土

焼
成

備考 挿図 図版
外面 内面

619
SD0422
HD20

b
Ⅵ

高坏F脚
部

底径8.8
器高(9.3)

底部1/4
以上	

ﾐｶﾞｷ、指頭圧痕 ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、ﾊｹ 密、径5㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄを僅かに含む

普
通

1穿 孔1組3方 向、
外面に煤付着、二
次焼成痕

164 －

620
SD0422
HD20

c
Ⅵ

高坏B脚
部

底径12.7
器高(13.5)

底部1/4
以上	

ﾐｶﾞｷ、摩耗著しい ｼﾎﾞﾘ痕、ﾊｹ、摩耗
著しい

やや密、径3㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

1穿孔1組3方向
164 －

621
SD0422
HC20

2
Ⅵ

器台B2
器高(13.1)  

ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、ﾍﾗ押さえ、ﾕ
ﾋﾞﾅﾃﾞ、ｹｽﾞﾘ、ﾊｹ

やや密、径1.5㎜以下の
長石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化
土粒を僅かに含む

普
通

1穿孔1組3方向
164 －

622
SD0422
HD20

b
Ⅵ

高坏B脚
部

底径12.6
器高(12.5)

底部2/4
以上	

ﾐｶﾞｷ、ﾅﾃﾞ ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、板ﾅﾃﾞ、ﾖｺ
ﾅﾃﾞ

やや密、径3㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

2穿孔1組3方向
164 －

623
SD0422
HE20

d
Ⅵ－3
高坏C脚

部
器高(7.3)

ﾐｶﾞｷ ｼﾎﾞﾘ痕、ﾊｹ目 やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

良
1穿 孔1組3方 向、
外面に煤付着 164 －

624
SD0422
HD20

b
Ⅵ

鉢A3a

口径14.6
底径3.4
器高8.9

最大径15.3

口縁12
底部完

存	

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、ｹｽﾞﾘ? ﾖｺﾅﾃﾞ、輪積み痕、
ﾊｹ

やや粗、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

良

外面に煤付着

164 143

625
SD0422
HE20

d
Ⅴ～Ⅵ
器台A1b

口径17.0
器高(11.8)

口縁5
ﾊｹ目、ﾐｶﾞｷ ﾊｹ目 やや密、径1㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

　
164 －

626
SD0422
HD20

b
Ⅴ～Ⅵ
器台A1b

口径18.3
底径11.4
器高11.7
最大径18.3

口縁3
底部1/4
以上	

ﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧痕、摩
耗著しい

ﾅﾃﾞ、ﾊｹ、ﾐｶﾞｷ、ｼ
ﾎﾞﾘ痕、輪積み痕、
摩耗著しい

やや粗、径3㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

164 144

627
SD0422
HD20

b
Ⅴ～Ⅵ
器台B1a

口径16.7
底径10.2
器高11.6
最大径16.9

口縁5
底部3/4
以上	

ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、板ﾅ
ﾃﾞ、ｼﾎﾞﾘ痕、ﾅﾃﾞ

やや密、径2㎜以下の長
石・雲母・ﾁｬｰﾄを僅か
に含む

普
通

164 144

628
SD0422
HD20

b
Ⅴ～Ⅵ
器台B1a

口径17.2
底径11.0
器高11.7
最大径17.6

口縁4
底部3/4
以上	

ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ、指頭圧痕、
摩耗著しい

ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ、ｼﾎﾞﾘ痕、
摩耗著しい

やや粗、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

1穿孔1組3方向

164 －

629
SD0422
HC20

2
Ⅵ－3
甕B4

口径17.6
器高(10.0)

口縁3
刺突文、ﾊｹ ﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧痕 やや粗、径2㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

外面に煤付着
165 －

630
SD0422
HD20

c
Ⅵ－3
甕A2b

口径16.8
器高(4.8)

口縁3
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧

痕
やや粗、径3㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

165 －

631
SD0422
HE20

d
Ⅵ－3
甕A2b

口径16.6
器高(11.7)

口縁3
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ目 ﾖｺﾅﾃﾞ、ｹｽﾞﾘ やや密、径1㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

外面に煤付着
165 －

632
SD0422
HD20

b
Ⅵ－3
甕B2

口径15.8
器高(16.7)

口縁10
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、直線文、
ﾊｹ

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、輪積み
痕、板ﾅﾃﾞ

やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

外面に煤付着
165 158

633
SD0422
HE20

d
Ⅵ－3
壺A4

口径20.4
器高(6.0)

口縁7
竹管文、擬凹線(7条)、
ﾐｶﾞｷ

羽状文、竹管文、ﾐ
ｶﾞｷ

やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

良
内外面に赤彩付着

165 144

634
SD0422
IO02

2
Ⅵ－3
高坏C脚

部

底径17.2
器高(8.5)

底部2/4
以上	

ﾐｶﾞｷ ｼﾎﾞﾘ痕、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、ﾊ
ｹ

やや密、径1㎜以下の赤
色酸化土粒を僅かに含
む

普
通

内外面に煤付着、
1穿孔1組3方向 166 －

635
SD0422
IO02

2
Ⅵ－3
高坏C3b

口径22.2
底径14.9
器高18.2
最大径22.2

口縁3
底部完

存	

ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ、ﾊｹ、ｼﾎ
ﾞﾘ痕

密、径3㎜以下の長石・
赤色酸化土粒を僅かに
含む

普
通

1穿孔1組4方向

166 129

636
SD0422
IO02

2
Ⅵ－3
高坏C脚

部

底径12.3
器高(12.1)

底部完
存	

ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、ｼﾎﾞﾘ痕、ﾊｹ
のちﾅﾃﾞ

やや密、径1㎜以下の赤
色酸化土粒を僅かに含
む

普
通

1穿孔1組3方向
166 －

637
SD0422
IO02

2
Ⅵ－3
高坏C3b

口径22.2
器高(11.7)

口縁5
ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ 密、径1㎜以下の長石・

赤色酸化土粒を僅かに
含む

良
2穿孔1組2方向

166 128

638
SD0422
IO02

2
Ⅵ－3
高坏G3a

口径18.0
底径11.3
器高19.2
最大径18.4

口縁2
底部3/4
以上	

ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、ｼﾎﾞﾘ痕、指
頭圧痕、ﾊｹ

やや密、径2㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

良

1穿孔1組3方向

166 128

639
SD0422
IO02

2
Ⅵ－3
器台B3

底径15.5
器高(11.9)

底部1/4
未満	

ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、ﾊｹ目、板ﾅﾃﾞ、
ﾊｹ

やや密、径1㎜以下の赤
色酸化土粒を僅かに含
む

良
1穿孔1組3方向

166 －

640
SD0422
IO02

2
Ⅵ－3
高坏C3a

口径24.6
底径14.6
器高(18.7)
最大径24.9

口縁2
1/4以上

ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、板ﾅ
ﾃﾞ、ﾊｹ

密、径1㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄを僅かに含む

良

口縁端部に打ち欠
き、2穿 孔1組2方
向

166 146

641
SD0422
IO02

2
Ⅵ－3
壺A1b

口径16.7
器高(9.0)

口縁7

擬凹線(2条)、直線文(7
条)、波状文、直線文(8
条)、波状文、直線文(3
条)

羽状文、ﾕﾋﾞ ﾅ ﾃ ﾞ、
指頭圧痕

やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを多く含む 普

通
167 －

642
SD0422
IO02

2
Ⅵ－3
壺Ｃ

口径10.6
器高(16.0)

口縁7
ﾐｶﾞｷ?、摩耗著しい ﾐｶﾞｷ?、指頭圧痕、

ﾊｹのちﾅﾃﾞ、輪積み
痕、摩耗著しい

やや密、径2㎜以下の赤
色酸化土粒を僅かに含
む

普
通

胴部打ち欠き
167 －
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表93 土器類観察表（27）

No
地区
遺構

層
位

時期
器種分類

法量(㎝)
残存率
(X/12)

調整
胎土

焼
成

備考 挿図 図版
外面 内面

643
SD0422
IO02

2
Ⅵ－3
壺Ｈ

底径1.1
器高(11.1)

底部完
存	

ﾐｶﾞｷ ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭
圧痕、輪積み痕

やや密、径1.5㎜以下の
長石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化
土粒を多く含む

良
被熱痕有り

167 127

644
SD0422
IO02

2
Ⅵ－3
鉢Ａ

底径4.0
器高(10.6)

底部完
存	

刺突文、輪積み痕、ﾅﾃﾞ 輪積み痕、指頭圧
痕、ﾊｹ

やや密、径4㎜以下の長
石・石英・ﾁｬｰﾄを僅か
に含む

普
通

167 －

645
SD0422
IO02

2
Ⅵ－3
壺B1

口径14.1
底径(15.4)

口縁10
ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、ﾊｹ、指頭圧痕、

輪積み痕
やや密、径1㎜以下の赤
色酸化土粒を僅かに含
む

良 167 128

646
SD0422
IO02

2
Ⅵ－3
鉢A2

口径18.0
器高(7.8)

口縁3
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾅﾃﾞ、指頭

圧痕
やや密、径2㎜以下の長
石・石英を僅かに含む

普
通

外面に煤付着
167 －

647
SD0422
IO02

2
Ⅵ－3
甕A4

口径18.8
器高(7.4)

口縁5
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ目 ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ目? やや密、径1.5㎜以下の

長石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化
土粒を僅かに含む

普
通

167 －

648
SD0422
IO02

2
Ⅵ－3
甕D1b

口径18.0
器高(4.4)

口縁2
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、ﾊｹ目 ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ目 やや密、径1㎜以下の長

石・雲母を僅かに含む
普
通

167 －

649
SD0422
IO02

2
Ⅵ－3
甕B2

口径21.6
器高(4.6)

口縁3
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ目、指頭圧痕 ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ目、輪積

み痕、指頭圧痕
やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

167 －

650
SD0422
IO02

2
Ⅵ－3
甕B4

口径17.0
器高(7.5)

口縁3
ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕、

輪積み痕、板ﾅﾃﾞ?
やや粗、径3㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

口縁部打ち欠き
167 －

651
SD0422
IO02

2
Ⅵ－3
甕B3

口径17.8
底径8.2

器高(24.0)
最大径20.4

口縁8
底部1/4
未満	

ﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧痕 ﾊｹ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、ﾅﾃﾞ、
指頭圧痕

やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

良

外面に煤付着

168 127

652
SD0422
IO02

2
Ⅵ－3
甕A3

口径21.2
底径9.0
器高34.6
最大径27.7

口縁8
底部完

存	

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ目 ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ目、輪積
み痕、指頭圧痕

やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

内外面に煤付着、
口縁部打ち欠き多
数？

168 126

653
SD0422
IO02

2
Ⅵ－3
甕B4

口径21.8
器高(7.0)

口縁2
ﾊｹ目、指頭圧痕 ﾊ ｹ目、指頭圧痕、

輪積み痕
やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

良
外面に煤付着

168 －

654
SD0422
IO02

2
Ⅵ－3
甕E3

口径14.2
器高(16.2)

口縁3
ﾅﾃﾞ、ﾊｹ、輪積み痕 ﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧痕、

ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、板ﾅﾃﾞ、輪
積み痕

やや密、径2㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

良
外面に煤付着

168 126

655
SD0422
IO02

2
Ⅵ－3
甕B3

口径18.0
底径7.5

器高(28.4)
最大径21.7

口縁6
底部3/4
以上	

指頭圧痕、ﾊｹ、輪積み
痕

指頭圧痕、ﾊｹ、板ﾅ
ﾃﾞ

やや粗、径6㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

良

外面に煤付着

168 127

656
SD0422
IO02

2
Ⅵ－3
甕脚部

底径6.3
器高(4.4)

底部完
存	

ﾅﾃﾞ ﾅﾃﾞ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ?、指
頭圧痕

やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

打ち欠き
168 －

657
SD0422
IO02

2
Ⅵ－3
鉢H･F？

底径3.5
器高(4.8)

底部完
存	

ﾊｹ ﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

線刻?
168 129

658
SD0422
IB01

1
Ⅶ

高坏D5
口径17.0
器高(5.2)

口縁1

ﾐｶﾞｷ(ﾍﾗ) 多条沈線(6条)、連
孤文(貝)、多条沈
線(2条)、 連 孤 文
(貝)、多条沈線(2
条)、連孤文(貝)、
多条沈線(5条)

やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

良 169 －

659
SD0422
HF19

2
Ⅵ

高坏C脚
部

底径14.2
器高(12.1)

底部1/4
以上	

ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、ｼﾎﾞﾘ痕、指
頭圧痕、ﾅﾃﾞ

やや密、径3㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

2穿 孔1組2方 向、
外面に煤付着、二
次焼成痕

169 －

660
SD0422
IB01

1
Ⅶ

高坏D2
口径20.2
器高(5.1)

口縁4
ﾐｶﾞｷ、多条沈線(3条) ﾐｶﾞｷ 密、径1㎜以下の長石・

ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土粒を
僅かに含む

良 169 －

661
SD0422
HF20

a
Ⅶ

高坏G3c
底径15.0
器高(2.5)

底部1/4
未満	

多条沈線(6条)、山形文、
多条沈線(6条)、山形文、
多条沈線(8条)

ﾊｹ、ﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

169 －

662
SD0422
HB19

2
Ⅵ～Ⅶ
器台B脚

部
器高(8.3)  

ﾐｶﾞｷ ﾊｹ、指頭圧痕 やや密、径2㎜以下の長
石・雲母・ﾁｬｰﾄ・赤色
酸化土粒を多く含む

普
通

1穿孔1組3方向推
定、内外面に煤付
着、二次焼成痕

169 －

663
SD0422
HF20

b
Ⅵ～Ⅶ
高坏C脚

部
器高(8.4)  

ﾐｶﾞｷ 指頭圧痕、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ 密、径2㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土粒を
僅かに含む

良
2穿孔1組3方向

169 －

664
SD0422
HC19

2
Ⅶ

壺D3b
口径16.4
器高(3.9)

口縁2
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾅﾃﾞ、竹管

文
やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

169 173

665
SD0422
HB20

1
Ⅴ～Ⅶ
壺胴部

器高(3.0)
ﾐｶﾞｷ、線刻 ﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長

石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

169 －

666
SD0422
HC19

2
Ⅵ～Ⅶ
壺G2b

口径12.8
器高(4.8)

口縁6
多条沈線(4条)、ﾐｶﾞｷ ﾊｹ、輪積み痕 やや密、径2㎜以下のﾁｬ

ｰﾄ・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

169 －
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表94 土器類観察表（28）

No
地区
遺構

層
位

時期
器種分類

法量(㎝)
残存率
(X/12)

調整
胎土

焼
成

備考 挿図 図版
外面 内面

667
SD0422
HC18

1
Ⅵ～Ⅶ
甕E4

口径15.5
器高(4.2)

口縁3
ﾖｺﾅﾃﾞ、輪積み痕 ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾅﾃﾞ やや密、径2㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む
普
通

外面に煤付着
169 －

668
SD0422
HB19

1
Ⅴ～Ⅵ
壺Ｋ

器高(3.5)  
ﾐｶﾞｷ? 指頭圧痕、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、

輪積み痕
やや粗、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

169 －

669
SD0422
HC18

1
Ⅴ～Ⅵ
鉢A1

口径17.7
器高(5.8)

口縁6
ﾖｺﾅﾃﾞ、キザミ、沈線?(3
条)、ﾊｹのちﾅﾃﾞ

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、輪
積み痕

やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

外面に煤付着
169 －

670
SD0422
HF19

d
Ⅵ～Ⅶ
甕E6

口径13.7
器高(5.8)

口縁4
ﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長

石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

169 －

671
SD0422
HF20

b
Ⅵ～Ⅶ
壺Ｃ

口径18.4
底径8.0

器高(29.0)

口縁5
底部完

存	

ﾊｹ ﾊｹ やや密、径10㎜以下の
長石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化
土粒を多く含む

良
　

169 －

672
SD0422
IE01

d
Ⅴ

甕B1b

口径16.4
底径6.4

器高(25.5)

口縁6
底部完

存	

刺突文、ﾅﾃﾞ、ﾊｹ、ﾖｺﾅﾃ
ﾞ、摩耗著しい

ﾅﾃﾞ、指頭圧痕、ｹｽ
ﾞﾘ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、摩耗
著しい

やや粗、径7㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を多
く含む

普
通

外面に煤付着、口
縁部打ち欠き 170 157

673
SD0422
HF20

a
Ⅵ～Ⅶ
甕E3

口径12.8
器高(4.0)

口縁4
指頭圧痕、ﾊｹ、輪積み
痕

指頭圧痕、ﾊｹ やや粗、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

外面に煤付着
170 －

674
SD0422
HF20

b
Ⅵ～Ⅶ
甕E3

口径13.6
器高(3.9)

口縁5
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、輪積み痕、
指頭圧痕

ﾖｺﾅﾃﾞ、輪積み痕、
ﾊｹ、指頭圧痕

やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

170 －

675
SD0422
HF20

a
Ⅵ～Ⅶ
甕A2b

口径13.8
器高(4.7)

口縁2
ﾖｺﾅﾃﾞ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ やや密、径3㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

外面に煤付着
170 －

676
SD0422
HF20

b
Ⅵ～Ⅶ
甕E6

口径14.6
器高(6.5)

口縁1
ﾅﾃﾞ、ﾊｹ、摩耗著しい ﾅﾃﾞ、ﾊｹ、摩耗著し

い
やや粗、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

170 －

677
SD0422
HB19

2
Ⅵ～Ⅶ
甕A3

口径18.1
器高(5.1)

口縁2
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕 やや粗、径1.5㎜以下の

長石・ﾁｬｰﾄを多く含む
普
通

170 －

678
SD0422
HF20

a
Ⅵ～Ⅶ
甕D1b

口径16.6
器高(2.5)

口縁3
ﾖｺﾅﾃﾞ、押し引き、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ やや密、径3㎜以下の長

石・雲母・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

170 －

679
SD0422
HF20

d
Ⅵ～Ⅶ
甕D1b

口径19.0
器高(4.3)

口縁5
ﾖｺﾅﾃﾞ、押し引き、指頭
圧痕、ﾊｹ

ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕、
ﾊｹ

やや密、径1㎜以下の長
石・雲母・ﾁｬｰﾄ・赤色
酸化土粒を多く含む

普
通

170 －

680
SD0422
HB18

2
Ⅵ～Ⅶ
甕C2

口径16.4
器高(6.8)

口縁1

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧
痕、輪積み痕

やや密、径3㎜以下の長
石・石英・雲母・ﾁｬｰﾄ・
赤色酸化土粒を多く含
む

普
通

170 －

681
SD0422
HC18

1
Ⅵ～Ⅶ
甕B2

口径19.1
器高(6.4)

口縁9
ﾖｺﾅﾃﾞ、沈線(1条)、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、ﾅﾃﾞ やや密、径2㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

外面に煤付着
170 －

682
SD0422
HF19

2
Ⅵ～Ⅶ
甕A3

口径18.1
器高(11.6)

口縁3
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾅﾃﾞ、指頭

圧痕、輪積み痕
やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

口縁内面に煤付着
170 －

683
SD0422
HF20

b
Ⅵ～Ⅶ
甕B4

口径18.6
器高(9.5)

口縁5
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、刺突文 ﾖｺﾅﾃﾞ、輪積み痕、

指頭圧痕、ﾊｹ
やや密、径6㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

170 －

684
SD0422
HC16

a
Ⅵ～Ⅶ
甕A4

口径23.0
器高(8.3)

口縁6
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧

痕
やや密、径3㎜以下の長
石・石英・ﾁｬｰﾄ・赤色
酸化土粒を多く含む

普
通

171 －

685
SD0422
HE20

d
Ⅵ～Ⅶ
甕B2

口径15.0
器高(11.8)

口縁3
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ目 ﾖｺﾅﾃﾞ、輪積み痕、

摩耗のため調整不
明

やや密、径1㎜以下の長
石・石英・雲母・赤色
酸化土粒を多く含む

普
通

171 －

686
SD042
HC19

2
Ⅵ～Ⅶ
甕E3

口径13.7
底径7.5
器高12.5
最大径14.3

口縁3
底部2/4
以上	

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、ﾅﾃﾞ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、ﾅﾃﾞ、
輪積み痕、指頭圧
痕

やや密、径3㎜以下の長
石・雲母・ﾁｬｰﾄ・赤色
酸化土粒を多く含む

普
通

外面に煤付着

171 157

687
SD0422
HC18

21
Ⅵ～Ⅶ
甕脚部

底径7.8
器高(7.2)

底部1/4
以上	

ﾊｹ、ﾅﾃﾞ ﾊｹ、指頭圧痕 やや密、径2㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

内面と断面、煤付
着 171 －

688
SD0422
HF20

a
Ⅵ～Ⅶ
手捏ねＥ

口径4.5
底径1.7
器高2.5
最大径4.5

口縁4
底部完

存	

ﾅﾃﾞ、指頭圧痕 ﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

良 171 173

689
SD0422
HF19

2
古代須恵
器長頸瓶

底径7.6
器高(4.4)

底部1/4
未満	

回転ﾅﾃﾞ、底部静止糸切
り

回転ﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

良 171 －

690
SD0422
HC20

21
Ⅵ～Ⅶ
甕Ｅ

底径8.1
器高(21.8)

底部1/4
以上	

ﾊｹ、ﾅﾃﾞ ﾊｹ、ﾅﾃﾞ やや密、径2㎜以下の長
石・雲母・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

外面に煤付着
171 －

691
SD0422
HF20

a
縄文
深鉢

器高(9.7)  
貼付突帯、磨耗 貼付突帯、磨耗 やや粗、径5㎜以下の長

石・石英・ﾁｬｰﾄを多く
含む

普
通

171 172

692
SD0422
HF19

2
縄文
深鉢

器高(4.6)  
ﾊｹ、貼付突帯 ﾅﾃﾞ やや密、径3㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄを多く含む
普
通

171 172
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表95 土器類観察表（29）

No
地区
遺構

層
位

時期
器種分類

法量(㎝)
残存率
(X/12)

調整
胎土

焼
成

備考 挿図 図版
外面 内面

693
SD0422
HF19

2
古代

須恵器坏
身

口径14.1
底径10.8
器高4.1

最大径14.2

口縁7
底部2/4
以上	

回転ﾅﾃﾞ、回転ﾍﾗｹｽﾞﾘ(底
部)

回転ﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

良

転用硯、内外面に
墨付着、打ち欠き

171 －

694
SD0422
HC20

2
Ⅴ～Ⅵ
高坏B3b

口径23.4
器高(4.3)

口縁1
ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ やや密、径1㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

172 －

695
SD0422
HD20

a
Ⅵ～Ⅶ
壺B2c

口径13.0
器高(2.8)

口縁2
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、竹管文 やや密、径2㎜以下の長

石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

良 172 －

696
SD0422
HD19

2
Ⅴ～Ⅵ
壺A4

口径15.6
器高(3.2)

口縁2
擬凹線(4条)、ﾖｺﾅﾃﾞ 羽状文、刺突文 やや粗、径1㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄを多く含む
良

内外面に赤彩付着
172 －

697
SD0422
HC20

b
Ⅴ～Ⅵ
壺A1b

口径17.0
器高(3.8)

口縁2
擬凹線(3条)、ﾊｹ 刺突文、沈線(2条)、

ﾐｶﾞｷ
やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

172 －

698
SD0422
IC01

b
Ⅴ～Ⅵ
壺A1a

口径20.8
器高(3.4)

口縁2
多条沈線(8条)(ｸｼ)、ﾊｹ 羽状文(ｸｼ)、ﾐｶﾞｷ やや密、径1㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

172 －

699
SD0422
HD19

2
Ⅵ～Ⅶ
壺A3

口径18.8
器高(5.2)

口縁12
擬凹線(4条)、2本、1本、
2本の棒状浮文(2単位)

横羽状文(ｸｼ) やや密、径8㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを多く含む

良
外面に赤彩付着

172 158

700
SD0422
HD19

2
Ⅵ～Ⅶ
壺A3

口径21.0
器高(4.2)

口縁3
擬凹線(4条)、棒状浮文
(3本)

羽状文、円形刺突
文、ﾅﾃﾞ

密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

良
内外面に赤彩付着

172 158

701
SD0422
IC01

b
Ⅵ～Ⅶ
壺A胴部

器高(7.3)  
斜格子文、直線文、斜
格子文、直線文(貝)、
刺突文、ﾐｶﾞｷ?

ﾊｹ、ﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

普
通

172 －

702
SD0422
IC01

2
Ⅵ～Ⅶ
壺B2c

口径14.2
器高(5.1)

口縁5
ﾅﾃﾞ ﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧痕 密、径1㎜以下の長石・

ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土粒を
僅かに含む

良
口縁内面に線刻有
り 172 －

703
SD0422
HD19

1
Ⅵ～Ⅶ
壺Ｃ

口径12.6
器高(7.3)

口縁7
ﾅﾃﾞ、指頭圧痕、ﾊｹ ﾊｹ、輪積み痕、指

頭圧痕
密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

良
線刻?

172 －

704
SD0422
HD20

b
Ⅵ～Ⅶ
壺Ｈ？

底径4.8
器高(11.8)

底部完
存	

ﾐｶﾞｷ、摩耗著しい ﾊｹ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、指頭
圧痕

やや密、径3㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

172 －

705
SD0422
HC20

2
Ⅵ～Ⅶ
壺H3

口径6.1
底径2.7
器高(9.0)
最大径11.2

口縁2
底部完

存	

ﾐｶﾞｷ、指頭圧痕 ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、指頭圧痕 やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

良

 

173 158

706
SD0422
HD20

b
Ⅴ～Ⅵ
甕A2

口径11.7
器高(10.4)

口縁3
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、ﾅﾃﾞ、
直線文、ﾐｶﾞｷ

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾅﾃﾞ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、
指頭圧痕

やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

173 －

707
SD0422
HD19

2
Ⅴ～Ⅵ
鉢Ｂ

底径5.7
器高(7.9)

底部完
存	

指頭圧痕、輪積み痕 指頭圧痕、板ﾅﾃﾞ(歪
み大きい)、輪積み
痕

やや密、径5㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

普
通

底部穿孔
173 －

708
SD0422
HD20

b
Ⅴ～Ⅵ
甕B2

口径16.2
器高(12.5)

口縁4
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、直線文、
ﾊｹ

ﾖｺﾅﾃﾞ、輪積み痕、
ﾊｹ、指頭圧痕

やや密、径1.5㎜以下の
長石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化
土粒を多く含む

普
通

外面に煤付着
173 －

709
SD0422
HD20

b
Ⅳ
甕B2

口径15.0
器高(3.0)

口縁4
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、棒状浮文 ﾖｺﾅﾃﾞ やや粗、径2㎜以下の長

石・石英を僅かに含む
普
通

173 －

710
SD0422
HD20

a
Ⅷ～Ⅸ
甕D3

口径14.8
器高(3.3)

口縁1
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、輪積み痕 ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕 やや粗、径1㎜以下の長

石・雲母を多く含む
普
通

口縁部打ち欠き有
り

173 －

711
SD0422
HD20

c
Ⅴ～Ⅵ
甕A1

口径17.4
器高(10.6)

口縁2
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、刺突文、摩
耗著しい

ﾖｺﾅﾃﾞ、輪積み痕、
ﾊｹ、摩耗著しい

やや粗、径3㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

外面に煤付着
173 －

712
SD0422
HD19

2
Ⅵ～Ⅶ
甕E6

口径12.0
器高(7.9)

口縁2
指頭圧痕 指頭圧痕 やや密、径1㎜以下の長

石を僅かに含む
良 173 －

713
SD0422
IC01

a
古代
須恵器
把手

器高(5.3)
指頭圧痕、ﾊｹ目、ﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長

石・石英を僅かに含む
普
通

173 －

714
SD0422
HD17

2
縄文
変容壺

器高(7.3)  
貼付突帯、条痕(貝) 指オサエ やや粗、径3㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄを多く含む
普
通

173 －

715
SD0422
HD19

2
Ⅵ～Ⅶ
鉢G

口径18.0
器高(5.5)

口縁1
ﾊｹ ﾅﾃﾞ、ｹｽﾞﾘ やや密、径2㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む
普
通

173 －

716
SD0422
IG01

b
Ⅴ

高坏B1

口径15.2
底径9.2
器高(9.1)
最大径15.2

口縁3
底部1/4
未満	

ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ、ﾊｹ、ﾖｺﾅﾃﾞ ﾅﾃﾞ、ﾊｹ、ﾐｶﾞｷ、ｼﾎ
ﾞﾘ痕、輪積み痕

密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

良

1穿孔1組4方向

174 158

717
SD0422
HG19

2
Ⅴ～Ⅵ
高坏B3b

口径23.6
器高(3.1)

口縁2
摩耗につき調整不明 摩耗につき調整不

明
密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

普
通

174 －

718
SD0422
HE17

2
Ⅵ～Ⅶ
高坏C2c

口径21.5
器高(9.5)

口縁3
摩耗のため不明 多条沈線(19条) やや密、径3㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄを多く含む
普
通

 
174 159

719
SD0422
HG19

2
Ⅵ～Ⅶ
高坏C3a

口径18.5
器高(7.5)

口縁2
ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ 密、径7㎜以下の長石・

赤色酸化土粒を僅かに
含む

良
 

174 －

720
SD0422
HE17

2
Ⅵ～Ⅶ
高坏C3b

口径31.2
器高(5.6)

口縁5
摩耗のため不明 多条沈線(18条) やや密、径3㎜以下の長

石・赤色酸化土粒を多
く含む

良 174 －
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表96 土器類観察表（30）

No
地区
遺構

層
位

時期
器種分類

法量(㎝)
残存率
(X/12)

調整
胎土

焼
成

備考 挿図 図版
外面 内面

721
SD0422
HG20

1
Ⅵ～Ⅶ
高坏Ｃ

器高(9.9)  
ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、ｼﾎﾞﾘ痕 密、径4㎜以下の長石・

ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土粒を
僅かに含む

良
1穿孔1組3方向

174 －

722
SD0422
HE19

2
Ⅶ

高坏G3c
口径9.4
器高(4.5)

口縁2
多条沈線(5条)、刺突文、
多条沈線(4条)、刺突文、
多条沈線(4条)

摩耗のため調整不
明

やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

174 －

723
SD0422
HE20

a
Ⅶ

高坏D4
口径14.4
器高(4.9)

口縁1

摩耗のため調整不明 沈線(1条)、多条沈
線(4条)、羽状文、
多条沈線(3条)、羽
状文、多条沈線(3
条)、ﾐｶﾞｷ

やや密、径1㎜以下の赤
色酸化土粒を僅かに含
む

普
通

174 －

724
SD0422
HF17

2
Ⅶ

高坏G3c
口径12.1
器高(3.9)

口縁1

多条沈線(5条)、山形文、
多条沈線(3条)、刺突文、
多条沈線(3条)、山形文、
多条沈線(4条)

ﾐｶﾞｷ やや密、径2㎜以下の赤
色酸化土粒を僅かに含
む

普
通

174 －

725
SD0422
HE18

2
Ⅶ

高坏G3c
口径15.2
器高(2.7)

口縁1

多条沈線(5条)、山形文、
多条沈線(3条)、刺突文、
多条沈線(3条)、山形文、
多条沈線(1条)

摩耗のため不明 やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

174 －

726
SD0422
HF16

2
Ⅶ

高坏D5
器高(4.1)

ﾐｶﾞｷ 多条沈線(5条)、山
形文、多条沈線(3
条)、山形文、多条
沈線(3条)

やや密、径2㎜以下の赤
色酸化土粒を僅かに含
む

普
通

174 －

727
SD0422
HE16

2
Ⅵ～Ⅶ
壺G2b

口径16.7
器高(6.4)

口縁1
多条沈線(5条)、ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ やや密、径1.5㎜以下の

長石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化
土粒を多く含む

普
通

174 －

728
SD0422
HG19

2
Ⅴ～Ⅶ
壺胴部

器高(3.8)
ﾐｶﾞｷ、線刻 ﾅﾃﾞ やや密、径2㎜以下の長

石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

174 －

729
SD0422
HG19

2
Ⅴ～Ⅶ
壺胴部

器高(2.9)
ﾐｶﾞｷ?、線刻 ﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長

石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

174 －

730
SD0422
HG20

1
Ⅵ～Ⅶ
手捏ねＣ

口径5.9
底径4.0
器高5.0
最大径5.9

口縁1
底部完

存	

ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、指頭圧痕 ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

底部外面に線刻?

174 －

731
SD0422
HE17

2
Ⅶ

高坏G3
底径13.7
器高(5.5)

底部3/4
以上	

ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、ｼﾎﾞﾘ痕、ﾊｹ 密、径1㎜以下の長石・
赤色酸化土粒を僅かに
含む

良
1穿孔1組3方向

174 158

732
SD0422
HE17

21
Ⅰ
壺

器高(3.3)  
沈線、ﾊｹ ﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下の長石・

ﾁｬｰﾄを僅かに含む
良 174 －

733
SD0422
HG17

21
Ⅰ

沈線文系
器高(3.3)  

ﾅﾃﾞ やや粗、径1㎜以下の長
石を僅かに含む

普
通

174 －

734
SD0422
HG19

2
Ⅴ～Ⅵ
壺F2

口径9.5
底径3.8
器高14.5
最大径17.1

口縁4
底部完

存	

ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、板ﾅﾃﾞ、ツメ
痕、ﾊｹ

やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

良 175 159

735
SD0422
HE19

2
Ⅵ～Ⅶ
壺A4

口径20.4
器高(4.1)

口縁4
擬凹線(4条)、ﾊｹのちﾅﾃ
ﾞ

羽状文(貝)、沈線(1
条)

やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

外面に赤彩有り
175 －

736
SD0422
HE19

2
Ⅵ～Ⅶ
壺A3

口径19.8
器高(4.7)

口縁2
擬凹線(3条)、ﾊｹ 羽状文、ﾊｹ やや密、径1㎜以下のﾁｬ

ｰﾄ・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

内外面に赤彩
175 －

737
SD0422
HG19

2
Ⅵ～Ⅶ
壺A1b

口径15.6
器高(12.7)

口縁2
ﾅﾃﾞ、直線文、指頭圧痕、
ﾊｹ、直線文、刺突文、
直線文、刺突文、ﾊｹ

ﾅﾃﾞ、指頭圧痕、輪
積み痕

やや密、径5㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

　
175 159

738
SD0422
HG20

2
Ⅵ～Ⅶ
壺A3

口径18.4
器高(5.6)

口縁6
擬凹線(6条)、貼付突帯
(2条)

横羽状文、沈線、ﾐ
ｶﾞｷ

密、径4㎜以下の長石・
石英・赤色酸化土粒を
僅かに含む

良
内外面に赤彩

175 159

739
SD0422
HG19

21
Ⅵ～Ⅶ
壺A胴部

器高(11.3)  
ﾊｹ、直線文(7条)、波状
文(7条)、直線文(7条)、
円形浮文

指頭圧痕、輪積み
痕

密、径5㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄを僅かに含む

普
通

175 －

740
SD0422
HG19

2
Ⅶ
壺Ｅ

口径19.6
器高(2.3)

口縁2
円形浮文(2個1組)、摩
耗のため調整不明

羽状文、摩耗のた
め調整不明

やや密、径1.5㎜以下の
ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土粒を
僅かに含む

普
通

175 159

741
SD0422
HG19

2
Ⅵ～Ⅶ
壺Ａ

器高(17.0)  
山形文、擬凹線(5条)、
ﾊｹ

ﾊｹ、指頭圧痕 やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

良
外面に赤彩、煤付
着

175 －

742
SD0422
IG01

1
Ⅵ～Ⅶ
壺H1a

口径12.4
器高(16.0)

口縁3
ﾐｶﾞｷ 指頭圧痕、ﾅﾃﾞ、輪

積み痕
やや密、径1.5㎜以下の
長石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化
土粒を多く含む

普
通

175 －

743
SD0422
HG19

2
Ⅵ～Ⅶ
壺A胴部

器高(23.1)  

直線文(3条)、羽状文、
直線文(5条)、山形文、
直線文(3条)、羽状文、
直線文(4条)、円形刺突
文、ﾊｹ

ﾊｹ、指頭圧痕、ﾕﾋﾞ
ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ

密、径7㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄを僅かに含む

良

外面に赤彩

176 161
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表97 土器類観察表（31）

No
地区
遺構

層
位

時期
器種分類

法量(㎝)
残存率
(X/12)

調整
胎土

焼
成

備考 挿図 図版
外面 内面

744
SD0422
HG19

2
Ⅵ
鉢A2

口径15.8
器高(7.6)

口縁2
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、直線文、
ﾊｹ

ﾖｺﾅﾃﾞ、輪積み痕、
ﾊｹ

やや粗、径3㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

176 159

745
SD0422
HG19

2
Ⅵ
鉢A2

口径18.0
器高(7.7)

口縁5
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧痕、
輪積み痕

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧
痕、輪積み痕

やや粗、径5㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

外面全体に煤付着
176 －

746
SD0422
IG01

1
Ⅴ
甕A1

口径13.5
器高(8.2)

口縁8
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、ﾊｹ、直
線文?

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧
痕、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、輪積
み痕

やや密、径1㎜以下の長
石を多く含む

普
通

外面に煤付着
176 －

747
SD0422
IG20

1
Ⅴ～Ⅵ
甕A2b

口径14.0
器高(8.0)

口縁9
ﾖｺﾅﾃﾞ、直線文、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、輪積み痕、

指頭圧痕、ﾊｹ
やや粗、径3㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

176 －

748
SD0422
IG01

b
Ⅵ～Ⅶ
甕D1a

口径12.2
器高(5.6)

口縁2
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧

痕
やや粗、径1㎜以下の長
石・雲母・ﾁｬｰﾄを多く
含む

普
通

外面に煤付着
176 －

749
SD0422
HE18

2
Ⅵ～Ⅶ
甕B3

口径15.0
器高(5.9)

口縁3
ﾊｹ ﾊｹ、指頭圧痕 やや粗、径1㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄを多く含む
普
通

外面に煤付着
176 －

750
SD0422
HG20

1
Ⅳ
甕A1

口径9.4
器高(7.4)

口縁2
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、輪積み痕、

指頭圧痕
やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

普
通

176 －

751
SD0422
HG19

2
Ⅵ～Ⅶ
甕A3

口径18.0
器高(7.7)

口縁5
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ やや密、径5㎜以下の長

石・雲母・ﾁｬｰﾄ・赤色
酸化土粒を僅かに含む

良 176 －

752
SD0422
HE19

2
Ⅳ
甕Ｂ

口径17.9
器高(2.4)

口縁1
沈線(3条)、ﾅﾃﾞ ﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長

石を多く含む
良

外面に煤付着
176 －

753
SD0422
HG19

2
Ⅵ～Ⅶ
甕C1

口径19.6
器高(4.1)

口縁4
ﾊｹ、指頭圧痕 ﾊｹ、輪積み痕、指

頭圧痕
やや粗、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

普
通

176 －

754
SD0422
HG19

2
Ⅵ～Ⅶ
甕脚部

器高(5.7)  
ﾊｹ、指頭圧痕 ﾊｹ、指頭圧痕 やや密、径3㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

良 177 －

755
SD0422
HG20

21
Ⅵ～Ⅶ
甕D脚部

底径9.4
器高(6.8)

底部完
存	

ﾊｹ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ 指頭圧痕、折り返
し

やや密、径1㎜以下の長
石・雲母を僅かに含む

良
外面に煤付着

177 －

756
SD0422
HG20

21
Ⅵ～Ⅶ
甕D脚部

底径4.5
器高(6.0)

底部1/4
以上	

ﾊｹ ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、指頭圧痕、
折り返し

やや密、径1㎜以下の長
石・雲母を僅かに含む

良
　

177 －

757
SD0422
HE19

2
Ⅵ～Ⅶ
甕B4

口径21.7
底径9.1

器高(34.5)

口縁3
底部3/4
以上	

ﾊｹ ﾊｹ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、指頭
圧痕

やや密、径1.5㎜以下の
長石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化
土粒を多く含む

普
通

外面と底部の内面
に煤付着 177 －

758
SD0422
HE17

2
中世
甕

口径40.0
器高(8.0)

口縁2
ﾖｺﾅﾃﾞ ﾖｺﾅﾃﾞ、沈線 やや粗、径1㎜以下の長

石・雲母・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

177 －

759
SD0422
HH20

2
Ⅶ

高坏C4d
口径23.0
器高(9.9)

口縁1
ﾐｶﾞｷ、摩耗著しい 多 条 沈 線(11条)、

山形文、多条沈線
(12条)、ﾐｶﾞｷ

やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

178 160

760
SD0422
HH19

2
Ⅶ

壺G2a

口径13.0
底径2.2
器高12.7
最大径13.3

口縁5
底部完

存	

ﾐｶﾞｷ 板ﾅﾃﾞのちﾐｶﾞｷ やや密、径1㎜以下の長
石・雲母・赤色酸化土
粒を僅かに含む

良 178 160

761
SD0422
HH20

2
Ⅵ～Ⅶ
高坏C脚

部
器高(8.1)

ﾐｶﾞｷ ﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長
石・雲母を僅かに含む

普
通

2穿 孔1組2方 向、
内外破断面に煤付
着

178 －

762
SD0422
HH19

21
Ⅵ～Ⅶ
壺A1b

口径13.4
器高(3.4)

口縁2
円形刺突文、摩耗のた
め調整不明

羽状文(貝殻によ
る)、円形刺突文

やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

178 －

763
SD0422
HI19

2
Ⅵ～Ⅶ
壺Ａ

器高(12.0)
竹管文、直線文(10条)、
波状文、直線文(10条)、
波状文、直線文

ﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長
石を僅かに含む

普
通

外面に赤彩付着
178 －

764
SD0422
HI19

21
Ⅴ～Ⅵ
鉢Ｂ

底径4.8
器高(6.8)

底部完
存	

ﾐｶﾞｷ ﾊｹ目 やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

底部穿孔
178 －

765
SD0422
II01

21
Ⅵ～Ⅶ
手捏ねＣ

口径4.3
底径3.0
器高3.3
最大径4.3

口縁1
底部完

存	

ﾊｹ、ﾅﾃﾞ、指頭圧痕 ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを多く含む

良 178 －

766
SD0422
II01

21
Ⅵ～Ⅶ
手捏ねＣ

口径5.2
底径2.9
器高3.5
最大径5.3

口縁1
底部完

存	

ﾅﾃﾞ、指頭圧痕 ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ やや密、径1.5㎜以下の
長石・ﾁｬｰﾄを僅かに含
む

普
通

178 －

767
SD0422
II01

a
Ⅵ～Ⅶ
手捏ねＣ

口径4.3
底径3.2
器高3.2
最大径5.0

口縁1
底部完

存	

ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、指頭圧痕 ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、指頭圧痕 やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を多
く含む

普
通

口縁部打ち欠き?

178 －

768
SD0422
HI20

2
Ⅴ

壺A1b

口径17.5
底径7.4
器高29.9
最大径27.6

口縁6
底部2/4
以上	

擬凹線(3条)、波状文、
直線文(7条)、波状文、
直線文(7条)、ﾐｶﾞｷ

擬凹線(2条)、指頭
圧 痕、 ツ メ ア ト、
輪積み痕

密、径12㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄを僅かに含む 普

通

外面に赤彩、煤付
着

178 160

769
SD0422
IH01

2
中世
青磁

口径16.3
器高(4.6)

口縁2
雷文 密

良 178 －

770
SD0422
HJ20

d
Ⅵ～Ⅶ
手焙

器高(17.0)  
鋸歯文、連孤文、刺突
文

輪積み痕、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下の長石・
赤色酸化土粒を僅かに
含む

良 179 162

771
SD0422
HJ20

d
Ⅵ～Ⅶ
手焙

器高(14.5)
最大径18.5

 
ﾅﾃﾞ 輪積み痕、ﾊｹ 密、径3㎜以下の長石・

ﾁｬｰﾄを僅かに含む
良

内面に煤付着、最
大幅の値は幅

180 162
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表98 土器類観察表（32）

No
地区
遺構

層
位

時期
器種分類

法量(㎝)
残存率
(X/12)

調整
胎土

焼
成

備考 挿図 図版
外面 内面

772
SD0422
HJ20

e
Ⅵ～Ⅶ
壺D3a

口径14.8
器高(8.8)

口縁3
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧痕 ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧

痕、輪積み痕
やや密、径5㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

181 －

773
SD0422
HJ20

2
Ⅵ～Ⅶ
壺A3

口径16.1
器高(4.4)

口縁4
擬凹線(3条)、摩耗著し
い

羽状文、摩耗著し
い

やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

181 －

774
SD0422
HJ20

2
Ⅵ～Ⅶ
壺A1

口径21.0
器高(25.2)

口縁8
羽状文、刺突文、ﾐｶﾞｷ ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕 やや密、径1㎜以下の長

石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

181 160

775
SD0422
IJ01

2
Ⅳ
甕A2

口径17.0
器高(6.7)

口縁2
ﾀﾀｷ、輪積み痕、ﾊｹ ﾀﾀｷ?、ﾊｹ やや粗、径1㎜以下の長

石・雲母を僅かに含む
普
通

外面に煤付着
181 －

776
SD0422
HJ20

a
Ⅵ～Ⅶ
高坏G3

底径10.4
器高(7.7)

底部3/4
以上	

ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、ｼﾎﾞﾘ痕、指
頭圧痕、ﾅﾃﾞ

やや密、径1㎜以下の赤
色酸化土粒を僅かに含
む

普
通

2穿孔1組2方向
181 161

777
SD0422
HJ20

d
Ⅵ～Ⅶ
高坏C2脚

部

底径14.5
器高(11.3)

底部1/4
以上	

ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、ﾊｹ、ｼﾎﾞﾘ痕、
指頭圧痕

やや密、径3㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

2穿 孔1組4方 向、
脚裾部打ち欠き 181 －

778
SD0422
HJ20

2
Ⅴ

甕B1b
口径18.0
器高(23.7)

口縁5
刺突文、ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕、

ｹｽﾞﾘ
やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

内外面に炭化物・
煤付着 181 161

779
SD0422
HJ20

c
Ⅵ～Ⅶ
器台B3

口径18.4
底径15.5
器高11.8
最大径18.6

口縁6
底部2/4
以上	

ﾐｶﾞｷ?、摩耗著しい ﾐｶﾞｷ?、ｼﾎﾞﾘ痕、ﾊｹ、
ﾅﾃﾞ、摩耗著しい

やや密、径3㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

1穿 孔1組3方 向、
脚部打ち欠き

181 163

780
SD0422
HJ20

2
Ⅵ～Ⅶ
鉢A2？

口径6.6
器高(2.3)

口縁5
ﾖｺﾅﾃﾞ ﾖｺﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

181 －

781
SD0422
HJ20

d
Ⅵ～Ⅶ
手捏ねＣ

口径4.3
底径3.2
器高3.1
最大径4.7

口縁3
底部完

存	

ﾅﾃﾞ、指頭圧痕 ﾅﾃﾞ、指頭圧痕 やや密、径1㎜以下の長
石を僅かに含む

良 181 －

782
SD0422
IJ01

b
Ⅵ～Ⅶ
手捏ねＣ

口径4.6
底径3.1
器高3.5
最大径4.9

口縁1
底部完

存	

ﾅﾃﾞ、指頭圧痕 ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、指頭圧痕 やや密、径4㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む 普

通
181 －

783
SD0422
HJ20

c
Ⅵ～Ⅶ
壺A1b

口径15.0
器高(4.8)

口縁8
刺突文、ﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾊｹ、ﾅﾃﾞ、輪積み痕 やや密、径3㎜以下の長

石・赤色酸化土粒を多
く含む

普
通

182 －

784
SD0422
HJ20

b
Ⅵ～Ⅶ
甕B1a

口径10.0
器高(2.6)

口縁1
ﾊｹ ﾊｹ やや密、径2㎜以下の長

石を多く含む
普
通

182 －

785
SD0422
HJ20

2
Ⅵ～Ⅶ
壺A1a

口径16.2
器高(5.4)

口縁8
円形浮文(3個1組×3?)、
摩耗のため調整不明

摩耗のため調整不
明

やや密、径1㎜以下の長
石・石英・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

182 160

786
SD0422
HJ20

2
Ⅷ～Ⅸ
壺Ｅ

口径15.8
器高(5.4)

口縁2
羽状文(貝)、ﾊｹ 羽状文(貝)、ﾅﾃﾞ やや密、径2㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む
普
通

182 160

787
SD0422
HJ20

c
Ⅵ～Ⅶ
壺A4

口径22.7
器高(16.4)

口縁5

擬凹線(3条)、棒状浮文
(3本)、 擬 凹 線(5条)、
羽状文、擬凹線(7条)、
羽状文、擬凹線(4条)、
竹管文

羽状文、竹管文、ﾅ
ﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧痕、
輪積み痕

やや密、径3㎜以下の雲
母・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

　

182 161

788
SD0422
HJ20

d
Ⅵ～Ⅶ
壺Ａ

器高(13.7)  

ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ、輪積み痕、
直線文、刺突文、直線文、
羽状文、直線文、円形
刺突文

ﾅﾃﾞ、指頭圧痕、摩
耗につき調整不明

やや粗、径4㎜以下の長
石・石英・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

　

182 161

789
SD0422
HJ20

e
Ⅵ～Ⅶ
甕A2b

口径18.6
器高(6.7)

口縁1
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、直線文、
ﾅﾃﾞ

ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕、
ﾊｹ、輪積み痕

やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

　
182 －

790
SD0422
HJ20

2
Ⅵ～Ⅶ
甕D1a

口径20.0
器高(3.2)

口縁1
ﾖｺﾅﾃﾞ、押し引き、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ やや密、径1㎜以下の長

石・石英・雲母を僅か
に含む

普
通

182 160

791
SD0422
HJ20

b
Ⅵ～Ⅶ
甕D2b

口径12.8
器高(3.1)

口縁1
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、ﾅﾃﾞ、

指頭圧痕、輪積み
痕

やや密、径2㎜以下の長
石・石英・雲母を多く
含む

普
通

外面に煤付着
182 －

792
SD0422
HJ20

2
Ⅵ～Ⅶ
甕脚部

底径9.8
器高(6.5)

底部1/4
以上	

ﾊｹ、ﾖｺﾅﾃﾞ ｹｽﾞﾘ 密、径1㎜以下の長石・
雲母・赤色酸化土粒を
僅かに含む

良
内面に炭化物付
着、脚裾部打ち欠
き？

182 －

793
SD0422
HJ20

b
Ⅵ～Ⅶ
甕脚部

底径7.8
器高(5.5)

底部完
存	

ﾅﾃﾞ?、摩耗著しい ﾅﾃﾞ、輪積み痕 やや密、径3㎜以下の長
石・石英・ﾁｬｰﾄを多く
含む

普
通

内外面に煤付着
182 －

794
SD0422
HJ20

c
Ⅵ～Ⅶ
甕脚部

底径5.7
器高(4.6)

底部2/4
以上	

ﾅﾃﾞ ﾅﾃﾞ やや密、径3㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

打ち欠き2ヵ所有
り 182 －

795
SD0422
HJ20

2
Ⅶ
壺A5

器高(21.4)  
山形文、直線文、貼付
突帯

摩耗のため不明 やや密、径1㎜以下の長
石を僅かに含む

普
通

外面に赤彩付着
182 －
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表99 土器類観察表（33）

No
地区
遺構

層
位

時期
器種分類

法量(㎝)
残存率
(X/12)

調整
胎土

焼
成

備考 挿図 図版
外面 内面

796
SD0422
HL18

2
縄文
変容壺

器高(4.7)  
貼付突帯、条痕(貝) ﾅﾃﾞ やや密、径3㎜以下の長

石・石英・ﾁｬｰﾄを僅か
に含む

普
通

183 172

797
SD0422
HK18

21
Ⅰ
壺

器高(5.6)  
削り出しの沈線 磨耗 やや粗、径3㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む
普
通

800と同一個体？
183 173

798
SD0422
HK18

21
Ⅰ
壺

器高(3.1)  
沈線 磨耗 やや粗、径1㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む
普
通

183 173

799
SD0422
HK18

2
Ⅰ
壺

器高(3.5)  
削り出しの沈線？ ﾕﾋﾞｵｻｴ やや粗、径3㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む
普
通

183 173

800
SD0422
HK18

21
Ⅰ
壺

器高(4.0)  
削り出しの沈線？ 磨耗 やや粗、径2㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む
普
通

797と同一個体？
183 173

801
SD0422
HK18

21
Ⅰ
壺

器高(5.4)  
沈線、ﾐｶﾞｷ 剥落 やや粗、径1㎜以下の長

石・石英・ﾁｬｰﾄを多く
含む

普
通

183 173

802
SD0422
HK18

21
Ⅰ
壺

器高(6.5)  
削り出しの沈線 摩耗のため調整不

明
やや粗、径3㎜以下の長
石・石英・ﾁｬｰﾄを僅か
に含む

普
通

183 173

803
SD0422
HK18

21
Ⅰ
壺

器高(6.4)   
ｷｻﾞﾐ(半截竹管)、沈線
(半截竹管)

ﾕﾋﾞｵｻｴ、ﾊｹ やや粗、径3㎜以下の長
石・石英・ﾁｬｰﾄを僅か
に含む

普
通

183 173

804
SD0422
HK18

2
Ⅰ
壺

器高(2.3)  
沈線 ﾅﾃﾞ やや粗、径4㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む
普
通

183 －

805
SD0422
HL18

2
Ⅴ～Ⅶ
壺胴部

器高(3.6)
ﾐｶﾞｷ、線刻 ﾅﾃﾞ やや密、径3㎜以下のﾁｬ

ｰﾄ・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

183 －

806
SD0422
HL18

21
Ⅴ～Ⅶ
壺胴部

器高(3.7)
ﾐｶﾞｷ、線刻 ﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長

石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

183 －

807
SD0422
HK18

2
Ⅳ？
壺胴部

器高(5.7)
ﾊｹ、線刻 ﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の雲

母・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

183 －

808
SD0422
HK18

21
Ⅵ～Ⅶ
鉢Ｄ？

底径6.0
器高(2.3)

底部1/4
以上	

ﾊｹ、ﾅﾃﾞ 摩耗のため調整不
明

やや密、径1.5㎜以下の
長石・ﾁｬｰﾄを僅かに含
む

普
通

183 －

809
SD0422
HK18

21
Ⅵ～Ⅶ
鉢Ｄ？

底径7.8
器高(3.3)

底部完
存	

ﾊｹ、指頭圧痕、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ ﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

打ち欠き
183 －

810
SD0422
HL18

21
Ⅶ

高坏G3c
器高(2.3)  

多条沈線、刺突文、多
条沈線(3条)、刺突文、
多条沈線(3条)、刺突文、
多条沈線

ﾐｶﾞｷ やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

183 －

811
SD0422
HL18

2
Ⅴ

壺A1a
口径16.6
器高(5.5)

口縁1
ﾅﾃﾞ、擬凹線(4条)、摩
耗につき調整不明

摩耗につき調整不
明

やや粗、径4㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

外面に赤彩
183 －

812
SD0422
HL17

1
Ⅴ～Ⅵ
甕脚部

底径8.2
器高(4.4)

底部1/4
未満	

ﾊｹ、ﾅﾃﾞ ｼﾎﾞﾘ痕、ﾅﾃﾞ やや粗、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を多
く含む

普
通

外面に煤付着
183 －

813
SD0422
HL18

2
Ⅶ

高坏G3c
口径15.8
器高(7.0)

口縁4

刺突文、多条沈線(3条)、
刺突文、多条沈線(3条)、
羽状文、多条沈線(3条)、
刺突文、多条沈線(3条)、
羽状文、多条沈線(3条)、
刺突文

ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む 普

通

 

183 －

814
SD0422
HL18

21
Ⅵ～Ⅶ
壺A1b

口径16.8
器高(5.5)

口縁5
ﾅﾃﾞ、刺突文、ﾊｹ ﾅﾃﾞ、山形文、ﾊｹ、

ﾐｶﾞｷ、指頭圧痕
やや密、径3㎜以下のﾁｬ
ｰﾄを僅かに含む

普
通

183 －

815
SD0422
HM18

2
Ⅵ～Ⅶ
甕脚部

底径8.8
器高(5.5)

底部2/4
以上	

ﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾅﾃﾞ、ﾊｹ やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

内外面に煤付着
183 －

816
SD0422
HL18

2
Ⅵ～Ⅶ
鉢A3a

口径16.8
器高(5.8)

口縁3
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、沈線(ｸ
ｼ)(5条)、ﾊｹ、輪積み痕

ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕 やや密、径5㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

183 －

817
SD0422
HK18

2
Ⅵ～Ⅶ
壺G3b

口径9.0
器高(7.4)

口縁4
指頭圧痕、ﾐｶﾞｷ、摩耗
著しい

指頭圧痕、輪積み
痕、摩耗著しい

やや密、径2㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

183 －

818
SD0422
HJ19

21
Ⅵ～Ⅶ
甕脚部

底径6.8
器高(6.1)

底部1/4
以上	

ﾊｹ、ﾅﾃﾞ ｹｽﾞﾘ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、ﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

普
通

内外面に炭化物付
着、打ち欠き

183 173

819
SD0422
HJ17

c
Ⅶ

器台Ｃ
器高(4.4)  

ﾐｶﾞｷ 輪積み痕 やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

1穿孔1組3方向
183 －

820
SD0422
HL18

2
Ⅶ

壺G3b
口径12.0
器高(6.0)

口縁5
ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ 多条沈線(4条)、輪

積み痕、ﾐｶﾞｷ
やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

183 －
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表100 土器類観察表（34）

No
地区
遺構

層
位

時期
器種分類

法量(㎝)
残存率
(X/12)

調整
胎土

焼
成

備考 挿図 図版
外面 内面

821
SD0422
HJ19

2
Ⅷ～Ⅸ

甕
口径10.0
器高(3.5)

口縁1
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下の長石を

僅かに含む
普
通

外面に炭化物付着
183 －

822
SD0422
HK18

21
Ⅵ～Ⅶ
壺A5

口径23.0
器高(6.0)

口縁5
ﾅﾃﾞ、擬凹線、棒状浮文、
ﾊｹ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ

ﾅﾃﾞ、羽状文(ｸｼ)、
摩耗のため調整不
明

やや密、径3㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

外面に赤彩、口縁
部打ち欠き 183 －

823
SD0422
HJ19

2
Ⅴ
壺Ａ

器高(9.1)  
沈線(8条×2段、3条)、
刺突文(貝殻)2段

ﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長
石を多く含む

良
外面に赤彩

183 161

824
SD0422
IK01

Ⅳ
Ⅳ
壺Ｈ

器高(4.5)  
刺突文 摩耗のため調整不

明
やや粗、径2㎜以下の長
石・雲母を僅かに含む

普
通

 
184 －

825
SD0422
HK20

2
Ⅴ

高坏Ｉ
底径13.6
器高(9.5)

底部1/4
未満	

ﾐｶﾞｷ、直線文 ｼﾎﾞﾘ痕 やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを多く含む

普
通

1穿孔1組3方向
184 163

826
SD0422
IK02

1
Ⅴ

器台A脚
部

器高(11.7)  
多条沈線(3条)×4、摩
耗のため調整不明

指頭圧痕、ﾊｹ、ﾕﾋﾞ
ﾅﾃﾞ、摩耗のため調
整不明

やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

1穿孔1組3方向?
184 173

827
SD0422
IK01

2
Ⅳ
甕B2

口径17.0
器高(8.9)

口縁3
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、ﾊｹ、直
線文(９条)

ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕、
ﾊｹ

やや粗、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を多
く含む

普
通

外面わずかに煤付
着 184 －

828
SD0422
HK20

21
Ⅴ

甕A2ｂ
口径18.0
器高(3.0)

口縁2
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、直線文、
ﾊｹ

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ やや密、径3㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

外面に煤付着
184 －

829
SD0422
IK01

2
Ⅴ

甕A2ｂ
口径18.5
器高(5.0)

口縁2
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、直線文 ﾖｺﾅﾃﾞ、輪積み痕、

指頭圧痕
密、径1㎜以下のﾁｬｰﾄを
僅かに含む

良 184 －

830
SD0422
HK20

21
Ⅴ
甕Ａ

器高(6.3)
ﾅﾃﾞ、沈線(7条)、ﾊｹ ﾅﾃﾞ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、指頭

圧痕
やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

外面に煤付着
184 －

831
SD0422
IK01

21
Ⅴ

高坏B3a
口径27.8
器高(4.3)

口縁4
ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ やや密、径2㎜以下の長

石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

184 －

832
SD0422
HK20

21
Ⅴ
甕Ａ

底径4.0
器高(20.7)

底部2/4
以上	

ﾖｺﾅﾃﾞ、沈線(6条)、刺
突文、ﾊｹ

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、指
頭圧痕、輪積み痕

やや密、径3㎜以下のﾁｬ
ｰﾄ・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

外面に煤付着
184 164

833
SD0422
HK20

21
Ⅴ

甕A2ｂ

口径18.8
底径4.4

器高(25.8)
最大径26.2

口縁5
底部	

ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、沈線(5
条)、刺突文、ﾊｹ

ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕、
ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、ﾅﾃﾞ

やや密、径2㎜以下のﾁｬ
ｰﾄ・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

外面に煤付着、口
縁部打ち欠き

184 163

834
SD0422
IK02

a
Ⅴ

甕B1脚部
底径12.4
器高(6.6)

底部2/4
以上	

ﾊｹ、ﾅﾃﾞ ｹｽﾞﾘ、ﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長
石を僅かに含む

普
通

184 －

835
SD0422
IK02

1
Ⅴ
壺Ａ

底径4.0
器高(27.1)

底部完
存	

多条沈線(8条)、刺突文、
多条沈線(8条)、刺突文、
多条沈線(7条)、刺突文

指頭圧痕、輪積み
痕、板ﾅﾃﾞ

やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を多
く含む

良
外面に赤彩

185 －

836
SD0422
HK20

2
Ⅵ～Ⅶ
高坏G3c

口径12.0
器高(3.8)

口縁2

刺突文、多条沈線(9条)、
複合山形文、多条沈線(1
条)、刺突文、多条沈線
(2条)、山形文、沈線(1
条)、山形文、多条沈線
(2条)、刺突文

ﾐｶﾞｷ やや密、径1㎜以下の赤
色酸化土粒を僅かに含
む

良

837と同一

185 173

837
SD0422
HK20

2
Ⅵ～Ⅶ
高坏G3c

底径14.0
器高(1.0)

底部1/4
未満	

多条沈線(4条)、山形文、
多条沈線(2条)、山形文、
多条沈線(6条)

ﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

普
通

836と同一
185 －

838
SD0422
IK01

21
Ⅵ～Ⅶ
高坏G3

底径9.2
器高(4.8)

底部1/4
以上	

ﾐｶﾞｷ ｼﾎﾞﾘ痕 密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

普
通

1穿孔1組3方向
185 －

839
SD0422
IK02

a
Ⅵ～Ⅶ
高坏G3c

口径18.7
器高(5.5)

口縁2

刺突文、多条沈線(9条)、
山形文、多条沈線(4条)、
山形文、多条沈線(4条)、
斜格子文、多条沈線(4
条)、刺突文

ﾐｶﾞｷ やや密、径1㎜以下の赤
色酸化土粒を僅かに含
む 良 185 163

840
SD0422
HK20

21
Ⅵ～Ⅶ
高坏C4ｄ

口径26.4
器高(5.4)

口縁4

摩耗のため調整不明 多 条 沈 線(11条)、
羽状文(貝)、多条
沈線(9条)、羽状文、
多条沈線(8条)

やや密、径4㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

良 185 －

841
SD0422
IK01

2
Ⅳ
高坏

器高(11.9)  
ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、板ｹｽﾞﾘ やや密、径2㎜以下の長

石・赤色酸化土粒を多
く含む

普
通

 
185 －

842
SD0422
IK01

1
Ⅵ～Ⅶ
高坏C2ｃ

口径26.6
底径16.2
器高19.8
最大径26.8

口縁4
底部1/4
未満	

ﾐｶﾞｷ 多条沈線(25条)、ﾐ
ｶﾞｷ、指頭圧痕、ﾅﾃ
ﾞ

密、径1㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土粒を
多く含む

良

2穿孔1組2方向

185 163

843
SD0422
IK02

1
Ⅵ～Ⅶ
高坏B脚

部

底径12.2
器高(15.9)

底部2/4
以上

ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、板ﾅﾃﾞ、ﾊｹ やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

2穿孔1組3方向
185 163

844
SD0422
IK01

2
Ⅵ～Ⅶ
壺H2ｂ

口径5.6
器高10.3
最大径9.9

口縁6
底部1/4
未満	

多条沈線(5条)、ﾐｶﾞｷ、
摩耗著しい

ﾐｶﾞｷ、摩耗著しい 密、径1㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄを僅かに含む 良

口縁部打ち欠き?
186 164

845
SD0422
IK01

21
Ⅵ～Ⅶ
壺A1a

口径15.0
器高(12.1)

口縁5
擬凹線、ﾐｶﾞｷ 輪積み痕、指頭圧

痕、ﾊｹ
密、径2㎜以下の長石・
赤色酸化土粒を僅かに
含む

普
通

186 －
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表101 土器類観察表（35）

No
地区
遺構

層
位

時期
器種分類

法量(㎝)
残存率
(X/12)

調整
胎土

焼
成

備考 挿図 図版
外面 内面

846
SD0422
IK02

1
Ⅵ～Ⅶ
器台A1a

口径9.8
器高(1.7)

口縁3
ﾅﾃﾞ、竹管文、棒状浮文、
ﾐｶﾞｷ

ﾅﾃﾞ、刺突文、竹管
文、ﾐｶﾞｷ

やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

186 －

847
SD0422
HK20

21
Ⅵ～Ⅶ
壺A3

口径14.6
器高(8.1)

口縁8
擬凹線(4条)、ﾅﾃﾞ、沈
線(3条)、直線文(ｸｼ)

羽状文(ｸｼ)、沈線(3
条)、ﾅﾃﾞ、指頭圧痕、
ﾊｹ

やや密、径2㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

 
186 164

848
SD0422
IK02

1
Ⅵ～Ⅶ
壺B2a

口径13.7
器高(19.8)

口縁1
沈線(2条)、ﾊｹ ﾅﾃﾞ、指頭圧痕、ﾊｹ 密、径3㎜以下の長石・

石英・ﾁｬｰﾄを僅かに含
む

良 186 －

849
SD0422
IK01

2
Ⅵ～Ⅶ
壺B2a

口径14.0
器高(5.0)

口縁5
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾊｹ、円形刺突文 密、径2㎜以下の長石・

石英・ﾁｬｰﾄを僅かに含
む

良 186 －

850
SD0422
IK01

21
Ⅵ～Ⅶ
壺B2a

口径14.0
器高(5.8)

口縁5
ﾊｹ、ﾅﾃﾞ 輪積み痕、指頭圧

痕、ﾅﾃﾞ
やや密、径2㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

186 －

851
SD0422
IK01

2
Ⅵ～Ⅶ壺

Ｈ
器高(6.2)  

ﾐｶﾞｷ 輪積み痕、指頭圧
痕

密、径1㎜以下の長石・
赤色酸化土粒を僅かに
含む

良
 

186 －

852
SD0422
HK20

2
Ⅵ～Ⅶ
壺I1？

口径6.2
器高(4.4)

口縁2
刺突文、摩耗のため調
整不明

指頭圧痕、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、
ﾊｹ

やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

外面にわずかに煤
付着 186 －

853
SD0422
IK01

2
Ⅵ～Ⅶ
壺B2b

口径15.6
底径6.0
器高24.3
最大径22.1

口縁8
底部完

存	

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、ﾐｶﾞｷ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、輪積み
痕、指頭圧痕

やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

打ち欠き、外面に
煤付着

186 164

854
SD0422
HK20

21
Ⅵ～Ⅶ
鉢Ａ?

口径11.0
器高(5.3)

口縁3
直線文、ﾊｹ 直線文、ﾊｹ やや密、径2㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

良 187 －

855
SD0422
IK01

21
Ⅵ～Ⅶ
壺Ｃ

口径14.8
器高(10.4)

口縁6
ﾅﾃﾞ、ﾊｹ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、輪積
み痕

ﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧痕、
輪積み痕

やや密、径2㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

187 －

856
SD0422
IK02

a
Ⅵ～Ⅶ
鉢A2

口径17.0
器高(5.0)

口縁5
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、直線文 ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、指

頭圧痕
やや密、径4㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

 
187 －

857
SD0422
IK02

1
Ⅵ～Ⅶ
鉢A2

口径17.6
器高(9.0)

口縁11
刺突文、ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、輪積み痕、

ﾊｹ
やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

良
外面に煤付着

187 165

858
SD0422
IK01

2
Ⅵ～Ⅶ
甕A2b

口径15.9
器高(7.2)

口縁10
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、ﾊｹ、沈
線(3条)、刺突文、沈線
(3条)

ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕、
ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ

やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

187 164

859
SD0422
IK01

d
Ⅵ～Ⅶ
壺B2b

口径14.0
底径5.6
器高24.4
最大径22.8

口縁9
底部完

存	

ﾊｹ、指頭圧痕、ﾅﾃﾞ ﾊｹ、指頭圧痕、板ﾅ
ﾃﾞ、輪積み痕

やや密、径2㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

187 164

860
SD0422
IK01

2
Ⅵ～Ⅶ
甕A2b

口径19.2
器高(6.6)

口縁5
ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕 やや粗、径3㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

187 －

861
SD0422
HK20

21
Ⅵ～Ⅶ
甕B4

口径16.1
器高(4.9)

口縁8
刺突文、ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下の長石・

石英・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化
土粒を僅かに含む

普
通

187 －

862
SD0422
HK20

21
Ⅵ～Ⅶ
甕A3

口径13.2
器高(9.8)

口縁5
ﾖｺﾅﾃﾞ、直線文、刺突文、
摩耗著しい

ﾖｺﾅﾃﾞ、輪積み痕、
指頭圧痕、摩耗著
しい

やや粗、径3㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

外面に煤付着
187 －

863
SD0422
IK01

1
Ⅵ～Ⅶ
甕B3

口径16.2
器高(9.4)

口縁11
ﾅﾃﾞ、指頭圧痕、ﾊｹ ﾊｹ、ﾅﾃﾞ、指頭圧痕、

輪積み痕
やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

普
通

外面に煤付着
187 －

864
SD0422
HL20

2
縄文
深鉢

器高(4.6)
条痕 ﾅﾃﾞ 粗、径3㎜以下の長石・

ﾁｬｰﾄを多く含む
普
通

外面に煤付着
188 －

865
SD0422
IL01

2
Ⅰ

深鉢？
器高(4.6)  

条痕 剥離 粗、径2㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄを多く含む

不
良

188 －

866
SD0422
IL02

1
Ⅴ

高坏B1
口径18.8
器高(3.9)

口縁1
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ ﾖｺﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下の長石・

ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土粒を
僅かに含む

良 188 －

867
SD0422
IL02

1
Ⅴ

壺脚部
底径12.0
器高(4.3)

底部1/4
以上	

ﾐｶﾞｷ、ﾅﾃﾞ、沈線(2条) ﾅﾃﾞ、指頭圧痕 密、径7㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄを僅かに含む

普
通

188 －

868
SD0422
IL02

2
Ⅴ
鉢A1

口径10.1
器高(5.1)

口縁4
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、多条沈
線(5条)、ﾅﾃﾞ

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾅﾃﾞ やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

188 －

869
SD0422
IL02

2
Ⅴ

高坏B2a
器高(3.6) -

沈線(2条)、摩耗著しい 沈線(3条)、摩耗著
しい

やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

188 －

870
SD0422
IL02

2
Ⅴ

壺A1a
口径22.1
器高(7.9)

口縁1
ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ 密、径5㎜以下の長石・

ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土粒を
僅かに含む

良 188 －

871
SD0422
IL01

2
Ⅴ～Ⅵ
高坏Ｆ

口径15.6
底径9.8
器高13.1
最大径15.8

口縁1
底部2/4
以上	

ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、絞り込み やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

良

1穿孔1組3方向

188 165



36　　第３章　調査の成果

No
地区
遺構

層
位

時期
器種分類

法量(㎝)
残存率
(X/12)

調整
胎土

焼
成

備考 挿図 図版
外面 内面

872
SD0422
IL01

2
Ⅴ
壺F1

口径13.0
底径6.4
器高14.1
最大径19.0

口縁1
底部3/4
以上	

摩耗のため調整不明 ﾖｺﾅﾃﾞ、ｹｽﾞﾘ やや粗、径1㎜以下の長
石・雲母・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

2穿孔、外面に赤
彩・煤付着

188 165

873
SD0422
IL01

2
Ⅵ～Ⅶ
高坏B4

口径24.6
底径13.3
器高22.1
最大径24.8

口縁6
底部1/4
以上	

ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、ｼﾎﾞﾘ痕、ﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

良

2穿孔1組3方向

188 165

874
SD0422
HL20

2
Ⅵ～Ⅶ高
坏G3b

口径12.7
底径8.8
器高10.1
最大径13.0

口縁1
底部1/4
以上	

多条沈線(3条)、ﾐｶﾞｷ、
摩耗著しい

ﾐｶﾞｷ、摩耗著しい 密、径3㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土粒を
僅かに含む

良

1穿孔1組3方向

188 166

875
SD0422
HL20

2
Ⅵ～Ⅶ
高坏G3

底径11.2
器高(7.8)

底部1/4
以上	

ﾐｶﾞｷ 摩耗のため調整不
明

やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

普
通

1穿孔1組3方向
188 －

876
SD0422
HL20

2
Ⅵ～Ⅶ
高坏G3

器高(5.8)  
ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ 密、径1㎜以下の長石・

ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土粒を
僅かに含む

良 188 －

877
SD0422
IL01

2
Ⅵ～Ⅶ
高坏G3c

器高(6.3)  

刺突文、多条沈線(2条)、
刺突文、多条沈線(2条)、
菱形文、多条沈線(5条)、
ﾐｶﾞｷ

ﾐｶﾞｷ 密、径1㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄを僅かに含む

良 189 －

878
SD0422
IL01

2
Ⅵ～Ⅶ
高坏I2

口径11.5
器高(7.9)

口縁6
ﾐｶﾞｷ、摩耗著しい 指頭圧痕、輪積み

痕、摩耗著しい
やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

189 －

879
SD0422
IL01

2
Ⅵ～Ⅶ
高坏I2

口径9.2
底径12.9
器高16.0
最大径13.3

口縁1
底部2/4
以上	

ﾐｶﾞｷ 指頭圧痕、輪積み
痕、ﾊｹ、ｼﾎﾞﾘ痕

やや密、径1㎜以下のﾁｬ
ｰﾄ・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

1穿孔1組3方向

189 165

880
SD0422
IL01

2
Ⅵ～Ⅶ
高坏C2b

口径25.8
器高(16.0)

口縁4
ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、ｼﾎﾞﾘ痕、ﾅﾃﾞ やや密、径2㎜以下の赤

色酸化土粒を多く含む
良

2穿孔1組2方向
189 －

881
SD0422
IL02

1
Ⅵ～Ⅶ
高坏C2脚

部

底径17.2
器高(11.5)

底部1/4
未満	

ﾐｶﾞｷ ｹｽﾞﾘ、ﾊｹ? やや密、径1㎜以下の長
石・雲母・赤色酸化土
粒を僅かに含む

良
2穿孔1組2方向

189 －

882
SD0422
IL02

1
Ⅷ・Ⅸ
器台C2

口径9.2
器高(5.1)

口縁7
ﾊｹのちﾐｶﾞｷ ﾊｹのちﾐｶﾞｷ、ｼﾎﾞﾘ

痕、ﾅﾃﾞ
やや密、径1㎜以下のﾁｬ
ｰﾄ・赤色酸化土粒を多
く含む

普
通

内外面に赤彩?、1
穿孔1組3方向、打
ち欠き

189 －

883
SD0422
IL02

2
Ⅵ～Ⅶ
鉢Ｄ？

底径3.6
器高(1.9)

底部3/4
以上	

ﾅﾃﾞ ﾅﾃﾞ、指頭圧痕 やや密、径1㎜以下の長
石を僅かに含む

良 189 －

884
SD0422
IL01

2
Ⅵ～Ⅶ
土製品

口径6.1
器高(0.9)

口縁12
摩耗のため調整不明 摩耗のため調整不

明
やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

打ち欠き?
189 173

885
SD0422
IL02

1
Ⅵ～Ⅶ
高坏C4d

口径33.6
器高(7.9)

口縁1

ﾐｶﾞｷ 多 条 沈 線(14条)、
山形文、多条沈線(5
条)、山形文、多条
沈線(5条)、山形文、
多条沈線(4条)、ﾐｶ
ﾞｷ

やや密、径1㎜以下の長
石・雲母・赤色酸化土
粒を僅かに含む

良

 

189 －

886
SD0422
IL02

2
Ⅵ～Ⅶ
鉢？

器高(3.2)  
ﾅﾃﾞ ﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下のﾁｬ

ｰﾄを僅かに含む
普
通

189 －

887
SD0422
IL02

1
Ⅵ～Ⅶ
鉢Ｄ

底径4.2
器高(3.8)

底部完
存	

ﾍﾗﾅﾃﾞ、指頭圧痕 指頭圧痕 やや密、径1㎜以下の長
石を僅かに含む

普
通

189 －

888
SD0422
IL01

2
Ⅵ～Ⅶ
高坏脚部

器高(9.6)  
ﾐｶﾞｷ ﾅﾃﾞ 密、径3㎜以下の長石・

ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土粒を
僅かに含む

良
穿孔の数不明

189 －

889
SD0422
IL01

2
Ⅵ～Ⅶ
器台B脚

部

底径12.6
器高(7.7)

底部完
存	

ﾐｶﾞｷ 輪積み痕、ｼﾎﾞﾘ痕、
ﾅﾃﾞ

密、径1㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄを僅かに含む 良

1穿孔1組3方向
189 －

890
SD0422
IL20

2
Ⅵ～Ⅶ
壺A胴部

器高(5.5)
直線文、山形文(貝)、ﾊ
ｹ

ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長
石を僅かに含む

普
通

外面に赤彩
189 －

891
SD0422
IL20

2
Ⅵ～Ⅶ
壺A胴部

器高(6.9)  

輪積み痕、多条沈線(5
条)、連孤文(ﾍﾗ)、多条
沈線(4条)、連孤文(ﾍﾗ)、
多条沈線(5条)、ﾐｶﾞｷ

ﾊｹ やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

189 －

892
SD0422
IL01

2
Ⅵ～Ⅶ
壺Ａ

底径4.0
器高(9.2)

底部1/4
未満	

直線文、刺突文、ﾐｶﾞｷ? ﾅﾃﾞ、ﾊｹ やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

外面に赤彩
189 165

893
SD0422
IL01

2
Ⅵ～Ⅶ
壺B2a

口径16.9
器高(5.8)

口縁10
ﾊｹ ﾊｹ、ﾅﾃﾞ、輪積み痕 やや密、径3㎜以下の赤

色酸化土粒を多く含む
普
通

 
189 －

894
SD0422
IL02

1
Ⅵ～Ⅶ
壺A1b

口径13.2
器高(8.3)

口縁10
沈線(2条)、ﾊｹ目 ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ目、輪積

み痕、指頭圧痕
やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

 
190 －

895
SD0422
IL01

2
Ⅵ～Ⅶ
壺B2a

口径13.3
器高(20.6)

口縁2
線刻、摩耗著しい ﾅﾃﾞ、ﾊｹ、輪積み痕 やや密、径3㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

 
190 166

表102 土器類観察表（36）
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表103 土器類観察表（37）

No
地区
遺構

層
位

時期
器種分類

法量(㎝)
残存率
(X/12)

調整
胎土

焼
成

備考 挿図 図版
外面 内面

896
SD0422
IL02

2
Ⅵ～Ⅶ
壺A1a

口径24.0
器高(4.7)

口縁2
棒状浮文(3本1組)、羽
状文

摩耗のため不明 やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

190 －

897
SD0422
IL01

2
Ⅵ～Ⅶ
甕E6

口径15.7
器高(5.8)

口縁2
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ目 ﾊｹ目 やや密、径1㎜以下の赤

色酸化土粒を僅かに含
む

普
通

190 －

898
SD0422
IL01

2
Ⅵ～Ⅶ
壺A胴部

器高(10.4)  
直線文、刺突文、直線文、
竹管文、ﾐｶﾞｷ

指頭圧痕、ﾅﾃﾞ、輪
積み痕

やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

外面に赤彩
190 －

899
SD0422
IL01

2
Ⅵ～Ⅶ
鉢A2

口径19.6
器高(8.7)

口縁6

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾊｹ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、ﾅﾃﾞ、
指頭圧痕

やや密、径2㎜以下の長
石・石英・雲母・ﾁｬｰﾄ・
赤色酸化土粒を多く含
む

普
通

外面に煤付着

190 166

900
SD0422
IL01

2
Ⅵ～Ⅶ
甕A2b

口径17.8
器高(9.4)

口縁1
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、直線文
(5条)(ｸｼ)、ﾊｹ、ﾅﾃﾞ

ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕、
ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、ﾊｹ、輪積
み痕

やや密、径3㎜以下の長
石・石英・ﾁｬｰﾄ・赤色
酸化土粒を多く含む

普
通

190 －

901
SD0422
IL02

2
Ⅵ～Ⅶ
甕B3

口径17.8
器高(4.6)

口縁2
ﾊｹ、ﾅﾃﾞ、指頭圧痕 ﾊｹ、ﾅﾃﾞ 密、径2㎜以下の長石・

雲母・ﾁｬｰﾄを僅かに含
む

良 190 －

902
SD0422
IL01

2
Ⅵ～Ⅶ
甕A4

口径16.2
器高(7.3)

口縁4
ﾅﾃﾞ、指頭圧痕、ﾊｹ、刺
突文

ﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧痕、
輪積み痕

密、径5㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土粒を
僅かに含む

良 190 －

903
SD0422
IL02

1
Ⅵ～Ⅶ
甕A4

口径19.6
器高(6.2)

口縁2
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ目、指頭圧痕 ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ目、指頭

圧痕
やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

190 －

904
SD0422
IL02

2
Ⅵ～Ⅶ
甕B3

口径21.2
器高(5.0)

口縁4
ﾊｹ、ﾅﾃﾞ ﾊｹ、ﾅﾃﾞ 密、径5㎜以下の長石・

石英・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化
土粒を僅かに含む

良 190 －

905
SD0422
HL20

2
Ⅵ～Ⅶ
甕B4

口径19.6
器高(6.2)

口縁3
指頭圧痕、摩耗著しい 指頭圧痕、摩耗著

しい
やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

190 －

906
SD0422
IL01

2
Ⅸ
甕

口径12.9
器高(3.0)

口縁1
ﾖｺﾅﾃﾞ、沈線(1条)、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕 やや密、径1㎜以下の長

石・雲母を僅かに含む
良

内外面に煤付着
190 －

907
SD0422
IM01

2
Ⅵ～Ⅶ
高坏C脚

部
器高(6.2)  

ﾐｶﾞｷ、摩耗著しい ｼﾎﾞﾘ痕、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、ﾊ
ｹ

やや密、径3㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

2穿孔1組2方向?、
外面に煤付着、二
次焼成痕、破断面
にも煤付着

191 －

908
SD0422
HM20

2
Ⅵ～Ⅶ
器台B1脚

部

底径11.9
器高(11.4)

底部1/4
未満	

ﾐｶﾞｷ、摩耗著しい 摩耗著しい やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

1穿孔1組3方向
191 －

909
SD0422
IM01

2
Ⅵ～Ⅶ
器台B3

口径17.8
底径14.8
器高13.2
最大径18.2

口縁4
底部1/4
以上	

ﾐｶﾞｷ ﾊｹ目、摩耗のため
調整不明

やや密、径1㎜以下の長
石・雲母・赤色酸化土
粒を僅かに含む

良

外面に煤付着、1
穿孔1組3方向

191 －

910
SD0422
IM01

2
Ⅵ～Ⅶ
手焙

器高(7.3)  
ﾊｹ、刺突文 ﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長

石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

191 －

911
SD0422
IM01

2
Ⅵ～Ⅶ

甕
器高(6.5)

ﾊｹ、ﾅﾃﾞ、線刻 ﾊｹ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ やや密、径3㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを多く含む

普
通

191 －

912
SD0422
IM01

1
Ⅵ～Ⅶ
壺H2a

口径5.8
器高(11.0)

口縁1

多条沈線(11条)、山形
文、多条沈線(2条)、刺
突文、多条沈線(2条)、
山形文、多条沈線(5条)、
山形文、多条沈線(8条)

ﾅﾃﾞ、指頭圧痕 やや密、径1㎜以下の赤
色酸化土粒を僅かに含
む 良 191 －

913
SD0422
IM01

1
Ⅵ～Ⅶ
器台B3

底径15.6
器高(11.8)

底部1/4
以上	

ﾐｶﾞｷ ｹｽﾞﾘ、ﾊｹ目 やや密、径1㎜以下の長
石・雲母・赤色酸化土
粒を僅かに含む

良
1穿孔1組3方向

191 －

914
SD0422
HM20

2
Ⅵ～Ⅶ
壺I1

口径8.1
器高(7.0)

口縁8
摩耗のため調整不明 摩耗のため調整不

明
やや密、径2㎜以下の長
石を僅かに含む

普
通

191 －

915
SD0422
IM01

2
Ⅵ～Ⅶ
壺H･I

底径3.6
器高(9.2)

底部完
存	

摩耗のため調整不明 指頭圧痕、ﾊ ｹ目、
輪積み痕

やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

外面に煤付着
191 －

916
SD0422
HM20

2
Ⅵ～Ⅶ
土製品

口径5.2
底径2.0
器高5.1

口縁12
底部完

存

やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

良 191 173

917
SD0422
HM20

2
Ⅸ
壺

器高(4.5)
ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、ﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下の赤色酸

化土粒を僅かに含む
良

外面に煤付着
191 －

918
SD0422
IM01

2
Ⅵ～Ⅶ
甕C2

口径18.2
器高(4.2)

口縁10
ﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾅﾃﾞ、ﾊｹ やや粗、径3㎜以下の長

石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

191 －

919
SD0422
IM01

2
Ⅱ
甕Ｂ

器高(3.2)  
条痕 波状文、ﾊｹ やや粗、径1㎜以下の長

石を僅かに含む
普
通

191 －

920
SD0422
IM01

2
Ⅵ～Ⅶ
鉢A1

口径14.9
器高(6.9)

口縁5
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、直線文、
ﾊｹ

ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕、
ﾊｹ

やや粗、径3㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

191 －
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表104 土器類観察表（38）

No
地区
遺構

層
位

時期
器種分類

法量(㎝)
残存率
(X/12)

調整
胎土

焼
成

備考 挿図 図版
外面 内面

921
SD0422
IM01

2
Ⅵ～Ⅶ
甕A3

口径16.8
器高(7.4)

口縁3

ﾖｺﾅﾃﾞ、沈線、刺突文、
直線文(6条)、刺突文、
直線文(6条)、刺突文、
ﾊｹ

ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕、
ﾊｹ

やや密、径3㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

191 －

922
SD0422
IM02

1
Ⅵ～Ⅶ
高坏B3a

口径21.6
器高(3.9)

口縁1
ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ やや密、径3㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む
普
通

赤彩の可能性有り
192 －

923
SD0422
IM02

1
Ⅵ～Ⅶ
高坏C脚

部

底径12.4
器高(18.0)

底部完
存	

ﾐｶﾞｷ ｼﾎﾞﾘ痕、ﾊｹ、ﾅﾃﾞ やや密、径5㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

1穿 孔1組3方 向、
脚部に打ち欠き有
り(2カ所)

192 －

924
SD0422
IM02

1
Ⅵ～Ⅶ
高坏C脚

部

底径12.1
器高(7.7)

底部完
存	

ﾐｶﾞｷ ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、ﾊｹ 密、径3㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土粒を
僅かに含む

普
通

外面に煤付着、2
穿孔1組2方向 192 －

925
SD0422
IM02

2
Ⅵ～Ⅶ
高坏C2b

口径21.9
底径14.4
器高17.8
最大径22.0

口縁5
底部1/4
以上	

ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、ﾅﾃﾞ やや密、径2㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

2穿孔1組2方向

192 167

926
SD0422
IM02

1
Ⅵ～Ⅶ
高坏C脚

部

底径15.8
器高(11.4)

底部1/4
以上	

ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、ﾅﾃﾞ、ﾊｹ、ｼﾎ
ﾞﾘ痕

やや密、径3㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

2穿孔1組2方向
192 －

927
SD0422
IM02

1
Ⅵ～Ⅶ
高坏C脚

部

底径16.9
器高(11.0)

底部2/4
以上	

ﾐｶﾞｷ、ﾅﾃﾞ ﾐｶﾞｷ、ｼﾎﾞﾘ痕、ﾕﾋﾞ
ﾅﾃﾞ、ﾊｹ、ﾅﾃﾞ

やや密、径3㎜以下の長
石・石英・ﾁｬｰﾄ・赤色
酸化土粒を僅かに含む

普
通

2穿孔1組2方向
192 －

928
SD0422
IM02

1
Ⅵ～Ⅶ
高坏C4d

口径23.3
底径11.5
器高19.0
最大径23.5

	口縁2
底部3/4
以上	

ﾐｶﾞｷ 多条沈線(12条・ｸ
ｼ)、 山 形 文(ﾍ ﾗ)、
多条沈線(3条)、菱
形文、多条沈線(3
条)、山形文、多条
沈線(1条)、ﾐｶﾞｷ、
ﾊｹ、ﾅﾃﾞ、ｼﾎﾞﾘ痕

密、径2㎜以下の長石・
赤色酸化土粒を僅かに
含む

普
通

2穿孔1組2方向

192 166

929
SD0422
IM02

a
Ⅵ～Ⅶ
壺G3b

口径15.9
器高(4.3)

口縁11
ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ ﾅﾃﾞ、沈線(2条)、ﾐ

ｶﾞｷ
やや密、径4㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

192 －

930
SD0422
IM02

1
Ⅵ～Ⅶ
壺D1

口径13.7
器高(5.3)

口縁1
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、ﾅﾃﾞ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾅﾃﾞ、ﾊｹ、

指頭圧痕
やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

192 －

931
SD0422
IM02

1
Ⅵ～Ⅶ
高坏G3a

口径10.6
底径11.5
器高9.1

最大径10.6

口縁7
底部1/4
以上	

ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ、板ﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ、板ﾅﾃﾞ、
ﾊｹ

やや密、径4㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

2穿 孔1組2方 向、
口縁部打ち欠き有
り(2カ所)

192 167

932
SD0422
IM02

1
Ⅵ～Ⅶ
壺Ｋ

器高(15.8)  
貼付突帯上、刺突文、
直線文、刺突文、直線文、
刺突文

ﾊｹ やや密、径5㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

良
 

192 166

933
SD0422
IM02

1
Ⅵ～Ⅶ
高坏脚部

器高(3.0)  
ﾐｶﾞｷ ﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下の長石を

僅かに含む
良

外面に煤付着、破
断面に煤付着

192 －

934
SD0422
IM02

1
Ⅵ～Ⅶ
手捏ねＣ

口径5.5
底径3.5
器高3.1
最大径5.8

口縁5
底部完

存	

ﾅﾃﾞ ﾅﾃﾞ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

192 －

935
SD0422
IM02

2
Ⅷ～Ⅸ

壺
器高(3.3)

ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ 密、径1㎜以下の赤色酸
化土粒を僅かに含む

良
外面に煤付着

192 －

936
SD0422
IM02

1
Ⅵ～Ⅶ
壺G2b

口径13.3
器高(11.8)

口縁8
多条沈線(7条)、ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、ﾊｹ、輪積み

痕
密、径4㎜以下の長石・
赤色酸化土粒を僅かに
含む

普
通

外面に煤付着
193 －

937
SD0422
IM02

2
Ⅵ～Ⅶ
壺Ｈ

底径3.9
器高(13.0)

底部完
存	

ﾐｶﾞｷ 指頭圧痕、ﾅﾃﾞ、ﾐｶ
ﾞｷ(下半)

密、径1㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄを僅かに含む

良 193 167

938
SD0422
IM02

1
Ⅵ～Ⅶ
壺A3

口径14.0
器高(4.8)

口縁10
刺突文、指頭圧痕、ﾅﾃﾞ? 刺突文、ﾊｹのちﾐｶﾞ

ｷ
密、径3㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄを多く含む

良
 

193 167

939
SD0422
IM02

1
Ⅵ～Ⅶ
鉢A2

口径13.9
器高(6.5)

口縁6
ﾊｹ ﾊｹ、指頭圧痕、ﾅﾃﾞ やや密、径2㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

外面に煤付着
193 －

940
SD0422
IM02

1
Ⅵ～Ⅶ
甕脚部

底径9.2
器高(5.6)

底部完
存	

ﾊｹ、ﾅﾃﾞ ﾊｹ、ﾅﾃﾞ やや密、径3㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

193 －

941
SD0422
IM02

1
Ⅵ～Ⅶ
鉢A2

口径18.0
器高(9.0)

口縁1
直線文、刺突文、ﾊｹ、
輪積み痕

輪積み痕、指頭圧
痕

やや密、径2㎜以下の長
石・石英・ﾁｬｰﾄを僅か
に含む

普
通

外面に煤付着
193 －

942
SD0422
IM02

1
Ⅵ～Ⅶ
鉢Ｆ

口径15.2
底径4.0
器高10.2
最大径16.9

口縁6
底部完

存	

ﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧痕、
輪積み痕

やや粗、径3㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

193 167

943
SD0422
IM02

2
Ⅵ～Ⅶ
甕E6？

口径9.4
器高(8.9)

口縁5
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、指

頭圧痕、ﾊｹ
やや粗、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

内外面に煤付着
193 167

944
SD0422
IM02

1
Ⅵ～Ⅶ
甕A2b

口径13.1
器高(5.6)

口縁5
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、直線文、
ﾊｹ

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、ﾊｹ、
指頭圧痕、輪積み
痕

やや密、径2㎜以下の長
石・石英・ﾁｬｰﾄ・赤色
酸化土粒を僅かに含む

普
通

193 －
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表105 土器類観察表（39）

No
地区
遺構

層
位

時期
器種分類

法量(㎝)
残存率
(X/12)

調整
胎土

焼
成

備考 挿図 図版
外面 内面

945
SD0422
IM02

1
Ⅵ～Ⅶ
甕A4

口径17.3
器高(2.9)

口縁2
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、ﾅﾃﾞ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾅﾃﾞ? やや密、径2㎜以下の長

石・赤色酸化土粒を多
く含む

普
通

外面に煤付着
193 －

946
SD0422
IM02

1
Ⅵ～Ⅶ
甕A4

口径15.0
器高(8.6)

口縁1
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧痕、
直線文(2帯)、刺突文

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧
痕

やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

193 －

947
SD0422
IM02

1
Ⅵ～Ⅶ
甕C2

口径14.5
器高(4.4)

口縁3
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、ﾊｹ、ﾅ
ﾃﾞ

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧
痕、輪積み痕

やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

193 －

948
SD0422
IM02

1
Ⅵ～Ⅶ
甕A2b

口径18.0
器高(4.5)

口縁3
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧痕 ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ やや密、径2㎜以下の長

石・雲母・ﾁｬｰﾄを僅か
に含む

普
通

外面に煤付着
193 －

949
SD0422
IM02

1
Ⅵ～Ⅶ
甕B3

口径19.0
器高(16.7)

口縁3
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾅﾃﾞ、指頭

圧痕、輪積み痕
やや密、径3㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

内外面に煤付着
193 －

950
SD0422
IM02

1
Ⅵ～Ⅶ
甕A3

口径17.0
器高(12.8)

口縁5
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、ﾅﾃﾞ、

指頭圧痕、輪積み
痕

やや密、径3㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

内外面に煤付着
193 168

951
SD0422
IM04

1
Ⅴ

高坏B2c

口径18.0
底径11.9
器高13.6
最大径18.4

口縁2
底部完

存	

ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ、ﾖｺﾅﾃﾞ やや密、径3㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

1穿孔1組3方向

194 168

952
SD0422
IN02

2
Ⅵ～Ⅶ
器台B1脚

部

底径12.7
器高(11.5)

底部	
ﾐｶﾞｷ ｼﾎﾞﾘ痕、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、

板ﾅﾃﾞ
密、径4㎜以下のﾁｬｰﾄ・
赤色酸化土粒を僅かに
含む

普
通

2穿孔1組3方向
194 －

953
SD0422
IN01

2
Ⅵ～Ⅶ
器台B1

口径14.2
器高(8.6)

口縁3
ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、ｼﾎﾞﾘ痕、輪

積み痕
密、径1㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土粒を
僅かに含む

良
1穿孔1組3方向

194 168

954
SD0422
IN02

1
Ⅴ

壺A1b

口径10.4
底径3.8
器高14.3
最大径15.2

口縁2
底部完

存	

擬凹線(2条・4条・4条)、
刺突文(2段)、円形刺
突文、ﾐｶﾞｷ

ﾐｶﾞｷ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、ﾊｹ 密、径10㎜以下のﾁｬｰﾄ
を多く含む

良

赤彩、黒班

194 168

955
SD0422
IN02

1
Ⅵ～Ⅶ
高坏H1

口径10.6
器高(4.8)

口縁3
ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ やや密、径1㎜以下のﾁｬ

ｰﾄ・赤色酸化土粒を僅
かに含む

良
内外面に煤付着

194 169

956
SD0422
IN02

2
Ⅵ～Ⅶ
高坏Ｈ

底径13.0
器高(6.3)

底部
1/4以
上	

ﾐｶﾞｷ ﾊｹ 密、径1㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄを僅かに含む 良

1穿孔1組3方向
194 －

957
SD0422
IN02

2
Ⅵ～Ⅶ
壺A3

口径21.0
器高(3.8)

口縁1
擬凹線(3条)、棒状浮
文、ﾊｹのちﾅﾃﾞ

羽状文、沈線(2条)、
ﾐｶﾞｷ

密、径1㎜以下の長石・
赤色酸化土粒を僅かに
含む

良
内面に赤彩

194 －

958
SD0422
IN02

1
Ⅵ～Ⅶ
壺A3

口径21.2
器高(3.8)

口縁6
羽状文、ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ 密、径3㎜以下の長石・

ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土粒を
僅かに含む

良 194 168

959
SD0422
IN02

2
Ⅵ～Ⅶ
壺A5

口径22.4
器高(5.9)

口縁2
羽状文、ﾊｹ 羽状文、摩耗につ

き調整不明
やや密、径5㎜以下の長
石・石英・ﾁｬｰﾄ・赤色
酸化土粒を多く含む

普
通

194 －

960
SD0422
IN03

2
Ⅵ～Ⅶ
壺A1b

口径14.3
器高(12.0)

口縁7

刺突文、ﾐｶﾞｷ、刺突文、
直線文(5条)、波状文(4
条)、直線文(5条)、刺
突文、ﾐｶﾞｷ

ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、
指頭圧痕、ﾊｹ

密、径5㎜以下の長石を
僅かに含む

良 194 169

961
SD0422
IN02

1
Ⅵ～Ⅶ
壺I1

口径7.0
底径3.4
器高7.3
最大径8.9

口縁4
底部完

存	

ﾐｶﾞｷ、輪積み痕 ﾐｶﾞｷ、輪積み痕、ﾅ
ﾃﾞ

やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

良 194 169

962
SD0422
IM03

1
Ⅵ～Ⅶ
壺G2a

口径14.0
器高(8.1)

口縁10
ﾊｹ ﾅﾃﾞ、ﾊｹ やや密、径5㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む
普
通

外面に炭化物付
着

194 －

963
SD0422
IM03

1
Ⅵ～Ⅶ
壺Ａ

器高(9.8)  
直線文、刺突文、直線
文、刺突文、直線文、
刺突文、ﾊｹのちﾐｶﾞｷ

輪積み痕、指頭圧
痕、ﾅﾃﾞ

密、径3㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄを僅かに含む 良

外面に赤彩付着
194 －

964
SD0422
IN01

2
Ⅵ～Ⅶ

壺
器高(4.6)  

摩耗のため調整不明 ﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長
石を僅かに含む

普
通

外面に線刻有り
194 －

965
SD0422
IN02

a
Ⅵ～Ⅶ
手焙

器高(4.7)  
ﾅﾃﾞ 指頭圧痕、ﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長

石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

良
外面に線刻有り

194 －

966
SD0422
IN02

1
Ⅵ～Ⅶ
鉢A1

口径17.8
器高(6.0)

口縁2
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ 密、径1㎜以下の長石を

僅かに含む
良 195 －

967
SD0422
IN02

2
Ⅵ～Ⅶ
鉢A3a

口径17.2
底径3.1
器高11.6
最大径17.2

口縁4
底部完

存	

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、刺突文 ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ やや密、径3㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む 普

通
195 －

968
SD0422
IN02

1
Ⅵ～Ⅶ
壺B2a

口径18.4
器高(21.5)

口縁3
ﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧痕 密、径4㎜以下の長石・

ﾁｬｰﾄを僅かに含む
良 195 168

969
SD0422
IN02

1
Ⅵ～Ⅶ
手捏ねＣ

口径6.4
底径2.6
器高3.9
最大径6.4

口縁12
底部完

存	

ﾅﾃﾞ ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下の長石・
赤色酸化土粒を僅かに
含む

良 195 173
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表106 土器類観察表（40）

No
地区
遺構

層
位

時期
器種分類

法量(㎝)
残存率
(X/12)

調整
胎土

焼
成

備考 挿図 図版
外面 内面

970
SD0422
IN02

1
Ⅵ～Ⅶ
手捏ねＣ

口径6.7
底径3.8
器高3.2
最大径6.7

口縁10
底部3/4
以上	

ﾅﾃﾞ ﾅﾃﾞ、指頭圧痕 やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

打ち欠き

195 －

971
SD0422
IM03

1
Ⅵ～Ⅶ
鉢Ｇ

口径13.5
器高(5.6)

口縁2
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の赤

色酸化土粒を僅かに含
む

普
通

195 －

972
SD0422
IN02

1
Ⅵ～Ⅶ
鉢？

底径3.1
器高(1.5)

底部完
存	

ﾅﾃﾞ、沈線(1条) ﾊｹ 密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

良 195 －

973
SD0422
IN02

1
Ⅵ～Ⅶ
甕A底部

底径3.9
器高(4.9)

底部完
存	

ﾊｹ ﾊｹ 密、径1㎜以下のﾁｬｰﾄを
僅かに含む

良
外面に煤付着

195 －

974
SD0422
IN02

b
Ⅴ

甕A2a

口径10.0
底径3.9

器高(15.2)

口縁2
底部完

存	

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕、
ﾊｹ、輪積み痕

やや密、径1㎜以下の長
石を僅かに含む 良

外面に煤付着
195 169

975
SD0422
IM03

1
Ⅵ～Ⅶ
甕脚部

底径8.5
器高(5.1)

底部完
存	

ﾊｹ、ﾅﾃﾞ、輪積み痕 指頭圧痕、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ やや粗、径5㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

脚部打ち欠き有
り、内面に煤付着 195 －

976
SD0422
IN02

1
Ⅵ～Ⅶ
甕脚部

底径9.0
器高(6.3)

底部3/4
以上	

ﾊｹ ﾊｹ やや密、径5㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを多く含む

普
通

外面に煤付着、脚
裾部打ち欠き?

195 －

977
SD0422
IM03

a
Ⅷ
甕D3

口径16.0
器高(2.8)

口縁2
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧

痕
やや密、径1㎜以下の長
石・雲母・ﾁｬｰﾄ・赤色
酸化土粒を僅かに含む

良 195 －

978
SD0422
IM04

1
Ⅵ～Ⅶ
甕A3

口径17.0
器高(14.5)

口縁3
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、直線文
(5条)、ﾊｹ

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧
痕

やや密、径5㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

外面に煤付着
195 －

979
SD0422
IN02

2
Ⅹ
甕

口径13.8
器高(11.3)

口縁5
ﾅﾃﾞ、半截竹管 ﾅﾃﾞ、指頭圧痕 やや密、径5㎜以下の長

石・雲母を僅かに含む
良

外面に炭化物付着
195 169

980
SD0422
IM03

2
縄文
変容壺

口径32.0
器高(15.0)

口縁2
貼付突帯、条痕(貝) ﾅﾃﾞ、輪積み痕 粗、径5㎜以下の長石・

ﾁｬｰﾄを多く含む
不
良

穿孔
196 170

981
SD0422
IN01

2
縄文
変容壺

器高(5.0)  
素文突帯、磨耗著しい 磨耗著しい やや粗、径4㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄを多く含む
普
通

196 172

982
SD0422
IN03

2
Ⅳ
甕B2

口径17.0
器高(3.1)

口縁1
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文 ﾖｺﾅﾃﾞ やや密、径2㎜以下の長

石・石英・ﾁｬｰﾄを多く
含む

普
通

外面に煤付着
197 －

983
SD0422
IN03

a
Ⅵ～Ⅶ
鉢？

器高(4.6)  
ﾅﾃﾞ、指頭圧痕 輪積み痕 やや密、径1㎜以下の長

石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

良
外面に炭化物付着

197 －

984
SD0422
IN03

a
Ⅶ

高坏G3
器高(1.5)

多条沈線(4条)、菱形文・
円文、多条沈線(5条)、
山形文、多条沈線(2条)

ﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の赤
色酸化土粒を僅かに含
む

普
通

197 －

985
SD0422
IN03

1
Ⅵ～Ⅶ
高坏C4d

口径25.2
器高(5.4)

口縁1

ﾐｶﾞｷ?、摩耗著しい 多 条 沈 線(13条)、
山形文、多条沈線
(10条)、 山 形 文、
多条沈線(5条)

やや密、径2㎜以下の雲
母・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

197 －

986
SD0422
IN03

1
Ⅵ～Ⅶ
高坏C4b

口径23.2
底径11
器高19.7
最大径23.3

口縁12
底部3/4
以上	

ﾅﾃﾞ、ﾊｹ、板ﾅﾃﾞ、指頭
圧痕

ﾐｶﾞｷ、ﾊｹ、ﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

良

内外面に煤付着、
1穿孔1組3方向

197 169

987
SD0422
IN03

1
Ⅵ～Ⅶ
鉢Ｅ

底径4.4
器高(2.4)

底部完
存	

ﾊｹ ﾅﾃﾞ やや密、径5㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

普
通

外面に煤付着、線
刻?

197 －

988
SD0422
IN03

2
Ⅵ～Ⅶ
壺H3

口径4.0
器高(7.3)

口縁11
ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ やや密、径1㎜以下の長

石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

打ち欠き
197 －

989
SD0422
IN03

1
Ⅵ～Ⅶ
手捏ねＣ

口径6.7
底径4.0
器高4.0
最大径7.0

口縁3
底部完

存	

ﾅﾃﾞ ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ やや粗、径3㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

打ち欠き?

197 －

990
SD0422
IN04

1
Ⅵ～Ⅶ
手捏ねＣ

口径6.5
底径4.0
器高3.5
最大径6.8

口縁10
底部完

存	

ﾅﾃﾞ ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

197 －

991
SD0422
IN03

1
Ⅵ～Ⅶ
土製品

器高(2.6)  
ﾅﾃﾞ ﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む
良

穿孔は焼成前
197 173

992
SD0422
IN03

2
Ⅵ～Ⅶ
高坏C3b

口径34.0
器高(8.2)

口縁2
ﾐｶﾞｷ 沈線(8条)、ﾐｶﾞｷ 密、径1㎜以下の長石・

赤色酸化土粒を僅かに
含む

良 197 －

993
SD0422
IN03

2
Ⅵ～Ⅶ
甕A4

口径20.6
器高(9.4)

口縁5
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、刺突文(二
又状の工具)

ﾖｺﾅﾃﾞ、輪積み痕、
ﾊｹ

密、径3㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土粒を
僅かに含む

良
外面に炭化物付着

197 170

994
SD0422
IN03

1
Ⅷ
甕D3

口径13.7
器高(2.3)

口縁3
ﾖｺﾅﾃﾞ ﾖｺﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の雲

母を僅かに含む
普
通

内外面に煤付着、
被熱

197 －
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表107 土器類観察表（41）

No
地区
遺構

層
位

時期
器種分類

法量(㎝)
残存率
(X/12)

調整
胎土

焼
成

備考 挿図 図版
外面 内面

995
SD0422
IN03

1
Ⅵ～Ⅶ
甕C2

口径16.8
器高(4.8)

口縁2
刺突文、ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、板ﾅﾃﾞ、指

頭圧痕
密、径2㎜以下の長石・
石英・赤色酸化土粒を
僅かに含む

良
外面に炭化物付着

197 －

996
SD0422
IN03

1
Ⅵ～Ⅶ
壺D3b

口径13.0
器高(5.9)

口縁2
擬凹線(4条)、刺突文、
ﾊｹ、直線文(9条)

ﾖｺﾅﾃﾞ 密、径5㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄを僅かに含む

良 197 －

997
SD0422
IN03

2
Ⅵ～Ⅶ
鉢A1

口径14.0
器高(7.1)

口縁2
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、ﾊｹ、直
線文(2帯)

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧
痕

やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

外面に炭化物付着
197 －

998
SD0422
IN03

1
Ⅷ
甕D3

口径11.9
器高(2.4)

口縁2
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長

石・石英を僅かに含む
普
通

内外面に煤付着
197 －

999
SD0422
IN03

a
Ⅷ
甕D3

口径14.2
器高(3.1)

口縁1
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長

石・雲母を僅かに含む
普
通

外面に煤付着
197 －

1000
SD0422
IN03

1
Ⅵ～Ⅶ
甕C2

口径16.4
器高(18.0)

口縁5
ﾊｹ ﾊｹ、輪積み痕 密、径2㎜以下の長石・

ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土粒を
僅かに含む

良
外面に炭化物付着

197 170

1001
SD0422
IN03

1
Ⅵ～Ⅶ
甕脚部

底径4.7
器高(7.5)

底部2/4
以上	

ﾊｹ ﾅﾃﾞ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

外面に煤付着
197 －

1002
SD0422
IO02

2
Ⅵ～Ⅶ
高坏G3c

口径12.0
器高(4.2)

口縁2
刺突文、多条沈線(11
条)、ﾐｶﾞｷ

ﾐｶﾞｷ 密、径1㎜以下のﾁｬｰﾄを
僅かに含む

良 198 －

1003
SD0422
IO02

2
Ⅵ～Ⅶ
高坏G3c

底径11.0
器高(1.2)

底部1/4
未満	

ﾐｶﾞｷ、多条沈線(5条) ﾊｹ、ﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の赤
色酸化土粒を僅かに含
む

良
2穿孔1組(方向は
不明) 198 －

1004
SD0422
IO02

2
Ⅴ

器台A1b

口径16.7
底径13.0
器高8.9

最大径16.8

口縁7
底部完

存	

摩耗のため調整不明 摩耗のため調整不
明

やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

1穿孔1組3方向

198 170

1005
SD0422
IO02

2
Ⅴ

器台A1a
口径20.3
器高(2.0)

口縁1
刺突文、円形浮文(2個1
組)

ﾐｶﾞｷ やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

良 198 －

1006
SD0422
IO02

2
Ⅴ～Ⅵ
壺Ｋ

口径7.9
器高(19.1)

口縁9
ﾐｶﾞｷ、摩耗著しい 輪積み痕、ｼﾎﾞﾘ痕、

指頭圧痕、ﾊｹ、ﾕﾋﾞ
ﾅﾃﾞ、摩耗著しい

やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

良 198 170

1007
SD0422
IO02

2
Ⅴ～Ⅵ
鉢A1

口径17.0
器高(12.4)

口縁2
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、直線文、
ﾊｹ

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧
痕

やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

普
通

外面に煤付着
198 －

1008
SD0422
IO01

2
Ⅴ～Ⅵ
壺Ｋ

器高(4.6)  
摩耗のため不明 摩耗のため不明 やや粗、径3㎜以下の長

石・角閃石を僅かに含
む

普
通

198 －

1009
SD0422
IO02

2
Ⅵ～Ⅶ
甕A4

口径14.4
器高(5.3)

口縁2
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧痕、
直線文、刺突文

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、ﾊｹ、
指頭圧痕

やや粗、径2㎜以下の長
石・雲母・ﾁｬｰﾄ・赤色
酸化土粒を多く含む

普
通

外面に煤付着
198 －

1010
SD0422
IO02

2
Ⅴ～Ⅵ甕

A2a
口径15.8
器高(2.1)

口縁2
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、ﾅﾃﾞ ﾖｺﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下の長石・

ﾁｬｰﾄを多く含む
良 198 －

1011
SD0422
IO02

2
Ⅵ～Ⅶ
甕E3

口径12.1
底径5.8
器高16.1
最大径12.9

口縁2
底部完

存	

指頭圧痕、ﾊｹ目、ﾅﾃﾞ、
輪積み痕

ﾊｹ目、輪積み痕、ﾅ
ﾃﾞ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ

やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

良

1穿孔のみ

198 170

1012
SD0422
IO02

2
Ⅵ～Ⅶ
甕E5

口径12.7
器高(16.6)

口縁1
ﾊｹ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ ﾊｹのちﾅﾃﾞ、指頭圧

痕、輪積み痕
やや粗、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

 
198 171

1013
SD0422
IO01

2
縄文
深鉢

器高(4.8)  
磨耗 磨耗 やや粗、径2㎜以下の長

石・石英・ﾁｬｰﾄを多く
含む

普
通

198 －

1014
SD0422
IO02

2
縄文
変容壺

器高(3.6)  
貼付突帯、磨耗 磨耗 やや粗、径5㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む
普
通

198 －

1015
SD0422
IO02

2
縄文
底部

器高(3.6)  
磨耗 磨耗 やや粗、径5㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄを多く含む
普
通

198 －

1016
SD0422
HS19

a
縄文
深鉢

器高(5.0)  
貼付突帯上押し引き、
条痕(貝)

ﾅﾃﾞ、指頭圧痕 やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

普
通

199 172

1017
SD0422
HO19

2
縄文
深鉢

器高(3.3)  
磨耗 磨耗 やや粗、径1㎜以下の長

石を僅かに含む
普
通

199 172

1018
SD0422
HQ17

2
縄文
深鉢

器高(4.2)  
条痕(貝) ﾅﾃﾞ やや粗、径2㎜以下の長

石・石英・ﾁｬｰﾄを含む
普
通

外面に煤付着
199 172

1019
SD0422
HO20

2
縄文
深鉢

器高(3.2)  
ﾅﾃﾞ、条痕？ 磨耗 やや密、径4㎜以下の長

石・石英・ﾁｬｰﾄ・赤色
酸化土粒を僅かに含む

普
通

199 －

1020
SD0422
HR18

i
縄文
変容壺

器高(5.6)  
条痕、貼付突帯上押し
引き(貝)

ﾅﾃﾞ？ やや粗、径3㎜以下の長
石を僅かに含む

普
通

199 172

1021
SD0422
HO20

2
縄文

変容壺？
器高(4.0)  

条痕(貝)、貼付突帯上
押し引き(貝)

磨耗 やや粗、径3㎜以下の長
石・石英を僅かに含む

普
通

199 172

1022
SD0422
HM19

2
縄文
浅鉢

器高(6.7)  
ｹｽﾞﾘ 磨耗 やや粗、径3㎜以下の長

石・石英・ﾁｬｰﾄを多く
含む

普
通

199 172
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表108 土器類観察表（42）

No
地区
遺構

層
位

時期
器種分類

法量(㎝)
残存率
(X/12)

調整
胎土

焼
成

備考 挿図 図版
外面 内面

1023
SD0422
HQ18

2
縄文
深鉢

口径28.0
器高(11.8)

口縁2
貼付突帯上押し引き、
条痕(貝)

指ｵｻｴ、ﾅﾃﾞ やや粗、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

普
通

199 172

1024
SD0422
HQ17

2
縄文
浅鉢

器高(3.2)  
浮線文 ﾅﾃﾞ やや粗、径3㎜以下の長

石・石英を含む
普
通

199 －

1025
SD0422
HS19

a
縄文
変容壺

口径17.2
器高(4.2)

口縁2
磨耗 磨耗 やや粗、径3㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄを含む
普
通

生駒西麓産？
199 172

1026
SD0422
IQ01

1
Ⅷ
甕D3

口径16.0
器高(3.6)

口縁2
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、指

頭圧痕、輪積み痕
やや粗、径1㎜以下の長
石・石英を僅かに含む

普
通

外面に煤付着
199 －

1027
SD0422
HJ17

b
中世
常滑

口径58.0
器高(27.2)

口縁3
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾀﾀｷ目 ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕、

輪積み痕
密、径10㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土粒を
僅かに含む

良 199 －

1028
SD0422
IP01

2
縄文
深鉢

器高(5.8)  
貼付突帯 磨耗 やや粗、径1㎜以下の長

石・石英・ﾁｬｰﾄ・赤色
酸化土粒を僅かに含む

普
通

200 172

1029
SD0422
IP01

2
縄文
深鉢

器高(3.6)  
条痕？磨耗 磨耗 やや粗、径4㎜以下の長

石・石英・ﾁｬｰﾄを僅か
に含む

普
通

200 172

1030
SD0422
IP02

2
縄文
深鉢

器高(4.4)  
貼付突帯上(貝)、磨耗 磨耗 やや粗、径3㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む
普
通

200 172

1031
SD0422
IP01

2
縄文
深鉢

器高(5.3)  
貼付突帯、条痕(貝) 指オサエ、ﾅﾃﾞ やや粗、径2㎜以下の長

石・石英・ﾁｬｰﾄを僅か
に含む

普
通

200 172

1032
SD0422
IR02

m
縄文
深鉢

口径33.0
器高(7.2)

口縁2
貼付突帯、条痕(貝) 指オサエ、ﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む
良 200 172

1033
SD0422
HS20

2
縄文
深鉢

器高(4.4)  
凹線文、条痕(ｸｼ) ﾅﾃﾞ やや粗、径1㎜以下の長

石・石英を僅かに含む
普
通

200 172

1034
SD0422
IP03

2
縄文
浅鉢

器高(5.1)  
磨耗 磨耗 やや粗、径1㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む
普
通

内外面に煤付着
200 172

1035
SD0422
IS01

2
縄文
浅鉢

器高(6.5)  
ﾐｶﾞｷ、浮線文 ﾐｶﾞｷ 密、径1㎜以下の長石を

僅かに含む
良 200 172

1036
SD0422
HP20

2
Ⅰ
壺

口径15.6
器高(4.3)

口縁2
突帯、磨耗 磨耗 やや粗、径5㎜以下の長

石・石英・ﾁｬｰﾄを僅か
に含む

普
通

200 －

1037
SD0422
IR02

k
Ⅴ

甕B1b
口径19.0
器高(6.1)

口縁6
ﾖｺﾅﾃﾞ、キザミ、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、ｹｽﾞﾘ 密、径1㎜以下の長石を

多く含む
良

打ち欠き
200 171

1038
SD0422
IP01

2
Ⅴ

高坏A脚
部

底径9.0
器高(2.0)

底部1/4
未満	

摩耗のため調整不明 ﾅﾃﾞ 密、径2㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土粒を
僅かに含む

普
通

穿孔有り
200 －

1039
SD0422
IR01

e
Ⅴ

高坏I脚
部

器高(5.5)  
直線文(8条)、ﾐｶﾞｷ ﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下の長石を

僅かに含む 良
1穿孔1組3方向

200 －

1040
SD0422
IQ02

2
Ⅵ～Ⅶ
高坏G3b

底径15.4
器高(9.5)

底部1/4
以上	

多条沈線(10条?)、ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、ｼﾎﾞﾘ痕、ﾅﾃﾞ、
ﾊｹ

密、径1㎜以下の長石・
赤色酸化土粒を僅かに
含む

普
通

2穿孔1組2方向
200 171

1041
SD0422
IP02

2
Ⅶ

高坏D2
口径19.0
器高(7.0)

口縁8
ﾐｶﾞｷ 多条沈線(4条)、ﾐｶ

ﾞｷ
やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

良
口縁打ち欠き?

200 171

1042
SD0422
IP01

1
Ⅵ～Ⅶ
高坏G3c

器高(3.6)
刺突文、多条沈線(11条) ﾖｺﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長

石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

良 200 －

1043
SD0422
IP01

2
Ⅵ～Ⅶ
壺B2b

口径13.4
器高(5.5)

口縁8
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ目 ﾖｺﾅﾃﾞ、輪積み痕 やや密、径1㎜以下の長

石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

200 －

1044
SD0422
IQ02

2
Ⅵ～Ⅶ
壺底部

底径6.5
器高(2.1)

底部完
存	

ﾐｶﾞｷ、ﾅﾃﾞ、線刻 ﾊｹ、ﾅﾃﾞ やや密、径2㎜以下の長
石・雲母・ﾁｬｰﾄ・赤色
酸化土粒を多く含む

普
通

外面に煤付着
200 171

1045
SD0422
IR02

k
Ⅵ～Ⅶ
壺A1b

口径14.4
器高(5.7)

口縁12
擬凹線(5条)、ﾐｶﾞｷ、直
線文(6条)、ﾊｹ

ﾐ ｶ ﾞ ｷ、輪積み痕、
指頭圧痕、羽状文

密、径1㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土粒を
僅かに含む

普
通

内面に赤彩
200 171

1046
SD0422
IQ03

2
Ⅵ～Ⅶ
壺A胴部

器高(5.7)  
沈線(3条)、連弧文、沈
線(5条)、連弧文、沈線
(3条)、ﾐｶﾞｷ

板ﾅﾃﾞ? 密、径1㎜以下の長石・
赤色酸化土粒を僅かに
含む

良 200 －

1047
SD0422
IQ02

2
Ⅵ～Ⅶ
壺Ｂ胴部

底径7.2
器高(29.9)

底部1/4
未満	

ﾊｹ、指頭圧痕、輪積み
痕

ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、板ｹｽﾞﾘ、ﾅ
ﾃﾞ、輪積み痕

やや粗、径3㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

普
通

200 －

1048
SD0422
IQ02

2
Ⅵ～Ⅶ
壺B3

口径15.8
器高(15.6)

口縁3
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、輪積み痕 ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、輪積み

痕、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、指頭
圧痕

やや密、径3㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

201 －

1049
SD0422
IP02

2
Ⅵ～Ⅶ
壺A胴部

器高(23.6)  
直線文、山形文、直線文、
山形文、直線文、刺突
文

指頭圧痕 やや密、径1㎜以下の赤
色酸化土粒を僅かに含
む

良
内外面に赤彩

201 －

1050
SD0422
IP02

2
Ⅵ～Ⅶ
壺B胴部

底径4.2
器高(19.9)

底部完
存	

ﾐｶﾞｷ、ﾊｹ目 ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕、
輪積み痕、ﾊｹ目

密、径1㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土粒を
僅かに含む

普
通

打ち欠き
201 －

1051
SD0422
IS02

2
古代
平瓦

器高(16.5)
縄目叩き 布目 やや密、径10㎜以下のﾁ

ｬｰﾄを僅かに含む
普
通

201 171

1052
SD0422
IS03

1
近世
行平鍋

底径3.8
器高(4.8)

底部1/4
以上	

施釉、回転ｹｽﾞﾘ 施釉 密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む 良

外面に煤付着、内
外面に灰釉、1039
と同一個体

201 －
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表109 土器類観察表（43）

No
地区
遺構

層
位

時期
器種分類

法量(㎝)
残存率
(X/12)

調整
胎土

焼
成

備考 挿図 図版
外面 内面

1053
SD0422
IS03

1
近世
行平鍋

口径10.6
器高(4.9)

口縁4

施釉、回転ｹｽﾞﾘ 施釉、回転ﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

良

内外面に煤付着、
灰 釉(2.5Y7/4浅
黄)、1038と 同 一
個体

201 －

1086 SK01617 2
縄文
深鉢

器高(5.3)  
貼付突帯(突帯上押し引
き)、貝殻条痕

ﾅﾃﾞ やや粗、径1㎜以下の長
石・石英・ﾁｬｰﾄを多く
含む

普
通

210 120

1087 SK01679 1
Ⅶ

甕D2a
口径16.0
器高(3.0)

口縁1
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧

痕
やや密、径1㎜以下の長
石・雲母を僅かに含む

普
通

外面に煤付着
210 －

1088 SK01668 b
Ⅶ

高坏D5
口径18.2
器高(4.4)

口縁4

ﾐｶﾞｷ 口縁端部に多条沈
線(2条、4条)、 連
弧文、多条沈線3条、
連弧文、多条沈線5
条、ﾐｶﾞｷ

やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む 良 212 117

1089 SK01669 1
Ⅶ

高坏D5
口径19.2
器高(5.0)

口縁1

ﾐｶﾞｷ 多 条 沈 線(2条、5
条)、連弧文、多条
沈線(2条)、連弧文、
多条沈線(3条)、連
弧文、多条沈線(2
条)、連弧文、多条
沈線(5条)、ﾐｶﾞｷ

やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

212 117

1090 SK01695 2
Ⅶ

高坏D2
口径18.6
器高(5.2)

口縁3
ﾐｶﾞｷ 多条沈線(5条)、ﾐｶ

ﾞｷ
やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

良 212 －

1091 SK01695 2
Ⅴ

甕A2a
口径14.6
器高(3.7)

口縁1
刺突文、ﾖｺﾅﾃﾞ ﾖｺﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

212 －

1092 SK01695 2
Ⅷ
壺Ｅ

口径21.8
器高(7.6)

口縁12
羽状文、ﾊｹ目 羽状文、ﾐｶﾞｷ やや密、径1㎜以下の長

石・石英・雲母・赤色
酸化土粒を多く含む

良
内面に煤付着、打
ち欠き 212 118

1093 SK01695 b
Ⅷ

甕D3？
器高(7.4)

ﾊｹ目 指頭圧痕 やや密、径0.1㎜以下の
長石・雲母を僅かに含
む

良
外面に炭化物付
着、内面に煤付着 212 －

1094 SK01775 a
Ⅶ－3
高坏D2

口径16.8
器高(5.4)

口縁9
ﾐｶﾞｷ 多条沈線(3条)、ﾐｶ

ﾞｷ
やや密、径4㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

良 214 119

1095 SK01775 a
Ⅶ－3
高坏D5

口径24.0
器高(5.9)

口縁5

ﾐｶﾞｷ ﾅ ﾃ ﾞ、多条沈線(3
条)、連弧文、多条
沈線(2条)、連弧文、
多条沈線(2条)、連
弧文、多条沈線(3
条)、ﾐｶﾞｷ

やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

良 214 119

1096 SK01794 1
Ⅶ

壺F・G
口径15.8
器高(4.1)

口縁3
ﾅﾃﾞ、指頭圧痕、ﾊｹ ﾅﾃﾞ、ﾊｹ やや密、径5㎜以下の長

石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

口縁部打ち欠き
216 －

1097 SK01794 1
Ⅶ

高坏D2
口径15.0
器高(4.1)

口縁1
ﾐｶﾞｷ 多条沈線(3条)、ﾐｶ

ﾞｷ
やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

216 －

1098 SK01794 a
Ⅶ

高坏G3a
口径13.0
器高(4.1)

口縁4
摩耗につき調整不明 ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ 密、径1㎜以下の長石・

赤色酸化土粒を僅かに
含む

普
通

216 －

1099 SK01798 1
Ⅶ

高坏H2脚
部

底径10.8
器高(1.0)

底部1/4
以上	

多条沈線(3条)、羽状文、
多条沈線(2条)、羽状文、
多条沈線(3条)

ﾐｶﾞｷ? やや密、径1㎜以下の赤
色酸化土粒を僅かに含
む

良 218 －

1100 SK01802 2
Ⅵ

壺H2a

口径10.8
底径4.4
器高11.9
最大径11.0

口縁3
底部完

存	

ﾐｶﾞｷ、沈線(1条) ﾐ ｶ ﾞ ｷ、輪積み痕、
指頭圧痕

やや密、径1㎜以下のﾁｬ
ｰﾄを僅かに含む

良

外面に煤付着

220 128

1101 SK01807 1
Ⅳ
甕A3

口径17.8
器高(8.9)

口縁3

刺突文、沈線(1条)、刺
突文(2条)、ﾀﾀｷ、刺突文、
ﾊｹ

ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕 やや粗、径1㎜以下の長
石・石英・赤色酸化土粒・
5mm程のﾁｬｰﾄを僅かに含
む

普
通

外面に煤付着

220 －

1102 SK01809 d
Ⅶ

高坏C4e
口径18.0
器高(2.9)

口縁1

ﾐｶﾞｷ 多 条 沈 線(2条、3
条)、弧線、多条沈
線(2条)、弧線、多
条沈線(2条)

密、径1㎜以下のﾁｬｰﾄを
僅かに含む

良

連弧文→山形文の
可能性有り

220 －

1103 SK01809 a
Ⅶ

高坏G3c
脚部

底径11.0
器高(1.0)

底部1/4
未満	

多条沈線(3条、15条) ﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下のﾁｬｰﾄを
僅かに含む 良

2穿孔1組2方向
220 －

1104 SK01810 3
Ⅶ－3
高坏D2

口径19.8
器高(4.0)

口縁4
ﾐｶﾞｷ 多条沈線(2条)、ﾐｶ

ﾞｷ
やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

良
内外面に煤付着

222 117

1105 SK01810 c
Ⅶ－3
高坏H2

口径12.0
器高(3.3)

口縁3
多条沈線(10条)、ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ やや密、径1㎜以下の赤

色酸化土粒を僅かに含
む

普
通

222 －

1106 SK01810 2
Ⅶ－3
高坏D2

口径17.2
器高(5.2)

口縁3
ﾐｶﾞｷ 多条沈線(2条)、ﾐｶ

ﾞｷ
やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

222 117

1107 SK01810 1
Ⅶ－3
高坏H2

口径13.8
器高(3.0)

口縁2
多条沈線(9条)、山形文、
多条沈線(4条)、山形文、
多条沈線(5条)

ﾐｶﾞｷ やや密、径1.0㎜以下の
長石・赤色酸化土粒を
僅かに含む

良 222 －
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表110 土器類観察表（44）

No
地区
遺構

層
位

時期
器種分類

法量(㎝)
残存率
(X/12)

調整
胎土

焼
成

備考 挿図 図版
外面 内面

1108 SK01810 e
Ⅶ－3
高坏D3

口径19.8
器高(5.4)

口縁2
ﾐｶﾞｷ 多条沈線(4条、13

条)、ﾐｶﾞｷ
やや密、径1㎜以下の長
石を僅かに含む

良
内外面に煤付着

222 117

1109 SK01810 d
Ⅶ－3
高坏D5

口径16.0
器高(2.9)

口縁2
ﾐｶﾞｷ 多条沈線(3条)、多

条沈線(3条)、連弧
文、多条沈線(2条)

密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む 良 222 －

1110 SK01810 1
Ⅶ－3
高坏D5

口径11.0
器高(5.0)

口縁4

ﾐｶﾞｷ 多 条 沈 線(2条 ＋3
条)、連弧文、多条
沈線(2条)、連弧文、
多条沈線(2条)、連
弧文、多条沈線(3
条)、ﾐｶﾞｷ

やや密、径1㎜以下の赤
色酸化土粒を僅かに含
む 普

通

口縁部打ち欠き2
カ所？

222 117

1111 SK01810 3
Ⅶ－3
壺J2

口径7.8
器高(4.9)

口縁11
多条沈線3条3帯、連弧
文2帯、ﾐｶﾞｷ

ﾐｶﾞｷ やや密、径3㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

内外面に煤付着
222 118

1112 SK01810 2
Ⅶ－3
高坏D4

口径18.1
器高(9.8)

口縁4

ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ ﾅﾃﾞ、6条の多条沈
線、2条の山形文、
3条の多条沈線、3
条の斜線文、3条の
多条沈線、2条の山
形文?、6条の多条
沈線、ﾐｶﾞｷ

やや密、径5㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

1穿孔1組3方向?

222 118

1113 SK01810 3
Ⅶ－3
高坏D脚

部
器高(4.2)

ﾐｶﾞｷ ﾅﾃﾞ やや密、径2㎜以下の赤
色酸化土粒を僅かに含
む

普
通

2穿孔1組2方向
222 －

1114 SK01810 3
Ⅶ－3
高坏D脚

部

底径12.8
器高(5.9)

底部2/4
以上	

ﾐｶﾞｷ 指頭圧痕、ﾊｹ、ﾖｺﾅ
ﾃﾞ

やや密、径1㎜以下の赤
色酸化土粒を僅かに含
む

普
通

1穿 孔1組3方 向、
内外面に煤付着
(剥 離 し た 断 面
も)、二次焼成痕

222 －

1115 SK01810 3
Ⅶ－3
高坏D脚

部

底径12.8
器高(6.7)

底部2/4
以上	

ﾐｶﾞｷ ﾅﾃﾞ、ｹｽﾞﾘのちﾅﾃﾞ、
ﾐｶﾞｷ

やや密、径1㎜以下の赤
色酸化土粒を僅かに含
む

普
通

222 －

1116 SK01810 2
Ⅶ－3
高坏D脚

部

底径15.4
器高(6.1)

底部3/4
以上	

ﾐｶﾞｷ ﾊｹ、ﾖｺﾅﾃﾞ 密、径5㎜以下の長石・
赤色酸化土粒を僅かに
含む

良
2穿孔1組2方向

222 －

1117 SK01810 1
Ⅶ－3
鉢Ｈ

口径12.3
底径3.7
器高8.9

最大径12.3

口縁1
底部完

存	

多条沈線(4条)、連弧文、
多条沈線(2条)、連弧文、
多条沈線(5条)、ﾐｶﾞｷ

ﾐｶﾞｷ やや密、径2㎜以下の赤
色酸化土粒を僅かに含
む

普
通

外面に煤付着

222 118

1118 SK01810 3
Ⅶ－3
高坏C4d

器高(4.5)  
摩耗につき調整不明 多条沈線、連弧文、

8条の多条沈線
やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

222 －

1119 SK01810 3
Ⅶ－3
壺Ｅ

口径18.6
器高(2.4)

口縁1

ﾅﾃﾞ?、円形浮文 羽状文 やや密、径1㎜以下のﾁｬ
ｰﾄ・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

口縁部打ち欠き、
内面に赤色顔料付
着?、外面に煤付
着

222 －

1120 SK01810 1
Ⅶ－2
甕D2b

口径18.8
器高(6.1)

口縁5
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ目 ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ目、指頭

圧痕
やや密、径1㎜以下の長
石・雲母・ﾁｬｰﾄを僅か
に含む

良
内外面に煤付着

222 118

1121 SK01810 3
Ⅶ－3
甕C2

口径14.6
器高(22.4)

口縁8

ﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧痕、
ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、輪積み痕

やや密、径3㎜以下のﾁｬ
ｰﾄ・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

口縁部打ち欠き?、
外面に煤付着、内
外面に赤色顔料付
着

222 118

1122 SK01810 2
Ⅶ－3
甕D2・3

器高(23.2)
ﾊｹ 指頭圧痕、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、

ﾅﾃﾞ
やや密、径1㎜以下の長
石を僅かに含む

普
通

内外面に煤付着、
外面炭化物付着

222 －

1123 SK01810 e
Ⅶ－3

手捏ねＣ

口径6.4
底径4.0
器高4.7
最大径6.4

口縁1
底部1/4
以上	

ﾅﾃﾞ ﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

222 －

1124 SK01810 1
Ⅶ－3
甕D2b

口径15.0
器高(3.5)

口縁3
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ目 ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ目、指頭

圧痕
やや密、径1㎜以下の長
石・雲母・ﾁｬｰﾄを僅か
に含む

普
通

外面に煤付着
222 －

1125 SK01810 c
Ⅶ－3
甕D2・3

器高(8.1)
ﾊｹ ﾊｹ、指頭圧痕 やや密、径2㎜以下の長

石・雲母を多く含む
普
通

外面に煤付着
222 －

1126 SK01835 a
Ⅴ

甕A2b
口径19.9
器高(5.5)

口縁2
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、直線文
(5条)、刺突文

ﾖｺﾅﾃﾞ、輪積み痕、
ﾊｹ

密、径1㎜以下の長石・
石英を僅かに含む

良 224 －

1127 SK01830 1
Ⅶ

高坏C4d
口径30.0
器高(7.7)

口縁1

ﾐｶﾞｷ 多 条 沈 線(17条)、
山形文(ﾍﾗ)、多条
沈線(9条)、山形文、
多条沈線(5条)

密、径1㎜以下の長石・
赤色酸化土粒を僅かに
含む

良 224 －

1128 SK01830 1
Ⅵ

器台B3
口径20.8
器高(4.3)

口縁4
ﾐｶﾞｷ、ﾅﾃﾞ ﾐｶﾞｷ、ﾅﾃﾞ 密、径2㎜以下の長石・

赤色酸化土粒を僅かに
含む

良
口縁部に打ち欠き

224 －

1129 SK01830 1
Ⅴ～Ⅵ
高坏B脚

部
器高(10.7)  

ﾐｶﾞｷ ｼﾎﾞﾘ痕、ｹｽﾞﾘ、ﾅﾃﾞ、
指頭圧痕

やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

1穿孔1組3方向
224 －

1130 SK01830 1
Ⅴ～Ⅵ
甕脚部

底径4.0
器高(6.3)

底部完
存	

ﾊｹ、指頭圧痕 ﾊｹ やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

外面に炭化物付
着、打ち欠き 224 －

1131 SK01830 1
Ⅵ
鉢B2

口径18.0
器高(12.0)

口縁4
輪積み痕、指頭圧痕 ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ 密、径2㎜以下の長石・

赤色酸化土粒を僅かに
含む

良
 

224 －

1132 SK01831 1
Ⅴ

器台A1b
口径16.0
器高(6.3)

口縁1
ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、ｼﾎﾞﾘ痕 密、径3㎜以下の長石・

ﾁｬｰﾄを僅かにか含む
普
通

1穿孔1組4方向？
224 －

1133 SK01831 1
Ⅴ

高坏Ｂ
器高(4.2)  

ﾐｶﾞｷ、沈線(3条)、円文
(赤彩)

ﾐｶﾞｷ やや密、径1㎜以下の石
英を僅かに含む

普
通

内外面赤彩付着
224 －
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表111 土器類観察表（45）

No
地区
遺構

層
位

時期
器種分類

法量(㎝)
残存率
(X/12)

調整
胎土

焼
成

備考 挿図 図版
外面 内面

1134 SK01832 1
Ⅴ

器台A1a
口径14.2
器高(7.4)

口縁5
棒状浮文(1単位2条．3
条)、沈線(2条)、ﾐｶﾞｷ

指頭圧痕、ﾐｶﾞｷ 密、径2㎜以下のﾁｬｰﾄを
僅かに含む

良
1穿孔1組3方向

226 121

1135 SK01832 1
Ⅴ～Ⅵ
高坏B脚

部
器高(9.5)  

ﾐｶﾞｷ ｼﾎﾞﾘ痕、指頭圧痕 やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

1穿孔1組3方向
226 －

1136 SK01832 1
Ⅶ

高坏D脚
部

器高(5.6)  
ﾐｶﾞｷ ｼﾎﾞﾘ痕、指頭圧痕 密、径1㎜以下の長石・

赤色酸化土粒を僅かに
含む

良
1穿孔1組3方向

226 －

1137 SK01832 1
Ⅶ
甕B3

口径15.8
器高(6.8)

口縁1
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、刺突文 ﾖｺﾅﾃﾞ、輪積み痕、

指頭圧痕
やや密、径5㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

226 －

1138 SK01832 1
Ⅵ～Ⅶ
甕脚部

底径7.3
器高(3.4)

底部3/4
以上	

輪積み痕 指頭圧痕 やや密、径3㎜以下の長
石・石英を僅かに含む

普
通

脚裾部打ち欠き
226 －

1139 SK01832 1
Ⅷ～Ⅸ
壺Ｅ

口径18.6
器高(5.7)

口縁6
羽状文(貝)、ﾊｹ 羽状文(貝)、ﾐｶﾞｷ 密、径2㎜以下の長石・

石英・雲母・赤色酸化
土粒を僅かに含む

良 226 121

1140 SK01832 1
Ⅵ～Ⅶ
甕脚部

底径7.2
器高(11.3)

底部完
存	

ﾊｹ ﾊｹ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ やや密、径5㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを多く含む

普
通

226 －

1141 SK01855 2
Ⅴ

高坏B2b
口径18.0
器高(6.0)

口縁10
ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ やや密、径2㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む
普
通

228 116

1142 SK01855 1
Ⅵ

甕脚部
底径9.1
器高(6.0)

底部1/4
未満	

ﾊｹ、ﾅﾃﾞ 指頭圧痕 密、径2㎜以下の長石・
石英を僅かに含む

良 228 －

1143 SK01855 2
Ⅵ
壺Ｃ

口径9.8
器高(9.7)

口縁4
磨耗のため調整不明 指頭圧痕、ﾊｹ やや密、径1㎜以下の長

石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

 
228 －

1144 SK01855 1
Ⅴ

甕B1b
口径10.0
器高(7.0)

口縁1
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、ｹｽﾞﾘ やや密、径1㎜以下の長

石を僅かに含む
普
通

228 －

1145 SK01855 2
縄文
深鉢

器高(3.4)  
条痕(貝) ﾅﾃﾞ やや粗、径1㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む
普
通

228 －

1146 SK01878 a
Ⅵ～Ⅶ
土製品

口径7.6
底径7.4
器高3.0

指頭圧痕 指頭圧痕 やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

良
打ち欠き?

230 119

1147 SK1860 a
Ⅴ
甕B2

口径15.7
器高(18.0)

口縁9
ﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾅﾃﾞ、ﾊｹ、輪積み痕、

指頭圧痕
やや密、径1㎜以下の長
石・石英・ﾁｬｰﾄ・赤色
酸化土粒を僅かに含む

良
外面に炭化物付
着、打ち欠き 231 119

1148 SK1860 a
Ⅷ

甕D胴部
器高(14.2)  

ﾊｹ ｹｽﾞﾘ、指頭圧痕 やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを多く含む

普
通

外面に煤付着
231 －

1149 SK1860 a
Ⅴ
甕A3

口径18.1
底径4.2
器高25.6
最大径24.0

口縁7
底部3/4
以上	

ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、直線文
(10本)、ﾊｹ

ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕、
ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、ﾊｹ、輪積
み痕

やや粗、径1.5㎜以下の
長石・ﾁｬｰﾄを多く含む 普

通

内外面に煤付着、
外面に炭化物付着

231 119

1150 SK1860 a
Ⅴ

甕A2b
口径14.8
器高(4.2)

口縁6
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾖｺﾊｹ、指頭

圧痕、ﾊｹ
やや粗、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

231 －

1151 SK1860 b
Ⅴ

甕脚部
底径4.0
器高(1.8)

底部3/4
以上	

ﾊｹ、指頭圧痕 指頭圧痕 やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

231 －

1152 SK1860 a
Ⅴ－3
器台A1b

器高(5.6)  
摩耗のため不明 摩耗のため不明 やや密、径1㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

1穿孔1組3方向
231 －

1153 SK1860 b
Ⅴ－3
器台A1b

器高(6.1)  
ﾊｹのちﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、指

頭圧痕、ﾊｹ
やや密、径1.5㎜以下の
長石・赤色酸化土粒を
僅かに含む

良
 

231 －

1154 SK1860 a
Ⅴ－3
器台A1b

底径12.0
器高(6.1)

底部1/4
以上	

ﾐｶﾞｷ 摩耗のため不明 やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

1穿孔1組3方向
231 －

1155 SK1860 a
Ⅴ－3
器台A1b

底径12.6
器高(7.1)

底部1/4
以上	

ﾐｶﾞｷ ｹｽﾞﾘ、ﾊｹ やや密、径1㎜以下の長
石・雲母・ﾁｬｰﾄ・赤色
酸化土粒を僅かに含む

良
1穿孔1組3方向

231 －

1156 SK1860 a
Ⅴ

高坏H1

口径20.4
底径12.2
器高13.1

口縁1
底部3/4
以上	

ﾐｶﾞｷ、摩耗著しい ﾐｶﾞｷ、ｼﾎﾞﾘ痕、ﾕﾋﾞ
ﾅﾃﾞ、摩耗著しい

やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

1穿孔1組3方向
231 119

1157 SK1860 b
Ⅰ
壺

底径2.0
器高(5.1)

底部完
存	

沈線(2条) ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、指頭圧痕 やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを多く含む

普
通

231 －

1158 SK1860 b
Ⅴ
壺

底径6.1
器高(9.4)

底部1/4
以上	

摩耗のため不明 摩耗のため不明 やや粗、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

普
通

231 －

1159 SK01886 1
Ⅵ～Ⅶ
甕脚部

底径6.7
器高(4.4)

底部3/4
以上	

ﾊｹ ﾊｹ、指頭圧痕 やや粗、径3㎜以下の長
石・石英・ﾁｬｰﾄ・赤色
酸化土粒を多く含む

良
脚裾部打ち欠き

233 －

1160 SK01563 a
Ⅵ
鉢A2

口径9.0
器高(5.5)

口縁4
ﾅﾃﾞ、指頭圧痕、摩耗著
しい

ﾅﾃﾞ、指頭圧痕、摩
耗著しい

やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

233 －
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表112 土器類観察表（46）

No
地区
遺構

層
位

時期
器種分類

法量(㎝)
残存率
(X/12)

調整
胎土

焼
成

備考 挿図 図版
外面 内面

1161 SK01563 a
Ⅵ
甕B4

口径12.8
器高(6.1)

口縁2
ﾖｺﾅﾃﾞ、輪積み痕、指頭
圧痕、ﾊｹ

ﾅﾃﾞ、指頭圧痕、ﾊｹ やや粗、径3㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

内外面に煤付着
233 －

1162 SK01563 a
Ⅵ
甕A4

口径16.0
器高(5.9)

口縁4
ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、輪積み痕、

指頭圧痕、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ
やや粗、径5㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

233 －

1163 SK01563 a
Ⅵ
鉢Ａ

底径1.8
器高(7.9)

底部完
存	

ﾅﾃﾞ、刺突文、ﾊｹ、板ﾅﾃ
ﾞ

輪積み痕、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、
指頭圧痕、

やや粗、径4㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

外面に煤付着
233 －

1164 SK01566 a
Ⅵ～Ⅶ
甕脚部

底径8.0
器高(5.0)

底部完
存	

輪積み痕、指頭圧痕 指頭圧痕、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ やや密、径4㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

233 －

1165 SK01566 a
Ⅶ
甕B3

口径16.4
器高(11.6)

口縁11
ﾅﾃﾞ、指頭圧痕、ﾊｹ、輪
積み痕、摩耗著しい

ﾅﾃﾞ、指頭圧痕、輪
積み痕、摩耗著し
い

やや密、径3㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

233 128

1166 SK01587 1
Ⅵ－1
高坏B3a

口径25.8
器高(3.8)

口縁3
ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ やや粗、径1㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

235 －

1167 SK01587 1
Ⅵ－1
甕D1b

口径20.0
器高(4.8)

口縁2
ﾖｺﾅﾃﾞ、押し引き、沈線
(2条)、ﾊｹ

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長
石・石英を僅かに含む

良
外面に炭化物付着

235 －

1168 SK01587 1
Ⅵ－1
器台B1a

口径18.7
器高(8.5)

口縁9
沈線(口縁端部)、ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ やや密、径1㎜以下の長

石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

1穿孔1組3方向
235 121

1169 SK01589 a
Ⅴ－3
高坏B3b

口径19.8
器高(3.0)

口縁3
ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ やや密、径1㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む
普
通

236 －

1170 SK01589 a
Ⅴ－3
高坏B3b

口径23.0
器高(4.6)

口縁6
ﾐｶﾞｷ、摩耗著しい ﾐｶﾞｷ、摩耗著しい 密、径1㎜以下の長石・

ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土粒を
僅かに含む

普
通

236 －

1171 SK01589 b
Ⅴ－3
高坏B3a

口径20.0
底径14.0
器高(13.1)
最大径21

口縁7
底部2/4
以上	

ﾐｶﾞｷ、摩耗著しい 指頭圧痕、ｼﾎﾞﾘ痕、
摩耗著しい

やや密、径5㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

1穿孔1組3方向

236 120

1172 SK01589 a
Ⅴ－3
高坏B3a

口径23.5
器高(14.2)

口縁4
ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、ｼﾎﾞﾘ痕、ﾊｹ やや密、径1㎜以下の長

石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

1穿孔1組3方向
236 120

1173 SK01589 b
Ⅴ－3
器台A1b

口径18.0
器高(1.7)

口縁3
沈線(3条)、ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ 密、径3㎜以下の長石・

ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土粒を
僅かに含む

普
通

236 －

1174 SK01589 a
Ⅴ－3器
台A1b

口径15.8
器高(2.3)

口縁8
ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ 密、径1㎜以下の長石・

ﾁｬｰﾄを僅かに含む
普
通

236 －

1175 SK01589 a
Ⅴ－3
器台A1b

器高(7.4)  
ﾐｶﾞｷ ｼﾎﾞﾘ痕、ﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下の長石・

ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土粒を
僅かに含む

良
1穿孔1組3方向

236 －

1176 SK01589 a
Ⅴ－3
壺

底径3.0
器高(4.6)

底部完
存	

ﾐｶﾞｷ 指頭圧痕、摩耗著
しい

やや密、径1㎜以下の長
石を僅かに含む

良
外面に煤付着

236 120

1177 SK01589 a
Ⅴ－3
壺

底径4.4
器高(15.8)

底部3/4
以上	

ﾐｶﾞｷ ﾊｹ 密、径1㎜以下のﾁｬｰﾄ・
赤色酸化土粒を僅かに
含む

良 236 －

1178 SK01589 a
Ⅴ－3
壺B1

口径14.0
器高(19.6)

口縁3
ﾖｺﾅﾃﾞ、輪積み痕、ﾐｶﾞｷ ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕、

輪積み痕、ﾊｹ
やや粗、径6㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

良
外面胴部下半煤付
着

236 121

1179 SK01589 b
Ⅴ－3
鉢Ｂ

底径4.2
器高(3.7)

底部2/4
以上	

ﾊｹ ﾊｹ やや密、径1㎜以下の長
石・石英・ﾁｬｰﾄを僅か
に含む

良 236 －

1180 SK01589 a
Ⅴ－3
鉢A1

口径13.6
器高(4.7)

口縁10
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、直線文
(8条)、ﾊｹ

ﾖｺﾅﾃﾞ、輪積み痕、
指頭圧痕

やや密、径1㎜以下の長
石・石英・ﾁｬｰﾄ・赤色
酸化土粒を多く含む

良
外面に煤付着

236 －

1181 SK01589 a
Ⅴ－3
鉢Ａ

底径2.4
器高(9.0)

底部完
存	

直線文、刺突文、ﾊｹ 指頭圧痕、輪積み
痕、ﾊｹ

やや密、径1㎜以下の赤
色酸化土粒を僅かに含
む

普
通

内外面に煤付着
236 120

1182 SK01589 a
Ⅴ・Ⅵ
甕C2

口径17.0
器高(7.6)

口縁5
ﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾊｹ やや粗、径3㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

237 －

1183 SK01589 a
Ⅴ－3
鉢B1

口径14.2
器高(11.2)

口縁12
摩耗のため不明 ﾅﾃﾞ? やや粗、径1㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

237 121

1184 SK01589 a
Ⅴ－3
甕A2b

口径7.5
器高(6.8)

口縁7
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、直線文、
ﾊｹ

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧
痕

やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

237 －

1185 SK01663 5
Ⅴ～Ⅵ
甕A3

口径13.0
器高(5.4)

口縁3
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、直線文 ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕、

輪積み痕
やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

良
外面に煤付着

239 －

1186 SK01663 5
Ⅴ～Ⅵ
甕A3

口径9.0
器高(5.2)

口縁1
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、直線文 ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕、

ﾊｹ
やや密、径2㎜以下の長
石・石英・ﾁｬｰﾄを僅か
に含む

良
外面に煤付着

239 －

1187 SK01663 5
縄文
深鉢

口径26.0
器高(9.0)

口縁2
条痕 ｹｽﾞﾘ やや粗、径2㎜以下の長

石を僅かに含む
普
通

内外面に炭化物付
着

239 111

1188 SK01663 5
縄文
深鉢

器高(4.2)  
貝殻条痕、ｹｽﾞﾘ ﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長

石・石英を僅かに含む
良

外面に炭化物付着
239 111
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表113 土器類観察表（47）

No
地区
遺構

層
位

時期
器種分類

法量(㎝)
残存率
(X/12)

調整
胎土

焼
成

備考 挿図 図版
外面 内面

1189 SK01663 5
縄文
深鉢

器高(6.6)  
貝殻条痕、ｹｽﾞﾘ？ ﾅﾃﾞ やや粗、径1㎜以下の長

石・石英を多く含む
良 239 111

1190 SK01663 5
縄文
深鉢

器高(7.3)  
貝殻条痕、ｹｽﾞﾘ ﾅﾃﾞ やや粗、径1㎜以下の長

石・石英・ﾁｬｰﾄを多く
含む

良 239 111

1191 SK01663 3
Ⅰ
壺

口径5.0
底径5.9

器高(12.8)
最大径11.0

口縁5
底部完

存	

沈線(半截竹管)、摩耗
のため調整不明

摩耗のため調整不
明

やや粗、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを多く含む 普

通

底部に打ち欠き

239 120

1192 SK01663 r
Ⅰ
壺

器高(9.9)  
沈線、ﾊｹ 指頭圧痕 やや粗、径5㎜以下の長

石・石英・ﾁｬｰﾄを僅か
に含む

普
通

239 129

1193 SK01663 5
縄文
深鉢

器高(3.9)  
貼付突帯(突帯上を押し
引き)、貝殻条痕

ﾅﾃﾞ やや粗、径1㎜以下の長
石・石英を僅かに含む

良 239 111

1194 SK01663 5
縄文
深鉢

器高(4.7)  
貼付突帯(素文) ﾅﾃﾞ やや粗、径1㎜以下の長

石・石英・ﾁｬｰﾄを多く
含む

良 239 111

1195 SK01663 5
Ⅰ・Ⅱ
深鉢

器高(2.8)  
条痕 ﾅﾃﾞ やや粗、径2㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む
良 239 111

1196 SK01663 5
縄文
変容壺

器高(9.2)  
貝殻条痕、貼付突帯(突
帯上に押し引き)、ｹｽﾞﾘ

ﾅﾃﾞ やや粗、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを多く含む

良
外面に煤付着

239 111

1197 SK01663 5
縄文
深鉢

器高(7.0)  
貼付突帯(突帯上を右下
方向へ押し引き)、貝殻
条痕

指頭圧痕、ﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長
石・石英を多く含む 良 239 111

1198 SK01711 a
Ⅴ
壺

器高(4.1)  
摩耗のため調整不明 摩耗のため調整不

明
やや粗、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

 
241 －

1199 SK01711 a
Ⅴ

高坏I脚
部

底径9.3
器高(9.1)

底部完
存	

ﾐｶﾞｷ、直線文(4条)4段 ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、ﾊｹ やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

良
1穿孔1組3方向

241 122

1200 SK01764 a
縄文
深鉢

口径25.5
器高(6.0)

口縁2
条痕 条痕、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、指

頭圧痕
やや粗、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを多く含む

普
通

241 －

1201 SK01792 6
Ⅴ

高坏Ｉ脚
部

底径7.3
器高(4.7)

底部完
存	

ﾐｶﾞｷ ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

1穿孔1組3方向
243 121

1202 SK01814 b
Ⅰ
壺

口径9.6
器高(8.9)

口縁2
貼付突帯、沈線(4条)、
沈線(3条)、半截竹管

ﾅﾃﾞ、指頭圧痕、ﾊｹ やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

 
243 122

1204 SK01872 a
縄文
深鉢

器高(4.2)  
押し引き(口縁端部)、
貼付突帯、貝殻条痕

ﾅﾃﾞ やや粗、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを多く含む

普
通

245 120

1205 SK01872 3
縄文
浅鉢

器高(4.2)  
ﾅﾃﾞ、ｹｽﾞﾘ ﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長

石・雲母を多く含む
普
通

245 120

1206 SK01872 2
縄文
深鉢

器高(3.5)  
貼付隆帯、貼付隆帯上
キザミ、条痕?

ﾅﾃﾞ やや粗、径2㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を多
く含む

普
通

245 120

1207 SK01881 2
Ⅴ～Ⅵ
高坏B3b

口径22.4
器高(3.2)

口縁1
ﾊｹ、波状文 ﾊｹのちﾍﾗﾐｶﾞｷ やや密、径1㎜以下の長

石を僅かに含む
普
通

253 －

1208 SK01881 2
Ⅵ－3
高坏Ｇ

口径19.4
器高(6.0)

口縁2
ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ 密、径1㎜以下の赤色酸

化土粒を僅かに含む
良 253 －

1209 SK01881 2
Ⅵ－3
高坏G3b

口径22.6
器高(4.4)

口縁1
多条沈線(11条)、ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ やや密、径2㎜以下の赤

色酸化土粒を僅かに含
む

普
通

 
253 －

1210 SK01881 2
Ⅵ－3
高坏C3a

口径29.6
器高(13.4)

口縁2
ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、摩耗著しい やや密、径1㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

良 253 －

1211 SK01881 2
Ⅴ～Ⅵ
高坏B脚

部

底径12.8
器高(14.9)

底部1/4
以上	

ﾐｶﾞｷ ｼﾎﾞﾘ痕、ﾅﾃﾞ 密、径2㎜以下の石英・
赤色酸化土粒を僅かに
含む

良
1穿孔1組3方向

253 －

1212 SK01881 2
Ⅵ－3
高坏C3a

口径33.6
器高(11)

口縁4
ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ 密、径1㎜以下のﾁｬｰﾄ・

赤色酸化土粒を僅かに
含む

良 253 －

1213 SK01881 2
Ⅵ－3

高坏C3脚
部

底径15.9
器高(7.9)

底部3/4
以上	

ﾐｶﾞｷ ｼﾎﾞﾘ痕、ﾊｹ 密、径1㎜以下のﾁｬｰﾄ・
赤色酸化土粒を僅かに
含む

良
1穿 孔1組3方 向、
脚裾部打ち欠き、
内外面に煤付着

253 －

1214 SK01881 2
Ⅵ－3
高坏C3a

口径37.8
器高(10.6)

口縁2
ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ 密、径1㎜以下の長石・

石英を僅かに含む
良

 
253 －

1215 SK01881 2
Ⅵ－3
高坏C3b

口径26.9
底径15.5
器高19.6
最大径27.1

口縁1底
部3/4以

上	

ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、ｼﾎﾞﾘ痕、ﾊｹ 密、径1㎜以下の長石・
赤色酸化土粒を僅かに
含む

良

1穿孔1組3方向

254 122

1216 SK01881 2
Ⅵ－3
高坏C3a

口径30.4
底径16.0
器高20.7
最大径31

口縁7
底部1/4
未満	

ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、ｼﾎﾞﾘ痕、指
頭圧痕、ﾊｹ

密、径5㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄを僅かに含む

良

1穿孔1組3方向

254 122

1217 SK01881 2
Ⅵ－3
高坏C3a

口径32.6
底径16.4
器高20.0
最大径33.1

口縁7
底部3/4
以上	

ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、ｼﾎﾞﾘ痕、ﾅﾃﾞ、
指頭圧痕、ﾊｹ

やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

良

1穿 孔1組3方 向、
脚裾部打ち欠き
(二次焼成痕)

254 122
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表114 土器類観察表（48）

No
地区
遺構

層
位

時期
器種分類

法量(㎝)
残存率
(X/12)

調整
胎土

焼
成

備考 挿図 図版
外面 内面

1218 SK01881 2
Ⅵ－3
高坏C3b

口径31.6
底径16.5
器高22.0
最大径32.0

口縁7
底部1/4
以上	

ﾐｶﾞｷ 多条沈線(6条)、ﾐｶ
ﾞｷ、ｼﾎﾞﾘ痕、指頭
圧痕、ﾊｹ

密、径2㎜以下の赤色酸
化土粒を僅かに含む

良

2穿孔1組2方向

255 122

1219 SK01881 2
Ⅵ－3
高坏G1

口径17.6
底径10.2
器高12.0
最大径18.0

口縁10
底部1/4
未満	

ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、ｼﾎﾞﾘ痕、ﾊｹ 密、径1㎜以下の長石・
赤色酸化土粒を僅かに
含む

良

1穿孔1組3方向？

255 123

1220 SK01881 2
Ⅵ－3
高坏C3b

口径33.6
底径15.9
器高21.6
最大径33.9

口縁9
底部2/4
以上	

ﾐｶﾞｷ 多条沈線(7条)、ﾐｶ
ﾞｷ、ｼﾎﾞﾘ痕、ﾊｹ

やや密、径2㎜以下の赤
色酸化土粒を僅かに含
む

良

2穿 孔1組2方 向、
口縁部脚裾部とも
に打ち欠き？

255 123

1221 SK01881 2
Ⅵ－3
高坏I2

口径12.3
底径13.8
器高19.8
最大径17.5

口縁1
底部2/4
以上	

ﾐｶﾞｷ ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ？、ｼﾎﾞﾘ
痕、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、輪積
み痕

やや密、径2㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

 

255 123

1222 SK01881 2
Ⅵ－3
器台B2

口径19.0
器高(5.3)

口縁5
多条沈線(2条)、ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ やや密、径1㎜以下の長

石・チ赤色酸化土粒を
僅かに含む

良 256 －

1223 SK01881 2
Ⅵ－3
器台B3

口径20.4
底径15.1
器高14.0
最大径20.6

口縁3
底部2/4
以上	

ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、ｼﾎﾞﾘ痕、指
頭圧痕、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、ﾊ
ｹ

密、径1㎜以下の長石・
石英・赤色酸化土粒を
僅かに含む

良

1穿孔1組3方向

256 123

1224 SK01881 2
Ⅵ－3

器台B1脚
部

底径11.0
器高(11.8)

底部1/4
未満	

ﾐｶﾞｷ、ﾊｹ ﾐｶﾞｷ、ｼﾎﾞﾘ痕、板ﾅ
ﾃﾞ、ﾅﾃﾞ

やや密、径2㎜以下の長
石・石英・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

1穿孔1組3方向
256 －

1225 SK01881 2
Ⅵ－3
壺G2a

口径13.0
器高(6.3)

口縁3
ﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む
普
通

外面に炭化物付着
256 －

1226 SK01881 2
Ⅵ－3
壺G2a

口径12.4
器高(7.0)

口縁4
ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ やや密、径2㎜以下の長

石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

口縁部打ち欠き
256 －

1227 SK01881 2
Ⅵ－3
甕B3

口径17.2
器高(7.2)

口縁6
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕、

ﾅﾃﾞ、ﾊｹ
やや密、径2㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

256 －

1228 SK01881 2
Ⅵ－3
壺G2b

口径16.0
器高(10.0)

口縁10
多条沈線6条、ﾐｶﾞｷ ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ やや密、径1㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

良
内外面に煤付着

256 123

1229 SK01881 2
Ⅵ－3
壺G2b

口径16.4
器高(11.5)

口縁11
多条沈線(6条)、ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ やや密、径1㎜以下の長

石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

良
全体に煤付着、口
縁部打ち欠き 256 124

1230 SK01881 2
Ⅵ－3
壺H2b

口径9.0
器高(9.1)

口縁10
多条沈線1０条、ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、指頭圧痕 やや密、径1㎜以下の長

石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

良 256 123

1231 SK01881 2
Ⅵ－3
壺H2b

口径6.1
底径1.6
器高10.1
最大径10.1

口縁8
底部完

存	

多条沈線4条、ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、指頭圧痕、ﾕ
ﾋﾞﾅﾃﾞ

密、径4㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土粒を
僅かに含む

良

口縁部打ち欠き

256 124

1232 SK01881 2
Ⅵ－3
壺Ｈ

底径1.6
器高(7.5)

底部完
存	

ﾐｶﾞｷ 指頭圧痕、輪積み
痕、ﾊｹ

密、径2㎜以下の長石・
赤色酸化土粒をい僅か
に含む

良 256 －

1233 SK01881 2
Ⅵ－3
壺A1b

口径16.5
底径6.9
器高27.5
最大径24.6

口縁3
底部2/4
以上	

ﾅﾃﾞ、擬凹線2条、円形
浮文(1個2組4方向)、ﾕﾋ
ﾞﾅﾃﾞ、ﾊｹ、擬凹線(8条/
単位)3段、波状文(8条/
単位)2段、ﾐｶﾞｷ、ｹｽﾞﾘ

ﾅﾃﾞ、羽状文、ﾕﾋﾞﾅ
ﾃﾞ、輪積み痕、指
頭圧痕、ﾊｹ、ｹｽﾞﾘ

やや密、径5㎜以下の長
石・石英を僅かに含む

良

口縁部打ち欠き、
胴部打ち欠き？

257 124

1234 SK01881 2
Ⅵ－3
壺G3b

口径11.0
底径10.0
器高23.0
最大径20.0

口縁12
底部1/4
未満	

多条沈線(11条)、ﾐｶﾞｷ、
沈線、多条沈線(12条)

ﾐｶﾞｷ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、板ﾅ
ﾃﾞ、ﾊｹ、ﾖｺﾅﾃﾞ、輪
積み痕

やや密、径3㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

良

2穿孔1組2方向

257 124

1235 SK01881 2
Ⅵ－3
鉢Ｄ

口径14.0
底径3.7
器高9.3

最大径14.2

口縁10
底部完

存	

ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ 密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

良 257 124

1236 SK01881 2
Ⅵ－3
鉢Ｂ

底径4.4
器高(5.3)

底部完
存	

ﾊｹ ﾊｹ、輪積み痕 やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを多く含む

普
通

257 －

1237 SK01881 2
Ⅵ－3
鉢A2

口径12.1
底径1.3
器高6.5

最大径12.2

口縁10
底部完

存	

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ目、刺突文 ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕、
ﾊｹ目

やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

良

口縁部打ち欠き

257 125
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表115 土器類観察表（49）

No
地区
遺構

層
位

時期
器種分類

法量(㎝)
残存率
(X/12)

調整
胎土

焼
成

備考 挿図 図版
外面 内面

1238 SK01881 2
Ⅵ－3
壺A4

口径22.7
底径8.2

器高(35.5)
最大径37.6

口縁7
底部1/4
未満	

擬凹線(2条)、指頭圧痕、
ﾐｶﾞｷ、ﾊｹ、擬凹線(6条、
7条)、羽状文、擬凹線(7
条、7条)、羽状文、擬
凹線(7条)、竹管文、ﾐｶ
ﾞｷ

横羽状文、ﾐｶﾞｷ、ﾊｹ、
指頭圧痕

密、径1㎜以下の長石・
赤色酸化土粒を僅かに
含む

良

口縁部打ち欠き有
り

257 124

1239 SK01881 2
Ⅵ－3
鉢A3a

口径16.0
底径3.0
器高11.4
最大径17.2

口縁11
底部完

存	

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、刺突文、ﾅﾃ
ﾞ、輪積み痕

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、輪積み
痕

密、径5㎜以下のﾁｬｰﾄを
僅かに含む

良

 

258 125

1240 SK01881 2
Ⅵ－3
甕C2

口径18.1
器高(8.0)

口縁1
ﾊｹ、指頭圧痕 ﾊｹ、輪積み痕 やや粗、径2㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

258 －

1241 SK01881 2
Ⅵ－3
鉢A3a

口径17.6
器高(13.0)

口縁7
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、ﾊｹ、摩
耗著しい

ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕、
ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、ﾊｹ、輪積
み痕

やや密、径1.5㎜以下の
長石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化
土粒を僅かに含む

普
通

外 面 に 煤 付 着、
1253と同一 258 127

1242 SK01881 2
Ⅵ－3
甕B3

口径15.6
器高(10.7)

口縁1
ﾊｹ(粗い)、刺突文 ﾊｹ(粗い) やや密、径1㎜以下の長

石・を僅かに含む
良

外面に煤付着
258 －

1243 SK01881 2
Ⅵ－3
鉢Ｂ

口径16.2
器高(10.9)

口縁10
ﾅﾃﾞ、輪積み痕 ﾊｹ 密、径1㎜以下のﾁｬｰﾄを

僅かに含む
良 258 －

1244 SK01881 2
Ⅵ－3
甕B2

口径18.6
器高(20.3)

口縁3
ﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾅﾃﾞ、輪積み、ﾊｹの

ちﾅﾃﾞ、ｹｽﾞﾘ
やや密、径2㎜以下の長
石・石英・ﾁｬｰﾄを多く
含む

普
通

外面に煤付着
258 125

1245 SK01881 2
Ⅵ－3
甕A2b

口径17.5
器高(7.4)

口縁6
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、刺突文 ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ 密、径2㎜以下の長石・

ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土粒を
僅かに含む

良 258 －

1246 SK01881 2
Ⅵ－3
甕A3

口径20.0
器高(6.5)

口縁3
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、輪積み

痕
やや密、径3㎜以下の長
石を僅かに含む

普
通

258 －

1247 SK01881 2
Ⅵ－3
甕B2

口径18.4
器高(8.0)

口縁3
ﾅﾃﾞ、ﾊｹ、刺突文 ﾅﾃﾞ、ﾊｹ、輪積み痕 やや密、径1㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

口縁部打ち欠き
258 －

1248 SK01881 2
Ⅵ－3
甕D1b

口径18.7
器高(6.5)

口縁5
ﾖｺﾅﾃﾞ、押し引き、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕、

ﾊｹ
やや粗、径1㎜以下の長
石・雲母・ﾁｬｰﾄを多く
含む

普
通

258 －

1249 SK01881 2
Ⅵ－3
甕A4

口径17.8
底径9.0
器高30.7
最大径23.8

口縁1
底部2/4
以上	

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧痕、
ｹｽﾞﾘ、ﾅﾃﾞ

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧
痕、ﾅﾃﾞ

やや粗、径5㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を多
く含む

普
通

内外面に煤付着

259 125

1250 SK01881 2
Ⅵ－3
甕C2

口径19.4
底径9.3

器高(33.1)
最大径30.0

口縁6
底部完

存	

ﾊｹ、刺突文 ﾊｹ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ やや粗、径7㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

良

内外面に煤付着

259 125

1251 SK01881 2
Ⅵ－3
甕A1

口径19.5
器高(29.0)

口縁5
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、刺突文 ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、輪積み

痕
やや密、径2㎜以下の長
石・石英・ﾁｬｰﾄ・赤色
酸化土粒を僅かに含む

普
通

内外面炭化物付
着、打ち欠き 259 125

1252 SK01881 2
Ⅵ－3
甕脚部

器高(9.3)
ﾊｹ、指頭圧痕 ﾊｹ、指頭圧痕 やや粗、径6㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む
普
通

打ち欠き？
259 －

1253 SK01881 2
Ⅵ－3
甕脚部

底径5.7
器高(6.8)

底部完
存	

剥離で不明 ﾅﾃﾞ、指頭圧痕 やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

外面に煤付着、打
ち 欠 き？、 剥 離
面に二次焼成痕、
1241と同一個体

259 －

1254 SK01881 2
Ⅵ－3
甕D脚部

底径8.8
器高(3.8)

底部1/4
未満	

ﾅﾃﾞ、ﾊｹ 指頭圧痕 やや密、径2㎜以下の長
石・雲母を多く含む

良 259 －

1255 SK01881 2
Ⅵ－3
甕脚部

底径8.0
器高(4.1)

底部1/4
未満	

ﾊｹ ﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長
石を僅かに含む

普
通

259 －

1256 SK01881 2
Ⅵ－3
甕D1b

口径21.2
器高(29.7)

口縁12
ﾖｺﾅﾃﾞ、押し引き、沈線
(10条)、ﾊｹ

ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕、
ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、ﾊｹ

やや密、径1㎜以下の長
石・雲母・ﾁｬｰﾄを多く
含む

普
通

口縁端部打ち欠
き、胴部中央に打
ち欠きの穴？

260 126

1257 SK01881 2
Ⅵ－3
甕A1

口径18.6
底径9.0
器高33.0
最大径27.8

口縁6
底部2/4
以上	

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、刺突文、ﾅﾃ
ﾞ

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ目、指頭
圧痕、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ

やや密、径1㎜以下の長
石・石英・赤色酸化土
粒を僅かに含む

良

外面に煤付着

260 126

1258 SK01881 4
Ⅳ
甕Ｂ

底径6.0
器高(21)

底部3/4
以上	

7．6．6条の直線文の間
に5条の波状文、ﾊｹ(斜
位、横位、縦位)

ﾊｹ やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを多く含む

普
通

頸部、底部に打ち
欠き、2穿孔1組2
方向

260 127

1259 SK01881 6
Ⅳ
甕A2

口径18.3
器高(19.6)

口縁3
ﾀﾀｷ、指頭圧痕、刺突文、
ﾊｹ

ﾀﾀｷ、指頭圧痕、ｹｽ
ﾞﾘ

やや密、径1㎜以下の長
石を僅かに含む 良

打ち欠き？、内・
外面全体に炭化物
付着

260 127

1260 SK01881 a
Ⅶ

壺A1b
器高(5.0)

羽状文、ﾅﾃﾞ? ﾐｶﾞｷ? やや密、径2㎜以下の長
石・石英・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

260 －

1261 SK01881 2
Ⅳ
甕Ａ

器高(6.0)
ﾀﾀｷのちﾊｹ ﾊｹ、指頭圧痕 やや密、径1㎜以下の長

石・石英・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

260 －

1262 SK01881 m
Ⅳ
壺

器高(5.1)
波状文、直線文 ﾊｹ やや密、径2㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む
普
通

260 －
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表116 土器類観察表（50）

No
地区
遺構

層
位

時期
器種分類

法量(㎝)
残存率
(X/12)

調整
胎土

焼
成

備考 挿図 図版
外面 内面

1265 SK01894 9
縄文
深鉢

器高(5.9)  
ﾅﾃﾞ、条痕(二枚貝) ﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下のﾁｬ

ｰﾄを僅かに含む
良 266 －

1266 SK01894 5
Ⅴ

高坏Ａ
器高(2.6)

ﾊｹ ﾊｹ やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

外面に線刻
266 －

1267 SK01894 5
Ⅵ

高坏G1
底径10.0
器高(9.8)

底部2/4
以上	

ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、ｼﾎﾞﾘ痕、ﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

　
266 －

1268 SK01894 b
縄文
浅鉢

口径33.8
底径6.1
器高17.0
最大径37.1

口縁2
底部完

存	

ﾐｶﾞｷ、眼鏡状浮文、刺
突文、三角区画文、内
疑似状文

ﾐｶﾞｷ やや密、径1㎜以下の長
石を僅かに含む 普

通

　

266 177

1269 SK01894 5
Ⅵ

高坏C2a
口径21.2
器高(9.0)

口縁1
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ やや密、径2㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

266 －

1270 SK01894 5
Ⅴ

高坏B3a

口径23.6
底径13.8
器高14.2
最大径23.7

口縁3
底部2/4
以上	

ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ、輪積み
痕、ｼﾎﾞﾘ痕、ﾊｹ

やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

1穿孔1組3方向

266 178

1271 SK01894 5
Ⅵ

高坏B3b
口径27.7
器高(8.0)

口縁7
ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ やや密、径1㎜以下の長

石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

良 266 －

1272 SK01894 5
Ⅵ～Ⅶ
高坏B脚

部

底径12.6
器高(11.1)

底部1/4
未満	

ﾐｶﾞｷ、摩耗著しい 指頭圧痕、ｼﾎﾞﾘ痕、
ﾅﾃﾞ

密、径2㎜以下の長石・
赤色酸化土粒を僅かに
含む

普
通

脚 裾 部 打 ち 欠
き？、1穿 孔1組3
方向

266 －

1273 SK01894 5
Ⅵ～Ⅶ
高坏Ｉ脚

部

底径10.1
器高(8.3)

底部1/4
未満	

ﾐｶﾞｷ、指頭圧痕 ｼﾎﾞﾘ痕、ﾊｹ やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

内面に煤付着、二
次焼成痕 266 176

1274 SK01894 5
Ⅵ～Ⅶ
高坏C脚

部
器高(5.7)

ﾐｶﾞｷ ﾅﾃﾞ、ｹｽﾞﾘ、ﾊｹ やや密、径4㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

普
通

266 －

1275 SK01894 a
Ⅵ～Ⅶ
甕脚部

底径8.5
器高(5.8)

底部3/4
以上	

ﾐｶﾞｷ ﾍﾗ押さえ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、
ﾊｹ

やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

良
脚裾部打ち欠き

266 181

1276 SK01894 5
Ⅵ～Ⅶ
高坏B脚

部
器高(16.2)

ﾐｶﾞｷ、ﾊｹ ﾐｶﾞｷ、ｼﾎﾞﾘ痕、ﾍﾗ
押さえ、ﾅﾃﾞ

やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

1穿 孔1組3方 向、
外面に煤付着 267 －

1277 SK01894 5
Ⅵ～Ⅶ
高坏B脚

部

底径13.7
器高(14.5)

底部3/4
以上	

ﾐｶﾞｷ ｼﾎﾞﾘ痕、ﾊｹ やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

普
通

1穿 孔1組3方 向、
脚裾部打ち欠き、
外面に煤付着

267 －

1278 SK01894 5
Ⅵ～Ⅶ
高坏B脚

部
器高(12.5)

ﾐｶﾞｷ ｼﾎﾞﾘ痕、ﾍﾗ押さえ、
ﾅﾃﾞ

やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

普
通

2穿 孔1組3方 向、
内外面に煤付着 267 －

1279 SK01894 5
Ⅵ

器台B1a

口径18.7
底径12.2
器高15.6
最大径18.9

口縁6
底部2/4
以上	

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、板ﾅﾃﾞ、ﾊｹ やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

良

1穿孔1組3方向

267 178

1280 SK01894 5
Ⅵ

器台B1a

口径20.4
底径14.4
器高17.4
最大径20.7

口縁3
底部1/4
以上	

ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、ｼﾎﾞﾘ痕、輪
積み痕、ﾊｹ、板ﾅﾃﾞ

密、径1㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄを僅かに含む

良

1穿孔1組3方向

267 178

1281 SK01894 5
Ⅵ

器台B1a
口径19.8
器高(13.5)

口縁3
ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、板ﾅﾃﾞ? やや密、径1㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

良
1穿孔1組3方向

267 －

1282 SK01894 5
Ⅴ

器台A1b

口径14.4
底径12.6
器高10.2
最大径15.0

口縁12
底部2/4
以上	

擬凹線(2条)、ﾐｶﾞｷ、ﾅﾃ
ﾞ

ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ、指頭圧
痕、ﾊｹ、ｼﾎﾞﾘ痕

やや密、径3㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

口 縁 部 打 ち 欠
き？、1穿 孔1組3
方向

267 178

1283 SK01894 5
Ⅴ

器台A1b
口径17.8
器高(11.9)

口縁6
ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ ﾅﾃﾞ、輪積み痕、指

頭圧痕
密、径1㎜以下の長石・
赤色酸化土粒を僅かに
多く含む

普
通

1穿孔1組3方向
267 178

1284 SK01894 5
Ⅴ

器台A1b
口径18.6
器高(8.5)

口縁1
ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、輪積み痕、ﾊｹ、

板ﾅﾃﾞ
密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

良
1穿孔1組3方向

267 －

1285 SK01894 5
Ⅴ

器台A1b
口径16.0
器高(9.3)

口縁3
沈線2条、ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、ﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む
良

1穿 孔1組3方 向、
二次焼痕

268 178

1286 SK01894 5
Ⅴ

器台A1b
底径14.2
器高(9.5)

底部1/4
未満	

ﾊｹ、ﾐｶﾞｷ ﾊｹ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、指頭
圧痕、ﾅﾃﾞ

やや密、径2㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

1穿孔1組3方向
268 －

1287 SK01894 5
Ⅶ
壺A5

口径23.6
器高(5.9)

口縁2
横羽状文、ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ 横羽状文、ﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

穿孔有り
268 181

1288 SK01894 5
Ⅶ
壺A3

口径15.8
器高(4.0)

口縁1
ﾐｶﾞｷ、ﾅﾃﾞ 波状文、ﾊｹのちﾐｶﾞ

ｷ、指頭圧痕
やや密、径1㎜以下の赤
色酸化土粒を僅かに含
む

普
通

内外面赤彩有り
268 179

1289 SK01894 5
Ⅴ

壺A1a
口径15.7
器高(5.4)

口縁7
擬凹線6条、ﾅﾃﾞ、貼付
突帯

横羽状文、ﾐｶﾞｷ やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

普
通

内外面赤彩
268 179
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表117 土器類観察表（51）

No
地区
遺構

層
位

時期
器種分類

法量(㎝)
残存率
(X/12)

調整
胎土

焼
成

備考 挿図 図版
外面 内面

1290 SK01894 5
Ⅵ～Ⅶ
壺A2

口径14.2
底径7.5
器高25.3
最大径24.5

口縁8
底部完

存	

擬凹線、直線文、波状文、
刺突文、ﾐｶﾞｷ

ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕、
ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、ﾊｹ

やや密、径5㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

良 268 179

1291 SK01894 5
Ⅴ

壺A1a
口径26.7
器高(7.8)

口縁2
擬凹線(3条)、ﾐｶﾞｷ 横羽状文、ﾐｶﾞｷ？ 密、径1㎜以下の長石・

石英を僅かに含む
普
通

内面に煤付着
268 －

1292 SK01894 5
Ⅶ
壺Ｅ

口径20.6
器高(3.1)

口縁4
ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ やや密、径5㎜以下の長

石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

良
内外面赤彩

268 181

1293 SK01894 5
Ⅶ

壺A胴部
器高(22.0)

ﾅﾃﾞ、擬凹線6条、山形
文(ﾍﾗ)、擬凹線7条、山
形文、擬凹線９条、刺
突文、ﾐｶﾞｷ

ﾅﾃﾞ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、指頭
圧痕、輪積み痕

やや密、径2㎜以下の長
石を僅かに含む 普

通

外面赤彩

268 179

1294 SK01894 5
Ⅵ～Ⅶ
壺A胴部

器高(5.5)
擬凹線(4条・8条・7条)、
刺突文、ﾐｶﾞｷ

指頭圧痕 やや密、径1㎜以下の長
石・粒を僅かに含む

良
外面に煤付着

268 －

1295 SK01894 5
Ⅵ～Ⅶ
壺A1b

口径12.8
器高(7.7)

口縁5
刺突文、ﾊｹ、沈線(2条
×2)

刺突文、輪積み痕、
指頭圧痕、ﾊｹ

やや密、径2㎜以下の長
石・石英を僅かに含む

普
通

口縁部打ち欠き
269 179

1296 SK01894 5
Ⅵ～Ⅶ
壺B2c

口径10.4
器高(3.8)

口縁6
刺突文、ﾅﾃﾞ ﾅﾃﾞ やや密、径2㎜以下の長

石を僅かに含む
普
通

外面に煤付着
269 184

1297 SK01894 5
Ⅵ～Ⅶ
壺胴部

器高(4.1)
ﾊｹ、刺突文 ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

269 －

1298 SK01894 5
Ⅵ～Ⅶ
壺Ｃ

口径11.3
底径4.0
器高22.8
最大径19.1

口縁6
底部完

存	

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹのちﾐｶﾞｷ ﾖｺﾅﾃﾞ、輪積み痕、
指頭圧痕、ﾊｹ

やや密、径5㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを多く含む

良

口縁部打ち欠き？

269 180

1299 SK01894 5
Ⅳ
壺

底径6.4
器高(14.0)

底部完
存	

ﾊｹ、ｹｽﾞﾘ ﾅﾃﾞ、ｹｽﾞﾘ、指頭圧
痕

やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを多く含む 良

底部から胴部下半
煤付着、焼成によ
り破損？

269 －

1300 SK01894 5
Ⅵ～Ⅶ
壺H1a

口径9.4
器高(7.8)

口縁11
ﾐｶﾞｷ？、ﾊｹ ﾊｹ やや密、径2㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む
普
通

口縁部打ち欠き
269 －

1301 SK01894 5
Ⅵ～Ⅶ
壺G3？

口径10.0
器高(4.6)

口縁4
ﾅﾃﾞ、線刻 ﾅﾃﾞ やや密、径3㎜以下のﾁｬ

ｰﾄを僅かに含む
普
通

269 181

1302 SK01894 5
Ⅴ～Ⅵ
壺F1

口径11.0
底径4.8
器高14.2
最大径19.1

口縁2
底部完

存	

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ ﾅﾃﾞ、輪積み痕、指
頭圧痕、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、ﾊ
ｹ

やや密、径2㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

269 179

1303 SK01894 2
Ⅵ～Ⅶ
壺H1a

口径7.1
底径3.1
器高15.9
最大径16.4

口縁11
底部完

存	

沈線2条、ﾐｶﾞｷ ﾖｺﾐｶﾞｷ、指頭圧痕 やや密、径6㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

良 269 180

1304 SK01894 5
Ⅵ～Ⅶ
壺H3

口径8.6
器高(13.2)

口縁12
ﾅﾃﾞ、輪積み痕 ﾅﾃﾞ、輪積み痕、指

頭圧痕
密、径1㎜以下の長石・
赤色酸化土粒を僅かに
含む

良
口縁部打ち欠き？

269 180

1305 SK01894 5
Ⅵ～Ⅶ
壺H3

口径9.4
底径4.0
器高15.1
最大径13.3

口縁3
底部完

存	

ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ ﾅﾃﾞ、指頭圧痕、ﾊｹ 密、径2㎜以下の長石・
石英・雲母・ﾁｬｰﾄ・赤
色酸化土粒を多く含む

普
通

269 －

1306 SK01894 5
Ⅴ～Ⅵ
壺J1

口径8.5
底径4.2
器高11.4
最大径13.2

口縁8
底部完

存	

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕、
ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ

密、径1㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土粒を
僅かに含む

良

外面に煤付着、打
ち欠き

269 180

1307 SK01894 5
Ⅵ～Ⅶ
鉢A3a

口径17.6
器高(8.6)

口縁9
沈線2条、ﾅﾃﾞ、ﾊｹ、直
線文、刺突文、ﾊｹ

ﾅﾃﾞ、指頭圧痕、輪
積み痕、ﾊｹ

やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

普
通

口縁部打ち欠き
270 180

1308 SK01894 5
Ⅴ
鉢A2

口径18.0
器高(7.2)

口縁1
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、輪積み
痕、直線文、ﾊｹ

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、輪積み
痕

やや密、径5㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

普
通

270 －

1309 SK01894 5
Ⅴ～Ⅵ
鉢A1

口径8.0
器高(7.0)

口縁3
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、直線文、
ﾊｹ

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ やや密、径3㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

普
通

外面に煤付着
270 －

1310 SK01894 5
Ⅴ～Ⅵ
鉢A1

口径15.9
器高(7.0)

口縁1
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、直線文、
ﾊｹ

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、指
頭圧痕、ﾊｹ

やや粗、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

外面に煤付着
270 －

1311 SK01894 5
Ⅴ～Ⅵ
鉢A3a

口径16.0
器高(6.3)

口縁3
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、直線文、
ﾊｹ

ﾖｺﾅﾃﾞ、輪積み痕、
指頭圧痕、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ

やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

普
通

270 －

1312 SK01894 5
Ⅴ～Ⅵ
鉢？

器高(6.1)
沈線、ﾊｹ、沈線、刺突文、
ﾊｹ

ﾅﾃﾞ、輪積み痕、指
頭圧痕

やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

外面に煤付着
270 －

1313 SK01894 5
Ⅴ～Ⅵ
甕A2b

口径14.6
器高(6.9)

口縁7
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕 やや密、径2㎜以下の長

石・石英・ﾁｬｰﾄを僅か
に含む

普
通

　
270 －

1314 SK01894 5
Ⅵ～Ⅶ
甕B3

口径15.0
器高(6.7)

口縁3
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、輪積み痕、

指頭圧痕
やや密、径3㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

普
通

270 －
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No
地区
遺構

層
位

時期
器種分類

法量(㎝)
残存率
(X/12)

調整
胎土

焼
成

備考 挿図 図版
外面 内面

1315 SK01894 5
Ⅴ

甕A2a
口径17.1
器高(6.7)

口縁2
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、刺突文、波
状文

ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕 やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

外面に煤付着
270 －

1316 SK01894 5
Ⅴ～Ⅵ
甕A3

口径19.0
器高(6.8)

口縁1
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、直線文、
ﾊｹ

ﾖｺﾅﾃﾞ、輪積み痕、
指頭圧痕

やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

良 270 －

1317 SK01894 5
Ⅴ

甕A2b
口径17.8
器高(9.1)

口縁4
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、刺突文、直
線文

ﾖｺﾅﾃﾞ、輪積み痕 やや粗、径4㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

普
通

　
270 －

1318 SK01894 5
Ⅴ～Ⅵ
甕A3

口径19.0
器高(9.1)

口縁2
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、摩耗著しい やや粗、径2㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

外面に煤付着
270 －

1319 SK01894 5
Ⅵ
甕C2

口径15.6
底径6.6
器高24.0
最大径20.6

口縁5
底部完

存	

ﾖｺﾅﾃﾞ、直線文、刺突文、
ﾊｹ

ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕、
輪積み痕、ﾊｹ、ﾕﾋﾞ
ﾅﾃﾞ

やや密、径1㎜以下の長
石・雲母・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

外面に炭化物付着

271 181

1320 SK01894 5
Ⅴ

甕A2b
口径17.7
器高(15.3)

口縁11
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、直線文、
ﾊｹ

ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕、
輪積み痕、ﾊｹ

やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

外面に炭化物付
着、口縁部打ち欠
き

271 180

1321 SK01894 5
Ⅴ～Ⅵ
甕E1

口径9.8
底径3.6
器高15.1
最大径14.4

口縁10
底部2/4
以上	

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾅﾃﾞ、輪積み痕、
ﾊｹ

ﾖｺﾅﾃﾞ、輪積み痕、
指頭圧痕、ﾊｹ

やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

良

外面に煤付着

271 177

1322 SK01894 5
Ⅴ

甕A2a
口径21.0
器高(14.0)

口縁4
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、直線文
(6条)、ﾊｹ

ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕、
ﾊｹ、輪積み痕

やや密、径5㎜以下の長
石・石英・ﾁｬｰﾄを多く
含む

良
口縁部打ち欠き、
外面に煤付着 271 －

1323 SK01894 5
Ⅵ～Ⅶ
甕B3

口径19.4
器高(4.0)

口縁2
ﾅﾃﾞ、指頭圧痕 ﾅﾃﾞ、指頭圧痕、輪

積み痕、ﾊｹ
やや粗、径3㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

普
通

271 －

1324 SK01894 5
Ⅴ

甕A2a
口径16.0
器高(3.2)

口縁9
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、 やや密、径1㎜以下の長

石を僅かに含む
普
通

271 －

1325 SK01894 5
Ⅵ～Ⅶ
甕E6

口径10.8
器高(4.8)

口縁3
指頭圧痕、ﾅﾃﾞ、輪積み
痕

指頭圧痕、ﾅﾃﾞ、輪
積み痕、ﾊｹ

やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

良
外面に煤付着

271 －

1326 SK01894 5
Ⅴ
甕Ａ

器高(5.7)
波状文(3本1組)、直線
文(3本1組)、指頭圧痕

指頭圧痕、ﾊｹ やや密、径1㎜以下の長
石を僅かに含む

普
通

271 －

1327 SK01894 5
Ⅵ～Ⅶ
甕脚部

底径7.5
器高(6.0)

底部3/4
以上	

ﾊｹ、指頭圧痕 ﾊｹ、指頭圧痕 やや密、径1㎜以下の長
石・チ赤色酸化土粒を
僅かに含む

普
通

外面に炭化物付着
271 －

1328 SK01894 5
Ⅵ～Ⅶ
壺底部

底径7.5
器高(7.7)

底部完
存	

磨耗のため調整不明 磨耗のため調整不
明、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ

やや粗、径5㎜以下の長
石・石英・赤色酸化土
粒を多く含む

良
外面に赤彩残存

271 －

1329 SK01894 5
Ⅵ～Ⅶ
甕脚部

底径9.2
器高(4.8)

底部3/4
以上	

ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、指頭圧痕、
爪痕

やや粗、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを多く含む

普
通

脚裾部打ち欠き
271 －

1330 SK01894 5
Ⅵ～Ⅶ
甕脚部

底径8.2
器高(6.5)

底部3/4
以上	

ﾊｹ ﾊｹ やや密、径3㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

普
通

打ち欠き、外面に
煤付着

271 －

1331 SK01894 5
Ⅵ～Ⅶ
甕脚部

底径9.1
器高(4.8)

底部完
存	

ﾊｹ、ﾅﾃﾞ ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、ﾊｹ、ﾅﾃﾞ やや密、径3㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

普
通

脚裾部打ち欠き
271 －

1332 SK01894 5
Ⅵ～Ⅶ
甕脚部

底径6.0
器高(4.3)

底部2/4
以上	

ﾊｹ ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、ﾊｹ 密、径2㎜以下の長石を
僅かに含む

普
通

271 －

1333 SK01894 d
Ⅰ
底部

底径8.3
器高(5.3)

底部1/4
以上	

ﾊｹ、指頭圧痕 ﾊｹ、ﾅﾃﾞ やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

普
通

外面に煤付着
272 －

1334 SK01894 5
Ⅵ～Ⅶ
甕B2

口径30.0
器高(5.2)

口縁4
沈線2条(口縁端部)、ﾊｹ、
磨耗著しい

ﾊｹ、磨耗著しい やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

272 －

1335 SK01894 5
Ⅵ～Ⅶ

手捏ねＤ

口径8.1
底径4.1
器高6.9

口縁4
底部完

存	

指頭圧痕、ﾐｶﾞｷ 指頭圧痕、ﾐｶﾞｷ やや密、径1.5㎜以下の
長石・ﾁｬｰﾄを僅かに含
む

普
通

272 －

1336 SK01894 5
Ⅵ～Ⅶ
手捏ねＤ

器高(2.8)
ﾅﾃﾞ 指頭圧痕 やや密、径1㎜以下の長

石を僅かに含む
普
通

272 －

1337 SK01894 1
縄文
深鉢

口径34.0
器高(8.9)

口縁1
貼付隆帯、条痕(二枚貝) 指オサエ やや密、径1㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む
普
通

272 184

1338 SK01894 5
縄文
深鉢

器高(5.0)  
貼付隆帯(二枚貝による
押し引き)、ｹｽﾞﾘ？

ﾅﾃﾞ、条痕？ やや粗、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

普
通

272 184

1339 SK01894 p
縄文
深鉢

口径26.0
器高(6.3)

口縁2
条痕(二枚貝) ﾅﾃﾞ やや密、径3㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む
良

外面に炭化物付
着、内面に煤付着

272 184

1340 SK01894 7
縄文
深鉢

器高(4.3)  
押し引き、貼付突帯上
キザミ、条痕(貝)、磨
耗著しい

ﾅﾃﾞ、磨耗著しい やや粗、径3㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

272 184

1341 SK01894 7
縄文
深鉢

口径38.0
器高(9.3)

口縁1
ﾅﾃﾞ、ｹｽﾞﾘ ﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長

石を僅かに含む
普
通

　
272 184

表118 土器類観察表（52）
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表119 土器類観察表（53）

No
地区
遺構

層
位

時期
器種分類

法量(㎝)
残存率
(X/12)

調整
胎土

焼
成

備考 挿図 図版
外面 内面

1342 SK01894 7
縄文
深鉢

器高(9.5)  
貼付隆帯、条痕(二枚貝) ﾅﾃﾞ やや粗、径3㎜以下の長

石・石英・ﾁｬｰﾄを多く
含む

普
通

272 184

1343 SK01894 r
縄文
深鉢

器高(4.6)  
貼付突帯、ﾍﾗ、条痕？ ﾅﾃﾞ やや粗、径2㎜以下の長

石を僅かに含む
普
通

272 －

1344 SK01894 a
縄文
深鉢

器高(4.4)  
押し引き(二枚貝)、条
痕(二枚貝)

ﾅﾃﾞ やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

普
通

272 184

1345 SK01894 7
縄文
深鉢

器高(5.0)  
貼付隆帯、条痕(二枚貝、
背面)

ﾅﾃﾞ やや粗、径3㎜以下の長
石・石英・雲母・ﾁｬｰﾄ
を多く含む

普
通

272 184

1346 SK01894 4
縄文
深鉢

器高(3.7)  
貼付突帯、磨耗 磨耗 やや粗、径1㎜以下の長

石を僅かに含む
普
通

272 184

1347 SK01894 5
縄文
深鉢

器高(3.0)  
貼付突帯、条痕(二枚貝) 指オサエ やや密、径3㎜以下の長

石・石英・ﾁｬｰﾄを僅か
に含む

普
通

272 184

1348 SK01894 z
縄文
深鉢

器高(2.9)  
貼付突帯、ﾅﾃﾞ ﾅﾃﾞ やや粗、径5㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む
普
通

272 184

1349 SK01894 5
縄文
深鉢

器高(4.4)  
貼付隆帯(二枚貝)、磨
耗著しい

ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、磨耗著し
い

やや粗、径3㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを多く含む

普
通

272 184

1350 SK01894 5
縄文
深鉢

器高(4.3) 口縁7
貼付隆帯、条痕？ 指オサエ やや粗、径4㎜以下の長

石・石英・ﾁｬｰﾄを僅か
に含む

普
通

272 184

1351 SK01894 7
縄文
浅鉢

器高(3.0)  
浮線文 ﾐｶﾞｷ やや粗、径1㎜以下の長

石・雲母・ﾁｬｰﾄを僅か
に含む

普
通

273 184

1352 SK01894 4
縄文
深鉢

器高(3.3)  
貼付隆帯 ﾅﾃﾞ やや粗、径2㎜以下の長

石・石英・ﾁｬｰﾄを僅か
に含む

普
通

273 184

1353 SK01894 6
縄文
深鉢

器高(4.7)  
条痕(貝)、指オサエ ﾅﾃﾞ やや粗、径1㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む
普
通

7㎜程の礫がみら
れる、赤彩？

273 184

1354 SK01894 5
縄文
深鉢

器高(4.2)  
ﾅﾃﾞ ﾅﾃﾞ やや粗、径1㎜以下の長

石・石英・ﾁｬｰﾄを僅か
に含む

普
通

273 184

1355 SK01894 a
縄文
深鉢

器高(4.2)  
貼付突帯上キザミ、ﾅﾃﾞ ﾅﾃﾞ やや粗、径2㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む
普
通

273 184

1356 SK01894 5
Ⅰ
壺

器高(4.0)  
木葉文 磨耗 やや粗、径3㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

273 －

1357 SK01894 5
Ⅱ～Ⅲ

壺
器高(6.3)  

簾状文、直線文、簾状文、
直線文

ﾅﾃﾞ？ やや粗、径4㎜以下の長
石・石英・ﾁｬｰﾄを僅か
に含む

普
通

273 －

1358 SK01894 5
Ⅱ～Ⅲ

壺
器高(3.7)  

条痕(ｸｼ？) ﾅﾃﾞ やや粗、径2㎜以下の長
石・石英・雲母を僅か
に含む

普
通

273 －

1359 SK01894 5
Ⅱ
壺Ｃ

器高(4.0)  
条痕 ﾅﾃﾞ やや粗、径1㎜以下の長

石・石英・ﾁｬｰﾄを僅か
に含む

普
通

273 －

1360 SK01894 5
縄文
浅鉢

底径6.0
器高(2.0)

底部2/4
以上	

ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ やや粗、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

普
通

273 －

1361 SK01894 5
Ⅵ

高坏C1
口径14.2
器高(8.3)

口縁3
ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ やや密、径1㎜以下の赤

色酸化土粒を僅かに含
む

良 273 －

1362 SK01894 5
Ⅵ～Ⅶ
壺B1

口径12.4
器高(5.2)

口縁5
ﾖｺﾅﾃﾞ ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕、

輪積み痕
やや密、径1㎜以下の長
石・雲母・ﾁｬｰﾄ・赤色
酸化土粒を僅かに含む

良 273 －

1363 SK01894 5
Ⅴ

高坏B脚
部

器高(2.5)
波状文、ﾐｶﾞｷ? ﾐｶﾞｷ？ やや密、径1㎜以下の長

石を僅かに含む
普
通

273 －

1364 SK01894 5
Ⅵ

甕D1b
器高(4.0)  

ﾅﾃﾞ、押し引き、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長
石・石英・雲母・ﾁｬｰﾄ
を僅かに含む

普
通

273 －

1365 SK01894 5
Ⅴ～Ⅵ
壺Ｋ

器高(4.5)
摩耗のため調整不明 摩耗のため調整不

明
やや粗、径1㎜以下の長
石・雲母・角閃石を多
く含む

不
良

生駒西麓産
273 －

1366 SK01894 5
Ⅳ
甕B2

口径13.2
器高(4.2)

口縁7
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、直線文 ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧

痕
やや粗、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを多く含む

普
通

273 －

1367 SK01894 b
Ⅵ

甕D1b
口径14.8
器高(3.2)

口縁2
ﾖｺﾅﾃﾞ、押し引き、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ やや密、径1㎜以下の長

石・雲母・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

外面に炭化物付着
273 －

1368 SK01894 5
Ⅴ～Ⅵ
甕A3

口径18.8
器高(4.5)

口縁2
ﾖｺﾅﾃﾞ ﾖｺﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む
普
通

外面に煤付着
273 －

1369 SK01894 2
Ⅰ？
底部

底径7.0
器高(6.1)

ﾊｹ、輪積み痕 ﾅﾃﾞ、輪積み痕 やや粗、径2㎜以下の長
石を僅かに含む

普
通

二次焼成痕
273 －
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表120 土器類観察表（54）

No
地区
遺構

層
位

時期
器種分類

法量(㎝)
残存率
(X/12)

調整
胎土

焼
成

備考 挿図 図版
外面 内面

1375 SP0085 2
Ⅵ～Ⅶ
甕脚部

底径7.7
器高(4.6)

底部完
存	

ﾊｹ、指頭圧痕 ﾊｹ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、指頭
圧痕

やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

普
通

外面に煤付着
276 －

1376 NR001 4
Ⅳ
壺Ｈ

器高(35.3)
直線文、波状文、縦位
直線文、懸垂文、縦位
波状文、ﾐｶﾞｷ、ﾅﾃﾞ

ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、指頭圧痕 やや密、径3㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

普
通

打ち欠きの可能性
がある孔有り 279 177

1377 NR001 4
縄文
深鉢

器高(4.0)  
ﾅﾃﾞ、貼付突帯、押し引
き(二枚貝)

ﾅﾃﾞ やや粗、径3㎜以下の長
石・石英・雲母を僅か
に含む

普
通

279 －

1378 NR001 7
Ⅳ
壺Ｈ

器高(5.8)  
ﾐｶﾞｷ、櫛描文 ﾅﾃﾞ 密、径3㎜以下の長石・

石英・雲母を僅かに含
む

良
1401と 同 一 個 体
か？ 279 －

1379 NR001 4
Ⅴ～Ⅵ
壺A1b

口径13.6
器高(6.2)

口縁12
ﾖｺﾊｹ、ﾊｹ、指頭圧痕、
輪積み痕

ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、ﾅﾃﾞ、ﾊｹ やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

普
通

279 177

1380 NR001 4
Ⅵ～Ⅶ
高坏C脚

部
器高(9.1)

ﾐｶﾞｷ ﾍﾗｵｻｴ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、指
頭圧痕、ﾊｹ

やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

2穿孔1組3方向
279 －

1381 NR001 4
Ⅵ～Ⅶ
器台B脚

部
器高(4.2)

ﾐｶﾞｷ、摩耗著しい 摩耗のため調整不
明

やや粗、径2㎜以下の長
石・石英・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

脚部打ち欠き、内
面に煤付着、焼成
後穿孔

279 －

1382 NR001 4
Ⅵ～Ⅶ
高坏B脚

部
器高(8.1)

ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、ｼﾎﾞﾘ痕、ﾕﾋﾞ
ﾅﾃﾞ

やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

2穿 孔1組3方 向、
焼成後穿孔？(接
合部)

279 －

1383 NR001 4
Ⅳ
壺？

底径6.2
器高(8.8)

底部完
存	

ﾐｶﾞｷ、指頭圧痕 ﾊｹ、指頭圧痕 やや密、径4	 ㎜以下の
長石・赤色酸化土粒を
僅かに含む

普
通

外面に煤付着
279 －

1384 NR001 4
Ⅴ～Ⅵ
甕A2

口径17.5
器高(11.2)

口縁1
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕、

ﾊｹ
やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

280 －

1385 NR001 4
Ⅴ～Ⅵ
高坏B脚

部
器高(12.4)

ﾊｹ、指頭圧痕 ﾐｶﾞｷ、指頭圧痕、ｼ
ﾎﾞﾘ痕、ﾊｹ

やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

2穿孔?
280 －

1386 NR001 4
Ⅵ～Ⅶ
甕B3

口径14.3
器高(11.1)

口縁3
ﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾅﾃﾞ、ﾊｹ、ｹｽﾞﾘ？、

指頭圧痕、輪積み
痕

やや密、径4㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かにか含む

普
通

280 －

1387 NR001 4
Ⅵ～Ⅶ
高坏I3

口径8.5
器高(11.9)

口縁1
ﾐｶﾞｷ ﾅﾃﾞ、指頭圧痕 やや密、径1㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

 
280 －

1388 NR001 4
Ⅵ～Ⅶ
甕脚部

底径8.0
器高(5.9)

底部完
存	

ﾊｹ、ﾅﾃﾞ、指頭圧痕 指頭圧痕、ﾅﾃﾞ やや密、径3㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

脚裾端部打ち欠
き？ 280 －

1389 NR001 4
Ⅵ～Ⅶ
甕A4

口径17.0
器高(17.5)

口縁10
ﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧痕 やや密、径3㎜以下の長

石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

良
口縁部打ち欠き、
外面に煤付着 280 177

1390 NR001 10
縄文
深鉢

器高(5.7)  
貼付突帯(ﾍﾗの押し引
き)、貝殻条痕(二枚貝)

ﾅﾃﾞ、輪積み痕、指
頭圧痕

やや粗、径3㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

普
通

280 183

1391 NR001 10
Ⅰ
壺

器高(3.5)  
貼付突帯、指による押
圧

指頭圧痕 やや密、径1㎜以下の長
石を僅かに含む

普
通

280 183

1392 NR001 10
縄文
深鉢

口径33.0
器高(7.0)

 
押し引き(端部)、条痕 磨耗 やや粗、径4㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄを多く含む
普
通

280 183

1393 NR001 10
縄文
深鉢

器高(3.4)  
貝殻条痕 磨耗 やや粗、径2㎜以下の長

石・石英・ﾁｬｰﾄを僅か
に含む

普
通

280 183

1394 NR001 18
縄文
深鉢

口径28.0
器高(12.0)

口縁4
ｹｽﾞﾘ ﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長

石・雲母を僅かに含む
良

外面に炭化物付着
280 183

1395 NR001 10
縄文
深鉢

器高(6.5)  
ｹｽﾞﾘ、口縁端部押圧(ﾍﾗ) ﾅﾃﾞ 粗、径2㎜以下の長石・

石英を僅かに含む
普
通

280 183

1396 NR001 10
縄文
深鉢

器高(2.8)  
貼付突帯、押し引き(二
枚貝)、磨耗

磨耗 やや粗、径4㎜以下の長
石・石英を僅かに含む

普
通

281 183

1397 NR001 10
縄文
深鉢

器高(4.6)  
貼付突帯、押し引き(二
枚貝)、条痕(二枚貝)

条痕(二枚貝) やや粗、径3㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

普
通

281 183

1398 NR001 10
縄文
深鉢

器高(4.8)  
ﾅﾃﾞ(指頭圧痕)、貼付突
帯(二枚貝押し引き)、ﾅ
ﾃﾞ、条痕(二枚貝)

ﾅﾃﾞ やや粗、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

普
通

281 183

1399 NR001 10
Ⅲ
壺

器高(4.3)  
ﾐｶﾞｷ、貼付突帯、刺突文、
縦位波状文

指頭圧痕、ﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

良 281 －

1400 NR001 10
Ⅰ
壺

器高(3.2)  
沈線(4条)、ﾊｹ ﾊｹ やや粗、径3㎜以下の長

石を僅かに含む
良 281 －

1401 NR001 17
Ⅲ
壺

器高(3.5)  
櫛描文、ﾐｶﾞｷ ﾅﾃﾞ? 密、径2㎜以下の長石・

石英・雲母を僅かに含
む

良
1378と 同 一 個 体
か？ 281 －

1402 NR001 10
Ⅰ
壺

器高(3.2)  
沈線(7条) 磨耗 やや密、径2㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む
普
通

281 －

1403 NR001 10
Ⅰ
甕

器高(12.5)  
ﾊｹ 指オサエ、ﾅﾃﾞ、ﾊｹ やや密、径1㎜以下の長

石を僅かに含む
良

外面に炭化物有り
281 －
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表121 土器類観察表（55）

No
地区
遺構

層
位

時期
器種分類

法量(㎝)
残存率
(X/12)

調整
胎土

焼
成

備考 挿図 図版
外面 内面

1404 NR001 17
縄文
深鉢

器高(17.3)
ｹｽﾞﾘ ﾅﾃﾞ、指頭圧痕 やや祖、径3㎜以下の長

石・石英・ﾁｬｰﾄ・赤色
酸化土粒を多く含む

普
通

外面に煤付着
281 183

1405 NR001 10
Ⅴ～Ⅶ
壺Ｃ？

口径14.9
器高(23.3)

口縁5
ﾅﾃﾞ、板ﾅﾃﾞ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、
指頭圧痕、ﾊｹ？

ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、指頭圧痕 やや粗、径1㎜以下の長
石・雲母・ﾁｬｰﾄを多く
含む

普
通

外面に煤付着
281 177

1406 NR001 10
Ⅱ
甕Ｂ

器高(2.8)  
縦位の条痕(二枚貝) 波状文、ﾊｹ やや粗、径1㎜以下の石

英・ﾁｬｰﾄを僅かに含む
普
通

281 －

1407 NR001 5
Ⅳ
甕Ｂ

口径17.8
器高(5.6)

口縁2
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、直線文 ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ やや粗、径1㎜以下の長

石を僅かに含む
普
通

外面に煤付着
281 －

1408 NR001 4
Ⅳ
甕A2

口径15.4
器高(3.4)

口縁1
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突、ﾀﾀｷのちﾊｹ、ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧

痕
やや粗、径2㎜以下の石
英・赤色酸化土粒を多
く含む

普
通

281 －

1409 NR001 4
Ⅳ
壺Ａ

口径10.0
器高(3.3)

口縁4
ﾅﾃﾞ、凹線2条、ﾊｹ ﾅﾃﾞ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ やや密、径1	 ㎜以下の

長石・赤色酸化土粒を
僅かに含む

普
通

281 －

1410 NR001 4
Ⅳ
壺Ａ

口径11.6
器高(2.9)

口縁2
ﾖｺﾅﾃﾞ、凹線2条、縦位
沈線(3本1組2帯)、ﾅﾃﾞ

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ 密、径1	㎜以下の長石・
赤色酸化土粒を僅かに
含む

普
通

281 －

1411 NR001 6
Ⅵ～Ⅶ
壺I1

口径10.2
器高(6.5)

口縁4
ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ、摩耗著しい ﾐｶﾞｷ、ﾅﾃﾞ、指頭圧

痕、輪積み痕、摩
耗

やや密、径3	 ㎜以下の
長石・赤色酸化土粒を
僅かに含む

普
通

281 －

1412 NR001 4
Ⅳ
壺

器高(7.8)  
直線文、ﾊｹ(2本1組×2)、
波状文、沈線

指頭圧痕、ｼﾎﾞﾘ痕 やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

普
通

外面に煤付着
281 －

1413 NR001 7
Ⅵ～Ⅶ
壺Ａ

器高(4.2)
刺突文、直線文、竹管
文

ﾊｹ、指頭圧痕 密、径1	 ㎜以下の長石
を僅かに含む

普
通

外面に赤彩
281 －

1414 NR001 10
Ⅵ～Ⅶ
手焙

器高(3.8)  
斜格子文 ﾊｹ やや粗、径2㎜以下の長

石・石英を僅かに含む
普
通

281 －

1415 NR001 4
古代

須恵器長
頸瓶

口径7.0
器高(19.5)

口縁1
回転ﾅﾃﾞ、指頭圧痕 回転ﾅﾃﾞ、指頭圧痕 密、径3㎜以下の長石を

僅かに含む
普
通

外面自然釉
281 －

1427 NR002 a
縄文
深鉢

器高(4.1)  
条痕(二枚貝) ﾅﾃﾞ やや粗、径2㎜以下の長

石・石英・ﾁｬｰﾄを多く
含む

不
良

286 －

1428 SD0433 c
Ⅶ

高坏C4d
口径27.8
器高(8.2)

口縁2
ﾐｶﾞｷ 多条沈線(11，9，5

条)、2段の山形文、
ﾐｶﾞｷ

密、径5㎜以下の長石・
石英・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化
土粒を僅かに含む

良 289 －

1429 SD0433 c
Ⅵ～Ⅶ
手捏ねＣ

口径5.6
底径4.2
器高2.5

底部完
存	

ﾊｹ、指頭圧痕 ﾊｹ やや密、径1㎜以下の長
石を僅かに含む 良 289 －

1430 SD0433 b
Ⅶ

高坏G3c
脚部

底径17.0
器高(2.3)

底部1/4
未満	

多条沈線(11，7，7条)、
2段山形文

ﾊｹ 密、径1㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土粒を
僅かに含む

普
通

1穿孔1組3方向
289 －

1431 ST057 a
Ⅵ

高坏B4
口径28.0
器高(7.6)

口縁2
ﾐｶﾞｷ ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ やや密、径5㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

良 289 －

1432 SD0466 b
Ⅵ～Ⅶ
高坏脚部

器高(3.9)
調整不明 ｼﾎﾞﾘ痕、調整不明 密、径1㎜以下の長石・

赤色酸化土粒を僅かに
含む

普
通

1穿孔1組3方向
289 －

1433 ST057 b
Ⅶ

高坏C4d
口径24.0
器高(7.0)

口縁1
ﾐｶﾞｷ 沈線(15条＋7条＋4

条)、山形文2段
やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

289 －

1434 ST057 b
Ⅵ～Ⅶ
器台B脚

部

底径14.8
器高(14.9)

底部1/4
未満	

ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、ﾅﾃﾞ、ﾊｹ 密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む 良

2穿孔1組3方向
289 －

1435 ST057 b
Ⅶ

高坏G3c

口径13.2
底径15.5
器高(12.7)

口縁1
底部1/4
以上	

杯部:多条沈線(5条、2
条、3条、3条、2条、2条、
3条)、連弧文(6段)、脚
部:多条沈線(3条、3条、
3条、4条、6条)、山形
文(3段)、刺突文(2段)

ﾐｶﾞｷ、摩耗のため
不明

やや粗、径1㎜以下の長
石・石英を僅かに含む

普
通

 

289 －

1436 ST057 b
Ⅶ

器台B4
口径14.6
器高(3.7)

口縁8
擬凹線(9条)、ﾊｹ ﾐｶﾞｷ 密、径1㎜以下の長石・

ﾁｬｰﾄを多く含む
良 289 －

1437 ST057 a
Ⅵ～Ⅶ
甕B3

口径18.6
器高(18.7)

口縁3
ﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾅﾃﾞ、ﾊｹ やや密、径1㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む
良

外面に煤付着
289 －

1438 ST057 a
Ⅶ

壺G3a
口径12.0
器高(7.6)

口縁1
摩耗につき調整不明 ﾐｶﾞｷ、指頭圧痕 密、径1㎜以下の長石を

僅かに含む
普
通

289 －

1439 ST057 b
Ⅳ
壺Ｃ

器高(1.5)
波状文、ﾅﾃﾞ 扇形文 密、径1㎜以下の長石・

石英・雲母・赤色酸化
土粒を僅かに含む

普
通

289 －

1440 SD0451 a
Ⅶ

高坏D5
口径23.0
器高(5.0)

口縁3
ﾐｶﾞｷ 多条沈線(5条＋5条

＋4条＋5条)、連孤
文(3段)

やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

290 －

1441 SD0451 a
縄文
鉢

器高(5.2)  
貼付突帯、ﾅﾃﾞ ﾅﾃﾞ やや粗、径1㎜以下の長

石・石英・雲母を僅か
に含む

普
通

290 －
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表122 土器類観察表（56）

No
地区
遺構

層
位

時期
器種分類

法量(㎝)
残存率
(X/12)

調整
胎土

焼
成

備考 挿図 図版
外面 内面

1442 SD0453 b
古代

須恵器蓋
器高(1.7)  

回転ﾍﾗｹｽﾞﾘ 回転ﾅﾃﾞ、ﾍﾗ描き有
り

密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

良
つまみの径2.0cm

290 －

1443 SD0452 b
Ⅵ～Ⅶ
甕脚部

底径8.8
器高(7.3)

底部2/4
以上	

ﾊｹ、指頭圧痕、ﾖｺﾅﾃﾞ ﾊｹ、指頭圧痕、ﾕﾋﾞ
ﾅﾃﾞ

やや粗、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを多く含む

普
通

 
290 －

1444 SD0452 1
古代

灰釉陶器
碗

口径14.0
器高(3.4)

口縁1
回転ﾅﾃﾞ 回転ﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下の長石を

僅かに含む 良
 

290 －

1445 SD0457 a
Ⅱ
甕Ａ

口径16.8
器高(6.6)

口縁1
口縁端部に刺突文、ﾊｹ？ 摩耗のため不明 粗、径1.5㎜以下の長石・

ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土粒を
多く含む

普
通

290 －

1446 SD0465 a
中世
古瀬戸
擂鉢

底径7.7
器高(3.0)

底部3/4
以上	

回転ﾅﾃﾞ 回転糸切り 密、径2㎜以下の長石を
僅かに含む

普
通

290 －

1447 SD0465 a
中世
古瀬戸
擂鉢

口径29.3
器高(4.9)

口縁1
回転ﾅﾃﾞ 回転ﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下の長石を

僅かに含む
普
通

290 －

1457 HK19 Ⅳ
縄文
深鉢

器高(7.8)  
貼付突帯上、キザミ(ﾍ
ﾗ)、ｹｽﾞﾘのちﾅﾃﾞ?

ﾅﾃﾞ やや粗、径1㎜以下の長
石を多く含む

普
通

294 －

1458 DT20 Ⅳ
縄文
深鉢

器高(5.7)  
貼付突帯上、押し引き、
条痕(ｸｼ)

ﾅﾃﾞ やや粗、径2㎜以下の長
石・石英を多く含む

普
通

294 －

1459 DT20 Ⅳ
縄文
深鉢

器高(6.1)  
条痕(ｸｼ?) ﾅﾃﾞ やや粗、径2㎜以下の長

石・石英を多く含む
普
通

294 －

1460 暗渠 1
縄文
変容壺

器高(4.8)  
貼付突帯 ﾅﾃﾞ やや粗、径3㎜以下の長

石・石英・ﾁｬｰﾄを多く
含む

普
通

294 －

1461 IM03 Ⅳ
Ⅰ
壺

口径9.0
器高(3.0)

口縁3
ﾅﾃﾞ、沈線(3条) ﾅﾃﾞ やや密、径2㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む
普
通

穿孔有り
294 －

1462 HB18 Ⅳ
Ⅰ
深鉢

器高(4.6)  
押し引き、条痕(貝) ﾅﾃﾞ 粗、径2㎜以下の長石・

石英を多く含む
普
通

294 －

1463 IE02 Ⅳ
Ⅱ

壺底部
底径8.4
器高(8.4)

底部完
存	

ﾐｶﾞｷ 指頭圧痕 やや粗、径3㎜以下の長
石・石英・ﾁｬｰﾄ・赤色
酸化土粒を多く含む

普
通

底部焼成後穿孔
294 －

1464 IH04 Ⅳ
Ⅱ～Ⅲ

壺
器高(3.0)  

櫛描文 指頭圧痕、ﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを多く含む

普
通

 
294 －

1465 IJ02 Ⅳ
Ⅳ
甕B2

口径15.8
器高(14.9)

口縁1
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、直線文
(4条)、ﾊｹ、波状文

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧
痕、ﾅﾃﾞ

やや粗、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを多く含む

普
通

外面に炭化物付着
294 －

1466 IJ04 Ⅳ
Ⅲ～Ⅳ

壺
器高(9.0)  

ﾊｹ、ﾅﾃﾞ、櫛描文 ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、ﾊｹ やや密、径2㎜以下の長
石・石英・ﾁｬｰﾄを僅か
に含む

普
通

294 －

1467 IP03 Ⅳ
Ⅳ

甕B胴部
器高(2.9)  

ﾊｹ、貼付突帯 ﾅﾃﾞ やや粗、径1㎜以下の長
石を多く含む

普
通

294 －

1468 IP04 Ⅳ
Ⅴ

高坏I脚
部

器高(4.2)  
多条沈線(3条)、刺突文、
多条沈線(3条)、刺突文、
多条沈線(3条)、刺突文

指頭圧痕 密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

普
通

294 －

1469 IF02 Ⅳ
Ⅴ

高坏脚
部？

底径6.2
器高(3.4)

底部1/4
以上	

ﾅﾃﾞ、ﾊｹ、波状文 ﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を多
く含む

普
通

294 －

1470 IG02 Ⅳ
Ⅴ

壺A1b
口径30.2
器高(3.5)

口縁1
擬凹線(2条)、ﾅﾃﾞ 扇形文、刺突文、ﾅ

ﾃﾞ
やや密、径2㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

 
294 －

1471 IJ01 Ⅳ
Ⅵ～Ⅶ
高坏脚部

器高(3.6)  
ﾐｶﾞｷ ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ やや密、径2㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

外面に煤付着
294 －

1472 II02 Ⅳ
Ⅴ～Ⅶ
把手

器高(4.0)  
ﾅﾃﾞ ﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄを多く含む
普
通

内側に煤付着
294 －

1473 IG01 Ⅳ
Ⅴ

高坏A1
口径21.7
器高(2.7)

口縁2
ﾊｹのちﾅﾃﾞ ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ やや密、径1㎜以下の長

石・石英・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

294 －

1474 ES03 Ⅳ
Ⅶ

高坏脚部
底径14.0
器高(4.6)

底部1/4
未満	

ﾐｶﾞｷ、多条沈線(11条)、
山形文、多条沈線(10
条)、山形文、多条沈線
(10条)

ﾊｹ、ﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

2穿孔1組4方向

294 －

1475 HJ20 Ⅳ
Ⅶ

高坏G3c
脚部

底径15.6
器高(2.1)

底部1/4
未満	

多条沈線、刺突文、多
条沈線(5条)、刺突文、
多条沈線(15条)

摩耗につき調整不
明

密、径2㎜以下の長石・
赤色酸化土粒を僅かに
含む

普
通

294 －

1476 IC02 Ⅳ
Ⅶ

高坏H2脚
部

底径14.0
器高(4.2)

底部1/4
未満	

ﾐｶﾞｷ、多条沈線(14条)、
刺突文

ﾊｹ やや密、径2㎜以下のﾁｬ
ｰﾄを僅かに含む 良 294 －

1477 IN03 Ⅳ
Ⅶ

高坏G3c
脚部

器高(2.5)  
沈線(8条)、山形文(1
段)、沈線(5条)、山形
文(3段)、沈線(5条)

ﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下の長石・
赤色酸化土粒を僅かに
含む

良
1穿孔1組3方向?

294 －

1478 IF04 Ⅳ
Ⅶ

高坏H2脚
部

底径14.1
器高(2.8)

底部1/4
未満	

刺突文、多条沈線(3条)、
連孤文、多条沈線(3条)、
刺突文、多条沈線(3条)、
連孤文、多条沈線(2条)、
横羽状文、多条沈線(2
条)

ﾊｹ やや密、径2㎜以下の赤
色酸化土粒を僅かに含
む 普

通

1穿孔1組3方向?

294 －

1479 IA03 Ⅳ
Ⅶ

高坏H2脚
部

器高(3.1)  
ﾐｶﾞｷ、沈線 ﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下の長石・

赤色酸化土粒を僅かに
含む

良
2穿孔1組2方向

294 －
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表123 土器類観察表（57）

No
地区
遺構

層
位

時期
器種分類

法量(㎝)
残存率
(X/12)

調整
胎土

焼
成

備考 挿図 図版
外面 内面

1480 IF01 Ⅳ
Ⅵ～Ⅶ
手捏ねＣ

口径6.6
底径3.0
器高3.7
最大径6.9

口縁5
底部完

存	

ﾅﾃﾞ ﾅﾃﾞ やや密、径3㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

294 －

1481 IC04 Ⅳ
Ⅵ～Ⅶ
甕Ｄ脚部

底径6.6
器高(5.0)

底部2/4
以上	

ﾊｹ 指頭圧痕 やや粗、径3㎜以下の長
石・雲母・ﾁｬｰﾄ・赤色
酸化土粒を僅かに含む

普
通

294 －

1482 IC02 Ⅳ
Ⅵ～Ⅶ
甕脚部

底径8.0
器高(3.8)

底部1/4
未満	

ﾊｹ 指頭圧痕 密、径4㎜以下の長石・
石英を僅かに含む

良
手捏ねの可能性有
り

294 －

1483 HA15 Ⅳ
Ⅵ～Ⅶ
高坏C4d

口径26.2
底径14.8
器高20.7
最大径26.6

口縁5
底部3/4
以上	

ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ ﾅﾃﾞ、多条沈線(14
条)、山形文、多条
沈線(5条)、山形文、
多条沈線(5条)、ﾐｶ
ﾞｷ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、ﾊｹ

密、径3㎜以下の長石・
赤色酸化土粒を僅かに
含む

普
通

外面に煤付着、二
次焼成痕、2穿孔1
組2方向、口縁打
ち欠き？

295 182

1484 IH02 Ⅳ
Ⅶ

高坏D5
口径22.3
器高(6.2)

口縁2

ﾐｶﾞｷ 多条沈線(2条)、多
条沈線(4条)、連孤
文、多条沈線(4条)、
連孤文、多条沈線(4
条)、連孤文、多条
沈線(4条)、ﾐｶﾞｷ

やや密、径1.5㎜以下の
長石・ﾁｬｰﾄを僅かに含
む

良 295 －

1485 暗渠 1
Ⅵ～Ⅶ
甕B3

口径19.0
底径9.5
器高35.9
最大径28.0

口縁8
底部3/4
以上	

指頭圧痕、ﾊｹ ﾊｹ やや密、径1.5㎜以下の
長石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化
土粒を多く含む

普
通

内外面に煤付着

295 182

1486 IE03 Ⅳ
Ⅶ

高坏H2脚
部

底径16.0
器高(4.5)

底部1/4
未満	

多条沈線(4条)、連孤文
(貝)、多条沈線(3条)、
連孤文、多条沈線(3条)、
連孤文、多条沈線(3条)、
連孤文、多条沈線(2条)、
ﾐｶﾞｷ

ﾊｹ 密、径1㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土粒を
僅かに含む

良 295 －

1487 DT20 Ⅳ
Ⅵ～Ⅶ
壺H1a

口径6.5
底径2.6
器高11.1
最大径12.9

口縁6
底部完

存	

ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ、ｹｽﾞﾘ ﾐｶﾞｷ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ 密、径3㎜以下の長石・
石英・赤色酸化土粒を
僅かに含む

普
通

295 －

1488 IM03 Ⅳ
Ⅵ～Ⅶ
高坏脚部

器高(2.5)  
摩耗のため不明 ﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長

石を僅かに含む
普
通

1穿孔1組3方向？
295 －

1489 IN03 Ⅳ
Ⅵ～Ⅶ
土製品

器高(1.0)  
ﾅﾃﾞ ﾅﾃﾞ やや密、径2㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む
普
通

295 －

1490 IC04 Ⅳ
Ⅵ～Ⅶ
鉢Ｅ

口径11.0
底径2.7
器高6.1

最大径11.4

口縁7
底部完

存	

ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ 密、径1㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土粒を
僅かに含む

良

打ち欠き

295 181

1491 II02 Ⅳ
Ⅵ～Ⅶ
手焙り？

器高(4.1)  
ﾊｹ、貼付突帯の上に刺
突文

ﾐｶﾞｷ 密、径1㎜以下のﾁｬｰﾄを
僅かに含む

良 295 －

1492 IH03 Ⅳ
Ⅴ～Ⅵ
壺Ｋ

器高(4.7)  
摩耗のため不明 ﾊｹ、ﾅﾃﾞ 粗、径3㎜以下の長石・

ﾁｬｰﾄ・角閃石を多く含
む

普
通

生駒西麓産
295 －

1493 暗渠 1
Ⅵ

甕D1b
口径15.6
器高(21.7)

口縁1
ﾖｺﾅﾃﾞ、押し引き、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕、

ﾊｹ
密、径1㎜以下の長石・
石英・雲母・赤色酸化
土粒を多く含む

良 295 182

1494 IN03 Ⅳ
Ⅷ
甕D3

口径14.8
器高(5.6)

口縁5
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕 やや密、径1㎜以下の長

石・雲母を僅かに含む
良

内外面に煤付着、
打ち欠き

295 －

1495 II03 Ⅳ
Ⅴ～Ⅶ
土製品

口径17.0
器高(2.1)

口縁2
沈線(8条)、ﾊｹ ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、ﾊｹ やや密、径1㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

良
赤彩有り

295 －

1496 IN03 Ⅳ
Ⅵ～Ⅶ
甕E6

口径9.4
底径4.6
器高9.5

最大径10.3

口縁1
底部1/4
未満	

ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧痕 指頭圧痕、ﾊｹ、輪
積み痕

やや粗、径1㎜以下の長
石を僅かに含む 普

通

口縁部打ち欠き、
内外面に煤付着

295 －

1497 IM04 Ⅳ
Ⅴ～Ⅶ
甕胴部

器高(5.2)  
ﾅﾃﾞ ﾊｹ 密、径1㎜以下の長石・

赤色酸化土粒を僅かに
含む

良
外面に線刻有り

295 －

1498 西部 Ⅰ
近世

美濃窯丸
皿

口径13.1
底径7.0
器高3.4

最大径13.4

口縁1
底部1/4
未満	

回転ﾅﾃﾞ、回転ﾍﾗｹｽﾞﾘ 回転ﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む 不

良

灰釉つけがけ

295 －

1510 SZ057 e
Ⅲ
壺B

口径5.1
器高(17.3)
最大径14.4

口縁3
ﾅﾃﾞ？、ﾊｹ、摩耗のため
観察困難

ﾊｹのちﾕﾋﾞﾅﾃﾞ やや密、径3㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを多く含む

普
通

穿孔(胴部下半)
302 214

1511 SZ057 b
Ⅲ
壺A1

器高(15.5)
直線文、縦位弧線文、
摩耗著しい

ﾅﾃﾞ、指頭圧痕、摩
耗著しい

やや密、径2㎜以下の長
石・石英を多く含む

普
通

302 －

1512 SZ057 a
Ⅴ

高坏I脚
部

底径9.4
器高(5.6)

底部1/4
未満

ﾐｶﾞｷ、摩耗顕著 ｼﾎﾞﾘ痕、摩耗顕著 やや密、径3㎜以下の長
石を僅かに含む

不
良

1穿孔1組3方向
302 －

1513 SZ057 a
Ⅴ

手捏ねD

口径6.5
底径3.3
器高5.8
最大径6.7

口縁10
底部完

存

ﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧痕 ﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧痕、
輪積み痕

密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

良

口縁部打ち欠き

302 216

1514 SZ057 a
Ⅴ

甕A？底
部

底径3.7
器高(6.4)

底部3/4
以上

ｸｼ条痕？ ﾊｹ やや密、径1㎜以下の長
石を僅かに含む

普
通

外面に煤付着
302 －



58　　第３章　調査の成果

表124 土器類観察表（58）

No
地区
遺構

層
位

時期
器種分類

法量(㎝)
残存率
(X/12)

調整
胎土

焼
成

備考 挿図 図版
外面 内面

1515 SZ057 f
Ⅲ

台形土器
口径22.0
器高(8.8)

口縁1
ﾍﾗﾅﾃﾞ？、ﾊｹ、ﾐｶﾞｷ ﾊｹ、指頭圧痕 密、径1㎜以下の長石を

僅かに含む
良

黒斑(外)
302 216

1516 SZ057 e
Ⅴ

高坏B3b
器高(3.7)

ﾐｶﾞｷ、指頭圧痕 ﾐｶﾞｷ やや密
良 302 －

1517 SZ057 a
Ⅴ

壺A1b
口径18.0
器高(4.9)

口縁10
擬凹線？(口縁端部)、
直線文、摩耗のため調
整不明

横羽状文(口縁端
部)、摩耗のため調
整不明

密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

不
良

302 －

1518 SZ057 a
Ⅴ
壺B1

口径14.8
器高(4.3)

口縁2
ﾐｶﾞｷ ﾅﾃﾞ？、ﾐｶﾞｷ？ やや密 普

通
302 －

1519 SZ057 a
Ⅴ

壺A1b
口径15.8
器高(9.1)

口縁8
円形浮文(口縁端部)、
直線文、波状文、ﾊｹ、ﾅ
ﾃﾞ

指頭圧痕、ほとん
ど摩耗

やや密、径1㎜以下の長
石・石英を僅かに含む 良 302 214

1520 SZ057 h
Ⅲ－1
壺A2

底径3.4
器高27.6
最大径21

底部完
存

波状文・ｷｻﾞﾐ(口縁部)、
直線6帯？(頸部)、直線
文・縦位弧線文(6帯)、
縦位棒状貼付文、ﾐｶﾞｷ

ﾅﾃﾞ やや粗、径1㎜以下の長
石を多く含む

良

回転穿孔(胴部上
半、未貫通)、穿
孔(胴部下半)

302 213

1521 SZ057 h
Ⅲ－1
壺A

底径5.6
器高(36.9)

底部3/4
以上

ﾊｹ、押引き、ﾐｶﾞｷ、沈
線

ﾊｹ、ﾅﾃﾞ、指頭圧痕、
ｼﾎﾞﾘ痕

密、径1㎜以下の長石・
雲母を僅かに含む

良
内外面に煤付着

302 213

1522 SZ057 a
Ⅴ
壺I2

口径11.5
器高(3.6)

口縁2
ﾐｶﾞｷ、ﾊｹ ﾅﾃﾞ、ﾊｹのちﾅﾃﾞ、

指頭圧痕
やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

良
口縁部打ち欠き

303 －

1523 SZ057 a
Ⅴ

壺A胴部
器高(19.1)
最大径25.6

波状文、直線文、ﾐｶﾞｷ、
ﾊｹ

ﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧痕、
輪積み痕

やや密、径6㎜以下の石
英・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

303 214

1524 SZ057 a
Ⅴ

壺A胴部

底径6.7
器高(21.1)
最大径24.5

底部3/4
以上

ﾐｶﾞｷ、刺突文、横線文、
摩耗顕著

ﾊｹ、指頭圧痕、輪
積み痕、摩耗顕著

やや密、径2㎜以下の石
英・赤色酸化土粒を僅
かに含む

不
良

303 214

1525 SZ057 a
Ⅴ

高坏1a
器高(5.0)

ﾐｶﾞｷ、竹管文、沈線 ﾐｶﾞｷ、刺突文、摩
耗のため調整不明

やや密、径1㎜以下の長
石を僅かに含む

不
良

303 216

1526 SZ057 b
Ⅴ

壺A胴部
器高(6.8)

直線文2帯、波状文(5条) ﾅﾃﾞ、指頭圧痕 やや密、径1㎜以下の長
石を多く含む

良 303 －

1527 SZ057 a
Ⅴ
甕E6

口径12.6
器高(8.0)

口縁3
ﾅﾃﾞ、ﾊｹ、摩耗顕著 ﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧痕、

摩耗顕著
密、径1㎜以下の石英を
僅かに含む

普
通

穿孔有り
303 －

1528 SZ057 b
Ⅴ

甕A2b
口径15.8
器高(11.0)

口縁7
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、ﾅﾃﾞ、
直線文、波状文(ｸｼ)、ﾊ
ｹ

ﾖｺﾅﾃﾞ、ｹｽﾞﾘ？、指
頭圧痕

密、径2㎜以下の長石・
石英・ﾁｬｰﾄを僅かに含
む

普
通

303 －

1529 SZ058 b
Ⅱ
壺B

器高(4.4)
沈線 摩耗のため調整不

明
やや密、径4㎜以下の長
石を多く含む

普
通

305 －

1530 SZ058 a
Ⅳ
壺D

器高(5.4)
ﾊｹ、竹管文 ﾊｹ やや密、径4㎜以下の長

石を多く含む
普
通

305 215

1531 SZ059 a
Ⅴ～Ⅵ
高坏B3

器高(5.6)
ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ やや密、径1㎜以下の長

石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

良 307 －

1532 SZ059 a
Ⅴ～Ⅵ
高坏B

器高(5.0)
ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ やや密、径2㎜以下の長

石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

良 307 －

1533 SZ059 b
Ⅴ～Ⅵ
高坏B脚

部
器高(5.5)

ﾐｶﾞｷ ﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長
石を僅かに含む

普
通

307 －

1534 SZ059 b
Ⅴ～Ⅵ
壺A1b

口径14.9
器高(4.2)

口縁2
擬凹線(4条)、直線文、
ﾊｹのちﾐｶﾞｷ？

ﾐｶﾞｷ？ やや密、径7㎜以下の長
石を僅かに含む

普
通

赤彩？
307 －

1535 SZ059 a
Ⅹ
甕

器高(3.1)
ﾖｺﾅﾃﾞ、沈線、ﾊｹ 指頭圧痕 やや密、径5㎜以下の長

石を僅かに含む
普
通

307 －

1536 SZ060 1
Ⅴ～Ⅵ
甕A1

口径13.4
器高(3.6)

口縁3
ﾖｺﾅﾃﾞ、沈線 ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ やや密、径2㎜以下の石

英・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

外面に煤付着
310 －

1537 SZ060 1
Ⅴ～Ⅵ
高坏B3b

口径17.9
器高(3.3)

口縁1
ﾐｶﾞｷ、沈線 ﾐｶﾞｷ やや密、径1㎜以下の石

英・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

310 －

1538 SZ060 a
Ⅴ～Ⅵ
器台B4

口径15.0
器高(3.3)

口縁1
竹管文(口縁端部)、摩
耗のため調整不明

摩耗のため調整不
明

やや密、径1㎜以下の石
英・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

310 －

1539 SZ060 a
Ⅴ～Ⅵ
高坏B脚

部
器高(9.3)

摩耗のため調整不明 ｼﾎﾞﾘ痕、輪積み痕、
摩耗のため調整不
明

やや密、径2㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

不
良

1穿孔1組3方向
310 －

1540 SZ060 a
Ⅴ～Ⅵ
器台B脚

部

底径16.5
器高(3.1)

底部1/4
未満

ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ 密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む 良 310 －

1541 SZ060 c
Ⅴ～Ⅵ
鉢Ｂ

底径4.4
器高(4.0)

底部2/4
以上

摩耗のため調整不明 指頭圧痕、摩耗の
ため調整不明

やや密、径3㎜以下の石
英・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

310 －

1542 SZ060 b
古代

須恵器甕
器高(8.2)

ｹｽﾞﾘ？ ﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

良 310 －

1544 SZ061 a
Ⅴ
鉢A1

口径10.2
器高(6.2)
最大径10.8

口縁6
ﾖｺﾅﾃ ・゙刺突文(口縁部)、
波状文、ﾊｹ

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧
痕、ｹｽﾞﾘ？、輪積
み痕

やや密、径3㎜以下の石
英・雲母を僅かに含む

普
通

外面に煤付着
313 215

1545 SZ061 b
Ⅵ

高坏C2b
口径23.9
器高(10.3)

口縁6
多条沈線？(口縁部)、ﾐ
ｶﾞｷ

多 条 沈 線？(口 縁
部)、ﾐｶﾞｷ

密、径3㎜以下の石英を
僅かに含む

良
口縁部打ち欠き

313 215

1546 SZ061 a
Ⅴ

高坏B2a
口径19.8
器高(3.2)

口縁1
波状文、摩耗のため調
整不明

摩耗のため調整不
明

やや密、径3㎜以下の長
石を僅かに含む

普
通

313 215
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表125 土器類観察表（59）

No
地区
遺構

層
位

時期
器種分類

法量(㎝)
残存率
(X/12)

調整
胎土

焼
成

備考 挿図 図版
外面 内面

1547 SZ061 d
Ⅴ～Ⅵ
高坏B3b

口径23.7
器高(4.1)

口縁1
ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ やや密、径3㎜以下の石

英を僅かに含む
普
通

内面に煤付着
313 －

1548 SZ061 c
Ⅴ～Ⅵ
高坏B脚

部
器高(9.5)

ﾐｶﾞｷ ｼﾎﾞﾘ痕、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ やや密、径3㎜以下の石
英を僅かに含む 良

1穿 孔1組3方 向、
脚裾部打ち欠き？ 313 －

1549 SZ061 b
Ⅵ

器台B1
口径18.0
器高(7.8)

口縁2
擬凹線？(口縁部)、ﾐｶﾞ
ｷ

ﾐｶﾞｷ やや密、径2㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

1穿孔1組3方向
313 －

1550 SZ061 a
Ⅵ～Ⅶ
壺H1a

口径7.1
器高(7.0)

口縁12
ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、指頭圧痕 やや密、径3㎜以下の石

英・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

313 215

1551 SZ061 a
Ⅴ～Ⅵ
壺A胴部

器高(10.2)
波状文、直線文、ﾊｹ ｹｽﾞﾘ、板ﾅﾃﾞ、ﾊｹ？ やや密、径2㎜以下の赤

色酸化土粒を僅かに含
む

普
通

外面に煤付着
313 －

1552 SZ062 e
Ⅳ
壺Ｈ

器高(9.0)
ﾊｹ、直線文、波状文 ﾊｹ、指頭圧痕 やや密、径1㎜以下の長

石を僅かに含む
普
通

316 215

1553 SZ062 d
Ⅳ

高坏Ａ
底径11.2
器高(9.0)

底部3/4
以上

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾅﾃﾞ、ｼﾎﾞﾘ痕 やや密、径1㎜以下の長
石を僅かに含む

良 316 214

1554 SZ062 b
Ⅴ～Ⅵ
壺A1b

口径15.2
器高(4.0)

口縁2
竹管文(口縁端部)、ﾅﾃﾞ ﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下の長石を

僅かに含む
良 316 －

1555 SZ062 a
Ⅴ～Ⅵ
甕A2

口径16.0
器高(2.5)

口縁2
ﾖｺﾅﾃﾞ・刺突文(口縁部) ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ やや密、径1㎜以下の長

石を僅かに含む
良 316 －

1556 SZ062 b
Ⅴ～Ⅵ
甕A2b

口径13.0
器高(7.2)

口縁2
ﾖｺﾅﾃ ・゙刺突文(口縁部)、
ﾊｹ

ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕、
輪積み痕

やや粗、径2㎜以下の長
石を僅かに含む

良
外面に煤付着

316 －

1557 SZ062 b
Ⅳ～Ⅴ

壺
底径4.4

器高(28.6)
底部1/4
未満

ﾊｹ、ﾐｶﾞｷ ﾊｹ、ﾅﾃﾞ、指頭圧痕 密、径2㎜以下の長石を
僅かに含む

良
外面に煤付着、籠
目痕有り

316 213

1558 SZ062 c
Ⅳ
壺A2

口径7.3
底径4.7

器高(25.0)

口縁3
底部2/4
以上

凹線・刺突文、押引き・
直線文？、摩耗顕著

ﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧痕、
摩耗顕著

やや密、径1㎜以下の長
石を僅かに含む

不
良

316 213

1559 SZ062 a
Ⅳ
甕B2

器高(2.8)
ﾖｺﾅﾃ ・゙刺突文(口縁部)、
ﾊｹ

ﾖｺﾅﾃﾞ やや粗、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを多く含む

良
外面に煤付着

316 －

1560 SZ062 a
Ⅵ～Ⅶ
甕脚部

底径7.9
器高(5.4)

底部2/4
以上

ﾊｹ、ﾅﾃﾞ ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

良 316 －

1561 SZ063 2
Ⅲ
壺B

底径3.3
器高9.8
最大径7.9

底部1/4
以上

直線文、ﾊｹ、円形浮文3
組

ﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長
石を僅かに含む 良 318 214

1562 SZ064 a
Ⅴ

高坏B2b

口径24.0
器高(2.7)
最大径24.6

口縁1
ﾅﾃﾞ、波状文、沈線 ﾐｶﾞｷ やや密、径2㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

320 －

1563 SZ064 a
Ⅴ～Ⅶ
甕底部

底径3.3
器高(3.1)

底部完
存

磨耗のため調整不明 板ﾅﾃﾞ、磨耗著しい やや粗、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

内外面に煤付着
320 －

1564 SZ066 1
Ⅳ
壺

器高(6.3)
刺突文(竹管)、ﾊｹ ﾊｹ 密、径1㎜以下の長石・

雲母・ﾁｬｰﾄを僅かに含
む

普
通

324 －

1565 SZ066 ｃ
Ⅴ～Ⅵ
壺A1b

口径11.8
器高(5.7)

口縁4
刺突文、磨耗著しい 磨耗のため調整不

明
やや粗、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

324 －

1566 SZ067 2
Ⅳ
鉢Ｂ

器高(3.1)
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む
普
通

326 －

1567 SZ067 d
Ⅳ

高坏A脚
部

底径10.0
器高(4.4)

底部1/4
未満

ﾊｹ、ﾖｺﾅﾃﾞ 指頭圧痕、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、
ﾊｹ

やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

普
通

326 －

1568 SZ067 2
Ⅳ
壺Ｄ

器高(6.1)
竹管文、ﾐｶﾞｷ、ﾊｹ ﾊｹ、指頭圧痕 密、径1㎜以下の長石・

ﾁｬｰﾄを僅かに含む
良 326 205

1569 SZ067 2
Ⅳ
壺

底径4.8
器高(14.0)
最大径15.5

底部3/4
以上

ﾊｹ、指頭圧痕 ﾊｹ、指頭圧痕 やや粗、径3㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

外面に煤付着
326 189

1570 SZ067 2
Ⅳ
甕A2

口径15.4
器高(15.9)
最大径15.6

口縁4
刺突文、ﾊｹ ﾊｹ、指頭圧痕 やや粗、径1㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

外面に炭化物付着
326 188

1571 SZ068 e
Ⅳ
壺A1

口径11
底径7.1
器高24.9
最大径23.3

口縁11
底部3/4
以上

凹線、直線文、ﾀﾀｷのち
ﾊｹ、波状文

ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕、
ﾊｹ

やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

332 185

1572 SZ068 9
Ⅳ
壺A1

口径10.0
底径6.6
器高25.5
最大径21.3

口縁12
底部完

存

凹線(2条)、ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、
沈線(2条)、ﾐｶﾞｷ、ｹｽﾞﾘ、
ﾅﾃﾞ

ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕 やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

良

外面に線刻有り、
　底部に穿孔有り

332 185

1573 SZ068 4
Ⅳ？
甕Ａ

口径12.6
底径4.3
器高16.8
最大径15.0

口縁2

ﾊｹ、磨耗著しい ﾊｹ、磨耗著しい やや粗、径4㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

胴部打ち欠き

332 185

1574 SZ068 2
Ⅴ

甕A2a
口径14.0
器高(9.5)

口縁4
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、直線文、
刺突文、ﾊｹ、波状文

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧
痕

やや粗、径3㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

普
通

332 189

1575 SZ068 b
Ⅴ

壺A1a

口径18.8
器高(2.3)
最大径19.2

口縁3
擬凹線(3条) 羽状文、ﾖｺﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む
普
通

内外面赤彩、赤彩
円形浮文2つ 332 －
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表126 土器類観察表（60）

No
地区
遺構

層
位

時期
器種分類

法量(㎝)
残存率
(X/12)

調整
胎土

焼
成

備考 挿図 図版
外面 内面

1576 SZ068 d
Ⅴ～Ⅵ
壺A胴部

器高(9.5)
ﾐｶﾞｷ、文様帯4帯(直線
文8条、刺突文)

ﾐｶﾞｷ やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

普
通

332 －

1577 SZ068 d
Ⅴ

甕B1a

口径18.8
器高(22.2)
最大径23.0

口縁3
ﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾅﾃﾞ、ｹｽﾞﾘ、指頭圧

痕
やや粗、径3㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

普
通

外面に煤付着
332 －

1578 SZ068 a
Ⅴ
甕A1

口径14.5
器高(3.4)

口縁3
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、直線文、波
状文(推定)

ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕、
ﾊｹ

やや密、径1㎜以下のﾁｬ
ｰﾄ・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

332 －

1579 SZ068 e
Ⅴ

甕A2b
口径14.5
器高(9.5)

口縁2
刺突文、ﾖｺﾅﾃﾞ、直線文、
波状文、直線文、ﾊｹ

ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕、
輪積み痕

やや密、径3㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

外面に煤付着
333 －

1580 SZ068 3
Ⅵ

壺A1b

口径15.4
器高(16.5)
最大径27.8

口縁12
ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕、ﾊｹ、
ﾊｹ

ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕、
ﾅﾃﾞ

やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

不
良

円形浮文(口縁部
4ヶ所、胴部不明) 333 186

1581 SZ068 1
Ⅴ～Ⅵ
高坏I2

口径11
器高(7.1)

口縁9
ﾅﾃﾞ　磨耗のため調整不
明

ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

外面に漆付着
333 204

1582 SZ068 b
Ⅴ

器台A1b
底径12.4
器高(6.3)

底部3/4
以上

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ ｼﾎﾞﾘ痕　磨耗のた
め調整不明

やや密、径4㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

1穿 孔1組3方 向、
外面に煤付着 333 －

1583 SZ068 c
Ⅴ～Ⅵ
壺A1b

口径15.5
底径(6.4)

口縁3
ﾅﾃﾞ、擬凹線(2条)、ﾊｹ ﾅﾃﾞ、ﾊｹ やや粗、径4㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

333 －

1584 SZ068 b
Ⅴ

甕A2b
口径15.0
底径(8.1)

口縁4

ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文(ｸｼ)、ﾅﾃ
ﾞ、直線文(ｸｼ)、刺突文
(ｸｼ)、直線文(ｸｼ)、刺
突文(ｸｼ)

ﾖｺﾅﾃﾞ、磨耗のため
調整不明

やや密、径3㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

333 －

1585 SZ068 a
Ⅴ～Ⅵ
甕A2b

口径16.1
器高(10.1)
最大径22.0

口縁9
刺突文、ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、
ﾊｹ

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧
痕

やや密、径3㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

外面に煤付着
333 －

1586 SZ068 a
Ⅴ～Ⅵ
鉢B2

口径16.7
底径5.1
器高9.5

最大径17.0

口縁3
底部1/4
以上

ﾊｹ ﾊｹ、指頭圧痕 やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

底部打ち欠きで穿
孔？

333 186

1587 SZ068 1
Ⅴ～Ⅶ

壺
器高(7.3)

ﾐｶﾞｷ、ﾊｹ、ﾖｺﾅﾃﾞ、沈線
(5条)

ﾐｶﾞｷ、ﾅﾃﾞ、ﾊｹ やや密、径3㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

内外面に煤付着
333 －

1588 SZ068 a
Ⅵ～Ⅶ
手捏ねD

口径7.1
底径2.7
器高5.3

口縁3
底部完

存

ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、指頭圧痕、ﾊｹ、
輪積み痕

ﾊｹ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長
石・石英・ﾁｬｰﾄ・赤色
酸化土粒を僅かに含む

普
通

外面に煤付着？
333 204

1592 SZ069 a
Ⅴ～Ⅶ
甕胴部

器高(2.8)
ﾊｹ、 磨耗のため調整不

明
やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

普
通

外面に線刻有り
336 －

1593 SZ070 a
Ⅴ

器台A1b

口径17.0
底径16.2
器高11.6
最大径17.0

口縁9
底部3/4
以上

直線文(7・6・7条) 磨耗のため調整不
明、指頭圧痕

やや密、径3㎜以下のﾁｬ
ｰﾄ・赤色酸化土粒を僅
かに含む

良

1穿孔1組3方向

336 186

1594 SZ070 1
Ⅵ～Ⅶ
壺Ｈ

底径1.8
器高(8.9)
最大径15.4

底部完
存

ﾐｶﾞｷ 指頭圧痕、ﾊｹ やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

普
通

336 －

1595 SZ070 a
Ⅴ～Ⅵ
高坏I2

口径11.0
器高(7.5)
最大径11

口縁10
ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ 指頭圧痕、ﾅﾃﾞ やや密、径3㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

336 204

1596 SZ070 a
Ⅴ～Ⅶ
甕B4

口径17.2
器高(10.0)
最大径18.0

口縁10
刺突文、ﾅﾃﾞ、ﾊｹ、直線
文、波状文

ﾅﾃﾞ、ﾊｹ、ｹｽﾞﾘ やや密、径3㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

336 －

1597 SZ071 2
Ⅳ
壺A2

口径8.4
底径6.0

器高(22.0)
最大径19.0

口縁12
底部1/4
未満

沈線(5条)、ｸｼによる刺
突、直線文4帯(ｸｼ)、波
状文(ｸｼ)、ﾊｹ

ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕、
ﾅﾃﾞ、ﾊｹ

やや粗、径1㎜以下の長
石・雲母・ﾁｬｰﾄ・赤色
酸化土粒を僅かに含む

不
良

339 186

1598 SZ071 1
Ⅴ

壺A1b

口径21.4
底径9.6

器高(36.5)
最大径27.8

口縁4
底部1/4
以上

ﾅﾃﾞ、ﾊｹ、直線文(6条)、
波状文(6条)、直線文(6
条)、波状文(6条)、直
線文(6条)、扇形文、ﾐｶ
ﾞｷ、ﾊｹ　磨耗著しい

ﾅﾃﾞ、扇形文、指頭
圧痕、ツメ痕　磨
耗著しい

やや粗、径5㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを多く含む

普
通

339 －

1599 SZ071 2
Ⅴ

甕A2b

口径16.0
器高(15.4)
最大径23.8

口縁3

ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、指頭圧
痕、直線文(6条)、ﾊｹ、
刺突文、直線文(6条)、
波状文(5条)、ﾊｹ

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、指
頭圧痕、ﾊｹ

やや粗、径3㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

外面に炭化物付着

339 187

1600 SZ071 1
Ⅴ～Ⅵ
鉢A3a

口径10.8
器高(7.0)
最大径12.2

口縁1
刺突文、ﾅﾃﾞ、刺突文、
ﾊｹ

ﾅﾃﾞ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、指頭
圧痕

やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

外面に炭化物、煤
付着、　口縁部打
ち欠きか？

339 －

1601 SZ071 1
Ⅴ～Ⅵ
壺H3

口径8.4
器高(11.0)
最大径12.0

口縁4
ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ、ﾊｹ ﾅﾃﾞ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、指頭

圧痕、輪積み痕
やや密、径3㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

339 187
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表127 土器類観察表（61）

No
地区
遺構

層
位

時期
器種分類

法量(㎝)
残存率
(X/12)

調整
胎土

焼
成

備考 挿図 図版
外面 内面

1602 SZ071 1
Ⅴ～Ⅵ
壺B1

口径14.0
底径4.9
器高23.5
最大径22.0

口縁12
底部3/4
以上

ﾅﾃﾞ、ﾊｹ、ﾊｹのちﾐｶﾞｷ ﾅﾃﾞ、指頭圧痕、ﾕﾋ
ﾞﾅﾃﾞ、ﾊｹ、輪積み
痕

密、径2㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土粒を
僅かに含む

良

内外面に煤付着

339 185

1603 SZ071 1
Ⅴ～Ⅵ
甕B4

口径15.0
器高(23.9)
最大径22.4

口縁2
ﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾅﾃﾞ、指頭圧痕、ﾕﾋ

ﾞﾅﾃﾞ、ﾊｹ
やや密、径3㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

外面に炭化物付
着、内外面に煤付
着

340 －

1605 SZ072 a
Ⅴ～Ⅵ
壺底部

底径4.1
器高(3.0)

底部完
存

磨耗のため調整不明 ｹｽﾞﾘ やや粗、径1㎜以下の長
石・雲母・ﾁｬｰﾄを僅か
に含む

不
良

340 －

1606 SZ073 4
Ⅲ－3
壺A3

口径9.4
器高(26.3)
最大径21.5

口縁12
波状文、ﾊｹ、直線文(2
条×3)、ﾐｶﾞｷ

指頭圧痕、ｼﾎﾞﾘ痕、
輪積み痕

やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

良 344 187

1607 SZ073 e
Ⅲ－3
壺Ａ

底径5.5
器高(18.2)
最大径17.5

底部完
存

縦位・横位の直線文(3
条×2)、ﾊｹ、ｹｽﾞﾘのちﾐ
ｶﾞｷ

ｼﾎﾞﾘ痕、指頭圧痕、
ﾊｹ

やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを多く含む 良

打ち欠き
344 187

1608 SZ073 4
Ⅳ
壺A1

口径10.6
底径4.8
器高27.5
最大径20.2

口縁12
底部完

存

ﾊｹ、凹線文、ﾀﾀｷのちﾊｹ、
ｹｽﾞﾘ(底部)

指頭圧痕、ｼﾎﾞﾘ痕、
ﾊｹ

やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを多く含む 普

通
344 186

1609 SZ073 a
Ⅳ
壺A1

口径9.0
器高(6.5)

口縁2
凹線文(2条)、ﾊｹ、沈線
(4条)

ﾅﾃﾞ やや密、径3㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

良 344 204

1610 SZ073 a
Ⅳ

壺底部
底径6.2
器高(2.8)

底部3/4
以上

ﾊｹ ﾊｹ やや密、径1㎜以下の長
石・石英・ﾁｬｰﾄを僅か
に含む

良
底部籾殻痕有り

344 －

1611 SZ073 2
Ⅳ
壺Ｄ

口径23.0
器高	(2.5)

口縁1
ﾊｹ ﾊｹ 密、径1㎜以下のﾁｬｰﾄを

僅かに含む
普
通

344 －

1612 SZ073 e
Ⅳ
鉢Ｃ

口径20.6
器高(6.0)
最大径21.4

口縁1
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ やや密、径1㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む 良 344 －

1613 SZ073 2
Ⅴ～Ⅵ
鉢A3a

口径16.6
器高(9.6)
最大径17.6

口縁1
刺突文、ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、刺
突文、ﾊｹ

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧
痕

密、径5㎜以下の石英・
ﾁｬｰﾄを多く含む

普
通

内外面に煤付着　
344 186

1614 SZ073 2
Ⅵ

高坏B3a

口径23.8
器高(3.6)
最大径24.0

口縁1
ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ やや密、径2㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

良 345 －

1615 SZ073 2
Ⅵ～Ⅶ
甕B4

口径9.8
器高(7.2)
最大径14.0

口縁1
ﾊｹのちﾅﾃﾞ(口縁部)、ﾊｹ
(胴部)

ﾅﾃﾞ、指頭圧痕 やや密、径1㎜以下のﾁｬ
ｰﾄを僅かに含む

普
通

外面に煤付着
345 －

1617 SZ075 2
Ⅳ
甕A2

口径16.1
底径5.1
器高23.2
最大径17.2

口縁3
底部3/4
以上

ﾀﾀｷ、刺突文、ﾀﾀｷのちﾊ
ｹ(胴部)、底部ﾀﾀｷ

ﾊｹ、指頭圧痕、ﾅﾃﾞ、
ｹｽﾞﾘ

やや粗、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを多く含む 普

通

内外面に煤付着、
底部に穿孔有り

348 187

1619 SZ077 13
Ⅳ
鉢Ｄ

口径15.6
器高(7.8)
最大径16.2

口縁12
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、簾状文2帯、
ﾐｶﾞｷ

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、輪積み
痕、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ

やや粗、径3㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

352 188

1620 SZ077 d
Ⅳ
壺Ｄ

器高(3.0)
凹線(1条)、ﾊｹ ﾅﾃﾞ、ﾊｹ 密、径1㎜以下の長石・

ﾁｬｰﾄを僅かに含む
良 352 －

1621 SZ077 9
Ⅳ
甕A4

口径22.3
器高(18.6)

口縁2
ﾅﾃﾞ、口縁端部に刺突文、
ﾊｹ

ﾊｹ、指頭圧痕 やや粗、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを多く含む

普
通

内外面に煤付着
352 188

1622 SZ077 ｇ
Ⅲ～Ⅳ

甕
口径18.8
器高(15.0)

口縁6
ﾊｹ ﾊｹのちﾅﾃﾞ、指頭圧

痕、輪積み痕
やや粗、径2㎜以下の長
石・雲母・ﾁｬｰﾄ・赤色
酸化土粒を多く含む

良
外面に煤付着

352 188

1624 SZ080 1
縄文
深鉢

器高(4.3)
条痕(貝) ﾅﾃﾞ やや粗、径2㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄを多く含む
普
通

355 －

1625 SZ080
Ⅲ
甕

器高(1.7)
ﾅﾃﾞ、口唇部に刺突文 ﾅﾃﾞ、刺突文 やや粗、径1㎜以下の長

石を僅かに含む
普
通

355 －

1626 SZ082 2
Ⅳ
壺

底径4.9
器高(7.5)

底部2/4
以上

ﾊｹ、ｹｽﾞﾘ ﾅﾃﾞ、ｹｽﾞﾘ やや密、径2㎜以下の長
石・石英を僅かに含む

普
通

360 －

1627 SZ082 1
Ⅵ～Ⅶ
壺A3

口径17.4
器高(4.8)

口縁3
擬凹線(4条)、ﾅﾃﾞ、指
頭圧痕、ﾊｹ

ﾐｶﾞｷ、ﾊｹ、ﾅﾃﾞ やや密、径3㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

外面に煤付着
360 －

1628 SZ082 2
Ⅵ～Ⅶ
甕脚部

底径6.9
器高(5.4)

底部1/4
未満

指頭圧痕、ﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧痕 やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

外面に煤付着
360 －

1629 SZ082 1
Ⅵ～Ⅶ
甕B4

口径14.4
器高(5.4)

口縁2
ﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾅﾃﾞ、ﾊｹ、輪積み痕 やや密、径2㎜以下の長

石を僅かに含む
普
通

外面に煤付着
360 －

1630 SZ082 1
Ⅵ
甕B2

口径17.8
器高(6.3)

口縁2
ﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧痕 やや密、径3㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄを多く含む
普
通

360 －

1631 SZ082 2
Ⅴ～Ⅵ
鉢Ｂ

底径4.4
器高(7.6)

底部完
存

ﾅﾃﾞ ﾅﾃﾞ、ﾊｹ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

底部穿孔有り
360 －

1632 SZ082 2
Ⅵ～Ⅶ
壺D3b

口径14.5
器高(5.0)

口縁1
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ、ﾊｹ、

指頭圧痕
やや密、径1㎜以下の赤
色酸化土粒を僅かに含
む

普
通

頸部穿孔有り、内
外面に煤付着 360 －

1633 SZ084 1
Ⅴ～Ⅵ
高坏B3b

口径19.5
器高(3.3)

口縁2
ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ やや粗、径5㎜以下の石

英・金雲母・ﾁｬｰﾄ(多)
を僅かに含む

普
通

363 －
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No
地区
遺構

層
位

時期
器種分類

法量(㎝)
残存率
(X/12)

調整
胎土

焼
成

備考 挿図 図版
外面 内面

1634 SZ084 1
Ⅴ～Ⅵ
甕B2

口径15.4
器高(2.9)

口縁2
ﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾅﾃﾞ、ﾊｹ 粗、径3㎜以下の石英を

僅かに含む
普
通

363 －

1635 SZ084 1
Ⅴ～Ⅶ
甕胴部

器高(11.3)
最大径17.0

-
ﾊｹ ﾅﾃﾞ やや粗、径3㎜以下の石

英・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

外面に炭化物付着
363 －

1636 SZ084 1
Ⅴ～Ⅶ
甕胴部

器高(11.5)
最大径18.1

-
ﾊｹ ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の石

英・赤色酸化土粒を僅
かに含む

良 363 －

1637 SZ085 1
Ⅳ

高坏Ａ
口径19.7
器高(11.2)

口縁4
凹線(6条)、ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ やや密、径2㎜以下の石

英・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

穿孔有り
365 －

1645 SH010 1
Ⅳ～Ⅴ
甕胴部

器高(3.0) -
ﾊｹ、キザミ、刺突文 ﾊｹ やや密、径1㎜以下の長

石を僅かに含む
普
通

370 －

1649 SD0575 c
Ⅳ
甕A2

器高(2.8) -
ﾀﾀｷ、キザミ ﾊｹ やや密、径1㎜以下の長

石を僅かに含む
良 372 －

1650 SD0575 a
Ⅲ
壺A

器高(5.3) -
直線文 摩耗のため調整不

明
やや粗、径1㎜以下の長
石を僅かに含む

普
通

372 －

1651 SD0672 1
Ⅴ～Ⅵ
高坏Ba

口径24.3
器高(3.3)

口縁1
ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ やや密、径1㎜以下の石

英・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

375 －

1652 SD0672 1
Ⅵ

壺H2a

口径10.6
器高(11.2)
最大径16.8

口縁1
摩耗のため調整不明 摩耗のため調整不

明
やや粗、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を多
く含む

普
通

外面に炭化物付着
375 212

1654 SD0471 1
Ⅳ

高坏・鉢
口径34.0
器高(3.1)

口縁1
ﾅﾃﾞ、凹線(1条) ﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長

石を僅かに含む
普
通

380 －

1655 SD0481 1
Ⅳ
甕Ｂ

口径17.9
器高(2.9)

口縁1
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ やや密、径1㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

380 －

1656 SD0481 1
Ⅴ～Ⅵ
高坏Ｂ

口径24.8
器高(7.0)

口縁5
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ 密、径5㎜以下の長石・

ﾁｬｰﾄを僅かに含む
普
通

380 189

1657 SD0519 1
Ⅴ～Ⅵ
高坏B3a

口径14.4
器高(3.4)

口縁3
ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ やや密、径3㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

380 －

1658 SD0521 1
Ⅴ

甕A2b
口径15.4
器高(6.2)

口縁3
刺突文、ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、刺
突文

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹのちﾕﾋﾞﾅ
ﾃﾞ

やや粗、径1㎜以下の長
石・雲母・ﾁｬｰﾄ・赤色
酸化土粒を多く含む

不
良

380 －

1659 SD0549 1
Ⅲ
壺A3

口径8.6
器高(28.8)
最大径21.0

口縁6
ﾅﾃﾞ、キザミ、ﾊｹ、沈線
(3条)、直線文5帯

ﾅﾃﾞ、指頭圧痕、ｹｽ
ﾞﾘ、ﾊｹ

やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

普
通

底部打ち欠き有
り、(複合ｸｼ) 382 192

1660 SD0549 1
Ⅲ
壺A3

口径8.2
底径5.6
器高29.1
最大径22.0

口縁12
底部完

存

ﾖｺﾅﾃﾞ、波状文、キザミ、
ﾊｹ、沈線(4条)、直線文
5帯(2×3)、ﾐｶﾞｷ

ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕、
ﾊｹ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ

やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む 普

通

外面に煤付着、底
部木葉痕

382 192

1661 SP0135 1
Ⅳ
甕A2

口径14.5
器高(3.1)

口縁1
キザミ、ﾊｹ、沈線1条 ﾊｹ やや密、径1㎜以下の長

石を僅かに含む
普
通

384 －

1662 SB113 1
Ⅴ～Ⅵ
高坏B

器高(2.1)
ﾐｶﾞｷ 摩耗のため調整不

明
密、径2㎜以下の長石を
僅かに含む

普
通

390 －

1663 SB113 1
Ⅴ～Ⅵ
甕胴部

器高(4.3)
ﾊｹ 摩耗のため調整不

明
密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

普
通

内面に炭化物付着
390 －

1664 SB113 1
Ⅴ～Ⅵ
鉢Ａ

器高(3.0)
ﾊｹ、直線文、列点文(ｸｼ) ﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下の長石を

僅かに含む
普
通

390 －

1665 SB114 1
Ⅴ～Ⅵ
甕A2b

器高(2.7)
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下の長石を

僅かに含む
良 392 －

1666
SB115
P6

1
Ⅴ～Ⅵ
壺A胴部

器高(5.0)
波状文、直線文、ﾐｶﾞｷ ﾊｹ 密、径1㎜以下の長石を

僅かに含む
良 396 －

1667
SB115
P6

1
Ⅴ～Ⅵ
甕Ａ

器高(4.4)
直線文、列点文、ﾊｹ ﾅﾃﾞ 密、径2㎜以下の長石を

僅かに含む
良 396 －

1668
SB115
P6

1
Ⅴ～Ⅵ
甕Ａ

器高(8.7)
最大径19.5

刺突文、直線文(ｸｼ)、ﾊ
ｹ

ﾊｹ 密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

良
外面に炭化物付着

396 －

1669
SB115
P6

1
Ⅴ～Ⅵ
甕Ａ

底径4.3
器高(4.8)

底部2/4
以上

ﾊｹ ﾊｹ 密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

良 396 －

1670
SB115
P6

1
Ⅴ～Ⅵ
甕脚部

底径8.1
器高(3.5)

底部1/4
未満

ﾅﾃﾞ ﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

良 396 －

1671
SB115
P8

1
Ⅵ

器台B1a
底径13.4
器高(12.4)

底部2/4
以上

ﾐｶﾞｷ、指頭圧痕 ﾐｶﾞｷ、ｹｽﾞﾘ？、指
頭圧痕

密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

良

1穿 孔1組3方 向、
煤 付 着(外 面 全
体)、脚裾部打ち
欠き？

396 216

1672
SB115
P8

1
Ⅴ～Ⅵ
鉢A1？

器高(2.8)
ﾖｺﾅﾃ ・゙刺突文(口縁部)、
沈線(2条1組)、ﾊｹ

ﾖｺﾅﾃﾞ 密、径2㎜以下の長石を
僅かに含む

良 396 －

1673
SB115
P8

1
Ⅵ～Ⅶ
甕脚部

底径8.2
器高(4.5)

底部3/4
以上

ﾊｹ、指頭圧痕 ﾊｹ 密、径2㎜以下の長石を
僅かに含む

良
外面に煤付着、脚
裾部打ち欠き？

396 －

1674
SB115
P8

1
Ⅴ～Ⅵ
鉢C？

口径8.5
器高(4.5)

口縁1
ﾊｹ ﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下の長石を

僅かに含む
良 396 －

1675
SB115
P8

1
Ⅵ～Ⅶ
甕脚部

底径7.7
器高(4.4)

底部完
存

摩耗のため調整不明 ﾊｹ、ﾅﾃﾞ、指頭圧痕 密、径2㎜以下の長石を
僅かに含む

良
煤付着(内面全体)

396 －

1676 SB115-P8 1
Ⅵ～Ⅶ
甕脚部

底径6.6
器高(3.8)

底部完
存

ﾅﾃﾞ、摩耗のため調整不
明

ﾊｹ、指頭圧痕 密、径2㎜以下の長石を
僅かに含む

良
外面に煤付着、内
面赤色顔料付着

396 －

表128 土器類観察表（62）
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表129 土器類観察表（63）

No
地区
遺構

層
位

時期
器種分類

法量(㎝)
残存率
(X/12)

調整
胎土

焼
成

備考 挿図 図版
外面 内面

1677 SB115 1
Ⅵ～Ⅶ
甕底部

底径5.6
器高(1.7)

底部1/4
未満

ﾅﾃﾞ？ ﾅﾃﾞ？ やや密、径1㎜以下の長
石を僅かに含む

普
通

内面に煤付着
396 －

1678 SB115 1
Ⅵ～Ⅶ
甕胴部

器高(6.3)
ﾊｹ ﾊｹ やや密、径1㎜以下の長

石・雲母を僅かに含む
普
通

外面に炭化物付着
396 －

1679 SP0128 1
Ⅴ～Ⅵ
壺A胴部

器高(3.2)
直線文、波状文 剥離のため調整不

明
密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

良 396 －

1683
SB118
P6

1
Ⅴ～Ⅵ
高坏B3a

器高(2.6) 口縁1
ﾐｶﾞｷ？ 磨耗のため調整不

明
やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

普
通

402 －

1684
SB118
P6

1
Ⅴ～Ⅵ
鉢A2

器高(3.1) 口縁1
ﾖｺﾅﾃﾞ、直線文 ﾖｺﾅﾃﾞ やや密、径2㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

402 －

1685 SB120 1
Ⅳ
甕Ｂ

器高(6.9)
波状文、ﾊｹ、直線文 ﾅﾃﾞ やや密、径2㎜以下の長

石・石英・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

外面に煤付着、　
1679と同一個体? 405 －

1686 SB120 1
Ⅳ
甕Ｂ

器高(7.2)
刺突文、波状文、直線文、
ﾊｹ

ﾅﾃﾞ やや密、径2㎜以下の長
石・石英・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

外面に煤付着　、
1678と同一個体? 405 －

1687
SB121
P1

1
Ⅵ～Ⅶ
高坏C・D

器高(5.5)
ﾐｶﾞｷ ﾅﾃﾞ？ 密

良
1穿 孔1組3方 向、
外面に煤付着

410 －

1688
SB121
P3

1
Ⅵ－1
高坏I3

口径10.7
器高(7.9)

口縁2
ﾐｶﾞｷ？、摩耗のため観
察困難

ﾊｹ、指頭圧痕 やや密、径1㎜以下の長
石を僅かに含む

良 410 －

1689
SB121
P3

1
Ⅵ－1
甕脚部

底径7.7
器高(7.4)

底部1/4
未満

ﾊｹ ﾊｹ、ﾅﾃﾞ(脚部) やや密、径1㎜以下の長
石を僅かに含む 良

内面に煤付着、破
断面に二次焼成痕
有り

410 －

1690
SB121
P13

1
Ⅵ－1
甕E4

口径13.7
底径5.2
器高18.5
最大径17.0

口縁12
底部完

存

ﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾅﾃﾞ、板ﾅﾃﾞ、指頭
圧痕

やや粗、径2㎜以下の長
石・石英を僅かに、ﾁｬｰ
ﾄを多く含む

不
良

外面に炭化物付着

410 209

1691
SB121
P14

1
Ⅵ－1
高坏B4

口径21.5
器高(5.5)

口縁3
ﾊｹ、摩耗のため観察困
難

ﾊｹ、摩耗のため観
察困難

密、径2㎜以下の長石を
僅かに含む

良 410 －

1692
SB121
P14

1
Ⅵ－1
高坏B3a

口径21.7
器高(4.1)

口縁2
ﾊｹ(一次調整)、摩耗の
ため観察困難

摩耗のため調整不
明

密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

良 410 －

1693
SB121
P14

1
Ⅵ－1
壺D3a

口径13.2
器高(10.4)

口縁3
ﾅﾃﾞ、ﾊｹ、摩耗のため観
察困難

ﾅﾃﾞ、指頭圧痕、輪
積み痕、摩耗のた
め観察困難

やや粗、径5㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを多く含む

不
良

1690と同一個体の
可能性有り 410 －

1694
SB121
P14

1
Ⅵ－1
高坏B2a

口径18.3
器高(11.1)

口縁4
摩耗のため調整不明 輪積み痕、ｼﾎﾞﾘ痕 密、径2㎜以下の長石を

僅かに含む
普
通

1穿孔1組3方向
410 209

1695
SB121
P14

1
Ⅴ～Ⅵ
器台B1

底径12.9
器高(3.4)

底部1/4
未満

ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ やや粗、径1㎜以下の石
英・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

1穿孔1組3方向？
410 －

1696
SB121
P14

1
Ⅵ－1
壺J1

口径8.1
底径4.0
器高10.0
最大径10.4

口縁7
底部完

存

ﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾅﾃﾞ、指頭圧痕 密、径2㎜以下の長石を
僅かに含む 普

通
410 212

1697
SB121
P14

1
Ⅵ－1
壺胴部

器高(22.9)
最大径26.4

ﾊｹ、摩耗のため観察困
難

摩耗のため調整不
明

密、径5㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄ(多)・赤色酸化土
粒を多く含む

良
1686と同一個体の
可能性有り 410 209

1698 SD0657 1
Ⅵ－1
高坏I脚

部

底径11.2
器高(7.4)

底部1/4
未満

摩耗のため調整不明 摩耗のため調整不
明

やや密、径1㎜以下の長
石を僅かに含む

普
通

1穿孔1組3方向
410 －

1699 SD0657 1
Ⅵ－1
高坏B3b

口径22.0
器高(11.1)

口縁2
ﾊｹ、摩耗のため観察困
難

ﾊｹ、ｼﾎﾞﾘ痕、摩耗
のため観察困難

やや密、径1㎜以下の長
石を僅かに含む

普
通

1穿孔1組3方向
410 209

1700 SD0657 1
Ⅵ－1
高坏B脚

部
器高(8.1)

摩耗のため調整不明 摩耗のため調整不
明

密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む 良

1穿 孔1組3方 向、
脚裾打ち欠き 411 －

1701 SD0657 1
Ⅵ－1
壺底部

底径3.4
器高(2.1)

底部1/4
以上

ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ やや密、径1㎜以下の長
石を僅かに含む

良 411 －

1702 SD0657 1
Ⅵ－1
鉢Ｂ

底径1.5
器高(1.7)

底部完
存

摩耗のため調整不明 摩耗のため調整不
明

やや粗、径1㎜以下の長
石を僅かに含む

不
良

411 －

1703 SD0657 1
Ⅵ－1
高坏B3b

口径24.0
器高(3.7)

口縁3
ﾐｶﾞｷ 摩耗のため調整不

明
やや粗、径1㎜以下の長
石を僅かに含む

良
外面に煤付着

411 －

1704 SK02574 1
Ⅵ－1
高坏I3

口径8.2
底径11.4
器高15.5
最大径14.3

口縁7
底部2/4
以上

ﾊｹ、ﾐｶﾞｷ ﾅﾃﾞ、ｼﾎﾞﾘ痕 やや密、径1㎜以下の長
石を僅かに含む

良

1穿孔1組3方向

411 209

1707
SD0383

1
Ⅵ－1
鉢A3a

口径15.0
器高(5.5)

口縁2
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、直線文
(ｸｼ)、刺突文、ﾊｹ、指
頭圧痕

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾅﾃﾞ やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

良
煤付着(外・底部)

428 －

1708
SD0383

1
Ⅵ－1
鉢A3b

口径17.4
器高(7.7)

口縁2
ﾖｺﾅﾃﾞ、直線文2帯、刺
突文

ﾖｺﾅﾃﾞ、輪積み痕、
指頭圧痕、ﾅﾃﾞ

やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

良 428 －

1709
SD0383

1
Ⅵ－1
鉢A4a

口径16.0
底径6.7
器高10.7
最大径17.7

口縁2
底部完

存

ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、直線文
2帯？、刺突文、ﾊｹ、ｹｽ
ﾞﾘ

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、輪積み
痕

やや密、径1㎜以下の長
石を僅かに含む

良

煤付着(外面全体)

428 217

1710
SD0383

1
Ⅵ－1
鉢A3a

口径16.0
底径2.5
器高10.2
最大径16.8

口縁9
底部完

存

ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、直線文
2帯、刺突文、ﾊｹ、ｹｽﾞﾘ

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ やや密、径2㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

良

外面に煤付着

428 217
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表130 土器類観察表（64）

No
地区
遺構

層
位

時期
器種分類

法量(㎝)
残存率
(X/12)

調整
胎土

焼
成

備考 挿図 図版
外面 内面

1711
SD0383

1
Ⅵ－1
高坏H1

口径15.4
底径10.3
器高13.9
最大径15.6

口縁11
底部3/4
以上

ﾐｶﾞｷ ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ、屈
曲部に一次調整のﾊ
ｹ、ｼﾎﾞﾘ痕

密、径2㎜以下の長石を
僅かに含む

良

1穿 孔1組2方 向、
口縁部・脚裾部打
ち欠き？

428
207
217

1712
SD0383

1
Ⅵ－1
高坏G1

口径14.3
底径10.2
器高12.6
最大径14.4

口縁9
底部完

存

ﾐｶﾞｷ ﾊｹ、ﾐｶﾞｷ やや密、径2㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を多
く含む

良

1穿 孔1組3方 向、
脚裾部打ち欠き？

428
207
218

1713
SD0383

1
Ⅵ－1
器台B2a

底径12.8
器高(11.9)

底部1/4
以上

ﾐｶﾞｷ ｹｽﾞﾘ？、ｼﾎﾞﾘ痕、ﾐ
ｶﾞｷ(裾部)

密、径1㎜以下の長石・
赤色酸化土粒を僅かに
含む

良
1穿孔1組3方向

428 218

1714
SD0383

1
Ⅵ－1
高坏B3a

口径27.5
器高(3.2)

口縁1
ﾐｶﾞｷ(一次調整のﾊｹ僅か
に残る)

ﾐｶﾞｷ 密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

良 428 －

1715
SD0383

1
Ⅵ－1
器台B3

口径14.9
底径11.4
器高12.0
最大径15.3

口縁12
底部3/4
以上

ﾊｹのちﾐｶﾞｷ ﾊｹ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ 密、径3㎜以下の長石・
赤色酸化土粒を僅かに
含む

良

1穿孔1組3方向

428
207
218

1716
SD0383

1
Ⅵ－1
器台B1a

口径18.4
底径14.4
器高14.5
最大径18.6

口縁11
底部2/4
以上

ﾊｹのちﾐｶﾞｷ ﾊｹのちﾐｶﾞｷ、ﾊｹ、ｼ
ﾎﾞﾘ痕、輪積み痕

密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

良

1穿孔1組3方向

428
207
218

1717
SD0383

1
Ⅵ－1
壺H1b

口径8.2
底径2.3
器高15.2
最大径15.0

口縁12
底部完

存

沈線(4条)、ﾐｶﾞｷ、ｹｽﾞﾘ、
指頭圧痕

ﾐｶﾞｷ、ﾊｹ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、
指頭圧痕

密、径2㎜以下の長石・
赤色酸化土粒を僅かに
含む

良 429
207
219

1718
SD0383

1
Ⅵ－1
壺H胴部

底径4.0
器高(10.2)
最大径13.6

底部完
存

ﾐｶﾞｷ、ｹｽﾞﾘのちﾐｶﾞｷ(胴
部下半)

ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、ﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下長石を僅
かに含む 良 429 219

1719
SD0383

1
Ⅵ－1
壺底部

底径5.0
器高(2.5)

底部完
存

ﾐｶﾞｷ ﾊｹ 密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

良
僅かに外面に煤付
着

429 －

1720
SD0383

1
Ⅵ－1
甕A3

口径19.2
底径7.0

器高(32.3)
最大径25.6

口縁11
底部完

存

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、ﾅﾃﾞ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧
痕、ｹｽﾞﾘ

やや密、径5㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を多
く含む

良

煤 付 着(外 面 全
体)、口縁部打ち
欠き

429
207
218

1721
SD0383

1
Ⅵ－1
甕A3

口径15.5
器高(23.0)
最大径24.8

口縁10
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、ｹｽﾞﾘ、指頭
圧痕

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、ｹｽﾞﾘ、
ﾅﾃﾞ、輪積み痕

やや密、径1㎜以下の長
石を僅かに含む 良

外面に煤付着
429 218

1722
SD0383

1
Ⅵ

甕胴部
器高(8.7)

ﾊｹ ﾊｹ やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

普
通

内面に煤付着
429 －

1723
SD0383

1
Ⅵ－1
鉢A3b

口径15.9
器高(7.8)
最大径17.0

口縁2
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、直線文
3帯、刺突文、ﾊｹ、ｹｽﾞﾘ

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾅﾃﾞ、輪積
み痕

やや粗、径1㎜以下の長
石を僅かに含む

普
通

429 225

1724
SD0383

1
Ⅵ－1
鉢A3a

口径14.8
器高(5.7)

口縁4
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、直線文
(ｸｼ)、刺突文、ﾊｹ

ﾖｺﾅﾃﾞ、輪積み痕、
指頭圧痕

やや密、径2㎜以下の長
石を僅かに含む

良
外面に煤付着

430 －

1725
SD0383

1
Ⅵ－1
器台B2a

口径17.6
底径9.4
器高12.3
最大径17.9

口縁4
底部2/4
以上

ﾐｶﾞｷ ﾊｹのちﾐｶﾞｷ、ﾅﾃﾞ、
ｼﾎﾞﾘ痕

密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

良

内面に煤付着

430
207
219

1726
SD0383

1
Ⅵ－1
鉢Ｃ

口径15.3
底径5.1
器高9.8

最大径15.8

口縁2
底部完

存

ﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾅﾃﾞ 密、径5㎜以下の長石を
僅かに含む

良

敲打痕？(内)、口
縁部打ち欠き

430
207
219

1727
SD0383

1
Ⅵ－1
高坏Ｆ

口径17.2
底径10.9
器高13.2
最大径17.4

口縁6
底部3/4
以上

ﾊｹのちﾐｶﾞｷ ﾊｹのちﾐｶﾞｷ、ﾅﾃﾞ、
ｼﾎﾞﾘ痕

密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

良

1穿孔1組4方向

430
207
219

1728
SD0383

1
Ⅵ－1
高坏B3a

口径26.8
器高(5.6)

口縁3
ﾐｶﾞｷ ﾊｹのちﾐｶﾞｷ 密、径2㎜以下の長石を

僅かに含む
良

口縁部打ち欠き？
430 －

1729
SD0383

1
Ⅵ－1
器台B1a

口径16.0
底径11.2
器高13.4
最大径16.3

口縁12
底部1/4
以上

ﾐｶﾞｷ ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ、ｼﾎﾞﾘ痕 密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

良

1穿 孔1組3方 向、
破断面に二次焼成
痕

430
207
220

1730
SD0383

1
Ⅵ－1
高坏B3a

口径23.4
器高(4.8)

口縁1
ﾐｶﾞｷ、沈線(1条？) ﾐｶﾞｷ 密、径2㎜以下の長石・

ﾁｬｰﾄを僅かに含む
良 430 －

1731
SD0383

1
Ⅵ－1
高坏B3b

口径29.6
器高(6.7)

口縁7
ﾊｹのちﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ 密、径1㎜以下の長石を

僅かに含む
良 430

207
219

1732
SD0383

1
Ⅵ－1
器台B1a

口径19.0
底径12.4
器高13.5
最大径19.6

口縁10
底部3/4
以上

ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、ﾖｺﾅﾃﾞ、ｼﾎﾞﾘ
痕

密、径2㎜以下の長石を
僅かに含む

良

1穿 孔1組3方 向、
脚裾部打ち欠き？

430
207
220

1733
SD0383

1
Ⅵ－1
壺A2

口径15.2
器高(6.8)

口縁7
ﾐｶﾞｷ、2個1組6ヶ所の円
形浮文

ﾐｶﾞｷ、板ﾅﾃﾞ、輪積
み痕、指頭圧痕

密、径1㎜以下の長石を
多く含む

良
外面に煤付着

431
207
220

1734
SD0383

1
Ⅵ－1
壺B1

口径14.8
器高(7.2)

口縁6
ﾐｶﾞｷ？、摩耗顕著 摩耗のため調整不

明、輪積み痕
密、径2㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄを僅かに含む

良 431 －

1735
SD0383

1
Ⅵ－1
壺B胴部

器高(17.3)
最大径25.2

ﾐｶﾞｷ、摩耗顕著 ﾊｹ、指頭圧痕、輪
積み痕、摩耗顕著

密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

良 431
207
220

1736
SD0383

1
Ⅵ－1
壺B1

口径11.9
器高(10.9)

口縁7
沈線？、ﾐｶﾞｷ、ﾊｹ ﾐｶﾞｷ、ﾊｹ、指頭圧

痕
密、径1㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄを僅かに含む

良 431
207
220
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表131 土器類観察表（65）

No
地区
遺構

層
位

時期
器種分類

法量(㎝)
残存率
(X/12)

調整
胎土

焼
成

備考 挿図 図版
外面 内面

1737
SD0383

1
Ⅵ－1
壺B胴部

器高(8.1)
ﾐｶﾞｷ ﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下の長石を

僅かに含む
良

胴 部 打 ち 欠 き、
1726と同一個体

431
207
220

1738
SD0383

1
Ⅵ－1
壺B底部

底径4.4
器高(6.0)

底部2/4
以上

ﾐｶﾞｷ 板ﾅﾃﾞ(ﾊｹ？) 密、径1㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄを僅かに含む

良
黒斑有り

431
207
220

1739
SD0383

1
Ⅵ－1
壺H1a

口径8.6
底径2.9
器高15.0
最大径14.3

口縁6
底部完

存

ﾐｶﾞｷ ﾊｹ、ﾐｶﾞｷ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下の長石・
赤色酸化土粒を僅かに
含む

良 431
207
221

1740
SD0383

1
Ⅵ－1
壺A2

口径16.3
底径4.5
器高26.7
最大径28.2

口縁11
底部完

存

擬凹線(4条)？、円形浮
文、隆帯上に刺突文、ﾐ
ｶﾞｷ

ﾐｶﾞｷ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、ﾊｹ、
接合部に指頭圧痕

密、径2㎜以下の長石を
僅かに含む

良

線刻有り(口縁内
面)、口縁部打ち
欠き？胴部打ち欠
き

431
207
220

1741
SD0383

1
Ⅵ－1
甕B2

口径17.4
器高(12.5)

口縁11
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧痕 ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾅﾃﾞ、指頭

圧痕
密、径2㎜以下の長石を
僅かに含む

良
外面に煤付着

432 221

1742
SD0383

1
Ⅵ－1
甕A4

口径18.0
器高(5.5)

口縁1
ﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾅﾃﾞ、ﾊｹ 密、径1㎜以下の長石・

石英・赤色酸化土粒を
僅かに含む

良 432 －

1743
SD0383

1
Ⅵ－1
甕B4

口径19.3
底径4.8
器高33.0
最大径26.0

口縁5
底部3/4
以上

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ 密、径2㎜以下の長石を
僅かに含む

良

外面に炭化物付着

432
207
221

1744
SD0383

1
Ⅵ－1
壺H3

口径7.3
底径2.5
器高12.8
最大径14.1

口縁12
底部完

存

ﾐｶﾞｷ ﾅﾃﾞ、指頭圧痕、ｼﾎ
ﾞﾘ痕

密、径1㎜以下の長石・
石英を僅かに含む

良 432
208
222

1745
SD0383

1
Ⅵ－1
器台B1a

口径18.5
器高(12.0)

口縁5
摩耗のため調整不明 摩耗のため調整不

明
密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

不
良

1穿孔1組3方向
432 －

1746
SD0383

1
Ⅵ－1
高坏B脚

部

底径13.2
器高(14.7)

底部1/4
以上

ﾐｶﾞｷ ﾅﾃﾞ、ｼﾎﾞﾘ痕 密、径2㎜以下の長石を
僅かに含む 良

1穿孔1組3方向
432

208
222

1747
SD0383

1
Ⅴ

高坏B脚
部

底径11.9
器高(8.4)

底部2/4
以上

ﾐｶﾞｷ ﾖｺﾅﾃﾞ、ｼﾎﾞﾘ痕 密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む 良

1穿孔1組3方向
432

208
222

1748 SD0383 1
Ⅴ～Ⅵ
壺B1

口径14.4
器高(6.2)

口縁3
摩耗のため調整不明 ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下のﾁｬ

ｰﾄ・赤色酸化土粒を僅
かに含む

不
良

433 －

1749 SD0383 1
Ⅴ
壺D2

口径8.0
底径3.8
器高8.0

最大径12.7

口縁12
底部完

存

摩耗のため調整不明 ﾊｹ、ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧
痕

やや粗、径1㎜以下のﾁｬ
ｰﾄ・赤色酸化土粒を僅
かに含む

不
良

433 193

1750 SD0383 1
Ⅴ

壺A1b
口径10.0
器高(4.3)

口縁6
擬凹線(3条)、ﾊｹ 羽状文(ｸｼ)、刺突

文
やや密、径1㎜以下のﾁｬ
ｰﾄ・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

内外面赤彩付着
433 －

1751 SD0383 1
Ⅵ－1
鉢A1

口径20.2
底径3.8
器高(9.9)
最大径20.6

口縁1
底部3/4
以上

ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、直線文、
ﾊｹ、ｹｽﾞﾘ

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ 密、径2㎜以下の長石を
僅かに含む

良 434 222

1752 SD0383 1
Ⅵ－1
鉢A4b

口径17.7
器高(8.4)
最大径18.0

口縁1
ﾅﾃﾞ、刺突文、直線文(5
条ｸｼ)、刺突文、ﾊｹ

ﾅﾃﾞ、輪積み痕、指
頭圧痕、摩耗著し
い

密、径1㎜以下の赤色酸
化土粒を僅かに含む

普
通

外面に煤付着
434 223

1753 SD0383 1
Ⅴ

高坏B2b
口径21.6
器高(3.8)

口縁1
ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ 密、径2㎜以下の長石を

僅かに含む
良 434 －

1754 SD0383 1
Ⅵ－1
器台B1c

口径19.5
器高(2.0)

口縁1
ﾐｶﾞｷ、擬凹線(2条) ﾐｶﾞｷ 密、径1㎜以下の長石を

僅かに含む
良

破断面に二次焼成
痕

434 －

1755 SD0383 1
Ⅵ－1
高坏G1

口径14.9
器高(10.1)

口縁6
ﾐｶﾞｷ、摩耗顕著 ﾐｶﾞｷ、ｼﾎﾞﾘ痕、摩

耗顕著
密、径1㎜以下の長石・
赤色酸化土粒を僅かに
含む

良
1穿 孔1組3方 向、
脚部打ち欠き？ 434 221

1756 SD0383 1
Ⅵ－1
高坏C1a

口径25.7
器高(8.2)

口縁2
ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ 密、径1㎜以下の長石を

僅かに含む
良

外面に煤付着
434 －

1757 SD0383 1
Ⅵ－1
高坏I3

口径9.0
器高(7.3)

口縁3
ﾐｶﾞｷ 輪積み痕、指頭圧

痕、ﾅﾃﾞ、摩耗著し
い

密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む 良 434 －

1758 SD0383 1
Ⅵ－1
高坏B4

口径24.8
器高(16.4)

口縁7
ﾊｹのちﾐｶﾞｷ ﾊｹのちﾐｶﾞｷ、ｼﾎﾞﾘ

痕
密、径1㎜以下の長石・
赤色酸化土粒を僅かに
含む

良
1穿 孔1組3方 向、
口縁部打ち欠き 434 222

1759 SD0383 1
Ⅵ－1
高坏B脚

部

底径10.8
器高(8.9)

底部1/4
未満

ﾐｶﾞｷ 指頭圧痕、ﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む 良

1穿 孔1組3方 向、
脚部内面刺突痕 434 －

1760 SD0383 1
Ⅵ－1
壺H胴部

器高(7.2)
ﾐｶﾞｷ ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭

圧痕
密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

良 434 －

1761 SD0383 1
Ⅵ－1
壺H胴部

底径3.8
器高(11.4)
最大径19.2

底部完
存

ﾐｶﾞｷ 輪積み痕、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、
ﾊｹ？

密、径1㎜以下の長石・
赤色酸化土粒を僅かに
含む

良
外面に赤彩有り

434 222

1762 SD0383 1
Ⅵ

壺A1b
口径18.8
器高(2.3)

口縁2
擬凹線(4条) 3条の沈線、横羽状

文
やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

良
内外面に煤付着、
赤彩有り(外) 435 －

1763 SD0383 1
Ⅵ

甕A2b

口径13.8
底径13.7
器高(6.5)

口縁2
ﾖｺﾅﾃ ・゙刺突文(口縁部)、
直線文(ｸｼ)、刺突文、ﾊ
ｹ

ﾖｺﾅﾃﾞ、板ﾅﾃﾞ、輪
積み痕

やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む 良

外面に煤付着
435 223

1764 SD0383 1
Ⅵ
甕A4

口径19.8
器高(5.8)

口縁2
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下の長石僅

かに含む
良

内外面に炭化物付
着

435 －
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表132 土器類観察表（66）

No
地区
遺構

層
位

時期
器種分類

法量(㎝)
残存率
(X/12)

調整
胎土

焼
成

備考 挿図 図版
外面 内面

1765 SD0383 1
Ⅵ

甕A2b
口径16.4
器高(3.4)

口縁2
ﾖｺﾅﾃﾞ、列点文、直線文、
ﾊｹ

ﾖｺﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を多
く含む

良 435 －

1766 SD0383 1
Ⅵ
甕A4

口径17.2
器高(7.8)

口縁9
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、沈線(3条？) ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕、

ﾅﾃﾞ
密、径1㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄを僅かに含む

良
外面に煤付着

435 223

1767 SD0383 1
Ⅵ
甕A4

口径19.4
器高(19.0)
最大径25.0

口縁2
ﾖｺﾅﾃﾞ、沈線(3条？)、ﾊ
ｹ

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ 密、径1㎜以下の長石・
赤色酸化土粒を僅かに
含む

良
外面に煤付着

435 221

1768 SD0383 1
Ⅵ～Ⅶ
甕脚部

底径7.0
器高(4.5)

底部完
存

ﾊｹ ﾊｹ 密、径3㎜以下の長石を
僅かに含む

良 435 223

1769 SD0383 1
Ⅵ～Ⅶ
甕脚部

底径7.2
器高(4.9)

底部完
存

ﾊｹ ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、指頭圧痕、
ﾊｹ

やや粗、径1㎜以下の長
石を多く含む

良 435 －

1770 SD0383 1
Ⅵ～Ⅶ
甕脚部

底径7.6
器高(5.2)

底部1/4
以上

ﾊｹ 指頭圧痕、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ 密、径2㎜以下の長石を
僅かに含む

良 435 －

1771 SD0383 1
Ⅵ

壺胴部
　器高
(7.4)

ﾐｶﾞｷ ﾊｹ 密、径2㎜以下の長石を
僅かに含む

良
外面に煤付着

435 －

1772 SD0383 1
Ⅵ～Ⅶ
甕脚部

底径7.8
器高(5.4)

底部1/4
以上

ﾊｹ ﾊｹ、指頭圧痕 やや密、径1㎜以下の長
石を僅かに含む

良
外面に煤付着

435 －

1776 SD0564 1
Ⅵ～Ⅶ
甕脚部

底径7.0
器高(4.6)

底部完
存

ﾊｹのちﾅﾃﾞ ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、指頭圧痕 密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む、1.5㎝の礫
有り

普
通

438 －

1777 SD0564 1
Ⅵ～Ⅶ
甕脚部

底径5.0
器高(3.6)

底部1/4
以上

ﾅﾃﾞ？、指頭圧痕 ﾊｹ 密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

良 438 －

1778 SD0564 1
Ⅵ－1
甕脚部

底径6.0
器高(8.3)

底部完
存

ﾊｹ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ ﾊｹ 密、径1㎜以下の長石・
赤色酸化土粒を僅かに
含む

良
外面に煤付着

438
208
223

1779 SD0564 1
Ⅳ
壺Ａ

器高(4.9)
ﾊｹ、波状文(ｸｼ) ﾊｹ 密、径1㎜以下の長石を

僅かに含む
良

外面に煤付着
438 －

1780 SD0564 1
Ⅵ－1
高坏B4

器高(16.3)
ﾐｶﾞｷ ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ、ｼﾎﾞﾘ痕 密、径2㎜以下の石英・

赤色酸化土粒を僅かに
含む

良 438
208
223

1781 SD0564 1
Ⅵ－1
壺B2a

口径11
器高(12.1)

口縁10
ﾅﾃﾞ、ﾊｹ、ﾐｶﾞｷ ﾅﾃﾞ、輪積み痕、指

頭圧痕、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ
やや粗、径3㎜以下の石
英・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

普
通

外面に煤付着
438

208
222

1782 SD0564 1
Ⅵ－1
壺B2a

口径17.4
器高(6.8)

口縁1
ﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾅﾃﾞ、指頭圧痕 密、径2㎜以下の長石僅

かに含む
良 438 －

1783 SD0564 1
Ⅵ～Ⅶ
鉢Ｆ

底径3.8
器高(4.4)

底部1/4
以上

ﾅﾃﾞ、指頭圧痕 ﾅﾃﾞ、指頭圧痕 やや密、径3㎜以下の石
英を僅かに含む

普
通

438 －

1784 SD0564 1
Ⅵ～Ⅶ
鉢Ｂ

底径3.8
器高(5.1)

底部2/4
以上

ﾊｹ、輪積み痕 ﾊｹ やや密、径3㎜以下の石
英・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

438 －

1785 SD0564 1
Ⅵ～Ⅶ
壺Ｉ

底径4.2
器高(5.4)

底部完
存

ﾐｶﾞｷ、摩耗顕著 ﾊｹ、摩耗顕著 やや密、径2㎜以下の石
英・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

438
208
223

1786 SD0564 1
Ⅵ－1
鉢A3b

口径18.1
底径2.8
器高9.0

最大径18.4

口縁1
底部3/4
以上

ﾅﾃﾞ、刺突文、直線文(ｸ
ｼ)、ﾊｹ、ｹｽﾞﾘ

ﾅﾃﾞ、ﾊｹ やや粗、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

外面炭化物付着

438 224

1787 SD0564 1
Ⅵ－1
鉢Ｅ

口径9.8
底径3.3
器高6.2

最大径10.0

口縁1
底部完

存

ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ 密、径2㎜以下の石英・
赤色酸化土粒を僅かに
含む

普
通

438
208
223

1788 SD0564 1
Ⅵ～Ⅶ
器台Ｂ

底径11.8
器高(5.3)

底部1/4
以上

摩耗のため調整不明 摩耗のため調整不
明

やや密、径2㎜以下の石
英・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

1穿 孔1組3方 向、
破断面に二次焼成
痕

438 －

1789 SD0564 1
Ⅴ～Ⅵ
壺A1b

口径17.8
器高(2.0)

口縁1
擬凹線(3条)、摩耗のた
め調整不明

横羽状文(ﾍﾗ)、摩
耗のため調整不明

やや密、径1㎜以下の長
石を僅かに含む

普
通

438 －

1790 SD0564 1
Ⅵ－1
甕Ａ

器高(7.6)
直線文(ｸｼ？)、刺突文、
ﾊｹ

輪積み痕、指頭圧
痕、ｹｽﾞﾘ？

やや密、径2㎜以下の石
英・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

438 －

1791 SD0564 1
Ⅵ－1
壺H1a

口径8.8
底径1.2
器高14.5
最大径13.5

口縁12
底部完

存

ﾐｶﾞｷ、指頭圧痕、ﾅﾃﾞ ﾊｹ、指頭圧痕、輪
積み痕、ﾅﾃﾞ

密、径3㎜以下の石英・
赤色酸化土粒を僅かに
含む

良

口縁部打ち欠き？

438
208
221

1792 SD0564 1
Ⅵ－1
壺Ｃ

口径12.5
底径4.4
器高26.7
最大径24.9

口縁12
底部完

存

ﾐｶﾞｷ、摩耗顕著(口縁部・
胴部)・特に弧帯文周辺
(胴部)

ﾊｹ、中央部は板ﾅﾃ
ﾞ？、ﾊｹは2種の工
具、ﾐｶﾞｷ、摩耗顕
著(口縁部)

密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

良

線刻有り

439
208
225

1793 SD0564 1
Ⅵ－1
壺A胴部

底径4.0
器高(30.3)
最大径25.0

底部3/4
以上

刺突文、直線文、ﾐｶﾞｷ、ﾊｹ、指頭圧痕、輪
積み痕

やや粗、径1㎜以下の長
石を僅かに含む

普
通

外面に炭化物付着
439

208
224

1794 SD0564 1
Ⅴ

高坏B3b

口径25.8
底径13.4
器高18.3
最大径26.2

口縁10
底部3/4
以上

ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、ｼﾎﾞﾘ痕、ﾅﾃﾞ？ やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

良

1穿 孔1組3方 向、
脚裾部打ち欠き

439
208
224

1795 SD0564 1
Ⅵ－1
甕B2

口径17.7
器高(28.4)
最大径25.0

口縁6
ﾊｹ 指頭圧痕、輪積み

痕、板ﾅﾃﾞ
やや粗、径2㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を多
く含む

普
通

439
208
224

1796 SD0564 1
Ⅵ－1
甕胴部

底径8.4
器高(27.1)
最大径23.4

底部完
存

ﾊｹ、指頭圧痕、摩耗著
しい

ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ？、摩耗の
ため観察困難

密、径1㎜以下の長石・
赤色酸化土粒を多く含
む

良 439
208
224
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表133 土器類観察表（67）

No
地区
遺構

層
位

時期
器種分類

法量(㎝)
残存率
(X/12)

調整
胎土

焼
成

備考 挿図 図版
外面 内面

1797 SD0566 1
Ⅵ

器台Ｂ
底径11.6
器高(2.0)

底部1/4
以上

ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ？、摩耗のた
め調整不明

やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

1穿孔1組3方向
444 －

1798 SD0566 1
Ⅵ

高坏B3b
口径24.0
器高(2.7)

口縁1
ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ やや密、径1㎜以下の長

石を僅かに含む
普
通

外面に煤付着
444 －

1799 SD0566 1
Ⅵ

手捏ねC
底径2.9
器高(2.9)

底部完
存

ﾅﾃﾞ ﾅﾃﾞ、ﾊｹ やや密、径1㎜以下の長
石・石英を僅かに含む

普
通

断面摩耗している
が口縁部打ち欠
き？

444 225

1800 SD0566 1
Ⅵ

鉢A3a

口径18.0
器高(7.2)
最大径18.4

口縁1
ﾖｺﾅﾃﾞ、直線文(6条)、
列点文(ｸｼ)

ﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

外面に煤付着
444 －

1801 SD0566 1
Ⅵ
壺B1

口径13.0
器高(5.9)

口縁1
ﾊｹ ﾅﾃﾞ やや粗、径1㎜以下の長

石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

444 －

1802 SD0566 1
Ⅴ

高坏B2a
器高(2.3)

波状文、ﾐｶﾞｷ？ 沈線(2条)、ﾐｶﾞｷ？ やや密、径1㎜以下の雲
母を僅かに含む

良 444 －

1803 SD0566 1
Ⅴ

甕A胴部
器高(5.1)

直線文、刺突文、ﾊｹ 指頭圧痕、ﾅﾃﾞ やや密、径3㎜以下の長
石・石英を僅かに含む

良
外面に煤付着

444 －

1804 SD0566 1
Ⅵ
甕A4

口径18.8
器高(4.1)

口縁1
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、直線文
(ｸｼ)

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ やや密、径1㎜以下の赤
色酸化土粒を僅かに含
む

普
通

外面に炭化物付着
444 －

1805 SD0566 1
Ⅵ
鉢Ｂ

底径3.9
器高(3.1)

底部1/4
以上

ﾊｹ ﾊｹ、指頭圧痕 密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

良 444 －

1806 SD0566 1
Ⅵ

鉢F？
底径3.4
器高(1.6)

底部2/4
以上

ﾐｶﾞｷ？ 指頭圧痕 密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

良 444 －

1807 SD0566 1
Ⅵ

高坏B3b
口径27.3
器高(6.7)

口縁1
ﾐｶﾞｷ、摩耗顕著 ﾐｶﾞｷ、摩耗顕著 密、径1㎜以下の長石・

赤色酸化土粒を僅かに
含む

普
通

444 －

1808 SD0566 1
Ⅵ

高坏B3b
口径18.0
器高(4.5)

口縁1
摩耗のため調整不明 ﾐｶﾞｷ、摩耗顕著 密、径1㎜以下の長石を

多く含む
普
通

444 －

1809 SD0566 1
Ⅴ

高坏B2b
口径20.2
器高(4.0)

口縁1
ﾐｶﾞｷ 沈線、ﾐｶﾞｷ 密、径1㎜以下の長石を

僅かに含む
良 444 －

1810 SD0566 1
Ⅵ

壺D3a
口径10.7
底径(2.7)

口縁2
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕 密、径1㎜以下の長石を

僅かに含む
良 444 －

1811 SD0566 1
Ⅵ

壺A1b
口径13.7
器高(3.9)

口縁3
摩耗のため調整不明 摩耗のため調整不

明
密、径3㎜以下の長石を
僅かに含む

良
口縁部打ち欠き？

444 －

1812 SD0566 1
Ⅵ
壺D2

口径11.3
器高(4.8)

口縁2
摩耗のため調整不明 ﾊｹ 密、径2㎜以下の長石を

僅かに含む
良 444 －

1813 SD0566 1
Ⅴ～Ⅵ
甕A2b

口径18.1
器高(2.7)

口縁2
ﾊｹ、刺突文、指頭圧痕 ﾖｺﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下の長石を

僅かに含む
良 444 －

1814 SD0566 1
Ⅴ～Ⅵ
鉢A2

口径14.6
器高(2.3)

口縁2
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ 密、径2㎜以下の長石・

赤色酸化土粒を僅かに
含む

良 444 －

1815 SD0566 1
Ⅵ
甕A3

口径19.3
器高(4.3)

口縁3
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ 密、径2㎜以下の長石・

赤色酸化土粒を僅かに
含む

普
通

外面に煤付着
444 －

1816 SD0566 1
Ⅴ
鉢A1

器高(3.8)
直線文、刺突文(ｸｼ) 指頭圧痕 密、径1㎜以下の長石を

僅かに含む
普
通

444 －

1817 SD0566 1
Ⅴ

甕A2a

口径12.6
器高(9.1)
最大径15.0

口縁3
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文(口縁部・
胴部)、直線文(ｸｼ)、ﾊｹ

ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕 密、径2㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄ(径2～3㎜)を僅か
に含む

良 444 225

1818 SD0566 1
Ⅴ～Ⅵ
甕A胴部

底径4.8
器高(18.0)

底部完
存

ﾊｹ、摩耗顕著 ﾊｹ、摩耗顕著 密、径3㎜以下の長石を
多く含む

良
内外面に炭化物付
着

444 217

1819 SD0566 1
Ⅴ

甕B胴部
底径10.8
器高(17.0)

底部完
存

ﾊｹ ｹｽﾞﾘ、ﾅﾃﾞ(脚部) 密、径1㎜以下の長石を
多く含む

良
外面に煤付着

445 217

1820 SD0566 1
Ⅵ
甕C2

口径14.4
器高(11.7)

口縁2
ﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾊｹ、ｹｽﾞﾘ、指頭圧

痕
密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

良 445 217

1821 SB588 1
Ⅵ
鉢A3

口径19.4
器高(2.7)

口縁1
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文 ﾖｺﾅﾃﾞ やや密、径3㎜以下の石

英・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

449 －

1822 SB588 1
Ⅴ～Ⅵ
壺D3a

口径14.0
器高(10.8)

口縁2
ﾖｺﾅﾃﾞ、ｹｽﾞﾘのちﾐｶﾞｷ ﾖｺﾅﾃﾞ、ｹｽﾞﾘのちﾅﾃ

ﾞ、輪積み痕、指頭
圧痕

やや密、径7㎜以下の石
英・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

　
449 192

1823 SB588 1
Ⅴ～Ⅵ
壺D3a

口径14.0
器高(3.8)

口縁10
ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕 ﾖｺﾅﾃﾞ やや密、径4㎜以下の石

英・雲母・ﾁｬｰﾄを多く
含む

普
通

口縁部打ち欠き
449 －

1824 SB588 1
Ⅴ～Ⅵ
壺A1b

口径17.0
器高(5.4)

口縁10
ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕、ﾊｹ 磨耗のため調整不

明
粗、径3㎜以下の石英・
ﾁｬｰﾄを多く含む

普
通

449 －

1825 SB588 1
Ⅵ～Ⅶ
壺A胴部

器高(19.5)
最大径23.3

直線文1(2条)、山形文、
直線文(6条)、山形文、
直線文(6条)、山形文、
ﾐｶﾞｷ

指頭圧痕、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、
ﾊｹ

密、径3㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土粒を
僅かに含む

良

外面赤彩有り

449 191

1826 SB588 1
Ⅸ
壺

口径14.0
器高(7.8)

口縁4
ﾖｺﾅﾃﾞ、頸部ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕 やや密、径1㎜以下の石

英・雲母・ﾁｬｰﾄを多く
含む

普
通

449 －

1827 SB588 1
Ⅸ
甕

口径14.6
器高(4.0)

口縁3
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、沈線 ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕 やや密、径6㎜以下の石

英・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

外面に煤付着
449 －

1828 SB588 1
Ⅴ
甕E1

口径11.8
器高(3.3)

口縁2
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧

痕、輪積み痕
やや密、径2㎜以下の石
英・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

普
通

外面に煤付着
449 －

1829 SB588 1
Ⅴ～Ⅵ
甕B2

口径17.2
器高(4.9)

口縁3
ﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾅﾃﾞ、ﾊｹ やや密、径7㎜以下の石

英・ﾁｬｰﾄを多く含む
普
通

449 －
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No
地区
遺構

層
位

時期
器種分類

法量(㎝)
残存率
(X/12)

調整
胎土

焼
成

備考 挿図 図版
外面 内面

1830 SB588 1
Ⅳ～Ⅴ
甕Ｂ

口径34.4
器高(11.6)

口縁6
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、ｹｽﾞﾘ、

指頭圧痕
やや密、径3㎜以下の石
英・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

外面に煤付着
449 191

1831 SB588 1
Ⅵ

手捏ねA

口径9.0
底径3.0
器高(6.3)
最大径9.0

口縁7
底部完

存

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ やや密、径1㎜以下のﾁｬ
ｰﾄ・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

外面に煤付着

449 204

1835 SD0652 1
Ⅵ

壺H胴部
器高(9.2)
最大径17.0

ﾐｶﾞｷ ﾅﾃﾞ、指頭圧痕 密、径2㎜以下の長石を
僅かに含む

良
外面に漆付着

457 210

1836 SD0652 1
Ⅴ

手捏ねC

口径6.5
底径3.6
器高3.4
最大径6.7

口縁5
底部完

存

ﾊｹ、指頭圧痕 指頭圧痕 やや密、径1㎜以下の長
石を僅かに含む 普

通

口縁部打ち欠き？

457 －

1837 SD0652 1
Ⅴ

手捏ねC

口径6.3
底径3.8
器高3.2
最大径6.4

口縁5
底部完

存

ﾅﾃﾞ 指頭圧痕 やや密、径1㎜以下の長
石・雲母を僅かに含む 普

通

口縁部打ち欠き？

457 212

1838 SD0652 1
Ⅴ

手捏ねC

口径6.6
底径4.1
器高4.2
最大径6.8

口縁1
底部完

存

ﾅﾃﾞ 指頭圧痕 やや密、径1㎜以下の長
石を僅かに含む 普

通
457 212

1839 SD0652 1
Ⅴ

壺底部
底径4.1
器高(4.6)

底部1/4
以上

ﾊｹ ﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下の長石を
多く含む

良 457 －

1840 SD0652 1
Ⅴ
壺I1

口径10.1
器高(5.3)
最大径12.4

口縁1
ﾅﾃﾞ？、摩耗顕著 指頭圧痕、輪積み

痕、摩耗顕著
密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む 良 457 －

1841 SD0652 1
Ⅵ

壺底部

底径3.6
器高(6.6)
最大径9.6

底部完
存

ﾅﾃﾞ、接合部位に顕著な
ﾕﾋﾞ痕

ﾊｹ、指頭圧痕 密、径1㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄを僅かに含む

普
通

457 －

1842 SD0652 1
Ⅴ

手捏ねD

口径10.3
底径5.0
器高6.2

最大径10.6

口縁1
底部3/4
以上

ﾅﾃﾞ、指頭圧痕 ﾅﾃﾞ、指頭圧痕 密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

良 457 212

1843 SD0652 1
Ⅵ～Ⅶ
高坏C3・

4c
器高(3.0)

ﾐｶﾞｷ？、摩耗顕著 沈線(11条) 密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む 良 457 －

1844 SD0652 1
Ⅵ

器台B1
口径16.4
器高(2.5)

口縁3
摩耗のため調整不明 ﾐｶﾞｷ 密、径1㎜以下の長石・

赤色酸化土粒を多く含
む

良 457 －

1845 SD0652 1
Ⅵ

器台B1c
口径15.9
器高(1.9)

口縁2
擬凹線(2条)、ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ 密、径1㎜以下の長石を

僅かに含む
良

赤色顔料付着(内
外)？

457 －

1846 SD0652 1
Ⅵ

器台B1
口径17.6
器高(5.6)

口縁2
ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ 密、径1㎜以下の長石を

僅かに含む
良 457 210

1847 SD0652 1
Ⅴ～Ⅵ
高坏Ｂ

器高(11.7)
ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、ｹｽﾞﾘ？ 密、径1㎜以下の長石を

僅かに含む
良

1穿孔1組3方向
457 210

1848 SD0652 1
Ⅴ～Ⅵ
高坏B脚

部
器高(13.5)

ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、ｼﾎﾞﾘ痕 密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む 良

1穿 孔1組3方 向、
内外面に煤付着、
脚裾部打ち欠き？

457 210

1849 SD0652 1
Ⅴ～Ⅵ
器台Ｂ

器高(7.6)
ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、板ﾅﾃﾞ？ 密、径1㎜以下の長石を

僅かに含む
良 457 －

1850 SD0652 1
Ⅴ～Ⅵ
高坏B脚

部

底径14.2
器高(4.5)

底部2/4
以上

ﾐｶﾞｷ ﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

1穿孔1組3方向
457 －

1851 SD0652 1
Ⅵ

器台Ｂ
器高(10.9)

ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、ﾅﾃﾞ？ やや密、径2㎜以下の長
石を多く含む

良
1穿孔1組3方向

457 －

1852 SD0652 1
Ⅵ～Ⅶ
壺H1a

口径7.6
器高(6.7)

口縁2
ﾐｶﾞｷ？ ﾐｶﾞｷ？ やや密、径1㎜以下の長

石を僅かに含む
普
通

457 －

1853 SD0652 1
Ⅵ～Ⅶ
壺H胴部

底径2.3
器高(10.2)
最大径16.8

底部完
存

ﾐｶﾞｷ ﾊｹ、指頭圧痕、輪
積み痕

密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む 良 457 209

1854 SD0652 1
Ⅵ

壺D3b
口径16.1
器高(9.2)

口縁7
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ、直線文、
刺突文

ﾖｺﾅﾃﾞ・ﾐｶﾞｷ(頸部)、
指頭圧痕

やや密、径1㎜以下の長
石を僅かに含む

良 457 211

1855 SD0652 1
Ⅴ～Ⅵ
壺胴部

器高(5.7)
ﾊｹ？ ﾅﾃﾞ、指頭圧痕、輪

積み痕
密、径3㎜以下の長石を
多く含む

良 457 －

1856 SD0652 1
Ⅴ～Ⅵ
壺A1a

口径14.2
器高(5.1)

口縁2
擬凹線3条(口縁部)、ﾐｶ
ﾞｷ、沈線(6条)？

キザミ(口縁端部)、
ﾐｶﾞｷ、横羽状文？

やや密、径1㎜以下の長
石を僅かに含む

良 458 －

1857 SD0652 1
Ⅴ～Ⅶ
甕E6

口径13.3
器高(3.3)

口縁2
ﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧痕 密、径1㎜以下の長石を

僅かに含む
良 458 －

1858 SD0652 1
Ⅵ
甕B3

口径18.2
器高(2.9)

口縁2
ﾊｹのちﾅﾃﾞ ﾊｹ 密、径2㎜以下の長石・

ﾁｬｰﾄを僅かに含む
良

外面に煤付着
458 －

1859 SD0652 1
Ⅵ
壺I1

口径12.2
器高(3.8)

口縁2
ﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾅﾃﾞ、輪積み痕 やや密、径1㎜以下の長

石・雲母を僅かに含む
普
通

458 －

1860 SD0652 1
Ⅵ
甕B2

口径17.9
器高(8.0)

口縁12
刺突文(口縁部・胴部、
ｸｼ)、直線文(ｸｼ)、ﾊｹ

ﾊｹ、ﾅﾃﾞ 密、径3㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄを多く含む

普
通

458 211

1861 SD0652 1
Ⅵ

甕胴部
底径7.7
器高(9.2)

底部3/4
以上

ﾊｹ ﾊｹ、指頭圧痕 密、径4㎜以下の長石を
僅かに含む

良
内外面に煤付着、
脚裾部打ち欠き

458 212

1862 SD0652 1
Ⅵ
壺I1

口径8.3
器高(5.7)
最大径11.3

口縁3
ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、指頭圧痕 やや密、径2㎜以下の長

石を僅かに含む 良
口縁部打ち欠き

459 210
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表135 土器類観察表（69）

No
地区
遺構

層
位

時期
器種分類

法量(㎝)
残存率
(X/12)

調整
胎土

焼
成

備考 挿図 図版
外面 内面

1863 SD0652 1
Ⅴ～Ⅵ
鉢A2

口径12.8
器高(2.6)

口縁12
刺突文(口縁部)、沈線(ﾍ
ﾗ)

ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、指頭圧痕 やや密、径4㎜以下の石
英を僅かに含む

普
通

内外面炭化物付着
459 210

1864 SD0652 1
Ⅴ
鉢A1

口径14.1
器高(6.5)

口縁2
ﾖｺﾅﾃﾞ、直線文、刺突文、
ﾊｹ

ﾊｹ、指頭圧痕 やや密、径2㎜以下の長
石を多く含む

普
通

外面炭化物付着
459 －

1865 SD0652 1
Ⅴ

高坏I3

口径12.0
底径1.4
器高9.7

最大径15.9

口縁2
底部2/4
以上

ﾊｹ、指頭圧痕 ﾊｹ、輪積み痕 やや密、径4㎜以下の石
英を僅かに含む 普

通
459 212

1866 SD0652 1
Ⅴ～Ⅵ
鉢A1

口径16.2
器高(5.1)
最大径16.4

口縁1
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文(ﾍﾗ？)、
直線文(ｸｼ)、ｹｽﾞﾘ

ﾅﾃﾞ、指頭圧痕 やや密、径4㎜以下の長
石を僅かに含む

普
通

外面炭化物付着
459 －

1867 SD0652 1
Ⅴ～Ⅵ
鉢A1

口径16.3
器高(7.5)
最大径18.7

口縁5
ﾖｺﾅﾃﾞ・刺突文、直線文
2帯(木目状のﾊｹ)、ｹｽﾞﾘ
のちﾊｹ

ﾅﾃﾞ、指頭圧痕、輪
積み痕

やや密、径4㎜以下の長
石を僅かに含む

普
通

459 212

1868 SD0652 1
Ⅴ～Ⅵ
鉢A3b

口径14.7
底径1.7
器高9.3

最大径16.7

口縁3
底部完

存

刺突文(ｸｼ)、ﾊｹ、直線文、
ﾅﾃﾞ、ｹｽﾞﾘ

ﾅﾃﾞ、ﾊｹ(粗) やや密、径3㎜以下の長
石を僅かに含む 普

通
459 212

1869 SD0652 1
Ⅴ～Ⅵ
鉢A3a

口径17.7
器高(6.7)

口縁3
ﾅﾃﾞ、刺突文(ｸｼ)、直線
文2帯(ｸｼ)

ﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧痕、
輪積み痕

やや密、径4㎜以下の長
石を僅かに含む

普
通

外面炭化物付着
459 212

1870 SD0652 1
Ⅴ～Ⅵ
高坏B4

口径18.2
器高(3.8)

口縁1
摩耗しているがﾐｶﾞｷ？ 摩耗しているがﾐｶﾞ

ｷ？
やや密、径1㎜以下の長
石を僅かに含む

普
通

459 －

1871 SD0652 1
Ⅶ

高坏C4b
器高(4.1)

ﾐｶﾞｷ 沈 線(4条)(口 縁
部)、沈線(6条)

密、径1㎜以下の石英を
僅かに含む

良 459 －

1872 SD0652 1
Ⅴ

高坏B脚
部

器高(6.5)

ﾐｶﾞｷ ﾅﾃﾞ、ｼﾎﾞﾘ痕 やや密、径5㎜以下の長
石を僅かに含む 普

通

1穿孔1組3方向？、
外面に煤付着、脚
部打ち欠き？、破
断面に二次焼成痕

459 210

1873 SD0652 1
Ⅴ～Ⅵ
高坏B3a

口径29.3
器高(5.8)

口縁2
ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ 密、径2㎜以下の石英を

僅かに含む
良 459 －

1874 SD0652 1
Ⅴ～Ⅵ
高坏B脚

部

底径11.1
器高(11.6)

底部1/4
未満

ﾊｹのちﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、ｹｽﾞﾘ、指頭
圧痕、ｼﾎﾞﾘ痕

やや密、径2㎜以下の長
石を僅かに含む 良

1穿孔1組3方向
459 211

1875 SD0652 1
Ⅴ～Ⅵ
高坏B脚

部

底径12.5
器高(12.4)

底部2/4
以上

擬凹線？、ﾐｶﾞｷ ﾅﾃﾞ、ｼﾎﾞﾘ痕 やや密、径3㎜以下の長
石を僅かに含む

普
通

1穿孔1組3方向
459 －

1876 SD0652 1
Ⅴ～Ⅵ
高坏I3

口径7.5
器高(10.4)

口縁1
擬凹線、ﾐｶﾞｷ ﾊｹ、指頭圧痕、輪

積み痕
密、径2㎜以下の石英を
僅かに含む 良

1穿孔1組3方向？、
外面に煤付着、脚
部人為的に欠損

459 211

1877 SD0652 1
Ⅴ～Ⅵ
高坏B脚

部
器高(10.7)

ﾐｶﾞｷ ｼﾎﾞﾘ痕、輪積み痕 密、径2㎜以下の石英・
赤色酸化土粒を僅かに
含む

普
通

1穿孔1組3方向？、
内外面に煤付着、
破断面に二次焼成
痕

460 －

1878 SD0652 1
Ⅴ～Ⅵ
高坏B脚

部
器高(9.8)

ﾐｶﾞｷ ｼﾎﾞﾘ痕、不明な工
具痕

やや密、径3㎜以下の長
石を僅かに含む

普
通

1穿孔1組3方向？
460 －

1879 SD0652 1
Ⅴ～Ⅵ
高坏B脚

部
器高(11.1)

ﾐｶﾞｷ ﾊｹ、ｼﾎﾞﾘ痕 やや粗、径1㎜以下の石
英・赤色酸化土粒を僅
かに含む

不
良

穿孔1組3方向
460 －

1880 SD0652 1
Ⅴ～Ⅵ
高坏B脚

部
器高(10.0)

ﾐｶﾞｷ ｼﾎﾞﾘ痕 やや密、径2㎜以下の石
英を僅かに含む

普
通

2穿 孔1組3方 向、
内面煤に付着 460 －

1881 SD0652 1
Ⅴ～Ⅵ
高坏I脚

部
器高(8.1)

ﾊｹのちﾐｶﾞｷ ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、ｼﾎﾞﾘ痕 やや密、径2㎜以下の石
英・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

460 －

1882 SD0652 1
Ⅵ

高坏B脚
部

器高(7.1)
ﾐｶﾞｷ？ 摩耗のため調整不

明
やや密、径5㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

1穿孔1組3方向？
460 －

1883 SD0652 1
Ⅵ

器台Ｂ
器高(5.4)

ﾐｶﾞｷ ｼﾎﾞﾘ痕 やや粗、径2㎜以下の石
英・赤色酸化土粒を僅
かに含む

不
良

460 －

1884 SD0652 1
Ⅵ

壺底部

底径3.1
器高(6.8)
最大径11.4

底部完
存

ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ やや密、径3㎜以下の石
英・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

460 －

1885 SD0652 1
Ⅵ
甕A4

口径15.7
器高(8.3)

口縁1
直線文2帯、ﾅﾃﾞ、刺突文、
ﾊｹ

ﾊｹ、ﾅﾃﾞ、指頭圧痕 やや粗、径2㎜以下の石
英・赤色酸化土粒を多
く含む

普
通

460 210

1886 SD0652 1
Ⅵ

壺H2a
口径15.8
器高(7.5)

口縁3
ﾊｹ、ﾐｶﾞｷ(部分的？)、
指頭圧痕

ﾊｹ、指頭圧痕 やや密、径2㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

460 210

1887 SD0652 1
Ⅴ～Ⅵ
壺D3b

口径14.8
器高(5.1)

口縁4
円形浮文(口縁部)、ﾐｶﾞ
ｷ

摩耗のため調整不
明

やや粗、径3㎜以下の石
英・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

460 －

1888 SD0652 1
Ⅴ～Ⅵ
壺A胴部

器高(5.2)
直線文、刺突文、竹管文、
ﾐｶﾞｷ

ﾅﾃﾞ、指頭圧痕 やや密、径1㎜以下の石
英・雲母を僅かに含む

普
通

460 －

1889 SD0652 1
Ⅵ

壺H底部
底径4.0
器高(5.5)

底部完
存

ﾐｶﾞｷ ﾊｹ、指頭圧痕、輪
積み痕

やや密、径4㎜以下の長
石を僅かに含む

良 460 212

1890 SD0652 1
Ⅵ

壺H底部
底径2.9
器高(3.6)

底部完
存

ﾐｶﾞｷ ﾊｹ やや密、径2㎜以下の石
英を僅かに含む

普
通

外面に煤付着、胴
部打ち欠き

460 －

1891 SD0652 1
Ⅴ～Ⅵ
甕脚部

底径7.8
器高(4.6)

底部1/4
以上

ﾊｹ、指頭圧痕 ﾊｹ、指頭圧痕 やや密、径1㎜以下の石
英を僅かに含む

普
通

460 －
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No
地区
遺構

層
位

時期
器種分類

法量(㎝)
残存率
(X/12)

調整
胎土

焼
成

備考 挿図 図版
外面 内面

1892 SD0652 1
Ⅴ～Ⅵ
甕脚部

底径7.4
器高(5.4)

底部完
存

ﾊｹ ﾊｹ、ﾅﾃﾞ、指頭圧痕 やや密、径4㎜以下の長
石を多く含む

普
通

外面に煤付着、脚
端部にも焼成痕

460 －

1893 SD0652 1
Ⅴ～Ⅵ
甕脚部

底径6.9
器高(4.6)

底部1/4
以上

ﾊｹ ﾊｹ、輪積み痕 やや粗、径1㎜以下の石
英を僅かに含む

普
通

一部
460 －

1894 SD0652 1
Ⅴ～Ⅵ
甕A底部

底径3.8
器高(3.8)

底部2/4
以上

ﾅﾃﾞ ﾊｹ やや密、径1㎜以下の長
石を僅かに含む

普
通

外面に炭化物付着
460 －

1895 SD0652 1
Ⅳ
鉢Ｃ

口径11.0
器高(9.0)
最大径12.0

口縁3
刺突文、ﾖｺﾅﾃﾞ、直線文、
刺突文、ﾊｹ

ﾖｺﾅﾃﾞ、輪積み痕 やや密、径1㎜以下のﾁｬ
ｰﾄ・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

煤付着
461 193

1896 SD0652 1
Ⅴ～Ⅵ
壺Ｋ

器高(3.3)
ﾐｶﾞｷ、ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ ﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下の長石を

僅かに含む
普
通

461 205

1897 SD0652 1
Ⅴ～Ⅵ
甕A2b

口径17.0
器高(5.0)

口縁1
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、直線文、
ﾊｹ、刺突文

ﾅﾃﾞ、ﾊｹ やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

461 －

1898 SD0652 1
Ⅴ

甕脚部
底径7.2
器高(5.4)

底部完
存

ｹｽﾞﾘ、ﾅﾃﾞ、指頭圧痕 指頭圧痕、ﾅﾃﾞ、ﾊｹ やや粗、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・角閃石を多
く含む

普
通

461 205

1899 SD0652 1
Ⅵ～Ⅶ
手捏ねＣ

口径4.9
底径3.8
器高3.9
最大径5.1

口縁4
底部2/4
以上

ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

良 461 －

1900 SD0652 1
Ⅴ～Ⅵ
甕B2

口径23.4
器高(6.4)

口縁2
刺突文、ﾅﾃﾞ、直線文、
刺突文

ﾅﾃﾞ、ﾊｹ 密、径1㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄを僅かに含む

良 461 193

1901 SD0652 1
Ⅴ～Ⅵ
高坏B3a

口径23.8
器高(3.5)

口縁1
ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ 密、径1㎜以下の長石・

赤色酸化土粒を僅かに
含む

良 461 －

1902 SD0652 1
Ⅵ～Ⅶ
壺H2a

口径14.0
器高(6.6)

口縁6
ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ やや粗、径3㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む
良 461 －

1903 SD0652 1
Ⅵ～Ⅶ
高坏B3a

口径22.3
器高(3.8)

口縁1
ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ やや密、径3㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

良 461 －

1904 SD0652 1
Ⅴ～Ⅵ
壺H1a

口径7.6
器高(5.7)

口縁11
ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ 密、径1㎜以下の長石を

僅かに含む
良 461 －

1905 SD0652 1
Ⅵ～Ⅶ
壺I1

口径9.2
器高(5.7)
最大径10.2

口縁2
指頭圧痕、ﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾊｹ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、指頭

圧痕
やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

461 －

1906 SD0652 1
Ⅵ～Ⅶ
手捏ねＣ

口径3.7
底径2.3
器高3.0

口縁1
底部完

存

ﾊｹ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、指頭圧痕 ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

461 205

1907 SD0652 1
Ⅵ～Ⅶ
壺H3

口径6.0
底径2.3
器高10.9
最大径13.6

口縁12
底部完

存

ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、ﾊｹ 密、径1㎜以下の石英を
僅かに含む

良 461 212

1908 SD0652 1
Ⅴ
甕A1

口径13.6
器高(1.9)

口縁2
列点文 摩耗のため調整不

明
密、径1㎜以下の長石・
石英を多く含む

良 461 －

1909 SD0652 1
Ⅵ～Ⅶ
壺A1b？

口径13.1
底径5.0

器高(23.4)
最大径18.8

口縁3
底部1/4
未満

直線文、山形文(ﾍﾗ)、
刺突文

ﾊｹ、指頭圧痕、輪
積み痕

密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

良

赤彩(外)

461 212

1910 SD0652 1
Ⅵ～Ⅶ
壺A1b

口径17.5
器高(17.3)
最大径26.7

口縁1
擬凹線、ﾐｶﾞｷ、刺突文、
直線文

ﾐｶﾞｷ？、ﾅﾃﾞ やや密、径3㎜以下の長
石を僅かに含む

普
通

461 211

1911 SD0652 1
Ⅴ～Ⅵ
高坏B3a

口径25.6
器高(3.5)

口縁2
ﾐｶﾞｷ、摩耗顕著 ﾐｶﾞｷ、摩耗顕著 やや密、径1㎜以下の長

石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

不
良

462 －

1912 SD0652 1
Ⅴ～Ⅵ
高坏B脚

部
器高(6.4)

ﾐｶﾞｷ 摩耗のため調整不
明

密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

良

1穿孔1組3方向?、
内外面に煤付着、
裾部人為的に欠
損？

462 －

1913 SD0652 1
Ⅵ～Ⅶ
高坏C･D
脚部

器高(7.0)
摩耗のため調整不明 摩耗のため調整不

明
密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む 良

1穿孔1組3方向？
462 －

1914 SD0652 1
Ⅵ～Ⅶ
壺Ｃ

口径15.1
器高(7.6)

口縁1
ﾅﾃﾞ？、ﾊｹ、指頭圧痕 ﾅﾃﾞ？、指頭圧痕、

輪積み痕
密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

良 462 －

1915 SD0652 1
Ⅴ～Ⅵ
甕A4

口径17.8
器高(9.4)

口縁4
列点文(口縁部)、ﾊｹ・
直線文・列点文(胴部)

摩耗のため調整不
明

密、径1㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄを僅かに含む

良
外面に炭化物付着

462 －

1916 SD0652 1
Ⅴ～Ⅵ
鉢B底部

底径4.4
器高(3.9)

底部完
存

ﾅﾃﾞ、指頭圧痕、輪積み
痕

板ﾅﾃﾞ やや粗、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

底部に一穿孔有り
462 －

1917 SD0652 1
Ⅵ～Ⅶ
甕脚部

底径6.7
器高(3.8)

底部完
存

ﾊｹ、指頭圧痕、ﾖｺﾅﾃﾞ 板ﾅﾃﾞ やや粗、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを多く含む

普
通

外面に煤付着
462 －

1918 SD0652 1
Ⅵ～Ⅶ
甕D脚部

底径9.7
器高(6.7)

底部2/4
以上

ﾊｹ ﾅﾃﾞ、指頭圧痕 やや密、径1㎜以下の長
石・雲母を多く含む

普
通

462 212

1938 SD0466 1
Ⅴ～Ⅵ
高坏B3b

口径26.0
器高(4.0)

口縁1
ﾐｶﾞｷ ﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下のﾁｬｰﾄ・

赤色酸化土粒を僅かに
含む

良 467 －

1939 SD0466 1
Ⅵ～Ⅶ
壺A1b

口径18.0
器高(2.2)

口縁2
擬凹線(4条) 羽状文 やや密、径1㎜以下のﾁｬ

ｰﾄ・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

外面赤彩付着
467 －

1940 SD0467 1
Ⅳ？
壺底部

底径2.6
器高(3.5)

底部完
存

磨耗のため調整不明 指頭圧痕 やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

普
通

外面に炭化物付着
469 204

表136 土器類観察表（70）
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表137 土器類観察表（71）

No
地区
遺構

層
位

時期
器種分類

法量(㎝)
残存率
(X/12)

調整
胎土

焼
成

備考 挿図 図版
外面 内面

1941 SD0467 1
Ⅴ～Ⅵ
鉢B底部

底径3.9
器高(3.4)

底部完
存

ﾊｹ、ﾅﾃﾞ 指頭圧痕 やや密、径1㎜以下の長
石・雲母・ﾁｬｰﾄ・赤色
酸化土粒を僅かに含む

普
通

469 －

1942 SD0467 1
Ⅴ

甕B1b
口径12.8
器高(4.9)

口縁4
刺突文、ﾅﾃﾞ 磨耗のため調整不

明
やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

469 －

1943 S0467 1
Ⅴ～Ⅵ
甕A2b

口径18.6
器高(4.5)

口縁1
刺突文、ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ 密、径1㎜以下のﾁｬｰﾄ・

赤色酸化土粒を僅かに
含む

普
通

469 －

1944 SD0467 1
Ⅴ～Ⅵ
壺底部

底径7.0
器高(4.2)

底部3/4
以上

ﾊｹ、ﾅﾃﾞ ﾊｹ やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

内外面黒斑有り
469 －

1945 SD0467 1
Ⅵ

器台B1
口径17.5
器高(9.0)

口縁7
ﾐｶﾞｷ、磨耗著しい ﾊｹ、磨耗著しい やや密、径1㎜以下のﾁｬ

ｰﾄ・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

1穿孔1組3方向
469 189

1946 SD0467 1
Ⅵ

器台B
口径17.5
器高(2.8)

口縁5
磨耗のため調整不明 磨耗のため調整不

明
やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

469 －

1947 SD0467 1
Ⅴ～Ⅵ
壺B1

口径13.6
器高(4.6)

口縁2
磨耗のため調整不明 磨耗のため調整不

明
やや密、径3㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを多く含む

普
通

469 －

1948 SD0468 1
Ⅵ

壺H1a
口径9.0
器高(5.9)

口縁4
ﾐｶﾞｷ ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ 密、径1㎜以下の長石・

ﾁｬｰﾄを僅かに含む
良

内外面に煤付着
469 －

1949 SD0469 1
Ⅴ

高坏I脚
部

底径8.0
器高(4.7)

底部3/4
以上

ﾐｶﾞｷ ﾅﾃﾞ やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

普
通

1穿孔1組3方向
469 －

1950 SD0469 1
Ⅴ

甕A2b
口径14.0
器高(3.7)

口縁2
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、ﾊｹ、直
線文(6条)

ﾖｺﾅﾃﾞ やや密、径3㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

469 －

1951 SD0475 1
Ⅴ～Ⅵ
鉢B2

口径12.9
底径3.9
器高11.5
最大径13.1

口縁3
底部完

存

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕、
ツメ痕、ﾊｹ

やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

底部孔有り

472 191

1952 SD0475 1
Ⅵ

器台B1a
口径21.0
器高(11.7)

口縁1
ﾖｺﾅﾃﾞ、横位のﾊｹ、縦位
のﾊｹ、ﾐｶﾞｷ

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ、ｼﾎﾞﾘ
痕、ﾅﾃﾞ

密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

良
1穿孔1組3方向

472 －

1953 SD0475 1
Ⅵ

器台B1a
脚部

底径11.4
器高(10.6)

底部3/4
以上

ﾐｶﾞｷ ﾅﾃﾞ、指頭圧痕 やや密、径7㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む 良

1穿孔1組3方向
472 －

1954 SD0475 1
Ⅵ

壺H1a

口径10.2
底径3.2
器高16.0
最大径15.0

口縁11
底部1/4
以上

縦位・横位のﾐｶﾞｷ 縦位・横位のﾐｶﾞｷ、
指頭圧痕、輪積み
痕、ﾊｹ

やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

良 472 －

1955 SD0475 1
Ⅴ～Ⅵ
壺底部

底径3.1
器高(11)

底部完
存

ﾐｶﾞｷ ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、指頭圧痕、
板ﾅﾃﾞ、ﾊｹ

やや密、径4㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を多
く含む

普
通

胴部穿孔有り
472 －

1956 SD0475 1
Ⅳ
甕B2

口径16.0
器高(4.7)

口縁1
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、輪積み痕 やや粗、径5㎜以下の長

石・石英・ﾁｬｰﾄを僅か
に含む

良 472 －

1957 SD0475 1
Ⅴ～Ⅵ
甕A3

口径20.0
器高(8.6)

口縁1
ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕、直線
文(5条)、刺突文、ﾊｹ

ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕、
ﾅﾃﾞ

やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

普
通

外面に煤付着
472 －

1958 SD0475 1
Ⅴ

土製品

長6.4
幅6.4
厚さ1

ﾊｹ、波状文 ｹｽﾞﾘ やや密、径2㎜以下の長
石・石英・ﾁｬｰﾄを僅か
に含む

良
外面に炭化物付着

472 －

1960 SD0476 1
Ⅵ～Ⅶ
壺胴部

底径6.0
器高(18.3)
最大径23.4

底部完
存

ﾊｹ 指頭圧痕、輪積み
痕、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、ﾊｹ

密、径1㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄを僅かに含む 良

外面に煤付着
474 －

1961 SD0537 1
Ⅴ
壺Ｄ

底径3.8
器高(12.9)
最大径13.9

底部完
存

直線文、刺突文、直線文、
ﾊｹ

指頭圧痕、ﾅﾃﾞ やや密、径10㎜以下の
長石・石英・ﾁｬｰﾄを多
く含む

普
通

477 203

1962 SD0538 1
Ⅴ

高坏B2b
器高(2.8)

調整不明 調整不明 密、径1㎜以下の長石・
石英・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化
土粒を僅かに含む

良 477 －

1963 SD0485 1
Ⅳ
甕B2

口径20.8
器高(2.0)

口縁1
ﾖｺﾅﾃﾞ、波状文 ﾖｺﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む
普
通

外面に炭化物付着
479 －

1964 SD0485 1
Ⅵ～Ⅶ
甕脚部

底径7.0
器高(4.5)

底部2/4
以上

ﾊｹ、ﾅﾃﾞ ﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

普
通

内外面に煤付着
479 －

1965 SD0487 1
Ⅳ
甕A2

口径15.4
器高(5.6)

口縁1
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾀﾀｷ、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ やや密、径1㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む
普
通

483 －

1966 SD0490 1
Ⅴ

高坏B2b
口径20.2
器高(3.6)

口縁1
ﾐｶﾞｷ、磨耗著しい ﾐｶﾞｷ、磨耗著しい やや密、径1㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

外面に煤付着
483 －

1967 SD0490 1
Ⅴ

器台A1
口径16.0
器高(3.8)

口縁8
円 形 浮 文(3個1組4方
向)、ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ

ﾐｶﾞｷ やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

口縁部内面から端
部に煤付着 483 －

1968 SD0490 1
Ⅵ～Ⅶ
壺C

口径12.0
器高(7.9)

口縁1
ﾅﾃﾞ、指頭圧痕、ﾊｹ ﾅﾃﾞ、指頭圧痕、ﾊｹ やや密、径1㎜以下の長

石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

口縁部打ち欠き
483 －

1971 SD0506 1
Ⅴ～Ⅵ
鉢A3a

口径13.4
器高(7.6)
最大径15.0

口縁4
刺突文、ﾖｺﾅﾃﾞ、直線文、
刺突文、ﾊｹ

ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕 密、径2㎜以下の長石・
石英・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化
土粒を僅かに含む

良
外面に煤、炭化物
付着 483 －
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No
地区
遺構

層
位

時期
器種分類

法量(㎝)
残存率
(X/12)

調整
胎土

焼
成

備考 挿図 図版
外面 内面

1972 SD0507 1
Ⅴ～Ⅵ
手焙り

器高(6.7)
ﾊｹ、線刻 ｹｽﾞﾘ やや密、径2㎜以下の長

石・赤色酸化土粒を多
く含む

普
通

内外面に煤付着
483 －

1974 SD0491 1
Ⅷ
甕D3

口径12.8
器高(2.4)

口縁1
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ やや密、径2㎜以下の長

石・石英・雲母を僅か
に含む

普
通

492 －

1975 SD0495 1
Ⅵ
鉢A2

口径20.1
底径3.9
器高12.1
最大径20.9

口縁6
底部完

存

ﾖｺﾅﾃﾞ、直線文、ﾊｹ、ｹｽ
ﾞﾘ、刺突文

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ やや密、径2㎜以下の長
石を多く含む 普

通

外面に煤付着、口
縁部打ち欠き

493 191

1976 SD0495 1
Ⅴ～Ⅵ
鉢B3

口径21.0
底径4.5
器高13.8
最大径22.0

口縁7
底部完

存

ﾅﾃﾞ、ﾊｹ、ｹｽﾞﾘ ﾅﾃﾞ、ﾊｹ 密、径1㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄを僅かに含む

良

底部穿孔

493 191

1977 SD0495 1
Ⅶ

高坏C4b
口径26.8
器高(8.5)

口縁3

ﾐｶﾞｷ 多条沈線(5条)、山
形文(ｸｼ)、多条沈
線(6条)、山形文、
沈線(2条)、山形文、
多条沈線(6条)、山
形文、沈線(3条)、
ﾅﾃﾞ

密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

良 493 －

1978 SD0495 1
Ⅴ

高坏B2b
口径22.0
器高(3.3)

口縁1
磨耗のため調整不明 ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ やや密、径1㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

良
内面に煤付着

493 －

1979 SD0495 1
Ⅴ～Ⅵ
高坏B3a

口径21.0
器高(2.5)

口縁1
磨耗のため調整不明 磨耗のため調整不

明
やや密、径1㎜以下の長
石・石英・雲母を僅か
に含む

不
良

493 －

1980 SD0495 1
Ⅶ

高坏G3
器高(3.3)

ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、ﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

良
2穿孔1組2方向

493 －

1981 SD0495 1
Ⅶ

高坏G3c
器高(3.5)

刺突文、沈線(4条)、菱
形文、沈線(4条)、刺突
文、沈線(4条)、菱形文

ﾐｶﾞｷ 密、径1㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土粒を
僅かに含む

普
通

493 －

1982 SD0495 1
Ⅵ～Ⅶ
高坏C4

口径26.8
底径16.0
器高20.8
最大径26.9

口縁10
底部完

存

羽状ﾐｶﾞｷ 多 条 沈 線(18条)、
羽状ﾐｶﾞｷ、板ﾅﾃﾞ、
ﾊｹ

密、径5㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄを僅かに含む

良

1穿孔1組3方向

493 189

1983 SD0495 1
Ⅶ

高坏G3c
口径14.8
器高(8.2)

口縁1

ﾅﾃﾞ、沈線(2条)、山形文、
沈線(6条)、刺突文、沈
線(2条)、刺突文、沈線
(4条)、刺突文、沈線(2
条)、刺突文、沈線3条、
山形文、沈線3条、ﾐｶﾞｷ

ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ 密、径2㎜以下の長石・
赤色酸化土粒を僅かに
含む

良 493 －

1984 SD0495 1
Ⅵ～Ⅶ
高坏C脚

部

底径12.4
器高(6.9)
最大径12.7

底部完
存

ﾐｶﾞｷ ﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下の雲母・
ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土粒を
僅かに含む

良
2穿孔1組2方向

493 189

1985 SD0495 1
Ⅶ

高坏G3c
器高(6.1)

山形文、沈線(2条)、山
形文、沈線(3条)、刺突
文、沈線(3条)、山形文、
沈線(2条)、菱形文、沈
線(2条)、山形文、沈線
(2条)、ﾐｶﾞｷ

ﾐｶﾞｷ 密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

良

煤付着

493 －

1986 SD0495 1
Ⅶ

高坏G3b
器高(6.4)

沈線、ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ 密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

普
通

外面僅かに煤付着
493 －

1987 SD0495 1
Ⅶ

高坏G3b
口径11.6
器高(9.8)

口縁5
沈線(6条)、ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、ｼﾎﾞﾘ痕 やや密、径1㎜以下の長

石を僅かに含む
普
通

外面に煤付着　1
穿孔1組3方向

493 190

1988 SD0495 1
Ⅶ

高坏G3
底径10.8
器高(3.9)

底部1/4
以上

ﾐｶﾞｷ、ﾅﾃﾞ ﾊｹ、指頭圧痕 密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

良
1穿 孔1組3方 向、
外面に煤付着

494 －

1989 SD0495 1
Ⅵ

高坏C1・
2脚部

底径19.8
器高(12.7)

底部1/4
未満

ﾐｶﾞｷ ﾊｹ、ﾅﾃﾞ やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む 良

2穿 孔1組2方 向、
内外面に煤付着、
破断面被熱

494 －

1990 SD0495 1
Ⅵ～Ⅶ
高坏C4c

口径29.9
底径15.5
器高24.0
最大径29.9

口縁12
底部2/4
以上

ﾐｶﾞｷ 多条沈線(21条)、ﾐ
ｶﾞｷ、ﾊｹ、板ﾅﾃﾞ？

密、径6㎜以下のﾁｬｰﾄ・
赤色酸化土粒を僅かに
含む

良

2穿 孔1組2方 向、
内外面に煤付着

494 190

1991 SD0495 1
Ⅶ

高坏G3b

口径12.5
底径14.1
器高10.4
最大径14.4

口縁4
底部完

存

多条沈線(9条)、山形文
(ｸｼ)、多条沈線((5条)、
菱形文(ｸｼ)、多条沈線(5
条)、山形文、多条沈線
(5条)、ﾐｶﾞｷ、多条沈線
1(2条)、多条沈線(3条
脚部端部)

ﾐｶﾞｷ、ﾊｹ やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

2穿孔1組2方向

494 190

1992 SD0495 1
Ⅵ～Ⅶ
器台B3

底径15.6
器高(12.0)

底部2/4
以上

ﾐｶﾞｷ、ﾅﾃﾞ ﾐｶﾞｷ、板ﾅﾃﾞ、ﾊｹ、
ﾅﾃﾞ

密、径2㎜以下の長石を
僅かに含む

良
煤付着、2穿孔1組
2方向

494 190

1993 SD0495 1
Ⅵ～Ⅶ
器台B3

口径21.7
底径15.0
器高12.8

口縁11
底部完

存

ﾐｶﾞｷ、ﾅﾃﾞ ﾐｶﾞｷ、ﾅﾃﾞ、指頭圧
痕、ﾊｹ

密、径2㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土粒を
僅かに含む

良
1穿孔1組3方向

494 190

表138 土器類観察表（72）
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表139 土器類観察表（73）

No
地区
遺構

層
位

時期
器種分類

法量(㎝)
残存率
(X/12)

調整
胎土

焼
成

備考 挿図 図版
外面 内面

1994 SD0495 1
Ⅴ

器台Ａ
器高(8.0) -

ﾊｹのちﾐｶﾞｷ 磨耗のため調整不
明

密、径3㎜以下の長石・
赤色酸化土粒を僅かに
含む

不
良

1穿孔1組3方向
494 －

1995 SD0495 1
Ⅵ～Ⅶ
壺A・B

底径5.0
器高(21.7)

底部2/4
以上

ﾊｹ ﾊｹ、指頭圧痕 密、径4㎜以下のﾁｬｰﾄを
僅かに含む

普
通

　
494 －

1996 SD0495 1
Ⅴ～Ⅵ
壺D3b

口径15.0
器高(4.9)

口縁3
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹのちﾅﾃﾞ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ、ﾊｹ 密、径1㎜以下の長石を

僅かに含む
良

内外面に煤付着
495 －

1997 SD0495 1
Ⅵ～Ⅶ
壺A3

口径17.0
器高(4.6)

口縁3
擬凹線、ﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧痕 やや密、径4㎜以下の長

石、赤色酸化土粒を僅
かに含む

良 495 －

1998 SD0495 1
Ⅴ～Ⅶ
壺D3a

口径13.6
器高(5.1)

口縁6
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧

痕、ﾊｹ
密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

良
口縁部打ち欠き？

495 －

1999 SD0495 1
Ⅴ～Ⅶ
壺D3a

口径13.7
器高(6.4)

口縁12
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、ﾊｹ 密、径3㎜以下の長石・

ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土粒を
僅かに含む

良
内面に煤付着

495 －

2000 SD0495 1
Ⅴ～Ⅵ
壺B2a

口径17.0
器高(5.0)

口縁2
ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ ﾊｹ、ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ やや密、径3㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

495 －

2001 SD0495 1
Ⅴ～Ⅶ
壺D3a

口径13.6
器高(4.8)

口縁4
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、ﾖｺﾅﾃﾞ、
ﾊｹ

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指ﾅﾃﾞ やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

495 －

2002 SD0495 1
Ⅵ～Ⅶ
壺K

器高(4.9) -
ﾅﾃﾞ、刺突文、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ 密、径1㎜以下の長石・

ﾁｬｰﾄを僅かに含む
良 495 －

2003 SD0495 1
Ⅶ

壺G2b
口径15.6
器高(7.1)

口縁3
擬凹線(4条)、ﾐｶﾞｷ 指ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ、ﾊｹ、

ﾅﾃﾞ
やや密、径4㎜以下の長
石、赤色酸化土粒を僅
かに含む

良 495 －

2004 SD0495 1
Ⅵ～Ⅶ
壺A・B

器高(8.6) -
ﾊｹ、円形刺突文(2個) ﾊｹ、輪積み痕 密、径5㎜以下のﾁｬｰﾄ・

赤色酸化土粒を僅かに
含む

良 495 －

2005 SD0495 1
Ⅵ～Ⅶ
壺G底部

底径4.2
器高(8.8)
最大径16.5

底部完
存

ﾐｶﾞｷ ﾊｹ、ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ、輪
積み痕

密、径1㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土粒を
僅かに含む

良 495 191

2006 SD0495 1
Ⅵ～Ⅶ
壺H2a

口径8.7
器高(7.0)

口縁12
ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ 密、径2㎜以下の長石・

ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土粒を
僅かに含む

良 495 －

2007 SD0495 1
Ⅵ～Ⅶ
壺H底部

底径2.9
器高(2.5)

底部完
存

ﾐｶﾞｷ 輪積み痕、ﾊｹ 密、径2㎜以下の長石・
赤色酸化土粒を僅かに
含む

良 495 －

2008 SD0495 1
Ⅴ～Ⅶ
壺底部

底径4.6
器高(4.2)

底部完
存

ﾊｹ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ ﾊｹ やや密、径3㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

495 －

2009 SD0495 1
Ⅵ～Ⅶ
壺H2a

口径8.8
底径4.2
器高17.3
最大径12.6

口縁10
底部3/4
以上

ﾀﾃﾐｶﾞｷ、ﾖｺﾐｶﾞｷ タテﾐｶﾞｷ、ｼﾎﾞﾘ痕、
輪積み痕、指頭圧
痕

密、径2㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄを僅かに含む

良

外面黒斑有り

495 189

2010 SD0495 1
Ⅶ
甕E3

口径10.6
底径6.0
器高16.4
最大径12.2

口縁5
底部3/4
以上

ﾕﾋﾞによる押圧、ﾅﾃﾞ、ﾊ
ｹ、指頭圧痕

ﾕﾋﾞによる押圧、ﾅﾃ
ﾞ、ﾊｹ、ｹｽﾞﾘ、輪積
み痕、指頭圧痕

やや粗、径3㎜以下の長
石・石英・ﾁｬｰﾄを多く
含む

普
通

外面に煤付着

495 190

2011 SD0495 1
Ⅴ～Ⅵ
甕A3

口径17.0
器高(3.2)

口縁2
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ 密、径1㎜以下の長石・

石英・ﾁｬｰﾄを僅かに含
む

良
外面に煤付着

496 －

2012 SD0495 1
Ⅴ～Ⅵ
甕A2b

口径15.8
器高(3.4)

口縁1
沈線(5条)、ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、
沈線

ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕 やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

普
通

外面に炭化物付着
496 －

2013 SD0495 1
Ⅵ～Ⅶ
甕C2

口径18.0
器高(6.8)

口縁3
ﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾅﾃﾞ、ﾊｹ、輪積み痕、

ﾊｹ
やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

496 －

2014 SD0495 1
Ⅴ～Ⅵ
甕B2

口径15.0
器高(6.6)

口縁2
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ やや密、径2㎜以下のﾁｬ

ｰﾄを僅かに含む
普
通

496 －

2015 SD0495 1
Ⅴ～Ⅵ
鉢A2

口径9.0
器高(5.0)

口縁2
ﾅﾃﾞ、刺突文、直線文、
刺突文、ﾊｹ

ﾅﾃﾞ、輪積み痕、ﾊｹ やや密、径1㎜以下のﾁｬ
ｰﾄを僅かに含む

良 496 －

2016 SD0495 1
Ⅵ～Ⅶ
手捏ねA

口径11.6
底径3.5
器高6..9
最大径11.9

口縁1
底部完

存

指頭圧痕、輪積み痕 指頭圧痕 やや密、径1㎜以下のﾁｬ
ｰﾄ・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

496 204

2030 SD0497 1
Ⅴ～Ⅵ
甕A3

口径20.1
器高(10.1)

口縁5
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、直線文、
刺突文、ﾊｹ

ﾖｺﾅﾃﾞ、ｹｽﾞﾘのちﾅﾃ
ﾞ

やや密、径4㎜以下の長
石・石英・ﾁｬｰﾄ・赤色
酸化土粒を僅かに含む

良 498 －

2032 SD0513 1
Ⅴ～Ⅵ
鉢A2

器高(5.3) -
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、直線文
(ｸｼ)、刺突文(ｸｼ)

ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕、
ﾅﾃﾞ

やや密、径3㎜以下の長
石・石英・赤色酸化土
粒を多く含む

良
外面に煤付着

498 －

2033 SD0513 1
Ⅵ
甕A3

口径19.8
器高(27.5)

口縁4
刺突文(ｸｼ)、ﾖｺﾅﾃﾞ、直
線文(ｸｼ)、刺突文(ｸｼ)、
ﾊｹ

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧
痕、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ

やや密、径3㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

内外面に煤付着
498 －

2034 SD0515 1
Ⅵ

高坏C3b
口径26.0
器高(5.6)

口縁1
ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、多条沈線(10

条)
密、径1㎜以下の長石・
赤色酸化粒土を僅かに
含む

良 498 －

2035 SD0493 1
Ⅴ～Ⅵ
鉢B3

口径14.6
底径4.4
器高8.9

口縁1
底部2/4
以上

ﾊｹ ﾊｹ、指頭圧痕 密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む 良 500 －
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表140 土器類観察表（74）

No
地区
遺構

層
位

時期
器種分類

法量(㎝)
残存率
(X/12)

調整
胎土

焼
成

備考 挿図 図版
外面 内面

2036 SD0493 1
Ⅴ～Ⅵ
甕A3

口径19.0
器高(7.7)

口縁3
ｷｻﾞﾐ、ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾊｹ、指頭圧痕 やや密、径5㎜以下の長

石・石英・ﾁｬｰﾄ・赤色
酸化土粒を多く含む

良 500 －

2037 SD0493 1
Ⅴ～Ⅵ
高坏B3a

口径30.0
器高(3.5)

口縁2
ﾐｶﾞｷ、指頭圧痕 ﾐｶﾞｷ やや密、径3㎜以下の石

英・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

500 －

2038 SD0493 1
Ⅴ

高坏B3b
口径30.0
器高(3.7)

口縁2
ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ 密、径1㎜以下の長石を

僅かに含む
良 500 －

2039 SD0493 1
Ⅴ

器台A脚
部

底径13.8
器高(6.7)

底部1/4
未満

ﾐｶﾞｷ ﾅﾃﾞ、磨耗のため調
整不明

やや密、径3㎜以下の石
英・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

1穿孔1組3方向、　
外面に煤付着 500 －

2040 SD0493 1
Ⅴ

高坏脚部
底径7.6
器高(5.3)

底部2/4
以上

指頭圧痕、磨耗著しい 磨耗著しい やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

普
通

外面に煤付着
500 －

2041 SD0493 1
Ⅳ～Ⅴ
高坏脚部

底径6.6
器高(4.6)

底部1/4
未満

ﾐｶﾞｷ、指頭圧痕 ﾅﾃﾞ、指頭圧痕 やや密、径3㎜以下の石
英・ﾁｬｰﾄを多く含む

普
通

500 －

2042 SD0493 1
Ⅵ～Ⅶ
壺胴部

器高(13.1)
ﾊｹのちﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾊｹのちﾅﾃﾞ、指頭圧

痕
やや密、径2㎜以下の長
石・石英・ﾁｬｰﾄを多く
含む

普
通

外面赤彩有り、
500 191

2043 SD0493 1
Ⅴ

壺A1a
口径18.4
器高(3.1)

口縁3
凹線(4条)、ﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾊｹ、ﾅﾃﾞ、羽状文 やや密、径1㎜以下のﾁｬ

ｰﾄ・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

外面黒色の塗付に
よる円文、外面赤
彩による円文

500 191

2044 SD0493 1
Ⅶ
壺Ｅ

口径18.4
器高(6.3)

口縁1
羽状文、ﾊｹ 羽状文 やや粗、径6㎜以下の長

石・雲母・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

500 －

2045 SD0493 1
Ⅲ～Ⅳ
壺底部

底径7.2
器高(1.9)

底部1/4
以上

ﾐｶﾞｷ ﾊｹ やや密、径3㎜以下の長
石・石英・ﾁｬｰﾄ・赤色
酸化土粒を多く含む

普
通

500 －

2046 SD0493 1
Ⅴ～Ⅵ
甕A2b

口径16.4
器高(4.6)

口縁3
ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕、ﾊｹ、
直線文(8条)

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ やや密、径2㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

500 －

2047 SD0493 1
Ⅴ～Ⅵ
甕A2b

口径15.2
器高(7.4)

口縁3
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕 やや密、径3㎜以下の長

石・石英・ﾁｬｰﾄ・赤色
酸化土粒を多く含む

普
通

口縁部打ち欠き
500 －

2048 SD0493 1
Ⅵ～Ⅶ
甕脚部

底径8.5
器高(6.5)

底部3/4
以上

ﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾅﾃﾞ、指頭圧痕 やや密、径2㎜以下の長
石を僅かに含む

普
通

500 －

2049 SD0493 1
Ⅵ～Ⅶ
甕B2

口径23.0
器高(4.4)

口縁2
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ やや密、径3㎜以下の石

英・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

500 －

2050 SD0493 1
Ⅴ～Ⅶ
不明

底径4.8
器高(4.2)

底部1/4
以上

ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ 指頭圧痕 やや密、径1㎜以下のﾁｬ
ｰﾄ・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

赤彩付着
500 －

2052 SD0501 1
Ⅴ～Ⅵ
高坏I

底径12.3
器高(7.5)

底部1/4
未満

ﾊｹ、ﾅﾃﾞ ｼﾎﾞﾘ痕、ﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長
石を僅かに含む

普
通

1穿孔1組3方向
504 －

2053 SD0501 1
Ⅴ～Ⅶ
壺胴部

器高(8.4)
ﾊｹ ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ やや密、径2㎜以下の長

石を僅かに含む
普
通

線刻
504 －

2054 SD0524 1
Ⅲ
壺A1

口径6.9
底径4.7

器高(22.6)
最大径20.2

口縁3
底部1/4
未満

棒状浮文、沈線(2条1組
×2？)ﾊｹ、ﾅﾃﾞ

ﾅﾃﾞ、ﾊｹ、ツメ痕 やや密、径2㎜以下の長
石・石英・ﾁｬｰﾄを僅か
に含む

普
通

内面に炭化物付着

506 188

2055 SD0587 1
Ⅵ～Ⅶ
壺底部

底径5.4
器高(9.7)

底部3/4
以上

ﾐｶﾞｷ、ﾅﾃﾞ、ｹｽﾞﾘ(底部) ﾊｹ、ﾅﾃﾞ 密、径3㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄを僅かに含む

普
通

509 －

2056 SD0587 1
Ⅵ～Ⅶ
壺底部

底径6.6
器高(7.4)

底部3/4
以上

ﾐｶﾞｷ、ﾊｹ、指頭圧痕 ﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧痕 やや密、径1㎜以下のﾁｬ
ｰﾄ・赤色酸化土粒を多
く含む

普
通

509 －

2057 SD0587 1
Ⅵ～Ⅶ
壺Ｈ底部

器高(10.2)
ﾐｶﾞｷ、ﾅﾃﾞ 指頭圧痕、ﾊｹ、ﾅﾃﾞ、

輪積み痕
やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

509 －

2058 SD0587 1
Ⅵ～Ⅶ
壺底部

底径4.8
器高(3.8)

底部3/4
以上

ﾐｶﾞｷ ﾊｹ やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

普
通

外面赤彩付着
509 －

2059 SD0587 1
Ⅴ～Ⅵ
壺A胴部

器高(12.5)

ﾊｹ、ﾅﾃﾞ、直線文(6条)、
波状文、直線文(6条)、
波状文、直線文(6条)、
刺突文

指頭圧痕　磨耗の
ため調整不明

やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

509 －

2060 SD0587 1
Ⅵ～Ⅶ
壺H1a

口径8.8
器高(7.3)

口縁9
磨耗のため調整不明 磨耗のため調整不

明
やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

509 －

2061 SD0587 1
Ⅵ～Ⅶ
手捏ねＤ

口径7.7
器高(4.7)

口縁1
ﾅﾃﾞ、指頭圧痕、ﾊｹ ﾅﾃﾞ、指頭圧痕 やや密、径1㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む
普
通

509 －

2062 SD0587 1
Ⅴ

高坏B2b

口径23.0
底径15.0
器高(17.0)

底部1/4
以上

ﾐｶﾞｷ、波状文、沈線(2
条×3、2条×2、2条×3)、
ﾐｶﾞｷ

ﾅﾃﾞのちﾐｶﾞｷ、ｼﾎﾞﾘ
痕、ﾅﾃﾞ

やや密、径3㎜以下の長
石・雲母を多く含む

普
通

1穿孔1組4方向　
509 201

2063 SD0587 1
Ⅴ～Ⅵ
高坏B3b

口径20.8
器高(3.9)

口縁2
ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ やや密、径3㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む
普
通

509 －

2064 SD0587 1
Ⅴ

高坏B脚
部

器高(12.0)
磨耗のため調整不明 磨耗のため調整不

明
密、径1㎜以下の長石・
赤色酸化土粒を僅かに
含む

良
2穿孔1組3方向

509 －
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表141 土器類観察表（75）

No
地区
遺構

層
位

時期
器種分類

法量(㎝)
残存率
(X/12)

調整
胎土

焼
成

備考 挿図 図版
外面 内面

2065 SD0587 1
Ⅶ

高坏G3b

口径19.0
底径12.4
器高13.6
最大径19.0

口縁5
底部2/4
以上

多条沈線(6条)、ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、ﾊｹ 密、径9㎜以下の赤色酸
化土粒を僅かに含む

良

打ち欠き、1穿孔1
組3方向、内外面
に煤付着

509 200

2066 SD0587 1
Ⅵ

高坏G1
底径11.2
器高(12.1)

底部1/4
以上

ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、ﾊｹ、ｹｽﾞﾘ、ﾕ
ﾋﾞﾅﾃﾞ、指頭圧痕

やや密、径2㎜以下の長
石・雲母・ﾁｬｰﾄを多く
含む

普
通

1穿孔1組3方向
509 201

2067 SD0587 1
Ⅴ～Ⅵ
高坏I2

口径10.0
器高(8.2)

口縁6
ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ ﾅﾃﾞ、ﾊｹ やや密、径1㎜以下の長

石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

510 －

2068 SD0587 1
Ⅵ～Ⅶ
器台B1c

口径19.2
底径12.9
器高13.5

口縁1
底部1/4
以上

凹線(5条)、ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、ｹｽﾞﾘ、ﾅﾃﾞ、
指頭圧痕

やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

良
2穿孔1組3方向

510 201

2069 SD0587 1
Ⅶ

器台C1
口径8.9
器高(3.1)

口縁12
ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、ｼﾎﾞﾘ痕 やや粗、径4㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

510 －

2070 SD0587 1
Ⅴ～Ⅵ
壺A1b

口径17.1
器高(2.2)

口縁1
擬凹線(2条)、ﾅﾃﾞ 羽状文(ﾍﾗ) やや密、径1㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

外面赤彩有り
510 －

2071 SD0587 1
Ⅴ～Ⅵ
壺A1b

口径16.8
器高(3.4)

口縁3
擬凹線(2条)、ﾐｶﾞｷ 竹管文、ﾐｶﾞｷ やや密、径1㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

良 510 －

2072 SD0587 1
Ⅴ～Ⅵ
壺A1a

口径15.6
器高(17.7)

口縁12

直線文(4条)、竹管文、
ﾊｹ、ﾅﾃﾞ、竹管文、直線
文7条+刺突文×3帯、竹
管文、ﾊｹ

刺突文、竹管文、ﾊｹ、
ﾅﾃﾞ、輪積み痕、ﾊｹ

やや密、径5㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

外面赤彩付着

510 200

2073 SD0587 1
Ⅴ～Ⅵ
壺A胴部

底径4.7
器高(25.2)
最大径27.3

底部完
存

直線文、刺突文、直線文、
刺突文、直線文、刺突
文　磨耗著しい

ﾊｹのちﾅﾃﾞ、輪積み
痕、ﾅﾃﾞ

やや粗、径3㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

外面赤彩有り
510 200

2074 SD0587 1
Ⅴ～Ⅵ
壺底部

底径5.9
器高(10.8)

底部3/4
以上

ﾐｶﾞｷ、ﾊｹ、ｹｽﾞﾘ(底部) ﾊｹ やや粗、径5㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

普
通

外面に煤付着
510 －

2075 SD0587 1
Ⅴ～Ⅵ
壺A胴部

器高(6.1)
直線文(8条)、刺突文、
直線文(6条)、扇状文、
ﾊｹのちﾅﾃﾞ

ﾊｹ、ﾅﾃﾞ、指頭圧痕、
輪積み痕

やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

外面赤彩有り
510 －

2076 SD0587 1
Ⅴ～Ⅶ
壺底部

底径5.6
器高(2.1)

底部完
存

ﾊｹ、ﾅﾃﾞ、指頭圧痕 ﾊｹ、ﾅﾃﾞ、指頭圧痕 やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

普
通

底部線刻？
510 －

2077 SD0587 1
Ⅵ
壺B1

口径16.3
底径6.2

器高(26.3)
最大径24.3

口縁3
底部1/4
未満

ﾅﾃﾞ、指頭圧痕、ﾊｹのち
ﾐｶﾞｷ

ﾐ ｶ ﾞ ｷ、指頭圧痕、
板ﾅﾃﾞ、輪積み痕

やや密、径3㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

外面線刻有り

511 200

2078 SD0587 1
Ⅵ～Ⅶ
壺H2a

口径13.7
器高(8.5)

口縁7
ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ やや密、径1㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

511 －

2079 SD0587 1
Ⅵ～Ⅶ
壺Ｃ

口径15.8
器高(10.4)

口縁3
ﾅﾃﾞ、ﾊｹ、ﾐｶﾞｷ ﾅﾃﾞ、指頭圧痕、輪

積み痕
やや密、径3㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

511 －

2080 SD0587 1
Ⅴ

甕A2a

口径14.4
器高(10.7)
最大径21.0

口縁7
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、ﾅﾃﾞ、
刺突文、ﾊｹ

ﾖｺﾅﾃﾞ、磨耗著しい やや密、径3㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

外面炭化物付着
511 －

2081 SD0587 1
Ⅶ
壺Ｃ

口径12.0
器高(13.0)
最大径21.8

口縁9
ﾅﾃﾞ、指頭圧痕、ﾊｹ ﾅﾃﾞ、指頭圧痕、輪

積み痕
やや密、径1㎜以下の長
石、ﾁｬｰﾄ、赤色酸化土
粒を僅かに含む

良
外面に煤付着

511 －

2089 SD0664 1
Ⅴ～Ⅵ
鉢Ｂ

底径3.3
器高(2.3)

底部完
存

ﾅﾃﾞ ﾅﾃﾞ やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

普
通

516 －

2090 SD0664 1
Ⅵ

器台Ｂ
器高(5.5)

摩耗のため調整不明 摩耗のため調整不
明

密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

普
通

1穿 孔1組3方 向、
脚部打ち欠き？

516 －

2091 SD0654 1
Ⅴ～Ⅵ
高坏B3b

口径21.3
器高(3.5)

口縁2
ﾐｶﾞｷ、摩耗顕著 ﾐｶﾞｷ、摩耗顕著 やや密、径1㎜以下の長

石・雲母・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

516 －

2092 SD0664 1
Ⅴ～Ⅵ
壺A底部

底径4.5
器高(2.4)

底部完
存

摩耗のため調整不明 摩耗のため調整不
明

やや密、径1㎜以下の長
石を僅かに含む

普
通

516 －

2093 SD0664 1
Ⅴ～Ⅵ
壺A胴部

器高(4.1)
直線文、横羽状文、刺
突文

ﾅﾃﾞ、指頭圧痕 やや密、径1㎜以下の長
石を僅かに含む

普
通

516 －

2094 SD653 1
Ⅵ～Ⅶ
壺G2b

口径13.7
器高(5.7)

口縁1
沈線(8条)、ﾐｶﾞｷ、摩耗
顕著

ﾐｶﾞｷ、摩耗顕著 やや密、径1㎜以下の赤
色酸化土粒を僅かに含
む

良 516 －

2095 SD0653 1
Ⅷ
甕

器高(3.9)
ﾊｹ、摩耗顕著 ﾅﾃﾞ、指頭圧痕、摩

耗顕著
やや粗、径1㎜以下の長
石・雲母を僅かに含む

普
通

516 －

2096 SD0653 1
Ⅴ

壺底部
底径3.0
器高(3.0)

底部完
存

摩耗のため調整不明 ﾊｹ？、摩耗顕著 やや密、径1㎜以下の長
石・雲母を僅かに含む

普
通

516 －

2097 SD0653 1
Ⅴ

器台A1
器高(5.9)

ﾐｶﾞｷ？、摩耗のため調
整不明

ﾅﾃﾞ？ 密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

普
通

516 －

2098 SD0653 1
Ⅷ
壺Ｅ

器高(3.3)
ﾊｹ 刺突文(ｸｼ) 密、径1㎜以下の長石・

雲母・赤色酸化土粒を
僅かに含む

普
通

516 －
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表142 土器類観察表（76）

No
地区
遺構

層
位

時期
器種分類

法量(㎝)
残存率
(X/12)

調整
胎土

焼
成

備考 挿図 図版
外面 内面

2099 SD653 1
Ⅵ
甕A4

口径16.5
器高(13.4)
最大径21.0

口縁4
擬凹線？、刺突文、ﾅﾃﾞ、
ﾀﾀｷのちﾊｹ

ﾅﾃﾞ、摩耗のため調
整不明

やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

外面に煤付着
516 211

2100 SD0653 1
Ⅹ
甕

口径17.0
器高(16.5)

口縁5
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕 やや密、径2㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む
普
通

外面に炭化物付着
516 194

2104 SP0106 1
Ⅴ～Ⅵ
甕A2b

口径12.5
器高(12.7)
最大径14.5

口縁9
ﾖｺﾅﾃ ・゙刺突文(口縁部)、
押引き、ﾊｹ

ﾖｺﾅﾃﾞ、ｹｽﾞﾘ やや粗、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を多
く含む

普
通

外面に炭化物付着
521 216

2105 SP0106 1
Ⅴ～Ⅵ
甕Ａ

底径4.8
器高(21.5)

底部1/4
以上

波状文、刺突文、直線文、
ﾊｹ

ﾊｹ やや粗、径1㎜以下の長
石を僅かに含む

普
通

外面に炭化物付着
521 216

2106 SK02129 1
Ⅴ～Ⅵ
甕A底部

底径3.6
器高(4.9)

底部1/4
未満

ﾊｹ ﾊｹ やや密、径1㎜以下の長
石を僅かに含む

良
外面に煤付着

521 －

2107 SK02131 1
Ⅴ～Ⅵ
高坏B脚

部

底径15.4
器高(13.5)

底部3/4
以上

ﾐｶﾞｷ ﾅﾃﾞ、ｹｽﾞﾘ？、ｼﾎﾞﾘ
痕

やや粗、径1㎜以下の長
石を僅かに含む 良

1穿孔1組3方向
521 216

2108 SK02131 1
Ⅴ～Ⅵ
甕胴部

器高(7.2)
ﾊｹ ﾊｹ やや粗、径1㎜以下の長

石を僅かに含む
良

外面に煤付着
521 －

2109 SK02131 1
Ⅴ～Ⅵ
鉢A3a

口径14.0
底径2.0
器高9.6

最大径14.9

口縁4
底部完

存

ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、刺突文、
ﾊｹ、ｹｽﾞﾘ

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ やや粗、径2㎜以下の長
石を僅かに含む

良

外面に煤付着

521 216

2110 SK02131 1
Ⅴ～Ⅵ
甕A4

口径19.0
器高(7.6)

口縁2
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧

痕
やや粗、径1㎜以下の長
石を僅かに含む

良 521 －

2111 SK02131 1
Ⅴ～Ⅵ
甕脚部

底径7.0
器高(5.4)

底部完
存

ﾊｹ ﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長
石を僅かに含む

良 521 216

2112 SK02131 1
Ⅴ～Ⅵ
甕胴部

器高(13.6)
最大径22.6

ﾊｹ ﾊｹ やや密、径1㎜以下の長
石を僅かに含む

良
外面に煤付着

521 －

2113 SK01981 1
Ⅴ～Ⅵ
甕B4

口径18.0
器高(26.0)

口縁3
ﾅﾃﾞ ﾅﾃﾞ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、ﾊｹ やや密、径3㎜以下のﾁｬ

ｰﾄ・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

521 203

2114 SK02134 1
Ⅴ

壺A1b
口径16.2
器高(1.9)

口縁2
擬凹線(3条)、摩耗顕著 横羽状文(貝)、摩

耗顕著
やや粗、径1㎜以下の長
石を僅かに含む

良 524 －

2115 SK02134 1
Ⅴ～Ⅵ
壺底部

底径4.8
器高(2.8)

底部3/4
以上

ﾐｶﾞｷ、ﾊｹ ﾊｹ、指頭圧痕 やや密、径1㎜以下の長
石を僅かに含む 良

外面底部中央に小
さな(径5㎜)穴(焼
成後)

524 －

2116 SK02161 1
Ⅴ～Ⅵ
高坏B3b

器高(2.2)
摩耗のため調整不明 摩耗のため調整不

明
やや密、径1㎜以下の長
石を僅かに含む

良 524 －

2117 SK01916 1
Ⅴ

高坏Ａ
底径13.0
器高(4.2)

底部1/4
未満

ﾐｶﾞｷ、ﾅﾃﾞ ﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

普
通

2111と同一個体
532 －

2118 SK01916 1
Ⅴ

高坏Ａ
器高(2.1)

ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ 密、径1㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄを僅かに含む

普
通

外 面 に 煤 付 着、
2110と同一個体

532 －

2119 SK01916 1
Ⅴ
甕A1

口径8.2
底径2.3
器高8.0
最大径8.2

口縁10
底部完

存

ﾅﾃﾞ、刺突文、ﾅﾃﾞ、刺
突文、波状文、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ

ﾅﾃﾞ、ｹｽﾞﾘ やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

内外面に煤付着

532 205

2120 SK01923 1
Ⅴ

高坏B3a

口径26.0
器高(3.1)
最大径26.0

口縁1
ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ やや密、径3㎜以下の長

石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

532 －

2121 SK01925 1
Ⅴ～Ⅵ
鉢A2

口径14.0
器高(5.0)
最大径16.4

口縁2
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、ﾊｹ、波
状文、刺突文、ﾊｹ

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧
痕

やや粗、径3㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

532 －

2122 SK01925 1
Ⅵ
甕A4

口径16.0
器高(4.2)

口縁2
ﾅﾃﾞ ﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧痕 やや密、径3㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

良 532 －

2123 SK01925 1
Ⅵ

甕A2b

口径14.6
器高(6.7)
最大径15.9

口縁1
刺突文、ﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、板ﾅﾃﾞ、ﾕﾋﾞ

ﾅﾃﾞ、輪積み痕
やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

内面に煤付着
532 －

2124 SK01925 1
Ⅵ
鉢B2

口径15.7
底径4.4
器高11.7
最大径4.6

口縁3
底部2/4
以上

指頭圧痕、ﾊｹ、輪積み
痕

指頭圧痕、ﾊｹ、輪
積み痕

やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

外面に煤付着、底
部に穿孔有り

532 203

2125 SK01925 1
Ⅵ

高坏B3･4
脚部

器高(11.4)
ﾐｶﾞｷ、磨耗著しい ｼﾎﾞﾘ痕、磨耗著し

い
やや粗、径3㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

532 －

2126 SK01925 1
Ⅵ

高坏B3･4
脚部

器高(12.1)
ﾐｶﾞｷ　磨耗著しい ｼﾎﾞﾘ痕、磨耗著し

い
やや密、径5㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

1穿孔1組3方向
532 －

2127 SK01925 1
Ⅵ

器台B1
器高(9.4)

ﾐｶﾞｷ ﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

良 532 －

2128 SK01925 1
Ⅵ

器台B1
器高(9.7)

ﾐｶﾞｷ、磨耗著しい 板ﾅﾃﾞ、磨耗著しい やや粗、径3㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

1穿孔1組3方向　
脚裾部打ち欠き？ 532 －

2129 SK02001 1
Ⅴ～Ⅵ
壺B1

口径12.9
底径4.6
器高25.0
最大径21.6

口縁6
底部1/4
以上

口縁～頸部にﾊｹ、胴部
は摩耗のため調整不明

口縁部は摩耗のた
め調整不明、胴部
はﾊｹのちﾅﾃﾞ

密、径1㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土粒を
多く含む

普
通

底部打ち欠き？

533 203
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表143 土器類観察表（77）

No
地区
遺構

層
位

時期
器種分類

法量(㎝)
残存率
(X/12)

調整
胎土

焼
成

備考 挿図 図版
外面 内面

2130 SK02483 1
Ⅴ～Ⅵ
壺B2a

口径13.0
器高(4.6)

口縁5
ﾅﾃﾞ ﾅﾃﾞ やや密、径6㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む
普
通

打ち欠き
533 －

2131 SK02148 1
Ⅴ

器台Ｂ
器高(1.3)

ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ 密
良 533 －

2132 SK02156 1
Ⅴ～Ⅵ
高坏B脚

部
器高(5.3)

摩耗のため調整不明 摩耗のため調整不
明

やや密、径1㎜以下の長
石を僅かに含む 良

1穿孔1組3方向
533 －

2133 SK02156 1
Ⅴ～Ⅵ
高坏B脚

部
器高(7.8)

摩耗のため調整不明 ｹｽﾞﾘ、ｼﾎﾞﾘ痕 やや密、径1㎜以下の長
石を僅かに含む 良

脚内に刺突痕
533 －

2134 SK02156 1
Ⅴ～Ⅵ
壺A1b

器高(1.7)
擬凹線、摩耗のため調
整不明

ﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長
石を僅かに含む

良 533 －

2135 SK02158 1
Ⅴ～Ⅵ
高坏C1b

口径26.8
器高(6.9)

口縁2
ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ やや密、径2㎜以下の長

石・赤褐色化土粒を僅
かに含む

普
通

534 －

2136 SK02158 1
Ⅴ～Ⅵ
高坏C1b

器高(14.5)
ﾐｶﾞｷ ｼﾎﾞﾘ痕・ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、

摩耗のため調整不
明

やや密、径2㎜以下の長
石を僅かに含む

普
通

2穿孔2組3方向
534 －

2137 SK02158 1
Ⅴ～Ⅵ
高坏C1b

口径26.2
器高(21)

口縁3
ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、ｼﾎﾞﾘ痕 やや密、径2㎜以下の長

石を僅かに含む
普
通

2穿孔2組3方向
534 224

2138 SK02158 1
Ⅴ～Ⅵ
甕A2b

口径16.9
器高(17.6)
最大径19.6

口縁1
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、ｹｽﾞﾘ？、

指頭圧痕
やや密、径4㎜以下の長
石を僅かに含む

普
通

外面に煤付着
534 －

2139 SK02158 1
Ⅴ～Ⅵ
甕胴部

底径7.7
器高(7.6)

底部1/4
未満

ﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾊｹ、指頭圧痕 やや密、径5㎜以下の長
石を多く含む

普
通

煤付着(脚内)
534 －

2140 SK02158 1
Ⅵ

高坏Ｃ
器高(5.7)

ﾐｶﾞｷ ﾊｹ やや密、径4㎜以下の長
石を僅かに含む

普
通

534 －

2141 SK02191 1
Ⅲ
甕

器高(3.7)
条痕(ｸｼ) ﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の石

英・雲母・ﾁｬｰﾄを僅か
に含む

普
通

534 －

2142 SK02191 1
Ⅴ

高坏Ｂ
底径14.0
器高(5.2)

底部1/4
未満

直線文(3条・4条)、ﾐｶﾞ
ｷ

ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、輪積み痕 密、径2㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土粒を
僅かに含む

良
1穿孔1組4方向

534 －

2143 SK02191 1
Ⅴ

高坏B2b
口径22.0
器高(4.7)

口縁1
磨耗のため調整不明 磨耗のため調整不

明
やや密、径1㎜以下の長
石・石英・ﾁｬｰﾄ・赤色
酸化土粒を多く含む

普
通

534 －

2144 SK02191 1
Ⅴ～Ⅵ
壺A1b

口径13.3
器高(5.6)

口縁4
刺突文、磨耗のため調
整不明

指頭圧痕、輪積み
痕　磨耗のため調
整不明

やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

534 －

2145 SK02191 1
Ⅴ～Ⅵ
壺底部

底径5.0
器高(8.3)

底部完
存

ﾊｹ 指頭圧痕 やや密、径3㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを多く含む

普
通

外面赤彩有り
534 －

2146 SK02205 1
Ⅴ～Ⅵ
鉢Ｂ

口径16.0
器高(6.8)

口縁5
ﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾅﾃﾞ、ﾊｹ やや密、径4㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

535 －

2147 SK02263 1
Ⅴ

高坏B3･4
脚部

器高(8.2)
ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ 密、径1㎜以下の長石・

ﾁｬｰﾄを僅かに含む 良 535 －

2148 SK02320 1
Ⅴ

器台A1a
口径15.6
器高(7.8)

口縁9
波状文、ﾐｶﾞｷ、直線文 ﾐｶﾞｷ、ﾅﾃﾞ、ｹｽﾞﾘ、

ﾊｹ
やや密、径3㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

1組1方向4穿孔
535 203

2149 SK02320 1
Ⅴ
壺J

底径3.8
器高(6.0)
最大径7.8

底部完
存

ﾐｶﾞｷ ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕、
ﾊｹ

密、径2㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土粒を
僅かに含む

良
内外面に煤付着

535 205

2150 SK02324 1
Ⅶ
甕D3

口径13.7
器高(2.7)

口縁1
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む
普
通

外面に煤付着
535 －

2151 SK02324 1
Ⅵ～Ⅶ
土製品

長2.1
幅2.2
厚さ2.1

密、径1㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄを僅かに含む 良

赤彩有り
535 205

2153 SK02358 1
Ⅵ～Ⅶ
甕脚部

底径8.8
器高(5.3)

底部2/4
以上

ﾊｹ、ﾖｺﾅﾃﾞ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾅﾃﾞ 密、径3㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄを僅かに含む

良 535 －

2154 SK02380 1
Ⅵ～Ⅶ
甕B4

口径15.8
器高(5.9)

口縁2
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾅﾃﾞ、指頭

圧痕、ﾊｹ
やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

535 －

2155 SK02382 1
Ⅶ～Ⅷ
甕脚部

底径8.0
器高(2.8)

底部1/4
以上

ﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾅﾃﾞ やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

良 535 －

2156 SK02382 1
Ⅵ～Ⅶ
甕B3

口径17.8
器高(3.3)

口縁2
ﾊｹ、指頭圧痕 ﾊｹ やや粗、径5㎜以下の長

石・石英・ﾁｬｰﾄ・赤色
酸化土粒を多く含む

普
通

535 －

2157 SK02382 1
Ⅵ～Ⅶ
甕D1b

口径20.0
器高(7.0)

口縁4

ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾖｺﾊｹ、指頭
圧痕

やや密、径1㎜以下の長
石・石英・雲母・ﾁｬｰﾄ・
赤色酸化土粒を多く含
む

普
通

535 －

2158 SK02382 1
Ⅶ

高坏C4d
器高(5.6) 口縁1

磨耗のため調整不明 多条沈線(8条)、刺
突文(山形)、多条
沈 線、 刺 突 文(羽
状)、 多 条 沈 線(4
条)、山形文

やや密、径2㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を多
く含む

普
通

535 －

2159 SK02522 1
Ⅴ～Ⅵ
甕A4

口径16.3
器高(19.5)
最大径20.6

口縁12
ﾅﾃﾞ・刺突文(口縁部)、
直線文・刺突文(胴部)、
ﾊｹ

ﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧痕 密、径3㎜以下の長石を
いくつか、ﾁｬｰﾄを多く
含む。

良 536 211
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No
地区
遺構

層
位

時期
器種分類

法量(㎝)
残存率
(X/12)

調整
胎土

焼
成

備考 挿図 図版
外面 内面

2160 SK02522 1
Ⅴ～Ⅵ
鉢A4c

口径12.3
器高(6.1)
最大径13.0

口縁1
ﾊｹ(粗)、ﾖｺﾅﾃﾞ ﾊｹ(粗)、指頭圧痕、

輪積み痕
密、径2㎜以下の長石を
僅かに含む 良 536 －

2161 SK02522 1
Ⅴ～Ⅵ
壺A1b

口径15.8
器高(4.9)

口縁4
擬凹(2条)、ﾐｶﾞｷ？、摩
耗顕著

ﾐｶﾞｷ？、摩耗顕著 密、径3㎜以下の長石・
赤色酸化土粒を僅かに
含む

良
赤色顔料付着(外)

536 －

2162 SK02522 1
Ⅴ～Ⅵ
器台B1

口径20.4
器高(1.9)

口縁2
擬凹線(2条)？、ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ 密、径3㎜以下の長石・

ﾁｬｰﾄを僅かに含む
普
通

536 －

2163 SK02612 1
中世
山茶碗

底径6.9
器高(2.1)

底部完
存

回転糸切り痕、籾殻痕 硯面 密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

良
墨付着(内)

536 230

2165 SP093 1
Ⅴ～Ⅵ

壺
器高(3.7) -

ﾐｶﾞｷ ﾅﾃﾞ 密、径2㎜以下のﾁｬｰﾄ・
赤色酸化土粒を僅かに
含む

普
通

541 －

2167 SP095 1
Ⅴ～Ⅵ
器台

器高(2.8)
磨耗のため調整不明 磨耗のため調整不

明
やや密、径2㎜以下の石
英・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

541 －

2168 SP097 1
Ⅵ
甕A3

器高(3.5)
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、ﾊｹ、刺
突文

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ やや密、径2㎜以下の石
英・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

普
通

541 －

2169 SP0100 1
Ⅴ～Ⅵ
鉢B底部

底径4.6
器高(3.2)

底部完
存

ﾊｹ、指頭圧痕 ﾊｹ、指頭圧痕 密、径3㎜以下の石英・
ﾁｬｰﾄを多く含む

普
通

541 －

2174 SP0160 1
Ⅵ～Ⅶ
甕E4

口径9.6
器高(5.2)

口縁4
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾊｹ、指頭圧痕 やや密、径1㎜以下の長

石を僅かに含む
普
通

外面に煤付着
542 －

2175 SP0189 1
Ⅵ
甕B2

口径16.4
器高(7.5)

口縁5
ﾖｺﾅﾃﾞ、輪積み痕、ﾊｹ、
ﾀﾀｷ

ﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧痕 やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

外面に煤付着
542 －

2177 SP0194 1
Ⅴ～Ⅵ
甕E4

口径14.4
器高(4.3)

口縁1
ﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾅﾃﾞ、ﾊｹ、輪積み痕、

指頭圧痕
やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

普
通

542 －

2178 SP0194 1
Ⅴ～Ⅵ
器台B1

口径19.8
器高(2.5)
最大径20.0

口縁1
ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ 密、径2㎜以下の長石・

ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土粒を
僅かに含む

普
通

内外面に煤付着、
破断面二次焼成 542 －

2180 ST077 1
Ⅱ
壺A?

器高(2.1)
ｷｻﾞﾐ、摩耗のため調整
不明

摩耗のため調整不
明

密、径3㎜以下の長石を
多く含む

不
良

545 －

2181 ST077 1
Ⅵ～Ⅶ
高坏C・D

脚部
器高(7.1)

ﾐｶﾞｷ ｼﾎﾞﾘ痕 やや密、径3㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

1穿孔1組3方向
545 －

2182 ST090 1
Ⅴ

高坏B脚
部

器高(6.8)
摩耗のため調整不明 ｼﾎﾞﾘ痕 やや密、径2㎜以下の長

石を僅かに含む
不
良

1穿孔1組3方向
545 －

2183 ST0129 1
Ⅴ～Ⅵ
甕底部

底径4.8
器高(3.1)

底部1/4
未満

ﾐｶﾞｷ？、煤付着のため
観察困難

ﾅﾃﾞ？ やや密、径3㎜以下の長
石を僅かに含む

普
通

545 －

2184 ST0129 1
Ⅵ～Ⅶ
壺H底部

底径2.1
器高(2.4)

底部完
存

摩耗顕著、一部にﾊｹ ﾊｹ やや密、径4㎜以下の長
石を多く含む

不
良

545 －

2185 ST127 1
Ⅴ～Ⅵ
高坏B脚

部
器高(5.3)

ﾐｶﾞｷ ﾅﾃﾞ、ｼﾎﾞﾘ痕 やや密、径5㎜以下の長
石を僅かに含む

普
通

1穿孔1組3方向
545 －

2186 ST130 1
Ⅹ
高坏

器高(5.9)
ﾐｶﾞｷ？ ﾅﾃﾞ? やや密、径3㎜以下の長

石を僅かに含む
普
通

545 －

2187 ST128 1
Ⅴ～Ⅵ
甕B2

器高(3.8)
直線文、摩耗有り ﾅﾃﾞ やや粗、径5㎜以下の長

石を多く含む
不
良

545 －

2188 ST128 1
Ⅴ～Ⅵ
壺A胴部

器高(5.6)
ﾐｶﾞｷ、波状文、直線文 指頭圧痕 やや密 普

通
内面赤彩有り

545 －

2189 ST132 1
Ⅴ～Ⅵ
高坏脚部

器高(6.8)
一部に一次調整のﾊｹ、
摩耗顕著

摩耗顕著 やや密、径1㎜以下の長
石・石英・雲母を多く
含む

不
良

1穿孔1組3方向？
545 －

2190 SD0625 1
Ⅴ～Ⅵ
壺底部

底径2.4
器高(2.9)

底部完
存

ﾊｹ、ﾐｶﾞｷ(底部) 指頭圧痕 密、径1㎜以下の石英を
僅かに含む

普
通

545 －

2191 ST125 1
Ⅴ～Ⅵ
壺底部

底径3.7
器高(2.9)

底部3/4
以上

指頭圧痕 指頭圧痕 密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

良 545 －

2192 ST125 1
Ⅴ～Ⅵ
壺Ｋ

底径1.4
器高(5.8)
最大径7.8

底部完
存

ﾐｶﾞｷ ﾅﾃﾞ、ｼﾎﾞﾘ痕、輪積
み痕

やや密、径2㎜以下の石
英・ﾁｬｰﾄ(多)を僅かに
含む

普
通

545 227

2193 ST125 1
Ⅴ～Ⅵ
甕A2b

口径6.2
器高(3.0)

口縁2
刺突文(口縁部)、ﾖｺﾅﾃﾞ、
ﾊｹ

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ 密、径2㎜以下の長石を
僅かに含む

良 545 －

2194 ST125 1
Ⅴ～Ⅵ
器台Ｂ

器高(8.6)
ﾐｶﾞｷ ｼﾎﾞﾘ痕、摩耗のた

め調整不明
密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

良
1穿孔1組3方向

545 －

2195 ST125 1
Ⅴ～Ⅵ
器台Ｂ

器高(9.6)
ﾐｶﾞｷ ﾊｹ、ｼﾎﾞﾘ痕、輪積

み痕
密、径2㎜以下の石英・
赤色酸化土粒を僅かに
含む

普
通

1穿孔1組4方向
545 －

2196 ST125 1
Ⅴ～Ⅵ
高坏脚部

器高(7.2)
ﾊｹ、ﾐｶﾞｷ ﾊｹ、ｼﾎﾞﾘ痕 密、径4㎜以下の長石を

多く含む
良

外面に煤付着
545 －

2197 ST252 1
Ⅴ～Ⅵ
壺I1

口径9.7
器高(7.4)
最大径11.6

口縁3
摩耗のため調整不明 指頭圧痕、輪積み

痕
やや粗、径2㎜以下の石
英・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

普
通

545 －

2198 ST125 1
Ⅴ～Ⅵ
壺A2

口径10.6
器高(4.7)

口縁8
擬凹線？、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ？、
摩耗顕著

ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ？、摩耗顕
著

やや密、径2㎜以下の石
英・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

545 －

2199 ST125 1
Ⅴ～Ⅵ
壺A1b

口径13.5
器高(13.4)

口縁5
擬凹線、ﾐｶﾞｷ、刺突文、
直線文、ﾊｹ

ﾐｶﾞｷ、指頭圧痕 密、径3㎜以下の長石を
僅かに含む

良
外面煤・赤色顔料
付着

545 －

2200 ST125 1
Ⅴ～Ⅵ
壺A1a

口径18.6
器高(5.8)

口縁3
擬凹線、ﾐｶﾞｷ、ﾖｺﾅﾃﾞ、
直線文

ﾐｶﾞｷ？ 密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

良
口縁部内面赤色顔
料付着

545 226

2201 ST125 1
Ⅴ～Ⅵ
壺Ｈ

器高(10.1)
最大径14.7

ﾊｹのちﾐｶﾞｷ 指頭圧痕、輪積み
痕

密、径3㎜以下の長石を
僅かに含む

良 545 －
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表145 土器類観察表（79）

No
地区
遺構

層
位

時期
器種分類

法量(㎝)
残存率
(X/12)

調整
胎土

焼
成

備考 挿図 図版
外面 内面

2202 ST125 1
Ⅵ～Ⅶ
甕B2

口径11.2
器高(4.3)

口縁2
摩耗のため調整不明 摩耗のため調整不

明
密、径2㎜以下の長石・
赤色酸化土粒(少)を僅
かに含む

良 545 －

2203 ST125 1
Ⅴ～Ⅵ
壺底部

底径4.1
器高(2.4)

底部3/4
以上

板ﾅﾃﾞ？ 板ﾅﾃﾞ？ やや密、径1㎜以下の石
英・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

545 －

2204 ST125 1
Ⅹ
甕

口径17.0
器高(2.5)

口縁3
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾊｹ、指頭圧痕 やや密、径3㎜以下の石

英・を僅かに含む
普
通

545 －

2205 ST125 1
Ⅵ～Ⅶ
甕脚部

底径7.1
器高(3.6)

底部3/4
以上

ﾊｹ、指頭圧痕 ﾊｹ、ﾅﾃﾞ、指頭圧痕 密、径3㎜以下の長石を
多く含む

良
外面に炭化物付着

545 －

2206 ST125 1
Ⅵ～Ⅶ
甕E6

口径15.4
器高(11.4)
最大径17.6

口縁2
ﾊｹ ﾊｹ、指頭圧痕、ﾕﾋﾞ

ﾅﾃﾞ、輪積み痕
密、径2㎜以下の長石・
石英・ﾁｬｰﾄを僅かに含
む

良
外面に炭化物付着

546 226

2207 ST125 1
Ⅵ～Ⅶ
甕胴部

底径7.3
器高(12.6)
最大径18.1

底部完
存

ﾊｹ ﾊｹ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、輪積
み痕

密、径4㎜以下の長石を
多く含む 良

外面に煤付着
546 227

2208 ST125 1
Ⅴ～Ⅵ
甕A胴部

器高(7.9) -
ﾊｹ、刺突文(ｸｼ) ﾅﾃﾞ(かなり精徴) 密、径1㎜以下の長石を

僅かに含む
良 546 －

2209 ST125 1
中世
常滑甕

底径12.0
器高(7.1)

底部1/4
未満

指頭圧痕 ｹｽﾞﾘ 密、径1㎜以下の長石・
石英を多く含む

良
転用硯？

546 －

2210 ST125 1
Ⅵ～Ⅶ
壺底部

底径4.3
器高(2.0)

底部3/4
以上

回転ﾅﾃﾞ 回転ﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

良 546 －

2213 ST133 1
中世
土師皿

口径8.6
底径2.7
器高1.5
最大径8.7

口縁3
底部1/4
以上

指頭圧痕 ﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

良 546 －

2214 ST133 1
Ⅵ～Ⅶ
壺H胴部

器高(8.3)
最大径16.0

ﾐｶﾞｷ ﾅﾃﾞ、ｹｽﾞﾘ、指頭圧
痕

密、径1㎜以下のﾁｬｰﾄ・
赤色酸化土粒を僅かに
含む

普
通

546 －

2215 ST133 1
Ⅴ～Ⅵ
高坏B3a

口径23.4
器高(4.6)

口縁2
ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ 密、径1㎜以下の長石を

僅かに含む
良 546 －

2216 ST133 1
Ⅵ

器台Ｂ
器高(7.1)

ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ 密、径2㎜以下の長石を
僅かに含む 良

1穿 孔1組3方 向、
破断面に二次焼成
痕

546 －

2217 ST133 1
Ⅴ～Ⅵ
甕B2

口径17.5
器高(5.0)

口縁1
刺突文、直線文、波状
文

指頭圧痕、ﾅﾃﾞ、輪
積み痕

密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

良 546 －

2218 ST133 1
Ⅵ～Ⅶ
甕脚部

底径7.8
器高(4.4)

底部1/4
以上

ﾊｹ ﾊｹ、指頭圧痕 密、径2㎜以下の長石を
僅かに含む

良
、内外面炭化物付
着

546 －

2219 ST133 1
中世
山茶碗

底径6.4
器高(2.0)

底部1/4
以上

回転ﾅﾃﾞ、回転糸切り痕、
籾殻痕

回転ﾅﾃﾞ、使用によ
る摩耗

密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

良 546 －

2220 ST130 1
Ⅴ～Ⅵ
高坏B3b

口径25.7
器高(4.1)

口縁1
ﾊｹのちﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ 密、径1㎜以下の長石を

僅かに含む
良 546 －

2221 ST139 1
Ⅴ～Ⅵ
甕A3

口径16.8
器高(2.8)

口縁2
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧

痕
密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

良
外面に炭化物付着

546 －

2222 ST139 1
Ⅴ～Ⅵ
甕胴部

器高(4.2)
ﾊｹ ﾊｹ 密、径1㎜以下の長石を

僅かに含む
良

外面に炭化物付着
546 －

2223 ST139 1
Ⅴ～Ⅵ
甕底部

底径4.0
器高(1.5)

底部2/4
以上

ﾊｹ 摩耗のため調整不
明

密、径1㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄ(多)を僅かに含む

良 546 －

2224 ST139 1
Ⅴ～Ⅵ
甕B1b

口径17.0
器高(2.1)

口縁2
キザミ(口縁部)、ﾅﾃﾞ ﾅﾃﾞ 密、径2㎜以下の長石を

僅かに含む
良 546 －

2225 ST142 1
Ⅵ
甕B4

口径17.8
器高(16.7)
最大径23.8

口縁5
ﾊｹ ﾊｹ、ﾅﾃﾞ、指頭圧痕 密、径2㎜以下の長石・

ﾁｬｰﾄを僅かに含む 良
外面に炭化物付着

546 －

2227 ST069 1
Ⅹ
高坏

底径8.4
器高(7.0)

底部1/4
以上

摩耗のため調整不明 ｼﾎﾞﾘ痕、指頭圧痕 やや密、径3㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

547 －

2228 ST069 1
Ⅸ
高坏

器高(7.6)
ﾐｶﾞｷ 摩耗のため調整不

明
やや密、径1㎜以下の長
石・石英・ﾁｬｰﾄを僅か
に含む

普
通

547 －

2229 ST061 1
Ⅹ
高坏

底径7.8
器高(6.8)

底部1/4
以上

摩耗のため調整不明 ｼﾎﾞﾘ痕、指頭圧痕 やや密、径3㎜以下の長
石・雲母・ﾁｬｰﾄを僅か
に含む

普
通

547 －

2230 ST073 1
Ⅵ～Ⅶ
甕C2

口径15.4
器高(4.3)

口縁4
ﾅﾃﾞ、刺突文 ﾅﾃﾞ やや粗、径3㎜以下の長

石・石英・ﾁｬｰﾄを僅か
に含む

普
通

547 －

2231 ST072 1
Ⅳ
甕B2

口径15.0
器高(2.9)

口縁2
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、直線文 ﾖｺﾅﾃﾞ やや密、径3㎜以下の長

石・石英を多く含む
普
通

547 －

2232 ST099 1
Ⅳ
壺Ｃ

口径22.1
器高(1.3)

口縁1
擬凹線、摩耗のため調
整不明

斜位短沈線、摩耗
のため調整不明

密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

普
通

547 －

2233 ST099 1
Ⅶ
甕D3

器高(3.1)
摩耗のため調整不明 摩耗のため調整不

明
密、径2㎜以下の長石を
僅かに含む

普
通

547 －

2234 ST083 1
Ⅸ
甕

口径13.2
器高(6.2)

口縁2
ﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾅﾃﾞ、指頭圧痕 密、径2㎜以下の長石・

雲母を僅かに含む
普
通

547 －

2235 ST083 1
古代

須恵器坏
身

口径9.4
底径4.2
器高3.2
最大径9.6

口縁1
底部2/4
以上

回転ﾅﾃﾞ、静止ﾍﾗ切り 回転ﾅﾃﾞ 密、径5㎜以下の長石を
僅かに含む 普

通
547 －
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No
地区
遺構

層
位

時期
器種分類

法量(㎝)
残存率
(X/12)

調整
胎土

焼
成

備考 挿図 図版
外面 内面

2236 ST083 1
古代

須恵器ﾊｿ
ｳ

器高(5.6)
最大径10.7

回転ﾅﾃﾞ、沈線(2条)、
波状文

回転ﾅﾃﾞ 密、径4㎜以下の長石を
僅かに含む 良 547 227

2237 ST083 1
古代

須恵器壺

口径9.6
器高(7.3)
最大径14.0

口縁1
ﾅﾃﾞ、波状文、沈線 ﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下の長石を

僅かに含む
普
通

547 227

2238 ST070 1
Ⅸ
高坏

器高(7.0)
摩耗のため調整不明 ｼﾎﾞﾘ痕、摩耗のた

め調整不明
密、径5㎜以下の長石・
赤色酸化土粒を僅かに
含む

普
通

547 －

2239 ST070 1
Ⅹ
高坏

底径9.2
器高(7.0)

底部1/4
未満

摩耗のため調整不明 ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ？、ﾍﾗ？、ｼ
ﾎﾞﾘ痕

密、径3㎜以下の長石・
石英・雲母を僅かに含
む

不
良

547 －

2240 ST070 1
Ⅶ
甕D3

器高(1.5)
摩耗のため調整不明 摩耗のため調整不

明
密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

不
良

547 －

2241 ST070 1
Ⅴ～Ⅵ
甕底部

底径4.4
器高(2.9)

底部1/4
未満

ﾊｹ ﾊｹ 密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

普
通

547 －

2242 ST070 1
Ⅴ～Ⅵ
壺A1b

口径15.0
器高(6.3)

口縁1
ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ ﾊｹ 密、径5㎜以下の長石・

石英を僅かに含む
不
良

547 －

2243 ST070 1
Ⅴ～Ⅵ
高坏H1

口径13.8
器高(4.3)

口縁1
摩耗のため調整不明 摩耗のため調整不

明
やや密、径2㎜以下の長
石・石英を多く含む

不
良

547 －

2244 ST070 1
Ⅵ～Ⅶ
壺H1a

口径8.8
器高(5.6)

口縁4
摩耗のため調整不明 摩耗のため調整不

明
密、径4㎜以下の長石・
赤色酸化土粒を僅かに
含む

不
良

口縁部打ち欠き
547 －

2245 SD0598 1
Ⅴ～Ⅵ
鉢A1

口径12.9
器高(4.0)

口縁2
ﾊｹ、刺突文、直線文(3条) ﾊｹ やや密、径2㎜以下の長

石を僅かに含む
普
通

547 －

2246 SD0630 1
Ⅴ～Ⅵ
高坏B3b

口径22.0
器高(3.3)

口縁1
ﾐｶﾞｷ？ ﾐｶﾞｷ？ やや密、径1㎜以下の長

石を僅かに含む
普
通

547 －

2247 SD0630 1
Ⅴ～Ⅵ
甕B2

口径20.0
器高(4.6)

口縁2
刺突文(口縁端部)、ﾊｹ ﾊｹ、指頭圧痕、輪

積み痕
密、径2㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄを僅かに含む

普
通

外面に炭化物付着
547 －

2248 SD0631 1
Ⅴ

高坏B4
口径18.0
器高(4.8)

口縁3
ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ 密、径1㎜以下の長石を

僅かに含む
普
通

547 226

2249 SD0631 1
Ⅵ

器台Ｂ
器高(10.0)

摩耗のため調整不明 板ﾅﾃﾞ？、ｼﾎﾞﾘ痕 やや密、径1㎜以下の長
石・雲母を僅かに含む

普
通

548 －

2250 SD0631 1
Ⅴ～Ⅵ
不明

器高(3.6)
ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ やや密、径1㎜以下の長

石・雲母・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

548 226

2251 SD0631 1
Ⅴ～Ⅵ
高坏B脚

部

底径13.7
器高(4.0)

底部1/4
以上

ﾐｶﾞｷ ﾅﾃﾞ？ やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

普
通

1穿孔1組3方向
548 －

2252 SD0631 1
Ⅴ～Ⅵ
壺A胴部

器高(3.3)
直 線 文(7条1単 位？)、
波状文(7条)

指頭圧痕 やや密、径1㎜以下の長
石・雲母を僅かに含む

普
通

548 －

2253 SD0631 1
Ⅴ～Ⅵ
壺A1b

口径16.9
器高(3.3)

口縁1
擬凹線(2条口縁部)、ﾐｶ
ﾞｷ

ﾐｶﾞｷ？ やや密、径1㎜以下の長
石・雲母を僅かに含む

普
通

内面赤色顔料付着
548 －

2254 SD0631 1
Ⅵ～Ⅶ
甕脚部

底径6.6
器高(5.1)

底部完
存

ﾊｹ ﾊｹ やや密、径1㎜以下の長
石・雲母を僅かに含む

普
通

内外面に炭化物付
着

548 －

2264
SA004
P1

1
Ⅵ～Ⅶ
甕E4

口径12.4
器高(4.3)

口縁2
ﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長

石を僅かに含む
良

外面に炭化物付着
550 －

2265
SA004
P1

1
Ⅵ～Ⅶ
甕E6

口径9.2
器高(5.0)

口縁2
ﾊｹ、指頭圧痕 ﾊｹ、ﾅﾃﾞ、指頭圧痕 やや密、径1㎜以下の長

石を僅かに含む
普
通

外面に炭化物付着
550 －

2266 SD0584 1
縄文
変容壺

器高(3.0)
素文突帯(2条)、摩耗の
ため調整不明

摩耗のため調整不
明

やや密、径3㎜以下の長
石を僅かに含む

良 554 －

2267 SD0584 1
Ⅱ
壺Ａ

器高(4.9)
沈線、摩耗のため調整
不明

摩耗のため調整不
明

密、径3㎜以下の長石を
僅かに含む

良 554 －

2268 SD0577 1
Ⅴ～Ⅵ
高坏B3b

器高(3.9)
摩耗のため調整不明 摩耗のため調整不

明
やや粗、径1㎜以下の長
石を僅かに含む

普
通

554 －

2269 SD0577 1
Ⅴ～Ⅵ
壺A胴部

器高(4.7)
直線文、扇形文 剥離のため調整不

明
やや密、径1㎜以下の長
石・雲母を多く含む

普
通

554 －

2270 SD0577 1
Ⅵ

器台Ｂ
器高(9.1)

ﾐｶﾞｷ ﾊｹのちﾐｶﾞｷ？ 密、径2㎜以下の長石を
僅かに含む

良
1穿孔1組3方向

554 －

2271 SD0577 1
Ⅵ～Ⅶ
甕B2

口径10.0
器高(7.4)

口縁2
ﾊｹ？、摩耗有り 輪積み痕、摩耗有

り
やや密、径1㎜以下の長
石・石英・赤色酸化土
粒を僅かに含む

不
良

554 －

2272 SD0577 1
Ⅴ
鉢Ａ

器高(3.7)
直線文、波状文(5条) ﾅﾃﾞ、指頭圧痕、摩

耗有り
やや密、径2㎜以下の長
石を僅かに含む

普
通

外面に煤付着
554 －

2273 SD0577 1
Ⅴ～Ⅵ
甕A底部

底径3.9
器高(4.1)

底部2/4
以上

ﾊｹ ｹｽﾞﾘ やや粗、径2㎜以下のﾁｬ
ｰﾄ・赤色酸化土粒を僅
かに含む

不
良

554 －

2274 SD0577 1
Ⅵ～Ⅶ
鉢A3a

口径11.8
器高(8.6)
最大径13.4

口縁3
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧

痕、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、輪積
み痕

やや密、径3㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

外面に煤付着、口
縁部打ち欠き？ 559 －

2275 SD0577 1
Ⅴ～Ⅵ
鉢A2

口径12.9
器高(7.4)
最大径13.0

口縁12
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、直線文
(11条2帯)、刺突文

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

559 193

2276 SD0577 1
Ⅴ～Ⅵ
鉢Ｂ

口径16.0
器高(4.8)

口縁2
ﾅﾃﾞ、指頭圧痕、ﾊｹ ﾅﾃﾞ、指頭圧痕 やや密、径1㎜以下の長

石・石英・ﾁｬｰﾄを僅か
に含む

良 559 －

2277 SD0577 1
Ⅴ

高坏Ｉ脚
部

底径14.3
器高(10.4)

底部1/4
以上

ﾐｶﾞｷ、ﾖｺﾅﾃﾞ ｼﾎﾞﾘ痕、ﾅﾃﾞ 密、径2㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土粒を
僅かに含む

良
外面に煤付着

559 －
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表147 土器類観察表（81）

No
地区
遺構

層
位

時期
器種分類

法量(㎝)
残存率
(X/12)

調整
胎土

焼
成

備考 挿図 図版
外面 内面

2278 SD0577 1
Ⅴ

壺A1b

口径11.1
底径10.4
器高22.0
最大径18.6

口縁1
底部1/4
未満

擬凹線(2条)、ﾖｺﾅﾃﾞ、
直線文(5条)、刺突文、
直線文(5条)、刺突文、
直線文(5条)、刺突文、
直線文(5条)、ﾊｹ、ﾐｶﾞｷ、
擬凹線(2条)

刺突文、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、ﾊｹ、
輪積み痕

密、径1㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土粒を
僅かに含む

良 559 193

2279 SD0577 1
Ⅶ
壺Ｃ

口径12.4
器高(21.3)
最大径24.2

口縁12
ﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾅﾃﾞ、ﾊｹ、輪積み痕、

指頭圧痕、ﾊｹ
やや密、径1㎜以下の長
石・雲母・ﾁｬｰﾄ・赤色
酸化土粒を多く含む

良 559 192

2280 SD0577 1
Ⅴ～Ⅵ
壺A1b

口径16.2
器高(7.0)

口縁4
ﾅﾃﾞ、直線文(8条)、波
状文、磨耗著しい

ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ　磨耗著し
い

やや粗、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを多く含む

普
通

559 －

2281 SD0577 1
Ⅵ～Ⅶ
甕B2

口径15.0
器高(4.6)

口縁2
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧痕 ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧

痕、輪積み痕
やや密、径1㎜以下の長
石・石英を僅かに含む

良 559 －

2282 SD0577 1
Ⅲ
壺A3

口径8.4
器高(20.4)

口縁10
波状文、ﾊｹ、沈線(2条1
組×11)

ﾅﾃﾞ、指頭圧痕、ﾊｹ、
輪積み痕、ｼﾎﾞﾘ痕、
ﾊｹ

やや密、径3㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを多く含む

普
通

二次的被熱(破断
面も含む) 559 192

2283 SD0577 1
Ⅶ～Ⅸ
壺J1

口径7.2
底径3.5
器高10.0
最大径8.8

口縁11
底部完

存

ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、指頭圧痕、ﾅ
ﾃﾞ、輪積み痕

やや密、径1㎜以下の長
石を僅かに含む

良

口縁部打ち欠き
(2ヶ所)

560 205

2284 SD0577 1
Ⅵ～Ⅶ
壺H1a

口径5.7
底径1.8
器高14.1
最大径12.0

口縁4
底部完

存

多条沈線(5条)、ﾐｶﾞｷ、
磨耗著しい

ﾐｶﾞｷ、磨耗著しい 密、径3㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土粒を
僅かに含む

普
通

外面に煤付着、胴
部打ち欠き？

560 193

2285 SD0577 1
Ⅴ～Ⅵ
甕A2b

口径17.2
器高(5.0)

口縁1
ﾅﾃﾞ、刺突文、ﾊｹ、刺突
文

ﾅﾃﾞ、輪積み痕 密、径1㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土粒を
僅かに含む

良
外面に炭化物付
着、 560 －

2286 SD0577 1
Ⅹ
甕

口径17.0
器高(3.6)

口縁3
ﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾅﾃﾞ、指頭圧痕 やや密、径5㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒をを多く含む

普
通

560 －

2287 SD0577 1
Ⅶ
甕D3

口径17.0
器高(4.1)

口縁3
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧

痕
やや密、径1㎜以下の長
石・雲母を僅かに含む

良 560 －

2288 SD0577 1
Ⅵ～Ⅶ
甕脚部

底径8.3
器高(5.7)

底部完
存

ﾅﾃﾞ ﾅﾃﾞ、指頭圧痕、ツ
メ痕

やや密、径1㎜以下の長
石・石英・ﾁｬｰﾄ・赤色
酸化土粒を多く含む

普
通

外面打ち欠き
560 －

2289 SD0577 1
Ⅵ～Ⅶ
甕Ｄ脚部

底径8.8
器高(6.3)

底部2/4
以上

ﾊｹ、ﾅﾃﾞ ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ 密、径4㎜以下の長石・
雲母を僅かに含む

普
通

560 －

2290 SD0577 1
Ⅵ～Ⅶ
甕Ｄ脚部

器高(9.7)
ﾊｹ、磨耗著しい 板ﾅﾃﾞ、磨耗著しい やや粗、径1㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

560 －

2291 SD0577 1
縄文
深鉢

器高(4.9) 口縁1
貼付隆帯、刺突文、I字
文

ﾅﾃﾞ やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを多く含む

普
通

560 205

2296 SD0609 1
Ⅵ～Ⅶ
甕E4

口径14.2
器高(4.8)

口縁2
刺突文 指頭圧痕、輪積み

痕
やや密、径1㎜以下の長
石を僅かに含む

普
通

外面に炭化物付着
563 －

2297 SD0609 1
Ⅴ～Ⅵ
高坏B3b

口径23.0
器高(4.4)

口縁1
ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ やや密、径1㎜以下の長

石を僅かに含む
普
通

563 －

2298 SD0609 1
Ⅴ～Ⅵ
高坏B3b

口径19.8
器高(3.2)

口縁1
ﾐｶﾞｷ？、摩耗有り ﾐｶﾞｷ？、摩耗有り やや密、径1㎜以下の長

石を僅かに含む
普
通

内面赤彩付着
563 －

2299 SD0609 1
Ⅴ～Ⅵ
甕A底部

底径3.4
器高(2.6)

底部1/4
未満

ﾊｹ 摩耗のため調整不
明

やや密、径1㎜以下の長
石を僅かに含む

普
通

563 －

2300 SD0609 1
中世

折縁深皿
器高(1.7)

灰釉 灰釉 密
良 563 －

2301 D0600 1
Ⅴ～Ⅵ
鉢B底部

底径4.4
器高(3.0)

底部3/4
以上

ﾅﾃﾞ？ ﾊｹ やや密、径1㎜以下の長
石を僅かに含む

普
通

564 －

2302 D0600 1
Ⅵ～Ⅶ
甕E6

口径8.6
底径2.8
器高8.4
最大径9.7

口縁4
底部完

存

ﾐｶﾞｷ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、指頭圧痕、
摩耗顕著

ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、指頭圧痕、
摩耗顕著

やや粗、径3㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を多
く含む

普
通

煤付着(底部)

564 227

2303 D0600 1
Ⅴ～Ⅵ
鉢A1

口径12.7
器高(7.8)
最大径16.1

口縁12
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、刺突文、
ﾊｹ

ﾖｺﾅﾃﾞ、輪積み痕、
摩耗有り

やや密、径2㎜以下の石
英・赤色酸化土粒を多
く含む

普
通

炭化物・外面に煤
付着 564 227

2304 D0600 1
Ⅴ～Ⅵ
高坏B3b

口径22.4
器高(5.5)

口縁1
ﾊｹのちﾐｶﾞｷ ﾊｹのちﾐｶﾞｷ 密、径2㎜以下の長石を

僅かに含む
良 564 －

2305 SD0600 1
Ⅴ～Ⅵ
高坏B3b

口径26.3
器高(6.1)

口縁8
ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、ﾖｺﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長

石を僅かに含む、ﾁｬｰﾄ
多い

良 564 226

2306 SD0600 1
Ⅵ

器台B1
口径17.3
器高(4.4)

口縁3
ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ 密、径1㎜以下の長石・

赤色酸化土粒を僅かに
含む

良 564 －

2307 SD0600 1
Ⅴ～Ⅵ
壺A1b

口径19.2
器高(12.5)

口縁10
擬凹線、ﾊｹ、刺突文、
直線文

横羽状文、ﾐｶﾞｷ、ｹ
ｽﾞﾘ、指頭圧痕

密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

良 564 227

2308 D0600 1
Ⅵ～Ⅶ
甕B2

口径13.0
器高(17.6)
最大径16.8

口縁6
擬凹線？(口縁端部)、ﾖ
ｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ

ﾊｹ やや密、径2㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

良
煤付着(特に胴下
半及び破断面) 564 227

2309 SD0600 1
Ⅴ～Ⅵ
甕A2b

口径14.7
器高(12.3)
最大径20.3

口縁2

刺突文、ﾊｹ ﾅﾃﾞ、指頭圧痕、輪
積み痕

やや粗、径2㎜以下の長
石・石英・赤色酸化土
粒を多く含む、ﾁｬｰﾄも
たくさん含む

良

一部・、炭化物・
外面に煤付着

564 227

2310 SD0600 1
Ⅴ～Ⅵ
甕脚部

底径6.1
器高(4.0)

底部1/4
以上

ﾊｹのちﾅﾃﾞ ﾅﾃﾞ、指頭圧痕 やや密、径1㎜以下の長
石を僅かに含む

良
破断面に二次焼成
痕

564 －
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表148 土器類観察表（82）

No
地区
遺構

層
位

時期
器種分類

法量(㎝)
残存率
(X/12)

調整
胎土

焼
成

備考 挿図 図版
外面 内面

2311 SD0600 1
Ⅴ～Ⅵ
甕脚部

底径7.0
器高(3.6)

底部完
存

ﾅﾃﾞ、指頭圧痕 ﾅﾃﾞ、指頭圧痕 密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

良 564 －

2312 SD0600 1
Ⅴ～Ⅵ
甕脚部

底径7.3
器高(4.0)

底部2/4
以上

ﾅﾃﾞ、指頭圧痕、一次調
整ﾊｹ？

ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む 良

煤付着(内・破断
面も含む)、破断
面に二次焼成痕

564 －

2316 SD0633 1
Ⅵ～Ⅶ
鉢A4a

口径9.8
器高(4.7)

口縁2
ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕 やや密、径1㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む
普
通

568 －

2317 SD0633 1
Ⅵ～Ⅶ
高坏C･D
脚部

器高(5.8)
ﾐｶﾞｷ ﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む 良
2穿孔1組2方向

568 －

2318 SD0633 1
Ⅴ
壺J1

口径9.4
器高(8.3)
最大径10.3

口縁3
ﾊｹ、ﾅﾃﾞ、ｹｽﾞﾘ ﾅﾃﾞ、指頭圧痕、輪

積み痕
やや密、径1㎜以下の雲
母を僅かに含む 良 568 227

2319 SD0633 1
Ⅵ～Ⅶ
甕脚部

底径6.7
器高(4.4)

底部完
存

ﾅﾃﾞ ﾊｹ、指頭圧痕 密、径1㎜以下の長石・
雲母を僅かに含む

普
通

内外面に炭化物付
着、破断面に二次
焼成痕

568 －

2320 SD0634 1
Ⅴ

壺A1b
口径13.3
器高(2.9)

口縁2
ﾅﾃﾞ、擬凹線(2条)(口縁
端部)

羽状文 やや密、径1㎜以下の長
石を含む

普
通

内面赤色顔料付着
568 －

2321 SD0635 1
Ⅴ～Ⅵ
鉢B2

口径16.0
底径4.9
器高7.9

最大径16.2

口縁10
底部完

存

ﾅﾃﾞ ﾊｹ やや粗、径2㎜以下の長
石を多く含む 普

通

焼成前穿孔

568 227

2322 SD0635 1
Ⅵ

器台B1
口径18.6
器高(2.7)

口縁2
ﾐｶﾞｷ、擬凹線(1条口縁
端部)

ﾐｶﾞｷ 密
良 568 －

2323 SD0635 1
Ⅴ～Ⅵ
鉢A3a

口径14.8
器高(5.8)
最大径15.0

口縁2
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧痕、
直線文(6条)、刺突文

ﾊｹ？のちﾅﾃﾞ？ 密、径1㎜以下の長石を
含む 良 568 －

2324 SD0635 1
Ⅴ～Ⅵ
甕A3

口径22.0
器高(7.4)

口縁1
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、刺突文、直
線文2帯

ﾊｹ、ﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長
石を僅かに含む

普
通

568 －

2331 SD0572 1
Ⅴ～Ⅶ
高坏H1

口径11.4
器高(3.9)

口縁11

摩耗のため調整不明 摩耗のため調整不
明

密、径2㎜以下の長石・
赤色酸化土粒を僅かに
含む

普
通

外面に煤付着、口
縁部打ち欠き、脚
部人為的に欠損
か？

571 226

2332 SD0572 1
Ⅹ
高坏

底径11.5
器高(5.5)

底部1/4
未満

ﾅﾃﾞ、指頭圧痕 指頭圧痕、輪積み
痕、ｼﾎﾞﾘ痕

密、径1㎜以下の長石・
石英を僅かに含む

良 571 －

2333 SD0572 1
Ⅵ

器台B1
口径18.6
器高(4.5)

口縁1
擬凹線、ﾐｶﾞｷ 板ﾅﾃﾞ、摩耗有り 密、径2㎜以下の長石を

僅かに含む
良 571 －

2334 SD0572 1
Ⅵ

器台Ｂ
器高(9.7)

摩耗のため調整不明 ｼﾎﾞﾘ痕 密、径2㎜以下の長石を
僅かに含む

良
1穿孔1組3方向

571 －

2335 SD0572 1
Ⅸ
高坏

器高(7.9)
ﾐｶﾞｷ ｼﾎﾞﾘ痕 密、径1㎜以下の長石・

雲母を僅かに含む 良
外面に煤付着、裾
部人為的に欠損
か？

571 －

2336 SD0572 1
Ⅴ～Ⅵ
高坏B脚

部
器高(5.3)

摩耗のため調整不明 ｼﾎﾞﾘ痕、ﾍｿの刺突 密、径2㎜以下の長石・
赤色酸化土粒を僅かに
含む

普
通

1穿孔1組3方向
571 －

2337 SD0572 1
Ⅵ～Ⅶ
壺Ｋ

口径14.0
器高(7.1)

口縁2
ﾊｹ、ﾅﾃﾞ、指頭圧痕 ﾅﾃﾞ、指頭圧痕、ｹｽ

ﾞﾘ
密、径2㎜以下の長石・
石英を僅かに含む

良 571 226

2338 SD0572 1
Ⅵ～Ⅶ
甕脚部

底径6.1
器高(3.7)

底部完
存

ﾊｹ、指頭圧痕 指頭圧痕 密、径3㎜以下の長石を
僅かに含む

良 571 －

2339 　SD0572 1
Ⅶ
甕D3

口径14.0
器高(3.0)

口縁2
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾅﾃﾞ、指頭圧痕、ｹｽ

ﾞﾘ
密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

良 571 226

2340 SD0572 1
Ⅶ

甕D3?
口径13.5
器高(2.0)

口縁2
沈線(頸部)、ﾅﾃﾞ ﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下の長石・

雲母を僅かに含む
良

外面に煤付着
571 －

2341 SD0572 1
Ⅵ～Ⅶ
甕D脚部

器高(4.8)
ﾊｹ 指頭圧痕、ﾍﾗﾅﾃﾞ 密、径2㎜以下の長石・

雲母を僅かに含む
良

外面に炭化物付着
571 226

2342 SD0572 1
Ⅵ～Ⅶ
甕D脚部

底径13.3
器高(3.8)

底部1/4
以上

摩耗のため調整不明 指頭圧痕、ﾍﾗﾅﾃﾞ、
輪積み痕

密、径2㎜以下の長石・
雲母を僅かに含む

良 571 226

2343 SD0572 1
Ⅵ～Ⅶ
甕D脚部

底径9.8
器高(7.3)

底部2/4
以上

ﾊｹ ﾊｹ、指頭圧痕、ﾍﾗﾅ
ﾃﾞ？、輪積み痕

密、径2㎜以下の長石・
雲母を僅かに含む

良
外面に炭化物付着

571 227

2344 SD0572 1
Ⅸ
甕

器高(5.7)
ﾊｹ、ﾅﾃﾞ ﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下の長石を

僅かに含む
良

外面に炭化物付着
571 226

2345 SD0572 1
Ⅴ～Ⅵ
甕A胴部

底径6.5
器高(16.2)

底部完
存

ﾊｹ、直線文 指頭圧痕、板ｹｽﾞﾘ 密、径1㎜以下の長石・
石英を僅かに含む

良 571 －

2348 SD0572 1
Ⅵ～Ⅶ
壺I1

口径8.3
底径3.5
器高(9.9)
最大径11.0

口縁2
底部1/4
以上

ﾐｶﾞｷ、摩耗のため調整
不明

ﾐｶﾞｷ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、摩
耗のため調整不明

密、径2㎜以下の長石を
僅かに含む

良 573 －

2349 SD0572 1
Ⅴ

器台A1b
器高(6.7)

ﾐｶﾞｷ、摩耗有り ｼﾎﾞﾘ痕、輪積み痕、
摩耗有り

やや密、径1㎜以下の長
石・石英を僅かに含む

良
1穿孔1組3方向

573 －

2350 SD0680 1
Ⅴ～Ⅵ
高坏B

器高(6.2)
ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ 密、径1㎜以下の石英・

赤色酸化土粒・ﾁｬｰﾄを
僅かに含む

良
外面に煤付着

573 －

2351 SD0680 1
Ⅵ

器台B1
口径18.7
器高(2.1)

口縁1
ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ 密、径2㎜以下の石英・

赤色酸化土粒を僅かに
含む

良 573 －

2352 SD0680 1
Ⅵ～Ⅶ
壺A3

器高(2.75)
貼付(3本1組かは不明) ﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下の石英を

僅かに含む
良

外面赤彩付着
573 －

2353 SD0572 1
Ⅶ
甕D3

口径14.4
器高(4.1)

口縁2
ﾊｹ、ﾖｺﾅﾃﾞ ﾖｺﾅﾃﾞ(口縁部)、ﾅﾃ

ﾞ
やや粗、径1㎜以下の石
英を僅かに含む

普
通

573 227
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表149 土器類観察表（83）

No
地区
遺構

層
位

時期
器種分類

法量(㎝)
残存率
(X/12)

調整
胎土

焼
成

備考 挿図 図版
外面 内面

2354 SD0572 1
Ⅵ～Ⅶ
甕B4

口径14.5
器高(8.1)

口縁5

強いﾖｺﾅﾃﾞ・一部一次調
整のﾊｹ残存(口縁部)、ﾊ
ｹ(胴部)

強いﾖｺﾅﾃﾞ・一部一
次調整のﾊｹ残存(口
縁部)、ﾊｹ(胴部)、
指頭圧痕、輪積み
痕

やや粗、径3㎜以下の石
英・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

573 －

2380 SD0649 1
Ⅴ～Ⅶ
壺A胴部

器高(3.8)
摩耗のため調整不明 ﾅﾃﾞ、指頭圧痕 やや粗、径2㎜以下の長

石を僅かに含む
普
通

外面赤色顔料付着
580 －

2381 SD0649 1
Ⅴ～Ⅶ
甕脚部

底径8.1
器高(3.5)

底部3/4
以上

ﾊｹ ﾊｹのちﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長
石・石英を僅かに含む

普
通

内外面に煤付着
580 －

2382 SD0649 1
Ⅴ～Ⅶ
甕脚部

底径8.8
器高(4.6)

底部1/4
以上

ﾊｹ、ﾐｶﾞｷ ﾊｹ やや密、径1㎜以下の長
石を僅かに含む

普
通

破断面に煤付着、
二次焼成痕

580 －

2383 SD0649 1
Ⅴ～Ⅶ
壺底部

底径5.0
器高(6.5)

底部3/4
以上

ﾐｶﾞｷ ﾊｹ やや密、径1㎜以下の長
石を僅かに含む

良 580 227

2384 SD0649 1
Ⅵ
鉢A

底径5.8
器高(10.8)

底部3/4
以上

直線文2帯、刺突文、ﾊｹ、
輪積み痕、指頭圧痕

指頭圧痕、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、
ﾅﾃﾞ

やや粗、径3㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

脚部に打ち欠き、
外面と脚内面に煤
付着

580 194

2385 SD0649 1
Ⅵ

器台B1a

口径15.2
底径12.8
器高10.3
最大径15.2

口縁4
底部1/4
未満

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ、摩耗
のため調整不明(脚
部)

やや密、径4㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む 普

通

内外面に煤付着

580 194

2386 SD0649 1
Ⅵ
壺B1

口径10.2
底径5.1
器高21.0
最大径19.6

口縁4
底部3/4
以上

ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ ﾅﾃﾞ、輪積み痕、指
頭圧痕、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ

密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

良

外面に炭化物付着

580 194

2387 SD0649 1
Ⅴ～Ⅵ
高坏B3a

口径27.8
器高(3.4)

口縁2
摩耗のため調整不明 ﾐｶﾞｷ やや密、径1㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

581 －

2388 SD0649 1
Ⅴ～Ⅵ
壺A胴部

器高(4.4)
直線文(5条)、刺突文、
直線文(10条)、刺突文、
ﾊｹ

ﾅﾃﾞ、指頭圧痕 やや粗、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

外面赤彩付着
581 －

2389 SD0649 1
Ⅵ～Ⅶ
壺H底部

底径1.5
器高(2.6)

底部完
存

摩耗のため調整不明 摩耗のため調整不
明

やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

内外面に煤付着
581 －

2390 SD0649 1
Ⅵ～Ⅶ
甕脚部

底径6.6
器高(4.4)

底部2/4
以上

ﾊｹ、指頭圧痕 ﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄを多く含む

良 581 －

2391 SD0649 1
Ⅵ～Ⅶ
甕B3

口径18.8
器高(3.9)

口縁1
ﾅﾃﾞ、指頭圧痕 ﾅﾃﾞ、輪積み痕 やや密、径2㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

外面炭化物付着
581 －

2394 SD0381 1
Ⅰ
壺

器高(5.2)
ﾊｹのちﾐｶﾞｷ、半截竹管
による沈線

ﾊｹ、指頭圧痕 密、径3㎜以下の長石を
僅かに含む

良 592 226

2395 SD0381 1
Ⅱ

壺A1a
口径17.6
器高(5.7)

口縁1
ﾊｹのちﾐｶﾞｷ、貝殻(口縁
端部・頸部)、押圧(ﾕﾋﾞ、
口縁端部)

ﾅﾃﾞ 密、径3㎜以下の長石・
石英を僅かに含む 良 592 226

2396 SD0381 1
Ⅲ
壺B

器高(4.5)
摩耗のため調整不明、ﾍ
ﾗによる沈線

摩耗のため調整不
明

密、径2㎜以下の長石を
僅かに含む

良 592 226

2397 SD0381 1
Ⅱ

壺A1b
口径28.4
器高(5.1)

口縁2
押引き(ﾍﾗ？の押圧・口
縁部)、貝殻条痕、指頭
圧痕

摩耗のため調整不
明

やや密、径1㎜以下の長
石を僅かに含む 良 592 226

2398 SD0381 1
Ⅱ
甕A

口径22.0
器高(5.5)

口縁1
強いﾖｺﾅﾃﾞ(口縁部)、ﾊｹ ﾅﾃﾞ 密、径3㎜以下の長石を

僅かに含む
良

外面に炭化物付着
592 226

2399 SD0381 1
Ⅱ

壺A1b
口径20.9
器高(1.9)

口縁3
キザミ(ｸｼ？、口縁端
部)、条痕、指頭圧痕、
摩耗のため調整不明

ﾊｹ(文様か？)、摩
耗のため調整不明

やや密、径2㎜以下の長
石を僅かに含む 良 592 226

2400 SD0381 1
Ⅱ
甕Ｃ

口径24.6
器高(4.2)

口縁1
ﾅﾃﾞ、指頭圧痕、貝殻条
痕

ﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

内外面に煤付着
592 204

2401 SD0381 1
Ⅳ
壺Ｆ

口径14.7
底径6.0
器高16.9
最大径20.8

口縁3
底部完

存

口縁部ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、胴上
部刺突文、胴下部ﾅﾃﾞ

口縁部ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、
指頭圧痕

粗、径1㎜以下の雲母・
ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土粒を
多く含む

普
通

頸部穿孔2穴、外
面に煤付着

592 194

2402 SD0381 1
Ⅳ
鉢Ｂ

口径22.8
器高(7.2)

口縁1
凹線、ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ 密、径1㎜以下の長石・

雲母・ﾁｬｰﾄを僅かに含
む

良 592 －

2403 SD0381 1
Ⅳ
鉢Ｂ

口径21.8
器高(5.9)
最大径22.0

口縁1
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、ﾅﾃﾞ、ﾊ
ｹ

ﾊｹ、指頭圧痕、ﾊｹ やや粗、径1㎜以下の長
石・石英・ﾁｬｰﾄを多く
含む

普
通

592 －

2404 SD0381 1
Ⅳ
壺A1

口径8.3
底径6.6
器高27.0
最大径20.2

口縁5
底部1/4
未満

凹線、ﾊｹ 摩耗のため調整不
明

密、径3㎜以下の長石を
多く含む

良 592 226

2405 SD0381 1
Ⅳ
甕A4

底径4.3
器高(6.6)

底部完
存

ﾊｹ、ﾅﾃﾞ ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ 粗、径1㎜以下のﾁｬｰﾄを
多く含む 良

内外面に煤付着、
2402と同一個体　
　

592 195

2406 SD0381 1
Ⅳ

甕A底部
底径3.9
器高(2.4)

底部3/4
以上

ﾊｹ、煤付着で観察困難、
ｹｽﾞﾘ？(底部)

ﾅﾃﾞ？、摩耗顕著 密、径2㎜以下の長石・
石英・赤色酸化土粒を
僅かに含む

良 592 －

2407 SD0381 1
Ⅳ

甕A底部
底径4.8
器高(3.4)

底部1/4
以上

ﾊｹ、指頭圧痕 板ﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土粒を
僅かに含む

普
通

外面に煤付着、底
部穿孔(途中) 592 205
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表150 土器類観察表（84）

No
地区
遺構

層
位

時期
器種分類

法量(㎝)
残存率
(X/12)

調整
胎土

焼
成

備考 挿図 図版
外面 内面

2408 SD0381 1
Ⅲ～Ⅳ
壺底部

底径7.2
器高(3.2)

底部1/4
以上

ﾐｶﾞｷ ﾊｹ やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

底部外面木葉痕有
り 592 －

2409 SD0381 1
Ⅳ
甕Ｃ

口径15.3
器高(9.8)

口縁3
ﾅﾃﾞ、指頭圧痕、ﾊｹ ﾅﾃﾞ、指頭圧痕、ﾊｹ 粗、径1㎜以下のﾁｬｰﾄを

多く含む 良
内外面に煤付着、
2398と同一個体　
　

592 195

2410 SD0381 1
Ⅳ
不明

底径6.0
器高(4.0)

底部1/4
未満

沈線、羽状文 ｼﾎﾞﾘ痕 密、径3㎜以下の長石を
僅かに含む

良 593 226

2411 SD0381 1
Ⅴ

甕A2b
口径12.5
器高(5.4)

口縁1
刺突文、直線文・波状文、
摩耗のため調整不明

ﾅﾃﾞ、摩耗のため調
整不明

密、径2㎜以下の長石を
僅かに含む

良
外面赤色顔料付着

593 226

2412 SD0381 1
Ⅴ

甕A2b
口径15.3
器高(1.5)

口縁1
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、刺突文(口
縁部)

ﾅﾃﾞ？、摩耗有り、
一部にﾊｹ

やや密、径1㎜以下の長
石を僅かに含む

良
外面に煤付着、外
面赤色顔料付着

593 －

2413 SD0381 1
Ⅴ

甕A2b
口径17.0
器高(3.2)

口縁2
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、刺突文(口
縁部)

ﾅﾃﾞ？、摩耗有り やや密、径1㎜以下の長
石を僅かに含む 良

外面赤色顔料付
着、口縁部打ち欠
き？

593 －

2414 SD0381 1
Ⅳ
甕Ｄ

口径17.6
器高(3.2)

口縁2
ﾖｺﾅﾃﾞ、凹線(3条) ﾖｺﾅﾃﾞ やや密、径3㎜以下の長

石・石英・ﾁｬｰﾄを僅か
に含む

普
通

593 －

2415 SD0381 1
Ⅳ
甕A1

口径20.0
器高(17.6)
最大径22.4

口縁6
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾀﾀｷのちﾊｹ、刺
突文

ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕、
ﾊｹ

やや密、径1㎜以下の長
石・雲母・ﾁｬｰﾄ・赤色
酸化土粒を多く含む

普
通

外面に炭化物付着
593 195

2416 SD0381 1
Ⅳ
甕A1

口径17.3
底径5.2

器高(22.9)

口縁5
底部3/4
以上

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹのちﾀﾀｷ、刺
突文

ﾖｺﾅﾃﾞ、ｹｽﾞﾘ やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

内外面炭化物付
着、底部穿孔有り 593 195

2417 SD0381 1
Ⅴ～Ⅵ
鉢A1

口径15.8
器高(7.2)

口縁1
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、直線文
(9条)、刺突文、ﾊｹ

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、指
頭圧痕

やや密、径3㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

外面に煤付着
593 －

2418 SD0381 1
Ⅴ～Ⅵ
鉢A1

口径14.8
底径2.6
器高10.2
最大径15.8

口縁9
底部完

存

ﾅﾃﾞ、刺突文、ﾅﾃﾞ、直
線文(5条)、刺突文、ﾊｹ、
指頭圧痕、ﾊｹ

ﾅﾃﾞ、指頭圧痕、輪
積み痕、ﾊｹ

やや粗、径6㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

外面に煤付着

593 199

2419 SD0381 1
Ⅴ～Ⅵ
鉢A1

口径15.0
器高(8.7)
最大径15.8

口縁7
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、ﾅﾃﾞ、
刺突文、ﾊｹ

ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕、
ﾅﾃﾞ

密、径3㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土粒を
多く含む

普
通

外全面に煤、炭化
物付着 593 197

2420 SD0381 1
Ⅴ～Ⅵ
高坏B脚

部
器高(10.7) -

ﾐｶﾞｷ 指頭圧痕、ｼﾎﾞﾘ痕 やや密、径1㎜以下の長
石を僅かに含む 良

1穿孔1組3方向
593 －

2421 SD0381 1
Ⅴ～Ⅵ
高坏B脚

部
器高(12.3) -

ﾐｶﾞｷ ﾅ ﾃ ﾞ、 ｹ ｽ ﾞ ﾘ(ｼ ﾎ ﾞ ﾘ
痕？)

やや密、径1㎜以下の長
石を僅かに含む 良

1穿孔1組3方向
593 －

2422 SD0381 1
Ⅴ

高坏B2a
口径18.3
器高(3.1)

口縁2
ﾊｹのちﾐｶﾞｷ？摩耗有り ﾊｹのちﾐｶﾞｷ？摩耗

有り
密、径2㎜以下の長石を
僅かに含む

良 593 226

2423 SD0381 1
Ⅴ

高坏B2b
口径23.3
器高(4.0)

口縁5
摩耗のため調整不明 摩耗のため調整不

明
密、径2㎜以下の長石・
石英を僅かに含む

良 593 226

2424 SD0381 1
Ⅴ

高坏B2b

口径22.3
底径13.8
器高13.6
最大径23.1

口縁4
底部1/4
未満

ﾐｶﾞｷ ｼﾎﾞﾘ痕、指頭圧痕、
摩耗のため調整不
明

密、径2㎜以下の長石・
石英を僅かに含む

良

1穿孔1組4方向

593 226

2425 SD0381 1
Ⅴ～Ⅵ
高坏B脚

部
器高(9.0)

ﾐｶﾞｷ、摩耗顕著 ｼﾎﾞﾘ痕、摩耗顕著 密、径3㎜以下の長石・
石英を僅かに含む 良

1穿孔1組3方向
594 －

2426 SD0381 1
Ⅴ

高坏B脚
部

底径11.2
器高(2.7)

底部1/4
以上

ﾐｶﾞｷ ﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

良
1穿孔1組3方向

594 －

2427 SD0381 1
Ⅴ

高坏B2b

口径27.2
器高(6.2)
最大径28.0

口縁1
ﾐｶﾞｷ、磨耗著しい ﾐｶﾞｷ、磨耗著しい やや密、径2㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

外面赤彩有り
594 －

2428 SD0381 1
Ⅴ～Ⅵ
高坏B3b

口径22.0
器高(3.5)

口縁1
ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ 密、径3㎜以下の長石・

ﾁｬｰﾄを僅かに含む
良 594 －

2429 SD0381 1
Ⅵ～Ⅶ
高坏B3a

口径29.4
器高(6.5)
最大径29.4

口縁9
ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ やや密、径3㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

口縁部打ち欠き？
594 198

2430 SD0381 1
Ⅵ～Ⅶ
高坏B3b

口径22.4
器高(6.8)

口縁3
ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、剥落が著し

い
やや密、径4㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

594 －

2431 SD0381 1
Ⅴ～Ⅵ
高坏B3b

口径13.6
器高(3.5)

口縁1
沈線、ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ 密、径2㎜以下の長石・

ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土粒を
僅かに含む

良 594 －

2432 SD0381 1
Ⅴ

高坏B2b

口径16.7
底径10.8
器高11.3
最大径17.2

口縁8
底部1/4
未満

磨耗のため調整不明 ｼﾎﾞﾘ痕、磨耗のた
め調整不明

やや粗、径2㎜以下のﾁｬ
ｰﾄ・赤色酸化土粒を多
く含む

普
通

1穿孔1組3方向

594 198

2433 SD0381 1
Ⅴ

高坏B3b

口径23.2
底径13.2
器高15.4
最大径23.7

口縁5
底部2/4
以上

ﾐｶﾞｷ、沈線(2条) 輪積み痕、ｼﾎﾞﾘ痕 やや粗、径3㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

594 199

2434 SD0381 1
Ⅴ～Ⅵ
高坏B3a

口径20.0
器高(3.6)

口縁2
ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ 密、径2㎜以下の長石・

ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土粒を
僅かに含む

良 594 －

2435 SD0381 1
Ⅴ～Ⅵ
高坏B3a

口径19.8
器高(3.6)

口縁1
ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ、ﾊｹ ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ やや密、径5㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

594 －
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No
地区
遺構

層
位

時期
器種分類

法量(㎝)
残存率
(X/12)

調整
胎土

焼
成

備考 挿図 図版
外面 内面

2436 SD0381 1
Ⅴ

高坏B脚
部

底径11.9
器高(10.0)

底部完
存

直線文(4条・5条)、ﾐｶﾞ
ｷ、擬凹線

ﾅﾃﾞ、ｹｽﾞﾘ やや密、径1㎜以下のﾁｬ
ｰﾄ・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

1穿孔1組3方向
594 199

2437 SD0381 1
Ⅴ

高坏B脚
部

底径14.5
器高(10.8)

底部1/4
未満

ﾐｶﾞｷ ﾅﾃﾞ、ｼﾎﾞﾘ痕 密、径1㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄを僅かに含む

普
通

内外面に煤付着
594 －

2438 SD0381 1
Ⅴ

高坏B3a

口径22.8
底径14.0
器高13.2

口縁11
底部3/4
以上

ﾅﾃﾞ、波状文(4条)、ﾅﾃﾞ、
波状文(4条)、ﾐｶﾞｷ

ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ、ﾊｹのち
ﾅﾃﾞ

密、径3㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土粒を
僅かに含む

良
1穿孔1組3方向

594 201

2439 SD0381 1
Ⅴ

高坏B3a

口径25.1
底径15.5
器高14.8
最大径25.7

口縁8
底部2/4
以上

ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、ｼﾎﾞﾘ痕、ﾊｹ やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

1穿孔1組3方向、　
口縁部・脚部打ち
欠き？

594 199

2440 SD0381 1
Ⅴ～Ⅵ
壺A1b

口径14.3
器高(2.0)

口縁7
ﾊｹ、円形刺突文、円形
浮文(口縁部5ヵ所？)

ﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

良 595 －

2441 SD0381 1
Ⅴ

器台A1b
口径14.7
器高(8.9)

口縁6
ﾐｶﾞｷ、擬凹線(1条口縁
端部)？

ﾐｶﾞｷ 密、径1㎜以下の石英・
ﾁｬｰﾄを多く含む

良
1穿孔1組5方向？

595 226

2442 SD0381 1
Ⅴ～Ⅵ
器台脚部

底径13.7
器高(4.1)

底部1/4
以上

ﾐｶﾞｷ 摩耗顕著、部分的
に指頭圧痕残存

密、径3㎜以下の長石・
赤色酸化土粒を多く含
む

良 595 －

2443 SD0381 1
Ⅴ

器台A1b
底径13.6
器高(8.0)

底部1/4
未満

ﾐｶﾞｷ ﾊｹのちﾐｶﾞｷ 密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

良
1穿孔1組3方向

595 －

2444 SD0381 1
Ⅴ

器台A1b
底径11.6
器高(8.4)

底部1/4
未満

ﾐｶﾞｷ、直線文？ 指頭圧痕、摩耗有
り

密、径2㎜以下の長石・
石英を僅かに含む

良
1穿孔1組3方向

595 －

2445 SD0381 1
Ⅴ

器台B1a
器高(1.0)

竹管文、ﾅﾃﾞ？ 摩耗のため調整不
明

密、径2㎜以下の長石を
僅かに含む

良
2438と同一個体の
可能性有り

595 －

2446 SD0381 1
Ⅴ～Ⅵ
壺A1b

口径13.5
器高(2.4)

口縁1
竹管文(口縁部)、ﾅﾃﾞ ﾅﾃﾞ 密、径2㎜以下の長石を

僅かに含む
良 595 －

2447 SD0381 1
Ⅴ

壺A脚部
底径17.1
器高(5.0)

底部1/4
未満

ﾊｹ、ﾅﾃﾞ、指頭圧痕 ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、指頭圧痕、
ﾊｹ

やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

普
通

595 －

2448 SD0381 1
Ⅴ

器台A1b

口径17.2
底径13.2
器高11

口縁3
底部2/4
以上

ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、板ﾅﾃﾞ、ｼﾎﾞﾘ
痕、ﾊｹ、ﾅﾃﾞ

密、径2㎜以下の長石・
赤色酸化土粒を僅かに
含む

良
1穿孔1組3方向

595 198

2449 SD0381 1
Ⅳ
壺Ｃ

器高(9.4)
櫛状工具による押引き
(頸部)直線文(7条1単位
ｸｼ)、斜位の刺突文(ｸｼ)

ﾅﾃﾞ、指頭圧痕、一
部調整はﾊｹ？

やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む 良 595 226

2450 SD0381 1
Ⅴ～Ⅵ
壺A胴部

器高(14.8)
最大径25.3

ﾊｹ、直線文(5条)、波状
文、直線文、波状文、
直線文、波状文、ﾐｶﾞｷ、
ﾊｹ

ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ　磨耗著し
い

やや密、径5㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

外面赤彩有り

595 －

2451 SD0381 1
Ⅴ

壺Ｂ底部

底径3.9
器高(18.0)
最大径25.3

底部完
存

ﾊｹ、輪積み痕、磨耗著
しい

指頭圧痕、ﾊｹ、輪
積み痕

やや粗、径5㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

595 －

2452 SD0381 1
Ⅵ～Ⅶ
壺F2

口径10.8
器高(14.9)
最大径15.3

口縁12
ﾅﾃﾞのちﾐｶﾞｷ(口縁)、ｹｽ
ﾞﾘのちﾐｶﾞｷ(胴部)

ﾅﾃﾞ、指頭圧痕 やや密、径1㎜以下のﾁｬ
ｰﾄを僅かに含む

不
良

595 194

2453 SD0381 1
Ⅴ
甕Ａ

器高(3.4)
ﾊｹ、直線文(5条)、波状
文、摩耗有り

指頭圧痕、摩耗有
り

やや密、径1㎜以下の長
石を僅かに含む

良 595 －

2454 SD0381 1
Ⅴ
甕A3

口径15.3
器高(3.0)

口縁2
摩耗のため調整不明、
沈線(5条)、刺突文

ﾅﾃﾞ 密、径2㎜以下の長石・
赤色酸化土粒を僅かに
含む石英を僅かに含む

良 595 －

2455 SD0381 1
Ⅴ

甕A2b
口径18.0
器高(5.9)

口縁1
ﾖｺﾅﾃﾞ、列点文、直線文、
波状文、ﾊｹ

ﾅﾃﾞ 密、径3㎜以下の長石を
多く含む

良 595 －

2456 SD0381 1
Ⅴ～Ⅵ
甕B2

口径13.3
器高(3.5)

口縁2
キザミ、横ﾅﾃﾞ(口縁部)、
ﾊｹ(胴部)

ﾖｺﾅﾃﾞ(口縁部)、ﾊｹ
(胴部)

やや密、径1㎜以下の雲
母・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

普
通

外面に煤付着
596 －

2457 SD0381 1
Ⅴ

甕A2b
口径17.0
器高(6.6)

口縁5
刺突文、ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、直
線文、刺突文

指頭圧痕、ﾖｺﾅﾃﾞ やや粗、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

外面に煤付着
596 －

2458 SD0381 1
Ⅴ

甕A2b

口径19.0
器高(14.5)
最大径24.1

口縁9
口縁部ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、
ﾊｹ

ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕 密、径5㎜以下の石英・
ﾁｬｰﾄを多く含む 良

外面に煤付着
596 200

2459 SD0381 1
Ⅴ～Ⅵ
甕底部

底径4.1
器高(6.0)

底部1/4
以上

ﾊｹ ﾊｹ、指頭圧痕 密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

良
外面に煤付着

596 －

2460 SD0381 1
Ⅵ～Ⅶ
甕脚部

底径8.5
器高(7.0)

底部完
存

ﾊｹ、指頭圧痕、煤付着 ﾊｹ、指頭圧痕 やや粗、径5㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

内外面に煤付着
596 －

2461 SD0381 1
Ⅴ

甕B1b
口径19.0
器高(5.4)

口縁1
刺突文、ﾊｹ ﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧痕、

ｹｽﾞﾘ
やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

外面に炭化物付着
596 －

2462 SD0381 1
Ⅴ

甕B1b
口径10.0
器高(6.0)

口縁5
刺突文(ｸｼ)、ﾊｹのちﾅﾃﾞ、
ﾊｹ

ﾊｹ やや粗、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを多く含む

普
通

596 －

2463 SD0381 1
Ⅴ

甕B1b

口径21.0
底径8.3
器高28.4
最大径25.9

口縁11
底部完

存

キザミ、ﾅﾃﾞ、刺突文、
ﾊｹ

ﾅﾃﾞ、ｹｽﾞﾘ、板ﾅﾃﾞ、
ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ

やや密、径3㎜以下の長
石・石英・ﾁｬｰﾄを多く
含む

良

炭化物付着

596 199

2464 SD0381 1
Ⅴ～Ⅵ
鉢A2

口径13.9
器高(4.6)
最大径14.4

口縁3
ﾅﾃﾞ、刺突文、ﾊｹ、直線
文、刺突文、ﾊｹ

ﾅﾃﾞ、指頭圧痕 やや粗、径3㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

596 －
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表152 土器類観察表（86）

No
地区
遺構

層
位

時期
器種分類

法量(㎝)
残存率
(X/12)

調整
胎土

焼
成

備考 挿図 図版
外面 内面

2465 SD0381 1
Ⅵ

鉢A3a

口径17.0
器高(6.1)
最大径17.4

口縁3
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、直線文
(ｸｼ)、刺突文(ｸｼ)

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧
痕

密、径4㎜以下の長石・
石英・ﾁｬｰﾄを多く含む 良

外面に煤付着
596 －

2466 SD0381 1
Ⅴ～Ⅵ
鉢A3a

口径16.0
器高(7.8)

口縁1
ﾖｺﾅﾃﾞ、直線文、刺突文、
ﾅﾃﾞ

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧
痕、ﾅﾃﾞ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、
輪積み痕

やや密、径3㎜以下の長
石・石英・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

内外面に煤付着
596 －

2467 SD0381 1
Ⅵ～Ⅶ
鉢A3a

口径11.0
底径2.0
器高7.5

最大径11.7

口縁7
底部完

存

ﾖｺﾅﾃﾞ(口縁部)、ﾐｶﾞｷ(胴
部)

ﾖｺﾅﾃﾞ(口縁部)、指
頭圧痕、ﾐｶﾞｷ(胴部)

やや密、径1㎜以下のﾁｬ
ｰﾄ・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

赤色顔料、外面に
煤付着

596 199

2468 SD0381 1
Ⅵ
鉢Ｃ

口径11.7
底径4.0
器高8.4

最大径12.5

口縁6
底部完

存

輪積み痕、ﾊｹ、指頭圧
痕

ﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧痕 やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

良 596 199

2469 SD0381 1
Ⅴ～Ⅵ
鉢Ａ

底径3.3
器高(2.0)

底部完
存

ﾅﾃﾞのち部分的にﾐｶﾞｷ ﾅﾃﾞのち部分的にﾐｶ
ﾞｷ

密、径3㎜以下の長石・
石英を僅かに含む

良
内外面に煤付着顕
著

596 －

2470 SD0381 1
Ⅵ～Ⅶ
鉢A4a

口径12.4
器高(4.4)

口縁3
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ 密、径2㎜以下の長石・

赤色酸化土粒を僅かに
含む

良 596 －

2471 SD0381 1
Ⅴ～Ⅵ
鉢A2

口径15.5
器高(5.4)

口縁2
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕、

ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、輪積み痕
やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

外面に煤付着
596 －

2472 SD0381 1
Ⅴ～Ⅵ
鉢Ｂ

口径19.3
器高(8.8)

口縁3
ﾊｹ ﾅﾃﾞ、ﾊｹ やや密、径1㎜以下の長

石・石英・ﾁｬｰﾄ・赤色
酸化土粒を僅かに含む

普
通

596 －

2473 SD0381 1
Ⅶ

高坏G3b
口径11.8
器高(5.5)

口縁4
ﾅﾃﾞ、多条沈線8条、ﾐｶﾞ
ｷ

ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ 密、径3㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土粒を
僅かに含む

普
通

597 －

2474 SD0381 1
Ⅶ

高坏G3c
口径18.0
器高(6.2)

口縁1

沈線(8条)、羽状文(ﾍﾗ)、
沈線(3条)、山形文(ﾍﾗ)、
沈線(3条)、斜格子文(ﾍ
ﾗ)、沈線(3条)、山形文
(ﾍﾗ)、沈線(3条)、斜格
子文(ﾍﾗ)

ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ 密、径1㎜以下の長石・
赤色酸化土粒を僅かに
含む

良 597 205

2475 SD0381 1
Ⅶ

高坏C4d
口径24.0
器高(7.0)

口縁1

ﾐｶﾞｷ 多 条 沈 線(15条)、
山形文、多条沈線(3
条)、菱形文、多条
沈線(3条)、山形文、
多条沈線(5条)、ﾐｶ
ﾞｷ

密、径1㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土粒を
僅かに含む 普

通

内外面に煤付着

597 －

2476 SD0381 1
Ⅶ

高坏C4d
口径15.8
器高(8.4)

口縁1

ﾐｶﾞｷ 多条沈線18条、山
形文、多条沈線(6
条)、菱形文、多条
沈線(4条)、菱形文、
多条沈線(6条)、山
形文、多条沈線(6
条)

密、径1㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄを僅かに含む

普
通

597 －

2477 SD0381 1
Ⅵ

器台B1

口径17.8
器高(11.1)
最大径18.0

口縁2
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ、板ﾅﾃ

ﾞ
密、径1㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土粒を
僅かに含む

良
1穿孔1組3方向　

597 －

2478 SD0381 1
Ⅶ

高坏G2
口径9.0
器高(3.1)

口縁5
磨耗のため調整不明 ﾐｶﾞｷ やや密、径1㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

597 －

2479 SD0381 1
Ⅴ

高坏Ｂ
器高(4.1)

ﾐｶﾞｷ ﾊｹ 密、径3㎜以下の長石を
僅かに含む

良 597 226

2480 SD0381 1
Ⅴ～Ⅵ
高坏I3

口径11.2
底径12.6
器高(15.1)
最大径15.6

口縁3
底部3/4
以上

ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ　磨耗著しい ﾅﾃﾞ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、指頭
圧痕、ｼﾎﾞﾘ痕

やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

1穿孔1組3方向

597 198

2481 SD0381 1
Ⅴ～Ⅵ
高坏H1

口径18.8
底径13.5
器高12.3

口縁5
底部3/4
以上

ﾐｶﾞｷ ﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄを僅かに含む 良

外面に煤付着
597 198

2482 SD0381 1
Ⅴ～Ⅵ
高坏B脚

部
器高(6.3)

ﾐｶﾞｷ 板ﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄを僅かに含む 良

1穿 孔1組3方 向、
内外面に煤付着 597 －

2483 SD0381 1
Ⅴ～Ⅵ
高坏B脚

部
器高(8.8)

ﾐｶﾞｷ ﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む 良

2穿孔1組3方向
597 －

2484 SD0381 1
Ⅵ～Ⅶ
高坏C･D
脚部

底径16.8
器高(10.2)

底部1/4
未満

ﾐｶﾞｷ ﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土粒を
僅かに含む

普
通

2穿孔1組2方向
597 －

2485 SD0381 1
Ⅴ～Ⅵ
高坏脚部

底径13.0
器高(6.5)

底部2/4
以上

ﾐｶﾞｷ ﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下の長石・
赤色酸化土粒を僅かに
含む

良
1穿孔1組3方向

597 －

2486 SD0381 1
Ⅵ～Ⅶ
高坏C･D
脚部

底径13.2
器高(5.6)

底部底
部完存

ﾐｶﾞｷ ﾅﾃﾞ、ﾊｹ 密、径3㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土粒を
僅かに含む

普
通

2穿孔1組2方向
597 －

2487 SD0381 1
Ⅶ

高坏G2b
底径9.2
器高(1.5)

底部3/4
以上

沈線(2条・8条)、ﾐｶﾞｷ ﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

良
1穿孔1組3方向

597 －

2488 SD0381 1
Ⅴ

高坏脚部
底径5.0
器高(3.8)

底部1/4
以上

磨耗のため調整不明 磨耗のため調整不
明

やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

普
通

穿孔無し
597 －



遺物観察表　　87

表153 土器類観察表（87）

No
地区
遺構

層
位

時期
器種分類

法量(㎝)
残存率
(X/12)

調整
胎土

焼
成

備考 挿図 図版
外面 内面

2489 SD0381 1
Ⅴ～Ⅵ
高坏Ｉ脚

部

底径4.2
器高(12.5)

底部2/4
以上

ﾐｶﾞｷ 指頭圧痕、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、
ｼﾎﾞﾘ痕、ﾅﾃﾞ

やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

1穿孔1組3方向
597 198

2490 SD0381 1
Ⅴ

壺A1b
口径18.8
器高4.0

口縁5
擬凹文、磨耗のため調
整不明

羽状文、磨耗のた
め調整不明

やや密、径3㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

普
通

598 －

2491 SD0381 1
Ⅴ

壺A1b
口径15.2
器高(4.0)

口縁3
ﾅﾃﾞ、竹管文、指頭圧痕
　磨耗著しい

ﾅﾃﾞ　磨耗著しい やや粗、径7㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

598 －

2492 SD0381 1
Ⅴ～Ⅶ
壺A1

器高(2.6)
ﾅﾃﾞ、沈線(3条)、3個1
組の円形浮文

- やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

普
通

598 －

2493 SD0381 1
Ⅵ～Ⅶ
壺A3

口径16.6
器高(5.2)

口縁9
擬凹線7条、ﾅﾃﾞ、指頭
圧痕、ﾊｹ

ﾅﾃﾞ、ﾊｹ 密、径5㎜以下の石英・
ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土粒を
僅かに含む

良
内面線刻

598 197

2494 SD0381 1
Ⅴ～Ⅵ
壺A1b

口径17.0
器高(24.8)

口縁1

擬凹線、ﾅﾃﾞ、ﾊｹ、直線
文(10条)、刺突文、直
線文(10条)、刺突文、
直線文、刺突文、直線文、
刺突文、ﾊｹのちﾐｶﾞｷ

ﾅﾃﾞ、指頭圧痕、ﾊｹ やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

普
通

外面に煤付着

598 196

2495 SD0381 1
Ⅶ

壺A胴部
器高(3.6)

竹管文、突帯上に擬凹
線(3条)

摩耗のため調整不
明

密、径1㎜以下の長石・
石英を僅かに含む

良 598 －

2496 SD0381 1
Ⅴ～Ⅵ
壺A胴部

器高(4.2)
沈線(8条)、刺突文、沈
線(7条)、竹管文

指頭圧痕 やや粗、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを多く含む

普
通

598 －

2497 SD0381 1
Ⅴ～Ⅵ
壺A1b

口径13.8
器高(5.6)

口縁5
ﾊｹ、ﾅﾃﾞ ﾐｶﾞｷ やや密、径4㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む
普
通

598 －

2498 SD0381 1
Ⅶ
壺A5

口径13.6
器高(3.2)

口縁8
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、羽状文、ﾊｹ 密、径1㎜以下の長石・

雲母を僅かに含む
良 598 －

2499 SD0381 1
Ⅵ～Ⅶ
壺B1

口径12.4
器高(4.3)

口縁10
ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ やや密、径3㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

599 －

2500 SD0381 1
Ⅵ～Ⅶ
壺B1

口径17.0
器高(3.8)

口縁2
ﾊｹ、ﾐｶﾞｷ ﾊｹのちﾐｶﾞｷ 密、径3㎜以下の長石・

ﾁｬｰﾄを僅かに含む
良 599 －

2501 SD0381 1
Ⅵ～Ⅶ
壺B2b

口径13.8
器高(6.9)

口縁8
ﾅﾃﾞ　磨耗著しい ﾅﾃﾞ、輪積み痕、指

頭圧痕　磨耗著し
い

やや粗、径3㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

胴部打ち欠き、穿
孔有り 599 －

2502 SD0381 1
Ⅵ～Ⅶ
壺B1

口径15.0
器高(17.2)

口縁7
ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕、ﾐｶﾞｷ ﾖｺﾅﾃﾞ、輪積み痕、

指頭圧痕
やや密、径3㎜以下の長
石・石英・ﾁｬｰﾄを僅か
に含む

良
外面に煤付着、籠
目痕有り 599 196

2503 SD0381 1
Ⅵ～Ⅶ
壺B1

口径14.6
器高(13.5)

口縁6
ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、指頭圧痕、ﾊｹ、

ﾅﾃﾞ
やや密、径3㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

外面に煤付着
599 196

2504 SD0381 1
Ⅴ～Ⅵ
壺B2a

口径14.6
底径5.7
器高25.8
最大径24.7

口縁6
底部1/4
以上

ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ ﾅﾃﾞ、輪積み痕、指
頭圧痕

やや密、径1㎜以下の長
石・石英・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

599 197

2505 SD0381 1
Ⅴ～Ⅵ
壺B3

口径11.8
器高(13.4)
最大径23.6

口縁4
ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ ﾅﾃﾞ、ﾊｹ、輪積み痕、

指頭圧痕
やや密、径5㎜以下の長
石・石英・ﾁｬｰﾄ・赤色
酸化土粒を多く含む

普
通

外面に煤付着
599 －

2506 SD0381 1
Ⅴ～Ⅵ
壺B2a

口径14.9
器高(12.3)

口縁10
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹのちﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、指

頭圧痕、ﾊｹ
やや密、径2㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

599 196

2507 SD0381 1
Ⅵ～Ⅶ
壺B2a

口径15.2
器高(11.8)

口縁8
ﾅﾃﾞ、ﾊｹ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ ﾅﾃﾞ、ﾊｹ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、

指頭圧痕
密、径5㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土粒を
僅かに含む

普
通

内面線刻有り
599 －

2508 SD0381 1
Ⅵ～Ⅶ
壺Ｂ

底径4.8
器高(14.1)

底部完
存

輪積み痕、ﾊｹ、ｹｽﾞﾘ ﾊｹ やや密、径4㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

普
通

600 －

2509 SD0381 1
Ⅵ～Ⅶ
壺Ｂ

底径6.0
器高(19.0)
最大径24.8

底部完
存

ﾊｹ、ﾅﾃﾞ、ｹｽﾞﾘ、指頭圧
痕、磨耗著しい

ﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧痕 やや密、径7㎜以下の石
英・ﾁｬｰﾄを多く含む

普
通

外面に煤付着
600 196

2510 SD0381 1
Ⅴ～Ⅵ
壺Ｂ

底径4.6
器高(17.0)
最大径23.7

底部3/4
以上

ﾊｹ、輪積み痕、指頭圧
痕

ﾊｹ、指頭圧痕、輪
積み痕

やや密、径5㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

600 －

2511 SD0381 1
Ⅵ～Ⅶ
壺Ｂ

底径6.4
器高(19.1)
最大径26.7

底部3/4
以上

ﾐｶﾞｷ ﾊｹ、ﾅﾃﾞ、指頭圧痕 密、径3㎜以下のﾁｬｰﾄを
僅かに含む 良

外面に煤付着、
600 －

2512 SD0381 1
Ⅵ～Ⅶ
壺Ｃ

口径13.3
底径6.5

器高(27.1)
最大径25.3

口縁12
底部1/4
未満

ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ、ﾊｹ ﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧痕 密、径5㎜以下の長石・
石英・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化
土粒を僅かに含む

普
通

打ち欠き

600 196

2513 SD0381 1
Ⅵ～Ⅶ
壺D3a

口径14.0
底径4.8

器高(23.6)
最大径22.4

口縁12
底部完

存

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧
痕

やや密、径3㎜以下の石
英・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

口縁部打ち欠き？

600 195
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No
地区
遺構

層
位

時期
器種分類

法量(㎝)
残存率
(X/12)

調整
胎土

焼
成

備考 挿図 図版
外面 内面

2514 SD0381 1
Ⅶ

壺H2a
口径10.0
器高(5.8)

口縁1

多条沈線(7条)、山形文、
多条沈線(3条)、刺突文、
多条沈線(3条)、山形文、
多条沈線(3条)、刺突文、
多条沈線(3条)、刺突文、
多条沈線(3条)、山形文、
多条沈線(3条)

ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ 密、径2㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土粒を
僅かに含む

普
通

601 －

2515 SD0381 1
Ⅵ

壺H2b
口径11.6
器高(8.4)

口縁7
沈線3条、ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ やや密、径2㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

601 －

2516 SD0381 1
Ⅵ～Ⅶ
壺H2a

口径7.9
底径3.0
器高15.2
最大径14.5

口縁12
底部完

存

ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、指頭圧痕、ﾕ
ﾋﾞﾅﾃﾞ、ﾊｹ、輪積み
痕

やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

601 195

2517 SD0381 1
Ⅵ～Ⅶ
壺H2a

口径11.4
器高(3.6)

口縁2
ﾐｶﾞｷ 磨耗のため調整不

明
やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

601 －

2518 SD0381 1
Ⅵ～Ⅶ
壺G2b

口径12.0
器高(5.2)

口縁4
沈線(2条)、ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ、指頭圧

痕、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ
やや密、径2㎜以下の長
石・石英・ﾁｬｰﾄ・赤色
酸化土粒を僅かに含む

普
通

口縁部打ち欠き
601 －

2519 SD0381 1
Ⅵ

壺H1a

口径8.6
底径2.4
器高16.4
最大径16.2

口縁2
底部完

存

ﾐｶﾞｷ 磨耗のため調整不
明　指頭圧痕

密、径1㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土粒を
僅かに含む

良 601 197

2520 SD0381 1
Ⅴ
壺F1

口径10.6
器高(11)
最大径16.4

口縁6
ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

口縁部1穿孔1組3
方向 601 －

2521 SD0381 1
Ⅵ～Ⅶ
壺F2

口径10.0
器高(20.0)
最大径18.4

口縁8
ﾊｹ、指頭圧痕 ﾊｹ、指頭圧痕、輪

積み痕、ﾅﾃﾞ
密、径3㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土粒を
多く含む

良 601 －

2522 SD0381 1
Ⅴ～Ⅶ
壺底部

底径4.6
器高(2.5)

底部3/4
以上

ﾅﾃﾞ、指頭圧痕 ﾅﾃﾞ？、摩耗顕著 密、径2㎜以下の長石を
僅かに含む

良 601 －

2523 SD0381 1
Ⅴ～Ⅵ
壺脚部

底径7.3
器高(4.8)

底部1/4
以上

ﾊｹ、ﾐｶﾞｷ(底部) ﾅﾃﾞ、指頭圧痕 やや密、径2㎜以下の長
石・石英を僅かに含む

良 601 －

2524 SD0381 1
Ⅴ～Ⅵ
壺底部

底径10.0
器高(5.6)

底部1/4
以上

ﾊｹ、ｹｽﾞﾘ、指頭圧痕 ﾅﾃﾞ？、摩耗有り やや密、径2㎜以下の長
石・石英を僅かに含む

良
外面に煤付着

601 －

2525 SD0577 a
Ⅴ～Ⅵ
壺底部

底径7.3
器高(9.3)

底部完
存

摩耗のため調整不明 摩耗のため調整不
明

やや密、径5㎜以下の長
石・石英を多く含む

良 601 －

2526 SD0381 3
Ⅴ～Ⅵ

壺
底径4.6

器高(14.3)
底部完

存

ﾊｹ、ﾅﾃﾞ、ｹｽﾞﾘ(底部) 指頭圧痕、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、
ﾊｹ、輪積み痕

やや密、径3㎜以下の長
石・雲母・ﾁｬｰﾄ・赤色
酸化土粒を多く含む

普
通

601 197

2527 SD0381 2
Ⅵ～Ⅶ
壺Ｂ

底径5.7
器高(24.3)

底部完
存

ﾅﾃﾞ、ﾊｹのちﾐｶﾞｷ、板ﾅﾃ
ﾞ

ﾊｹ、指頭圧痕、輪
積み痕

やや密、径3㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

良 601 －

2528 SD0381 30
Ⅴ～Ⅵ
甕A2b

口径19.0
器高(3.6)

口縁1
ﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下のﾁｬｰﾄを

僅かに含む
良

外面に煤付着
602 －

2529 SD0381 3-a
Ⅴ

甕A2b
口径18.0
底径(2.7)

口縁1
ﾖｺﾅﾃﾞ(口縁部) ﾖｺﾅﾃﾞ(口縁部) やや密、径1㎜以下の雲

母・ﾁｬｰﾄを僅かに含む
普
通

外面に煤付着
602 －

2530 SD0381 1
Ⅴ

甕A2a
口径17.8
器高(4.5)

口縁3
ﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾅﾃﾞ やや密、径3㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

良
外面に煤付着

602 －

2531 SD0381 1
Ⅴ～Ⅵ
甕A3

口径16.3
器高(14.9)

口縁9
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、輪積み痕、

指頭圧痕、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ
やや密、径3㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

内外面に煤付着、
外面に炭化物付着 602 200

2532 SD0381 b
Ⅴ～Ⅵ
甕A2b

口径14.2
器高(19.2)
最大径21.1

口縁5
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、直線文、
刺突文、ﾅﾃﾞ

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、
指頭圧痕、輪積み
痕

やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

良
外面に炭化物付
着、内面僅かに炭
化物付着

602 202

2533 SD0381 a
Ⅴ～Ⅵ
甕A2b

口径17.0
器高(26.2)

口縁9
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、直線文
(6条)、ﾊｹ、刺突文

ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕、
輪積み痕、ﾊｹ

やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

内外面に炭化物付
着、口縁部打ち欠
き

602 202

2534 SD0381 b
Ⅴ～Ⅵ
甕A2b

口径17.4
器高(10.1)

口縁6
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、ﾊｹ、直
線文(6条)、ﾊｹ、刺突文

ﾖｺﾅﾃﾞ、輪積み痕、
指頭圧痕

やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

602 －

2535 SD0381 2
Ⅴ～Ⅵ
甕A2b

口径14.5
器高(11.2)

口縁10
刺突文(ｸｼ)、ﾖｺﾅﾃﾞ、沈
線(6条ｸｼ)、刺突文(ｸｼ)、
ﾊｹ

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む 良

外面に煤付着
602 －

2536 SD0381 b
Ⅴ～Ⅵ
甕B2

口径12.9
底径3.5
器高22.0
最大径18.1

口縁8
底部完

存

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、輪積み
痕

やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

外面に炭化物付着

602 202

2537 SD0381 3
Ⅴ～Ⅵ
甕B2

口径17.0
器高(6.0)

口縁2
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、輪積み痕 ﾖｺﾅﾃﾞ、輪積み痕、

ﾊｹ、指頭圧痕
やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

603 －

2538 SD0381 a
Ⅴ～Ⅵ
甕B2

口径20.0
器高(5.1)

口縁3
刺突文、ﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾊｹ、指頭圧痕、ｹｽﾞ

ﾘ
やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを多く含む

普
通

外面に煤付着
603 －
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No
地区
遺構

層
位

時期
器種分類

法量(㎝)
残存率
(X/12)

調整
胎土

焼
成

備考 挿図 図版
外面 内面

2539 SD0381 1
Ⅵ～Ⅶ
甕B3

口径15.6
器高(5.2)

口縁2
ﾅﾃﾞ、輪積み痕、指頭圧
痕、ﾊｹ

ﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧痕、
ｹｽﾞﾘ

やや粗、径3㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

603 －

2540 SD0381 1-a
Ⅴ～Ⅵ
甕B2

口径20.1
器高(20.3)

口縁5
刺突文、ﾊｹ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ ﾊｹ、指頭圧痕、ﾕﾋﾞ

ﾅﾃﾞ
やや密、径3㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

603 －

2541 SD0381 b
Ⅴ～Ⅵ
甕A4

口径17.3
器高(11)

口縁3
ﾖｺﾅﾃﾞ、直線文、刺突文、
ﾊｹ、輪積み痕

ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕、
ﾊｹ、輪積み痕

やや密、径2㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を多
く含む

普
通

外面に煤付着
603 －

2542 SD0381 11
Ⅵ～Ⅶ
甕B3

口径17.0
器高(17.4)
最大径21.6

口縁7
ﾖｺﾅﾃﾞ(口縁部)、直線文
(4条・3条)、刺突文(ｸｼ)
(胴上部)、ﾅﾃﾞ？

ﾖｺﾅﾃﾞ(口縁部)、ﾊｹ やや粗、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

良
外面に煤付着

603 －

2543 SD0381 10
Ⅵ
甕A4

口径16.0
器高(11)
最大径25.2

口縁1
ﾅﾃﾞ、直線文、ﾊｹ ﾅﾃﾞ、輪積み痕、指

頭圧痕、ｹｽﾞﾘ
密、径3㎜以下の長石・
雲母・ﾁｬｰﾄ・を多く含
む

良 603 －

2544 SD0381 12
Ⅴ～Ⅵ
甕Ｂ

口径19.9
器高(14.1)
最大径25.6

口縁2
刺突文、ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、ｹｽﾞﾘ、指頭

圧痕、輪積み痕
やや密、径3㎜以下の長
石・石英・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

603 －

2545 SD0381 b
Ⅴ～Ⅵ
甕B2

口径13.4
器高(22.9)
最大径19.0

口縁6
ﾅﾃﾞ、指頭圧痕、ﾊｹ ﾅﾃﾞ、ﾊｹ やや粗、径5㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

603 202

2546 SD0381 1
Ⅴ～Ⅶ
甕胴部

器高(4.2)
ﾊｹ ﾅﾃﾞ 粗、径1㎜以下の長石・

石英・ﾁｬｰﾄを多く含む
良

内面に煤付着、外
面円文有り

604 －

2547 SD0381 2
Ⅵ～Ⅶ
甕E5

口径10.9
器高(6.0)

口縁6
ﾅﾃﾞ(口縁部)、ﾊｹ(胴部)、
指頭圧痕(頸部)

ﾊｹ(口縁部)、ﾅﾃﾞ(胴
部)

やや粗、径1㎜以下の雲
母・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

良
外面に煤付着

604 －

2548 SD0381 c
Ⅵ～Ⅶ
甕D脚部

器高(3.8)
ﾊｹ 板ﾅﾃﾞ(胴部)、指頭

圧痕(台部)
粗、径1㎜以下の長石・
雲母・ﾁｬｰﾄを多く含む

普
通

胴部、脚部とも打
ち欠き？

604 －

2549 SD0381 a
Ⅵ～Ⅶ
甕D脚部

器高(5.3)
ﾊｹ ﾊｹ、指頭圧痕 やや密、径1㎜以下の長

石・石英・雲母・ﾁｬｰﾄ
を多く含む

普
通

脚部打ち欠き？
604 －

2550 SD0381 17
Ⅵ～Ⅶ甕
甕D1b

口径24.4
器高(5.0)

口縁1
ﾖｺﾅﾃﾞのち押し引き、条
刺突(口縁部)ﾊｹ(胴部)

ﾖｺﾅﾃﾞ(口縁部)、ﾊｹ
(頸部)、指頭圧痕
(胴部)

粗、径1㎜以下の長石・
雲母・ﾁｬｰﾄを多く含む

普
通

604 －

2551 SD0381 b
Ⅵ～Ⅶ
甕D脚部

底径8.4
器高(11.5)

底部完
存

ﾊｹ(胴部、台部) ﾊｹ(胴部)、指頭圧
痕(台部)

粗、径1㎜以下の長石・
雲母・ﾁｬｰﾄを多く含む

良 604 －

2552 SD0381 a
Ⅵ～Ⅶ
甕D脚部

底径7.7
器高(8.0)

底部完
存

ﾊｹ 板ﾅﾃﾞ、ﾊｹ(胴部)、
指頭圧痕(台部)

粗、径1㎜以下の長石・
雲母・ﾁｬｰﾄを多く含む

普
通

604 －

2553 SD0381 a
Ⅷ
甕D3

口径14.0
器高(5.1)

口縁1
ﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾅﾃﾞ、輪積み痕、指

頭圧痕
やや密、径1㎜以下の長
石・雲母を僅かに含む

良 604 －

2554 SD0381 a
Ⅷ
甕D3

口径14.0
器高(5.6)

口縁5
ﾖｺﾅﾃﾞ(口縁部)、ﾊｹ(胴
部)

ﾖｺﾅﾃﾞ(口縁部)、指
頭圧痕(胴部)

粗、径1㎜以下の長石・
雲母・ﾁｬｰﾄを多く含む

普
通

604 －

2555 SD0381 a
Ⅷ
甕D3

口径15.8
器高(5.0)

口縁6
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕 やや密、径1㎜以下の長

石・石英・雲母を僅か
に含む

普
通

604 201

2556 SD0381 a
Ⅷ
甕D3

口径15.4
器高(4.7)

口縁5
ﾖｺﾅﾃﾞ、沈線、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕 やや密、径1㎜以下の長

石・雲母を僅かに含む
普
通

604 －

2557 SD0381 a
Ⅷ
甕D3

口径14.5
器高(5.3)

口縁2
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕 やや密、径1㎜以下の長

石・石英・雲母を多く
含む

普
通

604 －

2558 SD0381 c
Ⅷ
甕D3

底径5.2
器高(9.7)
最大径9.4

底部完
存

ﾖｺﾅﾃﾞ(口縁部)、ﾊｹ(胴
部・台部)

ﾖｺﾅﾃﾞ(口縁部)、指
頭圧痕、ﾅﾃﾞ(胴部・
台部)

粗、径1㎜以下の長石・
雲母・ﾁｬｰﾄを多く含む

普
通

604 204

2559 SD0381 a
Ⅷ
甕D3

口径11.0
器高(3.7)

口縁1
ﾖｺﾅﾃﾞ(口縁部)、ﾊｹ(胴
部)

ﾖｺﾅﾃﾞ(口縁部)、指
頭圧痕(胴部)

粗、径1㎜以下の長石・
雲母・ﾁｬｰﾄを多く含む

普
通

604 －

2560 SD0381 a
Ⅷ
甕D3

口径11.9
器高(10.7)
最大径16.8

口縁3
ﾖｺﾅﾃﾞ、沈線、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕、

ﾅﾃﾞ
やや密、径1㎜以下の長
石・雲母を僅かに含む

普
通

604 201

2561 SD0381 a
Ⅶ
甕D3

口径13.7
器高(9.3)
最大径19.8

口縁5
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕 やや密、径2㎜以下の長

石・石英・雲母を多く
含む

普
通

604 202

2562 SD0381 2
Ⅷ
甕D3

口径14.8
器高(2.6)

口縁2
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、指

頭圧痕
やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

604 －

2563 SD0381 3
Ⅴ～Ⅵ
甕Ｆ

口径15.8
器高(4.4)

口縁2
ﾅﾃﾞ、ﾀﾀｷ ﾅﾃﾞ、ﾊｹ やや密、径1㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

605 －

2564 SD0381 2
Ⅵ～Ⅶ
甕E6

口径12.8
器高(9.6)

口縁1
ﾅﾃﾞ、ツメ痕、ﾊｹ ﾅﾃﾞ、指頭圧痕、ﾊｹ、

輪積み痕
やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

普
通

605 －

2565 SD0381 10
Ⅴ～Ⅶ
甕脚部

底径7.2
器高(7.2)

底部3/4
以上

ﾊｹ、指頭圧痕 ﾊｹ、輪積み痕、指
頭圧痕

密、径3㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄを多く含む

良 605 －

2566 SD0381 1
Ⅴ～Ⅶ
甕脚部

底径7.0
器高(8.4)

底部完
存

ﾊｹ、指頭圧痕、ﾅﾃﾞ 指頭圧痕 やや密、径1㎜以下のﾁｬ
ｰﾄ・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

内外面に煤付着
605 －

2567 SD0381 a
Ⅴ～Ⅶ

壺
器高(6.8)

指頭圧痕 指頭圧痕、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土粒を
僅かに含む

普
通

外面に煤付着
605 204



90　　第３章　調査の成果
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No
地区
遺構

層
位

時期
器種分類

法量(㎝)
残存率
(X/12)

調整
胎土

焼
成

備考 挿図 図版
外面 内面

2568 SD0381 2
Ⅵ～Ⅶ
手捏ねＢ

口径9.4
底径4.3
器高4.7

口縁9
底部完

存

指頭圧痕 指頭圧痕、輪積み
痕

やや密、径1㎜以下のﾁｬ
ｰﾄを僅かに含む 良

内外面に煤付着
605 204

2569 SD0381 b
Ⅴ～Ⅵ
手捏ねＢ

口径6.7
底径3.6
器高4.7
最大径7.1

口縁10
底部完

存

ﾕﾋﾞﾅﾃﾞのち板ﾅﾃﾞ、板ﾅﾃ
ﾞ(底部)

ﾕﾋﾞﾅﾃﾞのち板ﾅﾃﾞ やや粗、径1㎜以下の長
石・石英を僅かに含む 普

通
605 204

2570 SD0381 1
Ⅵ～Ⅶ
手捏ねＣ

口径4.6
底径2.6
器高2.6
最大径4.8

口縁5
底部完

存

輪積み痕、指頭圧痕 指頭圧痕 やや密、径1㎜以下のﾁｬ
ｰﾄ・赤色酸化土粒を僅
かに含む

良 605 －

2571 SD0381 2-d
Ⅴ～Ⅶ
土製品

長3.8
幅3.7
厚さ1.2

ﾅﾃﾞ やや粗、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

普
通

605 204

2572 SD0381 1
Ⅵ～Ⅶ
土製品

器高(1.5)
磨耗のため調整不明 磨耗のため調整不

明
やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

普
通

605 204

2573 SD0381 d
Ⅸ
鉢

口径13.4
底径1.4
器高5.7

最大径13.6

口縁11
底部完

存

ﾅﾃﾞ、ｹｽﾞﾘ(底部) ﾅﾃﾞ やや密、径2㎜以下の赤
色酸化土粒を僅かに含
む

普
通

605 201

2574 SD0381 a
Ⅷ～Ⅸ
甕D3

口径9.6
器高(6.4)

口縁5
ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ、指頭圧

痕
やや粗、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

普
通

605 204

2575 SD0381 1
Ⅶ
壺

口径17.4
器高(5.2)

口縁2
羽状文(ｸｼ)、磨耗著し
い

羽状文(ﾊｹ)、磨耗
著しい

やや密、径1㎜以下の雲
母・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

605 －

2576 SD0381 1
古代

須恵器蓋
口径15.7
器高(2.8)

口縁6
回転ﾅﾃﾞ 回転ﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下のﾁｬｰﾄを

僅かに含む
良

自然釉付着
605 －

2577 SD0381 a
古代

須恵器坏
身

底径4.0
器高(2.7)

底部3/4
以上

回転ﾅﾃﾞ、ﾍﾗ切り ロクロﾅﾃﾞ 密、径3㎜以下の長石を
僅かに含む 良

線刻有り
605 －

2578 SD0381 d
中世
片口鉢

器高(2.2)
沈線？(口縁端部)、指
頭圧痕

指頭圧痕 密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

良 605 －

2579 SD0381 a
Ⅴ

甕Ａ胴部
器高(9.0)

ﾊｹのち波状文(3条1組)、
直線文(3条1組)

ﾊｹ、ﾅﾃﾞ一部に指頭
圧痕

やや密、径1㎜以下の長
石を僅かに含む

普
通

外面に炭化物付着
606 226

2580 SD0381 a
Ⅳ
甕Ａ

底径4.6
器高(16.9)

底部2/4
以上

ﾊｹ 指頭圧痕、ｹｽﾞﾘ やや粗、径1㎜以下の長
石を僅かに含む

普
通

焼成後穿孔
606 －

2648 JJ12 I
縄文
深鉢

器高(4.0)
貼付隆帯上に押圧、条
痕

磨耗により調整不
明

やや粗、径2㎜以下の石
英・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

619 －

2649 KM01 Ⅴ
縄文
深鉢

口径10.0
器高(6.3)
最大径10.7

口縁1
ﾐｶﾞｷ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、輪積み痕 やや密、径2㎜以下の石

英・ﾁｬｰﾄ(多)・赤色酸
化土粒を僅かに含む

普
通

619 229

2650 FS10 Ⅳ
縄文
深鉢

器高(8.0)
条痕 摩耗のため調整不

明
やや粗、径1㎜以下の長
石を僅かに含む

不
良

619 －

2651 JB11 Ⅳ
Ⅱ

壺A1a
口径46.0
器高(8.5)

口縁2
貝殻条痕 摩耗のため調整不

明
密、径3㎜以下の長石を
多く含む

良
2653と 同 一 個 体
か？

619 228

2652 FS12 Ⅳ
Ⅱ

壺A1b
器高(2.2)

キザミ、摩耗のため調
整不明

貝殻条痕 やや密、径4㎜以下の長
石を多く含む

不
良

619 －

2653 JA11 Ⅳ
Ⅱ

壺Ａ底部
底径10.1
器高(3.9)

底部3/4
以上

摩耗のため調整不明 摩耗のため調整不
明

密、径3㎜以下の長石を
多く含む

良
2651と 同 一 個 体
か？

619 228

2654 JF12 Ⅳ
Ⅳ
壺Ｄ

口径15.0
器高(3.6)

口縁1
ﾅﾃﾞ、ﾊｹ 指頭圧痕 密、径1㎜以下の長石を

僅かに含む
良 619 －

2655 JG12 a
Ⅲ
壺A3

口径8.4
器高(9.7)

口縁3
ﾅﾃﾞ、ﾊｹ、沈線(頸部) ﾅﾃﾞ、ﾊｹ、ｼﾎﾞﾘ痕 やや密、径2㎜以下の長

石を多く含む
良 619 －

2656 JJ13 Ⅳ
Ⅱ
甕Ｂ

器高(2.2)
ﾊｹ 波状文、ﾊｹ やや密、径1㎜以下の長

石を僅かに含む
普
通

619 －

2657 JG12 a
Ⅳ

壺胴部
器高(2.6)

波状文 摩耗著しい 密、径1㎜以下の長石・
石英を僅かに含む

良 619 －

2658 JD08
Ⅳ
a

Ⅲ
壺A3

口径7.6
器高(2.9)

口縁1
波状文 ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ やや密、径3㎜以下の長

石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

619 －

2659 JF11 Ⅳ
Ⅳ
壺Ｄ

口径20.0
器高(3.5)

口縁1
ﾊｹ、ﾅﾃﾞ ﾊｹ、ﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下の長石・

ﾁｬｰﾄを僅かに含む
普
通

619 215

2660 JK10 Ⅳ
Ⅳ
壺Ｄ

口径22.0
器高(2.8)

口縁1
ﾊｹ、ﾅﾃﾞ ﾊｹ、ﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下の長石・

ﾁｬｰﾄを僅かに含む
普
通

619 －

2661 JJ11
Ⅳ
a

Ⅳ
壺Ｄ

口径22.0
器高(3.1)

口縁1
ﾖｺﾅﾃﾞのちﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞのちﾊｹ やや密、径4㎜以下の石

英・ﾁｬｰﾄを僅かに含む
普
通

619 －

2662 JH13 a
Ⅳ

甕B1b
口径20.0
器高(4.4)

口縁4
ﾊｹ、刺突 ﾊｹ、ｹｽﾞﾘ 密、径1㎜以下の長石を

僅かに含む
良 619 －

2663 JH13 a
Ⅳ

甕B1b
口径19.4
器高(5.7)

口縁3
刺突文、ﾊｹ ﾊｹ、ｹｽﾞﾘ 密、径2㎜以下の長石・

石英を僅かに含む
良 619 －

2664 FS12 Ⅳ
Ⅳ
鉢Ｃ

口径14.0
底径13.2
器高12.3
最大径15.0

口縁7
底部3/4
以上

ﾖｺﾅﾃ ・゙刺突文(口縁部)、
直線文(ｸｼ)、刺突文、
波状文、ﾊｹ

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾅﾃﾞ、指頭
圧痕

やや密、径5㎜以下の長
石を僅かに含む

良 619 229
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表157 土器類観察表（91）

No
地区
遺構

層
位

時期
器種分類

法量(㎝)
残存率
(X/12)

調整
胎土

焼
成

備考 挿図 図版
外面 内面

2665 JF11 Ⅳ
Ⅳ
壺D

器高(5.7)
ﾊｹ、貼付隆帯にﾕﾋﾞの押
圧

ﾊｹ、指頭圧痕 密、径3㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土粒を
僅かに含む

普
通

619 215

2666 JO09 Ⅳ
Ⅳ

壺Ｄ胴部
器高(5.0)

ﾊｹ ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、指頭圧痕 密、径3㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土粒を
僅かに含む

普
通

619 －

2667 JK11
Ⅳ
a

Ⅳ
壺Ｄ

器高(6.4)
ﾊｹ、貼付隆帯上にキザ
ミ、刺突文、ﾊｹ

ﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧痕 密、径2㎜以下のﾁｬｰﾄを
僅かに含む

普
通

619 －

2668 FT15 Ⅳ
Ⅳ
壺Ｄ

器高(4.7)
ﾊｹ、竹管文 ﾊｹ 密、径1㎜以下の石英を

僅かに含む
普
通

619 －

2669 JN08
Ⅳ
a

Ⅲ～Ⅳ
甕

口径19.4
器高(9.2)

口縁4
キザミ、ﾊｹ(ﾅﾅﾒﾊｹ→ﾖｺﾊ
ｹ)

ﾊｹ、ﾅﾃﾞ やや密、径2㎜以下の長
石を僅かに含む

普
通

外面に煤付着
620 206

2670 KN01 Ⅴ
Ⅳ
甕A2

口径17.8
器高(3.0)

口縁1
刺突文(ﾀﾀｷかも？、口
縁端部)、ﾅﾃﾞ、ﾊｹ

ﾅﾃﾞ、ﾊｹ、ｹｽﾞﾘ やや密、径4㎜以下の石
英を僅かに含む

普
通

620 －

2671 KK03 Ⅴ
Ⅳ
甕A4

口径17.8
器高(4.8)

口縁3
刺突文(ﾀﾀｷかも？、口
縁端部)、ﾅﾃﾞ、ﾊｹ、輪
積み痕

ﾅﾃﾞ、ｹｽﾞﾘ やや粗、径3㎜以下のﾁｬ
ｰﾄを多く含む

普
通

620 229

2672 JH08
Ⅳ
a

Ⅳ
甕A1

口径19.8
器高(18.3)
最大径21.4

口縁2
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾀﾀｷのちﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧

痕、ｹｽﾞﾘ
やや密、径3㎜以下の石
英・ﾁｬｰﾄを多く含む

普
通

620 －

2673 JI11 Ⅳ
Ⅳ
甕Ａ

底径4.4
器高(15.0)
最大径12.7

底部3/4
以上

ﾊｹ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ ﾊｹ やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

普
通

620 －

2674 JL13 Ⅳ
Ⅳ
甕B2

口径16.0
器高(6.1)

口縁2
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、ﾊｹ、刺
突文、直線文(2条)

ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕、
ﾊｹ

やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

外面に炭化物付着
620 －

2675 JC11 Ⅳ
Ⅳ
甕B2

口径17.2
器高(3.2)

口縁1
ﾖｺﾅﾃﾞ、列点文 ﾖｺﾅﾃﾞ 密、径2㎜以下の長石を

僅かに含む
良 620 －

2676 JR07 Ⅲ
Ⅳ

甕B底部
底径4.0

器高(11.2)
底部3/4
以上

ﾊｹ ﾊｹ やや密、径1㎜以下のﾁｬ
ｰﾄを僅かに含む

普
通

620 －

2677 FT12 Ⅳ
Ⅴ
鉢A1

口径15.6
器高(4.1)

口縁3
ﾖｺﾅﾃ ・゙刺突文(口縁部)、
列点文、ﾅﾃﾞ

ﾖｺﾅﾃﾞ、輪積み痕、
指頭圧痕、ﾅﾃﾞ

密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

良
外面に煤付着

620 229

2678 KK03 Ⅴ
Ⅴ
鉢A1

口径16.8
器高(10.0)
最大径19.0

口縁6
ﾖｺﾅﾃﾞ刺突文、直線文2
帯、キザミ、ﾊｹ、一部
にｹｽﾞﾘ(底部)

ﾅﾃﾞ、ﾊｹ 密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む 良

内外面に炭化物付
着、内面に煤付着 620 229

2679 JA10 Ⅳ
Ⅴ
鉢A1

口径18.9
器高(5.2)
最大径19.1

口縁1
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、直線
文？、ﾊｹ

ﾖｺﾅﾃﾞ、ｹｽﾞﾘ、指頭
圧痕

やや粗、径1㎜以下の長
石を僅かに含む

普
通

外面に炭化物付着
620 －

2680 JA12 Ⅳ
Ⅴ
鉢A1

口径19.4
器高(6.3)
最大径20.0

口縁2
ﾖｺﾅﾃﾞ、直線文(ｸｼ)、列
点文、ﾊｹ

ﾅﾃﾞ、ﾊｹ 密、径1㎜以下の長石・
赤色酸化土粒を僅かに
含む

良
胴部打ち欠き？

620 －

2681 JQ08
Ⅴ
上

Ⅵ～Ⅶ
鉢A2

口径17.6
器高(6.4)

口縁1
沈線(2条)、ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾅﾃﾞ 密、径3㎜以下の長石を

僅かに含む
良

煤付着
621 －

2682 JD09
Ⅳ
a

Ⅴ～Ⅵ
鉢A3a

口径15.4
底径6.2
器高9.7

最大径17.1

口縁6
底部完

存

刺突文、ﾖｺﾅﾃﾞ、直線文、
刺突文、ﾊｹ、ｹｽﾞﾘ

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、
指頭圧痕

やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

良 621 －

2683 JB10 Ⅳ
Ⅴ
鉢A2

口径14.4
器高(4.6)

口縁1
ﾖｺﾅﾃﾞ、直線文2帯(ｸｼ)、
列点文、ﾊｹ

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

良 621 －

2684 JK16 a
Ⅴ～Ⅵ
鉢A2

口径11.7
器高(8.1)
最大径13.3

口縁2
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文(ｸｼ)、ﾊ
ｹ、直線文(ｸｼ)、刺突文
(ｸｼ)、ﾊｹ

ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕、
輪積み痕

密、径1㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄを僅かに含む 良

口縁部打ち欠き
621 －

2685 JS14 Ⅳ
Ⅵ～Ⅶ
鉢A4b

口径13.5
器高(6.8)

口縁1
ﾅﾃﾞ、直線文、刺突文、
ﾊｹ

ﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧痕、
輪積み痕

やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

普
通

外面に煤付着
621 －

2686 FT12 Ⅳ
Ⅴ～Ⅵ
鉢A3a

器高(5.3)
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文 ﾖｺﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の石

英・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

621 －

2687 JA12 Ⅳ
Ⅴ～Ⅵ
鉢Ａ

底径3.0
器高(1.9)

底部完
存

ﾊｹ 板ﾅﾃﾞ？ 密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

良
外面に煤付着

621 －

2688 JB17 Ⅳ
Ⅴ～Ⅵ
鉢B底部

底径3.6
器高(2.7)

底部2/4
以上

ﾅﾃﾞ ﾅﾃﾞ やや密、径4㎜以下の長
石・石英を多く含む

普
通

621 －

2689 JC17 Ⅳ
Ⅴ

鉢B底部
底径4.4
器高(3.3)

底部完
存

摩耗のため調整不明 ﾊｹ やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

621 －

2690 JF08
Ⅳ
a

Ⅴ～Ⅵ
鉢B底部

底径3.7
器高(4.5)

底部2/4
以上

ﾊｹ、指頭圧痕 ﾊｹ、指頭圧痕 やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

普
通

外面に煤付着、底
部穿孔有り

621 －

2691 JB10 Ⅳ
Ⅴ
鉢B2

口径13.9
底径4.1
器高8.6

最大径14.1

口縁3
底部完

存

ﾊｹ ﾊｹ 密、径2㎜以下の石英を
僅かに含む

良 621 216

2692 JJ09 Ⅳ
Ⅴ～Ⅵ
鉢A2

口径17.0
器高(6.9)
最大径18.8

口縁3
ﾅﾃﾞ、刺突文、ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊ
ｹ、刺突文

ﾖｺﾅﾃﾞ、輪積み痕、
指頭圧痕、ﾊｹ

やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

621 －

2693 JM12 Ⅳ
Ⅴ～Ⅵ
鉢A2

口径16.2
底径2.4
器高7.8

最大径15.5

口縁7
底部完

存

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、直線文3条2
帯(ｸｼ)、刺突文(ｸｼ)、ﾊ
ｹ

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、輪積み
痕、ｹｽﾞﾘのちﾊｹ(底
部周辺)

やや密、径5㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む 普

通

口縁部打ち欠き有
り

621 －
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No
地区
遺構

層
位

時期
器種分類

法量(㎝)
残存率
(X/12)

調整
胎土

焼
成

備考 挿図 図版
外面 内面

2694 JN08
Ⅳ
a

Ⅴ
鉢A1

口径15.6
器高(8.8)

口縁6
刺突文、ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、

指頭圧痕、輪積み
痕

やや密、径2㎜以下の長
石・石英・ﾁｬｰﾄ・赤色
酸化土粒を多く含む

普
通

外面煤・炭化物付
着 621 －

2695 JN15 Ⅳ
Ⅴ
鉢A2

口径9.0
底径2.0
器高(5.7)

口縁7
底部2/4
以上

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、直線文、刺
突文、輪積み痕　磨耗
著しい

ﾖｺﾅﾃﾞ、輪積み痕、
ｹｽﾞﾘ

やや粗、径3㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

打ち欠き
621 205

2696 JA12 Ⅳ
Ⅵ～Ⅶ
鉢Ｅ

口径9.6
底径4.2
器高5.2
最大径9.8

口縁1
底部2/4
以上

ﾊｹ ﾊｹ 密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

良 621 －

2697 JO09 Ⅳ
Ⅴ～Ⅵ
手捏ねＢ

底径3.5
器高(5.7)

底部完
存

ﾊｹ、指頭圧痕 ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、指頭圧痕、
輪積み痕

やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

内面赤彩有り
621 －

2698 JS14 Ⅳ
Ⅴ～Ⅵ
鉢Ｅ

口径15.1
底径4.5
器高7.7

口縁7
底部完

存

ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ やや密、径3㎜以下の赤
色酸化土粒を僅かに含
む

普
通

621 206

2699 JN09 Ⅳ
Ⅴ～Ⅵ
鉢B3

口径15.0
底径4.6

器高(10.6)
最大径15.0

口縁1
底部2/4
以上

指頭圧痕、ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、
板ﾅﾃﾞ

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、輪積み
痕

やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

底部穿孔有り

621 －

2700 JA12 Ⅳ
Ⅵ～Ⅶ
鉢Ｅ

口径11.0
底径3.7
器高5.9

最大径11.2

口縁1
底部完

存

ﾅﾃﾞ？、板ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ(底
部)

ﾅﾃﾞ？、ﾊｹ 密、径2㎜以下の長石を
僅かに含む

良 621 －

2701 JS13 Ⅳ
Ⅴ～Ⅶ
鉢D？底

部

底径3.4
器高(1.5)

底部2/4
以上

ﾖｺﾅﾃﾞ ﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む 良 621 －

2702 JS13 Ⅳ
Ⅴ～Ⅶ
鉢D？底

部

底径5.0
器高(2.5)

底部完
存

ﾅﾃﾞ、指頭圧痕 ﾅﾃﾞ、指頭圧痕 密、径2㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄを僅かに含む 良 621 －

2703 JL13 Ⅳ
Ⅴ

高坏B1
口径14.9
器高(2.9)

口縁1
ﾅﾃﾞ ﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長

石を僅かに含む
普
通

622 －

2704 JE12 a
Ⅴ

高坏B2b
器高(3.7)

沈線(2条)、摩耗のため
調整不明

摩耗のため調整不
明

密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

普
通

622 －

2705 JD11 Ⅳ
Ⅴ

高坏B2a
口径18.9
器高(3.6)

口縁2
摩耗のため調整不明 摩耗のため調整不

明
密、径1㎜以下の長石を
多く含む

普
通

622 －

2706 JD12 Ⅳ
Ⅴ

高坏B1b
口径18.9
器高(4.0)

口縁1
ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ 密、径1㎜以下の長石を

僅かに含む
良 622 －

2707 JG17 a
Ⅴ

高坏B2b
口径19.8
器高(3.8)

口縁1
ﾅﾃﾞ？、指頭圧痕、摩耗
顕著

ﾅﾃﾞ？、指頭圧痕、
摩耗顕著

密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

良 622 －

2708 JB10 Ⅳ
Ⅴ

高坏B3b
口径20.2
器高(4.0)

口縁1
ﾐｶﾞｷ 摩耗のため調整不

明
密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

良 622 －

2709 JD09
Ⅳ
a

Ⅴ
高坏B3a

口径18.8
器高(4.7)

口縁3
ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ やや密、径2㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む
普
通

622 －

2710 KN01 Ⅴ
Ⅴ～Ⅵ
高坏B3a

口径18.9
器高(12.7)

口縁7
ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、ｼﾎﾞﾘ痕 密、径2㎜以下の石英・

雲母・赤色酸化土粒を
僅かに含む

普
通

1穿孔1組3方向
622 228

2711 JB10 Ⅳ
Ⅴ

高坏B3b

口径21
底径12.2
器高(13.5)

口縁1
底部1/4
未満

ﾐｶﾞｷ 摩耗のため調整不
明

密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む 良

外面赤色顔料付
着？ 622 －

2712 JR13 Ⅳ
Ⅴ

高坏B2b
口径19.8
器高(3.9)

口縁1
ﾅﾃﾞ、波状文 磨耗のため調整不

明
やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを多く含む

普
通

622 －

2713 FR14 Ⅳ
Ⅴ

高坏B2a
口径21.4
器高(4.2)

口縁1
波状文、沈線(2条)、磨
耗のため調整不明

摩耗のため調整不
明

密、径2㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄを僅かに含む

普
通

622 －

2714 JD09 Ⅳ
Ⅴ

高坏B3a

口径12.8
器高(4.4)
最大径12.8

口縁4
ﾅﾃﾞ、波状文(4条)、磨
耗著しい

ﾐｶﾞｷ　磨耗著しい やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

622 －

2715 JN15 Ⅳ
Ⅴ

高坏B
底径12.3
器高(9.9)

底部1/4
以上

ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、ﾅﾃﾞ やや粗、径2㎜以下の長
石を僅かに含む

普
通

1穿孔1組3方向
622 －

2716 JI16 Ⅳ
Ⅴ～Ⅵ
高坏Ｂ

底径14.7
器高(12.4)

底部2/4
以上

ﾐｶﾞｷ、沈線　磨耗著し
い

ﾐｶﾞｷ、ｼﾎﾞﾘ痕、ﾅﾃﾞ、
　磨耗著しい

やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

622 －

2717 KN01 Ⅴ
Ⅴ

高坏B3b
口径25.6
器高(4.3)

口縁2
ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ 密、径1㎜以下の石英・

赤色酸化土粒を僅かに
含む

普
通

622 －

2718 JM03 1
Ⅴ～Ⅵ
高坏B3b

口径27.0
器高(4.5)

口縁1
摩耗のため調整不明 ﾐｶﾞｷ やや密、径1㎜以下の長

石を僅かに含む
普
通

一部内面赤彩有り
622 －

2719 JA12 Ⅳ
Ⅴ

高坏B4
口径27.6
器高(7.5)

口縁2
ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ 密、径1㎜以下の長石・

赤色酸化土粒を僅かに
含む

良 622 －

2720 FT12 Ⅳ
Ⅴ

高坏B脚
部

器高(5.5)
沈線(6条1組3帯)、摩耗
顕著

ｼﾎﾞﾘ痕、摩耗顕著 やや密、径2㎜以下の石
英・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

1穿孔1組3方向
623 －

2721 FS09 Ⅳ
Ⅴ

高坏B1脚
部?

器高(7.5)
摩耗のため調整不明 摩耗のため調整不

明
やや密

普
通

1穿孔1組3方向
623 －

2722 JM08
Ⅳ
a

Ⅴ
高坏B脚

部
器高(5.5)

ﾐｶﾞｷ、直線文3帯(6+7+6
条？)

ﾐｶﾞｷ、ｼﾎﾞﾘ痕、ﾅﾃﾞ やや密、径2㎜以下の長
石を僅かに含む

普
通

一部
623 －

2723 JK14 Ⅳ
Ⅴ

高坏B脚
部

器高(10.3)
ﾅﾃﾞ、直線文(5条×4)、
磨耗著しい

ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、ｼﾎﾞﾘ痕　
磨耗著しい

やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを多く含む

普
通

1穿孔1組3方向
623 －

2724 JG07 Ⅳ
Ⅴ

高坏脚部
器高(8.3)

沈線、ﾐｶﾞｷ ﾅﾃﾞ、ｼﾎﾞﾘ痕 やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

普
通

1穿孔1組4方向
623 －
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No
地区
遺構

層
位

時期
器種分類

法量(㎝)
残存率
(X/12)

調整
胎土

焼
成

備考 挿図 図版
外面 内面

2725 FT12 Ⅳ
Ⅴ

高坏B脚
部?

底径12.9
器高(8.0)

底部1/4
未満

ﾐｶﾞｷ、直線文2帯 ｼﾎﾞﾘ痕、ﾅﾃﾞ やや粗、径2㎜以下の石
英・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

反転実側、1穿孔1
組4方向？、外面
に煤付着

623 －

2726 JC10 Ⅳ
Ⅴ～Ⅶ
高坏B脚

部

底径12.6
器高(3.8)

底部1/4
以上

ﾐｶﾞｷ 指頭圧痕、ﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む 良

1穿 孔1組3方 向、
破断面に二次焼成
痕

623 －

2727 JJ16 Ⅳ
Ⅴ～Ⅵ
高坏脚部

器高(5.2)
磨耗のため調整不明 磨耗のため調整不

明
やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

1穿孔1組3方向
623 －

2728 JN16 a
Ⅴ～Ⅶ
高坏脚部

底径7.8
器高(5.1)

底部1/4
以上

ﾐｶﾞｷ ｹｽﾞﾘ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞ
ｷ

やや密、径1㎜以下の長
石・石英・ﾁｬｰﾄ・赤色
酸化土粒を多く含む

普
通

623 －

2729 JA11 Ⅳ
Ⅴ～Ⅵ
高坏B脚

部
器高(10.4)

摩耗のため調整不明 ｼﾎﾞﾘ痕 やや密、径1㎜以下の長
石を僅かに含む

普
通

1穿孔1組3方向
623 －

2730 JA11 Ⅳ
Ⅴ～Ⅵ
高坏B脚

部

底径12.1
器高(11.7)

底部2/4
以上

摩耗のため調整不明 ｼﾎﾞﾘ痕 やや密、径1㎜以下の長
石を僅かに含む

普
通

1穿孔1組3方向
623 －

2731 JF13 Ⅳ
Ⅴ～Ⅵ
高坏B脚

部
器高(9.8)

ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、ｼﾎﾞﾘ痕 密、径2㎜以下の長石を
僅かに含む 良

1穿孔1組3方向？
623 －

2732 JS14 Ⅴ
Ⅴ～Ⅵ
高坏B脚
部？

底径9.4
器高(8.2)

底部3/4
以上

ﾐｶﾞｷ ｼﾎﾞﾘ痕、ﾅﾃﾞ やや密、径3㎜以下の赤
色酸化土粒を多く含む

普
通

1穿孔1組3方向
623 －

2733 JL20 Ⅴ
Ⅴ～Ⅵ
高坏B脚

部

底径11.9
器高(3.2)

底部1/4
以上

ﾐｶﾞｷ ﾅﾃﾞ？、摩耗のため
調整不明

やや密、径1㎜以下の長
石を僅かに含む 良

1穿孔1組3方向
623 －

2734 JB10 Ⅳ
Ⅴ～Ⅵ
高坏B脚

部

底径11.5
器高(3.7)

底部2/4
以上

ﾐｶﾞｷ ﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む 良

1穿孔1組3方向
623 －

2735 JL20 Ⅴ
Ⅴ～Ⅵ
高坏B脚

部

底径11.4
器高(6.7)

底部1/4
未満

ﾐｶﾞｷ ﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む 良

一部・、1穿孔1組
3方向 623 －

2736 JJ14 Ⅳ
Ⅴ

高坏B2b

口径25.5
底径15.2
器高22.6
最大径26.5

口縁1
底部1/4
以上

ﾐｶﾞｷ、ﾊｹ、直線文、ﾅﾃﾞ ﾐｶﾞｷ、ｼﾎﾞﾘ痕、ﾕﾋﾞ
ﾅﾃﾞ、ﾊｹ

やや密、径1㎜以下の長
石・石英・赤色酸化土
粒を僅かに含む

良

外面赤彩有り、1
穿孔1組4方向

623 206

2737 JB13 Ⅳ
Ⅴ

高坏B脚
部?

底径11.6
器高(11)

底部1/4
未満

ﾐｶﾞｷ、ﾊｹ ﾅﾃﾞ、ｼﾎﾞﾘ痕 やや密、径1㎜以下の石
英・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

1穿 孔1組4方 向、
脚裾部内外面に煤
付着

623 －

2738 JH13 Ⅳ
Ⅶ

高坏C4d
口径34.6
器高(4.0)

口縁1
摩耗のため調整不明 多条沈線、山形文 密、径1㎜以下の長石・

赤色酸化土粒を僅かに
含む

良 624 －

2739 撹乱
Ⅳ
b

Ⅶ
高坏C4d

口径31.0
器高(8.9)

口縁1

ﾐｶﾞｷ 直線文(14条)、山
形文(ﾍﾗ)、直線文(5
条)、斜格子文(ﾍﾗ)、
直線文(5条)、山形
文(ﾍ ﾗ)、直線文(6
条)

やや密、径2㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を多
く含む

良

外面に煤付着

624 －

2740 JS08
Ⅴ
上

Ⅶ
高坏C4d

器高(5.1)

ﾐｶﾞｷ 多条沈線、羽状文2
帯(ﾍﾗ)、多条沈線
(5条)、羽状文2帯、
多条沈線

密、径2㎜以下の長石・
赤色酸化土粒を僅かに
含む

良 624 －

2741 JF11 Ⅳ
Ⅶ

高坏H2
器高(2.6)

多条沈線、山形文 ﾐｶﾞｷ 密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

良 624 －

2742 FT12 Ⅳ
Ⅴ

高坏I1a
口径13.6
器高(7.6)

口縁2
ﾐｶﾞｷ、竹管文、沈線(2条) ﾅﾃﾞ、指頭圧痕 密、径2㎜以下の赤色酸

化土粒を多く含む
良

黒斑有り
624 230

2743 JM20 Ⅴ
Ⅴ

高坏I1a
器高(3.8)

ﾐｶﾞｷ、竹管文、沈線 ﾐｶﾞｷ 密、径1㎜以下の長石・
赤色酸化土粒を僅かに
含む

良 624 －

2744 JQ07 Ⅳ
Ⅴ～Ⅵ
高坏I2

口径12.8
器高(8.8)

口縁1
ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ ﾅﾃﾞ、指頭圧痕 密、径2㎜以下の長石・

ﾁｬｰﾄを僅かに含む
良 624 －

2745 JS07 Ⅳ
Ⅴ～Ⅵ
高坏I3

口径6.6
器高(7.3)

口縁2
ﾐｶﾞｷ ﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下の長石を

僅かに含む
良 624 －

2746 KC08 Ⅲ
Ⅵ～Ⅶ
器台C2

口径9.7
器高(2.7)

口縁5
ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、一部に煤状

のものが付着し摩
耗している

密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む 良

口縁部打ち欠き？
624 －

2747 JS14 Ⅳ
Ⅵ

高坏Ｉ3
口径8.6
器高(8.0)

口縁3

口縁部多条沈線(2条)、
多条沈線(6条)、山形文、
多条沈線(2条)、山形文、
多条沈線(2条)、菱形文、
沈線(1条)、菱形文、多
条沈線(2条)、多条沈線
(2条)、菱形文、沈線1条、
菱形文、多条沈線(2条)、
多条沈線(2条)

ﾅﾃﾞ？、ﾊｹ、磨耗著
しい

やや密、径1㎜以下の赤
色酸化土粒を僅かに含
む

普
通

624 206

2748 撹乱 Ⅳ
Ⅵ

高坏C･D
脚部

器高(11)
ﾐｶﾞｷ ﾅﾃﾞ、ﾊｹ 密、径1㎜以下の長石・

ﾁｬｰﾄを僅かに含む 良
1穿孔1組3方向(推
定)　、内外面に
煤付着

624 －

2749 撹乱 Ⅰ
Ⅵ～Ⅶ
高坏C･D
脚部

底径10.4
器高(6.1)

底部3/4
以上

ﾊｹ、ﾐｶﾞｷ ﾅﾃﾞ、ﾊｹ やや密、径2㎜以下の赤
色酸化土粒を多く含む

普
通

内面に煤付着
624 －

2750 FS12 Ⅳ
Ⅴ

高坏I脚
部

底径12.4
器高(7.7)

底部2/4
以上

ﾐｶﾞｷ ﾅﾃﾞ、指頭圧痕、ｼﾎ
ﾞﾘ痕

やや密、径4㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを多く含む

不
良

1穿孔1組3方向
624 －

2751 JA13 Ⅳ
Ⅴ

器台A2
口径17.1
器高(10.2)

口縁1
擬凹線(2条)、円形浮文、
ﾐｶﾞｷ

摩耗のため調整不
明

密、径1㎜以下の長石・
赤色酸化土粒を僅かに
含む

普
通

1穿孔1組3方向
624 －
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表160 土器類観察表（94）

No
地区
遺構

層
位

時期
器種分類

法量(㎝)
残存率
(X/12)

調整
胎土

焼
成

備考 挿図 図版
外面 内面

2752 JB13 Ⅳ
Ⅴ

器台A1・
2

器高(5.5)
沈線2帯、ﾐｶﾞｷ？ ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ？ やや密、径6㎜以下の石

英を僅かに含む
普
通

624 －

2753 JE08 33
Ⅴ

器台A1
器高(7.5)

ﾖｺﾅﾃﾞ、直線文 ﾅﾃﾞ 密、径10㎜以下の長石・
石英・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化
土粒を多く含む

良 624 －

2754 JS14 Ⅳ
Ⅴ

器台A2

口径14.8
底径13.0
器高(10.2)
最大径15.4

口縁3
底部2/4
以上

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ 輪積み痕、指頭圧
痕、ﾅﾃﾞ

やや密、径3㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

1穿孔1組3方向

624 －

2755 JM20 Ⅴ
Ⅵ

器台B1
口径22.0
器高(3.2)

口縁1
擬凹線？、ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ 密、径1㎜以下の長石を

僅かに含む
良 625 －

2756 JC11 Ⅳ
Ⅵ

器台B1
口径19.9
器高(2.8)

口縁2
ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ 密、径1㎜以下の長石を

僅かに含む
良 625 －

2757 JL20 Ⅴ
Ⅵ

器台B脚
部

底径13.0
器高(3.3)

底部1/4
以上

ﾐｶﾞｷ、沈線 ﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む 良

1穿 孔1組3方 向、
赤色顔料付着(外) 625 －

2758 JM20 Ⅴ
Ⅵ

器台B脚
部

底径12.9
器高(3.9)

底部2/4
以上

ﾐｶﾞｷ 摩耗のため調整不
明

密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む 良

1穿孔1組3方向
625 －

2759 JE19 Ⅳ
Ⅴ

器台Ａ
器高(8.3)

摩耗のため調整不明 ｼﾎﾞﾘ痕 やや密、径2㎜以下の長
石を僅かに含む

不
良

1穿孔1組3方向
625 －

2760 JA11 Ⅳ
Ⅵ

器台B1a

口径16.3
底径13..5
器高11.8
最大径16.7

口縁1
底部1/4
以上

摩耗のため調整不明 摩耗のため調整不
明

やや密、径1㎜以下の赤
色酸化土粒を僅かに含
む

普
通

1穿孔1組3方向

625 －

2761 JS07 Ⅳ
Ⅵ

器台B1a

口径14.5
底径11.1
器高10.0
最大径14.8

口縁9
底部完

存

沈線(2条)、ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ、ﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下の長石を
多く含む

良

1穿孔1組3方向

625 －

2762 JL20 Ⅴ
Ⅴ

壺A1b
口径15.8
器高(4.4)

口縁4
細い沈線(口縁端部)、ﾐ
ｶﾞｷ

ﾐｶﾞｷ、指頭圧痕 密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

良 625 －

2763 撹乱 Ⅰ
Ⅴ～Ⅵ
壺A1b

口径13.8
器高(3.2)

口縁4
ﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾅﾃﾞ、ﾊｹ やや密、径1㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

625 －

2764 JL08
Ⅳ
a

Ⅴ～Ⅵ
壺D3b

口径12.6
器高(5.0)

口縁3
ﾖｺﾅﾃﾞ、縦位直線文(3条
1組×2)、ﾊｹ、直線文

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾅﾃﾞ やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

625 －

2765 JP09 Ⅳ
Ⅴ
甕D3

口径17.0
器高(4.0)

口縁4
擬凹線(2条)、磨耗著し
い

扇形文、磨耗著し
い

やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

普
通

外面に煤付着
625 －

2766 JG06 Ⅳ
Ⅴ～Ⅵ
壺A1b

口径20.4
器高(5.3)

口縁1
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾅﾃﾞ 羽 状 文、 刺 突 文、

指頭圧痕
やや密、径1㎜以下の長
石を多く含む

普
通

625 －

2767 撹乱 Ⅰ
Ⅵ～Ⅶ
壺A1b

口径17.2
器高(5.0)

口縁6
擬凹線(7条)、ﾅﾃﾞ、指
頭圧痕、ﾊｹ

ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕、
ﾊｹ

やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

625 －

2768 JS14 Ⅳ
Ⅵ～Ⅶ
壺A2

口径15.7
器高(3.9)

口縁2
擬凹線(2条)、円形浮文、
磨耗著しい

竹 管 文、 刺 突 文、
磨耗著しい

やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

625 －

2769 JE19 Ⅳ
Ⅴ～Ⅵ
壺A1b

口径15.0
器高(3.8)

口縁3
擬 凹 線(2条)？(口 縁
部)、ﾅﾃﾞ

ﾅﾃﾞ やや密、径2㎜以下の長
石を僅かに含む

普
通

625 －

2770 JM14 Ⅳ
Ⅴ～Ⅵ
壺A1b

口径16.5
器高(3.1)

口縁3
刺突文(ｸｼ)、ﾊｹ 刺突文(ｸｼ)、扇形

文(ｸｼ)
やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

625 －

2771 JD11 Ⅳ
Ⅴ

壺A1b
口径24.0
器高(2.8)

口縁1
竹管文、刺突文？、摩
耗のため調整不明

摩耗のため調整不
明

密、径2㎜以下の長石を
僅かに含む

普
通

625 －

2772 JA13 Ⅳ
Ⅴ

壺A1a
口径20.0
器高(4.0)

口縁3
擬凹線(2条)、摩耗のた
め調整不明

横羽状文、列点文、
ﾐｶﾞｷ

やや密、径1㎜以下の長
石・雲母を僅かに含む

良 625 －

2773 JE13 Ⅳ
Ⅴ

壺A1a
口径19.9
器高(4.1)

口縁3
擬凹線(2条)(口縁部)、
摩耗顕著

横羽状文、刺突文、
ﾊｹ

密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

不
良

626 －

2774 JH07 Ⅳ
Ⅴ

壺A1b
口径17.8
器高(4.0)

口縁5
擬凹線(3条)、ﾅﾃﾞ、ﾊｹ 羽状文、ﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長

石を多く含む
普
通

口縁部内外面赤彩
有り

626 －

2775 JS14 Ⅳ
Ⅴ

壺A1a
口径21.0
器高(5.2)

口縁3
擬凹線(3条)、ﾅﾃﾞ　磨
耗著しい

ﾅﾃﾞ、羽状文　磨耗
著しい

やや密、径4㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

内面赤彩有り
626 －

2776 JA11 Ⅳ
Ⅴ～Ⅵ
壺A1a

口径18.8
器高(2.3)

口縁6
擬凹線(5条)、ﾅﾃﾞ？ 横羽状文(貝？) やや密、径1㎜以下の長

石を僅かに含む
普
通

内面赤色顔料付着
626 －

2777 FS14 Ⅳ
Ⅴ～Ⅵ
壺A胴部

器高(14.7)
直線文、波状文、扇形文、
ﾊｹ、沈線(6条1組4帯)

摩耗のため調整不
明

やや密、径1㎜以下の長
石を僅かに含む

不
良

626 230

2778 JA10 Ⅳ
Ⅴ

壺A胴部
器高(5.1)

扇形文、ﾐｶﾞｷ？ 輪積み痕、摩耗顕
著

やや密、径1㎜以下の赤
色酸化土粒を僅かに含
む

普
通

626 －

2779 FS14 Ⅳ
Ⅴ～Ⅵ
壺A胴部

器高(8.8)
直線文、波状文、摩耗
のため調整不明

板ﾅﾃﾞ？、ﾅﾃﾞ やや密、径6㎜以下の長
石を僅かに含む

普
通

626 －

2780 JB16 Ⅳ
Ⅶ

壺A胴部
器高(4.3)

貼付突帯、突帯上に擬
凹線

摩耗のため調整不
明

やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

外面赤色顔料付着
626 －

2781 JS11
Ⅰ
～
Ⅲ

Ⅴ～Ⅵ
壺A胴部

器高(6.9)
ﾐｶﾞｷ、ﾊｹ ﾅﾃﾞ、指頭圧痕 密、径3㎜以下の長石・

雲母・赤色酸化土粒を
多く含む

良 626 －
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表161 土器類観察表（95）

No
地区
遺構

層
位

時期
器種分類

法量(㎝)
残存率
(X/12)

調整
胎土

焼
成

備考 挿図 図版
外面 内面

2782 FT10 Ⅳ
Ⅴ～Ⅵ
壺A3

口径20.0
器高(3.8)

口縁7
擬凹線3条、ﾐｶﾞｷ 羽状文、摩耗のた

め調整不明
密、径1㎜以下の赤色酸
化土粒を多く含む

普
通

626 －

2783 KL03 Ⅳ
Ⅴ～Ⅵ
壺Ｋ

口径15.1
器高(4.9)

口縁2
ﾅﾃﾞ？、指頭圧痕、摩耗
有り

ﾐｶﾞｷ、摩耗有り 密、径2㎜以下の長石を
僅かに含む

良 626 －

2784 撹乱 Ⅰ
Ⅶ
壺A5

口径16.2
器高(6.1)

口縁2
ﾅﾃﾞ、竹管文、指頭圧痕、
ﾊｹ　磨耗著しい

ﾅﾃﾞ、ﾊｹ　磨耗著し
い

やや密、径5㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

626 206

2785 FS14 Ⅳ
Ⅴ～Ⅵ
壺A3

口径14.2
器高(9.4)

口縁8
ﾊｹ、簾状文？(ｸｼ)、波
状文

刺突文(口縁部)、ﾅ
ﾃﾞ、指頭圧痕、輪
積み痕

やや密、径6㎜以下の長
石を僅かに含む

普
通

626 228

2786 JB17 Ⅳ
Ⅵ～Ⅶ
壺A4

口径14.9
器高(5.4)

口縁7
擬凹線(3条口縁部)、ﾐｶ
ﾞｷ？

羽状文、沈線、摩
耗のため調整不明

やや密、径2㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

不
良

赤色顔料付着(口
縁内面・外) 626 －

2787 JM20 Ⅴ
Ⅴ～Ⅵ
壺A2

口径16.3
器高(3.3)

口縁7
棒状浮文・竹管文(口縁
部)、ﾐｶﾞｷ

ﾐｶﾞｷ 密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

良 627 －

2788 JM14 Ⅳ
Ⅴ～Ⅵ
壺B2b

口径14.5
器高(20.3)
最大径26.9

口縁12
擬凹線(4条)、ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞ
ｷ

ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ、指頭圧
痕、ﾊｹ、ﾕﾋﾞ ﾅ ﾃ ﾞ、
輪積み痕

やや密、径1㎜以下の長
石・雲母・ﾁｬｰﾄ・赤色
酸化土粒を僅かに含む

良 627 －

2789 JS14 Ⅳ
Ⅴ～Ⅶ
壺B2b

口径17.3
器高(8.3)

口縁6
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾊｹ、指頭圧痕 やや密、径2㎜以下の長

石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

627 －

2790 JA12 Ⅳ
Ⅴ～Ⅵ
壺B2a

口径15.7
器高(4.9)

口縁2
ﾅﾃﾞ、指頭圧痕 ﾅﾃﾞ、指頭圧痕、ﾊｹ 密、径1㎜以下の長石を

僅かに含む
良 627 －

2791 撹乱 Ⅳ
Ⅵ～Ⅶ
壺B2b

口径14.7
器高(5.4)

口縁4
ﾐｶﾞｷ、ﾊｹ、ﾅﾃﾞ、指頭圧
痕

ﾐｶﾞｷ、ﾊｹ、ﾅﾃﾞ、指
頭圧痕

やや密、径3㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

627 －

2792 JJ14 Ⅳ
Ⅴ～Ⅵ

壺
器高(4.6)

ﾅﾃﾞ、竹管文 ﾅﾃﾞ やや密、径3㎜以下の長
石、赤色酸化土粒を多
く含む

普
通

627 －

2793 JD12 Ⅳ
Ⅴ
壺D2

口径14.6
器高(7.7)

口縁2
ﾖｺﾅﾃ ・゙刺突文(口縁部)、
ﾊｹ

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧
痕

密、径2㎜以下の長石を
僅かに含む

良 627 －

2794 JA14 Ⅳ
Ⅵ

壺H胴部

底径3.9
器高(11.7)
最大径17.6

底部完
存

指頭圧痕、摩耗のため
調整不明

指頭圧痕、摩耗の
ため調整不明

やや粗、径3㎜以下の石
英・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

内面赤色顔料付着
627 228

2795 JM14 Ⅳ
Ⅵ～Ⅶ
壺B･C

底径5.6
器高(20.1)

底部完
存

ﾊｹのちﾐｶﾞｷ 板ﾅﾃﾞ、ﾊｹ、輪積み
痕

密、径1㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土粒を
僅かに含む

良
外面線刻3ヶ所有
り　 627 206

2796 JC10 Ⅳ
Ⅴ
壺D1

口径11.2
器高(3.5)

口縁1
ﾖｺﾅﾃﾞ、沈線(2条)、ﾅﾃﾞ ﾖｺﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下の長石を

僅かに含む
良 627 －

2797 JS07 Ⅳ
Ⅵ～Ⅶ
壺H2a

口径12.6
器高(5.5)

口縁11
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ ﾐｶﾞｷ 密、径1㎜以下の長石を

僅かに含む
良

口縁部打ち欠き
627 －

2798 撹乱 Ⅰ
Ⅷ
壺

口径17.2
器高(6.7)

口縁1
指頭圧痕　磨耗のため
調整不明

指頭圧痕　磨耗の
ため調整不明

やや粗、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

628 －

2799 撹乱 Ⅰ
Ⅶ
壺

口径23.4
器高(4.1)

口縁1
羽状文(ｸｼ)　磨耗のた
め調整不明

羽状文　磨耗のた
め調整不明

やや密、径3㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を多
く含む

不
良

内面に煤付着
628 －

2800 JI16 Ⅳ
Ⅴ～Ⅵ
高坏I2

口径7.4
器高(9.1)
最大径16.5

口縁3
磨耗のため調整不明 ﾅﾃﾞ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、ﾊｹ、

輪積み痕
やや密、径3㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

628 －

2801 JA14 Ⅳ
Ⅴ
壺F1

口径9.7
器高(5.4)

口縁6
摩耗のため調整不明 ﾊｹ 密、径1㎜以下の長石・

赤色酸化土粒を僅かに
含む

良
頸部下に2個の穿
孔有り 628 229

2802 FT12 Ⅳ
Ⅵ～Ⅶ
壺H2b

口径7.0
器高(4.3)

口縁3
沈線(2条)？、摩耗のた
め調整不明

ﾅﾃﾞ、摩耗のため調
整不明

やや密、径1㎜以下の石
英を僅かに含む

普
通

628 －

2803 JM08
Ⅳ
a

Ⅶ
壺G3b

口径8.7
器高(5.3)

口縁3

多条沈線(6条)、山形文、
多条沈線(2条)、山形文、
多条沈線(4条)、刺突文、
沈線、刺突文、多条沈
線(4条)、山形文、沈線、
山形文、多条沈線(3条)、
羽状文、多条沈線(3条)、
刺突文、沈線

ﾐｶﾞｷ やや密、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

628 －

2804 JL20 Ⅴ
Ⅴ～Ⅵ
壺H3

口径9.2
器高(4.4)

口縁3
ﾐｶﾞｷ ﾊｹ、ﾐｶﾞｷ 密、径1㎜以下の長石を

僅かに含む
良 628 －

2805 JB17 Ⅳ
Ⅴ～Ⅵ
壺Ｋ

口径5.2
器高(7.1)
最大径8.6

口縁1
ﾅﾃﾞ、列点文、直線文、
指頭圧痕

ﾅﾃﾞ、指頭圧痕 やや密、径1㎜以下の長
石を僅かに含む

普
通

628 229

2806 JN16 Ⅳ
Ⅷ
壺

口径9.0
器高(5.0)

口縁4
ﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾅﾃﾞ、指頭圧痕、ﾅﾃ

ﾞ
やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

口縁部打ち欠き
628 －

2807 JS14 Ⅳ
Ⅴ～Ⅵ
壺A1a

口径15.4
器高(5.0)

口縁3
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾅﾃﾞ やや密、径2㎜以下の長

石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

628 －

2808 JL14 Ⅳ
Ⅴ～Ⅵ
壺Ｋ

口径12.1
器高(10.9)
最大径17.2

口縁3
ﾅﾃﾞ、ﾐｶﾞｷ ﾅﾃﾞ、指頭圧痕、輪

積み痕、ﾊｹ
やや密、径3㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

628 －
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表162 土器類観察表（96）

No
地区
遺構

層
位

時期
器種分類

法量(㎝)
残存率
(X/12)

調整
胎土

焼
成

備考 挿図 図版
外面 内面

2809 FT12 Ⅳ
Ⅵ

壺H胴部

底径2.4
器高(5.8)
最大径16.5

底部完
存

ﾐｶﾞｷ ﾊｹ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、輪積
み痕

密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む 良 628 －

2810 JH14 Ⅳ
Ⅵ～Ⅶ
壺A3

器高(3.0)
貼付渦文、擬凹線(3条) 摩耗のため調整不

明
密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

良 628 －

2811 JK20 Ⅳ
Ⅴ～Ⅵ
壺G底部

底径3.1
器高(2.9)

底部完
存

ﾐｶﾞｷ？、摩耗のため調
整不明

指頭圧痕、摩耗の
ため調整不明

やや密、径1㎜以下の長
石を僅かに含む

普
通

外面に煤付着
628 －

2812 JA10 Ⅳ
Ⅴ～Ⅶ
壺底部

底径5.5
器高(3.0)

底部3/4
以上

指頭圧痕 指頭圧痕、ﾊｹ やや密、径1㎜以下の長
石を僅かに含む

良
籾殻痕・破断面に
煤付着(底部外面)

628 －

2813 JL12 Ⅳ
Ⅴ

壺脚部
底径9.4
器高(6.0)

底部3/4
以上

ﾅﾃﾞ 指頭圧痕、ﾅﾃﾞ やや密、径6㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

普
通

打ち欠き、外面に
煤付着

628 －

2814 FT10 Ⅳ
Ⅴ～Ⅶ
壺底部

底径6.7
器高(4.3)

底部1/4
未満

ﾊｹ ﾅﾃﾞ やや粗、5㎜以下の長石
を僅かに含む

良 628 －

2815 JA13 Ⅳ
Ⅴ

甕A2b
口径16.0
器高(8.2)

口縁8
ﾖｺﾅﾃﾞ、直線文(6条？1
組2帯？)、列点文

ﾖｺﾅﾃﾞ、板ﾅﾃﾞ 密、径2㎜以下の長石・
赤色酸化土粒を僅かに
含む

良 628 －

2816 FT12 Ⅳ
Ⅴ～Ⅵ
甕A2b

口径17.8
器高(3.9)

口縁3
ﾖｺﾅﾃ ・゙刺突文(口縁部)、
直線文、ﾊｹ

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾅﾃﾞ、ﾊｹ 密、径2㎜以下の赤色酸
化土粒を僅かに含む

良 628 －

2817 JC10 Ⅳ
Ⅴ～Ⅵ
甕A2b

口径15.2
器高(6.1)

口縁4
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、直線文
(ｸｼ)、ﾊｹ

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ 密、径2㎜以下の長石を
僅かに含む

良 628 229

2818 JC13 Ⅳ
Ⅴ
甕A1

口径16.0
器高(6.0)

口縁3
ﾖｺﾅﾃ ・゙刺突文(口縁部)、
直線文(ｸｼ)、波状文

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

良 628 －

2819 FT12 Ⅳ
Ⅴ～Ⅵ
甕A2b

口径15.7
器高(5.3)

口縁1
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、直線文
(ｸｼ)、ﾊｹ

ﾖｺﾅﾃﾞ？、板ﾅﾃﾞ？ やや粗、径2㎜以下の石
英を僅かに含む

普
通

628 229

2820 FS12 Ⅳ
Ⅴ

甕A2b
口径13.2
器高(5.5)

口縁3
ﾖｺﾅﾃﾞ、列点文、直線文、
ﾊｹ、指頭圧痕

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾅﾃﾞ、ﾕﾋﾞｱﾄ
有り

やや密、径4㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

629 229

2821 FS12 Ⅳ
Ⅴ

甕A2b
口径13.4
器高(5.1)

口縁3
沈線、列点文、摩耗顕
著

ﾅﾃﾞ、摩耗顕著 やや密、径2㎜以下の長
石・石英・雲母・赤色
酸化土粒を多く含む

不
良

629 －

2822 FS14 Ⅳ
Ⅴ

甕A2b
口径13.6
器高(8.7)

口縁3
ﾖｺﾅﾃ ・゙刺突文(口縁部)、
直線文(ｸｼ)、ﾊｹ

指頭圧痕、輪積み
痕、摩耗のため調
整不明

やや密、径4㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを多く含む

不
良

629 －

2823 JK11
Ⅳ
a

Ⅴ
甕A2b

口径18.4
器高(4.8)

口縁4
刺突文、ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ やや密、径2㎜以下の石

英・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒をを多く含む

普
通

口縁部煤付着
629 －

2824 JM15 Ⅳ
Ⅴ

甕A2a
口径17.5
器高(3.3)

口縁6
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ やや密、径5㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

外面炭化物付着
629 －

2825 FS11 Ⅳ
Ⅴ～Ⅵ
甕A2b

口径12.7
器高(4.9)

口縁4
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文？、直線
文、ﾊｹ、摩耗顕著

ﾖｺﾅﾃﾞ、輪積み痕、
摩耗顕著

やや密、径3㎜以下の長
石を僅かに含む

普
通

629 －

2826 JN15 Ⅳ
Ⅴ

甕A2b

口径14.7
底径4.2
器高25.9

口縁8
底部完

存

ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、直線文、
波状文、ﾊｹ

ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕、
ｹｽﾞﾘ、ﾅﾃﾞ、ﾊｹ

やや粗、径6㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

629 －

2827 FS12 Ⅳ
Ⅴ

甕A2b
口径17.2
器高(10.1)

口縁3
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、直線文
(ｸｼ)、列点文、ﾊｹ

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧
痕

やや密、径4㎜以下の長
石を僅かに含む

不
良

629 －

2828 KF03 Ⅳ
Ⅴ～Ⅵ
甕A3

口径16.4
器高(15.3)
最大径23.3

口縁7
刺突文(口縁部)、ﾊｹ・
刺突文(胴部)

ﾊｹ・指頭圧痕・輪
積み痕(胴部)

密、径4㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄを多く含む 良

外面炭化物付着
629 229

2829 JT14 Ⅳ
Ⅴ～Ⅵ
甕A2b

口径17.8
器高(16.6)

口縁8
刺突文、ﾖｺﾅﾃﾞ、直線文
(ﾊｹ)、刺突文、ﾅﾃﾞ

ﾖｺﾅﾃﾞ、ｹｽﾞﾘ(板) やや密、径8㎜以下の長
石・石英・ﾁｬｰﾄ赤色酸
化土粒を多く含む

普
通

炭化物付着、打ち
欠き2ヵ所有り 629 －

2830 JA10 Ⅳ
Ⅴ

甕A2a
口径18.3
器高(5.2)

口縁2
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、摩耗顕
著

ﾖｺﾅﾃﾞ、摩耗顕著 やや粗、径1㎜以下の長
石を多く含む

普
通

629 －

2831 FS12 Ⅳ
Ⅴ

甕A2b
口径14.2
器高(9.3)

口縁9
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、直線文
(ｸｼ)、ﾊｹ

ｹｽﾞﾘ？、摩耗顕著 やや密、径3㎜以下の長
石を多く含む

不
良

629 229

2832 JL20 Ⅴ
Ⅴ～Ⅵ
甕A2b

口径15.9
器高(7.1)

口縁2
ﾖｺﾅﾃ ・゙刺突文(口縁部)、
竹管状の工具による?沈
線・列点文(胴部)

ﾊｹ、ﾖｺﾅﾃﾞ 密、径2㎜以下の長石を
僅かに含む 良

外面に煤付着
630 229

2833 FT14 Ⅳ
Ⅴ

甕A2b
口径14.8
器高(6.2)

口縁2
直線文(ｸｼ？)、列点文、
摩耗顕著

摩耗のため調整不
明

やや粗、径3㎜以下のﾁｬ
ｰﾄ・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

630 －

2834 FT12 Ⅳ
Ⅴ

甕A2a
口径13.9
器高(9.2)

口縁1
直線文2帯(ｸｼ)、刺突文、
ﾊｹ

ﾊｹ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、輪積
み痕

やや密、径4㎜以下の石
英・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

630 －

2835 FT12 Ⅳ
Ⅴ～Ⅵ
甕A2b

口径13.9
器高(5.2)

口縁3
ﾖｺﾅﾃﾞ、列点文、直線文、
刺突文、ﾊｹ

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ？ やや粗、径1㎜以下の石
英・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

630 －

2836 JB10 Ⅳ
Ⅴ～Ⅵ
甕A2b

底径4.0
器高(3.3)

底部1/4
以上

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

良
外面に炭化物付着

630 －

2837 JB10 Ⅳ
Ⅴ～Ⅵ
甕A底部

口径17.9
器高(8.7)

口縁1
ﾊｹ ﾊｹ 密、径1㎜以下の長石を

僅かに含む
良

外面に炭化物付着
630 －

2838 JM15 Ⅳ
Ⅴ～Ⅵ
甕A3

口径13.9
器高(3.6)

口縁2
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、磨耗著しい やや密、径2㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

外面に炭化物付着
630 －
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表163 土器類観察表（97）

No
地区
遺構

層
位

時期
器種分類

法量(㎝)
残存率
(X/12)

調整
胎土

焼
成

備考 挿図 図版
外面 内面

2839 JK08
Ⅳ
a

Ⅴ～Ⅵ
甕A3

口径9.6
器高(7.1)

口縁1
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕 やや密、径4㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

630 －

2840 FS11 Ⅳ
Ⅴ～Ⅵ
甕A3

口径17.2
器高(3.1)

口縁2
ﾖｺﾅﾃ ・゙刺突文(口縁部)、
ﾊｹ

ﾖｺﾅﾃﾞ やや密、径3㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ(多)を僅かに
含む

普
通

外面に炭化物付着
630 －

2841 FT12 Ⅳ
Ⅵ
甕A4

口径17.8
器高(7.6)

口縁3
ﾖｺﾅﾃﾞ、沈線(3条)、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、輪積み

痕
やや密、径2㎜以下の石
英を僅かに含む

普
通

630 －

2842 JC09
Ⅳ
a

Ⅴ～Ⅵ
甕A2b

口径(15.7)
器高(5.1)

口縁2
刺突文、ﾊｹ、直線文、
刺突文

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧
痕

密、径1㎜以下のﾁｬｰﾄ・
赤色酸化土粒を僅かに
含む

普
通

630 －

2843 JN15 Ⅳ
Ⅴ

甕A2b
口径16.0
器高(7.2)

口縁12
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、直線文、
ﾊｹ

ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕、
ｹｽﾞﾘ、ﾊｹ

やや粗、径3㎜以下の長
石・雲母・ﾁｬｰﾄ・赤色
酸化土粒を僅かに含む

普
通

630 －

2844 JS14 Ⅳ
Ⅴ～Ⅵ
甕A3

口径15.7
器高(5.7)

口縁3
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕、

ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ
やや密、径2㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

630 －

2845 JJ13 Ⅳ
Ⅴ～Ⅵ
甕A3

口径15.9
器高(17.2)
最大径22.4

口縁4
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、

指頭圧痕
やや密、径3㎜以下の長
石・石英・ﾁｬｰﾄ・赤色
酸化土粒を僅かに含む

普
通

外面に煤付着
630 －

2846 JA10 Ⅳ
Ⅴ

甕A2b
口径14.7
器高(6.8)

口縁4
ﾅﾃﾞ、ﾊｹ、摩耗顕著 ﾅﾃﾞ、指頭圧痕、輪

積み痕、摩耗顕著
やや粗、径1㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

胴部打ち欠き
630 －

2847 JN08
Ⅳ
a

Ⅴ～Ⅵ
甕A3

口径13.9
器高(11)
最大径15.2

口縁4
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ やや密、径2㎜以下の長

石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

外面に煤付着
631 －

2848 JB12 Ⅳ
Ⅴ～Ⅵ
甕A2b

口径15.4
器高(16.1)
最大径17.9

口縁11
ﾖｺﾅﾃ ・゙刺突文(口縁部)、
ﾊｹ

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧
痕

やや粗、径4㎜以下の石
英・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

外面に炭化物付着
631 228

2849 JS13
Ⅴ
上

Ⅵ～Ⅶ
甕A4

口径18.0
器高(13.3)

口縁3
ﾖｺﾅﾃﾞ、刺突文(ﾊｹ)、直
線文、刺突文、ﾊｹ

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧
痕

やや密、径7㎜以下の長
石・石英・ﾁｬｰﾄ・赤色
酸化土粒を多く含む

良
外面に炭化物付着

631 －

2850 FS11 Ⅳ
Ⅴ～Ⅵ
甕A4

口径21.5
器高(12.3)

口縁1
ﾅﾃﾞ、ﾊｹ、摩耗顕著 ﾅﾃﾞ、指頭圧痕、摩

耗顕著
やや密、径3㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

良
外面に煤付着

631 －

2851 FT12 Ⅳ
Ⅴ～Ⅶ
甕胴部

器高(10.2)
ﾊｹ ﾊｹ やや密、径5㎜以下の石

英を僅かに含む
普
通

外面に煤付着
631 －

2852 JB10 Ⅳ
Ⅴ

甕B1b
口径21

器高(4.6)
口縁2

ﾅﾃﾞ、刺突文、ﾊｹ ﾊｹ、ｹｽﾞﾘ？ 密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

良
外面に炭化物付着

631 －

2853 JC13 Ⅳ
Ⅴ

甕B1b
口径19.8
器高(6.6)

口縁5
ﾅﾃﾞ・刺突文(口縁部)、
ﾊｹ

ﾊｹ、ｹｽﾞﾘ 密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

良 631 －

2854 JB12 Ⅳ
Ⅵ～Ⅶ
甕B2

口径15.9
器高(5.8)

口縁1
ﾅﾃﾞ・刺突文(口縁部)、
ﾊｹ

ﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧痕 やや密、径3㎜以下の石
英・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

631 －

2855 JA12 Ⅳ
Ⅴ～Ⅵ
甕B4

口径21.0
器高(6.8)

口縁3
ﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾅﾃﾞ、ﾊｹ 密、径1㎜以下の長石を

僅かに含む
良 631 －

2856 JT14
Ⅰ
～
Ⅲ

Ⅵ～Ⅶ
甕C2

口径20.0
器高(2.9)

口縁2
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、沈線、ﾊｹ やや密、径3㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

631 －

2857 JD09
Ⅳ
a

Ⅴ
甕B1b

口径14.9
器高(22.1)
最大径20.8

口縁4
刺突文、ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾊｹ、ｹｽﾞﾘ、ﾅﾃﾞ、指

頭圧痕
やや粗、径3㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを多く含む

普
通

内外面に煤付着
631 206

2858 JA12 Ⅳ
Ⅵ～Ⅶ
甕B2

口径15.1
器高(16.5)
最大径20.6

口縁3
ﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾅﾃﾞ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ、指頭

圧痕、ｹｽﾞﾘ？
密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

普
通

外面に煤付着
632 －

2859 JF08
Ⅳ
a

Ⅴ～Ⅵ
甕B3

口径21.0
器高(5.1)

口縁4
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧痕 ﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧痕 やや粗、径3㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を多く含む

普
通

外面に煤付着
632 －

2860 JL20 Ⅴ
Ⅵ
甕B2

口径16.2
器高(16.7)
最大径17.2

口縁2
刺突文(口縁部)、ﾅﾃﾞ・
ﾊｹ・列点文(胴部)

ﾊｹ、ｹｽﾞﾘ？、指頭
圧痕、輪積み痕

やや密、径1㎜以下の長
石・石英を多く含む 良

外面に煤付着
632 229

2861 KT02 Ⅳ
Ⅵ
甕B2

口径18.2
器高(10.1)

口縁4
ﾅﾃﾞ、刺突文、直線文、
ﾊｹ、刺突文

ﾅﾃﾞ、指頭圧痕、ｹｽ
ﾞﾘ

粗、径8㎜以下の長石・
石英・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化
土粒を多く含む

普
通

632 －

2862 JM08
Ⅳ
a

Ⅵ
甕B2

口径18.9
器高(12.3)
最大径21.9

口縁3
ﾖｺﾅﾃﾞ、直線文(6条)、
刺突文、ﾊｹ

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧
痕、輪積み痕

やや密、径2㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

632 －

2863 JL20 Ⅳ
Ⅵ～Ⅶ
甕E4

口径13.7
器高(14.9)
最大径17.6

口縁2
ﾊｹ、ﾅﾃﾞ ﾊｹ、ﾅﾃﾞ やや密、径2㎜以下の長

石を僅かに含む 良
外面に煤付着

632 229

2864 FT12 Ⅳ
Ⅵ～Ⅶ
甕B3

口径13.9
器高(3.4)

口縁6
ﾅﾃﾞ、沈線、ﾊｹ、指頭圧
痕

ﾅﾃﾞ、ﾊｹ やや粗、径3㎜以下の石
英・赤色酸化土粒を僅
かに含む

良 632 －

2865 FS12 Ⅳ
Ⅵ～Ⅶ
甕E4?

口径12.6
器高(8.7)

口縁4
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、ﾅﾃﾞ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、ﾅﾃﾞ、

指頭圧痕
やや密、径4㎜以下の長
石を僅かに含む

良 632 －

2866 JA09 Ⅳ
Ⅹ
甕

口径14.0
器高(2.7)

口縁2
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、輪積み痕 やや密、径1㎜以下の長

石を僅かに含む
不
良

外面に炭化物付着
632 －
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表164 土器類観察表（98）

No
地区
遺構

層
位

時期
器種分類

法量(㎝)
残存率
(X/12)

調整
胎土

焼
成

備考 挿図 図版
外面 内面

2867 KQ01 Ⅳ
Ⅹ
甕

口径11.0
器高(4.3)

口縁2
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕 密、径2㎜以下の長石を

多く含む
良 632 －

2868 KQ02 Ⅳ
Ⅹ
甕

口径4.3
器高(6.5)

口縁3
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ 密、径3㎜以下のﾁｬｰﾄを

多く含む
良 632 －

2869 KF09 Ⅲ
Ⅷ
甕

口径15.4
器高(3.8)

口縁3
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、ｹｽﾞﾘ？、指

頭圧痕
密、径2㎜以下の長石を
僅かに含む

良
外面に炭化物付着

632 －

2870 OD02 Ⅳ
Ⅷ
甕

口径17.0
器高(4.7)

口縁2
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ(胴部) ﾖｺﾅﾃﾞ、板ﾅﾃﾞ(胴部) やや密、径2㎜以下の長

石・石英を多く含む
普
通

632 －

2871 JP15 a
Ⅵ～Ⅶ
甕D2b

口径13.1
器高(4.5)

口縁5
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭圧痕 やや密、径1㎜以下の長

石・雲母・ﾁｬｰﾄを僅か
に含む

良 633 －

2872 撹乱 Ⅰ
Ⅵ～Ⅶ
甕D1b

器高(2.6) 口縁1
押し引き、ﾖｺﾅﾃﾞ、指頭
圧痕、ﾊｹ

ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ やや粗、径1㎜以下の長
石・雲母・ﾁｬｰﾄを多く
含む

普
通

633 －

2873 JA10 Ⅳ
Ⅴ～Ⅶ
甕胴部

器高(4.1)
ﾊｹ ﾊｹ やや密、径1㎜以下の長

石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

外面に炭化物付着
633 －

2874 JR14 Ⅳ
Ⅴ～Ⅵ
甕Ｂ?

口径30.0
器高(6.8)

口縁1
輪積み痕、磨耗のため
調整不明

磨耗のため調整不
明

やや粗、径3㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

633 －

2875 FT12 Ⅳ
Ⅴ～Ⅵ
甕Ｆ

口径13.2
器高(3.8)

口縁1
沈線(2条)、ﾖｺﾅﾃﾞ ﾖｺﾅﾃﾞ、輪積み痕 密、径1㎜以下の長石を

僅かに含む
不
良

口縁部打ち欠き？
633 －

2876 JB10 Ⅳ
Ⅵ～Ⅶ
甕B3

口径12.0
器高(8.5)
最大径16.3

口縁11
ﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾅﾃﾞ、ﾊｹ 密、径1㎜以下の長石を

僅かに含む 良 633 229

2877 JL13 Ⅳ
Ⅴ～Ⅵ
甕E1

口径13.0
器高(3.5)

口縁3
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ、指頭圧

痕、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ
やや密、径3㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

内外面に炭化物付
着 633 －

2878 FS12 Ⅳ
Ⅵ～Ⅶ
甕E6

口径11.6
器高(7.4)
最大径13.8

口縁1
摩耗のため調整不明 ﾊｹ、輪積み痕、摩

耗顕著
やや密、径2㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

不
良

633 －

2879 FS12 Ⅳ
Ⅵ～Ⅶ
甕E6

口径13.0
器高(14.3)
最大径17.0

口縁1
ﾊｹ、摩耗顕著 ﾊｹ、指頭圧痕、摩

耗顕著
やや密、径3㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

633 －

2880 FT12 Ⅳ
Ⅴ～Ⅵ
甕A底部?

底径2.9
器高(5.1)

底部2/4
以上

ﾊｹ ﾊｹ 密、径1㎜以下の長石を
多く含む 良

内外面に煤付着、
破断面に二次焼成
痕

633 －

2881 JC13 Ⅳ
Ⅴ～Ⅵ
甕A底部

底径4.2
器高(6.1)

底部2/4
以上

ﾊｹ ﾊｹ 密、径1㎜以下の長石・
赤色酸化土粒を僅かに
含む

良
外面に炭化物付着

633 －

2882 JC10 Ⅳ
Ⅴ～Ⅵ
甕底部

底径4.5
器高(3.2)

底部2/4
以上

ﾊｹ ﾊｹ 密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

良
煤付着(外面全体)

633 －

2883 JB15 Ⅳ
Ⅴ～Ⅶ
甕底部

底径4.7
器高(2.5)

底部完
存

摩耗のため調整不明 摩耗のため調整不
明

やや密、径1㎜以下の長
石・石英・雲母・赤色
酸化土粒を僅かに含む

普
通

633 －

2884 JH14 Ⅳ
Ⅴ～Ⅵ
甕脚部

底径5.7
器高(3.1)

底部完
存

ﾊｹ ﾍﾗ押さえ？、指頭
圧痕

密、径2㎜以下の長石を
僅かに含む

良 633 －

2885 FS11 Ⅳ
Ⅵ～Ⅶ
甕脚部

底径6.8
器高(5.4)

底部3/4
以上

ﾊｹ ﾊｹ やや密、径5㎜以下の長
石を僅かに含む

普
通

内面に煤付着
633 －

2886 JG19 Ⅳ
Ⅴ～Ⅵ
甕脚部

底径7.6
器高(3.8)

底部完
存

ﾊｹ 摩耗のため調整不
明

やや密、径6㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

633 －

2887 JC11 Ⅳ
Ⅵ～Ⅶ
甕脚部

底径6.8
器高(4.6)

底部3/4
以上

ﾊｹ、指頭圧痕 ﾊｹ 密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

良
内外面に煤付着

633 －

2888 JB10 Ⅳ
Ⅴ～Ⅶ
甕脚部

底径9.2
器高(5.3)

底部2/4
以上

ﾊｹ？、摩耗顕著 ﾅﾃﾞ、摩耗顕著 密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

良
一部・、脚裾部打
ち欠き

633 －

2889 JB14 Ⅳ
Ⅴ～Ⅵ
甕脚部

底径8.2
器高(4.3)

底部完
存

ﾊｹ、輪積み痕 ﾅﾃﾞ、輪積み痕、指
頭圧痕

やや密、径2㎜以下の雲
母・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

633 －

2890 FT12 Ⅳ
Ⅵ～Ⅶ
甕脚部

底径7.4
器高(4.8)

底部1/4
以上

ﾊｹ ﾊｹ、指頭圧痕 密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

良
破断面に二次焼成
痕

633 －

2891 JO20
Ⅵ～Ⅶ
甕脚部

底径7.5
器高(4.3)

底部3/4
以上

ﾊｹ ﾊｹ やや密、径2㎜以下の長
石を僅かに含む

良 633 －

2892 FS10 Ⅳ
Ⅵ～Ⅶ
甕脚部

底径7.1
器高(5.1)

底部3/4
以上

ﾊｹ、指頭圧痕 ﾅﾃﾞ、輪積み痕 やや密、径3㎜以下の長
石を多く含む

普
通

破断面に二次焼成
痕

633 －

2893 JL16 Ⅳ
Ⅴ～Ⅶ
土製品

器高(3.6)
磨耗のため調整不明 磨耗のため調整不

明
やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

普
通

634 －

2894 JR10 Ⅳ
Ⅴ～Ⅶ
土製品

器高2.3
磨耗のため調整不明 磨耗のため調整不

明
やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

普
通

634 205

2895 JG14 a
Ⅴ～Ⅶ
土製品

器高1.8
- - 密、径1㎜以下の長石を

僅かに含む
良 634 －

2896 JR13 Ⅳ
中世
土製品

長1.9
幅1.9
厚み1.0

ﾅﾃﾞ ﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下の長石・
ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土粒を
僅かに含む

普
通

634 －

2897 JL20 Ⅴ
中世
土錘

1.0
長さ(2.8)

摩耗のため調整不明 摩耗のため調整不
明

密
良 634 －

2898 KI01 Ⅳ
中世
土製品

1.2
長さ(3.5)

摩耗のため調整不明 摩耗のため調整不
明

密
良 634 －
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No
地区
遺構

層
位

時期
器種分類

法量(㎝)
残存率
(X/12)

調整
胎土

焼
成

備考 挿図 図版
外面 内面

2899 FT16 Ⅳ
中世
土製品

1.0
長さ3.8

- - やや密、径1㎜以下の石
英を僅かに含む

普
通

634 －

2900 JD08 Ⅳ
Ⅴ～Ⅶ
土製品

器高(2.2)
- - やや密、径1㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

良 634 205

2901 JB10 Ⅳ
Ⅵ～Ⅶ
土製品

器高(2.0)
- - 密、径1㎜以下の長石を

僅かに含む
良 634 －

2902 JC11 Ⅳ
近世
土製品

器高(3.1)
- - 密、径1㎜以下の長石を

僅かに含む
良 634 －

2903 JP20 Ⅳ
Ⅴ～Ⅶ
土製品

長4.7
幅3.8
厚さ0.4

ﾊｹ ﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長
石を僅かに含む 良

外面に炭化物付着
634 －

2904 JH14 Ⅳ
Ⅶ
不明

底径14.8
器高(2.7)

底部1/4
未満

多条沈線、山形文 摩耗のため調整不
明

密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

良 634 230

2905 FS19 a
Ⅴ

壺脚部？
底径13.4
器高(5.8)

底部1/4
未満

沈線、指頭圧痕、摩耗
顕著

摩耗のため調整不
明

やや密、径1㎜以下の長
石を含む

普
通

634 －

2906 JQ10 Ⅳ
Ⅴ～Ⅶ
不明

器高(3.9)
- - 密、径1㎜以下の長石・

ﾁｬｰﾄを僅かに含む
良

赤彩有り？
634 －

2907 JR10 Ⅳ
Ⅴ～Ⅶ
土製品

器高(3.8)
ﾅﾃﾞ ﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長

石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む
普
通

634 －

2908 JL13 Ⅳ
Ⅴ～Ⅶ
不明

器高(2.4) 口縁1
磨耗のため調整不明、
浮文

磨耗のため調整不
明

やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄを僅かに含む

普
通

634 －

2909 JH20 Ⅳ
Ⅴ～Ⅶ
不明

底径4.0
器高(2.4)

底部完
存

指頭圧痕 ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ？ やや密、径2㎜以下の長
石を僅かに含む

普
通

口縁部打ち欠き？
634 －

2910 JL16 Ⅳ
Ⅵ～Ⅶ
手捏ねＤ

底径3.8
器高(2.3)

底部完
存

ﾅﾃﾞ ﾅﾃﾞ、指頭圧痕 やや密、径1㎜以下の長
石・ﾁｬｰﾄ・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

外面赤彩付着？
634 205

2911 JN08
Ⅳ
a

Ⅵ～Ⅶ
手捏ねＢ

口径5.6
底径3.1
器高3.9
最大径5.7

口縁9
底部完

存

ﾅﾃﾞ、指頭圧痕 ﾅﾃﾞ、指頭圧痕 やや密、径2㎜以下の長
石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

634 －

2912 JC11 Ⅳ
Ⅵ～Ⅶ
手捏ねＤ

底径2.4
器高(3.2)

底部2/4
以上

ﾅﾃﾞ ﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

良 634 －

2913 JA11 Ⅳ
Ⅵ～Ⅶ
手捏ねD

底径3.5
器高(4.4)

底部3/4
以上

ﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾅﾃﾞ、指頭圧痕、輪
積み痕

やや粗、径1㎜以下の長
石を僅かに含む

普
通

634 －

2914 KD08 Ⅲ
Ⅴ～Ⅶ
不明

器高(3.9)
ﾐｶﾞｷ、穿孔(焼成前) ﾊｹ(上半との接合部

位)、指頭圧痕(下
半)

密、径2㎜以下の長石を
僅かに含む 良 634 229

2915 JB17 Ⅳ
Ⅵ～Ⅶ
不明

器高(7.4)
ﾐｶﾞｷ、直線文 指頭圧痕 やや密、径1㎜以下の長

石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

634 229

2916 JB13 Ⅳ
Ⅹ
高坏

器高(4.6)
ﾅﾃﾞ、指頭圧痕 指頭圧痕、輪積み

痕
やや粗、径1㎜以下の石
英を僅かに含む

普
通

脚裾部打ち欠き？
634 －

2917 GS01 Ⅳ
Ⅹ
高坏

底径8.0
器高(7.2)

底部3/4
以上

摩耗のため調整不明 ｼﾎﾞﾘ痕、指頭圧痕 やや密、径4㎜以下の長
石を僅かに含む

普
通

634 －

2918 JQ15
Ⅳ
a

Ⅷ・Ⅸ
甕

口径14.0
器高(2.4)

口縁2
ﾖｺﾅﾃﾞ、沈線、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長

石・雲母・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

外面に煤付着
634 －

2919 撹乱 Ⅰ
Ⅹ
甕

口径16.1
底径(3.9)

口縁1
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ やや粗、径1㎜以下の雲

母・ﾁｬｰﾄを僅かに含む
良 634 －

2920 JJ14 Ⅳ
Ⅹ
甕

口径18.9
器高(3.5)

口縁1
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長

石・雲母を僅かに含む
普
通

634 －

2921 JN16 Ⅳ
Ⅹ
甕

口径15.0
器高(5.4)

口縁2
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾊｹ ﾖｺﾅﾃﾞ、輪積み痕 やや粗、径3㎜以下の長

石・赤色酸化土粒を僅
かに含む

普
通

634 －

2922 JJ14 Ⅳ
古代

須恵器坏
蓋

口径12.3
器高(4.2)

口縁1
回転ﾅﾃﾞ、回転ﾍﾗｹｽﾞﾘ 回転ﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下の長石を

僅かに含む 良 634 －

2923 TR01 Ⅳ
古代

須恵器坏
身

底径5.5
器高(3.0)

底部1/4
以上

回転ﾅﾃﾞ、ﾍﾗ切り 回転ﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む 良 634 －

2924 KS03 Ⅳ
古代

須恵器坏
身

口径11
底径2.6
器高3.8

最大径12.7

口縁1
底部2/4
以上

摩耗のため調整不明 摩耗のため調整不
明

やや密、径2㎜以下の長
石を僅かに含む

良 634 －

2925 撹乱 Ⅰ
古代

須恵器ハ
ソウ

口径10.6
器高(5.4)

口縁3
ﾅﾃﾞ ﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下の長石を

僅かに含む 良 634 －

2926 KN03 Ⅳ
古代

須恵器ﾊｿ
ｳ？

器高(5.6)
最大径11.4

回転ﾅﾃﾞ 回転ﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む 良 634 －

2927 JG15 Ⅳ
古代

須恵器甕
器高(4.9)

波状文、ﾅﾃﾞ ﾅﾃﾞ 密、径2㎜以下の長石を
僅かに含む

良 634 －

2928 KA07 Ⅳ
古代

須恵器壺
器高(5.7)

沈線、波状文、摩耗の
ため調整不明

摩耗のため調整不
明

密
良 634 －

2929 FT12 Ⅳ
古代

須恵器平
瓶

口径5.9
器高(3.9)

口縁2
回転ﾅﾃﾞ 回転ﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下の長石を

僅かに含む 良 634 －

2930 OA06 Ⅳ
古代
須恵器
瓶？

口径7.7
器高(1.6)

口縁4
回転ﾅﾃﾞ 回転ﾅﾃﾞ 密

良
全面に自然釉

634 －

表165 土器類観察表（99）
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表166 土器類観察表（100）

No
地区
遺構

層
位

時期
器種分類

法量(㎝)
残存率
(X/12)

調整
胎土

焼
成

備考 挿図 図版
外面 内面

2931 KS06 Ⅳ
古代
瓦

器高(16.8)
- - 密、径1㎜以下の長石を

多く含む
良

墨付着？
635 230

2932 JA14 Ⅳ
古代
瓦

器高(6.7)
- - 密、径1㎜以下の長石を

僅かに含む
良 635 －

2933 JG14 Ⅳ
古代
瓦

器高(5.5)
- - 密、径1㎜以下の長石を

多く含む
良 635 －

2934 FT16 Ⅳ
古代
瓦

器高(4.4)
- - やや粗、径2㎜以下の石

英を僅かに含む
普
通

635 －

2935 JJ14 Ⅳ
古代

清郷型鍋
器高(2.9)

ﾅﾃﾞ ﾅﾃﾞ やや密、径2㎜以下の長
石・石英・赤色酸化土
粒を僅かに含む

普
通

635 －

2936 KH09 Ⅳ
古代

灰秞陶器
皿

底径5.7
器高(1.4)

底部2/4
以上

回転ﾅﾃﾞ 回転ﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む 良 635 －

2937 撹乱 Ⅲ
古代

灰秞陶器
碗

底径7.7
器高(1.5)

底部1/4
以上

ｹｽﾞﾘ(底部) 回転ﾅﾃﾞ 密
良

漆状のものが付着
(内) 635 －

2938 JD16 Ⅳ
古代

灰秞陶器
碗

底径5.5
器高(3.8)

底部1/4
以上

回転ﾅﾃﾞ 回転ﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む 良 635 －

2939 JG14 a
古代

灰秞陶器
碗

口径15.8
底径8.0
器高5.1

最大径16.0

口縁1
底部3/4
以上

回転ﾅﾃﾞ、回転ﾍﾗｹｽﾞﾘ(底
部)

回転ﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

良

施釉漬けがけ

635 －

2940 撹乱 Ⅰ
中世
片口鉢

底径13.4
器高(5.1)

底部1/4
未満

ﾍﾗｹｽﾞﾘ ﾅﾃﾞ 密、径2㎜以下の長石を
僅かに含む

良 635 －

2941 FT14 Ⅳ
古代

灰秞陶器
底径6.2
器高(1.9)

底部3/4
以上

回転ﾅﾃﾞ 回転ﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

良
墨書、自然釉

635 －

2942 排土
中世
山茶碗

底径5.5
器高(2.2)

底部1/4
以上

回転ﾅﾃﾞ、回転糸切り痕 回転ﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

良
墨書(底部)

635 230

2943 JE13 Ⅳ
中世
片口鉢

器高(3.8)
ﾅﾃﾞ ﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下の長石を

僅かに含む
良 635 －

2944 KR06 Ⅳ
中世
山茶碗

口径14.9
底径6.9
器高5.8

最大径15.3

口縁1
底部完

存

回転ﾅﾃﾞ、回転糸切り痕、
籾殻痕

回転ﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

良

墨書

635 230

2945 KR03 Ⅳ
中世
山茶碗

底径6.8
器高(2.3)

底部3/4
以上

回転ﾅﾃﾞ、回転糸切り痕、
籾殻痕

回転ﾅﾃﾞ 密、径2㎜以下の長石を
僅かに含む

良
墨書

635 230

2946 FT15 Ⅳ
中世
山茶碗

底径6.8
器高(1.6)

底部1/4
以上

回転ﾅﾃﾞ、回転糸切り痕、
籾殻痕

回転ﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

良
墨書

635 －

2947 KR06 Ⅳ
中世
山茶碗

底径6.2
器高(1.6)

底部1/4
以上

回転ﾅﾃﾞ、回転糸切り痕、
籾殻痕

回転ﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

良
墨書

635 230

2948 KS04 Ⅳ
中世

山茶碗小
皿

底径3.6
器高(1.3)

底部完
存

回転ﾅﾃﾞ、回転糸切り痕 回転ﾅﾃﾞ、使用によ
る摩耗

密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む 良 636 －

2949 撹乱
Ⅰ
～
Ⅲ

中世
山茶碗小

皿

底径4.6
器高(1.5)

底部1/4
以上

回転ﾅﾃﾞ、回転糸切り
痕？

回転ﾅﾃﾞ やや粗、径1㎜以下の長
石を僅かに含む

普
通

636 －

2950 KQ05 Ⅳ
中世

山茶碗小
皿

口径7.5
底径4.4
器高2.1
最大径8.0

口縁12
底部完

存

回転ﾅﾃﾞ、回転糸切り痕 回転ﾅﾃﾞ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

良

自然釉付着(外)

636 －

2951 FS16 Ⅳ
中世

山茶碗小
皿

口径7.8
底径3.6
器高2.7
最大径8.1

口縁1
底部3/4
以上

回転ﾅﾃﾞ、回転糸切り痕 回転ﾅﾃﾞ やや粗、径3㎜以下の長
石を僅かに含む 普

通

自然釉付着(内)

636 －

2952 JF16 Ⅳ
中世

山茶碗小
皿

口径8.4
底径4.1
器高1.9
最大径8.8

口縁5
底部3/4
以上

回転ﾅﾃﾞ、摩耗のため調
整不明、ゲタ痕有り

回転ﾅﾃﾞ、摩耗のた
め調整不明

やや密、径2㎜以下の長
石・石英を僅かに含む 普

通
636 －

2953 OA03 Ⅳ
中世

山茶碗小
皿

口径7.3
底径3.0
器高2.0
最大径7.6

口縁2
底部3/4
以上

回転ﾅﾃﾞ、回転糸切り痕 回転ﾅﾃﾞ、静止ﾕﾋﾞﾅ
ﾃﾞ

密

良 636 －

2954 KT02 Ⅳ
中世

山茶碗小
皿

口径7.6
底径3.8
器高2.4
最大径7.9

口縁4
底部3/4
以上

回転ﾅﾃﾞ、回転糸切り痕、
ゲタ痕

回転ﾅﾃﾞ、静止ﾕﾋﾞﾅ
ﾃﾞ

密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

良

自然秞(内外)

636 －

2955 KR03 Ⅳ
中世

山茶碗小
皿

口径7.3
底径4.0
器高1.9
最大径7.5

口縁7
底部完

存

回転ﾅﾃﾞ、回転糸切り痕 回転ﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長
石を僅かに含む

良 636 －

2956 KS02 Ⅳ
中世

山茶碗小
皿

口径8.1
底径3.7
器高2.2
最大径8.4

口縁1
底部2/4
以上

回転ﾅﾃﾞ、回転糸切り痕、
ゲタ痕

回転ﾅﾃﾞ、静止ﾕﾋﾞﾅ
ﾃﾞ

密

良 636 －

2957 OA02 Ⅳ
中世

山茶碗小
碗

底径4.7
器高(1.8)

底部完
存

回転ﾅﾃﾞ 使用による摩耗 密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む 良 636 －

2958 JH20 Ⅳ
中世
山茶碗

底径7.0
器高(1.9)

底部1/4
未満

回転ﾅﾃﾞ、回転糸切りの
ちﾅﾃﾞ

回転ﾅﾃﾞ、摩耗のた
め調整不明

密、径2㎜以下の長石を
僅かに含む

普
通

636 －

2959 OA01 Ⅳ
中世
山茶碗

底径8.1
器高(2.1)

底部3/4
以上

回転ﾅﾃﾞ、回転糸切り痕、
籾殻痕

使用による摩耗、
硯 面 と し て 利 用
か？

密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む 良

有 機 物 付 着(内
外)、墨か？ 636 －
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表167 土器類観察表（101）

No
地区
遺構

層
位

時期
器種分類

法量(㎝)
残存率
(X/12)

調整
胎土

焼
成

備考 挿図 図版
外面 内面

2960 KQ01 Ⅳ
中世
山茶碗

底径7.6
器高(1.8)

底部1/4
以上

回転ﾅﾃﾞ、回転糸切り痕、
籾殻痕

回転ﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

良 636 －

2961 JT02 Ⅳ
中世
山茶碗

底径8.5
器高(2.9)

底部完
存

回転ﾅﾃﾞ、回転糸切り痕、
籾殻痕

回転ﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

良
内面一部漆状の付
着物

636 －

2962 JJ06
Ⅴ
上

中世
山茶碗

底径6.8
器高(4.3)

底部2/4
以上

回転ﾅﾃﾞ、回転糸切り痕、
籾殻痕

回転ﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

良 636 －

2963 KR03 Ⅳ
中世
山茶碗

底径7.1
器高(4.4)

底部3/4
以上

回転ﾅﾃﾞ、回転糸切り痕、
籾殻痕

回転ﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

良 636 －

2964 撹乱
Ⅰ
～
Ⅲ

中世
山茶碗

底径6.7
器高(4.2)

底部完
存

回転ﾅﾃﾞ、回転糸切り痕、
籾殻痕

回転ﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む 良

自然釉付着(内)
636 －

2965 KP01 Ⅳ
中世
山茶碗

底径7.1
器高(5.2)

底部1/4
以上

回転ﾅﾃﾞ、回転糸切り痕 回転ﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

良 636 －

2966 OA03
Ⅴ
上

中世
山茶碗

口径15.8
底径7.6
器高(4.2)
最大径16.1

口縁2
底部3/4
以上

回転ﾅﾃﾞ、回転糸切り痕 回転ﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

良

降灰付着

636 －

2967 KS04 Ⅳ
中世
山茶碗

口径16.8
底径7.2
器高5.0

最大径17.0

口縁3
底部1/4
以上

回転ﾅﾃﾞ、回転糸切り痕、
一部に籾殻痕

回転ﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

良

自然秞付着(内外)

636 －

2968 OA03 Ⅳ
中世
山茶碗

口径17.2
底径7.3
器高4.7

最大径17.5

口縁2
底部完

存

回転ﾅﾃﾞ、回転糸切り痕、
籾殻痕

回転ﾅﾃﾞ、ﾕﾋﾞﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

良 636 －

2969 JD06 Ⅲ
中世
山茶碗

口径15.6
底径8.4
器高5.2

最大径15.8

口縁9
底部完

存

回転ﾅﾃﾞ、籾殻痕、貼付
高台、回転糸切り痕

回転ﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

良 636 －

2970 KQ01 Ⅲ
中世
丸皿

底径5.1
器高(2.4)

底部1/4
以上

回転ﾅﾃﾞ、回転糸切り痕、
ｹｽﾞﾘ

回転ﾅﾃﾞ 密
良 636 －

2971 JH20 Ⅳ
中世
盤

底径13.8
器高(2.7)

底部1/4
未満

ｹｽﾞﾘ ﾅﾃﾞ 密
良

ﾊｹぬりによる施釉
痕

636 －

2972 撹乱 Ⅲ
近世
志野皿

口径11.2
底径6.5
器高2.3

最大径11.6

口縁3
底部1/4
以上

回転ﾅﾃﾞ、ｹｽﾞﾘ(底部) 回転ﾅﾃﾞ 密

良

施釉有り

636 －

2973 撹乱 Ⅳ
近世
丸皿

口径9.2
底径5.5
器高2.2
最大径9.5

口縁2
底部1/4
以上

回転ﾅﾃﾞ 回転ﾅﾃﾞ 密

良

施釉有り

636 －

2974 KI01 Ⅳ
中世
青磁

底径5.0
器高(2.0)

底部1/4
未満

ｹｽﾞﾘ高台 - 密
良 636 －

2975 JF19 Ⅳ
中世
青磁

器高(2.5)
回転ﾅﾃﾞ 回転ﾅﾃﾞ 密

良 636 －

2976 JC10 Ⅳ
中世
青磁

器高(2.3)
回転ﾅﾃﾞ、連弁文 回転ﾅﾃﾞ 密

良 636 －

2977 撹乱 Ⅲ
中世
青磁

器高(3.7)
回転ﾅﾃﾞ 回転ﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下の雲母を

僅かに含む
良 636 －

2978 KH01 Ⅳ
中世
白磁

器高(1.7)
- - 密

良 636 －

2979 OA02 Ⅳ
中世
白磁碗

口径14.4
器高(4.8)

口縁2
回転ﾅﾃﾞ、回転ﾍﾗｹｽﾞﾘ 回転ﾅﾃﾞ 密

良 636 －

2980 JH19 Ⅳ
中世
四耳壺

器高(5.2)
ﾅﾃﾞ ﾅﾃﾞ 密 普

通
釉有り

636 －

2981 JM04 Ⅴ
中世
常滑甕

器高(3.2)
ﾅﾃﾞ ﾅﾃﾞ やや密、径1㎜以下の長

石を僅かに含む
良 636 －

2982 KL05 Ⅳ
中世

産地不明
器高(5.8)

ﾀﾀｷ ﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む、径5㎜程の
礫を1個含む

良 636 －

2983 JO19
Ⅳ
b

中世
常滑甕

器高(7.0)
ﾀﾀｷ ﾅﾃﾞ 密、径2㎜以下の長石を

僅かに含む
良

僅かに自然釉付着
(内)

636 －

2984 JR17
Ⅳ
a

中世
土製品

長2.1
幅2.2
厚み2.1

ﾅﾃﾞ - 密
良 636 －

2985 JD19 Ⅳ
近世
土製品

器高(2.1)
- - 密

良 636 －

2986 JO20
Ⅳ
b

中世
土師皿

口径6.9
底径1
器高1.6
最大径7.3

口縁3
底部3/4
以上

指頭圧痕 指頭圧痕 密

良 637 －

2987 GS01 Ⅳ
中世
土師皿

口径7.8
底径3.4
器高1.5
最大径8.0

口縁3
底部1/4
未満

指頭圧痕 指頭圧痕 やや密
普
通

637 －
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表168 土器類観察表（102）

No
地区
遺構

層
位

時期
器種分類

法量(㎝)
残存率
(X/12)

調整
胎土

焼
成

備考 挿図 図版
外面 内面

2988 KQ06 Ⅳ
中世
土師皿

口径8.5
底径4.0
器高2.0
最大径9.0

口縁3
底部1/4
以上

指頭圧痕、手捏ね 指頭圧痕 密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

良 637 －

2989 JB16 Ⅳ
中世
土師皿

口径9.5
底径5.2
器高1.5
最大径9.7

口縁3
底部1/4
以上

ﾅﾃﾞ ﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下の長石を
僅かに含む

良 637 －

2990 GT02 Ⅳ
中世
土師皿

口径11.7
器高(2..2)

口縁2
ﾅﾃﾞ、指頭圧痕 ﾅﾃﾞ 密 普

通
637 －

2991 JG16 Ⅳ
中世
土師皿

口径13.7
器高(3.3)

口縁3
ﾅﾃﾞ ﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下の長石・

石英を僅かに含む
良 637 －

2992 JE12 Ⅳ
近世
菊皿

口径13.8
器高(2.2)

口縁2
回転ﾅﾃﾞ 回転ﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下の長石を

僅かに含む
良 637 －

2993 JF13 Ⅳ
近世
摺鉢

器高(3.8)
ﾅﾃﾞ ﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下の長石を

僅かに含む
良 637 －

2994 KM04 Ⅴ
中世

天目茶碗
器高(5.0)

回転ｹｽﾞﾘ 回転ﾅﾃﾞ 密
良 637 －

2995 JG16 Ⅳ
中世

天目茶碗
口径10.9
器高(5.0)

口縁1
回転ﾅﾃﾞ 回転ﾅﾃﾞ 密

良 637 －

2996 JG15 Ⅳ
近世
汁次

底径6.0
器高(5.0)

底部2/4
以上

回転ﾅﾃﾞ、回転ｹｽﾞﾘ 回転ﾅﾃﾞ 密
良 637 －

2997 KK04 Ⅳ
近世

御室茶碗

口径10.1
底径5.4
器高6.6

最大径10.4

口縁1
底部完

存

回転ﾍﾗｹｽﾞﾘ、転用硯？、
研磨有り(底部)

回転ﾅﾃﾞ 密

良

墨付着(外)

637 －

2998 KN04 Ⅴ
近世

折縁鉄絵
皿

底径6.8
器高(2.8)

底部完
存

回転ｹｽﾞﾘ、回転ﾍﾗｹｽﾞﾘ
(底部)

回転ﾅﾃﾞ 密、径5㎜以下の長石を
僅かに含む 良 637 －

2999 FS19 Ⅳ
近世

折縁鉄絵
皿

口径13.0
器高(2.3)
最大径13.3

口縁2
回転ﾅﾃﾞ 回転ﾅﾃﾞ 密

普
通

自然釉付着(内外)
637 －

3000 OA01 Ⅳ
中世

折縁深皿
口径28.0
器高(3.3)

口縁1
ﾅﾃﾞ ﾅﾃﾞ 密、径1㎜以下の長石を

僅かに含む
良

施釉有り
637 －
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表169　打製石鏃一覧表

№
遺構名
地区名

層位 石材
長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚
（㎜）

質量
（ｇ）

分類 側縁形状 欠損状況
先端角
（°)

備考 挿図	図版

1591 SZ068-02 d 下呂石 (25.5) 11.1	 5.6	 (1.7) B4 直線 先端部欠損 角度不明 333 231

1775 SD0383 a チャート 41.0	 18.5	 6.0	 4.5	 B4 外彎 完形 41 主要剥離面を残す 436 －

1919 SD0653 1 チャート 37.5	 14.0	 6.0	 2.4	 A4 有肩 完形 56 463 231

2226 ST063 1 チャート 40.5	 16.0	 5.8	 (2.7) B4 外彎
先端部、
基部欠損

38 主要剥離面を残す 547 231

2325 SD0634 a チャート 26.5	 14.5	 3.8	 1.2	 B4 有肩 基部欠損 34 570 231

3001 FS06 Ⅲ チャート (19.6) 11.3	 3.5	 (0.8) B2 直線 先端部欠損 37 638 231

3002 JD15 Ⅳ 下呂石 26.5	 15.0	 4.0	 1.0	 B1 有肩 完形 45 主要剥離面を残す 638 －

3003 JA10 Ⅳ チャート 30.0	 16.5	 4.0	 2.0	 B1 有肩 完形 43 主要剥離面を残す 638 －

KK03 Ⅴ チャート 25.0	 15.0	 3.5	 0.8	 B1 直線 完形 40 － －

JM07 Ⅲ 砂岩 38.0	 28.6	 3.8	 5.9	 A1 直線 完形 47
磨製石鏃の未製品の可能
性あり

－ －

表170　磨製石鏃一覧表

№
遺構名
地区名

層位 石材
長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚
（㎜）

質量
（ｇ）

側縁形状 欠損状況
先端角
（°)

備考 挿図	図版

487 SD0050 a 泥岩 30.0	 22.1	 3.5	 2.4	 外彎 完形 75 有孔１ 139 231

1590 SZ068 e 泥岩 34.5	 23.5	 3.5	 3.5	 外彎 完形 74 有孔１　両側から穿孔 333 231

表171　石錐一覧表

№
遺構名
地区名

層位 石材
長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚
（㎜）

質量
（ｇ）

錐部
欠損状況 備考 挿図	図版

長さ(㎜) 幅(㎜) 断面形

3004 JD15 Ⅳ チャート (47.0) 14.5	 11.0	 (6.3) 25 3 三角形 上部欠損 638 －

表172　刃器一覧表

№
遺構名
地区名

層位 石材
長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚
（㎜）

質量
（ｇ）

分類
刃部

欠損状況 備考 挿図	図版
形態 数

3005 JP07 Ⅳ 砂岩 91.6	 60.0	 20.0	 130.1	 A1 直線 1 完形 638 －

表173　石包丁一覧表

№
遺構名
地区名

層位 石材
長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚
（㎜）

質量
（ｇ）

分類
刃部

欠損状況 備考 挿図	図版
形態 数

2587 SD0381 h 泥岩 (66.3) 49.5	 3.7	 (15.7) － 不明 1 側縁部欠損 607 231

表174　楔形石器一覧表

№
遺構名
地区名

層位 石材
長さ
（㎜）

幅（㎜）厚（㎜）
質量
（ｇ）

階段状剥離 欠損
状況

備考 挿図	図版
数 位置

457 SD0414 a 下呂石 29.0	 29.1	 16.0	 13.0	 2 上・下 あり 自然面を残す 134 －

表175　RF一覧表（１）

№
遺構名
地区名

層位 石材
長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚
（㎜）

質量
（ｇ）

刃部 素材
形状

欠損状況 備考 挿図	図版
位置 長さ(㎜)

SD0381 1 ホルンフェルス 49.1	 172.0	 21.3	 269.0	 側縁 146 横長 完形 － －

SD0422 2 泥岩 (62.6) 41.2	 6.0	 (146.0) 側縁 66 縦長 上部欠損 － －

SD0422 2 泥岩 (40.8) 52.6	 9.2	 (57.1) 末端 51 横長 上部欠損 － －

SD0422 2 凝灰岩 (77.9) 100.4	 20.4	 (190.9) 側縁 106 横長 上部欠損 － －

SD0422 2 凝灰岩 (62.1) 44.1	 14.9	 (43.0) 側縁 54 縦長 上部・下部欠損 － －

SD0422 21 ホルンフェルス (134.7) 69.2	 21.0	 312.9	 側縁 90	 縦長 上部欠損 － －

SD0588 c 泥岩 48.5	 29.2	 5.3	 7.7	 側縁 20 横長 側縁部欠損 － －

SK02189 2 泥岩 86.8	 49.3	 18.3	 78.6	 末端 60 横長 側縁部欠損 － －

NR001 4 下呂石 17.1	 27.4	 3.4	 5.4	 側縁 6 横長 完形 － －
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表176　RF一覧表（２）

№
遺構名
地区名

層位 石材
長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚
（㎜）

質量
（ｇ）

刃部 素材
形状

欠損状況 備考 挿図	図版
位置 長さ(㎜)

FR17 Ⅳ チャート 31.8	 38.7	 16.7	 30.2	 側縁 30 横長 完形 自然面を残す

FT11 Ⅳ ホルンフェルス 84.0	 (33.2) 13.7	 (53.5) 末端・側縁 30・58 縦長 側面部欠損

FT11 Ⅳ ホルンフェルス 73.7	 (28.0) 10.7	 (29.4) 側縁・末端 67・25 縦長 側面部欠損

FT11 Ⅳ ホルンフェルス (46.5) 29.5	 7.1	 (10.0) 末端 26 縦長 上部欠損

FT11 Ⅳ ホルンフェルス 52.3	 (24.5) 10.3	 (16.7) 側縁 53 縦長 側面部欠損

FT11 Ⅳ ホルンフェルス (46.5) 22.2	 9.0	 (8.7) 側縁 34 縦長 上部・下部欠損

FT11 Ⅳ ホルンフェルス 34.9	 (20.3) 5.6	 (4.1) 側縁 22 縦長 側面部欠損

JB10 Ⅳ ホルンフェルス (71.0) 46.1	 24.7	 (81.8) 側縁 60 縦長 上部・下部欠損

JI11 Ⅳa 泥岩 48.2	 (59.2) 8.9	 (38.1) 側縁 40 横長 側縁部欠損

表177　剥片一覧表

№
遺構名
地区名

層位 石材
長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚
（㎜）

質量
（ｇ）

素材形状 自然面の有無 備考 挿図 図版

SZ073 a 砂岩 40.3	 56.7	 4.0	 13.4	 横長 あり

SB101 a チャート 36.2	 33.2	 21.0	 17.6	 縦長 あり

SD0381 d 下呂石 37.1	 18.4	 8.4	 4.4	 縦長 あり 樋状剥離あり

SD0422 1 ホルンフェルス 30.5	 44.6	 9.0	 15.3	 横長 なし

SD0422 2 サヌカイト 70.3	 59.7	 6.7	 28.5	 縦長 あり

SD0422 21 サヌカイト 67.6	 53.0	 16.5	 69.0	 縦長 あり

SD0494 1 サヌカイト 27.9	 15.5	 3.5	 1.6	 縦長 あり

SD0559 c 石英 27.2	 38.1	 9.3	 10.2	 横長 あり

SD0652 c 泥岩 23.0	 48.6	 5.1	 6.1	 横長 なし

SK01894 5 砂岩 73.0	 61.4	 12.7	 57.0	 縦長 あり

SK01921 a 泥岩 23.6	 11.4	 1.4	 0.6	 縦長 なし

SP0100 d 安山岩 18.0	 17.8	 7.0	 1.9	 縦長 あり

FT06 Ⅳ 泥岩 31.0	 23.0	 6.6	 4.0	 縦長 あり

FT11 Ⅳ ホルンフェルス 30.0	 18.7	 4.9	 3.4	 縦長 あり

JE12 Ⅳ 結晶片岩 19.5	 48.9	 6.4	 7.7	 横長 なし 石製品か

JH20 Ⅲ チャート 39.1	 32.1	 12.1	 22.8	 縦長 あり

JH20 Ⅳ 泥岩 24.6	 41.9	 13.3	 16.7	 横長 あり

JQ07 Ⅲ チャート 24.1	 16.9	 3.1	 1.1	 縦長 なし

JQ12 Ⅳ チャート 28.5	 30.6	 3.9	 3.8	 横長 なし

表178　磨製石斧一覧表

№
遺構名
地区名

層位 石材
長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚（
㎜）

質量
（ｇ）

形状
刃部

欠損状況 備考 挿図 図版
形態 幅(㎜)

1066 SD0422 1 ハイアロクラスタイト 114.8	 55.0	 39.5	 424.4	 太型蛤刃 外彎 54 上部欠損後、敲打整形 203 231

2586 SD0381 a 泥岩 (56.2) 12.1	 9.6	 (13.2) 扁平片刃 直線 10 上部欠損 607 231

3006 FT17 Ⅳ ハイアロクラスタイト (113.0) (80.0) (43.0) (517.6) 太型蛤刃 不明 － 下部欠損 638 －

3007 JF06 Ⅳ ハイアロクラスタイト (86.0) (58.9) 41.0	 (341.5) 太型蛤刃 不明 － 下部欠損 638 231

3008 JR08 Ⅴ上 安山岩 (61.0) (52.0) (37.0) (127.6) 太型蛤刃 外彎 31 上部欠損 639 －

表179　凹石一覧表

№
遺構名
地区名

層位 石材
長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚
（㎜）

質量
（ｇ）

形状 敲打痕の位置 欠損の有無 備考 挿図 図版

1502 IM02 Ⅳ 砂岩 90.4	 72.5	 33.5	 293.8 楕円形 平坦面に2ヵ所 なし 296 231

表180　叩石一覧表（１）

№
遺構名
地区名

層位 石材
長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚
（㎜）

質量
（ｇ）

形状 敲打痕の位置 欠損の有無 備考 挿図 図版

370 SD0433 e 砂岩 230.9	 84.9	 46.6	 1023.0	 長楕円形 側縁部 なし 111 －

486 SD0050 a 砂岩 130.1	 65.4	 35.0	 287.1	 長楕円形 下部 なし 139 －
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表181　叩石一覧表（２）

№
遺構名
地区名

層位 石材
長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚
（㎜）

質量
（ｇ）

形状 敲打痕の位置 欠損の有無 備考 挿図 図版

1067 SD0422-03 1 ハイアロクラスタイト 95.0	 41.0	 35.1	 232.1	 長楕円形 上部・下部 なし 203 231

1068 SD0422-08 1 砂岩 212.2	 89.2	 103.5	 2101.7	 不整形 上部・下部 なし 203 231

1069 SD0422 1 凝灰質砂岩 90.8	 30.8	 33.3	 134.1	 長楕円形 上部・下部 なし 203 231

1070 SD0422 a 砂岩 (136.9) 63.1	 44.0	 (584.6) 長楕円形 下部 あり 被熱あり 204 －

1071 SD0422-08 1 砂岩 159.0	 81.4	 40.5	 664.3	 長楕円形 上部・下部 なし 側面に砥面あり 204 －

1426 NR001 4 砂岩 74.5	 64.5	 36.8	 201.8	 不明 側縁部 なし 284 －

1505 II01 Ⅳ 砂岩 160.8	 69.2	 32.0	 442.1	 長楕円形 側縁部 なし 296 －

1604 SZ071 1
ホルンフェル

ス
189.0	 81.5	 61.2	 1270.0	 長楕円形 上部・下部 なし 側面に砥面あり 340 －

1616 SZ073 3 安山岩 176.9	 81.8	 36.5	 550.3	 長楕円形 側縁部 なし 345 231

1921 SD0652 a 砂岩 129.0	 65.0	 45.0	 512.9	 不整形 上部・下部 なし 463 －

1973 一括 砂岩 (157.6) 60.5	 80.0	 (846.7) 長楕円形 側縁部 あり 縁辺に砥面あり 483 231

2029 SD0495 1 安山岩 149.2	 94.8	 93.0	 1959.4	 楕円形 上部・下部 なし 497 231

2086 SD0587 a 砂岩 155.5	 41.2	 51.3	 499.0	 長楕円形 側縁部 なし 側面に砥面あり 512 231

2315 SD0600 1 砂岩 153.0	 111.0	 37.0	 856.7	 扁平円形 側縁部・下部 なし 平坦面に砥面あり 565 －

2590 SD0381 2 花崗閃緑岩 105.9	 65.8	 49.2	 422.0	 不整形 上部・下部 なし 607 －

2591 SD0381 2 凝灰質砂岩 200.0	 97.5	 77.2	 1956.0	 不整形 上部・下部 なし 607 －

3010 SD0381 a 安山岩 275.0	 92.5	 79.0	 3025.0	 長楕円形 側縁部・下部 なし 639 －

3011 FT14 Ⅳ 砂岩 134.0	 59.0	 39.0	 415.3	 長楕円形 上部・下部 なし 側面に砥面あり 639 －

3012 JH15 Ⅳ 砂岩 (153.0) 146.5	 62.0	 (1673.5) 不整形 下部・側縁部 あり 640 －

SZ080 2 花崗岩 104.3	 122.0	 94.8	 1600.0	 楕円 下部 なし － －

SB099 b 砂岩 28.0	 15.0	 11.0	 358.2	 不明 側縁部 あり － －

SD0381 2 砂岩 (185.0) (92.7) 61.7	 (1171.1) 不整形 側縁部 あり － －

SD0381 c 砂岩 98.6	 73.8	 41.0	 380.0	 楕円形 下部 なし － －

SD0381 b 砂岩 137.7	 72.0	 57.2	 791.4	 不整形 下部 なし － －

SD0381 1 砂岩 131.7	 60.8	 41.5	 417.0	 長楕円形 側縁部 なし － －

SD0381 2 砂岩 200.0	 91.0	 83.3	 1700.0	 不整形 側縁部 なし － －

SD0381 5 砂岩 (117.7) (42.1) (35.4) (184.5) 不明 側縁部 あり － －

SD0475 1 砂岩 87.7	 60.8	 28.5	 261.9	 長楕円形 下部 なし － －

SD0490 2 砂岩 94.7	 28.0	 26.8	 110.4	 長楕円形 下部 なし － －

SD0587 b 砂岩 (112.5) 56.8	 39.0	 (350.7) 長楕円形 下部 なし － －

SD0652 3 砂岩 121.4	 56.4	 51.6	 528.8	 長楕円形 下部 なし － －

SD0652 d 砂岩 163.0	 68.3	 45.8	 639.2	 長楕円形 側縁部 なし － －

SD0652 d 砂岩 162.0	 51.0	 63.6	 844.5	 長楕円形 上部・下部 なし － －

SK01894 5 砂岩 190.0	 80.2	 35.5	 543.5	 不整形 側縁部 なし － －

SK01925 1 砂岩 75.0	 50.8	 19.0	 91.0	 不整形 側縁部 なし － －

SK02324 6 砂岩 103.0	 59.5	 32.3	 335.5	 不整形 側縁部 なし 被熱あり － －

SP0196 3 砂岩 168.0	 67.9	 61.5	 1275.6	 長楕円形 側縁部 なし － －

ST091 a 花崗閃緑岩 123.0	 67.3	 47.1	 575.1	 楕円形 側縁部 なし － －

FS11 Ⅳ チャート 94.5	 89.4	 57.6	 607.4	 楕円形 下部 なし － －

JD07 Ⅲ 砂岩 75.4	 46.0	 (26.0) (113.9) 不整形 側縁部 あり － －

JF-H16・17 a 凝灰質砂岩 60.6	 46.0	 22.9	 89.6	 不整形 下部 なし － －

JF-H16・17 a 砂岩 104.5	 66.0	 42.0	 388.0	 不整形 側縁部 なし － －

JH16 Ⅳ 砂岩 (124.6) 67.5	 65.5	 (645.1) 不整形 上部・下部 あり － －

JH07 Ⅳ 砂岩 (79.4) (45.3) (24.6) (163.4) 不明 側縁部 あり － －

JJ13 Ⅳ 砂岩 (110.3) 33.8	 34.6	 (158.2) 長楕円形 下部 あり － －

JK09 Ⅳ 砂岩 77.1	 69.0	 62.2	 555.6	 不整形 下部 なし － －

JL09 Ⅳ 砂岩 97.4	 104.1	 50.0	 639.1	 不整形 側縁部 なし － －

JQ09 Ⅳ 砂岩 (47.2) (32.8) (12.7) (33.5) 不明 側縁部 あり － －

JR10 Ⅳ 砂岩 (79.3) 51.5	 29.8	 (163.4) 不明 側縁部 あり － －

S-T08・09 1 砂岩 135.5	 62.0	 44.3	 577.0	 長楕円形 上部・下部 なし － －

一括 Ⅰ 閃緑岩 130.4	 64.0	 33.2	 507.5	 楕円形 側縁部 なし － －
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表182　磨石一覧表

№
遺構名
地区名

層位 石材
長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚
（㎜）

質量
（ｇ）

形状 砥面数 欠損の有無 備考 挿図	図版

1503 IL01 Ⅳ 砂岩 (7.5) 7.2	 6.2	 (510.4) 楕円形 2 あり 296 －

3009 JH08 Ⅳa 安山岩 (115.1) 68.8	 53.9	 (726.0) 楕円形 2 あり 639 －

一括 安山岩 88.3	 78.7	 57.8	 611.3	 楕円形 2 なし 上部・下部に敲打痕あり － －

一括 Ⅰ 安山岩 (89.7) (36.8) 43.0	 (207.1) 楕円形 2 あり 被熱あり － －

表183　砥石一覧表（１）

№
遺構名
地区名

層位 石材
長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚
（㎜）

質量
（ｇ）

形状 砥面数 欠損の有無 備考 挿図	図版

71 SZ053 b 砂岩 162.0	 107.5	 45.1	 1171.5	 不整形 3 あり

72 SZ053 c 泥岩 (75.5) (49.5) 20.0	 (60.7) 長方形 1 あり

73 SD0422 2 流紋岩 (85.8) 42.5	 26.2	 (158.1) 長方形 4 あり

209 SB108 a 凝灰質泥岩 (64.1) 53.9	 16.9	 (64.1) 長方形 4 あり

214 SB109 b 凝灰岩 (54.9) 36.5	 30.7	 (77.5) 長方形 4 あり

456 SD0414 a 凝灰岩 44.0	 22.2	 16.7	 27.7	 長方形 6 なし

1072 SD0422 2 砂岩 (295.5) 109.8	 104.4	 (3911.4) 不整形 1 あり

1073 SD0422-07 2 砂岩 (143.0) 89.7	 52.9	 (956.6) 不整形 2 あり

1074 SD0422 2 砂岩 169.4	 160.5	 149.0	 4008.2	 不整形 1 なし

1075 SD0422 1 砂岩 339.5	 293.2	 143.4	 1550.0	 扁平円形 2 なし

1076 SD0422 1 砂岩 107.5	 60.2	 (36.3) (313.5) 不整形 2 あり

1077 SD0422-05 2 砂岩 198.3	 (161.8) 81.2	 (3781.2) 扁平円形 3 あり

1078 SD0422 1 砂岩 (123.0) 85.0	 47.5	 (855.3) 不整形 2 あり

1079 SD0422-04 d 砂岩 (170.5) 131.8	 90.7	 (2460.6) 不整形 4 あり

1080 SD0422-08 1 砂岩 (71.7) (31.5) 12.5	 (43.2) 不整形 2 あり

1081 SD0422 2 凝灰岩 (113.0) 28.2	 27.8	 (100.8) 長方形 4 あり

1082 SD0422 2 凝灰岩 62.1	 45.5	 19.2	 62.3	 不整形 3 なし

1083 SD0422-06 2 砂岩 (159.8) (105.4) 72.3	 (1517.2) 不整形 2 あり

1084 SD0422 2 凝灰岩 129.8	 23.5	 23.8	 106.3	 長方形 4 なし

1499 HC20 Ⅳ 凝灰岩 (46.8) 27.0	 15.9	 (25.9) 長方形 4 あり

1500 HI16 Ⅳ 凝灰質砂岩 (48.1) 46.9	 37.5	 (123.9) 不整形 3 あり

1501 HB16 Ⅳ 凝灰岩 (52.6) 21.7	 22.3	 (31.6) 長方形 4 あり

1504 ET02 Ⅳ 砂岩 (95.7) (48.2) 27.5	 (198.2) 不整形 2 あり

1506 ID01 Ⅳ 砂岩 111.5	 65.5	 85.0	 804.1	 不明 2 なし

1589 SZ068 d 砂岩 147.0	 83.0	 22.5	 382.5	 扁平円形 2 なし

1623 SZ078 1 砂岩 154.0	 84.0	 26.0	 467.5	 不整形 3 なし

1653 SD0672 砂岩 160.0	 70.0	 53.0	 650.0	 長方形 4 なし

1969 SD0490 1 砂岩 (137.0) 128.0	 35.0	 (679.3) 長方形 3 あり

1970 SD0490 1 砂岩 249.5	 (162.5) 65.0	 (2560.0) 不整形 2 あり

2024 SD0498 a 砂岩 (99.1) (47.5) 47.0	 241.1	 不明 2 あり

2028 SD0495 1 砂岩 (118.5) (106.5) 59.1	 (838.2) 不整形 1 あり

2051 SD0499 1 砂岩 (131.8) (77.5) 53.8	 (724.5) 不整形 2 あり

2087 SD0587 c 砂岩 (214.5) (156.3) 98.9	 (3866.2) 不整形 3 あり

2088 SD0587 c 砂岩 (194.0) 107.8	 141.0	 (3565.1) 不整形 1 あり

2262 ST091 a 凝灰質砂岩 66.0	 59.0	 35.5	 144.0	 不整形 2 なし

2313 SD0605 a 砂岩 236.5	 107.0	 48.0	 1213.4	 不整形 4 なし

2314 SD0606 a 凝灰質砂岩 110.0	 79.0	 57.5	 661.4	 不整形 2 なし

2588 SD0381 c 砂岩 137.8	 (128.0) 75.6	 (1762.3) 不整形 1 あり

2589 SD0381 b 砂岩 66.5	 37.5	 25.0	 83.5	 長方形 6 なし

2592 SD0381 1 砂岩 183.9	 155.2	 98.2	 4563.5	 不整形 2 なし

3013 JI13 Ⅳ 砂岩 (49.2) (68.1) 54.9	 (271.9) 不明 1 あり

3014 JN13 Ⅳ 砂岩 (112.6) (70.1) 88.3	 (857.0) 不整形 1 あり

3015 JN17 Ⅳ 凝灰質泥岩 (52.5) 53.2	 19.5	 (77.6) 長方形 2 あり

3016 JH14 Ⅳ 凝灰質泥岩 80.0	 31.5	 32.5	 76.6	 長方形 4 なし

3017 JT11 Ⅳ 凝灰質砂岩 62.0	 48.0	 31.0	 136.5	 不整形 2 なし

3018 JF-H16・17 d 凝灰質砂岩 (110.0) (63.0) 21.0	 (183.1) 不整形 1 あり

3019 JH16 Ⅳ 砂岩 (118.8) 45.1	 20.2	 (153.8) 不整形 4 なし

3020 TP57 泥岩 100.0	 (32.0) 34.0	 (215.9) 長方形 3 あり

3021 JI13 Ⅳ 砂岩 134.1	 114.2	 40.6	 823.3	 不整形 1 なし

3022 FS12 Ⅳ 砂岩 (122.0) 88.0	 23.0	 (463.7) 長方形 3 あり

3023 JB19 Ⅳ 安山岩 (117.0) (65.0) (44.0) (489.6) 不整形 3 あり

3024 OA05 Ⅳ ホルンフェルス 132.5	 70.0	 19.0	 282.0	 長方形 2 なし

3025 排土 砂岩 (1800.0) 1190.0	 900.0	 (2178.9) 不整形 3 あり

3026 JM08 Ⅳa 砂岩 146.6	 145.4	 52.3	 1852.5	 不整形 1 なし

3027 JH13 Ⅳ 砂岩 238.0	 135.0	 54.0	 1721.2	 不整形 3 なし

3028 排土 Ⅰ 凝灰質砂岩 158.9	 107.2	 96.8	 2253.1	 不整形 1 なし

3029 FS12 Ⅳ 砂岩 213.0	 110.0	 60.0	 2016.1	 不整形 4 なし
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№
遺構名
地区名

層位 石材
長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚
（㎜）

質量
（ｇ）

形状 砥面数 欠損の有無 備考 挿図	図版

SD0559 c 砂岩 (135.0) (67.0) (57.0) (756.9) 不整形 2 あり － －

SZ053 ｅ ホルンフェルス (79.4) (37.6) (32.5) (116.1) 不明 1 あり － －

SZ059 2 泥岩 (39.5) (14.1) (12.1) (11.2) 不明 1 あり － －

SZ061 a 砂岩 (60.9) 30.3	 20.7	 (106.5) 不整形 2 あり － －

SZ061 a 砂岩 45.6	 37.4	 39.8	 89.9	 楕円形 1 なし － －

SZ079 1 砂岩 130.0	 62.6	 46.6	 607.0	 不整形 1 なし － －

SZ082 5 泥岩 (61.0) 20.1	 (13.0) (16.9) 不明 1 あり － －

SZ082 4 泥岩 (44.3) (30.7) (9.6) (14.4) 不明 1 あり － －

SB099 b 砂岩 109.2	 52.4	 23.1	 204.5	 不整形 1 なし － －

SB100 a 砂岩 190.0	 67.8	 56.4	 1377.8	 長楕円形 1 なし － －

SB102 d 凝灰質砂岩 88.1	 41.2	 26.1	 123.2	 不整形 2 なし － －

SD0050 a 砂岩 (64.5) (43.2) 28.3	 (82.2) 不明 1 あり － －

SD0381 c 凝灰質砂岩 57.3	 40.0	 12.1	 45.9	 不整形 1 なし － －

SD0381 c 砂岩 79.5	 57.1	 15.8	 147.2	 不整形 1 なし － －

SD0381 a 閃緑岩 113.7	 80.3	 50.6	 708.1	 不整形 1 なし － －

SD0381 2 砂岩 (220.0) 129.7	 (103.8) (2958.6) 不整形 1 あり － －

SD0381 f 砂質凝灰岩 (77.0) 39.4	 21.1	 (89.2) 長楕円形 2 あり － －

SD0381 1 砂岩 (110.6) 101.8	 69.0	 (841.2) 不明 1 あり － －

SD0381 1 砂岩 (84.4) (66.7) (30.6) (307.6) 不明 1 あり － －

SD0422 c 砂岩 (67.4) (56.5) (15.0) (74.1) 不明 1 あり － －

SD0422 b 砂岩 (82.5) (32.5) (24.0) (87.0) 不整形 1 あり 被熱あり － －

SD0422 2 凝灰岩 (73.3) (62.5) 29.0	 (200.5) 長方形 2 あり － －

SD0422 b 砂岩 (79.0) 32.1	 29.2	 (138.3) 長楕円形 1 あり － －

SD0422 1 砂岩 (79.2) 57.5	 19.5	 (157.0) 不整形 2 あり － －

SD0422 1 ホルンフェルス (51.7) (41.0) (28.2) (79.7) 不明 2 あり － －

SD0422 2 砂岩 (133.8) 56.9	 (37.5) (461.1) 楕円形 1 あり － －

SD0422 2 砂岩 146.7	 53.5	 42.0	 413.9	 長楕円形 1 なし 側面に敲打痕あり － －

SD0422 2 砂岩 180.0	 101.5	 88.0	 1920.3	 不整形 3 なし － －

SD0422 2 砂岩 166.0	 61.3	 32.6	 592.8	 長楕円形 2 なし － －

SD0422 2 砂岩 159.0	 82.8	 46.7	 964.0	 長楕円形 4 なし － －

SD0422 2 凝灰岩 63.4	 (39.4) 11.6	 45.2	 長方形 4 あり － －

SD0422-03 c 砂岩 157.0	 59.1	 47.8	 835.6	 楕円形 2 なし 側面に敲打痕あり － －

SD0422-04 2 砂岩 182.0	 160.0	 76.8	 3595.0	 不整形 1 なし － －

SD0422-04 2 砂岩 (49.0) (30.0) 14.7	 (22.2) 不明 1 あり 被熱あり － －

SD0422-05 2 砂岩 142.9	 139.1	 105.0	 1525.7	 不整形 3 なし － －

SD0422-06 5 流紋岩 (177.0) 128.5	 53.1	 (2130.5) 扁平円形 1 あり － －

SD0443 b 凝灰岩 (27.9) (18.4) (1.6) (3.8) 不明 2 あり － －

SD0462 2 凝灰質砂岩 91.8	 52.7	 25.9	 139.0	 不整形 1 なし － －

SD0465 b 砂岩 (91.0) (64.8) (55.8) (583.5) 不明 1 あり － －

SD0556 c 砂岩 (44.8) (34.3) (19.6) (34.8) 不明 1 あり － －

SD0572 b 凝灰岩 (75.3) 51.3	 27.2	 (122.2) 長方形 2 なし 溝状 － －

SD0587 a 砂岩 (116.8) 112.6	 75.5	 (1386.7) 不整形 1 あり － －

SD0587 d 砂岩 (165.0) 95.7	 85.0	 (1818.3) 不明 1 あり － －

SD0652 3 砂岩 (230.0) 114.0	 69.0	 (2400.0) 長楕円形 1 なし － －

SD0652 a 砂岩 (26.9) (42.2) (26.0) (48.0) 不明 1 あり － －

SD0652 g ホルンフェルス 143.8	 50.0	 38.5	 557.9	 長楕円形 1 なし － －

SD0652 g 砂岩 40.7	 40.6	 31.3	 80.7	 楕円形 2 なし － －

SK01798 b 砂岩 (86.7) 59.5	 (36.5) (199.4) 不整形 1 あり － －

SK01809 c 泥岩 (49.1) (44.8) 43.0	 (137.4) 長方形 1 あり 被熱あり － －

SK01871 1 砂岩 73.0	 63.2	 37.1	 198.2	 不整形 2 なし 側面に敲打痕あり被熱あり － －

SK01872 1 砂岩 113.3	 54.9	 33.6	 280.7	 不整形 2 なし － －

SK01894 5 流紋岩 (42.8) (33.1) (13.4) (81.8) 不明 2 あり － －

SK01925 1 砂岩 140.4	 63.2	 68.5	 932.7	 楕円形 2 なし 側面に敲打痕あり － －

SK02002 a 凝灰質砂岩 190.9	 95.0	 69.2	 1800.0	 不整形 2 なし － －

SK02322 b 砂岩 76.8	 55.0	 (31.4) (178.7) 不整形 1 あり 被熱あり － －

SK02324 b 凝灰岩 37.3	 24.8	 (14.5) (28.3) 長方形 5 あり － －

SK02327 1 閃緑岩 88.7	 68.6	 52.4	 453.8	 楕円形 2 なし － －

SK02393 1 砂岩 330.0	 125.0	 86.6	 4200.0	 長楕円形 1 なし － －

SK02536 b 砂質凝灰岩 (40.1) (30.4) 10.5	 (24.9) 不整形 2 あり － －

SK02536 b 砂質凝灰岩 (30.8) (23.4) 13.9	 (9.8) 不整形 2 あり － －

ST069 a 凝灰質砂岩 (132.5) (130.2) (92.1) (1382.9) 不明 2 あり － －

ST125 泥岩 (52.9) (13.1) (8.3) (7.5) 不明 1 あり － －

ST125 泥岩 (72.9) (19.1) (13.8) (20.2) 不明 1 あり － －

ST125 泥岩 (90.6) (18.4) (15.2) (26.5) 不明 1 あり － －

NR001 4 凝灰岩 58.5	 37.4	 (18.0) (83.8) 不明 1 あり － －

FT06 Ⅳ 砂岩 105.7	 36.9	 20.4	 113.2	 不整形 1 なし － －

FT10 Ⅳ 砂岩 (18.0) (23.7) 16.8	 (8.5) 不整形 2 あり － －

FT10 Ⅳ 凝灰質砂岩 (74.6) (61.4) (30.3) (188.0) 不明 1 あり － －

FT16 Ⅳ 砂岩 (125.5) (65.8) 44.9	 (343.3) 不整形 1 あり － －

IG03 Ⅳ 砂岩 113.9	 66.9	 40.7	 393.4	 不明 1 なし － －

IH02 Ⅳ 砂岩 124.2	 95.0	 44.8	 788.5	 楕円形 2 なし － －

表184　砥石一覧表（２）
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表185　砥石一覧表（３）

№
遺構名
地区名

層位 石材
長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚
（㎜）

質量
（ｇ）

形状 砥面数 欠損の有無 備考 挿図	図版

IK01 Ⅳ 砂岩 118.9	 52.9	 30.0	 258.0	 不整形 2 なし － －

JA11 Ⅳ 砂岩 (43.3) (30.0) 20.8	 (28.2) 不整形 1 あり － －

JA11 Ⅳ 砂岩 (30.2) (20.0) 17.4	 (13.5) 不整形 1 あり － －

JA11 Ⅳ 凝灰質砂岩 45.0	 37.0	 19.6	 46.8	 楕円形 2 なし － －

JC10 Ⅳ 砂質凝灰岩 41.9	 40.4	 10.5	 30.6	 不整形 1 なし － －

JF-H16・17 a 砂質凝灰岩 40.7	 33.8	 20.5	 44.7	 不整形 1 なし 赤色顔料付着 － －

JF-H16・17 a 砂質凝灰岩 (30.1) (20.1) 10.8	 (14.9) 不整形 3 あり － －

JG・H13-15 b 凝灰質砂岩 102.0	 58.0	 86.0	 898.3	 不明 2 なし － －

JK12 Ⅳ 砂岩 (29.5) (31.0) (19.9) (16.6) 不明 1 あり － －

JK13 Ⅳ 砂岩 250.0	 154.5	 69.1	 3280.0	 扁平円形 1 完形 － －

JK13 Ⅳ 砂岩 90.0	 (65.3) (19.5) (151.4) 扁平円形 1 あり － －

JK16 Ⅳ 砂岩 (121.8) (94.3) (62.0) (576.6) 不明 1 あり 被熱あり － －

JL14 Ⅳ 砂岩 (115.6) 72.5	 72.0	 (1322.6) 長楕円形 1 あり － －

JN07 Ⅳ 砂岩 (170.0) 63.9	 61.4	 (1057.3) 長楕円形 2 あり 側面に敲打痕あり － －

JM07 Ⅳ 凝灰岩 36.0	 33.3	 30.7	 63.5	 長方形 5 なし － －

JN10 Ⅳ 砂岩 73.0	 (45.4) 9.7	 (45.3) 扁平円形 2 あり － －

JN20 砂岩 (123.9) (76.1) (39.7) (536.1) 長方形 3 あり － －

JR07 Ⅲ 砂岩 (100.2) (43.2) (22.0) (203.8) 不明 1 あり － －

JR07 Ⅳ 砂岩 (123.5) (60.3) 44.9	 (582.4) 不明 1 あり － －

JR09 Ⅳ 砂岩 (60.1) 31.4	 29.1	 (120.5) 長方形 4 あり － －

JR13 Ⅳ 砂岩 (55.0) 29.7	 17.8	 (30.7) 不明 1 あり － －

JS07 Ⅳ 凝灰質砂岩 45.1	 44.2	 29.3	 78.8	 不整形 4 なし 溝状 － －

JS14 Ⅳ 砂岩 (94.1) (48.6) (34.3) (224.7) 不明 2 あり － －

JT14 Ⅳ 砂岩 (60.8) (98.5) (32.6) (214.3) 不明 3 あり － －

KF05 Ⅳ ホルンフェルス (97.9) (56.2) 9.5	 (87.6) 長方形 4 あり 溝状 － －

KH09 Ⅳ 凝灰岩 (62.7) 49.3	 28.5	 (93.1) 長方形 3 あり － －

KI01 Ⅳ 凝灰質砂岩 (57.0) (28.1) (12.2) (26.2) 不明 1 あり － －

KN01 Ⅴ 泥岩 (63.0) 21.5	 14.0	 (21.3) 不明 1 あり － －

KN01 Ⅴ 泥岩 (26.9) (17.4) (7.7) (4.3) 不明 1 あり － －

KN01 Ⅴ 泥岩 (56.4) (15.1) (11.4) (12.6) 不明 1 あり － －

KN01 Ⅴ 泥岩 (71.6) (14.5) (9.2) (12.2) 不明 1 あり － －

KR03 Ⅳ 砂岩 (93.0) (83.1) (52.3) (780.7) 不明 2 あり － －

KI01 Ⅳ 凝灰質砂岩 (64.2) 52.0	 (25.4) (105.1) 楕円形 1 あり － －

OA03 Ⅳ 砂岩 91.1	 50.9	 41.1	 221.0	 楕円形 1 なし － －

一括 Ⅳ 凝灰質砂岩 (77.4) 78.3	 20.4	 (180.6) 不整形 1 あり 被熱あり － －

撹乱 a 砂岩 150.7	 59.1	 45.4	 786.6	 長楕円形 1 なし － －

表186　台石一覧表

№
遺構名
地区名

層位 石材
長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚
（㎜）

質量
（ｇ）

形状 使用面数 欠損の有無 備考 挿図	図版

SB109 a 砂岩 (345.0) 119.5	 94.8	 (5384.8) 長楕円形 3 あり 被熱あり － －

表187　石鋸一覧表

№
遺構名
地区名

層位 石材
長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚
（㎜）

質量
（ｇ）

刃部
欠損の有無 備考 挿図	図版

形態 数 幅(㎜)

2294 SD0577 a 紅簾石片岩 49.5	 23.8	 3.2	 5.7	 直線 1 49	 あり 560 231

表188　軽石製品一覧表

№
遺構名
地区名

層位 石材
長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚
（㎜）

質量
（ｇ）

形状 平坦面数 欠損の有無 備考 挿図	図版

1774 SD0383 a 軽石 55.0	 31.0	 33.0	 15.9	 不整形 1 なし 436 －

SZ052 a 軽石 (30.0) (29.8) (16.8) (2.7) 不整形 1 あり － －

SD0584 a 軽石 33.4	 23.4	 11.3	 3.1	 不整形 なし なし － －

SD0587 a 軽石 (17.8) (14.6) (7.9) (0.5) 不整形 なし あり － －

FS10 Ⅳ 軽石 25.2	 14.4	 12.9	 0.9	 不整形 1 なし － －

IP04 Ⅳ 軽石 (28.5) (20.8) (16.9) (4.1) 不整形 1 あり － －

JA08 Ⅳa 軽石 (29.0) (21.4) (15.7) (2.2) 不整形 1 あり － －

JA14 Ⅳ 軽石 (52.4) (50.2) (30.2) (19.4) 不整形 2 あり － －

JA14 Ⅳ 軽石 (35.4) (34.3) (25.1) (7.1) 不整形 1 あり － －

JA14 Ⅳ 軽石 (39.6) (14.6) (8.0) (0.9) 不整形 1 あり － －

JG06 Ⅳ 軽石 40.3	 29.7	 18.0	 3.5	 不整形 1 なし － －

KM02 Ⅳb 軽石 26.8	 15.2	 13.3	 1.2	 不整形 なし なし － －
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表189　玉類一覧表

№
遺構名
地区名

層位 器種 石材
長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚
（㎜）

質量
（ｇ）

孔径
（㎜）

欠損の有無 備考 挿図	図版

2581 SD0381 3 小玉 ガラス 6.9	 6.6	 4.3	 0.2	 2 なし 607 232

2582 SD0381 a 管玉 瑪瑙 8.2	 7.8	 12.0	 1.1	 2 なし 607 232

2583 SD0381 4 小玉 ガラス 7.5	 7.2	 6.2	 0.4	 2 なし 607 232

2584 SD0381 6 小玉 ガラス 5.9	 5.3	 5.1	 0.2	 2 なし 607 232

2585 SD0381 2 小玉 ガラス 5.7	 5.0	 5.2	 0.2	 1 なし 607 232

JP08 Ⅳa 小玉か ヒスイ (20.4) (17.2) (8.5) (3.9) なし あり － －

表190　石製品一覧表

№
遺構名
地区名

層位 器種 石材
長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚
（㎜）

質量
（ｇ）

形状 備考 挿図	図版

455 SD0414 a 石棒 片麻岩 (109.6) 54.5	 19.1	 (172.4) 板状 133 －

1065 SD0422-03 d 不明石製品 ホルンフェルス 86.5	 26.5	 18.0	 48.6 長楕円形 203 －

1085 SD0422-03 b 石棒 黒色片岩 (133.9) 45.4	 21.9	 (201.8) 棒状 205 232

1370 SK01894 5 石棒 黒色片岩 508.0	 62.8	 25.3	 1290.1	 棒状 273 232

NR001 7 石棒 黒色片岩 (57.0) (43.7) 24.3	 (72.3) 棒状 欠損あり － －

JF-H16・17 a 石棒 結晶片岩 (79.2) (44.3) 20.6	 (98.0) 棒状
石棒の頭部　剥離痕・敲打痕あり
　欠損あり

－ －

表191　金属製品一覧表

№
遺構名
地区名

層位 器種 材質
長さ
（㎝）

幅
（㎝）

厚
（㎝）

質量
（ｇ）

欠損状況 備考 挿図 図版

1062 SD0422 2 雁首銭 銅 2.5	 0.1	 2.5	 3.0	 完存 202 －

1203 SK01872 a 銅鏃 銅 5.5	 0.3	 1.6	 6.3	 完存 245 232

1507 HA15 Ⅳ 古銭（寛永通宝） 銅 2.5	 2.5	 1.1	 3.1	 完存 背に「文」の文字 297 －

1508 HI19 Ⅳ 古銭（聖宋元宝） 銅 2.4	 2.4	 0.7	 1.9	 一部欠損 297 －

1509 HK20 Ⅳ 古銭（元豊通宝） 銅 2.4	 2.3	 0.9	 2.6	 完存 297 －

1543 SZ060 1 鋤先 鉄 （19.5） 14.8 0.5 162.6 先端一部欠損 310 －

1920 SD0653 a 銅鏃 銅 3.3	 0.4	 1.0	 3.3	 完存 463 232

2211 ST125 1 古銭（元祐通宝） 銅 4.9	 1.5	 5.0	 3.9	 完存 546 －

2212 ST125 1 古銭（元祐通宝） 銅 4.7	 1.3	 5.2	 3.2	 完存 546 －

2263 ST136 1 煙管（吸い口） 真鍮 5.8	 1.2	 1.2	 4.4	 完存 548 232

2593 SD0381 b 不明鉄製品 鉄 6.8	 0.4	 2.6	 (12.4) 一部欠損 火打金か 607 －

3030 JR07 Ⅳ 銅鏃 銅 3.2	 0.4	 0.7	 2.9	 完存 643 232

3031 JB16 Ⅳ 刀子 鉄 （11.2） 2.0 0.4 19.1	 先端部・基部欠損 643 －

3032 FS12 Ⅳ 煙管 真鍮 7.2 1.0 0.1 14.5	 完存 643 －

3033 JM20 Ⅳ 煙管（首部） 銅 4.6 1.6	 1.2	 6.7	 火皿が少し欠損 643 232

3034 JC11 Ⅳ 煙管（吸口） 真鍮 5.8 1.0 0.05 3.5 完存 643 －

3035 TP35 Ⅲ 銅板 銅 3.0 (2.5) 0.3 11.6 欠損 643 －

3036 TP42 Ⅳ 釘 鉄 9.1 0.8 0.5 7.9 先端部やや屈曲・頭部が陥没 643 －

3037 KT12 Ⅳ 釘 鉄 （3.0） 0.7 0.5 2.9 先端部一部欠損 643 －

3038 JB11 Ⅳ 鉛玉 鉛 1.2 1.2 1.2 9.0 完存 643 －

3039 KL01 Ⅳ 鉛玉 鉛 0.8 0.8 0.8 12.6 完存 643 －

3040 JJ11 Ⅳa 鉛玉 鉛 1.1	 1.1	 1.1	 8.7	 完存 643 －

3041 JJ12 Ⅳ 鉛玉 鉛 1.0	 1.0	 1.0	 2.9	 完存 643 －

3042 JI09 Ⅳ 雁首銭 銅 1.9	 0.1	 2.0	 1.7	 完存 643 －

3043 KG07 Ⅳ 古銭（元豊通宝） 銅 4.2	 1.4	 4.3	 3.6	 完存 644 －

3044 JJ20 Ⅲ 古銭（元祐通宝） 銅 4.2	 1.5	 4.2	 3.7	 完存 644 －

3045 KI05 Ⅳ 古銭（咸平元宝） 銅 4.7	 1.3	 4.6	 2.9	 一部欠損 644 －

3046 KI04 Ⅳ 古銭（寛永通宝） 銅 4.6	 1.4	 4.6	 3.3	 完存 644 －

3047 KJ02 Ⅳ 古銭（不明） 銅 - 1.6	 - 1.6	 1/2欠損 644 －

3048 JG19 Ⅳ 古銭（元祐通宝） 銅 3.5	 1.5	 3.4	 3.2	 完存 644 －

3049 ST069 a 古銭（聖宋元宝） 銅 4.6	 1.4	 4.5	 2.9	 完存 644 －

3050 TP44 Ⅲ 古銭（治平元宝） 銅 2.4	 2.4	 1.3	 3.2	 完存 行書 644 －

3051 KT02 Ⅳ 古銭（嘉祐元宝） 銅 4.9	 1.3	 4.9	 3.7	 完存 644 －

3052 KC07 Ⅳ 古銭（皇宋通宝） 銅 2.8	 2.5	 0.5	 2.9	 完存 644 －

ST087 1 古銭（熙寧元宝） 銅 2.5	 2.4	 0.7	 2.9	 完存 － －

JK17 Ⅳ 古銭（熙寧元宝） 銅 2.5	 2.5	 0.8	 3.2	 完存 － －
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表192　木製品一覧表（１）

№
遺構名
地区名

層位 分類
長さ
（㎜）

幅（㎜）厚（㎜） 形態・特徴 木取り 樹種
挿
図

図
版

226 SP0076 a 柱根 （35.1） 8.8 9.0
上部は欠損している。表面に縦方向の加工痕あり。樹
皮が下部に残っている。下端部に伐採痕あり。

芯持ち材 78 238

227 SH005-P1 - 柱根 23.7 15.4 13.9
1/2分割材を成形して柱の太さを揃える。表面に縦方
向の加工痕あり。上端部は欠損、下端部は伐採痕あり。

芯持ち材 78 238

454 SD0414 a 竿 26.6 1.6 1.9
削りだし棒材。上部に凹みあり。上端部は丸く加工し
ている。側面は面取りしている。表面は平らで断面が
三角形。

板目 133 236

1054 SD0422 b 曲物 （15.9） 0.9 （6.3）
円形と思われるが、右半分は欠損している。左側面に
釘穴、左側縁に一部炭化あり。蓋の持ち手を付ける一
対の穴あり。入れ子状の容器。

追柾目 202 236

1055 SD0422 1 不明製品 （6.6） 1.0 3.2
下端部は欠損。表裏面に加工痕がある。下端部に丸穴
が開く。薄く加工している。断欠品。

板目 202 －

1056 SD0422 2 斎串か人形 （14.3） 0.8 2.5
上端部は欠損。下端部は尖らせており、側面に細かい
加工がある。断面は長方形。

柾目 202 236

1057 SD0422 2 桛 （10.2）（0.1） （0.9）
右端部は欠損。側縁部に面取りがある。左側に穿孔が
２ヶ所ある。横木の先端。表裏広い範囲が炭化してい
る。

板目 202 236

1058 SD0422 a 縦杓子の柄 5.9 0.8 5.9
円形をしている。下端部に付くと思われる柄が欠損し
ている。側面を細かく加工している。断面は長方形。
縦杓子の柄のグリップか。弥生中期。

板目 202 236

1059 SD0422 2 横鍬の泥よけ （12.8） 1.1 10.3
右端部が欠損。左側に方形の穿孔、中央部に円形の穿
孔がある。薄く加工している。側縁部は面取りしてい
る。樹皮止めも同一個体のものと思われる。

板目 202 234

1060 SD0422 2 栓 9.5 3.4 3.9
上部は断面平面とも長方形で、面取りがある。下部は
一段細くなる。下端部に楔が2本入っている。

板目 202 236

1061 SD0422 - 栓 7.4 2.7 3.0

上部断面平面ほぼ長方形で、角を削る加工がある。栓
を抜くときに紐を通す穴あり。下部には縦方向の細か
い加工があり、断面がほぼ円形をしている。容器の底
の栓。

芯持ち材 202 236

1063 SD0422 2 不明製品 （8.8） 1.2 2.4
上下両端部は欠損。中央に表面からの穿孔（径0.7～
1.0cm）が1ヶある。側縁部には面取り加工がある。穿
孔より上部は斜めに加工され上部が細くなる。

柾目 202 241

1064 SD0422 2 大型槽 14.5 1.8 14.8
平面形はほぼ円形。一部欠損。断面は右側が薄くなっ
ている。

柾目 202 236

1263 SK01881 3 農具素材 53.5 3.9 14.8
右側の側面は直線的だが、左側縁は欠損によるものか
凹凸が激しい。農具素材の分割材。

柾目
アカガシ亜
属

261 －

1264 SK01881 4 農具素材 63.8 6.2 14.2

右側縁は真っすぐに加工されているのに対し、左側縁
は斜めに加工されている。上端部には切断痕があり、
下端部左側を斜めに加工している。ミカン割り分割材
で厚み調整加工前。

柾目
アカガシ亜
属

261 －

1371 SK01894 5 分割材 102.6 6.1 8.5 上部は欠損している。枝打ち痕有り。みかん割材。 辺材 274 241

1372 SK01894 5 杭 （85.8） 5.6 8.45
1/6分割材の杭。枝打ち痕有り。上部は欠損している。
下端部は加工して尖らせている。

芯去り材 274 241

1373 SK01894 5 杭 （93.5） 6.2 6.4
上端部は欠損している。下端部は加工し斜めにしてい
る。上端にひとまわり太さを小さくする加工あり。芯
持ち丸太。

芯持ち材 杉 274 －

1374 SK01894 5 建築部材 133.5 6.1 6.2
全面に細かい縦方向の加工がある。垂木材の転用品。
上下両端を加工し尖らせてある。刃こぼれ痕がある。

芯持ち材 茅 274 －

1416 NR001
最下
層

杭 321.6 7.0 6.7
下端部に細かい加工痕あり尖っている。全体に樹皮が
付着している。

芯持ち材 282 241

1417 NR001 4 農具素材 123.1 12.1 26.0
上下両端部に切断痕あり。右側縁に楔痕あり。右側面
に樹皮が残る。表裏面に加工痕あり。分割製材板。

柾目 282 237

1418 NR001 8 加工材 234.3 19.5 17.2
伐採木、３方向からの伐採痕が明瞭に残っている。鉄
の斧で端部を切り落とし下を柱に使っている。芯の部
分も斧で切っている。

芯持ち材 283 241
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表193　木製品一覧表（２）

№
遺構名
地区名

層位 分類
長さ
（㎜）

幅（㎜）厚（㎜） 形態・特徴 木取り 樹種
挿
図

図
版

1419 NR001 4 曲物底板 （18.8） 1.1 （4.2） 側面に加工痕あり。釘あとあり。右側は欠損している。 柾目 284 236

1420 NR001 4 梯子 （33.0） 8.6 11.6
正面・側面にチョウナの加工痕が残っている。上下両
端部は欠損しており、１段のみ残っている。梯子の断
欠品。

柾目 284 240

1421 NR001 5 たも枠か 43.1 1.8 1.9

枝を払い、全体に細かい加工があるが、弓としては加
工が甘いのでたも枠と思われる。下端部には加工があ
り丸みを持ち、上端部は欠損している。右側縁が平ら
で左側縁が丸みを持ち断面は蒲鉾型。

芯持ち材 カヤ 284 236

1422 NR001 7 棒材 6.3 2.2 2.5 上下両端部は欠損している。くぎ穴の有る丸棒。 芯持ち材 284 －

1423 NR001 - 農具素材 98.3 7.7 17.1
みかん割材。下端部に切断痕あり。上部は欠損してい
る。

芯去り材 284 －

1424 NR001 9 弓 （83.5） 3.2 3.0
枝を払い、全体に細かい加工がある。弓はず部分が欠
損している。使用して裂けている。

芯持ち材 284 235

1425 NR001 7
輪かんじき

田下駄
（21.4） 1.4 5.4

輪かんじき田下駄の横木。左右両端は欠損している。
両面に加工痕あり。

柾目 284 －

1448 SK01898 b 板材 10.1 0.8 1.0 板材を利用し、先端を尖らせる。 板目 高野マキ 291 －

1449 SK01898 2 杭 （10.5） 4.6 4.3 上下両端部は欠損している。枝払い痕あり。 芯持ち材 291 －

1450 SK01898 1 建築部材 （60.0） 5.9 6.2
上端部は欠損している。芯持ち丸木材であるが、先端
をほぞ状に加工している。全体に樹皮が残る。加工痕
に刃こぼれがあり、鉄のチョウナで加工している。

芯持ち材 291 －

1451 SK01898 1 杭 （70.1） 6.3 6.1
下端部は欠損している。上端部は平らに切断されてい
る。枝払い痕有り。

芯持ち材 291 －

1452 SK01898 1 杭か （15.1） 4.2 4.0 上端部欠損、下端部は折れている。 芯持ち材 291 －

1453 SK01898 1 杭 (9.0) 3.3 3.2 上部は欠損し、下端部先端のみ残存。 芯持ち材 291 －

1454 SK01898 1 杭 83.8 7.8 8.6
刃こぼれ痕あり、鉄斧使用か。下端部は加工し尖らせ
ている。一部に樹皮が付着している。枝払い痕あり。

芯持ち材 291 －

1455 SK01898 1 杭 （29.3） 4.2 4.2
上端部は欠損している。下端部の先端は３方向からの
加工で尖らせている。枝払い痕有り。

芯持ち材 291 －

1456 SK01898 - 杭 （54.5） 3.5 3.7
上端部は欠損している。下端部先端は加工して尖らせ
ている。一部分に樹皮残る。枝払い痕有り。加工痕に
刃こぼれ痕あり、鉄のチョウナで加工している。

芯持ち材 291 －

1618 SZ075 3 柱根 33.0	 3.0	 3.0	 上下欠損 芯持ち材 348 239

1638 SH008 1 柱根 30.0	 10.0	 10.0	 上部削り。先端部欠損。表面に当り痕。 芯持ち材 368 238

1639 SH008 1 柱根 42.0	 12.0	 12.0	 上部削り。先端部欠損。表面に当り痕。 芯持ち材 368 238

1640 SH008 1 柱根 34.0	 14.0	 14.0	 上部削り。先端部欠損。 芯持ち材 368 238

1641 SH008 1 柱材 (31.9) 10.8	 12.6	
底部は両方向からの削り、やや尖る。削り面に刃こぼ
れ痕あり。

芯持ち材
ヒノキ科ア
スナロ属

368 239
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表194　木製品一覧表（３）

№
遺構名
地区名

層位 分類
長さ
（㎜）

幅（㎜）厚（㎜） 形態・特徴 木取り 樹種
挿
図

図
版

1642 SH008 1 柱材 (38.2) (14.0) (14.0)
底部を平らに削る。上部は欠損。底面に刃こぼれ痕あ
り。

芯持ち材
ヒノキ科ア
スナロ属

368 238

1643 SH008 1 柱材 (32.7) 11.7	 10.7	 柱材。柱底部を両方から削りやや尖る。 芯持ち材
ヒノキ科ヒ
ノキ属

368 239

1644 SH008 1 柱材 (25.4) (11.4) (11.0)
上部は欠損し、底部は三方向から削る。全体的に欠損
が多い。底部の削り面に刃こぼれ痕あり。

四分割以
下削り出

し

ヒノキ科ア
スナロ属

368 239

1646 SH010 1 柱根 (36.4) 13.2 13.8 表面を面取り。下端は不整方向からの削り。 芯持ち材
トネリコ属
トネリコ節

370 238

1647 SH010 1 柱根 28.4 13.8 15.6
表面は面取り加工。下端は不整方向から削り、中心を
やや尖らせる。

芯持ち削
り出し

トネリコ属
トネリコ節

370 238

1648 SH010 1 柱根 34.1	 13.6	 15.1	
胴部を面取り（14面）。底部は鈍い角度により中心を
やや尖らせる。

芯持ち材
トネリコ属
トネリコ節

370 238

1680 SB115-P9 1 柱根 25.1	 9.8	 10.0
胴部の中央部から下部にかけて、1部樹皮ｗ残す。階
段状切断痕。

芯持ち材
コナラ属ア
カガシ亜属

397 239

1681 SB115-P2 柱根 69.4 11.8 15.4
表面中央より下端にかけて加工痕が明瞭に残り、縦方
向に削る。底部は平らに加工する。

芯持削り
出し

コナラ属ア
カガシ亜属

397 238

1682 SP0127 1 柱根 (55.8) 11.0 11.0
表面はチョウナ痕で2.5～3.0cmの幅で面取りしてい
る。底部は3方向から斜めに加工している。建築部材。
柱根か梁。

芯持削り
出し

サカキ 397 238

1705 SA004 - 柱根 (16.5) 9.3 11.1 5面体に加工。下端部は４方向からの加工で尖る。 芯持ち材 416 239

1706 SA004 - 柱根 22.2 9.5 9.9
縦方向の加工で表面を丸く加工。下端部は４方向から
の加工で先端がやや丸みを帯びる。

芯持ち材 コナラ節 416 239

1773 SD0383 f 板材 83.5 2.8 14.4
扁平な板材である。加工痕は不明瞭ながら部分的に残
存する。みかん割り材。構造物か建築部材の板材。

柾目 ケヤキ 436 240

1832 SD0588 b 桧扇か 5.75 0.35 2.3
薄く加工している。一部に焦げ痕あり。左上部に穿孔
あり。下端部、裏面上部は欠損している。古代。

板目 450 236

1833 SD0588 d 製材板 3.5 0.4 （4.9） 泥よけ断欠品。薄い板。一部穿孔あり。 柾目
アカガシ亜
属

450 241

1834 SD0588 d 網枠 21.8 2.5 2.4
上端部を一段細く削っている。全体に細かい加工あり。
本体との繋ぎの柄。カセの再利用。断面は円形。

板目 450 236

1922 SD0652 d 曲物 （36.85） 0.7 5.5 曲げ物の側板と思われる。 追柾目 463 236

1923 SD0652 e 又鍬 (20.0) 0.6	 4.3	
表面左端は、上部から下部にかけて湾曲する。表面右
端は上部から下部まで直線である。又鍬の刃先。

柾目
コナラ属ア
カガシ亜属

463 －

1924 SD0652 3 杭 13.3 4.3 4.5 下端を斜めに加工している。 芯持ち材
コナラ属ア
カガシ亜属

463 －

1925 SD0652 5 斧柄 76.8 3.5 6.0

直柄縦斧である。頭部の上端は丸みを帯びている。握
り基部の下端は縦方向に削って丸みを帯びさせてい
る。頭部に方形の装着孔が1個ある。頭部を縦方向に
削っている。

板目
コナラ属ア
カガシ亜属

463 －

1926 SD0652 3 槽・盤 46.9
高さ
4.0

(11.0)
長辺に平行に脚がついている。上端と下端を斜めに加
工している。内面は口縁部から中央部にかけて緩やか
に湾曲している。

板目 モチノキ属 463 －

1927 SD0652 3 泥除 (25.2) 0.6 (14.5)
側縁部は丸みを帯びている。表面はヤリガンナで斜め
方向に削っている。薄く仕上げた泥除。

柾目
コナラ属ア
カガシ亜属

464 －
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表195　木製品一覧表（４）

№
遺構名
地区名

層位 分類
長さ
（㎜）

幅（㎜）厚（㎜） 形態・特徴 木取り 樹種
挿
図

図
版

1928 SD0652 1 摘み鎌 （8.5） 0.4 （5.1）
両端に突起がつく。刃部は欠損している。表裏面に、
特に裏面にヤリガンナ痕が顕著に残る。薄く加工して
いる。

柾目
アカガシ亜
属

464 234

1929 SD0652 5 泥除 7.3 0.6 4.4 側縁部を斜めに加工している。泥除の一部。 柾目
コナラ属ア
カガシ亜属

464 －

1930 SD0652 6 残材 8.1 3.4	 4.1	
樹皮付の細い丸太材で上端を斜めにそぐように削り、
下端は不整方向から削って尖らせている。端材・残材。

芯持ち材
コナラ属コ
ナラ節

464 －

1931 SD0652 4 棒材 20.6 3.7 4.2
下部に樹皮が残っている。上端を切断し、下端を縦方
向に削っている。

芯持ち材
コナラ属ア
カガシ亜属

464 －

1932 SD0652 h 杭 94.4 3.4 2.5
芯持ち丸太で広い範囲に樹皮が残っている。上下両端
を尖らない程度に細かく加工する。

芯持ち材 464 －

1933 SD0652 h 杭 103 4.0 4.5
下端部は加工して尖らせている。縦方向の加工があり、
枝打ちしている。上端部は自然木を残している。側面
や裏面に刃物痕がある。

芯持ち材 464 －

1934 SD0652 i 籠 （12.1）（2.6）（16.2）
縦2本単位。横1本送り。1本越えて本編み。残存状況
は悪い。

- 464 237

1935 SD0652 e 横槌 15.0	 4.4	 3.0	 丸太材を使用し、柄を丸く削りだす。 芯持ち材 465 235

1936 SD0652 i 有頭棒 17.0	 2.0	 1.0	
上部を有頭状に加工してある。下部は欠損しており、
下部から中央部の少し上まで炭化。

芯持ち材 465 241

1937 SD0652 h 曲柄鍬 (47.5) 2.5	 (9.4)

軸部と刃部の形は明瞭である。軸部の断面形は蒲鉾形、
刃部の断面は山形である。刃先端にいくほど薄く加工
されている。軸部の上端は弧を描くように加工されて
いる。表面の軸部上部の左側縁と、右側縁は斜めに削
り段をつけている。表裏面に削り加工痕が見られる。

柾目
コナラ属ア
カガシ亜属

465 233

1959 SD0475 - 農具素材 （91.8） 5.15 16.3
上部は欠損。表裏面に加工あり。下端部を表裏両面か
ら加工している。長さを揃えて切断しており一木鋤の
未製品と思われる。

柾目
クヌギ節か
コナラ節

473 237

2017 SD0495 3 泥除 （11.45） 1.9 4.55 全体的に炭化している。加工痕あり。泥よけの断欠品。 柾目
アカガシ亜
属

496 －

2018 SD0495 - 柱根 （23.2）（12.1） 14.3
1/4分割材を成形して丸柱にしたもの。全面が炭化し
ている。上端部は欠損している。下端部には２方向か
ら伐採痕あり。表面には縦方向の加工痕あり。

芯去り材 栗か 496 238

2019 SD0495 3 壁・床材 （71.2） 3.55 15.85
上下両端部は欠損している。全面に縦方向の加工あり。
表裏両面に刃物痕有り。左側がやや厚みあり。分割製
材。

板目 496 －

2020 SD0495 4 板材 (23.1) 0.8 (5.8) 表面から裏面にかけて炭化している。鍬の可能性あり。 柾目 ヒノキ 496 －

2021 SD0495 4 棒材 (33.5) 1.4	 1.5	
断面がやや丸みをもった細い角柱状の棒状材である。
表面は面取りしている。

板目 モミ属 496 －

2022 SD0495 4 棒材 (34.5) 1.1	 1.4	
断面がやや丸みをもった細い角柱状の棒状材である。
表面は面取りしている。

柾目 モミ属 496 －

2023 SD0495 4 板材 26.5	 0.5	 9.5	
幅の狭い台形状を呈し、中心より左側に直径3mm程の5
対の孔を有す板材である。板の厚さは5mm程と薄い。

柾目
コナラ属ア
カガシ亜属

497 240

2024 SD0495 4 建築材か (72.4) (4.4) (29.8)
表面は焼けて炭化し、先端の一部が湾曲な削りを施す。
裏面は緩やかなV字型を呈し、丁寧な削りを施す。

板目
ヒノキ科ア
スナロ属

497 －

2025 SD0495 3 直柄平鍬 (19.2) 4.6	 (9.1)
全体的に欠損部が多く、形状は不確実である。柄穴は
残存状況は良好で直径3.5cmを測る。

柾目
コナラ属ア
カガシ亜属

497 233

2026 SD0495 4 柱材 32.2	 4.6	 8.7	
丸太材を利用した柱材である。上、下部とも欠損し、
一部に削り痕を有す。

芯持ち材
ブナ科クリ
属クリ

497 239
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表196　木製品一覧表（５）

№
遺構名
地区名

層位 分類
長さ
（㎜）

幅（㎜）厚（㎜） 形態・特徴 木取り 樹種
挿
図

図
版

2027 SD0495 4 祭祀具か棒材 (28.0) 2.1	 3.4	
全体的に炭化している。上半部及び下部が欠損する。
槍状を呈していることから祭祀具かもしれない。

芯持ち材
ヒノキ科ア
スナロ属

497 236

2082 SD0587 c 床か壁板 67.0 2.95 12.4

全面にチョウナの加工痕あり。側面には細かい加工が
ある。上端部には両面からの加工がある。とじあわせ
の方形の穿孔が2ヶ所ある。高床式倉庫のとじあわせ
穴付き床か壁板。

追柾目 512 240

2083 SD0587 9 刈払具未製品 （40.8） 2.7 15.0

上部の柄の部分が欠損している。上部の断面は長方形、
途中から薄くなり、下端部は断面が三角形。上面と側
面に細かい加工あり。下部中央先端部を突出させてい
る。

板目
アカガシ亜
属

512 234

2084 SD0587 8 甲胄未製品 （36.6） 4.5 17.2

下端部は欠損している。上端部は両面から加工し斜め
になっている。上端部と同じ傾斜で２つ段を等間隔に
作り出している。左側が厚く、裏面を凹ませて断面が
Ｃの字状になっている。儀式用の木製甲胄の未成品か。
刳り抜き。細めのチョウナを使用して加工している。

柾目 ケヤキ 512 235

2085 SD0587 b 建築部材 （84.9） 2.4 （4.6）
表面に連続した丁寧な加工痕あり。刃こぼれ痕あり、
鉄のチョウナで加工している。下端部は欠損している。
上端部左は丸く加工し、上部右には抉りがある。

板目 512 240

2101 SP0111 1 柱根 (22.9) (9.7) 13.2	 下面に工具痕がみられる。
芯持削り
出し

ツブラジイ 520 239

2102 SP0118 1 柱根 (50.7) 13.0 14.6
表面下端をわずかに加工してるが、ほぼ白木である。
下端は不整方向から削り、平坦に仕上げている。

芯持ち材 ヒノキ 520 238

2103 SP0119 1 柱根 (41.6) 10.3	 13.5	
丸太材を用いたもので表面の加工が明瞭ではない。底
は3方向から削り出して平坦にしている。

芯持削り
出し

ヒノキ 520 238

2152 SK02324 5 横鍬 15.0	 6.0	 3.0	
中央部に柄を取り付けるための円形の穴があいてい
る。上部と右側が欠損。左側に四角の穴あり。

柾目 535 233

2164 SK02522 3 残材 10.2 0.4	 10.2	
扁平な板材で平面台形をなしている。下端と右側面の
一部は炭化している。

板目 ヒノキ 536

2166 SP0093 - 礎板 33.6 6.4 14.3
上面と表面の広い範囲に煤が付着している。裏面は煤
がほとんど付着していない。両側面に細かい加工あり。
上下両端部に切断痕あり。

柾目 541 239

2170 SP0096 - 礎板 22.3 5.1 13.7
刃こぼれあり。鉄のチョウナで加工してる。面取りし
た柱を分割し下端部を２方向から加工して尖らせ転
用。

芯去り・
辺材

541 239

2171 SP0142 - 柱根 50.2 11.0 12.4
上部は欠損している。腐しょくによるためか中心部が
空洞になっている。底部に２方向からの切断痕が顕著
に残る。

芯持ち材 541 239

2172 SP0144 - 柱根 （11.0） 3.4 8.3
1/2分割材。上端部は欠損している。下端部には切断
痕あり。

芯持ち材 541 239

2173 SP0146 2 杭 （10.9） 4.5 5.7
下端部は欠損している。上端部に加工あり。分割杭の
断欠。

- 541 －

2176 SP0172 - 柱根 （21.6） 4.8 5.6
上部は欠損している。下端部には２方向からの切断痕
あり。柱の通常サイズ。

芯持ち材 542 239

2179 SP0196 柱材 (28.1) 10.9	 12.2	
柱上部は欠損し、底部は二方向から削りを施し、先端
は尖る。削り面は刃こぼれの痕が確認できる。

芯持ち材
バラ科サク
ラ属

542 239

2255 ST139 1 分割材 15.0 3.7 8.5
上部の右側面をL字状に加工している。裏面は内湾し
ている。

柾目 カツラ属 548 －

2256 SD0629 1
その他の加工

材
17.2 5.1 11.0 裏面は内湾している。 板目 ヒノキ 548 －

2257 SD0631 1 棒材 (18.0) 2.8	 4.4	
断面が蒲鉾形で上端にいくにつれ加工して尖らしてい
る。表面は平滑である。裏面は平坦である。

柾目 ヒノキ 548 －
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表197　木製品一覧表（６）

№
遺構名
地区名

層位 分類
長さ
（㎜）

幅（㎜）厚（㎜） 形態・特徴 木取り 樹種
挿
図

図
版

2258 SS003 1 柱根 (21.1) 11.0 13.0 表面は面取り。底部は、縦方向からの削り。
芯持削り
出し

コナラ属ア
カガシ亜属

548 239

2259 SS004 1 杭 (27.7) 9.3	 12.7	
底部は4方向からの削り。全体を面取り。底部右側が、
最も急な角度で削られる。

芯持削り
出し

コナラ属ア
カガシ亜属

548 239

2260 ST077 a 容器底板 24.1	 0.6	 (3.7)
扁平な板材で上下端を斜めに湾曲しながら加工してい
る。下部には線状の圧痕が残る。曲物の底板が欠損し
たものか。

柾目 ヒノキ 548 －

2261 SD0594 a
その他の加工

材
25.6 2.5 2.7

断面が方形を呈する加工材である。一端は炭化してい
る。中ほどを一段深く彫り下げ、端部は一端を台形状
に加工している。

柾目 イチイガシ 548 －

2292 SD0577 - 田下駄 50.7 1.9 8.7

上端部は欠損している。4ヶ所に穿孔あり。上部３ヶ
所は方形の穿孔、下部１ヶ所の穿孔は半円形。表面を
丁寧に加工している。輪かんじき田下駄の足乗せ台に
転用している。表面に刃物痕、表面側縁に面取りあり。

板目 杉 560 235

2293 SD0577 c 衣笠 5.1 1.3 5.3
円形をしており、全周側縁部は面取りしている。断面
は隅丸方形。側面に釘穴が8ヶ所中央部に向かって入
る。平面中央部には穿孔（径0.3cm）がある。

追柾目 560 236

2295 SD0577 b 木鎌の柄 40.2 3.0 （7.0）

下部に細かい加工で持ち手を作り出している。下端部
は丸く加工している。溝を切って鉄鎌をつける直前の
段階。側面は炭化している。下端部以外の断面はほぼ
長方形。

柾目 560 234

2326 SD0634 a 多又鋤 35.0	 17.0	 1.0	 上部、下部を欠損している。 柾目 570 234

2327 SD0633 c 有頭棒 33.0	 2.0	 2.0	 上部を有頭状に加工してある。下部は欠損。 板目 570 241

2328 SD0636 角材 （8.3） 3.8 7.3 柾目厚板の分割材で、上下両端部は欠損している。 柾目 ヒノキ 570 －

2329 SD0635 4a 　指物箱 41.4 1.5 12.6

大型の指物箱。表面の右側縁部、右側面、裏面は一部
炭化している。下部の右側縁に方形孔が1個あり、孔
下部は縦方向の溝に繋がっている。下部は斜めに加工
し、中央部は凹む。

板目 ヒノキ 570 －

2330 SD0635 c 板材 108.0 3.3	 11.3	
厚みのある扁平な材で上部を削り出して柄状に加工し
ている。下端は欠損している。

板目 ヒノキ 570 240

2346 SD0572 e 鍬未製品 (40.4) 1.2	 5.7	
下部へいくほど薄くなっている。右側面は薄く加工し
ている。方形柄孔鍬・狭鍬の未製品か。

柾目 イチイガシ 572 237

2347 SD0572 a 直柄平鍬 (33.6) 3.0 (21.7)

柄孔周囲は、明瞭な段をなして隆起している。（A型隆
起）。隆起部分の形は、上が丸く下が長く尖った舟形
である。（A4型）。丸い隆起部分は、外周を6箇所面取
りしている。着柄角度６７～７０度程度と考えられる。

柾目
コナラ属ア
カガシ亜属

572 233

2355 SD0572 1 杭 (30.7) 1.75 3.1 下端を斜めに加工した杭。上端は欠損している。 柾目 ヒノキ 573 －

2356 SD0680 3 杭 17.6 1.5 1.8 下端を斜めに加工。 柾目 ヒノキ 573 －

2357 SD0680 4 杭 (23.7) 3.5 3.8
不整方向から削り出した杭材で、上端は炭化している。
細かく面取り加工し、多角柱状である。下端は使用に
よるためか摩滅している。

柾目 ヒノキ 573 －

2358 SD0680 4 籠 （18.3）（3.6）（19.8）

縦材は3本単位である。一番右の1本を口縁で捻り、隣
の2本の縦材の間に差し込んで処理している。下部は
縦材を寄せて2本にしている。縦材の口縁を横に流し
て処理している。

- 574 237

2359 SD0680 ⑦ 編組製品 5.7 2.25 8.0
二重に折れ曲がった状態で出土した。縦材2本、横材1
本で、2本越え2本潜り２本送りで袋状に編んでいる。

- 574 237
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表198　木製品一覧表（７）

№
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層位 分類
長さ
（㎜）

幅（㎜）厚（㎜） 形態・特徴 木取り 樹種
挿
図

図
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2360 SW002 削り出し棒 (35.9) 1.7	 2.5	 上端に切断のためと思われる加工痕あり。削り出し棒。 柾目 スギ 575 －

2361 SW002 矢板 45.0 2.3 22.4
下部の右側面と左側面を縦方向に削り尖らせている。
表面を縦方向に削っている。矢板加工。

板目 ヒノキ 575 －

2362 SW002 板材 59.2 1.8 5.1
断面が扁平な台形を呈する長い加工材。下端を表面の
2方向から削り尖らせている。上端は欠損している。
表面は刃物痕が多く残る。棧の材・構造部材か。

板目 ヒノキ 575 －

2363 SW002 杭 (52.8) 3.3 3.2
下部を縦方向に削って尖らせている。中央部から下部
にかけて樹皮が残っている。材の中心は円形孔があい
ている。髄がある。

芯持ち材 タラノキ 575 －

2364 SW002 棒材 26.8	 1.9	 2.0 芯持ち材。下部を縦方向に削っている。髄がある。 芯持ち材 タラノキ 575 －

2365 SW002 杭 13.8	 2.0 2.1	
先端を削った芯持ち材で下部を縦方向に削っている。
材の中心は、髄がある。

芯持ち材 タラノキ 575 －

2366 SW002 棒材 (10.5) 2.0 1.8	 芯持ち材で髄がある。 芯持ち材 タラノキ 575 －

2367 SW002 建築部材 (52.8) 2.2	 5.2	

断面台形の細長い板材で、下端を粗く削りにぶく尖ら
せている。上端は欠損している。上端にむけて加工材
の厚みが薄くなる。表面は平滑で丁寧に面取り加工し
ている。

柾目 ヒノキ科 575 －

2368 SW002 矢板 (44.1) 1.7 10.0

扁平な板材で平面三角形に加工している。上端は欠損
し、下端の三角形部分を段をつけて削り加工している。
中央付近の左右に円形孔を1つずつあけている。右側
は径1.6cmの不整形な円形孔で、左側は径6mmの円形孔
が貫通している。両側面には加工痕が残る。

板目 スギ 576 －

2369 SW002 分割材 (46.5) 3.2 2.3 上部より下部を細く加工している。
芯持削り
出し

スダジイ 576 －

2370 SW002 矢板 49.4 3.3 15.4
厚みのある板材で下端を削って尖らせている。表面は
平滑に仕上げている。

板目 スギ 576 －

2371 SW002 矢板 51.5 4.0 8.2
厚みのある蒲鉾形の断面で下端を二辺から削って尖ら
せている。上端は欠損している。表面は腐食ため凹凸
が著しい。

板目 ヒノキ 576 －

2372 SW002 板材 75.0 2.1 5.7
下端を斜めに加工している。下部の左側面と右側面を
L字状に加工している。

板目 ヒノキ 577 －

2373 SW002 矢板 39.9 1.3 9.2

扁平な板材で下端を尖らせている。左側辺に長方形孔
を貫通させ、右側辺には径0.6cmの円形孔を１箇所あ
けている。長方形孔は左右端の削り加工が長い。鑿の
痕跡かもしれない。表面は腐食により凹凸が著しい。

板目 ヒノキ 577 －

2374 SW002 杭 56.0 3.4 4.9 周縁方向から比較的鋭角に先端を作り出す。 芯持ち材
コナラ属ア
カガシ亜属

577 －

2375 SW002 杭 61.6 4.7 5.9 表面と裏面を縦方向から削り尖らせている。 芯持ち材
コナラ属ア
カガシ亜属

577 －

2376 SW002 分割材 55.5 5.4 11.2
右側面の中央部と下部を縦方向に削っている。表面に
斜め方向の刃物痕がある。分割材。

板目 スダジイ 577 －

2377 SW002 桟 (46.2) 1.8 5.3
表面は縦方向に削っている。
表面は緩やかに湾曲している。

板目 ヒノキ 578 －

2378 SW002 棒材 (30.5) 5.1 6.2
上端・下端ともに欠損している。
上部に刃物痕が残る。

芯持削り
出し

サカキ 578 －

2379 SW002 - 加工材 （87.0） 4.0 5.4
太い多角形の柱を縦に割って杭や横木材に転用してい
る。表面・側面に多角形の柱を加工した時の縦方向の
加工痕がある。裏面に縦に割った痕跡が残る。

板目 578 241
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№
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（㎜）

幅（㎜）厚（㎜） 形態・特徴 木取り 樹種
挿
図

図
版

2392 SD0649 e 椅子（腰掛） 48.0	 14.0	 8.0	 半分で割れていて接合できない。 芯去り材 581 237

2393 SD0649 7 形代 23.0	 5.0	 0.5	
鳥形の形代か。表面に線刻がある。上部を菱形に削り
出してある。

板目 581 236

2594 SD0381 4 作業台 （24.6） 5.5 13.9

柱の上端部分の受け口を作業台として再利用してい
る。左側の直角に削った所にも柱に直交する材がか
かっていた。樹皮残る。下端部は炭化している。両面
と先端に加工痕が残る。

芯持ち材 608 237

2595 SD0381 4 平鍬 （49.1）

鍬隆起部と柄が装着された状況で出土している。平鍬
は隆起部のみで他は欠損している。隆起部も欠損が激
しいが、平面形は上部が円形、下部が方形になるか。
削りだしの直柄は部分的に欠損しているが、ほぼ完形。
柄には縦方向の細かい加工があり断面はほぼ円形、上
下両端部は平らに加工されている。柄と隆起部をとめ
るための材を入れる孔がある。

柾目（柄）
　　板目
（隆起部）

608 233

2596 SD0381 4 棒状板 （20.4） 1.2 3.1
上下両端部は欠損。表面は平で側縁は面取りしている。
裏面には部分的に焦げあり。細い棒状板。

柾目 杉 608 －

2597 SD0381 4 桟材 （22.9） 0.7 1.8 上下両端部は欠損。断面三角形。 柾目 608 －

2598 SD0381 3 板材 42.8 1.5 2.9
下部は一部欠損。下端部は先端を尖らせている。上端
部にＬ字状の切り込みがある。断面はほぼ長方形。板
目板。

板目 608 241

2599 SD0381 4 指しものか 21.35 0.5 3.7

表面にヤリカンナの面成形あり。左側縁を薄く加工し
ている。上端部を斜めに加工し、左上部にＬ字状の切
り込みを入れる。下端部と裏面上部は欠損している。
祭祀具になる前のものか。

本柾目  608 236

2600 SD0381 4 矢板 （63.7） 2.25 8.65
壁板か床板を下端部を尖らせて矢板に転用したもの。
もともとは建築材であったと思われる加工痕が多数あ
る。表面の凹みは扉の耳受け用。

柾目 608 －

2601 SD0381 4 台輪 19.1 1.9 17.3

表面に斜めのチョウナ痕、裏面に縦方向のチョウナ痕
がある。上面は弧を描くように加工され、下端部は斜
めに加工されている。左右両端部は真っ直ぐに加工さ
れている。

板目 608 240

2602 SD0381 4 桟材か （40.3） 1.3 3.4
上下両端部は欠損。幅の狭い板で下部に後であけた穴
がある。裏面に加工痕が残る。側縁部は面取りしてい
る。

柾目 608 －

2603 SD0381 4 たも枠の柄 （6.45） 1.15 1.8
上端部は欠損。一部焦げ痕あり。細かい加工がある。
持ち手の先端。柄を縛る部分。

芯持ち材 608 236

2604 SD0381 9 農具準備品 53.6 3.7 18.9

断面は丸みを帯びた長方形をしている。中央部が凹ん
でいる。表面に凹ませる加工痕が細かくある。裏面は
縦方向の加工がある。側面にも加工あり。農具準備品。
先端の丸みは鍬の先端を作っている。

柾目
アカガシ亜
属

608 234

2605 SD0388 d 木包丁 （14.9） 1.2 4.0

上端部は真っ直ぐに加工し、下端部には表面からの加
工で片刃を作っている。穿孔が左側に２つ右側に２つ
ある。左表面は一部欠損している。刃部には使用痕が
ある。

追柾目 609 234

2606 SD0389 e 泥除 （19.6） 0.9 （6.1）
上端部と右側部欠損している。左上部には穴がある。
表面には幅の狭いチョウナの加工がある。

柾目 609 234

2607 SD0381 f 農具素材 21.4 1.7 （7.6）
上端部は欠損。薄く加工している。左右両端を両面か
ら加工している。断欠品。泥よけか。

柾目 609 234

2608 SD0390 a 田下駄 （27.3） 2.2 10.1
表裏面に縦方向の加工がある。中央部に方形の穿孔が
２つあり、上部と下部にも穿孔が１つずつある。上下
両端部は欠損している。輪かんじき田下駄の足のせ台。

柾目 609 235

2609 SD0381 k 四ツ又鍬 26.2 3.15 15.7
四ツ又。左端の刃が欠損している。表面と上面に細か
い加工がある。上部中央の長方形の穿孔は斜めに入っ
ている。断面は蒲鉾形。弥生時代中期。

柾目 609 233

2610 SD0381 3 丸太・加工材 46.0	 24.0	 24.0	 上部・下部削り。 芯持ち材 609 239
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表200　木製品一覧表（９）

№
遺構名
地区名

層位 分類
長さ
（㎜）

幅（㎜）厚（㎜） 形態・特徴 木取り 樹種
挿
図

図
版

2611 SD0381 k えぶり 36.5 1.8 6.6

表裏面に加工あり。中央部に方形の穿孔を両面から
削って作っている。下端部にはＶ字状の抉りを６つ入
れている。断面は下端部が表面からの削りで薄く尖っ
ている。全周面取りをしている。弥生時代後期～古墳
時代前期のもの。

柾目 609 234

2612 SD0381 a 槽 73.0 9.9 22.5
表裏面に加工痕がある。左側は斜めに立ち上がる。上
下両端部は欠損している。大型槽の未成品。水抜きの
方形の穴が中央に2つある。

板目 610 236

2613 SD0381 7 槽・盤 95.0	 20.0	 6.0	 右側を欠損。 芯去り材 610 －

2614 SD0381 3 柱根 22.0	 12.0	 12.0	 1/4残存か。底面以外のほとんどを欠損。 芯持ち材 611 －

2615 SD0381 2-a 鋤 48.0	 21.0	 7.0	 未成品。 柾目 611 234

2616 SD0381 b 床材 17.9	 5.8	 19.0	
断面は方形。上面と下面に横方向の刃物痕を残す。整
形板材で床材か。

追柾目 コウヤマキ 611 239

2617 SD0381 d 樹皮紐 2.9	 0.2	 3.3	 樹皮で作った留具で、巻いた状態である。 - － 611 －

2618 SD0381 h 鍬 (22.8) 1.5	 (7.0)
柄孔隆起は、身の周囲から柄孔に向けて徐々に厚みを
増す。刃端部は、薄く加工。

柾目
コナラ属ア
カガシ亜属

611 233

2619 SD0381 e 杭 （13.6） 4.8 4.8
上下両端部は欠損。杭の先端部で５方向からの加工で
尖らせている。先端部は欠損。

芯持ち材 611 －

2620 SD0381 3-a 横架材 140.0	 20.0	 10.0	 下部を欠損。 芯持ち材 611 240

2621 SD0381 e 杭 (34.1) 3.1 3.2
上端部は欠損。部分的に樹皮が残る。下端部は加工し
て先端を尖らせている。

芯持ち材 611 －

2622 SD0381 e 端材 27.1 2.1 2.6 断面は三角形をしている。縦方向の加工がある。 追柾目 611 －

2623 SD0381 e 杭 （36.9） 4.7 4.9
上端部は欠損。下端部は加工して先端を尖らせている。
先端の加工が上位にまで行われている。

芯持ち材 612 －

2624 SD0381 a 鍬 (50.1) 5.8	 18.4	
断面は方形で、やや丸みをもつ。裏面右端には、整形
のためか削り痕が両側面に残る。上下端は欠損。ミカ
ン割材。農具未製品と思われる。

柾目
コナラ属ク
ヌギ節

612 237

2625 SD0381 b 蹴放し （46.1） 3.9 6.8
右側と上部は欠損している。凸部をつくり出している。
左側に抉りあり。

追柾目 612 240

2626 SD0381 - 柱材 52.7 4.85 5.45
縦方向の加工がある。丸い柱を1/6に分割したもので、
断面は三角形を呈する。柱を解体したもの。

芯去り材 612 －

2627 SD0381 e 杭 (10.8) (3.4) (4.6)
上下両端部は欠損している。四面に加工痕がある。一
部に樹皮残存か。

芯持ち材 612 －

2628 SD0381 h 角材 （9.1） 2.3 3.6
上端部は欠損している。下端部は斜めに加工している。
両側面も斜めに加工し、断面は台形をしている。

追柾目 612 －

2629 SD0381 d 桟材 16.0 1.2 1.9
下端部は欠損している。表裏面に縦方向の加工あり。
上端部は面取りをして丸みを帯びている。断面はほぼ
正方形をしている。

板目 612 －

2630 SD0381 e 杭 （11.1） 2.6 3.2 上下両端部は欠損している。杭の先端部。 追柾目 612 －

2631 SD0381 e 杭 （25.3） 4.1 4.4
上下両端部は欠損している。下端部を加工して尖らせ
ている。枝を払っている。

芯持ち材 613 －
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表201　木製品一覧表（10）

№
遺構名
地区名

層位 分類
長さ
（㎜）

幅（㎜）厚（㎜） 形態・特徴 木取り 樹種
挿
図

図
版

2632 SD0381 e 杭 （33.3） 4.9 4.8 湾曲した杭。上下両端は欠損している。 芯持ち材 613 －

2633 SD0381 e 杭 （24.1） 3.8 4.5
先端部尖らせる。側面の一部に加工痕か。下端部に先
端を尖らせる加工がある。全体に樹皮が付着している。

芯持ち材 613 －

2634 SD0381 e 杭 （26.3） 4.5 4.5
上端部は欠損。下端部は加工して先端を尖らせている。
先端部は欠損。

芯持ち材 613 －

2635 SD0381 e
柱の横木受け

か
（40.5） 5.9 10.0

自然木を利用した柱の横木受けか。上下両端部は欠損
している。

芯持ち材 613 240

2636 SD0381 e 杭 （49.6） 5.5 5.4
上下両端部は欠損。一部縦位に欠損。一部に樹皮が残
る。下端部は加工して尖らせている。枝は払わず。

芯持ち材 613 －

2637 SD0381 e 杭 （41.0） 4.1 3.9
上端部は欠損。下端部を加工して尖らせている。先端
部は欠損している。枝は払わず。

芯持ち材 613 －

2638 SD0381 e 杭 （27.4） 5.0 5.0
上端部は欠損。下端部を加工して尖らせている。枝を
払う。

芯持ち材 614 －

2639 SD0381 e 杭 (44.1) 5.5 6.6
上端部は欠損。一部に樹皮が残る。下端部は加工して
尖らせている。先端部は欠損している。

芯持ち材 614 －

2640 SD0381 e 杭 （45.8） 6.2 5.4
上端部は欠損。樹皮が多く残っている。先端部は加工
して尖らせている。刃こぼれ痕有。先端部は欠損して
いる。

芯持ち材 614 －

2641 SD0381 e 杭 （27.1） 5.1 5.7 上下両端部は欠損。 芯持ち材 614 －

2642 SD0381 e 杭 （11.1） 3.1 3.8
上端部は欠損。下端部は加工して尖らせている。先端
部は欠損している。

芯持ち材 614 －

2643 SD0381 e 杭 (36.8) 4.9 5.2
上端部は欠損。下端部は加工して先端を尖らせている。
先端部は欠損し、樹皮が残存。

芯持ち材 614 －

2644 SD0381 e 杭 （33.25） 6.9 7.4
丸木材の杭。上下両端部は欠損。一部に樹皮が残る。
下端部には加工がある。

芯持ち材 614 －

2645 SD0381 e 杭 （24.4） 4.8 4.7
上端部は欠損。下端部は加工して先端を尖らせている。
先端部は欠損し、樹皮が残存。

芯持ち材 614 －

2646 SD0636 杭 28.2	 3.8 3.8
上端部は欠損している。下端部の先端は３方向からの
加工で尖らせている。枝払い痕有り。

柾目 ヒノキ 618 －

2647 SD0636 杭 （64.0） 6.4 6.4
上端部は欠損している。下端部の先端は３方向からの
加工で尖らせている。枝払い痕有り。

柾目 ヒノキ 618 －

3053 KJ02 IV 大足 (17.6) 1.2	 2.7	
大足の棧。下部に段状の抉りを加工している。断面は
左側が厚く、右側にいくにつれて薄くなる。

柾目 ヒノキ 645 －

3054 JM20 Ⅴ 竪杵 (45.2) 8.8	 9.3	
全体的に丁寧な仕上げを施し、握部及び搗き部が欠損
している。全体的な長さは１１０cm程であろう。

芯持ち材
ツバキ科ツ
バキ属

645 235

3055 一括 Ⅲ 器具部材 35.1	 1.3	 4.3	
扁平な板材で平面形は長方形である。大小の円孔と、
くぎ止め穴が7箇所穿たれている。下端左側で若干く
びれている。表面は平滑である。

板目 ヒノキ 645 241

3056 一括 c 椅子（腰掛） (9.0) 1.2	 6.0
椅子の脚か、祭祀具・儀器の可能性あり。扁平な板材
で平面形は扇形。表面に加工痕はみられない。

板目 スギ 645 －

3057 JN19 Ⅳb
織機部材その

他
3.0 0.7 5.4

紡輪で円形の半分が欠損している。円形の端部が薄く、
中央部が厚い。中央部に貫通した穴がある。

柾目 645 236
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表202　木製品一覧表（11）

№
遺構名
地区名

層位 分類
長さ
（㎜）

幅（㎜）厚（㎜） 形態・特徴 木取り 樹種
挿
図

図
版

3058 JS16 Ⅳ 曲物 15.0	 6.0	 0.5	
孔2対が2つ。1つに皮が通してある。上部に釘孔があり、
木釘が挿入されている。

柾目 645 236

3059 TP44-2 刳物 (16.2)+(12.0) 1.4 (4.6)
扁平な板材で上端が欠損している。左下部に径1.3cm
の円孔があけられている。下端は面取りしている。刳
物容器の側板。

柾目 ヒノキ 645 －

3060 GT01 Ⅴ 柱根 32.0 12.3	 14.1	
表面は全体的に面取りをしている。底部は多方向から
削っている。

芯持削り
出し

コナラ属ア
カガシ亜属

646 239

3061 GT01 Ⅴ 柱根 17.2	 10.3	 9.8	
丸太材の下端を不整方向から削って鈍く尖らせてい
る。表面は摩滅している。

芯持ち材
コナラ属ア
カガシ亜属

646 239

3062 一括 杭 73.1 (3.9) 8.9
下部は縦方向に削り出している。表面に刃物痕がみら
れる。

芯持ち材 ヒノキ 646 －

3063 OA02 板材 (13.7) 0.5	 1.4	
扁平で細長い板材で、上端をまっすぐに加工し下端は
欠損している。表面に刃物痕が認められる。構造部材
か曲物の側板か。

柾目 ヒノキ 646 －

3064 JH14 IV
その他の加工

材
24.8	 2.0 2.0	

断面三角形で緩やかに湾曲した平面板材。端を尖らせ
上端も削ってくびれさせている。上端から下端にかけ
て徐々に細くなっている。

板目 ヒノキ 646 －

3065 KN01 Ⅳb 端材 14.9 2.5 9.2 上下両端部を斜めに切断しており、刃こぼれ痕が有る。 板目 646 －

3066 TP41 摘み鎌 3.9	 0.7	 2.1	 断面形は、「く」の字状である。表面は平滑である。 柾目 ヒノキ 646 －

3067 JH20 Ⅲ 残欠品 17.5 3.6 4.5
中央部は方形状に隆起している。組みの細工あり。梯
子か。構造物の残欠品。

芯持削り
出し

カヤ 646 －

3068 一括 有孔板材 (41.3) 2.5	 9.0
厚みのある板材で上下端欠損している。下部には長方
形の枘穴が穿たれている。

板目 ヒノキ 647 －

3069 JF13 Ⅳ
中近世　連歯

下駄
21.4 2.3 8.6

表面の前壷付近に指圧痕がある。壷孔の形は円形であ
る。前壷は前部の中軸上に1個あり、後壷は後部の右
側縁に1個と左側縁に1個ある。台の平面形は端丸長方
形で歯の幅は台と同じである。１６世紀以降の連歯下
駄で　鼻緒の穴を焼け火箸であけている。

板目 スギ 647 －

3070 一括 棒材 (60.9) 3.5 3.2 下部は上部より細い。 芯持ち材 シイ属 647 －

3071 一括 棒材 (46.3) 3.5 3.8 上部は下部より細い。まばらに樹皮が残る。 芯持ち材 スダジイ 647 －

3072 撹乱 a 丸棒（さお） （21.6） 1.8 1.9
先端部は欠損している。縦方向の加工がある削り出し
棒。先端は加工して尖らせている。

板目 647 －
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第４章　桧遺跡

第１節　調査に至る経緯

１　調査に至る経緯

　桧遺跡は、大垣市桧町に所在する（図１）。今回の発掘調査は、国土交通省中部地方整備局岐阜国

道事務所（以下「岐阜国道事務所」という。）による東海環状自動車道（養老ＪＣＴ～大垣西ＩＣ）

建設に伴い実施した。東海環状自動車道は、東名・名神高速道路、中央自動車道、東海北陸自動車道

などを、環状にネットワーク化することを目的とし、鋭意建設が進められている自動車道である。

　桧遺跡は、市道高屋・桧線の建設計画に伴い平成７年度の試掘・確認調査で、古墳時代初頭・古代

から中世の遺物が確認された。

　東海環状自動車道が当該地に建設されることになり、平成17年度に岐阜国道事務所と県教育委員会

の間で、過去の調査成果に基づき、事業予定地の発掘調査が必要であることを確認し、工事計画によ

る道路敷、調整池堰堤部分など工事により埋蔵文化財に影響が及ぶ範囲の60㎡の発掘調査を実施する

ことになった。

２　調査の経過と方法

　当遺跡の調査では、まず世界測地系の座標に基づいて５ｍ×５ｍのグリッドを設定し、そのＸ軸と

Ｙ軸の交点に調査坑を設定した（図649）。施工予定地における遺跡の様相を把握するため、広範囲に

点在させるように、４ｍ×２ｍの大きさの調査坑を７か所設定した。さらに、最も桧遺跡の中心部に

近いと考えられる調査坑４の東部で４ｍ×１ｍの拡幅を行った。

　次に、重機による掘削を行い、基本層序を確認後１層ずつはずし、その都度遺構検出及び写真撮影

を行った。その後、壁面の土層断面実測を行った。出土遺物は層ごとに取り上げた。それぞれの検出

面で遺構は確認できなかったため、最終掘削到達面を図化した。その後補足調査を行ったが遺構・遺

物ともに確認できなかった。以下、発掘調査日誌から抜粋して調査経過を記述する。

11月20日　桧遺跡発掘調査開始。重機による表土掘削作業及び人力による遺構検出作業。

11月21日　Ⅰ、Ⅱ層から中近世陶器少量出土。

11月22日　各調査坑のⅢ層で、噴砂痕跡を確認。

11月24日　調査坑１と２で黒色土層下部に暗灰色とオリーブ黒色土の混在層を確認。

11月27日　調査坑２の黒色土層下部から摩耗した土師器片が多く出土。

11月29日　最終掘削面の図化後、補足調査。遺物の出土が認められず、調査終了。

　整理作業は平成20年度に実施した。

　

　理事長　　　　　　　　　高木正弘（平成18年度）

		副理事長　　　　　　　　高橋宏之（平成18年度）　中島正和（平成18年度）
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　　　　　　　　　　　　		伊藤克己（平成18年度）

　常務理事兼センター所長		田口久之（平成18年度）

　経営課長　　　　　　　　後藤智（平成18年度）

　調査部長　　　　　　　　川部誠（平成18年度）

　担当調査課長　　　　　　大熊厚志（平成18年度）

　担当調査員　　　　　　　河合洋尚（平成18年度）

第２節　遺跡の環境

１　過去の桧遺跡の調査

　当遺跡の地理的環境や歴史的環境については、荒尾南遺跡第２章を参照されたい。ここでは、過去

に実施された桧遺跡の発掘調査についてまとめる。当遺跡は、桧集落の北、杭瀬川の西の楯築神社周

辺に位置し、海抜６～７ｍの水田にあたる。大垣市教育委員会の現地踏査により、遺物が広範囲に濃

密に認められた。確認した遺物の多くは灰釉陶器・山茶碗で、古代末から中世にかけての集落の存在

が推定できる遺跡である。当遺跡の150ｍ南には不破郡条里が確認できる。この条里は北に対して５

度内外西偏する。

　当遺跡の発掘調査は、大垣市教育委員会による1995年の市道高屋・桧線建設に伴う試掘確認調査（１）

を初見とする。当遺跡と荒尾南遺跡にまたがる事業計画地内に22か所のトレンチを設定し、範囲確認

調査を実施している（大垣市教育委員会1997b）。

　1996年の試掘確認調査（２）では、古代、中世、近世以降の遺構と遺物を確認した。調査地の地形

は南東に向かって緩やかに下がる地形で、遺構・遺物も少なく、この土地を活発に利用したとは考え

にくく、当遺跡の周縁部に当たるとしている(大垣市教育委員会1998a）。

　また前年の試掘確認調査を受けて、市道高屋・桧線の東部3,000㎡の本発掘調査を実施している（３）。

この調査では、調査区東半に古代、西半に中世の遺構の分布を確認している。特に古代では、掘立柱

建物跡と軸を一致する大溝を確認している。また、300点を超える緑釉陶器が出土し、一般的な集落

ではないと思わせるような資料を確認している。さらにこの掘立柱建物は被災しており、周囲の出土

遺物には被熱痕が認められた（大垣市教育委員会1998b）。

　1997年の本発掘調査（４）では、平安、鎌倉、室町、近世以降の遺構を確認している。鎌倉期のも

のが主で、SD113から東に遺構が集中する。室町期は図中の（３）と時期をほぼ同じくする。さらに、

桧集落と楯築神社を結ぶ、近世以降の宮道を確認している。この地は微高地に当たり、東西に向かっ

てやや下がり、周辺部は低湿地となる（大垣市教育委員会2000）。

　1998年の本発掘調査（５）では、古代、中世前期、中世後期の遺構、遺物を確認している。中世後

期のものが主で、（３）（４）とはやや様相が異なる。SD170は屋敷地を区画する溝で、この溝以西で

は遺構密度が極少となる。さらに西は1995年の試掘確認調査により本発掘調査対象範囲外となってい

る（大垣市教育委員会1999）。2001年の試掘確認調査（６）では、３か所のトレンチ調査を実施している。

遺構は確認できなかったが、第２トレンチ５層から摩滅した弥生末～古墳初頭の土器片が出土した。
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表203　過去の桧遺跡の調査一覧表

図648　過去の桧遺跡調査地と今回の調査地

調査
年次

調査種類 調査原因
調査
面積
(㎡)

遺構 遺物 備考 番号

1995 試掘確認調査
市道高屋・桧
線建設

350 溝状遺構・ピット・土坑

灰釉陶器・山茶碗・
かわらけ・磁器・釘・
銭貨・ふいご羽口・土錘
箸・椀

・桧遺跡西部３トレンチ分本発掘調査対象外に認定 (1)

1996 試掘確認調査 土地造成 130

足跡状遺構・溝状遺構(近
世以降)
打ち込み杭群(中世)
ピット(古代)

近世陶器・山茶碗・
灰釉陶器・土錘・銭貨・
ふいご羽口

・微高地から緩やかに下がる地形で、活発に利用し
た
　痕跡なし＝遺跡の周縁部

(2)

1996 本発掘調査
市道高屋・桧
線建設

3000

井戸・溝状遺構(中世以
降)
掘立柱建物跡３棟・井戸・
溝状遺構(古代)

灰釉陶器・土師器・
山茶碗・緑釉陶器・硯・
墨書土器・ヘラ書土器・砥石・
ふいご羽口・鉄滓

・調査区東半に古代、西半に中世の遺構が分布
・掘立柱建物跡と幅２ｍの大溝の主軸方位が一致
・掘立柱建物跡は火災にあった可能性有
・鍛冶関連遺構を確認＝操業期間は短く、規模は小
さい
　可能性が高い
・緑釉陶器が多く出土
∴古代は一般的な集落ではない可能性が高い

(3)

1997 本発掘調査
市道高屋・桧
線建設

2600

畝状遺構(平安)
溝状遺構・ピット・土坑
(鎌倉)
溝・土坑(室町)
宮道・土坑(近世以降)

山茶碗(南部系第５形式多
し)・土師器皿・
伊勢型鍋・墨書土器・箸・
下駄・鉄製鋤先

・鎌倉期のSD113から西にピット群展開、東に遺構は
ほと
　んどなし
・室町期は1996年度調査西半とほぼ同時期
・近世以降の宮道は桧集落と楯築神社を結ぶ
・微高地に当たり、東西はやや低湿地＝埋没河川と
関連？
・宮道以西に古代～中世遺物＝埋没流路の可能性大

(4)

1998 本発掘調査
市道高屋・桧
線建設

1000

周囲に溝がめぐる方形遺
構(古代)
溝状遺構・土坑・ピット
(中世前期)
掘立柱建物跡・溝状遺構・
土坑・ピット列
(中世後期)

灰釉陶器・須恵器・
緑釉陶器・
転用硯(古代土器)・
山茶碗・土師器皿・
伊勢型鍋・瓦質土器・
漆器・編物・曲物・箸・
鉄鎌

・古代～中世の全遺構の主軸方位が一致
・平成９･10年度の調査より中世後期遺構群の比率が
高い
・SD170は屋敷地を区画する溝
・区画溝以西は緩やかに下がる低湿地で、遺構密度
極少

(5)

2001 試掘確認調査 住宅建設 27 なし 弥生土器・土師器

・トレンチ３か所
・第２トレンチから摩滅した土器片(弥生末～古墳初)
出土
∴桧遺跡の広がりの希薄な部分、荒尾南遺跡と関連
か？

(6)

2002 試掘確認調査 土地造成 18 土坑・ピット(古代末)
灰釉陶器・土師器皿・
土錘・鉄製品

・トレンチ２か所
・２トレンチで古代末遺物包含層に炭と焼土からな
る層
　を確認＝平成８年度調査と一致
・中世の遺構面は未確認
∴遺跡範囲はさらに北に広がる可能性高い

(7)

2003 試掘確認調査 土地造成 18
ピット・土坑(中世)
ピット・土坑(古代)

灰釉陶器・土師器皿・
青磁・山茶碗・柱根

・トレンチ２か所
・中世の面と古代の面を確認＝平成９年度調査と一
致
∴遺跡範囲はさらに北に広がる可能性高い

(8)
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第３節　基本層序

　当遺跡は杭瀬川右岸の海抜６～７ｍに位置する。自然堤防の後背湿地に当たり、比較的安定した層

序を示す。この地より南東、北西に向かって緩やかに上がる。基本層序は今回調査した調査坑の土層

堆積をもとにⅠ層からⅤ層を設定した。

Ⅰ層　近代以降の耕地整理に伴う盛土、床土、耕作土である。

Ⅱ層　	暗オリーブ灰色土～オリーブ黒色土。中世のものと思われる土師器皿が出土した。酸化鉄の沈

着が認められる。

Ⅲ層　	オリーブ黒色土～灰色土。粘性がある。大垣市教育委員会の調査では、この層中で中世の遺構

を確認している。

このことから、この地は当遺跡の周縁部で、遺構・遺物が希薄な部分であると結論づけている。さら

に、出土した土器の様相から、西に位置する荒尾南遺跡との関連を指摘している（大垣市教育委員会

2002）。2002年の試掘確認調査（７）では、２か所のトレンチ調査を実施し、古代の遺構面を確認し

ている。また、第２トレンチでは、古代の遺物包含層に炭と焼土からなる層を確認している。これは、

南に隣接する調査地（３）と一致し、当遺跡が北に広がるとしている（大垣市教育委員会2004a）。

　2003年の試掘確認調査（８）では、２か所のトレンチ調査を実施している。中世と古代の面を確認

し、南に隣接する調査地（４）と一致する。このことから当遺跡が北に広がるとしている（大垣市教

育委員会2004b）。

図649　調査坑設定図
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図650　試掘坑壁面土層断面図（１）
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図651　試掘坑壁面土層断面図（２）
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Ⅳ層　	暗灰色土～暗灰色とオリーブ黒色土の混在層。調査坑１と２で暗灰色土とオリーブ黒色土の混

在層を確認したが、その他の調査坑では確認できず、Ⅴ層直上に暗灰色土が堆積する。大垣市

教育委員会の調査では、Ⅳ層の上面で古代の遺構を確認している。

Ⅴ層　	オリーブ黒色土。砂質で、湧水を伴う。この層は0.5ｍ以上堆積しており、この層では遺構・

遺物ともに確認できなかった。植物遺体を多く含む。

第４節　遺構と遺物

１　遺構・遺物の概要

　今回の調査では、明確な遺構は確認できなかった。しかし、第３節でも述べたが、調査坑１と２に

おいてⅤ層上層で暗灰色土とオリーブ黒色土の混在層を確認した（図650）。そのため水田の存在を想

定して調査を進めたが、平面的にも、調査坑壁面においても畦畔等を確認することはできなかった。

　出土した遺物は、古墳時代、中世、近世のものがある。近世のものはⅠ層から出土しており、耕地

整理時に混在して運ばれてきたものの可能性が高い。また、Ⅰ層中からは、中世の土師器皿、山茶碗

も出土した。Ⅱ層からは、中世の土師器皿が７点出土した。Ⅳ層からは、土師器が出土している。Ｓ

字状口縁台付甕のＣ・Ｄ類と思われる口縁部片や台部片があり、古墳時代前期と思われる。また、Ⅳ

層中からは砥石や板状木製品も出土した。以下に層序別の出土遺物点数を示す。なお、点数は接合前

の破片数である。

近世陶器　５点出土した。すべてⅠ層からの出土である。実測に足る遺物は出土していない。

山茶碗（１）　２点出土した。調査坑４のⅠ層から、南部系１点（６－３）と北部系１点が出土した。

土師皿　14点出土した。４か所の調査坑で出土しており、広い範囲に存在の可能性が考えられる。

土師器（２～５）　141点出土した。調査坑２からの出土が群を抜く。Ｓ字状口縁台付甕のＣ・Ｄ類

など、古墳前期に比定できる遺物がほとんどを占める。どの遺物も磨滅が激しく、二次堆積の可能性

が高い。

砥石（６）　１点出土した。調査坑２のⅢｂ層出土である。表面にこげ、断面に赤色被熱痕が認めら

れる。

調査坑 
番号

出土遺物
備考

Ⅰ層 Ⅱ層 Ⅲ層 Ⅳ層

1 近世陶器1、土師皿1 － － － Ⅳb層確認

2 近世陶器1 － 砥石1 土師器131、板状木製品3 Ⅳb層確認

3 近世陶器1、土師皿1 土師皿3 － －

4 土師皿1、山茶碗2 土師皿7 － －

5 － － － 土師器1

6 近世陶器1 － － 土師器9

7 近世陶器1、土師皿1 － 桃核1 板状木製品2

表204　層序別出土遺物点数
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板状木製品　５点出土した。調査坑２の３点、調査坑７の２点はそれぞれ同一個体の可能性が高い。

丸木を平面加工したと思われる痕跡が微かに残る。

２　出土遺物

　3073は南部系の山茶碗である。高台が潰れ、底部内面中央を指撫でする。第５形式から第６形式と

思われる。3074はＳ字状口縁台付甕の口縁部で、口縁端部を横へつまみ出す。外面二段目には縦方向

の刷毛目が認められる。頸部は沈線が回るものと思われる。Ｓ字状口縁台付甕のＣ類若しくはＤ類と

思われる。3075は甕の口縁部で、強く外反する。口縁端部上面に面を持ち、内面の縦方向半分の位置

に水平な段を持つ。口縁端部はやや肥厚する。Ｓ字状口縁台付甕から宇田型甕への移行期のものと思

われる。3076は台付甕の台部で、器壁が厚い。台上部1/3まで斜方向の刷毛目が認められる。内面は

縦方向の指撫でで調整する。3077はＳ字状口縁台付甕の台部で、裾部に向かって緩やかに外反する。

外面に刷毛目は認められず、内面は横方向の撫での後折り返す。3078は手持ち砥石で、砥面は４面あ

る。最も広い面には先端の尖ったものを研いだと思われる研ぎ溝が残る。側面の砥面の状況から金属

製品を研いだものの可能性が考えられる。この砥石は強く被熱する。平面的には黒い焦げ、割れ面で

は赤色の被熱痕跡が認められる。

図652　出土遺物実測図
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桧　TP2 北壁 桧　TP3 北壁延長

桧　TP4 北壁 桧　TP7

写真６　試掘坑土層及び出土遺物
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第５節　まとめ

　今回の調査では、明確な遺構は確認できなかった。また、桧遺跡の主体とされる時期の土器もほと

んど出土しなかった。これは、今回の調査地の南、市道高屋・桧線建設に伴う大垣市教育委員会の範

囲確認調査結果と一致する（大垣市教育委員会1997b）。また、平成10年度に大垣市教育委員会が実施

した本発掘調査における調査地中央部で確認した南北方向のSD170以西では、遺構や遺物が希薄になっ

たこととも一致する（大垣市教育委員会2000）。このことから、今回の調査地は桧遺跡の周縁部で、

遺構や遺物が極めて希薄な部分であると言えよう。

　また、調査坑２・５・６におけるⅣ層からの磨滅した土師器の出土については調査坑１・２の南、

静里排水路を挟んだ部分で平成13年に大垣市教育委員会が実施した試掘確認調査の結果と一致する

（大垣市教育委員会2002）。このことについて大垣市教育委員会は、西に展開する荒尾南遺跡との関連

を想定している。国道21号を挟んで西に展開する荒尾南遺跡の中央部東寄りでは、弥生末～古墳初頭

の遺物の他に古墳時代前期の遺物も確認され、その出土遺物は今回当調査地で出土した土師器と時期

がほぼ一致する（当該報告書「荒尾南遺跡」第３章参照）。さらに荒尾南遺跡の中央部には東西方向

の旧河道が想定され、この旧河道は調査地の南に約80ｍの位置に至る（大垣市教育委員会1997a）。こ

れらのことから、今回の調査地は荒尾南遺跡の周縁部若しくは、旧河道によって荒尾南遺跡の遺物が

もたらされた地と考えることができる。今回の調査地は旧河道に挟まれる後背湿地で、東と西に広が

る荒尾南・桧遺跡よりもさらに低湿な場所で、人が利用するにはあまり芳しくない土地柄であった可

能性が考えられる。そのため、遺構が認められず、出土遺物は二次堆積の様相をなすのではなかろう

か。こう考えると、旧河道に近い調査坑１・２で確認したⅣｂ層は、低湿に加え、洪水あるいは水に

よる何らかの力が働いて撹拌された痕跡ととらえることができるのである。

　今回の調査で、桧遺跡は西ではなく南北に展開する可能性を指摘した大垣市教育委員会の調査と一

致する結果となり、桧遺跡の西限が平成10年度調査のSD170に求められる可能性がより高まったと言

えよう。
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第５章　自然科学分析

第１節		分析の概要

　本節では、次節以降に記載する自然科学分析を実施した経緯と結果、及び若干の考察を述べる。

１　放射性炭素年代測定（第２節）

分析の理由　平成21年度に検出した掘立柱建物跡（SH008）は、出土遺物が乏しく、正確な年代がつ

かめていないため、年代測定をする必要があった。その結果、SH008の時期は弥生時代中期末～後期

初頭であり、方形周溝墓がさかんに造られた時期を過ぎ、まわりに集落が展開し始める時期に建てら

れたことが判明した。

　平成19年度に検出した掘立柱建物跡（SH010）は層位的に弥生時代終末期と判断できる水田跡より

古いと判断できた。またこの建物跡は水田跡と近接した時期の祭祀にかかわる建物である可能性が高

いと指導調査員から指摘されたが、出土遺物がなく、建物跡の時期を明確にするためには年代測定を

行う必要があった。その結果、SH010の柱３点のうち、P2のNO.8482、P7のNO.8485の２点は弥生時代

後期に相当し、P6のNO.8484は弥生時代中期から後期に相当すると判明した。ただいずれも最外年輪

以外の部位であるため、木材の枯死・伐採年より年代が古くなっている可能性がある。

　SW002の杭は荒尾南遺跡の水制遺構より出土したものである。この遺構は明確な時期決定ができな

いため、年代測定を行う必要があった。また荒尾南遺跡は水田や排水溝など、取水・排水と関わる遺

構が多く、遺跡の性格を考える上で、水制遺構の具体的時期特定が望まれると判断した。その結果、

SW002の杭は３世紀中頃～４世紀後半の範囲を示し、弥生時代末～古墳時代前期に相当することが判

明した。

　またＢ地区西部の自然流路であるNR001の遺跡立地分析のためＢ地区西部でトレンチ調査を行っ

た。いくつかの旧河道ができ、それらが埋没していった過程がみうけられ、旧河道の埋没がいつの

頃のものなのか年代を知るために出土した流木NO.50306を試料として年代測定を行った。その結果、

NO.50306は縄文時代晩期前葉～中葉に相当することが判明した

２　花粉分析（第３節）

分析の理由　弥生時代の当遺跡周辺における植生を復元することにより、集落の環境、食料獲得基

盤、木製品・住居の建築部材との関係を明らかにできると判断し、考古学的成果とからめて、遺跡の

有機的な実態を復元する目的で分析を行った。試料を採取した箇所はＢ地区方形周溝墓（弥生中期）、

SD0381、Ｂ地区水田域東部で図６の１、２、３の地点である。

　その結果、弥生時代中期の方形周溝墓周溝埋土からは花粉化石が産出しなかった。弥生時代後期の

遺跡周辺ではスギ林とアカガシ亜属を主とした照葉樹林が優勢であった。SD0381はイネ科、カヤツリ

グサ科を主体にオモダカ属、ミズアオイ属、キカシグサ属などが生育する水位の低い湿地ないし水溜

まり状であることが判明した。またこの時期にはソバ栽培が行われていたと考えられる。
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３　プラント・オパール分析（第４節）

分析の理由　Ｂ地区東部で検出した水田について、科学分析においても水田が営まれたことを表すこ

とで、考古学的成果の妥当性を高められると判断し、土壌中にイネの生育を示すプラント・オパール

の存在を確認するため分析を行った。試料を採取した箇所は図11の３、４、５の地点である。その結

果、水田耕作土と思われる土層から15,000個を超えるえるイネのプラント・オパールが得られた。Ⅴ

層は北壁で2,400個、耕作土は北壁と西壁から6,000個を超えるイネのプラント・オパールが得られた。

これにより分析結果からも水田跡であると判断できる。

４　木製品の樹種同定（第５節）

　発掘調査では、多くの木製品が出土した。このうち本書に掲載した木製品については、木製品の器

種による木材利用の選択や、他遺跡との比較を試みるために樹種同定を実施した。その結果、全体で

は針葉樹のヒノキが27点と最も多く、次いで広葉樹のアカガシ亜属が17点検出された。

第２節　放射性炭素年代測定

１　はじめに

　荒尾南遺跡は岐阜県大垣市に所在する。荒尾南遺跡の発掘調査により弥生時代～古墳時代にかけて

と思われる木製品について加速器質量分析法（AMS法）による放射性炭素年代測定を行った。分析は

株式会社パレオ・ラボのAMS年代測定グループ（伊藤茂・尾嵜大真・丹生越子・廣田正史・小林紘一・

Zaur	Lomtatidze・Ineza	Jorjoliani・中村賢太郎）が担当した。

２　試料と方法

　平成21年度に検出した掘立柱建物（SH008）を構成する柱材3点の情報、調製データは表205・206の

通りである。

　No.3546-1の柱材は年輪数が64年強と多かったため、ウィグルマッチングを試みた。最も外側には

樹皮直下の最外年輪では無いものの樹皮に近いと考えられる部分が確認でき、そこを１年目とし、1

～５年目、21～25年目、41～45年目の3箇所（PLD-15282～15284）をウィグルマッチング用に採取した。

試料No.3544-1の柱材は、樹皮に近いと考えられる部分を２年輪分採取した（PLD-15285）。

試料No.3545-1の柱材は、部位不明ではあるが残っていた中では外側の３年輪分を採取した（PLD-

15286）。

　平成19年度に検出した掘立柱建物跡（SH010）の柱３点（遺物No.8482・8484・8485、PLD-9995～

9997）の情報、調製データは表207の通りである。

　いずれも炭化していない生の木材である。掘立柱建物の柱は最外年輪が確認できなかったため、残

存している限りで最も外側を採取した。

		表208は木製品で、SW002の杭（PLD-12420）の情報、調製データである。

　樹皮は確認できなかったが、木取が丸木であるため、木製品の表面は最外年輪あるいはそれに近い

部位と考えられた。最外年輪に近いと考えられる部位をそれぞれ採取した。

		Ｂ地区西部の自然流路であるNR001から出土した流木（NO.50306）の情報、調製データは表209のと

おりである。
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　断割部で見られた堆積物のうち、下位の７層と上位の３層から試料が採取された。７層の試料（No.1、

PLD-12417）は木材で、最外年輪を含む5年輪を採取した。３層の試料（No2、PLD-12418）は樹木の葉

である。

　試料は調製後、加速器質量分析計（パレオ・ラボ、コンパクトAMS：NEC製	1.5SDH）を用いて測定した。

得られた14C濃度について同位体分別効果の補正を行った後、14C年代、暦年代を算出した。

表205　ウィグルマッチング測定試料および処理

測定番号 遺跡・試料データ 採取データ 前処理データ

PLD-15282

試料No.3546-1
試料の種類：生材(針葉
樹,芯持ち丸木,年輪数
64+α年)
状態：dry

採取位置：1-5y
試料の性状：最外年輪以外で
樹皮に近い部分

超音波洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄(塩酸:1.2N,水
酸化ナトリウム:1N,塩酸:1.2N)

PLD-15283 採取位置：21-25y
超音波洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄(塩酸:1.2N,水
酸化ナトリウム:1N,塩酸:1.2N)

PLD-15284 採取位置：41-45y
超音波洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄(塩酸:1.2N,水
酸化ナトリウム:1N,塩酸:1.2N)

表206　単体測定試料および処理

測定番号 遺跡データ 試料データ 前処理

PLD-15285 試料No.3544-1

試料の種類：生材(針葉樹,削
り出し,偏芯)
試料の性状：最外年輪以外で
樹皮に近い部分を２年輪分
状態：dry

超音波洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄(塩酸:1.2N,水
酸化ナトリウム:1N,塩酸:1.2N)

PLD-15286 試料No.3545-1

試料の種類：生材(針葉樹,芯
持ち丸木)
試料の性状：部位不明,外側3
年輪分
状態：dry

超音波洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄(塩酸:1.2N,水
酸化ナトリウム:1N,塩酸:1.2N)

表207　測定試料および処理

測定番号 遺跡データ 試料データ 前処理

PLD-9995

グリッド：JF20
遺構：D0205
層位：1
遺物No.：8482
その他：掘立柱建物
の柱,D43座標取上

試料の種類：生材
試料の性状：最外以外部位不
明
状態：wet

超音波洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄(塩酸:1.2N,水
酸化ナトリウム:1N,塩酸:1.2N)
サルフィックス

PLD-9996

グリッド：JF20
遺構：D0210
層位：1
遺物No.：8484
その他：掘立柱建物
の柱,D43座標取上

試料の種類：生材
試料の性状：最外以外部位不
明
状態：wet

超音波洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄(塩酸:1.2N,水
酸化ナトリウム:1N,塩酸:1.2N)
サルフィックス

PLD-9997

グリッド：JF20
遺構：D0212
層位：1
遺物No.：8485
その他：掘立柱建物
の柱,D43座標取上

試料の種類：生材
試料の性状：最外以外部位不
明
状態：wet

超音波洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄(塩酸:1.2N,水
酸化ナトリウム:1N,塩酸:1.2N)
サルフィックス
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３　結果・考察

　（１）平成21年度に検出した掘立柱建物跡（SH008）

　表６に同位体分別効果の補正に用いる炭素同位体比（δ13C）、同位体分別効果の補正を行って暦年

較正に用いた年代値、慣用に従って年代値と誤差を丸めて表示した14C年代、14C年代を暦年代に較正

した年代範囲、ウィグルマッチング結果を、表７に単体試料の測定結果を、図１にウィグルマッチン

グ結果を、図２に単体試料の暦年較正結果をそれぞれ示す。暦年較正に用いた年代値は下1桁を丸め

ていない値であり、今後暦年較正曲線が更新された際にこの年代値を用いて暦年較正を行うために記

載した。

　14C年代はAD1950年を基点にして何年前かを示した年代である。14C年代（yrBP）の算出には、14C

の半減期としてLibbyの半減期5568年を使用した。また、付記した14C年代誤差（±1σ）は、測定の

統計誤差、標準偏差等に基づいて算出され、試料の14C年代がその14C年代誤差内に入る確率が68.2％

であることを示す。

　なお、暦年較正、ウィグルマッチング法の詳細は以下のとおりである。

　暦年較正とは、大気中の14C濃度が一定で半減期が5568年として算出された14C年代に対し、過去の

宇宙線強度や地球磁場の変動による大気中の14C濃度の変動、及び半減期の違い（14Cの半減期5730±

40年）を較正して、より実際の年代値に近いものを算出することである。

　14C年代の暦年較正にはOxCal4.1（較正曲線データ：Intcal09）を使用した。なお、1σ暦年代範囲は、

OxCalの確率法を使用して算出された14C年代誤差に相当する68.2％信頼限界の暦年代範囲であり、同

様に2σ暦年代範囲は95.4％信頼限界の暦年代範囲である。カッコ内の百分率の値は、その範囲内に

暦年代が入る確率を意味する。グラフ中の縦軸上の曲線は14C年代の確率分布を示し、二重曲線は暦

年較正曲線を示す。それぞれの暦年代範囲のうち、その確率が最も高い年代範囲については、表中に

下線で示してある。

表208　測定試料および処理

測定番号 遺跡データ 試料データ 前処理

PLD-12420 遺物No.：25161-a

試料の種類：生材(杭,丸木)
試料の性状：最外年輪に近い
部分
状態：wet

超音波洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄(塩酸:1.2N,水
酸化ナトリウム:1N,塩酸:1.2N)
サルフィックス

表209　測定試料および処理

測定番号 遺跡データ 試料データ 前処理

PLD-12417

調査区：B2地点																																												
位置：断割部
層位：7層
試料No.：1

試料の種類：生材
試料の性状：最外年輪,5年輪
分
状態：wet

超音波洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄(塩酸:1.2N,水
酸化ナトリウム:1N,塩酸:1.2N)
サルフィックス

PLD-12418

調査区：B2地点																																												
位置：断割部
層位：3層
試料No.：2

試料の種類：生の植物遺体(葉)
状態：wet

超音波洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄(塩酸:1.2N,水
酸化ナトリウム:1N,塩酸:1.2N)
サルフィックス
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　測定では、得られた年輪数が確認できる木材について、１年毎或いは数年分をまとめた年輪を数点

用意し、それぞれ年代測定を行う。個々の14C年代値から暦年較正を行い、得られた確率分布を年輪

幅だけずらしてすべてを足し合わせることにより最外年輪の確率分布を算出する。この確率分布より

年代範囲を求める。

　ウィグルマッチング法について記す。試料の年代を得る上での問題は14C年代値から暦年較正を行

う際に較正曲線に凹凸があるため単一の測定値から高精度の年代を決定するのが難しいという点であ

る。ウィグルマッチング法では複数の試料を測定し、それぞれの試料間の年代差の情報を用いて試料

の年代パターンと、較正曲線のパターンが最も一致する年代値を算出することによって高精度で信頼

性のある年代値を求めることができる。

　ウィグルマッチングを行った試料No.3546-1は、1σ暦年代範囲において4-8calAD(5.5%)および

20-50calAD(62.7%)、2σ暦年代範囲において1calBC-65calAD(95.4%)の範囲を示した。この結果

は、春成・今村編（2004）や西本豊弘編（2006、2007、2009）を参照すると、弥生時代後期に相

当する。試料No.3544-1は、1σ暦年代範囲において20-67calAD(68.2%)、2σ暦年代範囲において

36-31calBC(0.9%)、22-11calBC(2.6%)および2calBC-80calAD(91.9%)の範囲を示した。試料No.3545-1

は、1σ暦年代範囲において28-39calAD(11.4%)、50-85calAD(54.5%)および110-113calAD(2.2%)、2σ

暦年代範囲において21-126calAD	(95.4%)の範囲を示した。単体で測定した試料No.3544-1と3545-1の

暦年代範囲も3546-1と重複しており、掘立柱建物の柱材が伐採されたのは紀元前1世紀末から紀元後

１世紀後半（弥生時代後期相当）の可能性が高い。

表210　試料№3546-1の放射性炭素年代測定、暦年較正、ウィグルマッチングの結果

測定番号
δ13C
（‰）

暦年較正用年代
(yrBP±1σ)

14C	年代
（yrBP±1σ）

14C年代を暦年代に較正した年代範囲

1σ暦年代範囲 2σ暦年代範囲

PLD-15282
試料No.3546-1

-25.80±0.13 1974±20 1975±20 5AD(68.2%)56AD
38BC(10.2%)10BC
3BC(85.2%)71AD

PLD-15283
試料No.3546-1

-25.27±0.11 1985±20 1985±20
20BC(	6.2%)13BC
1BC(62.0%)54AD

41BC(95.4%)64AD

PLD-15284
試料No.3546-1

-26.50±0.12 2015±21 2015±20
44BC(65.2%)5AD
13AD(	3.0%)16AD

85BC(	0.9%)80BC
54BC(94.5%)53AD

最外試料年代
4AD(	5.5%)8AD
20AD(62.7%)50AD

1BC(95.4%)65AD

表211　単体試料の放射性炭素年代測定および暦年較正の結果

測定番号
δ13C
（‰）

暦年較正用年代 
(yrBP±1σ)

14C	年代
（yrBP±1σ）

14C年代を暦年代に較正した年代範囲

1σ暦年代範囲 2σ暦年代範囲

PLD-15285 
試料No.3544-1

-26.09±0.10 1963±20 1965±20 20AD(68.2%)67AD
36BC(	0.9%)31BC 
22BC(	2.6%)11BC 
2BC(91.9%)80AD

PLD-15286 
試料No.3545-1

-26.26±0.11 1935±20 1935±20
28AD(11.4%)39AD 
50AD(54.5%)85AD 
110AD(	2.2%)113AD

21AD(95.4%)126AD
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図653　試料No.3546-1のウィグルマッチング結果
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（２）平成19年度に検出した掘立柱建物跡（SH010）

　表212に、同位体分別効果の補正に用いる炭素同位体比（δ13C）、同位体分別効果の補正を行って

暦年較正に用いた年代値、慣用に従って年代値、誤差を丸めて表示した14C年代、14C年代を暦年代に

較正した年代範囲を、図655に暦年較正結果をそれぞれ示す。暦年較正に用いた年代値は年代値、誤

差を丸めていない値であり、今後暦年較正曲線が更新された際にこの年代値を用いて暦年較正を行う

ために記載した。

		試料について、同位体分別効果の補正及び暦年較正を行った。2σ暦年代範囲（95.4％の確率でこ

の範囲に年代が収まることを意味する）に着目して遺構ごとに測定結果を整理する。また、14C年代

および暦年較正結果と考古学的編年との対応関係（西本編，2007）を参照し、今回の測定結果と考古

学的編年との対応関係について述べる。

　掘立柱建物の柱３点のうち、D0205のNo.8482とD0212のNo.8485（PLD-9995・9997）の2σ暦年代

範囲はよく一致し、１世紀中頃から３世紀前半の範囲を示した。これは弥生時代後期に相当する。

D0210のNo.8484（PLD-9996）は、上記の２点に比べ古く、紀元前1世紀中頃から１世紀末の範囲を示

した。これは弥生時代中期から後期に相当する。ただし、掘立柱建物の柱は、いずれも最外年輪以外

の部位であるため、木材の枯死・伐採年より年代が古くなっている可能性がある。

図654　単体試料の暦年較正結果
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表212　放射性炭素年代測定および暦年較正の結果

測定番号
δ13C
（‰）

暦年較正用年代 
(yrBP±1σ)

14C	年代
（yrBP±1σ）

14C年代を暦年代に較正した年代範囲

1σ暦年代範囲 2σ暦年代範囲

PLD-9995 
(遺物No.：8482)

-33.18±0.13 1887±18 1885±20 80AD(68.2%)130AD
60AD(92.5%)180AD 
190AD(	2.9%)210AD

PLD-9996 
(遺物No.：8484)

-30.10±0.12 1960±21 1960±20 20AD(68.2%)70AD 40BC(95.4%)90AD

PLD-9997 
(遺物No.：8485)

-30.81±0.17 1884±20 1885±20 80AD(68.2%)130AD
60AD(89.9%)180AD 
190AD(	5.5%)220AD

図655　暦年較正結果
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（３）SW002の杭

　表213に、同位体分別効果の補正に用いる炭素同位体比（δ13C）、同位体分別効果の補正を行って

暦年較正に用いた年代値、慣用に従って年代値、誤差を丸めて表示した14C年代、14C年代を暦年代に

較正した年代範囲を、図656に暦年較正結果をそれぞれ示す。暦年較正に用いた年代値は年代値、誤

差を丸めていない値であり、今後暦年較正曲線が更新された際にこの年代値を用いて暦年較正を行う

ために記載した。

　SW002の杭は、240-353calAD(92.5%)および368-380calAD(2.9%)で、３世紀中ごろ～４世紀後半の範

囲を示した。これは弥生時代末～古墳時代前期に相当する。

　なお、採取部位が最外年輪に近いと考えられるため、今回得られた暦年代範囲は素材である木材の

伐採年をほぼ示していると言える。

Ｂ地区西部の自然流路であるNR001から出土した流木（NO.50306）

　表214に、同位体分別効果の補正に用いる炭素同位体比（δ13C）、同位体分別効果の補正を行って

暦年較正に用いた年代値、慣用に従って年代値、誤差を丸めて表示した14C年代、14C年代を暦年代に

較正した年代範囲を、図657に暦年較正結果をそれぞれ示す。暦年較正に用いた年代値は年代値、誤

差を丸めていない値であり、今後暦年較正曲線が更新された際にこの年代値を用いて暦年較正を行う

ために記載した。

　14C年代はAD1950年を基点にして何年前かを示した年代である。14C年代（yrBP）の算出には、14C

の半減期としてLibbyの半減期5568年を使用した。また、付記した14C年代誤差（±1σ）は、測定の

統計誤差、標準偏差等に基づいて算出され、試料の14C年代がその14C年代誤差内に入る確率が68.2％

であることを示すものである。

表213　放射性炭素年代測定および暦年較正の結果

測定番号
δ13C
（‰）

暦年較正用年代 
(yrBP±1σ)

14C	年代
（yrBP±1σ）

14C年代を暦年代に較正した年代範囲

1σ暦年代範囲 2σ暦年代範囲

PLD-12420 
遺物No.：25161-a

-24.92±0.19 1742±20 1740±20
252AD(11.2%)264AD 
275AD(57.0%)333AD

240AD(92.5%)353AD 
368AD(	2.9%)380AD

図656　暦年較正結果

 

1
2
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　試料について同位体分別効果の補正及び暦年較正を行った。2σ暦年代範囲に着目すると、7層から

採取された試料No.1は1125-979calBC(95.4%)、３層から採取された試料No.2は1009-896calBC	(95.4%)

の範囲を示した。小林謙一（2008）が示した縄文土器編年と暦年較正結果との対応関係を参照すると、

２試料の暦年代範囲はいずれも縄文時代晩期前葉～中葉に相当する。

表214　放射性炭素年代測定および暦年較正の結果

測定番号
δ13C 
（‰）

暦年較正用年代 
(yrBP±1σ)

14C	年代 
（yrBP±1σ）

14C年代を暦年代に較正した年代範囲

1σ暦年代範囲 2σ暦年代範囲

PLD-12417 
試料No.：1

-25.70±0.16 2873±20 2875±20

1111BC(	5.7%)1103BC
1082BC(11.1%)1065BC
1056BC(51.5%)1008BC 
1082BC(11.1%)1065BC 
1056BC(51.5%)1008BC

1125BC(95.4%)979BC

PLD-12418 
試料No.：2

-31.57±0.22 2793±21 2795±20 976BC(68.2%)909BC 1009BC(95.4%)896BC

図657　暦年較正結果
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第３節　荒尾南遺跡方形周溝墓埋土及び、大溝埋土、水田の花粉分析

１　はじめに

　荒尾南遺跡の弥生時代中期および後期の古植生および古環境を推定する目的で、花粉化石群集の検

討を行った。分析は株式会社パレオ・ラボの新山雅広が担当した。

２　試料

　花粉化石群集の検討は、試料１～５の合計５試料について行った。各試料の簡単な記載は、次の通

りである。試料１(方形周溝墓下層)は灰色細砂質粘土で褐鉄鉱が認められる。試料２(大溝埋土上層)

は黒褐色細砂混じり粘土で草本遺体を含む。試料３(大溝埋土下層)は黒色未分解質草本質泥炭。試料

４(北壁Ⅳ層)は灰色粘土。試料５(北壁耕作土)は灰色粘土で植物根を含む。時代については、試料１

が弥生時代中期、試料２、３が弥生時代後期、試料４、５が弥生時代後期末と考えられている。なお、

試料４、５については、プラント･オパール分析も行われた。
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図658　調査区全体図　（図中の１～３は試料採取位置を示す）

図659　方形周溝墓土層（試料１採取場所）
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図660　大溝埋土土層（試料２・３採取場所）

図661　北壁土層（試料４・５採取場所）
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３　方法

　花粉化石の抽出は、試料約２～３gを10%水酸化カリウム処理（湯煎約15分）による粒子分離、傾斜

法による粗粒砂除去、フッ化水素酸処理（約30分）による珪酸塩鉱物などの溶解、アセトリシス処理

（氷酢酸による脱水、濃硫酸１に対して無水酢酸９の混液で湯煎約５分）の順に物理･化学的処理を施

すことにより行った。なお、フッ化水素酸処理後、重液分離（臭化亜鉛を比重2.1に調整）による有

機物の濃集を行った。プレパラート作成は、残渣を蒸留水で適量に希釈し、十分に攪拌した後マイク

ロピペットで取り、グリセリンで封入した。検鏡は、プレパラート全面を走査し、その間に出現した

全ての種類について同定･計数した。その計数結果をもとにして、各分類群の出現率を樹木花粉は樹

木花粉総数を基数とし、草本花粉およびシダ植物胞子は花粉･胞子総数を基数として百分率で算出し

た。ただし、クワ科、マメ科は樹木と草本のいずれをも含む分類群であるが、区別が困難なため、こ

こでは便宜的に草本花粉に含めた。なお、複数の分類群をハイフンで結んだものは分類群間の区別が

困難なものである。

表215　花粉化石産出一覧表
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４　花粉化石群集の記載

　全試料で同定された分類群数は、樹木花粉32、草本花粉22、形態分類で示したシダ植物胞子2である。

以下に、各試料の花粉化石群集を記載する。

　方形周溝墓下層(試料１)：花粉･胞子化石は全く産出しなかった。

　大溝埋土(試料２、３)：樹木花粉の占める割合は、約55％である。いずれの試料もスギ属、イチイ

科－イヌガヤ科－ヒノキ科、アカガシ亜属が高率な傾向であるが、下層(試料３)はスギ属が最も高率

であり(約28％)、上層(試料２)はアカガシ亜属が最も高率である(約36％)。いずれの試料でも比較的

目立つのは、モミ属、クマシデ属－アサダ属、ブナ属、コナラ亜属、シイノキ属などであり、低率な

がらも下層ではヤマモモ属、キハダ属、モチノキ属、上層ではマキ属、ユズリハ属なども出現する。

草本花粉は、下層ではカヤツリグサ科が約21％で最も高率であり、次いでイネ科(約13％)、ヨモギ属(約

７％)の順に出現する。他に、オモダカ属、ツリフネソウ属などが低率で出現する。上層は、イネ科

が増加して約25％と最も高率である。次いで、カヤツリグサ科が出現するが、約７％に減少する。他

に、ヨモギ属が約３％、ガマ属、オモダカ属、ミズアオイ属、ギシギシ属、ソバ属、アブラナ科、キ

カシグサ属などが概ね１％以下で出現する。

　北壁(試料４、５)：樹木花粉の占める割合は、50％前後で大溝試料よりも若干低率である。いずれ

の試料もスギ属が最も高率であり(30％程度)、次いでアカガシ亜属が出現する(25％前後)。比較的目

立つのは、コナラ亜属(10％程度)、シイノキ属･ブナ属･クマシデ属－アサダ属･イチイ科－イヌガヤ

科－ヒノキ科( ５％前後)である。他に、カバノキ属、ハンノキ属、クリ属などがいずれの試料から

も出現し、Ⅳ層(試料４)では低率ながらもヤマモモ属、サクラ属近似種、アカメガシワ属なども出現

する。草本花粉は、イネ科が30％程度で最も高率である。やや目立つのは、カヤツリグサ科、クワ科、

ヨモギ属であり、ガマ属、オモダカ属、ミズアオイ属、アブラナ科、キカシグサ属などが概ね１％以

下で出現する。また、Ⅳ層ではソバ属も１％未満で出現する。

図662　花粉化石分布図
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５　考察

[弥生時代中期の古植生および古環境(試料１)]

　花粉･胞子化石が全く産出しなかったため、推定することができなかった。花粉化石は、水成堆積

物である場合には良好に保存されるが、土壌のような酸化条件下では化学的風化により分解･消失し、

更にバクテリアによる蝕害も受ける。従って、検討した試料は、少なくとも水成環境で安定して堆積

したものとは考え難い。つまり、方形周溝墓周溝には、水が溜まっていなかった可能性が高い。なお、

方形周溝墓周溝埋土は、これまでしばしば花粉化石群集の検討を行ったが、花粉化石が保存されてい

ないことが多い。例えば、愛知県朝日遺跡(第14次)では、弥生時代中期の複数の方形周溝墓周溝の埋

土が検討されたが、多くの周溝は花粉化石の保存状況が非常に悪かった(新山、2006)。

[弥生時代後期の古植生および古環境(試料２～５)]

　比較的多産する分類群の出現率に多少の差は見られるが、いずれの試料も概ね類似した組成と考え

られる。すなわち、スギ属ないしアカガシ亜属が最も高率であり、イチイ科－イヌガヤ科－ヒノキ科、

クマシデ属－アサダ属、ブナ属、コナラ亜属、シイノキ属が比較的高率である。このことから、遺跡

周辺では、スギ林とアカガシ亜属を主とし、シイノキ属などを交えた照葉樹林が優勢であったと考え

られる。なお、本遺跡では、既に花粉･大型植物化石が検討されており(新山、1998)、花粉分析の結

果から、弥生時代前期～戦国時代(前半)にかけて、照葉樹林とスギ林が成立していたと考えられてい

る。また、大型植物化石の検討では、弥生時代後期の流路内シルト層からイチイガシ果実が出土して

おり、この時期に成立していた照葉樹林がイチイガシを主としたものであったことが予想される。

　草本類については、イネ科やカヤツリグサ科が繁茂し、乾き気味の場所には、ヨモギ属が繁茂して

いたと考えられる。大溝は、下層(試料５)堆積期にはカヤツリグサ科が多く、上層(試料４)堆積期に

はイネ科が多く繁茂していたようである。各試料の堆積環境については、いずれの試料もオモダカ属、

ミズアオイ属、キカシグサ属といった抽水植物が出現することから、水位の低い湿地ないし水溜り状

であったと考えられる。また、これら抽水植物は、水田にしばしば雑草として生育する分類群であり、

イネ科の高率出現も考慮すると、水田が存在していた可能性が考えられる。8地点北壁Ⅳ層(試料4)･

耕作土(試料５)が水田層であったか否かについては、プラント･オパール分析の結果により、明らか

になるであろう。なお、栽培状況については、大溝埋土上層、８地点北壁Ⅳ層からソバ属が産出した

ことから、ソバ栽培が行われていたと考えられる。これは、水田脇や水田の隣接地にソバの栽培地が

存在していたことや水田の裏作として栽培されていた可能性が考えられる。

６　おわりに

　弥生時代中期の方形周溝墓周溝埋土は、水成環境で安定して堆積したものではないと考えられた。

なお、花粉化石が産出しなかったため、古植生の推定はできなかった。

　弥生時代後期の遺跡周辺では、スギ林とアカガシ亜属を主とした照葉樹林が優勢であったと考えら

れた。大溝や北壁Ⅳ層･耕作土は、イネ科、カヤツリグサ科を主体にオモダカ属、ミズアオイ属、キ

カシグサ属などが生育する水位の低い湿地ないし水溜り状であり、北壁Ⅳ層･耕作土については水田

層の可能性が考えられた。また、この時期には、ソバ栽培が行われていたと考えられた。
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写真７　産出した花粉化石
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第４節　荒尾南遺跡Ｂ地区東部のプラント・オパール分析

１　はじめに

　プラント・オパ－ルとは、根より吸収された珪酸分が葉や茎の細胞内に沈積・形成されたもの（機

動細胞珪酸体や単細胞珪酸体などの植物珪酸体）が、植物が枯れるなどして土壌中に混入して土粒子

となったものを言い、機動細胞珪酸体については藤原（1976）や藤原・佐々木（1978）など、イネを

中心としたイネ科植物の形態分類の研究が進められている。また、土壌中より検出されるイネのプラ

ント・オパ－ル個数から稲作の有無についての検討も行われている（藤原　1984）。このような研究

成果から、近年プラント・オパ－ル分析を用いて稲作の検討が各地・各遺跡で行われている。

　荒尾南遺跡Ｂ地区東部において行われた発掘調査で弥生時代後期末の水田遺構が確認されつつあ

り、プラント・オパ－ル分析においてそれを支持する結果が得られるか検討する目的で土壌試料が採

取された。以下にはこの土壌試料について行ったプラント・オパ－ル分析の結果を示し、発掘調査に

おいて示された水田遺構を支持するかどうか検討した。分析は株式会社パレオ・ラボの鈴木茂が担当

した。

２　試料と分析方法

　分析用試料は耕作土とそれを挟む上下２層の３点について、Ｂ地区東部の北壁と西壁およびKM3-5

ラインの３地点より採取された計９試料（仮試料番号４～12）である。各試料について、北壁のⅣ層（試

料番号４）は黒褐色粘土質シルト、耕作土（試料５）は暗オリ－ブ灰色のシルト質粘土、Ⅴ層（試料６）

も暗オリ－ブ灰色のシルト質粘土である。西壁のⅣ層（試料７）は黒褐色の泥炭質シルト、耕作土(試

料８)およびⅤ層(試料９)は暗オリ－ブ灰色のシルト質粘土である。KM3-5ラインのⅣ層（試料10）は

オリ－ブ黒色のシルト、耕作土(試料11)はオリ－ブ黒色のシルト質粘土、Ⅴ層（試料12）はオリ－ブ

黒色の粘土である。プラント・オパ－ル分析はこれら９試料について以下のような手順にしたがって

行った。

　秤量した試料を乾燥後再び秤量する（絶対乾燥重量測定）。別に試料約１ｇ（秤量）をト－ルビ－

カ－にとり、約0.02ｇのガラスビ－ズ（直径約40μｍ）を加える。これに30%の過酸化水素水を約20

～30cc加え、脱有機物処理を行う。処理後、水を加え、超音波ホモジナイザ－による試料の分散後、
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沈降法により10μｍ以下の粒子を除去する。この残渣よりグリセリンを用いて適宜プレパラ－トを作

成し、検鏡した。同定および計数はガラスビ－ズが300個に達するまで行った。

図663　調査区全体図　（図中の３～５は試料採取位置を示す）

図664　北壁土層（試料４・５採取場所）
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３　分析結果

　同定・計数された各植物のプラント・オパ－ル個数とガラスビ－ズ個数の比率から試料１ｇ当りの

各プラント・オパ－ル個数を求め（表216）、それらの分布を図667に示した。以下に示す各分類群の

プラント・オパ－ル個数は試料１ｇ当りの検出個数である。

　検鏡の結果、試料９,11,12の３試料を除く６試料よりイネのプラント・オパ－ルが検出された。す

なわち、Ⅳ層は３地点の全試料より15,000個を超えるイネのプラント・オパ－ルが得られた。耕作土

は北壁と西壁の２地点より6,000個超えるイネのプラント・オパ－ルが検出された。またⅤ層は北壁

試料より2,400個のイネのプラント・オパ－ルが得られた。

図665　西壁土層（試料６～９採取場所）

図666　KM3-5ライン土層

（試料10採取場所）

図667　荒尾南遺跡プラント・オパール分布図
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４　稲作について

　上記したように、６試料よりイネのプラント・オパ－ルが検出された。ここで検出個数の目安を示

すと、イネのプラント・オパ－ルが試料１ｇ当り5,000個以上という高密度で検出された地点から推

定された水田址の分布範囲と、実際の発掘調査とよく対応する結果が得られている（藤原　1984）。

こうしたことから、稲作の検証としてこの5,000個を目安に、プラント・オパ－ルの産出状態や遺構

の状況をふまえて判断されている。

　荒尾南遺跡Ｂ地区東部で検出したⅣ層試料については３地点とも5,000個をはるかに越えるイネの

プラント・オパ－ルが検出されており、Ⅳ層準における稲作の可能性は高いと判断される。

　耕作土試料についても北壁と西壁の２地点で5,000個を越えるイネのプラント・オパ－ルが得られ

ており、検出個数からは稲作が行われていた可能性は高いと判断される。しかしながらKM3-5ライン

の耕作土試料からイネのプラント・オパ－ルは検出されず、KM3-5ラインの耕作土層準における稲作

の可能性は低いと判断されよう。

　Ⅴ層試料については西壁とKM3-5ラインの２地点からイネのプラント・オパ－ルは得られず、唯一

観察された北壁試料でも2,400個と5,000個に達していない。こうしたことからＢ地区東部のⅤ層層準

における稲作の可能性は低いとプラント・オパ－ル分析からは判断されよう。

　引用文献

藤原宏志1976『プラント・オパ－ル分析法の基礎的研究（１）』－数種イネ科植物の珪酸体標本と定

量分析法－．　考古学と自然科学，	9，	ｐ.15-29．

藤原宏志1984『プラント・オパ－ル分析法とその応用－先史時代の水田址探査』－考古学ジャ－ナル，	

227,ｐ.2-7．

藤原宏志・佐々木彰1978『プラント・オパ－ル分析法の基礎的研究（２）』－イネ（Oryza）属植物に

おける機動細胞珪酸体の形状－．　考古学と自然科学，　11，　ｐ.9-20．

表216　試料１g当たりのプラント・オパール個数

試料
番号

層位
イネ

（個/ｇ）
イネ穎破片
（個/ｇ）

ネザサ節型
（個/ｇ）

クマザサ属型
（個/ｇ）

ヨシ属
（個/ｇ）

キビ族
（個/ｇ）

ウシクサ族
（個/ｇ）

不明
（個/ｇ）

4 Ⅳ層 16,300 3,000 17,800 3,000 5,900 5,900 25,300 7,400

5 耕作土 6,400 0 12,700 2,500 1,300 0 3,800 6,400

6 Ⅴ層 2,400 0 8,400 1,200 0 0 1,200 2,400

7 Ⅳ層 19,800 0 19,800 4,900 3,300 8,200 9,900 11,500

8 耕作土 6,500 0 12,900 2,600 1,300 2,600 5,200 5,200

9 Ⅴ層 0 0 12,200 7,300 0 0 2,400 7,300

10 Ⅳ層 17,800 0 11,000 0 1,400 1,400 0 11,000

11 耕作土 0 0 1,200 3,500 0 0 1,200 1,200

12 Ⅴ層 0 0 6,300 5,000 0 0 0 5,000
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写真８　荒尾南遺跡Ｂ地区東部で検出した水田のプラント・オパール
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第５節　荒尾南遺跡Ｂ地区出土木製品の樹種同定

１　はじめに

　荒尾南遺跡は大垣市荒尾町から桧町にかけて所在する弥生時代前期から古墳時代前期の遺跡であ

り、桧遺跡に隣接する。ここではＢ地区から出土した木製品78点の樹種同定を行なった。なお、一部

の樹種同定に際し、独立行政法人森林総合研究所木材特性研究領域の能城修一氏にご指導いただいた。

切片採取は株式会社パレオ・ラボ黒沼保子と小林克也が、同定および本文作成は黒沼が行った。

２　試料と方法

　試料は、B地区から出土した杭、加工材、柱材を中心とする木製品・加工木78点である。すべてPEG

含浸法による保存処理済みである。

　方法は、試料採取箇所の表面を水で湿らせた後、剃刀を用いて試料の3断面（横断面・接線断面・

放射断面）から切片を採取し、ガムクロラールで封入してプレパラートを作製した。これを光学顕微

鏡で観察・同定し、写真撮影を行った。

３　結果

　樹種同定の結果、針葉樹ではモミ属、コウヤマキ、スギ、ヒノキ、ヒノキ科、カヤの6分類群、広

葉樹ではツブラジイ、スダジイ、シイ属、イチイガシ、コナラ属アカガシ亜属（以下アカガシ亜属と

呼ぶ）、コナラ属クヌギ節（以下クヌギ節と呼ぶ）、コナラ属コナラ節（以下コナラ節と呼ぶ）、ケヤキ、

カツラ属、マタタビ属、サカキ、モチノキ属、タラノキ、トネリコ属トネリコ節（以下トネリコ節と

呼ぶ）の14分類群、その他に樹種不明の樹皮とタケ亜科があり、合計22分類群が確認された。器種別

に集計したものを表217に示す。

表217　器種別の樹種集計

樹種 鍬 棒状具 柱 柱根 建築部材 杭 板材 加工材 編組製品 樹皮 総計
モミ属 2 2
コウヤマキ 1 1
スギ 2 3 5
ヒノキ 1 2 4 6 14 27
ヒノキ科 1 1
カヤ 1 1
ツブラジイ 1 1
スダジイ 1 1 1 3
シイ属 1 1
イチイガシ 2 2
コナラ属アカガシ亜属 2 6 5 4 17
コナラ属クヌギ節 1 1
コナラ属コナラ節 1 1
ケヤキ 1 1
カツラ属 1 1
マタタビ属 1 1
サカキ 1 1 2
タラノキ 4 4
モチノキ属 1 1
トネリコ属トネリコ節 3 3
樹皮 1 1
タケ亜科 1 1
総計 2 1 4 9 1 18 7 33 2 1 78
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以下に、同定された分類群の木材組織の特徴を記載し、光学顕微鏡写真を図版に示す。

（1）モミ属　Abies　マツ科　写真９　1a-1c(No.613)

　仮道管および放射組織からなる針葉樹である。早材から晩材への移行は緩やかである。放射組織で

じゅず状末端壁がみられる。分野壁孔は小型のスギ型で、１分野に１～４個存在する。

　モミ属は暖帯から温帯にかけて生育する常緑高木で、ウラジロモミ・シラベ・トドマツなど約５種

ある。材は柔軟で加工容易であるが、割れやすく狂いが出て保存性が低い。

（2）コウヤマキ　Sciadopitys	verticillata	(Thunb.)	Siebold	et	Zucc.　コウヤマキ科　写真９　

2b-2c(No.51)

　仮道管と放射組織からなる針葉樹である。横断面の観察は行えなかったが、放射断面から晩材部の

幅は比較的狭いと思われる。分野壁孔は窓状である。

　コウヤマキは暖帯上部から温帯に生育する常緑針葉高木である。耐朽性、耐湿性が強く、強靱で微

香がある。

（3）スギ　Cryptomeria	japonica	(L.f.)	D.Don　スギ科　写真９　3a-3c(No.682)

　仮道管、放射組織、樹脂細胞からなる針葉樹である。早材から晩材への移行はやや急か穏やかで、

晩材部の幅は広い。樹脂細胞は主に晩材部に散在する。分野壁孔は大型のスギ型で、１分野に通常2

個並ぶ。

　スギは暖帯・温帯下部に生育する。材は比較的軽軟で切削加工は容易、保存性は中庸で、割裂性は

大きい。

（4）ヒノキ　Chamaecyparis	obtusa	(Siebold	et	Zucc.)	Endl.　ヒノキ科　写真９　4a-4c(No.58)、

5a-5c(No.633)

　仮道管、放射組織、樹脂細胞からなる針葉樹である。早材から晩材への移行は緩やかである。樹脂

細胞は主に晩材部に散在する。分野壁孔は中型のトウヒ型～ヒノキ型で、１分野に２個存在する。

　ヒノキは温帯から暖帯に分布する。材は加工容易で割裂性は大きく、耐朽性、耐湿性は著しく高く

狂いが少ない。

（5）ヒノキ科　Cupressaceae　写真９・10　6a-6c(No.679)

　仮道管、放射組織、樹脂細胞からなるが、材の腐朽により分野壁孔の形が確認できなかったため、

ヒノキ科までの同定とした。

（6）カヤ　Torreya	nucifera	Sieb.	et	Zucc.　イチイ科　写真10　7b-7c(No.5)

　仮道管と放射組織からなる針葉樹である。横断面の観察は行えなかった。仮道管壁に2本対になっ

たらせん肥厚がある。分野壁孔は小型のヒノキ型で、１分野に１～４個存在する。

　カヤは暖帯から温帯に分布する常緑高木である。材は木理直通、硬堅、緻密で、弾性・耐久力が強

く水湿にも強い。

（7）ツブラジイ　Castanopsis	cuspidata	(Thunb.)	Schottky　ブナ科　写真10　8a-8c(No.475)

　環孔性の放射孔材で、年輪の始めの道管は単独でやや大きいが接線方向に連続しない。晩材部では、

徐々に径を減じた小型で薄壁の小道管が集団をなして火炎状に配列する。軸方向柔組織はいびつな線

状である。道管の穿孔は単一となる。放射組織は単列の同性で、集合放射組織がみられる。

　ツブラジイは暖帯に分布する常緑高木である。材はやや重硬で割裂性･乾燥は中庸、耐久性は著し
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く低い。

（8）スダジイ　Castanopsis	sieboldii	(Makino)	Hatus.	ex	T.Yamaz.	et	Mashiba　ブナ科　写真10

　9a-9c(No.681)

　環孔性の放射孔材で、年輪の始めの道管は単独でやや大きいが、接線方向に連続しない。晩材部で

は、徐々に径を減じた小型で薄壁の小道管が集団をなして火炎状に配列する。軸方向柔組織はいびつ

な線状となる。道管の穿孔は単一である。放射組織は単列の同性である。

　スダジイは福島県・新潟県佐渡以南の暖帯に生育する常緑高木である。材はやや重硬で割裂・乾燥・

耐朽性は中庸だが、狂いが出やすい。

（9）シイ属　Castanopsis　ブナ科　写真10　10a-10c(No.688)

　環孔性の放射孔材で、年輪の始めの道管は単独でやや大きいが接線方向に連続しない。晩材部では、

徐々に径を減じた小型で薄壁の小道管が集団をなして火炎状に配列する。軸方向柔組織はいびつな線

状となる。道管の穿孔は単一である。放射組織は単列で同性である。

　シイ属は暖帯に分布する常緑高木で、スダジイとツブラジイがある。ツブラジイには集合放射組織

があり、スダジイにはみられない。本試料は小片で、集合放射組織の有無が確認できなかったため、

シイ属とした。

（10）イチイガシ　Quercus	gilva	Blume　ブナ科　写真10　11a-11c(No.59)

　円形で大型の道管が単独で散在し、やや放射方向に配列する放射孔材である。軸方向柔組織はいび

つな線状となる。穿孔は単一である。放射組織は同性で、単列のものと広放射組織がある。

　イチイガシは関東地方以西の太平洋側に分布する常緑高木である。材はきわめて堅硬、弾性強く強

靱で、水湿に強い。

（11） コ ナ ラ 属 ア カ ガ シ 亜 属　Quercus	 subgen.Cyclobalanopsis　 ブ ナ 科　 写 真10・11　

12a-12c(No.56)、13a	(No.637)

　円形でやや大型の道管が単独で放射方向に配列する放射孔材である。軸方向柔細胞はいびつな線状

となる。道管の穿孔は単一となる。放射組織は同性で、単列のものと広放射組織がある。

　アカガシ亜属は主に暖帯に分布する常緑高木で、アカガシ、ハナカガシ、ツクバネガシ、アラカシ

など8種がある。イチイガシ以外は木材組織からは識別困難なため、イチイガシを除いたアカガシ亜

属とする。材はきわめて堅硬、弾性強く強靱で、水湿に強い。

（12）コナラ属クヌギ節　Quercus	sect.	Aegilops　ブナ科　写真11　14a-14c(No.4)

　年輪界のはじめに大型の道管が並ぶ環孔材で、晩材部では急に径を減じた円形で厚壁の小道管が単

独で放射方向に配列する。軸方向柔組織はいびつな線状である。道管の穿孔は単一となる。放射組織

は単列同性のものと広放射組織とが存在する。

　クヌギ節は暖帯に生育する落葉高木で、クヌギ・アベマキがある。材は全体的に重硬である。

（13）コナラ属コナラ節　Quercus	sect.	Prinus　ブナ科　写真11　15a-15c(No.627)

　年輪界のはじめに大型の道管が並ぶ環孔材で、晩材部では急に径を減じた薄壁で角張った小道管が

火炎状に配列する。軸方向柔組織はいびつな線状である。道管の穿孔は単一となる。放射組織は同性

で、単列と広放射組織の２種類がある。

　コナラ節は温帯下部および暖帯に分布する落葉高木で、カシワ・ミズナラ・コナラ・ナラガシワが
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ある。材は全体的に重硬である。

（14）ケヤキ　Zelkova	serrata	(Thunb.)	Makino　ニレ科　写真11　16a-16c(No.50)

　大型の道管が年輪界のはじめに1列に並び、晩材部では小道管が集団をなして接線状から斜線状に

配列する環孔材である。道管の穿孔は単一となる。小道管の内壁にはらせん肥厚がみられる。放射組

織は異性で、上下端の細胞に大きな結晶をもつ。

　ケヤキは暖帯下部に分布する落葉高木で、肥沃地や渓畔によく生育する。材は重硬で狂いがない。

（15）カツラ属　Cercidiphyllum　カツラ科　写真11　17a-17c(No.630)

　ほぼ単独で角張った道管が年輪内で密に分布する散孔材である。道管の穿孔は30本程度の横棒から

なる階段状で、道管末尾にらせん肥厚がみられる。放射組織は1～2細胞幅で、平伏細胞と方形細胞か

らなる異性である。

　カツラは温帯から暖帯に分布する落葉高木で、軽軟で靱性があり、加工容易な材である。

（16）マタタビ属　Actinidia　マタタビ科　写真11・12　18a-18c(No.716)

　年輪界のはじめに中型の道管が配列し、晩材部へ向けて徐々に径を減じながら単独で散在する半環

孔材である。道管の穿孔は単一である。放射組織は１～５列幅程度の異性である。

　マタタビ属は温帯から暖帯に分布する落葉のつる性木本で、サルナシ、マタタビなど4種がある。

（17）サカキ　Cleyera	japonica	Thunb.　ツバキ科　写真12　19a-19c(No.480)

　小径でやや角張った道管がほぼ単独で年輪内に均等に分布する散孔材である。道管の穿孔は20段程

度の階段状となる。放射組織は異性でほぼ１列である。

　サカキは暖帯から亜熱帯に分布する常緑の小高木である。材は硬く強靱、割裂は困難である。

（18）モチノキ属　Ilex　モチノキ科　写真12　20a-20c(No.634)

　小型の道管が放射方向に数個複合して散在する散孔材である。道管の穿孔は20段程度の階段状であ

る。道管相互壁孔は対列～階段状、放射組織は多列でほぼ同性である。

　モチノキ属は熱帯から温帯に分布する常緑または落葉の高木または低木である。日本には23種があ

るが、大きく常緑性のモチノキ亜属と落葉性のウメモドキ亜属に分けられる。

（19）タラノキ　Aralia	elata	Seem.　ウコギ科　写真12　21a-21c(No.678)

　年輪界の始めにやや大型の道管が数列並び、晩材部では小道管が単独もしくは数個複合して接線状

に配列する環孔材である。道管の穿孔は単一である。放射組織は３～５列幅の異性で、不完全な鞘細

胞がみられる。

　タラノキは温帯から暖帯に分布する落葉低木である。材は強度中庸である。

（20）トネリコ属トネリコ節　Fraxinus	sect.Ornus　モクセイ科　写真12　22a-22c(No.61)

　年輪界に沿って大型の道管が１～３列並ぶ環孔材で、晩材部では非常に厚壁の小道管が単独もしく

は放射方向に２～３個複合して散在する。軸方向柔組織は周囲状となる。道管の穿孔は単一で、放射

組織は同性で１～３列である。

　トネリコ節は温帯に分布する落葉高木で、トネリコ、アオダモなど７種がある。材は中庸～やや重

硬、切削加工は容易で保存性も中庸である。

（21）樹皮　Bark　写真12　23a(No.53)

　師細胞および師部放射組織からなる二次細胞および周皮で構成される樹皮である。樹皮は対象標本
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が少なく、同定には至っていない。

（22）タケ亜科　Gramineae	subfam.	Bambusoideae　イネ科　写真12　24a(No.715)

　柔細胞と維管束で構成される単子葉類で、維管束が柔細胞中に散在する不斉中心柱がある。組織が

つぶれているが、厚壁の維管束鞘が確認できる。

　タケ亜科はタケ・ササの仲間で12属が含まれるが、稈の組織のみから属や種を識別することは難し

い。二次肥大成長を行わないため木本とはいえないが、高く成長するために木材のように用いられる。

割裂性が非常に大きい。

４　まとめ

　器種別にみると、鍬は2点ともアカガシ亜属で木取りは柾目取りである。棒状具は１点検出されて

いるが、ヒノキで木取りは芯無削出である。建築部材は柾目取りのケヤキであった。柱材はヒノキ、

ツブラジイ、アカガシ亜属、サカキ、トネリコ節が検出され、木取りは大半が芯持丸木であった。柱

根はすべてアカガシ亜属で、木取りは芯持丸木であった。柱根および柱材に使われている樹種は比較

的大木になるものが多く、材質も重硬なものが多いように思われる。

　杭材はスギ、ヒノキ、ヒノキ科、スダジイ、シイ属、アカガシ亜属、タラノキの７分類群が確認さ

れ、木取りはタラノキ、スダジイを含むシイ属がすべて芯持丸木、アカガシ亜属が芯持丸木と柾目材、

ヒノキやスギの針葉樹類は板目材と、樹種によって木取りが異なっていた。杭材には身近な材を用い

ることが多いため、これらの樹種が遺跡周辺に生育していたものと推測される。

　板材はスダジイが１点ある他はすべてヒノキであった。木取りは板目、柾目、追柾目、割材など様々

であった。加工材はモミ属、コウヤマキ、スギ、ヒノキ、カヤ、スダジイ、イチイガシ、アカガシ亜属、

クヌギ節、コナラ節、カツラ属、サカキ、モチノキ属の13分類群が確認された。木取りは板目、柾目、

追柾目、芯無削出、芯持丸木、角材、割材があるが、樹種ごとの傾向は見られなかった。

　編組製品はマタタビ属とタケ亜科が１点ずつ検出された。マタタビ属は丸木状のまま使用されてい

たが、タケ亜科は組織が崩れており、おそらく割裂いたものと思われる。編組製品に用いられる素材

としては木本、草本、蔓植物、タケ亜科、シダ類などがあり、必要に応じて割裂いて利用される。マ

タタビ属は林内および林縁によく生育する樹種であり、編組製品への利用が確認されている遺跡とし

ては、地域は異なるが、弥生時代前期～古墳時代初頭の鳥取県の青谷上寺地遺跡などがある（鳥取県

埋蔵文化財センター，2005）。

　全体では針葉樹のヒノキが27点と最も多く、次いで広葉樹のアカガシ亜属が17点検出された。広葉

樹が16分類群と多く検出されているが、ほとんどが１～２点程度の検出である。イチイガシを含むア

カガシ亜属およびツブラジイ、スダジイを含むシイ属は常緑高木であり、遺跡周辺の主要な森林構成

要素であったと思われる。モチノキ属やサカキも常緑広葉樹林内に生育する常緑の低木～小高木であ

る。また、ヒノキを中心とする針葉樹は丘陵地に、トネリコ節は湿潤な環境に生育するなど生育環境

が異なっていることから、遺跡周辺の様々な場所から用途に応じて伐採を行ったと推測される。

　なお、今回の樹種同定ではアカガシ亜属が、イチイガシとイチイガシ以外のアカガシ亜属に分類す

ることができた。これまでに行われた本遺跡の自然科学分析では、花粉分析や樹種同定でアカガシ亜

属が多く検出されており、種レベルで同定可能な大型植物遺体（種子）ではイチイガシが多く検出さ



158　　第５章　自然科学分析

れていた（新山，1998）。今後、樹種同定においてもアカガシ亜属の中でイチイガシが識別可能となり、

周辺植生と植物利用の関わりがより解明されるようになると思われる。

引用文献

新山雅広1998、岐阜県文化財保護センター編『荒尾南遺跡、（荒尾南遺跡の花粉化石群集86-91）』鳥

取県埋蔵文化財センター2005『青谷上寺地遺跡出土品調査研究報告書１　（木製容器・かご.	158p）』
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写真９　荒尾南遺跡Ｂ地区出土材の光学顕微鏡写真（１）
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写真10　荒尾南遺跡Ｂ地区出土材の光学顕微鏡写真（２）
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写真11　荒尾南遺跡Ｂ地区出土材の光学顕微鏡写真（３）
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写真12　荒尾南遺跡Ｂ地区出土材の光学顕微鏡写真（４）
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第６章　総括

第１節　遺構・遺物の検討

　ここではＡ地区報告書の報告を受けて、新たに加わった遺構・遺物や検討すべき遺構・遺物につい

て、述べる。

１　縄文時代晩期

　縄文時代晩期の確実な遺構は認められなかったが、少量ながらも縄文時代晩期後半の資料がＢ地区

西部でえられた。なかでも注目すべきはSK01894出土の鉢（図1268）である。大洞C2式の新しい時期

に相当すると考えられ、文様構成や刺突文をもつ点からみて石川県を中心とする日本海側からの搬入

品である可能性が高い。類似する資料は一宮市馬見塚遺跡の例がよく知られており、東海地方ではこ

れに続く３例目である1)。464は半完存品で、遺存状況もよく、今後の基準資料となりうるものである。

近くから石棒（39610）が出土している。464に伴うものか断定できないが、土器だけてなく石製品に

も今後注目する必要がある。

２　弥生時代～古墳時代

Ⅰ期

　縄文時代晩期と同様、Ⅰ期の資料が断片的だが、Ｂ地区西部から出土した。一部、土坑から出土し

た事例も認められるが、確実にⅠ期となる遺構は確認できなかった。土器では799が興味深い資料で

ある。遠賀川系土器に類似するが、口縁端部の形状、文様の位置や胎土が赤褐色を呈するなど、本来

の遠賀川系土器とは異なる特徴が多く認められる。口縁端部の形状は1232などのように縄文時代晩期

終末と考えられる資料の形状と類似する2)。本来の遠賀川系土器とは異なるものの、遠賀川系土器に

似せて製作された可能性がある。類似する事例として金剛坂式があげられるが、金剛坂式の資料には

あてはまらない。799はいわゆる亜流遠賀川系土器の１つと考えられるが、金剛坂式とは別型式とな

りうる可能性がある。滋賀県には縄文時代晩期終末～弥生時代前期にかけて独自の変容壺が認められ

るので、こうした資料も含めて、検討すべき資料の１つであろう。

Ⅱ期～Ⅳ期

　ここでは周溝墓について概観する。弥生時代中期の周溝墓35基を新たに確認した（図669）。そのう

ち30基が東部に位置し、多くがＡ地区でⅠ群とした列状に南北に伸びる墓域の延長上にある。Ⅱ期の

周溝墓がＡ地区より、まとまりをもって確認できた。

　Ⅱ期の周溝墓は計９基（SZ058､064､065､066､072､074､075､079､080）を数え、東部の南半分に集中

する。当初、Ⅰ群とした周溝墓はⅢ期の墓域として設定したものであるが、他の時期も認められる。

Ⅲ期の周溝墓はＢ地区ではSZ057を北限にして、南限はSZ063である。SZ063より南側にも列状に周溝

1）石川氏、久田氏のご教示　　

2)	石川氏のご教示
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墓が位置するが、多くがⅡ期の周溝墓である。これらⅡ期の周溝墓は、四隅切れであることや平面形

が長方形で周囲にあるⅢ・Ⅳ期の周溝墓より一回り規模が小さいことに特徴がある。Ⅲ期のSZ057、

Ⅳ期のSZ071と重複関係があって、SZ057より先行するSZ058、SZ071より先行するSZ072にも同様の傾

向を認めることができる。また、Ａ地区から続く中央の空白域の両側に配置される傾向も共通してい

ることから、Ⅰ群は一部を除いて、Ⅱ～Ⅲ期にかけて設営されたと考えられる。Ⅱ期の周溝墓は他の

時期と重複する周溝墓がすでに述べたように２基のみで、Ⅲ期周溝墓の南限付近にあたることからⅡ

期とⅢ期の墓域はⅠ群のなかでは、それほど重複していなかった可能性がある。課題はＡ地区と同様、

列状に設営された理由である。Ａ地区では中央の空白域を墓道？として検討したが、Ｂ地区ではⅠ群

周溝墓の東側の１列が空白域とSD0381に挟まれた位置にある。これらが南北に連なる。空白域とさら

にSD0381によって周溝墓の設営が規制されているようにみえる。結果としての空白域となる墓道？と

埋めようのない空白域のSD0381とでは規制といっても、そのもつ意味は違う。問題はSD0381と周溝墓

の先後関係にある。SD0381がⅡ期以前に掘削したのであれば、Ⅱ期に始まる周溝墓の設営がSD0381に

よって規制されたことになるが、Ⅱ期以降の掘削であればSD0381がすでにある周溝墓を避けて掘削さ

れたことになる。大溝からはⅠ期の資料も出土するが、その出土量はわずかでⅠ期に掘削したとは考

えられない。Ⅱ期の資料が比較的多く認められるが、圧倒的にⅤ～Ⅶ期の資料が多いため、Ⅱ期から

掘削したとも断定できない。仮にⅤ期以降にSD0381が掘削されて、大溝の掘削範囲に周溝墓が分布

しているとするなら、SD0381掘削に伴う周溝墓の損壊によって、SD0381内から周溝墓から伴出すべ

き供献土器が出土する可能性がある。しかし、これまでその痕跡を示す資料は確認していないので、

SD0381の掘削開始時期を明確にできない。先後関係の判断は難しい。現状ではSD0381の掘削時期はⅤ

期よりさかのぼって周溝墓と同時期に存在した可能性があると考えたい。参考としたいのが、中央の

図668　Ｂ地区西部方形周溝墓位置図(数字は遺構番号)
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墓道？の空白域とは別にSD0381西側に隣接する周溝墓が途切れるＡ・Ｂ・Ｃの空間である。Ｂは堆積

が安定していないので判断は控えるが、重要なのはＡとＢである。Ａは中央の空白域と大溝が最も接

近する空間にあたり、大溝を西側に拡張している。ここに周溝墓が位置していないのは何らかの意図

があると考えられる。また、これよりSZ058を境にして南側にⅡ期の周溝墓が分布する。ＣもSD0381

を西側へ大きく拡張した空間にあたる。掘削した時期はⅤ期以降であるが、周囲には削平された周溝

墓の痕跡が認められないので、掘削以前から周溝墓がない空間であった可能性がある。こうした周溝

墓の認められない空間とSD0381の拡張、さらには中央の空白域の関係は、結論を導き出せないが、場

の利用として何らかの関係をもっていた可能性がある。

　Ⅲ期の周溝墓はすでに述べた通り、Ⅰ群に分布し計８基（SZ055～057､059～063）を数える。その

なかで最初に構築されたのがSZ057である。規模も最も大きい。その後、周囲のⅢ期の周溝墓が構築

されると考えられる。

　Ⅳ期の周溝墓は計18基が相当する（SZ050～054､SZ068～071､073､076～078､081～085）。西部に位置

するSZ050～054の５基はＡ地区西端にあるSZ004から続いて南北に並ぶようにみえるが、その軸とな

る方向がさまざまである。Ａ地区と軸となる方向がそろうのはSZ050･051と考えられる。東部では比

較的、軸をそろえた配置が認められる（SZ068～071･073、SZ076～078･081）。Ⅲ期周溝墓のように列

状のような配置とはならずに塊状のような分布を示すが、軸の方向はⅡ期やⅢ期の周溝墓と類似する。

その一方で、東部南端に位置するSZ082～085はやや前述のⅣ基周溝墓とは軸の方向が異なる。とくに

SZ082､085において顕著である。北側にはⅣ基周溝墓が認められないことから、別の意図で構築され

たとも考えられる。南側については今後、整理作業を進めるので、その成果をまって検討したい。

図669　Ｂ地区東部方形周溝墓位置図(数字は遺構番号)
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Ⅴ～Ⅶ期

　集落が展開する時期にあたる。Ａ地区では、周溝墓が展開する弥生時代中期から集落が展開するⅤ

期後半までの間、すなわちⅤ期前半の遺構・遺物が希薄であった。今回報告するＢ地区でも同様の傾

向を示す。SD0381からⅤ期前半の土器資料が出土したので、遺跡の利用としての空白期はないと考え

られるが、明確な遺構が認められないのが現状である。今後の課題としたい。ここでは、Ａ地区の時

期区分した資料のなかで、断片的であったⅥ－３期及びⅦ－３期に新たに良好な資料がえられたので、

これについて報告する。また、西部南側にある溝状遺構についてふれる。

SK01881

　SK01881から一括資料が出土した。高坏、器台、甕、鉢の特徴からⅥ－３期に相当する。まず、Ⅵ

－３期に特徴的な器種について述べる。高坏はC3類（1215･1216･1220）が認められる。なかでも、口

縁部内面を肥厚した部位に多条沈線を施文するC3b類（1220）の出土量が多い。坏部底面が比較的平

坦でその幅がやや広く、坏部の側面が台形状を呈する。脚部は付根から円錐形となり、強く内湾しな

いことに特徴がある。坏部の大きさに比して、脚部は低脚なことも特徴としてあげられる。沈線がさ

らに多条化し、他の文様と組み合わさるⅦ－１期の直前段階に位置づけられる。1215は脚部がやや長

脚で透孔付近からやや内湾する。Ⅵ－１期からの系譜をもつ資料である。器台B3類（1223）は脚部が

付根から円錐形に開き、透孔付近からわずかに内湾する。甕は口縁端部を痕跡的に直立させるA4類

（1249）、口縁部がくの字に屈折するがわずかに内湾するC2類（1250）がある。1256はＳ字甕Ａ類で甕

D1b類にあたる。鉢A3a類（1239）は口頸部が長くなる。これらがⅥ－３期に特徴的な器種と考えられ

る。口縁端部を強く屈曲させる甕A1類（1257）、鉢A2類（1237）はⅥ－１期に多いと考えていたが、

Ⅵ－３期まで残ることが明らかとなった。一方で、頸部直下の文様の簡略化が認められる。同様にⅥ

－１期から継続するものとして高坏Ｉ類（1221）、鉢Ｂ類（1243）がある。1221は脚裾部が強く外反し、

Ⅵ－１期までの資料と酷似している。壺はこれまで良好な資料が確認できなかったが、1229、1231、

1233、1238などほぼ器形が判明する資料がえられた。1229は壺G2類でⅦ－１期にかけて盛行する器種

である。1234も壺Ｇ類だが、脚台付でこれまでの出土例では確認できない少数例である。1231、1230

ともに壺H2類で、口頸部の内湾が進む。1229と同様、Ⅶ－１期にも同様の資料がみられる。壺A1類の

1233は口縁部が強く外反し、端部を下方に拡張する。内面には羽状文、胴部には波状文がある。Ⅴ期

の資料にも類似するが、口縁部がやや短く端部下方が内傾する、胴部がやや下膨れであるなどから前

段階に系譜をもつ資料がⅥ－３期まで残るのであろう。1238は口縁部が強く屈折して開く壺A4類で、

羽状文の施文が顕著な資料である。これまで、口縁部の断片的な資料が出土するのみで、時期決定で

きなかった資料である。本資料で壺A4類の所属時期がおさえられた。1235は小型の精製鉢で鉢Ｄ類に

あたる。小型の鉢はⅥ－１期から認められる。以上のように、これまでⅥ－３期の資料のほかに、壺

Ａ類やＧ類が加わることが確認できた。また、甕A1類、鉢A2類のようにⅥ期前半の器種も文様に退化

傾向を認めつつも、Ⅵ－３期まで残ることが明らかになったと考えられる。

SK01810

　口縁部が大きく開き、坏底部の狭い高坏Ｄ類（1106･1110･1108･1112）が認められることから、Ⅶ

－３期の資料と判断した。これらの高坏は内面加飾の比率が高く、1110、1112のように多条沈線が多

段化して、山形文や連弧文など他の文様と組み合う。多条沈線と他の文様が組み合う資料はⅦ－１期
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図670　Ⅵ－３期の土器（SK01881出土）

Ⅵ－３期　SK01881
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から認められるが、他の文様との間を埋める多条沈線が少条となる。さらに連弧文を施文する資料が

増える。その文様構成が壺Ｊ類（1111）や鉢（1117）にも採用され、高坏の文様が他の器種へと拡散

する傾向が認められる。1119は二重口縁壺で内面には羽状文がある。甕を除く器種の加飾が著しいの

が、Ⅶ－３期の特徴の１つと考えられる。甕はC2類（1121）が継続して認められ、Ｓ字甕Ｂ類である

D2b類も継続して伴うことが明らかとなった。

東部南側にある溝について

　西側の溝について述べる。東部は北西隅に竪穴住居跡が密集する。その範囲はSB120がやや離れ

た位置にあるのでこれを除くと、SB116までが密集する範囲の南限と考えられる。SB116の南側へ約

25ｍ離れて、東西の伸びるSD0475が位置する。東端はSD0381へつながり、集落域を区画する溝の

可能性が高い。SD0475より南側は周溝墓を避けるようにして、多くの溝が認められ、竪穴住居跡や

他の施設がほとんど認められない地域である。SD0475よりさらに南側に約37ｍ離れて東西に伸びる

SD0493があり、東端はSD0381につながる。SD0493は溝両側に竪穴住居跡が顕著に認められないので、

SD0475と同様に集落域との関わりを想定できないが、場を何らかの目的で区画した可能性がある。

SD0493の南に隣接して位置するSD0495は東西に伸びる溝で、その南側に竪穴住居跡が密集することが

平成18年度の発掘調査によって明らかとなっており、集落域を区画する溝と考えられる。これら３条

の溝に挟まれた空間は竪穴住居跡が分布しないが、無数の溝状遺構が認められるので、何らかの目的

で利用したことは明らかである。細かくみるとSD0493とSD0495の間は溝状遺構の分布が希薄のため、

溝状遺構が集中するのはSD0475とSD0493の間と考えられる。この間で検出した溝状遺構は掘り込みが

浅く、東西方向に直線的に伸びるものが大半を占める。そのなかに弧状となるものがあり、円形にめ

ぐるSD0490例の一部の可能性がある。SD0490は溝が円形にめぐり、南端はSD0493につながる。内部に

は柱穴など施設の構築を示す根拠は確認できなかったが、何らかの目的があって円形に溝をめぐらし

たことは明らかである。また、西側に溝３条が伸び、SK02331へとつながる。何か特殊な場の利用が

考えられる。溝内からの遺物の出土はわずかにとどまったが砥石２点が出土した。砥石の出土が内部

の利用形態を考える上で、重要な意味をもつ可能性がある。これまでこのような円形の溝と砥石出土

の事例がないので、現状では言及をさけるが、今後の資料の増加によって改めて検討すべき事例であ

図671　Ⅶ－３期の土器（SK01810出土）

Ⅶ期－３ SK1810
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る。

　東側の溝と周辺にある遺構について述べる。SD0381の東側にあって、東西に伸びるSD0588と南北

に伸びるSD0653･SD0654に囲まれた地域は遺構分布が希薄な地域である。そのなかにはSB121がある。

SB121はこの場に１軒のみで、これまで報告した住居跡のなかで唯一、平地型の可能性が高い住居跡

である。他の竪穴住居跡が密集する地域と比べると場の利用目的が異なる可能性がある。さらに西側

にはSH008があり、その関係にも注意しておく必要がある。また、北西側にはSD0381から分岐した後、

再度合流するSD0577の両側には遺構分布の少ない地域がある。SD0381より東側は水田域を除くと遺構

の密度が低い。そのため、集落の縁辺ともみてとれるが、SB121及びSH008の存在からすると、SD0381

西側にある竪穴住居跡の密集域とは別の目的をもって場を利用した可能性があり、遺構密度が低いこ

とに何か意味があるとも考えられる。また、SD0654から北へ続くSD0649からは鳥形木製品（2393）が

出土したこともSB121の役割を考える上で重要である。SD0381と集落との関わりは、荒尾南遺跡全体

を理解する上で重要な鍵となることは間違いない。今後も検討を進めたい。

図672　東部竪穴住居跡・溝状遺構位置図
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第２節　遺構及び遺物包含層出土石器の分布について

　Ｂ地区で出土した石器類のうち、今回報告するのは、305点である。ここでは、遺構及び遺物包含

層中で出土した石器を５ｍグリット毎にカウントし、分布傾向を把握したい。

小型剥片石器類　打製石鏃はＢ地区東部に分布する。石材はチャート主体であり、大きさは有茎のタ

イプでも４㎝前後と小さめである。形態的には両側縁に明瞭な肩と逆刺を有し、茎を除く平面形が五

角形となるいわゆる五角形鏃、もしくは側縁が外彎か直線的になり基部にわずかな抉りの入るものが

多い。打製石鏃は、弥生時代中期前葉から中葉前半にかけて長大化・大型化する傾向にある。また、

中期後葉には小型化し、肩が丸まる傾向を示す1)。荒尾南遺跡出土の打製石鏃は比較的小型で側縁が

有肩・直線的になることから、中間の時期である弥生時代中期中葉後半の時期のものと考えられる。

打製石鏃が分布するＢ地区東部北側にはⅢ期の周溝墓が位置し、遺構の時期とも一致する。

　石錐、刃器、楔形石器については、それぞれ１点と少なく、有用な分布傾向を得られなかった。ま

た、ＲＦ・剥片については、Ｂ地区東部・西部に散漫な分布を示す。

磨製石器類　磨製石斧は散漫な分布であったが、石棒類はＢ地区西部に多い。石棒類は黒色片岩・結

晶片岩・ホルンフェルス製の小・中型の石棒であることから、縄文時代晩期後半以降のものと考えら

れる。Ｂ地区では縄文時代晩期の遺構は残存しなかったが、縄文時代晩期後半の土器が出土している。

また、Ａ地区の北西側では縄文時代晩期の住居跡（SB001）を確認していることから、荒尾南遺跡の

西側には弥生時代以前の集落・墓域が広がっていた可能性がある。

玉類　玉類はＢ地区東部南側大溝付近に集中する。玉類が出土した場所は、周溝が廻る単独の住居跡

（SB121）と水田を区画する溝（SD0652）が大溝に直交する位置にある。祭祀的な意味合いも推定でき

るが、溝埋土出土のため、移動した可能性もあることから断定はできない。

石鋸　明確な位置を示せなかったが、玉類が出土した付近の溝SD0577から１点出土している。

磨石・軽石製品　Ｂ地区東部・西部に散漫な分布を示し、有用な分布傾向を得られなかった。

叩石・砥石　砥石は器種別点数の割合では、53.4％と多い。砥石全体ではＢ地区東部・西部に散漫

な分布を示す。しかしながら、福井県周辺で産出する凝灰岩に質感が類似する角柱状の手持ち砥石

はＢ地区西部に分布を示す。このタイプの砥石は古代以降の可能性が高く2)、Ｂ地区西部の第一面の

水田遺構の時期とも一致する。また、鉄製工具の刃先によると考えられるＶ字状の溝が入る砥石や

明瞭な光沢面のある砥石は、大溝の西側及び西部河川跡の東側を中心に分布する。住居域に近接した

水場を利用し、鉄製工具の刃先を整えるために利用した可能性がある。叩石も砥石と同様の分布を示

す。叩石は縄文時代のものに比べ、大ぶりで、亜円礫や長楕円礫の端部及び側縁部上方に敲打痕を有

する。叩石の用途は不明であるが、砥石の中には砥面に敲打痕を残すものや、その敲打痕の上に新た

な砥面が形成されているものが存在することから、叩石を利用し、砥石の研磨面を再生した可能性が

ある。

1）西村勝広『濃尾平野における有茎五角形石鏃について（岐阜）』「第７回例会発表要旨集　弥生時代の再検討－器種・製作技術・

石材－」中部弥生研究会による。

２）堀木真美子氏の御教示による
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図673　石器出土状況図（１）
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図674　石器出土状況図（２）
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図675　石器出土状況図（３）
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